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 7.2.7-1

7.2.7 植物(重要な種及び群落) 

7.2.7.1 環境影響評価の手順 

植物(重要な種及び群落)に係る環境影響評価の手順を図 7.2.7-1 に示す。 

植物の環境影響評価にあたっては、「2.4.5 事業の工事計画の概要」等に示した事業特

性を踏まえて、文献その他の資料等により地域の自然的状況(植生、植物相、植物の重要

な種及び群落)及び社会的状況(法令指定の状況等)を把握した。これらを整理した内容に

基づくとともに、知事意見等を踏まえ、調査、予測及び評価の手法を選定した。 

本項においては、予測に必要となる情報(植物相及び植生の状況、植物の重要な種及び

群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況)を文献その他の資料及び現地調査により収

集し、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う重要な種及び群落の

改変等に関する予測を行った。予測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合には、

その内容を検討し、環境影響の回避又は低減の視点から評価を行った。 

  



 

 7.2.7-2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月)共 1）注)1をも

とに作成 

図 7.2.7-1 植物の環境影響評価の手順 

 
注)1：該当する引用・参考文献の番号を示し、本項末に一覧を示す。 

 
・ダム事業の種類 

・ダム事業実施区域の位置 

・ダム事業の規模及び総貯水容量 

・ダム事業に係るダムの堤体の規模及び型式並びにダムの供用に 

関する事項 

・ダム事業の工事計画の概要 等 

第 2 章 事業の目的及び内容 

〔文献その他の資料調査・聴取・概査〕 

・自然的状況(植生、植物相、植物の重要な種及び群落) 

・社会的状況(法令指定の状況等) 

第 6 章 事業に係る環境影響評価の項目並びに 

調査、予測及び評価の手法 

〔文献その他の資料及び現地調査〕 

・植物相及び植生の状況 

・植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況

 
「工事の実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」

について、以下のものを予測する。 

○直接改変 

・生育環境の改変 

○ダム洪水調節地の環境 

・試験湛水又は洪水調節に伴う一時的な冠水による生

育環境の変化 

○直接改変等以外 

・改変区域付近、又は工作物付近の環境の変化による

生育環境の変化 

・水質の変化による生育環境の変化 

・ダム洪水調節地及びダム下流河川の流況の変化によ

る生育環境の変化 

・ダム上下流の河床の変化による生育環境の変化 

予 測 

○環境保全措置の検討と検証 

・検討手順 

回避・低減→代償措置 

・複数案の比較検討、より良い技術

の活用、他 

 

○検討結果の整理 

・実施主体、方法、内容 

・効果及びその不確実性の程度 

・実施に伴い生ずるおそれのある環

境への影響 

 

○事後調査の必要性 

・理由、項目及び手法 
・環境影響が著しいことが明らかと

なった場合の対応の方針 
・公表の方法 

環境保全措置 

・事業者により実行可能な範囲内で環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか。 

・国又は地方公共団体の基準又は目標との整合が図られているか。 

第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況 

調 査 

評 価 

第 7 章 

第 5 章 環境影響評価方法

レポートについての意見と

事業者の見解 

 

○工事中から工事完了以降に実施した以下の内容について公表する。 

・環境省令で定める環境保全の効果が不確実な措置等 

1.植物の重要な種及び群落の生育環境に係る措置 

2.植物の重要な種及び群落の保護のために必要な措置 

・回復することが困難であって保全が特に必要と認められる環境が周囲に存在する場合に講じた

措置であって効果が確実でないもの 

・事後調査 

・事後調査により判明した環境の状況に応じて講じた環境保全措置 

報 告 書 



 

 7.2.7-3

7.2.7.2 調査結果の概要 

調査は、「(1)種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」及び「(2)植物の

重要な種の分布、生育の状況及び生育環境の状況」について実施した。 

 

(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況 

1) 調査の手法 

(a) 調査すべき情報 

種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況を把握するため、種子植物・

シダ植物(植物相及び植生)、付着藻類(付着藻類相)及びその他の植物(蘚苔類相、大

型菌類相)について調査した。なお、大型菌類は分類学的には「植物」には該当しな

いが、便宜的に「植物」として整理することとした。 

 

(b) 調査の基本的な手法 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。また、必要に応じて専門家からの聴取を実施し生育

種等の情報を補った。 

現地調査の手法、内容及び実施状況を表 7.2.7-1～表 7.2.7-5 に示す。 

 

(c) 調査地域・調査地点 

種子植物・シダ植物(植物相及び植生)、付着藻類(付着藻類相)及びその他の植物

(蘚苔類相、大型菌類相)の調査地域は、事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流

の渡地点までの区間とした。調査地点は、植物相及び植生の状況を適切かつ効果的に

把握できる地点及び経路とした。特に、付着藻類のオキチモズクの面的に生育する地

点に留意した。 

調査地域、調査地点及び調査経路を図 7.2.7-2～図 7.2.7-6 に示す。 

 

(d) 調査期間等 

現地調査の調査期間、時期は、表 7.2.7-1～表 7.2.7-5 に示すとおりであり、調査

時期は、植物の生態の特性を踏まえ、植物相及び植生の状況を適切かつ効果的に把握

できる調査期間等とした。 

  



 

 7.2.7-4

表 7.2.7-1 種子植物・シダ植物の植物相の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

種子植物・シダ植物(植物相) 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.踏査 

調査経路を踏査し、出現した種子植物・シダ植物の実個体の目撃により、生育種を確

認した。調査は、昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

平成 

4 年度 

4/20～22 

5/18～22 

8/17～20 10/19～23 
－ 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

6 年度 

5/23～26 
－ － － 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

7 年度 

3/14～15 6/14～16 10/11～13 
 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

9 年度 
－ 

6/10～13 
－ － 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

15 年度
－ 

7/10～12 

7/22～25 

8/11～14 

8/18～22 

9/16～19 

9/22～25 

10/14～17 

10/20～23 

－ 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

16 年度

4/5～9 

4/26～28 

5/11～15 

5/22 

7/6～9 

－ － 

植物相の把握 

1.踏査 

平成 

30 年度
－ 

8/29～30  10/31 ～

11/1 
－ 

植物相の把握 

1.踏査 

令和 

元年度 

5/9～10 

－ － － 

植物相の把握 

1.踏査 

令和 

3 年度 

5/18～19 

5/21 

5/24～28 

5/31 

翌 3/1～3 

7/12～16 

7/22～23 

7/26～7/30 

8/2～8/6 

8/9～8/11 

8/27～8/31 

9/13～17 

9/20～24 

9/27～10/1 

10/4～8 

2/7～11 

 

植物相の把握 

1.踏査 

令和 

4 年度 

5/16～20 
－ － － 

植物相の把握 

1.踏査 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 

 

  



 

 7.2.7-5

表 7.2.7-2 種子植物・シダ植物の植生の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

種子植物・シダ植物(植生) 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.踏査 

 調査経路を踏査し、出現した種子植物・シダ植物の実個体の目撃により、生育種を確認

した。調査は、昼間に行った。 

2.コドラート法 

調査地域の代表的な群落に方形区を設定し、その出現種、階層構造、各階層の優占種、

高さ及び植被率について記録した。調査は昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 現地調査手法
注)1 春季 夏季 秋季 冬季 

昭和 

51 年度
注)2 

－ － － － 

植生の把握 

2.コドラート法

平成 

4 年度 

4/20～22 

5/18～22 

8/17～20 10/19～23 

－ 

植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

平成 

6 年度 

5/23～26 

－ － － 

植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

平成 

7 年度 

3/14～15 6/14～16 10/11～13 

 

植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

平成 

8 年度 
－ 

8/1～2 
－ － 

植生の把握 

2.コドラート法

平成 

9 年度 － 

6/10～13 

－ － 

植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

平成 

11 年度 
－ 

8/24～29 
－ － 

植生の把握 

2.コドラート法

平成 

15 年度 － 

7/22～25 

8/18～22 

9/16～19 

9/22～25 

10/20～23 

－ 

植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

平成 

16 年度 
－ 

7/6～9 
－ － 

植生の把握 

1.踏査 

令和 

3 年度 

5/18～19 

5/21 

5/24～28 

5/31 

8/19～26 9/20～24 

10/4～8 

10/18～22 

10/25～29  

2/1～4 植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

 

令和 

4 年度 

5/16～19 

 

8/2～5 9/12～13 

9/26～30 

2/1～3 植生の把握 

1.踏査 

2.コドラート法

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 

2.昭和 51 年度調査を実施しているが、調査時期は不明。 
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表 7.2.7-3 付着藻類相の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

付着藻類(付着藻類相) 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.定量採集 

調査地点において、河川中の石の表面にコドラート(5cm×5cm の方形枠)を設定して

付着藻類を採集、固定し、室内で種の同定及び分析を行った。調査は昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

昭和 

51 年度 
－ － 

10 月 1 月 付着藻類相の把握

1.定量採集 

昭和 

52 年度 
－ 

7/21～23 
－ － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

昭和 

57 年度 

5/22～23 
－ － － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

昭和 

60 年度 
－ － 

10/31 1/17 付着藻類相の把握

1.定量採集 

昭和 

61 年度 
－ 

6/13 

8/25 
－ － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

昭和 

63 年度 

5/25～29 8/8～16 10/1～5 
－ 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

元年度 

－ 8/8～10 9/28～29 
－ 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

7 年度 
－ 

8/6～8 
－ － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

8 年度 
－ － 

9/10～14 
－ 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

9 年度 

5/28 6/4 

6/11 
－ － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

13 年度 
－ 

8/28 9/27 

10/23 

1/29～30 付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

15 年度 
－ 

8/22～311 9/1 

10/28～30 

2/5～7 付着藻類相の把握

1.定量採集 

平成 

16 年度 

4/29～30 5/1～8 
－ － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

令和 

3 年度 － 

6/1～3 

6/8～11 

7/22～30 

10/10～18 1/11～20 付着藻類相の把握

1.定量採集 

令和 

4 年度 － 
6/4～5 

－ － 
付着藻類相の把握

1.定量採集 

4/14～16 7/7～14 

8/1～4 

8/29～9/1 

10/3～7 

10/24～28 － 

付着藻類相の把握

1.定量採集 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 
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表 7.2.7-4 蘚苔類相の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

蘚苔類(蘚苔類相) 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.任意採集法 

調査経路を踏査し、出現した蘚苔類を採集した。採集した試料は、実体顕微鏡及び光

学顕微鏡を用いて同定を行った。調査は昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

令和 

3 年度 
－ 

7/19～23 11/1～5 

11/25 
－ 

蘚苔類相の把握 

1.任意採集法 

令和 

4 年度 
－ 

7/20～22 

7/25～26 

10/22～26 
－ 

蘚苔類相の把握 

1.任意採集法 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 

 

 

表 7.2.7-5 大型菌類相の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

大型菌類(大型菌類相) 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.任意採集法 

調査経路を踏査し、出現した大型菌類を採集した。採集した試料は、実体顕微鏡及び

光学顕微鏡を用いて同定を行った。調査は昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

令和 

4 年度 － 

6/27～7/1 10/10～14 

－ 

大型菌類相の 

把握 

1.任意採集法 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 
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図 7.2.7-2  種子植物・シ

ダ植物の調査地域及び調査

経路(植物相) 
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図 7.2.7-3  種子植物・シダ

植物の調査地域、調査地点及

び調査経路(植生) 
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図 7.2.7-4  付着藻類の調

査地域、調査地点及び調査

経路(付着藻類相) 
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図 7.2.7-5  

蘚苔類の調査地域及び調査

経路(蘚苔類相) 
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図 7.2.7-6 

大型菌類の調査地域及び 

調査経路(大型菌類相) 
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2) 調査結果等 

現地調査による植物相の確認種数を表 7.2.7-6 に示す。 

 

表 7.2.7-6 植物相の確認種数 

項目 確認種数 

種子植物・シダ植物 179 科 1,795 種  

付着藻類 58 科  256 種  

その他の植物(蘚苔類) 75 科  363 種  

その他の植物(大型菌類) 65 科  302 種  

注)1.確認種数には、本項及び｢7.2.8 生態系｣の調査における確認種を含む。 

 

(a) 種子植物・シダ植物 

a) 植物相 

現地調査の結果、179 科 1,795 種の種子植物・シダ植物が確認された。 

確認された植物は、常緑広葉樹林を主な生育地とするスダジイ、ウラジロガシ、タ

ブノキ等や、スギ植林地を主な生育地とするヤブソテツ、ジュウモンジシダ、リョウ

メンシダ等、また、草地を主な生育地とするヒメシダ、ヨモギ、ススキ等であった。 

 

b) 植生 

現地調査の結果、川辺川周辺はアラカシ群落を主とする常緑広葉樹林及びスギ・ヒ

ノキ植林が広く分布し、谷部や斜面部にケヤキ群落、ヌルデ-アカメガシワ群落が分

布する。河川周辺は植生が少なく、礫河原等からなる自然裸地が分布する。川辺川の

流水型ダム下流の人吉盆地の区間では、自然裸地、オギ群落等が分布し、球磨川との

合流部付近にはメダケ群集、ムクノキ‐エノキ群集等が分布する。調査地域の現存植

生図を図 7.2.7-7 及び図 7.2.7-8 に示す。 

 

(b) 付着藻類 

現地調査の結果、58 科 256 種の付着藻類が確認された。 

確認された付着藻類は、珪藻綱のフナガタケイソウ科、ツメワカレケイソウ科、藍

藻綱のビロウドランソウなどであった。 

 

(c) その他の植物（蘚苔類） 

現地調査の結果、75 科 363 種の蘚苔類が確認された。 

確認された蘚苔類は、ヨツバゴケ、ヤマトムチゴケ、アナナシツノゴケ等であった。 

 

(d) その他の植物（大型菌類） 

現地調査の結果、65 科 302 種の大型菌類が確認された。 



 

 7.2.7-14

確認された大型菌類は、二次林内でツルタケ、エゴノキタケ等、スギ・ヒノキ植林

でアカキツネガサ、スギヒラタケ等、自然林でホウネンタケ、スエヒロタケ等、草地

でキツネタケ、ワサビタケ等であった。 
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図 7.2.7-7 事業実施区域

周辺の現存植生 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(1/9) 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(2/9) 

川
辺
川 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(3/9) 

川
辺
川 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(4/9) 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(5/9) 

川
辺
川 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(6/9) 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(7/9) 

球
磨
川 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(8/9) 
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図 7.2.7-8 下流河川の現

存植生(9/9) 
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(2) 植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 

1) 調査の手法 

(a) 調査すべき情報 

「第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況」の文献その他の資料による調査結果

及び「(1)種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」を踏まえ、天然記

念物等の法令指定種、レッドデータブック記載種等をもとに学術上又は希少性の観点

から抽出した調査対象とする植物の重要な種を表 7.2.7-7～表 7.2.7-11 に示す。こ

れらの植物の重要な種の生育環境の状況等を把握するため、分布、生育の状況及び生

育環境の状況について調査した。 
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(1/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

1 ヒカゲノカズラ

科 

ヒメスギラン ●        EN  

2 リュウキュウヒモラン ●       CR   

3  エゾヒカゲノカズラ ●        NT  

4  マンネンスギ ●        NT  

5  スギラン ●       VU EN  

6  ナンカクラン ●        CR  

7  ヒモラン ● ●  ●    EN VU  

8 イワヒバ科 クラマゴケ ● ● ●      DD  

9 ミズニラ科 ミズニラ ●       NT   

10  シナミズニラ ●       VU CR  

11 トクサ科 ヒメドクサ ●       VU   

12 
ハナヤスリ科 ナガホノナツノハナワラ

ビ 
●        VU  

13  ナツノハナワラビ ● ● ●      NT  

14  ヒロハハナヤスリ ●        EN  

15 マツバラン科 マツバラン ● ● ● ●    NT VU  

16 ゼンマイ科 ヤシャゼンマイ ●        CR  

17 コケシノブ科 コケホラゴケ ●       NT   

18  チチブホラゴケ ●        VU  

19  オオコケシノブ ● ● ● ●     NT  

20  コケシノブ ● ●       CR  

21  ヒメハイホラゴケ ●        VU  

22  オオハイホラゴケ ●        EN  

23 ウラジロ科 カネコシダ ●       VU VU  

24 デンジソウ科 デンジソウ ●       VU CR  

25 サンショウモ科 オオアカウキクサ ●       EN DD  

26  アカウキクサ ● ●      EN CR  

27  サンショウモ ●       VU CR  

28 ホングウシダ科 サイゴクホングウシダ ●        VU  

29 コバノイシカグ

マ科 

オドリコカグマ ● ● ●      NT  

30 フジシダ ●        VU  

31 オオフジシダ ● ● ● ●     NT  

32 ヒメムカゴシダ ● ● ● ●    EN EN  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(2/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

33 イノモトソウ科 タキミシダ ● ● ●     EN CR  

34  ホコガタシダ ●       CR CR  

35  ヒメミズワラビ ● ● ●      VU  

36  ヒメウラジロ ● ● ●     VU AN  

37  エビガラシダ ● ● ●     VU AN  

38  ナカミシシラン ●        NT  

39  クマガワイノモトソウ ● ● ● ●    NT VU  

40  ホコシダ ●        NT  

41  キドイノモトソウ ● ● ● ●    VU NT  

42  アイコハチジョウシダ  ● ●      EN  

43  モエジマシダ ●        CR  

44 チャセンシダ科 シモツケヌリトラノオ ● ● ●      CR  

45  ヒメイワトラノオ ● ● ● ●     EN  

46  ヤマドリトラノオ ●       CR   

47  イチョウシダ ● ● ●     NT VU  

48  コタニワタリ ● ● ●    指定  CR  

49 イワヤシダ科 イワヤシダ ● ● ●      CR  

50 ヒメシダ科 アラゲヒメワラビ ●        DD  

51  ホソバショリマ ●        CR  

52  ヒメハシゴシダ ●        NT  

53  ミゾシダモドキ ●        CR  

54  ケホシダ ●        EN  

55 イワデンダ科 コガネシダ ●        EN  

56  フクロシダ ●        VU  

57  イワデンダ ●        CR  

58 ヌリワラビ科 ヌリワラビ ● ● ●      NT  

59 コウヤワラビ科 クサソテツ ● ●       NT  

60 シシガシラ科 オサシダ  ●       NT  

61 メシダ科 テバコワラビ ●       VU CR  

62  ハコネシケチシダ ●        EN  

63  ミヤコイヌワラビ ●        EN  

64  キリシマヘビノネゴザ ●        NT  

65  シイバサトメシダ ●       CR CR  

66  サキモリイヌワラビ ●        CR  

67  サカバサトメシダ ●       VU CR  

68  トゲカラクサイヌワラビ ●        VU  

69  トゲヤマイヌワラビ ●       CR   

70  ホウライイヌワラビ ●       EN CR  

71  ウスバヘビノネゴザ ●        NT  

72  シマイヌワラビ ●       CR CR  

73  アオグキイヌワラビ ●       EN CR  

74  ヘビノネゴザ ● ●       CR  

75  ナンゴクシケチシダ ●       VU   

76  アソシケシダ ● ● ●     EN VU  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(3/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

77 メシダ科 オオヒメワラビモドキ ● ● ●       ○

78  ミドリワラビ ● ● ● ●     EN  

79 
 ウスバミヤマノコギリシ

ダ 
●        CR  

80  シマシロヤマシダ ●        CR  

81  クワレシダ ●        CR  

82  イヨクジャク ●       EN CR  

83  ヒュウガシダ ●        VU  

84  ヒメノコギリシダ ●       NT CR  

85 キンモウワラビ キンモウワラビ ● ● ●     VU EN  

86 科 ケキンモウワラビ ● ● ●      CR  

87 オシダ科 ヤクカナワラビ ●        DD  

88  イツキカナワラビ ● ●      CR CR  

89  ナンゴクナライシダ ● ● ●      VU  

90  ヒュウガカナワラビ ●       CR CR  

91  ヒロハナライシダ ● ● ●     EN EN  

92  ヒゴカナワラビ ●       CR CR  

93  ハガクレカナワラビ ● ● ●     VU EN  

94  オトコシダ ● ● ● ●     NT  

95  サツマシダ ●       EN EN  

96  クマヤブソテツ ●     国内  CR CR  

97  ツクシヤブソテツ ● ● ●      NT  

98  クマイワヘゴ ●      指定 CR CR  

99  エビノオオクジャク ●       CR CR  

100  シラネワラビ ●        EN  

101  ヌカイタチシダ ● ● ●      NT  

102  キリシマイワヘゴ ●     国内  CR CR  

103  イヌタマシダ  ● ●      CR  

104  ギフベニシダ ●        VU  

105  ワカナシダ ●        EN  

106  キヨズミオオクジャク ● ●       VU  

107 
 アツギノヌカイタチシダ

マガイ 
● ● ● ●     CR  

108  ムラサキベニシダ ● ● ●     CR EN  

109  オワセベニシダ ●        CR  

110  ヌカイタチシダマガイ ● ● ●      CR  

111  タニヘゴ ●        NT  

112 
 マルバヌカイタチシダモ

ドキ 
●       CR CR  

113  ツツイイワヘゴ ●       CR CR  

114  ヤマエオオクジャク ●        CR  

115  ヒロハアツイタ ●       VU   

116  ミヤジマシダ ●        VU  

117  タチデンダ ● ● ● ●     NT  

118  ホソバヤブソテツ ●        EN  

119  ナンピイノデ ●       NT CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(4/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

120 ウラボシ科 ナガバコウラボシ ●       EN   

121  ホテイシダ ●        NT  

122  コウラボシ ●        EN  

123  ヒメサジラン ● ● ● ●     EN  

124  オオクボシダ ●        CR  

125  ヒロハヒメウラボシ ●       CR CR  

126  カラクサシダ ●        NT  

127  キレハオオクボシダ ●     国内  EN CR  

128 マツ科 ハリモミ ●        VU  

129  ゴヨウマツ ●        VU  

130 ヒノキ科 イブキ ● ● ●      VU  

131 イチイ科 ハイイヌガヤ ●        CR  

132  イチイ ● ● ●      NT  

133 ジュンサイ科 ジュンサイ ●        CR  

134 スイレン科 コウホネ ●        CR  

135  オグラコウホネ ● ●     指定 VU EN  

136  サイコクヒメコウホネ ●        CR  

137  ヒメコウホネ ●       VU   

138  ヒツジグサ ●        CR  

139 センリョウ科 ヒトリシズカ ● ● ●       ○

140 ドクダミ科 ハンゲショウ ● ● ●      NT  

141 ウマノスズクサ オオバウマノスズクサ ● ● ●      NT  

142 科 アリマウマノスズクサ  ● ●      DD  

143  クロフネサイシン ●       NT NT  

144  キンチャクアオイ ● ● ● ●    VU AN  

145  ウスバサイシン ● ●       DD  

146  マルミカンアオイ ● ●      EN VU  

147  ウンゼンカンアオイ ●       VU NT  

148 クスノキ科 ニッケイ ● ●      NT   

149 ショウブ科 ショウブ ● ●       NT  

150 
サトイモ科 シコクヒロハテンナン

ショウ 
●       EN CR  

151  ツクシテンナンショウ ●     特一  CR CR  

152  キリシマテンナンショウ ●        VU  

153  ユキモチソウ ●       VU   

154  タシロテンナンショウ ● ● ●      VU  

155  ミツバテンナンショウ ● ● ●      VU  

156  アオテンナンショウ ● ● ●      EN  

157 オモダカ科 マルバオモダカ ●       VU CR  

158  アギナシ ● ● ● ●    NT NT  

159 トチカガミ科 スブタ ●       VU VU  

160  ヤナギスブタ ●        VU  

161  トチカガミ ●       NT CR  

162  ホッスモ ●        CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(5/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

163 ヒルムシロ科 ミズオオバコ ●       VU VU  

164  セキショウモ ●        NT  

165  イトモ ●       NT DD  

166  ヒルムシロ ●        NT  

167  フトヒルムシロ ●        NT  

168  オヒルムシロ ● ●       CR  

169  ホソバミズヒキモ ● ●       EN  

170 ヒナノシャク ヒナノシャクジョウ ● ● ●      EN  

171 ジョウ科 シロシャクジョウ ● ● ●      EN  

172  キリシマシャクジョウ ●       VU EN  

173 ヤマノイモ科 ツクシタチドコロ ● ● ● ●    EN NT  

174 ホンゴウソウ科 ホンゴウソウ ● ● ●     VU CR  

175 シュロソウ科 チャボシライトソウ  ●      VU   

176  ツクバネソウ ● ● ●       ○

177 ユリ科 カタクリ ●      指定  VU  

178  ホソバナコバイモ ● ● ●     NT EN  

179  トサコバイモ ● ●  ●    VU NT  

180  キバナノアマナ ●        CR  

181  ノヒメユリ  ●      EN NT  

182  ホトトギス ● ● ●      VU  

183  タマガワホトトギス ●        VU  

184 ラン科 ヒナラン ● ● ● ●    EN EN  

185  シラン ● ● ● ●    NT CR  

186  マメヅタラン ● ● ●     NT NT  

187  ムギラン ● ● ●     NT NT  

188  ミヤマムギラン ● ● ●     NT CR  

189  キリシマエビネ ●       EN CR  

190  キエビネ ● ● ● ●    EN EN  

191  エビネ ● ● ● ●    NT VU  

192  キンセイラン ●       VU CR  

193  ナツエビネ ● ● ● ●    VU NT  

194  サルメンエビネ ●       VU CR  

195  ギンラン ● ● ●      NT  

196  ユウシュンラン ●       VU EN  

197  キンラン ● ● ●     VU NT  

198  オサラン ●       VU EN  

199  トケンラン ●       VU CR  

200  マヤラン ●       VU CR  

201  カンラン ● ● ● ●    EN EN  

202  ナギラン ●       VU VU  

203  クマガイソウ ●      指定 VU CR  

204  キバナノセッコク ●       EN CR  

205  ヒメヤツシロラン ●       EN   

206  カキラン ●        NT  

207  タシロラン ● ● ●     NT EN  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(6/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

208 ラン科 カシノキラン ●       VU CR  

209  マツラン ●       VU VU  

210  アキザキヤツシロラン ●        VU  

211  オニノヤガラ ●        EN  

212  ハルザキヤツシロラン ● ●  ●    VU   

213  ベニシュスラン ●        VU  

214  ツリシュスラン ● ●       VU  

215  ダイサギソウ ●      指定 EN CR  

216  ミズトンボ ●       VU NT  

217  ムカゴソウ ●       EN NT  

218  ヤクシマアカシュスラン ●       VU CR  

219  オオハクウンラン ●       VU   

220  ムヨウラン  ● ●      EN  

221  ウスキムヨウラン  ● ●     NT   

222  クロムヨウラン ●        CR  

223  ギボウシラン ●       EN CR  

224  フガクスズムシソウ ●       VU CR  

225  ジガバチソウ ● ● ●      CR  

226  クモキリソウ ● ● ●       ○

227  ササバラン ●       EN CR  

228  ボウラン ● ● ● ●    NT CR  

229  フウラン ● ● ● ●    VU EN  

230  アオフタバラン ●        CR  

231  ムカゴサイシン  ● ●     EN   

232  ヨウラクラン ●        VU  

233  サギソウ ●      指定 NT VU  

234  ムカゴトンボ ●       EN CR  

235  ガンゼキラン ● ● ●     VU VU  

236  ニイタカチドリ ●        CR  

237  ミズチドリ ●        VU  

238  ヤマサギソウ ●        CR  

239  コバノトンボソウ ●        CR  

240  オオヤマサギソウ ●        CR  

241  トンボソウ ●        CR  

242  トキソウ ●       NT EN  

243  ヤマトキソウ ●        VU  

244  ウチョウラン ●       VU EN  

245  ナゴラン ● ● ●     EN VU  

246  コオロギラン ●       VU CR  

247  クモラン ● ● ●      NT  

248  ヒメトケンラン  ● ● ●    VU   

249  ヒトツボクロ ●        EN  

250  キバナノショウキラン ●       EN EN  

251 キンバイザサ科 キンバイザサ ●        CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(7/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f

252 キンバイザサ科 コキンバイザサ ●        EN  

253 ススキノキ科 ノカンゾウ ●      指定  CR  

－  ワスレグサ属注)6  ● ●    指定  CR  

254 ヒガンバナ科 ヒメニラ ●        CR  

255 クサスギカズラ カンザシギボウシ ●        EN  

256 科 ヒメヤブラン ● ● ●      NT  

257  ミヤマナルコユリ ●        EN  

258 ミズアオイ科 ミズアオイ ● ● ● ●    NT CR  

259 ガマ科 ミクリ ● ● ●     NT VU  

260  ヤマトミクリ ●       NT VU  

261  ナガエミクリ ● ●      NT   

262  ヒメミクリ ●       VU CR  

263 ホシクサ科 ヒロハノイヌノヒゲ ●        EN  

264  クロイヌノヒゲモドキ ●       VU   

265  クロイヌノヒゲ ●       NT   

266  オオホシクサ ●        EN  

267  ホシクサ ● ● ● ●     NT  

268  コイヌノヒゲ ●        VU  

269  イヌノヒゲ ●        NT  

270  ゴマシオホシクサ ●      指定 EN CR  

271  クロホシクサ ● ● ● ●    VU CR  

272  シロイヌノヒゲ ●        NT  

273  ニッポンイヌノヒゲ ●        NT  

274 イグサ科 ヒメコウガイゼキショウ ● ● ●      NT  

275  オカスズメノヒエ ●        DD  

276 カヤツリグサ科 イトテンツキ ●       NT NT  

277  ヒゲスゲ ●        NT  

278  オニスゲ ●        VU  

279  ケスゲ ● ● ● ●     NT  

280  イトスゲ ● ● ●      NT  

281  コハリスゲ ●        EN  

282  ホソバヒカゲスゲ ● ● ●      NT  

283  ウマスゲ ●        VU  

284  カタスゲ ●        CR  

285  キノクニスゲ ●       NT CR  

286  ケヒエスゲ ●        CR  

287  ビロードスゲ ●        NT  

288  ミヤマカンスゲ ● ●       NT  

289  アワボスゲ ●        CR  

290  ミヤマイワスゲ ●       VU CR  

291  ヤチカワズスゲ ●        VU  

292  アオバスゲ ●        VU  

293  コカンスゲ ● ●  ●     DD  

294  ジングウスゲ ●       NT DD  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(8/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

295 カヤツリグサ科 アブラシバ ● ● ● ●     NT  

296  シオクグ ●        NT  

297  ムギガラガヤツリ ●       CR CR  

298  カガシラ ●       VU CR  

299  クロミノハリイ ●       CR DD  

300  クログワイ ●        NT  

301  オオヌマハリイ ●        DD  

302  シカクイ ● ● ●      NT  

303  アオテンツキ ●        EN  

304  オノエテンツキ ●       VU DD  

305  ノハラテンツキ ●       VU CR  

306  ハタケテンツキ ●       EN CR  

307  クロタマガヤツリ ●        CR  

308  トラノハナヒゲ ●        VU  

309  イトイヌノハナヒゲ ●        VU  

310  コイヌノハナヒゲ ●        NT  

311  イヌノハナヒゲ ●        VU  

312  ハタベカンガレイ ●       VU EN  

313  ヒメホタルイ ●        VU  

314  ツクシカンガレイ ●        EN  

315  ロッカクイ ●       EN CR  

316  シズイ ●        CR  

317  マツカサススキ ●        CR  

318  ツクシアブラガヤ ●       EN CR  

319  シンジュガヤ ●        VU  

320  コシンジュガヤ ●        VU  

321  ケシンジュガヤ ●        CR  

322  マネキシンジュガヤ ●        CR  

323 イネ科 コウボウ ●        CR  

324  コウヤザサ ● ● ●      NT  

325  ホガエリガヤ ●        CR  

326  ツクシガヤ ●       VU CR  

327  ミズタカモジグサ ●       VU CR  

328  ウンヌケモドキ ●       NT VU  

329  オオトボシガラ ●        NT  

330  アズマガヤ ● ●  ●     NT  

331  イワタケソウ ●        NT  

332  ミノボロ ●        CR  

333  コメガヤ ●        NT  

334  ミチシバ ● ● ●      CR  

335  イブキヌカボ ● ●       NT  

336  ムカゴツヅリ ● ●       NT  

337  ウキシバ ● ●       CR  

338  ササキビ ●        CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(9/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

339 イネ科 ヒゲシバ ●        DD  

340  ビロードキビ ●       EN EX  

341  ナガミノオニシバ ●        NT  

342 マツモ科 マツモ（広義） ●        VU  

343 ケシ科 クサノオウ ● ● ●       ○

344  ツクシキケマン  ●       VU  

345  ホザキキケマン  ● ●      DD  

346  ナガミノツルケマン ● ●      NT AN  

347  ヤマブキソウ ● ● ●      VU  

348 メギ科 オオバメギ ● ●       NT  

349  ヤチマタイカリソウ ● ●      NT NT  

350  ヒゴイカリソウ ● ● ● ●     NT  

351 キンポウゲ科 ハナカズラ ●     特一  EN CR  

352  アズマイチゲ ● ●     指定  EN  

353  リュウキンカ ●        VU  

354  フジセンニンソウ ●        VU  

355  ツクシクサボタン ● ● ● ●     NT  

356  シロバナハンショウヅル ● ● ●       ○

357  オキナグサ ● ●      VU VU  

358  ヒメバイカモ ● ●      EN EN  

359  シギンカラマツ ● ● ●      NT  

360  イシヅチカラマツ ●       EN   

361  ミヤマカラマツ ● ●       CR  

362 アワブキ科 アオカズラ ● ● ●     EN NT  

363 ツゲ科 ツゲ ● ●       EN  

364 ボタン科 ヤマシャクヤク ● ● ● ●    NT NT  

365 スグリ科 ヤシャビシャク ●       NT EN  

366  ザリコミ ●        CR  

367 ユキノシタ科 アワモリショウマ ● ●  ●     CR  

368  ツクシアカショウマ ●       NT   

369  ツクシチャルメルソウ ● ● ● ●    NT AN  

370  コチャルメルソウ ●        EN  

371  シコクチャルメルソウ ●        CR  

372  ダイモンジソウ ● ●       NT  

373  ウチワダイモンジソウ ●        EN  

374 ベンケイソウ科 ミツバベンケイソウ ● ● ●       ○

375  アオベンケイ ●        NT  

376  チャボツメレンゲ ●       VU CR  

377  ツメレンゲ ●       NT EN  

378  イワレンゲ  ●      VU   

379 タコノアシ科 タコノアシ ● ● ● ●    NT VU  

380 ブドウ科 ウドカズラ ● ● ●      VU  

381  クマガワブドウ ● ● ● ●    CR EN  

382 マメ科 フジキ  ●       EN  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(10/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

383 マメ科 サイカチ ●        VU  

384  チョウセンキハギ ●       VU   

385  クロバナキハギ ● ● ●     VU EN  

386  イヌハギ ● ● ●     VU EN  

387  オオバタンキリマメ ● ● ●      CR  

388  シバネム ●       DD NT  

389  ツクシムレスズメ ● ●  ●    CR CR  

390  ヨツバハギ ●        NT  

391  クマガワナンテンハギ ● ● ●      VU  

392  アカササゲ ● ● ● ●    EN EN  

393  フジ ● ● ● ●     VU  

394 ヒメハギ科 ヒナノカンザシ ●        CR  

395 グミ科 クマヤマグミ ● ●      CR   

396 
クロウメモドキ

科 

キビノクロウメモドキ 
● ● ● ●    VU NT  

397 イラクサ科 オニヤブマオ ●        DD  

398  クサコアカソ ● ● ● ●     VU  

399  ウワバミソウ ● ●       CR  

400  ケイタオミズ ● ● ●      CR  

401  ツクシミズ ●        VU  

402 バラ科 アズキナシ ●        NT  

403  チョウジザクラ ●        CR  

404  カスミザクラ ● ●       CR  

405  ミヤマザクラ ●        VU  

406  カワラサイコ ●        CR  

407  イワキンバイ ●        VU  

408  ツチグリ ●       VU CR  

409  ツクシイバラ ● ● ●      NT  

410  モリイバラ ● ● ● ●     NT  

411  オオバライチゴ ● ● ●      CR  

412  シマバライチゴ ●       VU EN  

413  クロイチゴ ●        VU  

414  ハスノハイチゴ ●       NT   

415  サナギイチゴ ●       VU CR  

416  コジキイチゴ ● ● ●      VU  

417  キビノナワシロイチゴ ● ● ●      NT  

418  ナガボノワレモコウ ●        VU  

419  アイズシモツケ ●        CR  

420  オニホソバシモツケ ●        CR  

421  イブキシモツケ ● ● ●       ○

422 ブナ科 ハナガガシ ● ● ●     VU VU  

423 クルミ科 ノグルミ ●        VU  

424 カバノキ科 イワシデ ● ● ●      EN  

425 ウリ科 ミヤマニガウリ ● ● ●      CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(11/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

426 ニシキギ科 オオツルウメモドキ  ●       DD  

427  サワダツ ● ●       NT  

428  コバノクロヅル ●       VU DD  

429 カタバミ科 オオヤマカタバミ ● ●      VU CR  

430 トウダイグサ科 ノウルシ ●       NT   

431 コミカンソウ科 ヤマヒハツ ●        VU  

432 ミゾハコベ科 ミゾハコベ ● ● ●      DD  

433 ヤナギ科 イヌコリヤナギ ● ● ● ●     VU  

434  ノヤナギ ● ●       NT  

435 スミレ科 ツクシスミレ ●        CR  

436  ヒナスミレ ●        VU  

437 オトギリソウ科 コオトギリ ●       NT   

438  アゼオトギリ ● ● ●     EN DD  

439  ツキヌキオトギリ ● ● ●     EN EN  

440 フウロソウ科 イヨフウロ ●       NT NT  

441 ミソハギ科 ミズマツバ ● ● ●     VU NT  

442  ミズキカシグサ ●       VU CR  

443  ヒメビシ ●       VU CR  

444 アカバナ科 イワアカバナ ●        EN  

445 ノボタン科 ヒメノボタン ●       VU EN  

446 ウルシ科 チャンチンモドキ ● ● ●     EN VU  

447 ムクロジ科 ナンゴクミネカエデ ●        CR  

448  メグスリノキ ● ●       NT  

449  テツカエデ ● ●        ○

450  カラコギカエデ ●        CR  

451 ミカン科 ユズ ● ● ●       ○

452 ジンチョウゲ科 シマサクラガンピ ● ● ● ●     EN  

453 アブラナ科 ハクサンハタザオ ●        CR  

454  ヒロハコンロンソウ  ●       CR  

455  タカチホガラシ ● ● ● ●    VU CR  

456  イヌナズナ ●        NT  

457  コイヌガラシ ● ●      NT VU  

458  キバナハタザオ ●        CR  

459 ツチトリモチ科 ミヤマツチトリモチ ●       VU EN  

460 オオバヤドリギ マツグミ ●        CR  

461 科 オオバヤドリギ ●        VU  

462 イソマツ科 ハマサジ ●       NT VU  

463 タデ科 クリンユキフデ ●        CR  

464  ナガバノウナギツカミ ●       NT DD  

465  ヌカボタデ ● ●  ●    VU DD  

466  オオネバリタデ ● ● ● ●     DD  

467  コギシギシ ● ● ● ●    VU AN  

468 ナデシコ科 タチハコベ ●       VU CR  

469 ヒユ科 ホソバハマアカザ ●        NT  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(12/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

470 アジサイ科 ブンゴウツギ ● ● ●     VU   

471  ヒュウガアジサイ ●       VU CR  

472  キレンゲショウマ ● ●      VU CR  

473 サクラソウ科 サワトラノオ ●      指定 EN CR  

474  オニコナスビ ●     特一  EN CR  

475  ユキワリソウ ●        CR  

476  サクラソウ ●      指定 NT VU  

477  イワザクラ ●      指定 NT CR  

478 ハイノキ科 カンザブロウノキ ● ● ●       ○

479 エゴノキ科 ハクウンボク ●        NT  

480 マタタビ科 ウラジロマタタビ ●        NT  

481 ツツジ科 ウメガサソウ ●        NT  

482  シャクジョウソウ ● ● ●      VU  

483  マルバノイチヤクソウ ●        VU  

484  ヒュウガミツバツツジ ●        NT  

485  ナンゴクミツバツツジ ●       VU EN  

486  ヨウラクツツジ ●       VU EN  

487  レンゲツツジ ●        CR  

488  ツクシアケボノツツジ ●       NT VU  

489  コメツツジ ●        NT  

490 アカネ科 キヌタソウ ●        VU  

491  ミヤマムグラ ●        EN  

492  オオバノヤエムグラ ●        CR  

493  ウスユキムグラ ●        CR  

494  コバンムグラ ●       EN EN  

495  ヒロハコンロンカ ● ● ● ●     NT  

496  イナモリソウ ●        NT  

497  ヘツカニガキ ● ● ● ●     NT  

498  ヤマトグサ ●        EN  

499 リンドウ科 ハナイカリ ●        CR  

500  ムラサキセンブリ ● ● ●     NT VU  

501  シノノメソウ ●       VU EN  

502  イヌセンブリ ●       VU CR  

503 マチン科 ヒメナエ ●       VU CR  

504  アイナエ ●        NT  

505 キョウチクトウ イケマ ●        NT  

506 科 コイケマ ● ● ●      NT  

507  シタキソウ  ● ●      VU  

508  クサタチバナ ●       NT   

509  ロクオンソウ ●       VU VU  

510  フナバラソウ ● ● ● ●    VU NT  

511  スズサイコ ● ● ●     NT VU  

512 ヒルガオ科 マメダオシ ●       CR DD  

513 ナス科 ヤマホオズキ ●       EN NT  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(13/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

514 ナス科 イガホオズキ ●        NT  

515  アオホオズキ ●       VU CR  

516  ヤマホロシ ● ●       CR  

517 ムラサキ科 ムラサキ ●       EN EX  

518 モクセイ科 シオジ ● ●       NT  

519  ミヤマイボタ ● ●       EN  

520  ウスギモクセイ ●       NT AN  

521  マンシュウハシドイ ● ●       EN  

522 イワタバコ科 シシンラン ●       VU VU  

523 オオバコ科 マルバノサワトウガラシ ● ● ●     VU DD  

524  サワトウガラシ ●        DD  

525  シソクサ ●        CR  

526  ホソバヒメトラノオ ●       EN VU  

527  コクワガタ ●        VU  

528  イヌノフグリ ● ● ●     VU EN  

529  カワヂシャ ● ● ● ●    NT NT  

530  ナンゴククガイソウ ●       VU CR  

531 シソ科 カワミドリ ●        VU  

532  コムラサキ ● ● ● ●     VU  

533  タニジャコウソウ ●       NT NT  

534  ジャコウソウ ●        NT  

535  ヤマトウバナ ●        NT  

536  タカクマヒキオコシ ● ●       VU  

537  メハジキ ● ● ● ●     NT  

538  キセワタ ●       VU VU  

539  ヤマジソ ●       NT DD  

540  ミズネコノオ ●       NT CR  

541  ミゾコウジュ ● ● ● ●    NT NT  

542  ヒメナミキ ●        EN  

543  ミヤマナミキ ● ●       CR  

544  ケミヤマナミキ ● ● ●     EN CR  

545 ハエドクソウ科 スズメノハコベ ● ● ●     VU EN  

546 ハマウツボ科 ゴマクサ ●       VU VU  

547  キヨスミウツボ ●        EN  

548 タヌキモ科 ノタヌキモ ●       VU   

549  イヌタヌキモ ●       NT   

550  ミミカキグサ ● ● ●      NT  

551  ホザキノミミカキグサ ●        EN  

552  ミカワタヌキモ ●       VU CR  

553  ヒメタヌキモ ●       NT DD  

554  ムラサキミミカキグサ ●       NT NT  

555 モチノキ科 フウリンウメモドキ ●        EN  

556  ツゲモチ  ● ●      DD  

557  タマミズキ ● ● ●      VU  

 

 

 



 

 7.2.7-39

表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(14/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

558 キキョウ科 ツクシイワシャジン ● ●      CR CR  

559  ツルギキョウ ● ● ●     VU EN  

560  バアソブ ●       VU NT  

561  サワギキョウ ●        NT  

562  キキョウ ●       VU CR  

563 ミツガシワ科 アサザ ● ●      NT CR  

564 キク科 マルバテイショウソウ ● ● ●     VU AN  

565  ヤハズハハコ ●        EN  

566  イヌヨモギ ● ● ●      NT  

567  タニガワコンギク ● ● ● ●     VU  

568  ブゼンノギク ● ● ●     NT CR  

569  ヤナギノギク ●       VU   

570  ミヤマヨメナ ●        DD  

571  シオン ● ● ● ●    VU VU  

572  オケラ ● ●       CR  

573  イワギク ●       VU CR  

574  モリアザミ ● ● ● ●     NT  

575  ヤナギアザミ ● ● ● ●     EN  

576  テリハアザミ ● ● ● ●    NT CR  

577  ヘイケモリアザミ ●       CR DD  

578  ヒゴタイ ●      指定 VU EN  

579  タカサブロウ ● ● ●      NT  

580  イズハハコ ● ● ● ●    VU EN  

581  ヤマヒヨドリバナ ●        VU  

582  スイラン ●        VU  

583  マンシュウスイラン ●       NT VU  

584  オグルマ ●        NT  

585  ホソバオグルマ ●       VU AN  

586  ホソバニガナ ●       EN DD  

587  ヤナギニガナ ● ● ●     VU CR  

588  コスギニガナ  ● ●     VU   

589  ウスゲタマブキ ●        NT  

590  ミヤマコウモリソウ ●       EN   

591  モミジコウモリ ●       NT DD  

592  ツクシコウモリソウ ●        NT  

593  ヒメコウモリソウ ●       VU   

594  ナガバノコウヤボウキ ● ● ●      CR  

595  コウヤボウキ  ●       DD  

596  アキノハハコグサ ● ● ●     EN CR  

597  ヒナヒゴタイ ●     国内  EN EN  

598  ミヤコアザミ ●        VU  

599  ツクシトウヒレン ●       EN   

600  アオヤギバナ ● ●       EN  

601  ヒュウガヤブレガサ ●        CR  
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表 7.2.7-7 調査対象とした種子植物・シダ植物の重要な種(15/15)  

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

602 キク科 ヤブレガサ ● ●       VU  

603  ヤマボクチ ●        EN  

604  キクバヤマボクチ ●        CR  

605  カンサイタンポポ ●        CR  

606  ツクシタンポポ ●       VU CR  

607  タカネコウリンギク ●       EN CR  

608  コウリンカ ●       VU   

609  オナモミ ● ●      VU DD  

610 ウコギ科 ウラジロウコギ ● ●       NT  

611  ホソバチクセツニンジン ●        CR  

612 セリ科 ミヤマノダケ ●       CR   

613  ヨロイグサ ●        EN  

614  ハナビゼリ ●        CR  

615  クマノダケ ● ● ● ●    EN VU  

616  イヌトウキ ● ● ●     VU VU  

617  ミシマサイコ ●       VU EN  

618  ハマゼリ ●        DD  

619  カワラボウフウ ●        CR  

620  ムカゴニンジン ●        NT  

621  カノツメソウ  ●       CR  

622 スイカズラ科 ナベナ ● ● ● ●     VU  

623  ウスバヒョウタンボク ●       VU EN  

624  ヤマヒョウタンボク ●        EN  

625  ニシキウツギ ● ●       VU  

626  イワツクバネウツギ ● ● ● ●    VU NT  

計 127 科 626 種 605 種 245 種 177 種 69 種 0 種 7 種 14 種 274 種 574 種 11 種

注)1.分類体系及び種名表記 

原則として、河川水辺の国勢調査のための生物リスト-令和 4 年度版- 河川環境データベース 

(国土交通省 http://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/mizukokuweb/system/seibutsuListfile.htm 

令和 5 年 6 月閲覧)に従った。 

2.確認状況 

文献調査：文献による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。なお、文献によっては市町村単位等で生

息種が示されているものがあるため、調査地域外の生育種が含まれている可能性がある。 

現地調査: 事業者の現地調査による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。 

環境レポート：「川辺川ダム事業における環境保全への取り組み(建設省九州地方建設局川辺川工事事

務所 平成 12 年 6 月)」で影響を検討している重要な種 

3.選定理由 

a 「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)に基づいて指定された天然記念物及び特別天然記念物、

「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年熊本県条例第 48 号)、「八代市文化財保護条例」(平成 17

年八代市条例第 97 号)、「人吉市文化財保護条例」(昭和 53 年人吉市条例第 10 号)、「錦町文化

財保護条例」(昭和 40 年錦町条例第 16 号)、「多良木町文化財保護条例」(平成 17 年多良木町条

例第 6 号)、「湯前町文化財保護条例」(昭和 44 年湯前町条例第 22 号)、「水上村文化財保護条

例」(昭和 47 年水上村条例第 5 号)、「相良村文化財保護条例」(平成 9 年相良村条例第 13 号)、

「五木村文化財保護条例」(平成 8 年五木村条例第 9 号)、「山江村文化財保護条例」(平成 4 年山

江村条例第 8 号)、「球磨村文化財保護条例」(昭和 48 年球磨村条例第 2 号)又は「あさぎり町文

化財保護条例」(平成 15 年あさぎり町条例第 88 号)に基づき指定された天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定め

られた国内希少野生動植物種、特定第一種国内希少野生動植物種、特定第二種国内希少野生動植

物種及び国際希少野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 特一：特定第一種国内希少野生動植物種 

c 「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」(平成 16 年熊本県条例第 19 号)に基づき指定さ
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れた指定希少動植物種 

指定：熊本県指定希少野生動植物 

d 「環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年)」の掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類 EN：絶滅危惧 IB 類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧  

DD：情報不足 

e 「レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-(熊本県 令和元

年)」の掲載種 

EX：絶滅 CR：絶滅危惧 IA 類 EN：絶滅危惧 IB 類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 AN：要注目種 

f その他専門家により指摘された重要な種 

      ○：専門家の指摘により、オオヒメワラビモドキ、ヒトリシズカ、ツクバネソウ、クモキリ

ソウ、クサノオウ、イブキシモツケ、テツカエデ、カンザブロウノキは、分布の南限に

近いこと、シロバナハンショウヅル、ミツバベンケイソウは、分布の南限であることか

ら重要な種として扱うこととした。また、ユズは、球磨村における群落が特定植物群落

に指定されていることから重要な種として扱うこととした。 

4.アヤメは、現地調査で確認されたが逸出（栽培している植物が管理下から外れて野生化）した個体で

あったことから、重要な種として扱わないこととした。 

5.種数の計数にあたり、便宜的に変種を 1 種として計上した。 

6.ワスレグサ属は、ノカンゾウの可能性がある。ノカンゾウの場合は熊本県指定希少野生動植物に指定

されており、また、「レッドデータブックくまもと 2019」で「CR」に選定されている。 
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表 7.2.7-8 調査対象とした重要な植物群落 

重要な植物群落 

確認状況注)1 重要な植物群落の選定理由注)2 

文献 

調査 

現地 

調査 
a b c d e 

ツクシガヤ自生地(絶滅危惧種)       ※ ●  村天     

中神町生育地保護区(サギソウ)       ※ ●   県生    

庄屋池生育地保護区(オグラコウホネ) ※ ●   県生    

市房山の自然林                     ※ ●    A,B ランク 1  

雁俣山の自然林                     ※ ●    A ランク 3  

五家荘のシラカワ谷のハシドイ林     ※ ●    A ランク 3  

五家荘の自然林                     ※ ●    A,B ランク 3  

白髪岳の自然林                     ※ ●    A ランク 1  

大野溪谷のコジイ林                 ※ ●    A ランク 2  

山江村のアカガシ林                 ※ ●    A ランク 2  

山江村のコナラ林                   ※ ●    E   

山江村のアカマツ林                 ※ ●    E ランク 2  

山江村のモミ林                     ※ ●    A ランク 2  

端海野のマンネンスギ群生地         ※ ●    H ランク 3  

免田町丸池のリュウキンカ自生地     ※ ●    C,G ランク 2  

球磨川のツクシイバラ自生地         ※ ●      郷 

注)1.確認状況 

文献調査：文献による確認群落。調査範囲は図3.1-1に示す。なお、文献によっては市町村単位等

で示されているものがあるため、調査地域外の生育種が含まれている可能性がある。 

現地調査: 事業者の現地調査による確認群落。調査範囲は図 3.1-1 に示す。 

2.選定理由 

a 「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)に基づいて指定された天然記念物及び特別天然記念

物、「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年熊本県条例第 48 号)、「八代市文化財保護条例」(平

成 17 年八代市条例第 97 号)、「人吉市文化財保護条例」(昭和 53 年人吉市条例第 10 号)、「錦

町文化財保護条例」(昭和 40 年錦町条例第 16 号)、「多良木町文化財保護条例」(平成 17 年多

良木町条例第 6 号)、「湯前町文化財保護条例」(昭和 44 年湯前町条例第 22 号)、「水上村文化

財保護条例」(昭和 47 年水上村条例第 5 号)、「相良村文化財保護条例」(平成 9 年相良村条例

第 13 号)、「五木村文化財保護条例」(平成 8 年五木村条例第 9 号)、「山江村文化財保護条例」

(平成 4 年山江村条例第 8 号)、「球磨村文化財保護条例」(昭和 48 年球磨村条例第 2 号)又は

「あさぎり町文化財保護条例」(平成 15 年あさぎり町条例第 88 号)に基づき指定された天然記

念物 

村天：山江村文化財保護条例基づき指定された天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定

められた生息地等保護区又は「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」(平成 16 年熊

本県条例第 19 号)に基づき定められた生息地等保護区 

県生：熊本県生息地等保護区 

c 「第 2 回、第 3 回、第 5 回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査 (環境庁 昭和 57 年 12 月、

財団法人日本野生生物研究センター 昭和 63 年 3 月、環境庁自然保護局 平成 12 年 3 月)」に

おける特定植物群落 

A 原生林もしくはそれに近い自然林 

B 国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落または個体群 

C 比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、隔離分布等分布限界になる産地に見

られる植物群落または個体群 

E 郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの  

G 乱獲その他の人為の影響によって、当該都道府県内で極端に少なくなるおそれのある植物

群落または個体群 

H その他、学術上重要な植物群落または個体群(種の多様性の高い群落、貴重種の生息地と

なっている群落等) 

d 「植物群落レッドデータ・ブック(我が国における保護上重要な植物種および植物群落研究委員

会植物群落分科会 平成 8 年)」に掲載されている植物群落 



 

 7.2.7-43

ランク 3：対策必要 ランク 2：破壊の危惧 ランク 1：要注意 

e 「手づくり郷土賞」（国土交通省）に掲載されている植物群落 

郷：掲載植物群落 

3.※:文献のみで記載されている群落であり、川辺川の流水型ダム周辺には分布していない。 

 

表 7.2.7-9 調査対象とした付着藻類の重要な種 

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

1 ネンジュモ科 アシツキ（カワタケ） ● ● ●      DD  

2 オオイシソウ科 オオイシソウ ● ● ●     VU VU  

3 カワモズク科 ツマグロカワモズク  ●      CR+EN   

4  チャイロカワモズク ● ● ●     NT NT  

5  アオカワモズク ● ● ●     NT NT  

6 チスジノリ科 オキチモズク ● ● ●     CR+EN CR  

7  チスジノリ ● ● ●     VU EN  

8 ベニマダラ科 タンスイベニマダラ  ● ●     NT   

9 コノハノリ科 ホソアヤギヌ  ●      NT   

10 カワノリ科 カワノリ ● ● ●     VU DD  

11 シャジクモ科 シャジクモ ● ● ●     VU   

計 8 科 11 種 8 種 11 種 9 種 0 種 0 種 0 種 0 種 10 種 7 種 0 種

注)1.分類体系及び種名表記 

藍色植物門は Komarek et al. (2014)、紅色植物門は熊野(2000)、珪藻植物門は鈴木・南雲 (2013)、

ミドリムシ植物門及び緑色植物門は山岸 (2007)に従った。 

2.確認状況 

文献調査：文献による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。なお、文献によっては市町村単位等で生

息種が示されているものがあるため、調査地域外の生育種が含まれている可能性がある。 

現地調査: 事業者の現地調査による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。 

環境レポート：「川辺川ダム事業における環境保全への取り組み(建設省九州地方建設局川辺川工事

事務所 平成 12 年 6 月)」で影響を検討している重要な種 

3.選定理由 

a 「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)に基づいて指定された天然記念物及び特別天然記念物、

「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年熊本県条例第 48 号)、「八代市文化財保護条例」(平成 17

年八代市条例第 97 号)、「人吉市文化財保護条例」(昭和 53 年人吉市条例第 10 号)、「錦町文化

財保護条例」(昭和 40 年錦町条例第 16 号)、「多良木町文化財保護条例」(平成 17 年多良木町条

例第 6 号)、「湯前町文化財保護条例」(昭和 44 年湯前町条例第 22 号)、「水上村文化財保護条

例」(昭和 47 年水上村条例第 5 号)、「相良村文化財保護条例」(平成 9 年相良村条例第 13 号)、

「五木村文化財保護条例」(平成 8 年五木村条例第 9 号)、「山江村文化財保護条例」(平成 4 年山

江村条例第 8 号)、「球磨村文化財保護条例」(昭和 48 年球磨村条例第 2 号)又は「あさぎり町文

化財保護条例」(平成 15 年あさぎり町条例第 88 号)に基づき指定された天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定め

られた国内希少野生動植物種、特定第一種国内希少野生動植物種、特定第二種国内希少野生動植

物種及び国際希少野生動植物種 

c 「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」(平成 16 年熊本県条例第 19 号)に基づき指定さ

れた指定希少動植物種 

d 「環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年)」の掲載種 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 

e 「レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-(熊本県 令和元

年)」の掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類 EN：絶滅危惧 IB 類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 DD：情報不

足 

f その他専門家により指摘された重要な種 
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表 7.2.7-10 調査対象とした蘚苔類の重要な種 

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

調査地域

内の確認

環境レ

ポート
a b c d e f 

1 ミズゴケ科 ホソベリミズゴケ  ● ● －    DD   

2  オオミズゴケ ●   －    NT NT  

3 キセルゴケ科 カシミールクマノゴケ  ● ● －    VU   

4 ホウオウゴケ科 ジョウレンホウオウゴケ  ● ● －    VU   

5 キヌシッポゴケ科 コキヌシッポゴケ ● ● ● －    CR+EN EN  

6 センボンゴケ科 クロコゴケ  ● ● －    CR+EN   

7 チョウチンゴケ科 タチチョウチンゴケ  ● ● －    CR+EN   

8 
タイワントラノオ

ゴケ科 

タイワントラノオゴケ 
● ●

● － 
   VU VU  

9 ムジナゴケ科 オニゴケ ● ● ● －    CR+EN CR  

10 ヒムロゴケ科 トガリミミゴケ ● ● ● －     NT  

11 ハイヒモゴケ科 タカサゴハイヒモゴケ  ● ● －      ○

12  ホソヒモゴケ ●   －    CR+EN EN  

13  ヒロハシノブイトゴケ ● ● ● －    NT NT  

14 ヒラゴケ科 ヒメタチヒラゴケ ● ● ● －    CR+EN EN  

15  ヒメハゴロモゴケ  ● ● －    NT   

16  エゾヒラゴケ  ● ● －      ○

17  セイナンヒラゴケ ● ● ● －     NT  

18  トサヒラゴケ  ● ● －    NT   

19  キブリハネゴケ ● ● ● －    NT NT  

20 クジャクゴケ科 コキジノオゴケ  ● ● －    NT NT  

21  キダチクジャクゴケ  ● ● －    VU   

22 ヒゲゴケ科 レイシゴケ  ● ● －    VU   

23 シノブゴケ科 ムチエダイトゴケ ●   －    VU VU  

24 ツヤゴケ科 オオミツヤゴケ  ● ● －    VU VU  

25 ナワゴケ科 カトウゴケ  ● ● －    NT   

26 ナガハシゴケ科 タマコモチイトゴケ  ● ● －      ○

27 ハイゴケ科 コサジバゴケ  ● ● －      ○

28  コモチイチイゴケ ●   －    CR+EN EN  

29  キャラハゴケモドキ ● ● ● －    CR+EN CR  

30  コウライイチイゴケ  ● ● －     NT  

31 クサリゴケ科 ナガバムシトリゴケ  ● ● －    CR+EN   

32  カビゴケ  ● ● －    NT   

33 ウキゴケ科 イチョウウキゴケ ● ● ● －    NT NT  

計 20 科 33 種 14 種 29 種 29 種 0 種 0 種 0 種 0 種 26 種 17 種 4 種

注)1.分類体系及び種名表記 

原則として日本の野生植物 コケ（岩月善之助編、平凡社、平成 13 年）に従った。 

2.確認状況 

文献調査：文献による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。なお、文献によっては市町村単位等で生

息種が示されているものがあるため、調査地域外の生育種が含まれている可能性がある。 

現地調査: 事業者の現地調査による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。 

環境レポート：「川辺川ダム事業における環境保全への取り組み(建設省九州地方建設局川辺川工事事

務所 平成 12 年 6 月)」では蘚苔類を調査予測評価の対象としていない。 

3.選定理由 

a 「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)に基づいて指定された天然記念物及び特別天然記念物、

「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年熊本県条例第 48 号)、「八代市文化財保護条例」(平成 17

年八代市条例第 97 号)、「人吉市文化財保護条例」(昭和 53 年人吉市条例第 10 号)、「錦町文化

財保護条例」(昭和 40 年錦町条例第 16 号)、「多良木町文化財保護条例」(平成 17 年多良木町条

例第 6 号)、「湯前町文化財保護条例」(昭和 44 年湯前町条例第 22 号)、「水上村文化財保護条

例」(昭和 47 年水上村条例第 5 号)、「相良村文化財保護条例」(平成 9 年相良村条例第 13 号)、
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「五木村文化財保護条例」(平成 8 年五木村条例第 9 号)、「山江村文化財保護条例」(平成 4 年山

江村条例第 8 号)、「球磨村文化財保護条例」(昭和 48 年球磨村条例第 2 号)又は「あさぎり町文

化財保護条例」(平成 15 年あさぎり町条例第 88 号)に基づき指定された天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定め

られた国内希少野生動植物種、特定第一種国内希少野生動植物種、特定第二種国内希少野生動植

物種及び国際希少野生動植物種 

c 「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」(平成 16 年熊本県条例第 19 号)に基づき指定さ

れた指定希少動植物種 

d 「環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年)」の掲載種 

CR+EN：絶滅危惧類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 DD:情報不足 

e 「レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-(熊本県 令和元

年)」の掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類 EN：絶滅危惧 IB 類 VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 

f その他専門家により指摘された重要な種 

      ○：専門家の指摘により、希少性の観点から重要な種として扱うこととした。 

・タカサゴハイヒモゴケは、熊本県が分布の北限であり石灰岩という特殊岩石地帯に生育

する。 

・エゾヒラゴケは、国内では熊本県が分布の南限で県内での既知の生育地も少ない。 

・タマコモチイトゴケ、コサジバゴケは、情報が不足しており全国的に希少性が高い。 

 

表 7.2.7-11 調査対象とした大型菌類の重要な種 

No. 科名 種名注)1 

確認状況注)2 重要な種の選定理由注)3 

文献

調査

現地

調査

環境レ

ポート
a b c d e f 

1 キシメジ科 シロタモギタケ ●  －  DD  

2  ナガエノヤグラタケ ●  －  DD  

3  シモコシ ●  －  NT  

4  バカマツタケ ●  －  NT  

5 イグチ科 ヤマドリタケ ●  －  DD  

6 イボタケ科 シシタケ ●  －  VU  

7  クロカワ ●  －  DD  

8 サルノコシカケ科 チョレイマイタケ ●  －  NT  

9 ケシボウズタケ科 ウロコケシボウズタケ ●  －  VU  

10 ツチダンゴキン科 コウボウフデ ●  －  DD  

11 肉座菌科 オオボタンタケ ●  －  VU  

計 7 科 11 種 11 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 11 種 0 種 0 種

注)1.分類体系及び種名表記 

原則として、「増補改訂新版 山渓カラー名鑑 日本のきのこ(山と渓谷社 平成 29 年)」に従った。 

2.確認状況 

文献調査：文献による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。なお、文献によっては市町村単位等で生

息種が示されているものがあるため、調査地域外の生息種が含まれている可能性がある。 

現地調査: 事業者の現地調査による確認種。調査範囲は図 3.1-1 に示す。 

環境レポート：「川辺川ダム事業における環境保全への取り組み(建設省九州地方建設局川辺川工事事

務所 平成 12 年 6 月)」で影響を検討している重要な種 

3.選定理由 

a 「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)に基づいて指定された天然記念物及び特別天然記念物、

「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年熊本県条例第 48 号)、「八代市文化財保護条例」(平成 17

年八代市条例第 97 号)、「人吉市文化財保護条例」(昭和 53 年人吉市条例第 10 号)、「錦町文化

財保護条例」(昭和 40 年錦町条例第 16 号)、「多良木町文化財保護条例」(平成 17 年多良木町条

例第 6 号)、「湯前町文化財保護条例」(昭和 44 年湯前町条例第 22 号)、「水上村文化財保護条

例」(昭和 47 年水上村条例第 5 号)、「相良村文化財保護条例」(平成 9 年相良村条例第 13 号)、

「五木村文化財保護条例」(平成 8 年五木村条例第 9 号)、「山江村文化財保護条例」(平成 4 年山

江村条例第 8 号)、「球磨村文化財保護条例」(昭和 48 年球磨村条例第 2 号)又は「あさぎり町文

化財保護条例」(平成 15 年あさぎり町条例第 88 号)に基づき指定された天然記念物 

b 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定めら

れた国内希少野生動植物種、特定第一種国内希少野生動植物種、特定第二種国内希少野生動植物
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種及び国際希少野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 

c 「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」(平成 16 年熊本県条例第 19 号)に基づき指定され

た指定希少動植物種 

d 「環境省レッドリスト 2020(環境省 令和 2 年)」の掲載種 

VU：絶滅危惧 II 類 NT：準絶滅危惧 DD：情報不足 

e 「レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-(熊本県 令和元年)」

の掲載種 

f その他専門家により指摘された重要な種 

 

 

(b) 調査の基本的な手法 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料により生態に関する情報を整理するとと

もに、現地調査の情報により、分布、生育の状況及び生育環境の状況の整理及び解析

によった。また、専門家からの聴取により重要な種の分布等の情報を補った。現地調

査の基本的な手法は、「(1)種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」

の現地調査の手法及び現地調査の内容並びに表 7.2.7-12～表 7.2.7-15 に示す現地調

査の手法及び現地調査の内容とした。 

 

(c) 調査地域・調査地点 

種子植物・シダ植物の重要な種及び群落、並びに付着藻類及びその他の植物(蘚苔

類、大型菌類）の重要な種の調査地域は、事業実施区域及びその周辺の区域並びに下

流の渡地点までの区間とした。 

調査地点は、重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況を適切かつ

効果的に把握できる地点又は経路とした。 

調査地域、調査地点及び調査経路を図 7.2.7-9～図 7.2.7-12 に示す。 

 

(d) 調査期間等 

現地調査の調査期間及び時期は、植物の重要な種及び群落の生態の特性を踏まえ、

さらに花期や結実期等の確認の容易さを勘案して設定した。 

現地調査の実施状況を表 7.2.7-12～表 7.2.7-15 に示す。 
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表 7.2.7-12 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

種子植物・シダ植物の重要な種及び群落 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.踏査 

調査経路を踏査し、出現した種子植物・シダ植物の目撃により、生育種を確認した。

調査は、昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1 

春季 夏季 秋季 冬季 

平成 

12 年度
－ 

8/29～31 9/1～2 

10/23～27 
－ 

重要な植物及び群

落の把握(種子植

物・シダ植物全般)

1.踏査 

平成 

13 年度

5/8～12 

－ － － 

重要な植物及び群

落の把握(種子植

物・シダ植物全般)

1.踏査 

平成 

16 年度

4/5～9 

－ － － 

重要な植物及び群

落の把握(種子植

物・シダ植物全般)

1.踏査 

令和 

4 年度 

5/16～20 

3/1～3 

6/15～17 

8/1～5 

10/3～7 

－ 

重要な植物及び群

落の把握(種子植

物・シダ植物全般)

1.踏査 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 

 

 

表 7.2.7-13 付着藻類の重要な種の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

付着藻類の重要な種 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.踏査 

調査経路を踏査し、出現した付着藻類の目撃及び採集により、生育種を確認した。調

査は、昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

平成 

15 年度

3/7～13 

－ － － 

重要な付着藻類

の把握 

1.踏査 

平成 

16 年度

3/14～17 

－ 

9/27 

10/4 

11/22～26 

2/5～10 重要な付着藻類

の把握 

1.踏査 

令和 

4 年度 

4/25～28 6/6～9 

7/24～27 

11/28～12/2 1/30～2/3 重要な付着藻類

の把握 

1.踏査 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 
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表 7.2.7-14 蘚苔類の重要な種の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき 

情報 

蘚苔類の重要な種 

調査地域 事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の 

内容 

1.任意採集法 

調査経路を踏査し、出現した蘚苔類を採集した。採集した試料は、実体顕微鏡及び光

学顕微鏡を用いて同定を行った。調査は昼間に行った。 
調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度注)1

調査時期 
現地調査手法注)2

春季 夏季 秋季 冬季 

令和 

4 年度 

5/16～20 

5/30～6/3 

7/20～22 

7/25～29 

10/19～26 

－ 

重要な蘚苔類の

把握 

1.任意採集法 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 

 

 

表 7.2.7-15 大型菌類の重要な種の現地調査の手法、内容及び実施状況 

項目 内容 

調査すべき

情報 

大型菌類の重要な種 

調査地域・ 

調査地点 

事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の渡地点までの区間 

現地調査の

内容 

1.任意採集法 

調査経路を踏査し、出現した大型菌類を採集した。採集した試料は、実体顕微鏡及び

光学顕微鏡を用いて同定を行った。調査は昼間に行った。 

調査期間・ 

調査時期 

調査 

年度 

調査時期 
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季 

令和 

4 年度 

 6/27～7/1 10/10～14 

－ 

重要な大型菌類

の把握 

1.任意採集法 

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。 
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図 7.2.7-9 種子植物・

シダ植物調査地域及び調

査経路(重要な種調査) 
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図 7.2.7-10 付着藻類

調査地域、調査地点及び

調査経路(重要な種調査)
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図 7.2.7-11 蘚苔類調

査地域及び調査経路 

(重要な種調査) 
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図 7.2.7-12 大型菌類

調査地域及び調査経路 

(重要な種調査) 
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2) 調査結果等 

(a) 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落 

種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況は表 7.2.7-16 に示すとおりで

あり、調査地域では、626 種の重要な種が確認された。このうち、文献のみで確認さ

れた種、詳細な確認位置等の記録のない種及び調査地域外の確認である種を除き、ノ

カンゾウの可能性のあるワスレグサ属を予測対象に追加すると、177 種（a～fu）とな

る。重要な群落は調査地域内で確認されなかった。 

なお、重要な種の確認位置については、重要な種の保全の観点から示していない。 

 

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(1/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

1 － 

ヒメスギラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

2 － 

リュウキュウヒモラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

3 － 

エゾヒカゲノカズラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

4 － 

マンネンスギ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

5 － 

スギラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

6 － 

ナンカクラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

7 － 
ヒモラン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

8 a 
クラマゴケ 令和 3 年度、4

年度 
8 345 

 

9 － 

ミズニラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

10 － 

シナミズニラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

11 － 

ヒメドクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

12 － 

ナガホノナツノハナワ

ラビ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

13 b ナツノハナワラビ 平成 15 年度 1 1  

14 － 

ヒロハハナヤスリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(2/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

15 c 

マツバラン 平成 13 年度、

15 年度、令和 3

年度 

3 5 

 

16 － 

ヤシャゼンマイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

17 － 

コケホラゴケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

18 － 

チチブホラゴケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

19 d 

オオコケシノブ 平成 7 年度、12

年度、13 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

17 731 

 

20 － 
コケシノブ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

21 － 

ヒメハイホラゴケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

22 － 

オオハイホラゴケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

23 － 

カネコシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

24 － 

デンジソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

25 － 

オオアカウキクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

26 － 
アカウキクサ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

27 － 

サンショウモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

28 － 

サイゴクホングウシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

29 e 

オドリコカグマ 平成 18 年度、

令和 3 年度、4

年度 

21 47 

 

30 － 

フジシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

31 f 

オオフジシダ 平成 7 年度、12

年度、13 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

37 408 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(3/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

32 g 

ヒメムカゴシダ 平成 7 年度、12

年度、 

令和 4 年度 

4 27 

 

33 h 
タキミシダ 令和 3 年度、4

年度 
3 35 

 

34 － 

ホコガタシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

35 i 
ヒメミズワラビ 令和 3 年度、4

年度 
9 352 

 

36 j 
ヒメウラジロ 平成 16 年度、

令和 4 年度 
3 5 

 

37 k 
エビガラシダ 令和 3 年度、4

年度 
8 12 

 

38 － 

ナカミシシラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

39 l 

クマガワイノモトソウ 平成 4 年度、6

年度、9 年度、

11～13 年度、

15 年度、16 年

度、 

令和 3 年度、4

年度 

115 1,262 

 

40 － 

ホコシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

41 m 

キドイノモトソウ 平成 4 年度、6

年度、9～12 年

度、15 年度、

17 年度、 

令和 3 年度、4

年度 

44 97 

 

42 n アイコハチジョウシダ 令和 3 年度 1 1  

43 － 

モエジマシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

44 o 

シモツケヌリトラノオ 平成 16 年度、

17 年度、 

令和 3 年度、4

年度 

9 82 

 

45 p 
ヒメイワトラノオ 平成 7 年度、16

年度 
2 2 

 

46 － 

ヤマドリトラノオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

47 q 
イチョウシダ 平成 15 年度、

令和 3 年度 
4 10 

 

48 r 
コタニワタリ 平成 16 年度、

令和 3 年度 
9 18 

 

49 s 
イワヤシダ 令和 3 年度、4

年度 
7 9 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(4/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

50 － 

アラゲヒメワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

51 － 

ホソバショリマ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

52 － 

ヒメハシゴシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

53 － 

ミゾシダモドキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

54 － 

ケホシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

55 － 

コガネシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

56 － 

フクロシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

57 － 

イワデンダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

58 t ヌリワラビ 平成 13 年度 1 1  

59 － 
クサソテツ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

60 － 
オサシダ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

61 － 

テバコワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

62 － 

ハコネシケチシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

63 － 

ミヤコイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

64 － 

キリシマヘビノネゴザ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

65 － 

シイバサトメシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

66 － 

サキモリイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

67 － 

サカバサトメシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

68 － 

トゲカラクサイヌワラ

ビ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(5/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

69 － 

トゲヤマイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

70 － 

ホウライイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

71 － 

ウスバヘビノネゴザ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

72 － 

シマイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

73 － 

アオグキイヌワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

74 － 
ヘビノネゴザ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

75 － 

ナンゴクシケチシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

76 u アソシケシダ 令和 3 年度 1 4  

77 v 

オオヒメワラビモドキ 平成 15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

10 39 

 

78 w 

ミドリワラビ 平成 11 年度、

13 年度、16 年

度 

3 3 

 

79 － 

ウスバミヤマノコギリ

シダ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

80 － 

シマシロヤマシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

81 － 

クワレシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

82 － 

イヨクジャク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

83 － 

ヒュウガシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

84 － 

ヒメノコギリシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

85 x 

キンモウワラビ 平成 12 年度、

15 年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

24 176 

 

86 y 
ケキンモウワラビ 平成 15 年度、

令和 4 年度 
4 4 

 

87 － 

ヤクカナワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(6/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

88 － 
イツキカナワラビ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

89 z ナンゴクナライシダ 令和 4 年度 1 2  

90 － 

ヒュウガカナワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

91 aa ヒロハナライシダ 令和 3 年度 1 15  

92 － 

ヒゴカナワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

93 ab 

ハガクレカナワラビ 平成 16 年度、

17 年度、令和 4

年度 

3 8 

 

94 ac 

オトコシダ 平成 6 年度、7

年度、12 年

度、13 年度、

令和 3 年度、4

年度 

24 70 

 

95 － 

サツマシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

96 － 

クマヤブソテツ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

97 ad ツクシヤブソテツ 令和 3 年度 2 4  

98 － 

クマイワヘゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

99 － 

エビノオオクジャク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

100 － 

シラネワラビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

101 ae 

ヌカイタチシダ 平成 12 年度、

13 年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

28 120 

 

102 － 

キリシマイワヘゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

103 af イヌタマシダ 平成 14 年度 1 1  

104 － 

ギフベニシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

105 － 

ワカナシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

106 － 
キヨズミオオクジャク 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

  



 

 7.2.7-59

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(7/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

107 ag 

アツギノヌカイタチシ

ダマガイ 

平成 6 年度、7

年度、12～14

年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

19 27 

 

108 ah 
ムラサキベニシダ 平成 13 年度、

令和 3 年度 
2 2 

 

109 － 

オワセベニシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

110 ai ヌカイタチシダマガイ 令和 4 年度 3 3  

111 － 

タニヘゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

112 － 

マルバヌカイタチシダ

モドキ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

113 － 

ツツイイワヘゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

114 － 

ヤマエオオクジャク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

115 － 

ヒロハアツイタ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

116 － 

ミヤジマシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

117 aj 

タチデンダ 平成 6 年度、9

年度、10 年

度、12 年度、

15 年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

61 725 

 

118 － 

ホソバヤブソテツ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

119 － 

ナンピイノデ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

120 － 

ナガバコウラボシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

121 － 

ホテイシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

122 － 

コウラボシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(8/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

123 ak 

ヒメサジラン 平成 7 年度、12

年度、13 年

度、16 年度、

令和 4 年度 

7 36 

 

124 － 

オオクボシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

125 － 

ヒロハヒメウラボシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

126 － 

カラクサシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

127 － 

キレハオオクボシダ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

128 － 

ハリモミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

129 － 

ゴヨウマツ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

130 al イブキ 令和 4 年度 1 1  

131 － 

ハイイヌガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

132 am 
イチイ 令和 3 年度、4

年度 
2 2 

 

133 － 

ジュンサイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

134 － 

コウホネ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

135 － 
オグラコウホネ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

136 － 

サイコクヒメコウホネ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

137 － 

ヒメコウホネ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

138 － 

ヒツジグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

139 an 

ヒトリシズカ 平成 18 年度、

令和 3 年度、4

年度 

22 755 

 

140 ao 
ハンゲショウ 平成 16 年度、

令和 3 年度 
2 5 

 

141 ap 

オオバウマノスズクサ 平成 13 年度、

15 年度、16 年

度、令和 4 年度

5 6 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(9/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

142 － 
アリマウマノスズクサ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

143 － 

クロフネサイシン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

144 aq 

キンチャクアオイ 平成 4 年度、6

年度、7 年度、

9 年度、12～14

年度、16 年

度、18 年度 

41 41 

 

145 － 
ウスバサイシン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

146 － 
マルミカンアオイ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

147 － 

ウンゼンカンアオイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

148 － 
ニッケイ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

149 － 
ショウブ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

150 － 

シコクヒロハテンナン

ショウ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

151 － 

ツクシテンナンショウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

152 － 

キリシマテンナンショ

ウ － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

153 － 

ユキモチソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

154 ar タシロテンナンショウ 平成 16 年度 1 1  

155 as ミツバテンナンショウ 平成 18 年度 1 1  

156 at アオテンナンショウ 令和 4 年度 1 2  

157 － 

マルバオモダカ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

158 au 

アギナシ 平成 7 年度、10

～12 年度、14

年度、18 年度 

6 6 

 

159 － 

スブタ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

160 － 

ヤナギスブタ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

161 － 

トチカガミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(10/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

162 － 

ホッスモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

163 － 

ミズオオバコ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

164 － 

セキショウモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

165 － 

イトモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

166 － 

ヒルムシロ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

167 － 

フトヒルムシロ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

168 － 
オヒルムシロ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

169 － 
ホソバミズヒキモ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

170 av 
ヒナノシャクジョウ 令和 3 年度、4

年度 
30 245 

 

171 aw 
シロシャクジョウ 令和 3 年度、4

年度 
17 99 

 

172 － 

キリシマシャクジョウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

173 ax 

ツクシタチドコロ 平成 6 年度、10

年度、11 年

度、15 年度、

17 年度、令和 3

年度、4 年度 

25 91 

 

174 ay 
ホンゴウソウ 令和 3 年度、4

年度 
16 41 

 

175 － 
チャボシライトソウ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

176 az ツクバネソウ 令和 4 年度 1 11  

177 － 

カタクリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

178 ba ホソバナコバイモ 平成 18 年度 1 1  

179 － 
トサコバイモ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

180 － 

キバナノアマナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

181 － 
ノヒメユリ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

182 bb ホトトギス 平成 15 年度 1 1  
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(11/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

183 － 

タマガワホトトギス 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

184 bc 

ヒナラン 平成 13 年度、

14 年度、16 年

度、17 年度、

令和 3 年度、4

年度 

7 9 

 

185 bd 

シラン 平成 8 年度、12

年度、15 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

27 407 

 

186 be 
マメヅタラン 令和 3 年度、4

年度 
9 248 

 

187 bf 

ムギラン 平成 6 年度、9

年度、12 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

26 1,072 

 

188 bg 

ミヤマムギラン 平成 16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

15 203 

 

189 － 

キリシマエビネ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

190 bh 

キエビネ 平成 9 年度、12

年度、13 年

度、16 年度、

17 年度 

5 5 

 

191 bi 

エビネ 平成 4 年度、12

年度、13 年

度、15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

33 84 

 

192 － 

キンセイラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

193 bj 

ナツエビネ 平成 4 年度、6

年度、7 年度、

12 年度、13 年

度、15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

150 260 

 

194 － 

サルメンエビネ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

195 bk 
ギンラン 平成 13 年度、

令和 4 年度 
3 3 

 

196 － 

ユウシュンラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

197 bl 
キンラン 平成 12 年度、

令和 4 年度 
2 19 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(12/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

198 － 

オサラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

199 － 

トケンラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

200 － 

マヤラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

201 bm カンラン 平成 4 年度 2 2  

202 － 

ナギラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

203 － 

クマガイソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

204 － 

キバナノセッコク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

205 － 

ヒメヤツシロラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

206 － 

カキラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

207 bn タシロラン 令和 4 年度 4 7  

208 － 

カシノキラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

209 － 

マツラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

210 － 

アキザキヤツシロラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

211 － 

オニノヤガラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

212 － 
ハルザキヤツシロラン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

213 － 

ベニシュスラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

214 － 
ツリシュスラン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

215 － 

ダイサギソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

216 － 

ミズトンボ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

217 － 

ムカゴソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(13/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

218 － 

ヤクシマアカシュスラ

ン 

－ 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

219 － 

オオハクウンラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

220 bo ムヨウラン 令和 4 年度 4 13  

221 bp 
ウスキムヨウラン 令和 3 年度、4

年度 
8 39 

 

222 － 

クロムヨウラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

223 － 

ギボウシラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

224 － 

フガクスズムシソウ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

225 bq ジガバチソウ 令和 3 年度 1 4  

226 br 
クモキリソウ 令和 3 年度、4

年度 
6 10 

 

227 － 

ササバラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

228 bs ボウラン 平成 4 年度 1 1  

229 bt 

フウラン 平成 10 年度、

11 年度、15 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

19 60 

 

230 － 

アオフタバラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

231 bu ムカゴサイシン 令和 3 年度 6 133  

232 － 

ヨウラクラン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

233 － 

サギソウ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

234 － 

ムカゴトンボ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

235 bv 
ガンゼキラン 令和 3 年度、4

年度 
2 24 

 

236 － 

ニイタカチドリ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

237 － 

ミズチドリ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

238 － 

ヤマサギソウ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(14/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

239 － 

コバノトンボソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

240 － 

オオヤマサギソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

241 － 

トンボソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

242 － 

トキソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

243 － 

ヤマトキソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

244 － 

ウチョウラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

245 bw 

ナゴラン 平成 4 年度、12

年度、17 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

5 58 

 

246 － 

コオロギラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

247 bx 
クモラン 令和 3 年度、4

年度 
8 156 

 

248 by ヒメトケンラン 平成 9 年度 1 1  

249 － 

ヒトツボクロ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

250 － 

キバナノショウキラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

251 － 

キンバイザサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

252 － 

コキンバイザサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

253 － 

ノカンゾウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

254 bz ワスレグサ属 令和 3 年度 3 43  

255 － 

ヒメニラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

256 － 

カンザシギボウシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(15/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

257 ca 
ヒメヤブラン 平成 13～15 年

度、令和 3 年度
6 20 

 

258 － 

ミヤマナルコユリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

259 cb ミズアオイ 平成 6 年度 1 1  

260 cc ミクリ 平成 15 年度 1 1  

261 － 

ヤマトミクリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

262 － 
ナガエミクリ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

263 － 

ヒメミクリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

264 － 

ヒロハノイヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

265 － 

クロイヌノヒゲモドキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

266 － 

クロイヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

267 － 

オオホシクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

268 cd 

ホシクサ 平成 7 年度、9

年度、12 年

度、15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

50 12,331 

 

269 － 

コイヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

270 － 

イヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

271 － 

ゴマシオホシクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

272 ce 
クロホシクサ 平成 7 年度、12

年度 
2 2 

 

273 － 

シロイヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

274 － 

ニッポンイヌノヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

275 cf 
ヒメコウガイゼキショ

ウ 

令和 4 年度 
12 207 

 

  



 

 7.2.7-68

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(16/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

276 － 

オカスズメノヒエ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

277 － 

イトテンツキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

278 － 

ヒゲスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

279 － 

オニスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

280 cg 
ケスゲ 令和 3 年度、4

年度 
8 52 

 

281 ch イトスゲ 令和 4 年度 1 2  

282 － 

コハリスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

283 ci 
ホソバヒカゲスゲ 令和 3 年度、4

年度 
11 215 

 

284 － 

ウマスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

285 － 

カタスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

286 － 

キノクニスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

287 － 

ケヒエスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

288 － 

ビロードスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

289 － 
ミヤマカンスゲ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

290 － 

アワボスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

291 － 

ミヤマイワスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

292 － 

ヤチカワズスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

293 － 

アオバスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

294 － 
コカンスゲ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(17/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

295 － 

ジングウスゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

296 cj アブラシバ 令和 4 年度 1 5  

297 － 

シオクグ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

298 － 

ムギガラガヤツリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

299 － 

カガシラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

300 － 

クロミノハリイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

301 － 

クログワイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

302 － 

オオヌマハリイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

303 ck シカクイ 令和 4 年度 2 1,016  

304 － 

アオテンツキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

305 － 

オノエテンツキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

306 － 

ノハラテンツキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

307 － 

ハタケテンツキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

308 － 

クロタマガヤツリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

309 － 

トラノハナヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

310 － 

イトイヌノハナヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

311 － 

コイヌノハナヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

312 － 

イヌノハナヒゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

313 － 

ハタベカンガレイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(18/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

314 － 

ヒメホタルイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

315 － 

ツクシカンガレイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

316 － 

ロッカクイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

317 － 

シズイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

318 － 

マツカサススキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

319 － 

ツクシアブラガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

320 － 

シンジュガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

321 － 

コシンジュガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

322 － 

ケシンジュガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

323 － 

マネキシンジュガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

324 － 

コウボウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

325 cl コウヤザサ 令和 3 年度 1 20  

326 － 

ホガエリガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

327 － 

ツクシガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

328 － 

ミズタカモジグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

329 － 

ウンヌケモドキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

330 － 

オオトボシガラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

331 － 
アズマガヤ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

332 － 

イワタケソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(19/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

333 － 

ミノボロ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

334 － 

コメガヤ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

335 cm 

ミチシバ 平成 12 年度、

14～16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

14 21 

 

336 － 
イブキヌカボ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

337 － 
ムカゴツヅリ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

338 － 
ウキシバ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

339 － 

ササキビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

340 － 

ヒゲシバ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

341 － 

ビロードキビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

342 － 

ナガミノオニシバ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

343 － 

マツモ（広義） 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

344 cn 
クサノオウ 平成 16 年度、

令和 4 年度 
3 7 

 

345 － 
ツクシキケマン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

346 co ホザキキケマン 令和 4 年度 1 3  

347 － 
ナガミノツルケマン 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

348 cp ヤマブキソウ 平成 18 年度 1 1  

349 － 
オオバメギ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

350 － 
ヤチマタイカリソウ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

351 cq 

ヒゴイカリソウ 平成 4 年度、6

年度、7 年度、

10～16 年度、

18 年度、令和 3

年度、4 年度 

28 46 

 

  



 

 7.2.7-72

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(20/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

352 － 

ハナカズラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

353 － 
アズマイチゲ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

354 － 

リュウキンカ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

355 － 

フジセンニンソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

356 cr 

ツクシクサボタン 平成 4 年度、6

年度、9 年度、

10 年度、12 年

度、15 年度、

16 年度 

36 36 

 

357 cs 

シロバナハンショウヅ

ル 

平成 15 年度、

16 年度、18 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

125 339 

 

358 － 
オキナグサ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

359 － 
ヒメバイカモ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

360 ct 

シギンカラマツ 平成 12 年度、

15 年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

30 52 

 

361 － 

イシヅチカラマツ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

362 － 
ミヤマカラマツ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

363 cu アオカズラ 令和 3～5 年度 73 126  

364 － 
ツゲ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

365 cv 

ヤマシャクヤク 平成 8 年度、12

年度、13 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

34 363 

 

366 － 

ヤシャビシャク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

367 － 

ザリコミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

368 － 
アワモリショウマ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

369 － 

ツクシアカショウマ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

  



 

 7.2.7-73

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(21/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

370 cw 

ツクシチャルメルソウ 平成 8 年度、12

年度、13 年

度、15 年度、

16 年度、18 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

56 1,118 

 

371 － 

コチャルメルソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

372 － 

シコクチャルメルソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

373 － 
ダイモンジソウ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

374 － 

ウチワダイモンジソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

375 cx 

ミツバベンケイソウ 平成 15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

46 389 

 

376 － 

アオベンケイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

377 － 

チャボツメレンゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

378 － 

ツメレンゲ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

379 － 
イワレンゲ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

380 cy 

タコノアシ 平成 6 年度、12

年度、15 年

度、16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

34 202 

 

381 cz 

ウドカズラ 平成 12 年度、

14 年度、16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

30 74 

 

382 da 

クマガワブドウ 平成 7 年度、令

和 3 年度、4 年

度 

10 15 

 

383 － 
フジキ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

384 － 

サイカチ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

385 － 

チョウセンキハギ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

386 db 
クロバナキハギ 平成 15 年度、

16 年度 
3 3 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(22/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

387 dc イヌハギ 令和 3 年度 1 18  

388 dd 

オオバタンキリマメ 平成 15 年度、

17 年度、令和 3

年度、4 年度 

4 9 

 

389 － 

シバネム 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

390 － 
ツクシムレスズメ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

391 － 

ヨツバハギ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

392 de クマガワナンテンハギ 令和 4 年度 4 160  

393 df 

アカササゲ 平成 11 年度、

12 年度、18 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

22 86 

 

394 dg 

フジ 平成 4 年度、6

～9 年度、12～

16 年度、令和 3

年度～5 年度 

254 665 

 

395 － 

ヒナノカンザシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

396 － 
クマヤマグミ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

397 dh 

キビノクロウメモドキ 平成 6 年度、11

年度、12 年

度、15～17 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

27 30 

 

398 － 

オニヤブマオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

399 di 

クサコアカソ 平成 11～13 年

度、18 年度、

令和 3 年度 

8 8 

 

400 － 
ウワバミソウ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

401 dj 
ケイタオミズ 平成 14 年度、

令和 3 年度 
4 91 

 

402 － 

ツクシミズ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

 

  



 

 7.2.7-75

表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(23/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

403 － 

アズキナシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

404 － 

チョウジザクラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

405 － 
カスミザクラ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

406 － 

ミヤマザクラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

407 － 

カワラサイコ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

408 － 

イワキンバイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

409 － 

ツチグリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

410 dk 

ツクシイバラ 平成 15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

35 38 

 

411 dl 

モリイバラ 平成 7 年度、11

年度、13 年

度、令和 4 年度

7 8 

 

412 dm オオバライチゴ 令和 3 年度 1 2  

413 － 

シマバライチゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

414 － 

クロイチゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

415 － 

ハスノハイチゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

416 － 

サナギイチゴ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

417 dn コジキイチゴ 令和 3 年度 3 8  

418 do 
キビノナワシロイチゴ 平成 14 年度、

16 年度 
3 3 

 

419 － 

ナガボノワレモコウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

420 － 

アイズシモツケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

421 － 

オニホソバシモツケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(24/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

422 dp 

イブキシモツケ 平成 15～17 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

38 415 

 

423 dq 
ハナガガシ 平成 16 年度、

18 年度 
2 2 

 

424 － 

ノグルミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

425 dr イワシデ 平成 16 年度 2 2  

426 ds ミヤマニガウリ 平成 18 年度 1 1  

427 － 
オオツルウメモドキ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

428 － 
サワダツ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

429 － 

コバノクロヅル 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

430 － 
オオヤマカタバミ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

431 － 

ノウルシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

432 － 

ヤマヒハツ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

433 dt 
ミゾハコベ 令和 3 年度、4

年度 
2 60 

 

434 du 

イヌコリヤナギ 平成 4 年度、15

年度、16 年

度、令和 3 年度

14 14 

 

435 － 
ノヤナギ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

436 － 

ツクシスミレ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

437 － 

ヒナスミレ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

438 － 

コオトギリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

439 dv アゼオトギリ 令和 3 年度 1 1  

440 dw 
ツキヌキオトギリ 令和 3 年度、4

年度 
4 54 

 

441 － 

イヨフウロ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

442 dx 

ミズマツバ 平成 12 年度、

15～17 年度、

令和 3 年度、4

年度 

49 639 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(25/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

443 － 

ミズキカシグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

444 － 

ヒメビシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

445 － 

イワアカバナ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

446 － 

ヒメノボタン － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

447 dy チャンチンモドキ 令和 4 年度 4 19  

448 － 

ナンゴクミネカエデ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

449 － 
メグスリノキ － 

－ － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

450 － 
テツカエデ － 

－ － 
調査地域外の確認で

ある。 

451 － 

カラコギカエデ － 

－ － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

452 dz 

ユズ 平成 15 年度、

令和 3 年度、4

年度 

22 45 

 

453 ea 

シマサクラガンピ 平成 9 年度、11

年度、12 年

度、15 年度、

令和 3 年度、4

年度 

32 57 

 

454 － 

ハクサンハタザオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

455 － 
ヒロハコンロンソウ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

456 eb 

タカチホガラシ 平成 6 年度、9

年度、12 年

度、16 年度 

8 8 

 

457 － 

イヌナズナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

458 － 
コイヌガラシ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

459 － 

キバナハタザオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

460 － 

ミヤマツチトリモチ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

461 － 

マツグミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(26/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

462 － 

オオバヤドリギ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

463 － 

ハマサジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

464 － 

クリンユキフデ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

465 － 

ナガバノウナギツカミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

466 － 
ヌカボタデ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

467 ec 
オオネバリタデ 平成 12 年度、

16 年度 
5 5 

 

468 ed コギシギシ 平成 17 年度 1 1  

469 － 

タチハコベ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

470 － 

ホソバハマアカザ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

471 ee 
ブンゴウツギ 令和 3 年度、4

年度 
25 93 

 

472 － 

ヒュウガアジサイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

473 － 
キレンゲショウマ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

474 － 

サワトラノオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

475 － 

オニコナスビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

476 － 

ユキワリソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

477 － 

サクラソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

478 － 

イワザクラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

479 ef 
カンザブロウノキ 平成 16 年度、

令和 4 年度 
10 42 

 

480 － 

ハクウンボク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

481 － 

ウラジロマタタビ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(27/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

482 － 

ウメガサソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

483 eg シャクジョウソウ 令和 4 年度 1 13  

484 － 

マルバノイチヤクソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

485 － 

ヒュウガミツバツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

486 － 

ナンゴクミツバツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

487 － 

ヨウラクツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

488 － 

レンゲツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

489 － 

ツクシアケボノツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

490 － 

コメツツジ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

491 － 

キヌタソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

492 － 

ミヤマムグラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

493 － 

オオバノヤエムグラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

494 － 

ウスユキムグラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

495 － 

コバンムグラ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

496 eh 

ヒロハコンロンカ 平成 4 年度、11

年度、12 年

度、14～16 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

61 100 

 

497 － 

イナモリソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

498 ei 

ヘツカニガキ 平成 10 年度、

11 年度、15～

17 年度、令和 3

年度、4 年度 

22 45 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(28/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

499 － 

ヤマトグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

500 － 

ハナイカリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

501 ej ムラサキセンブリ 令和 3 年度 1 1  

502 － 

シノノメソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

503 － 

イヌセンブリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

504 － 

ヒメナエ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

505 － 

アイナエ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

506 － 

イケマ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

507 ek コイケマ 令和 3 年度 1 4  

508 el シタキソウ 令和 4 年度 1 1  

509 － 

クサタチバナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

510 － 

ロクオンソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

511 em 

フナバラソウ 平成 7 年度、13

年度、15 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

7 16 

 

512 en スズサイコ 令和 3 年度 1 1  

513 － 

マメダオシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

514 － 

ヤマホオズキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

515 － 

イガホオズキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

516 － 

アオホオズキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

517 eo ヤマホロシ 平成 12 年度 1 1  

518 － 

ムラサキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

519 ep シオジ 平成 13 年度 1 1  

520 eq ミヤマイボタ 平成 12 年度 1 1  
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(29/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

521 － 

ウスギモクセイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

522 － 
マンシュウハシドイ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

523 － 

シシンラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

524 er 
マルバノサワトウガラ

シ 

平成 12 年度 
1 1 

 

525 － 

サワトウガラシ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

526 － 

シソクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

527 － 

ホソバヒメトラノオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

528 － 

コクワガタ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

529 es イヌノフグリ 平成 18 年度 1 1  

530 et 

カワヂシャ 平成 15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

96 1,011 

 

531 － 

ナンゴククガイソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

532 － 

カワミドリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

533 eu コムラサキ 平成 16 年度 1 1  

534 － 

タニジャコウソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

535 － 

ジャコウソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

536 － 

ヤマトウバナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

537 － 
タカクマヒキオコシ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

538 ev 

メハジキ 平成 4 年度、12

年度、15～17

年度、令和 3～

5 年度 

140 599 

 

539 － 

キセワタ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(30/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

540 － 

ヤマジソ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

541 － 

ミズネコノオ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

542 ew 

ミゾコウジュ 平成 15 年度、

16 年度、 

令和 3～5 年度 

242 6,091 

 

543 － 

ヒメナミキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

544 － 
ミヤマナミキ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

545 ex ケミヤマナミキ 令和 4 年度 13 508  

546 ey 

スズメノハコベ 平成 15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

34 1,498 

 

547 － 

ゴマクサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

548 － 

キヨスミウツボ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

549 － 

ノタヌキモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

550 － 

イヌタヌキモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

551 ez ミミカキグサ 平成 13 年度 1 1  

552 － 

ホザキノミミカキグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

553 － 

ミカワタヌキモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

554 － 

ヒメタヌキモ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

555 － 

ムラサキミミカキグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

556 － 

フウリンウメモドキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

557 fa ツゲモチ 平成 16 年度 1 1  

558 fb タマミズキ 令和 3 年度 5 5  

559 － 
ツクシイワシャジン 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

560 fc 

ツルギキョウ 平成 12 年度、

15 年度、令和 3

年度、4 年度 

14 16 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(31/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

561 － 

バアソブ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

562 － 

サワギキョウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

563 － 

キキョウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

564 － 
アサザ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

565 fd 

マルバテイショウソウ 平成 16 年度、

令和 3 年度、4

年度 

5 9 

 

566 － 

ヤハズハハコ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

567 fe 

イヌヨモギ 平成 14 年度、

15 年度、令和 3

年度、4 年度 

4 8 

 

568 ff 

タニガワコンギク 平成 8 年度、9

年度、12 年

度、15 年度、

16 年度、18 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

320 4,667 

 

569 fg ブゼンノギク 令和 4 年度 1 3  

570 － 

ヤナギノギク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

571 － 

ミヤマヨメナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

572 fh 
シオン 平成 7 年度、9

年度 
2 2 

 

573 － 
オケラ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

574 － 

イワギク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

575 fi モリアザミ 平成 12 年度 1 1  

576 fj ヤナギアザミ 平成 8 年度 1 1  

577 fk テリハアザミ 平成 9 年度 1 1  

578 － 

ヘイケモリアザミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

579 － 

ヒゴタイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

580 fl タカサブロウ 令和 4 年度 2 23  
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(32/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

581 fm 

イズハハコ 平成 6 年度、11

～13 年度、15

～17 年度、令

和 3 年度、4 年

度 

85 526 

 

582 － 

ヤマヒヨドリバナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

583 － 

スイラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

584 － 

マンシュウスイラン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

585 － 

オグルマ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

586 － 

ホソバオグルマ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

587 － 

ホソバニガナ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

588 fn ヤナギニガナ 令和 4 年度 1 5  

589 fo 
コスギニガナ 令和 3 年度、4

年度 
77 1,003 

 

590 － 

ウスゲタマブキ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

591 － 

ミヤマコウモリソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

592 － 

モミジコウモリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

593 － 

ツクシコウモリソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

594 － 

ヒメコウモリソウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

595 fp ナガバノコウヤボウキ 令和 3 年度 2 3  

596 － 
コウヤボウキ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

597 fq アキノハハコグサ 平成 12 年度 2 2  

598 － 

ヒナヒゴタイ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

599 － 

ミヤコアザミ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(33/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

600 － 

ツクシトウヒレン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

601 － 
アオヤギバナ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

602 － 

ヒュウガヤブレガサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

603 － 
ヤブレガサ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

604 － 

ヤマボクチ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

605 － 

キクバヤマボクチ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

606 － 

カンサイタンポポ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

607 － 

ツクシタンポポ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

608 － 

タカネコウリンギク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

609 － 

コウリンカ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

610 － 
オナモミ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

611 － 
ウラジロウコギ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

612 － 

ホソバチクセツニンジ

ン － － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

613 － 

ミヤマノダケ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

614 － 

ヨロイグサ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

615 － 

ハナビゼリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

616 fr 

クマノダケ 平成 4 年度、6

年度、9～13 年

度、15 年度、

16 年度、令和 3

年度、4 年度 

225 916 

 

617 fs 
イヌトウキ 令和 3 年度、4

年度 
50 215 
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表 7.2.7-16 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落の確認状況(34/34) 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 
地点数 

（経路） 
個体数 備考 

618 － 

ミシマサイコ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

619 － 

ハマゼリ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

620 － 

カワラボウフウ 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

621 － 

ムカゴニンジン 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

622 － 
カノツメソウ 

－ － － 
調査地域外の確認で

ある。 

623 ft 
ナベナ 平成 9 年度、12

年度、13 年度 
5 5 

 

624 － 

ウスバヒョウタンボク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

625 － 

ヤマヒョウタンボク 

－ － － 

文献のみで確認さ

れ、事業者の調査で確

認されなかった。 

626 － 
ニシキウツギ 

－ － － 
詳細な確認位置及び

個体数等の記録なし。 

627 fu 

イワツクバネウツギ 平成 11～13 年

度、15～17 年

度、令和 3 年

度、4 年度 

28 61 

 

注) 1.記号欄に示す a～fx は、以降に示す重要な種の種ごとの現地調査結果等の項目に対応している。 

2.確認年度は「(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」、「(2)植物の重要な種及

び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況」及び「7.2.8 生態系」の調査結果のほか、平成 5～

20 年度に実施した巡視の結果を含んでいる。 
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a)クラマゴケ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

クラマゴケは、北海道（檜山）、本州、四国、九州、琉球列島に分布する植 3)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地や山麓の林床などに生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-17 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、8地点で合計 345 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、シイ・カシ林、スス

キ群落等であった。確認された時期は、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-17 クラマゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、ススキ群落等にお

いて、7 地点で 343 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 7 地点であった。 

7 343 

2 

令和 4 年度 シイ・カシ林において、1 地点で 2 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 8 345 
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b)ナツノハナワラビ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ナツノハナワラビは、北海道から九州(南部を除く)に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の疎林の林床等に生育する植 2)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-18 に示す。 

本種は、平成 15 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、7 月であった。 

 

表 7.2.7-18 ナツノハナワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 
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c)マツバラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

マツバランは、本州(宮城県・石川県以西の暖地)から琉球にかけて分布する植 2)。

熊本県では、県内全域に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、低山地の岩上と樹幹、希に地上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（ii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-19 に示す。 

本種は、平成 13 年度、15 年度、令和 3 年度の調査において、3 地点で合計 5 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ群落等であった。確認された時期は、9 月、10 月

及び 12 月であった。 

 

表 7.2.7-19 マツバランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､12 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

令和 3 年度 ケヤキ群落において、1 地点で 3 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 3 

合計 3 5 
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d)オオコケシノブ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

オオコケシノブは、伊豆半島以西の本州南部から奄美諸島にかけて分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内の陰湿地に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-20 に示す。 

本種は、平成 7 年度、12 年度、13 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、17 地点で合計 731 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、タブノキ林、ツブラジイ群落等であった。

確認された時期は、4 月、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-20 オオコケシノブの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 3 地点で 45 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 3 地点であった。 
3 45 

2 

平成 12 年度 谷沿いの露岩において、2 地点で 2 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点であった。 
2 2 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落及びツブラジイ群落において、7 地点

で 630 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点であった。 

7 630 

6 

令和 4 年度 アラカシ二次林及びタブノキ林において、2 地点で

51 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 51 

合計 17 731 
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e)オドリコカグマ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

オドリコカグマは、静岡県・徳島県と九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林下の渓流の近くに生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 3)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-21 に示す。 

本種は、平成 18 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、21 地点で合計 47 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、ムクノキ－

エノキ群集、常緑広葉樹林林縁等であった。確認された時期は、2 月、3 月、5 月、8

月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-21 オドリコカグマの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、ムクノ

キ－エノキ群集等において、11 地点で 26 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 2 地点、5 月に 3 地

点、9 月に 5 地点、10 月に 1 地点であった。 

11 26 

3 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林、ハチク植林、常緑広葉樹林林縁

等において、9 地点で 20 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、8 月に 6 地

点、10 月に 2 地点であった。 

9 20 

合計 21 47 
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f)オオフジシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

オオフジシダは、本州(栃木県および中部地方以西)・四国・九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖地の山林下に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-22 に示す。 

本種は、平成 7 年度、12 年度、13 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、37 地点で合計 408 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、ツブラジイ群落、ス

ギ・ヒノキ植林等であった。確認された時期は、5月、7月、8月及び10月であった。 

 

表 7.2.7-22 オオフジシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 12 年度 林内や谷沿いの露岩上等において、5 地点で 5 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点、10 月に 1 地点

であった。 

5 5 

3 

平成 13 年度 沢沿いの露岩上等において、3 地点で 3 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、7 月に 1 地点

であった。 

3 3 

4 
平成 16 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点であった。 
5 5 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落、シイ・カシ二次林、ツブラジイ群落

等において、15 地点で 345 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 13 地

点、10 月に 1 地点であった。 

15 345 

6 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林、タブノキ、アラカシ林、常緑広

葉樹林等において、8 地点で 49 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点、10 月に 1 地点

であった。 

8 49 

合計 37 408 
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g)ヒメムカゴシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒメムカゴシダは、本州(福井・三重・和歌山・京都・山口の各府県)・四国(徳

島・高知両県)・九州 (熊本・鹿児島両県)に分布する植 2)。熊本県では、五木村(2 箇

所)、山江村、水俣市に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、陰湿な常緑林内に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-23 に示す。 

本種は、平成 7 年度、12 年度、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 27 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、常緑広葉樹林等であった。確認された時期は、8 月及び

10 月であった。 

 

表 7.2.7-23 ヒメムカゴシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 1 地点で 15 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 15 

2 

平成 12 年度 林内等において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 

令和 4 年度 常緑広葉樹林において、1地点で 10 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 10 

合計 4 27 
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h)タキミシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

タキミシダは、本州 (富山県・千葉県以西)・四国・九州に分布する植 2)。熊本県で

は、水俣市、人吉市、球磨村、八代市(旧八代市、旧坂本村)、美里町(旧砥用町、旧

中央町)、西原村、南阿蘇村(旧久木野村)、天草市(旧本渡市)など、県内各地に分布

する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、林内渓側の陰湿な岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-24 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、3 地点で合計 35 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ林、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林であった。

確認された時期は、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-24 タキミシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林において、1地点で 10 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 10 

2 

令和 4 年度 ケヤキ林及びシイ・カシ林において、2地点で 25 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 

2 25 

合計 3 35 
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i)ヒメミズワラビ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ヒメミズワラビは、本州（山形県以南）・四国・九州・琉球列島（沖縄島以北）に

分布する植 3)。熊本県では、熊本市(旧熊本市)、玉名市、嘉島町、八代市(旧八代市)、

人吉市、あさぎり町、天草地域に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、水田、水路、沼地に生育する植 1)、一年生シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-25 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、9地点で合計 352 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、休耕田及び水田であった。確認された時期は、9 月及び

10 月であった。 

 

表 7.2.7-25 ヒメミズワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 水田において、3 地点で 103 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 3 地点であった。 

3 103 

2 

令和 4 年度 休耕田及び水田において、6 地点で 249 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 6 地点であった。 

6 249 

合計 9 352 
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j)ヒメウラジロ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

ヒメウラジロは、岩手県・関東地方中央部・長野県・山梨県・静岡県・和歌山県・

中国地方・四国・九州、沖縄本島・渡嘉敷島などに分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、向陽の山地の岩上や路傍の石垣等に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植

2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-26 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 4 年度の調査において、3 地点で合計 5 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、石灰岩地等であった。確認された時期は、4 月及び 10 月

であった。 

 

表 7.2.7-26 ヒメウラジロの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 4 年度 石灰岩地において、2 地点で 4 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 

2 4 

合計 3 5 
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k)エビガラシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

エビガラシダは、本州(和歌山県・岡山県・広島県)・四国・九州(最南部を除く)に

分布する植 2)。 

 

a) （ii）生態 

本種は、向陽の岩隙や石垣に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

b) （iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-27 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、8 地点で合計 12 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地、岩隙地等であった。確認された時期は、5 月、

8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-27 エビガラシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 岩隙地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

令和 4 年度 石灰岩地及び石灰岩地の低木林において、7 地点で 11

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 4 地点であった。 

7 11 

合計 8 12 
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l)クマガワイノモトソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

クマガワイノモトソウは、熊本県・宮崎県に分布する植 2)。熊本県では、県央から

県南にかけて分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-28 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、9 年度、11 年度、12 年度、13 年度、15 年度、16 年

度、令和 3 年度、4 年度の調査において、115 地点で合計 1,262 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、岩隙地、石灰岩地等であった。確認され

た時期は、4 月～11 月であった。 

 

表 7.2.7-28 クマガワイノモトソウの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、10 月に 2 地点

であった。 

3 3 

2 

平成 6 年度 アラカシ群落等において、10 地点で 10 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 10 地点であった。 

10 10 

3 

平成 9 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 5 地点、11 月に 1 地点

であった。 

6 6 

4 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

5 

平成 12 年度 露岩地、石灰岩地等において、7 地点で 7 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 4 地点、

10 月に 2 地点であった。 

7 7 

6 

平成 13 年度 石灰岩地において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

7 

平成 15 年度 16 地点で 16 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 6 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 8 地点であった。 

16 16 

8 
平成 16 年度 23 地点で 23 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 23 地点であった。 
23 23 
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表 7.2.7-28 クマガワイノモトソウの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

9 

令和 3 年度 岩隙地、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林等におい

て、13 地点で 230 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 6 地点、

9 月に 5 地点であった。 

13 230 

10 

令和 4 年度 アラカシ林、岩隙地、石灰岩地等において、34地点で

964 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 11 地点、8 月に 16 地

点、10 月に 7 地点であった。 

34 964 

合計 115 1,262 
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m)キドイノモトソウ 

（i） 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

キドイノモトソウは、中国地方・四国(高知県)・九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地帯の岩上や岩隙に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-29 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、9 年度、10 年度、11 年度、12 年度、15 年度、17 年

度、令和 3 年度、4 年度の調査において、44 地点で合計 97 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、ケヤキ群落、岩隙地等で

あった。確認された時期は、1 月、2 月、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-29 キドイノモトソウの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

2 

平成 6 年度 アラカシ群落、ケヤキ群落等において、7 地点で 7 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 7 地点であった。 

7 7 

3 
平成 9 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 2 地点であった。 
2 2 

4 

平成 10 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 

1 1 

5 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

平成 12 年度 露岩地等において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

7 

平成 15 年度 11 地点で 11 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 4 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 5 地点であった。 

11 11 

8 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 

1 1 

9 

令和 3 年度 アラカシ群落、ケヤキ群落及び岩隙地において、8 地

点で 27 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点、9 月に 3 地点で

あった。 

8 27 
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表 7.2.7-29 キドイノモトソウの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

10 

令和 4 年度 シイ・カシ林、石灰岩地ヤ石灰岩地の低木林等におい

て、9 地点で 43 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、8 月に 5 地点、

10 月に 2 地点であった。 

9 43 

合計 44 97 
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n)アイコハチジョウシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

アイコハチジョウシダは、本州(静岡県・紀伊半島)・四国南部・九州に分布する植 2)。

熊本県では、水俣市、天草市の各地、宇土市などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-30 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、8 月で

あった。 

 

表 7.2.7-30 アイコハチジョウシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林において、1 地点で 1 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 
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o)シモツケヌリトラノオ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

シモツケヌリトラノオは、本州 (関東地方北部・伊豆半島以西の暖地)・四国・九

州(熊本県)に分布する植 2)。熊本県では、八代市(旧坂本村)、芦北町に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内の岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 3)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-31 に示す。 

本種は、平成 16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、9 地点で合計

82 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、岩隙地、石灰岩地等であった。確認され

た時期は、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-31 シモツケヌリトラノオの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

令和 3 年度 アラカシ群落において、3地点で 45 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 3 地点であった。 

3 45 

4 

令和 4 年度 カシ二次林及び岩隙地において、4地点で 35 個体の生

育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に1地点、10月に3地点で

あった。 

4 35 

合計 9 82 

  



 

 7.2.7-104

p)ヒメイワトラノオ 

（i） 重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒメイワトラノオは、北海道南部・本州(関東・中部地方と岡山県) 四国(徳島

県) ・九州(熊本県) に分布する植 2)。熊本県では、山都町(旧矢部町、旧清和村)、八

代市(旧泉村)、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の陰湿な石灰岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 3)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-32 に示す。 

本種は、平成 7 年度、16 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地等であった。確認された時期は、4 月及び 10 月

であった。 

 

表 7.2.7-32 ヒメイワトラノオの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 7 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-105

q)イチョウシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

イチョウシダは、北海道から九州にかけて各地に分布する植 2)。熊本県では、山都

町(旧矢部町、旧清和村)、八代市(旧泉村)、山江村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-33 に示す。 

本種は、平成 15 年度、令和 3 年度の調査において、4 地点で合計 10 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、カヤ群落、岩隙地等であった。確認された時期は、8 月

及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-33 イチョウシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 カヤ群落及び岩隙地において、3 地点で 9 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 3 地点であった。 

3 9 

合計 4 10 

  



 

 7.2.7-106

r)コタニワタリ 

（i）重要性 

「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」：熊本県指定希少野生動植物 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

コタニワタリは、北海道から九州にかけて分布する植 2)。熊本県では、山鹿市(旧菊

鹿町)、山都町(旧矢部町)、球磨村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、落葉林内の陰湿な地上と岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-34 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 3 年度の調査において、9 地点で合計 18 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、ケヤキ群落等であった。確認された時期は、4 月、8 月

及び 9 月であった。 

 

表 7.2.7-34 コタニワタリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点であった。 
2 2 

2 

令和 3 年度 ケヤキ群落において、7地点で 16 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、9 月に 5 地点で

あった。 

7 16 

合計 9 18 

  



 

 7.2.7-107

s)イワヤシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

イワヤシダは、本州・四国・九州に分布する植 2)。熊本県では、県内各地に分布す

る植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内の陰湿地に生育する植 1)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-35 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、7 地点で合計 9 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落及びスギ・ヒノキ植林であった。確認され

た時期は、5 月、7 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-35 イワヤシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落及びスギ・ヒノキ植林において、4 地点

で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 2 地点で

あった。 

4 6 

2 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林において、3 地点で 3 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

合計 7 9 

  



 

 7.2.7-108

t)ヌリワラビ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヌリワラビは、本州・四国・九州中部に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林下に生育する植 2)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-36 に示す。 

本種は、平成 13 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、6 月であった。 

 

表 7.2.7-36 ヌリワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-109

u)アソシケシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

アソシケシダは、九州中部に分布する植 2)。熊本県では、小国町、南小国町、南阿

蘇村(旧久木野村)、山都町(旧蘇陽町)、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿り気のある山地林内に生育する植 1)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-37 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 4 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、7 月で

あった。 

 

表 7.2.7-37 アソシケシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林において、1 地点で 4 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 4 

合計 1 4 

  



 

 7.2.7-110

v)オオヒメワラビモドキ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い。 

オオヒメワラビモドキは、本州(北陸地方・東海地方以西)・四国・九州に分布する植2)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地の林縁のやや湿った林床に生育する植 2)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-38 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、10 地点で合

計 39 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ群落、スギ・ヒノキ植林等であった。確認された

時期は、4 月、5 月、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-38 オオヒメワラビモドキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

令和 3 年度 ケヤキ群落及びスギ・ヒノキ植林において、5 地点で

15 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 4 地点で

あった。 

5 15 

4 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林において、3地点で 22 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5月に2地点、10月に1地点で

あった。 

3 22 

合計 10 39 

  



 

 7.2.7-111

w)ミドリワラビ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ミドリワラビは、本州 (日本海側にはない)・四国・九州に分布する植 2)。熊本県で

は、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内に生育する植 1)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

 （iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-39 に示す。 

本種は、平成 11 年度、13 年度、16 年度の調査において、3 地点で合計 3 個体が確

認された。 

本種が確認された環境は、道路脇等であった。確認された時期は、5 月、10 月及び

11 月であった。 

 

表 7.2.7-39 ミドリワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 11 年度 道路脇において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 3 3 

  



 

 7.2.7-112

x)キンモウワラビ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

キンモウワラビは、関東地方・山梨県・長野県・高知県・山口県・九州に分布する植2)。

熊本県では、熊本県内に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩の岩隙に生育する植 1)、夏緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-40 に示す。 

本種は、平成 12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、24

地点で合計 176 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、岩隙地、石灰岩地等であった。確認された時期は、4 月、

5 月、7 月、8 月、9 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-40 キンモウワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 崖下の岩場及び石灰岩地において、2 地点で 2 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点、11 月に 1 地点

であった。 

2 2 

2 

平成 15 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、10月に4地点で

あった。 

6 6 

3 
平成 16 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 5 地点であった。 
5 5 

4 

令和 3 年度 岩隙地において、5 地点で 143 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、9 月に 3 地点で

あった。 

5 143 

5 

令和 4 年度 石灰岩地及び石灰岩地の低木林において、6 地点で 20

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 4 地点であった。 

6 20 

合計 24 176 

  



 

 7.2.7-113

y)ケキンモウワラビ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ケキンモウワラビは、中国地方・四国・熊本県に分布する植 2)。熊本県では、八代

市(旧坂本村)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩上に生育する植 1)、夏緑性シダ植物である植 4)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-41 に示す。 

本種は、平成 15 年度、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 4 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、岩隙地、石灰岩地の低木林等であった。確認された時期

は、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-41 ケキンモウワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 15 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に1地点、10月に1地点で

あった。 

2 2 

2 

令和 4 年度 岩隙地及び石灰岩地の低木林において、2 地点で 2 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

合計 4 4 

  



 

 7.2.7-114

z)ナンゴクナライシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ナンゴクナライシダは、本州(東北地方南部以西)・四国・九州に分布する植 2)。熊

本県では、高森町、山都町(旧矢部町)、八代市(旧東陽村、旧泉村)、五木村などに分

布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-42 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ自然林であった。確認された時期は、5 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-42 ナンゴクナライシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 ケヤキ自然林において、1 地点で 2 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 1 2 

  



 

 7.2.7-115

aa)ヒロハナライシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒロハナライシダは、奈良県と九州中部に分布する植 2)。熊本県では、八代市(旧泉

村)、球磨地方に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林床や斜面に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-43 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 15 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落であった。確認された時期は、8 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-43 ヒロハナライシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落において、1地点で 15 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 15 

合計 1 15 

  



 

 7.2.7-116

ab)ハガクレカナワラビ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ハガクレカナワラビは、紀伊半島・山口県・四国・九州に分布する植 2)。熊本県で

は、天草市(旧有明町)、水俣市、八代市(旧泉村)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林床に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-44 に示す。 

本種は、平成 16 年度、17 年度、令和 4 年度の調査において、3 地点で合計 8 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ林等であった。確認された時期は、7 月、10

月及び 12 月であった。 

 

表 7.2.7-44 ハガクレカナワラビの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､12 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

令和 4 年度 シイ・カシ林において、1 地点で 6 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 6 

合計 3 8 

  



 

 7.2.7-117

ac)オトコシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

オトコシダは、本州 (伊豆半島・紀伊半島・山口県) ・四国・九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、低山地の林床に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-45 に示す。 

本種は、平成 6 年度、7 年度、12 年度、13 年度、令和 3 年度、4 年度の調査におい

て、24 地点で合計 70 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、タブノキ林、広葉樹林（自然林）等で

あった。確認された時期は、1 月、3 月、5 月、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-45 オトコシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 6 年度 天然林において、1 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点であった。 

1 2 

2 

平成 7 年度 2 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 6 

3 

平成 12 年度 林内、露岩地等において、4 地点で 4 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点であった。 

4 4 

4 

平成 13 年度 林縁、露岩地等において、4 地点で 4 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点であった。 

4 4 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落及び広葉樹林（自然林）において、3 地

点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 2 地点で

あった。 

3 5 

6 

令和 4 年度 アラカシ群落、タブノキ林等において、10 地点で 49

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点、10 月に 6 地点

であった。 

10 49 

合計 24 70 

  



 

 7.2.7-118

ad)ツクシヤブソテツ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ツクシヤブソテツは、本州 (栃木県・千葉県以西)・四国・九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、山林中の比較的湿ったところに生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 4)。 

 

（ii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-46 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、2 地点で合計 4 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウツギ群落及びスギ・ヒノキ植林であった。確認された

時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-46 ツクシヤブソテツの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ウツギ群落及びスギ・ヒノキ植林において、2 地点で

4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 4 

合計 2 4 

  



 

 7.2.7-119

ae)ヌカイタチシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヌカイタチシダは、本州(関東地方以西)・四国・九州に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、低山地の林床のやや乾いた岩上に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-47 に示す。 

本種は、平成 12 年度、13 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、28

地点で合計 120 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、モウソウチク植林、岩隙地等であった。

確認された時期は、4 月、5 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-47 ヌカイタチシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 林内、林縁及び岸壁において、4 地点で 4 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点であった。 

4 4 

2 
平成 13 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 16 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 1 地点であった。 

3 3 

4 

令和 3 年度 アラカシ群落及びモウソウチク植林において、11地点

で 69 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点、9 月に 4 地点で

あった。 

11 69 

5 

令和 4 年度 アラカシ群落、岩隙地等において、9地点で 43個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 5 地点であった。 

9 43 

合計 28 120 

  



 

 7.2.7-120

af)イヌタマシダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

イヌタマシダは、伊豆諸島八丈島・高知県・九州・琉球に分布する植 2)。熊本県で

は、水俣市内の 2 箇所と天草市(旧五和町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内渓側および陰湿な岩場に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-48 に示す。 

本種は、平成 14 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-48 イヌタマシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-121

ag)アツギノヌカイタチシダマガイ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

アツギノヌカイタチシダマガイは、本州(東海地方～紀伊半島・山口県)・四国に分

布する植 2)。熊本県では、芦北町と八代市(旧泉村)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林縁の岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 4)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-49 に示す。 

本種は、平成 6 年度、7 年度、12 年度、13 年度、14 年度、16 年度、令和 3 年度、4

年度の調査において、19 地点で合計 27 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、ツブラジイ群落、ス

ギ・ヒノキ植林等であった。確認された時期は、3 月、4 月、5 月、7 月、8 月及び 9

月であった。 

 

表 7.2.7-49 アツギノヌカイタチシダマガイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 
平成 7 年度 1 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点であった。 

1 2 

3 

平成 12 年度 沢沿いの露岩上、林縁、道路脇法面等において、5 地

点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点であった。 

5 5 

4 

平成 13 年度 道路脇法面、林縁及び林道脇の林内において、3 地点

で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

5 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、シイ・カシ二次林及びツブラジイ群落

において、4 地点で 11 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 1 地点であった。 

4 11 

8 

令和 4 年度 クヌギ植林縁及びスギ・ヒノキ植林において、2 地点

で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 19 27 

  



 

 7.2.7-122

ah)ムラサキベニシダ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IA 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ムラサキベニシダは、本州 (紀伊半島・広島県厳島)・四国(南西部)・九州・琉球 

(石垣島)に分布する植 2)。熊本県では、県南部、天草地域、水俣市、錦町、天草市(旧

本渡市、旧有明町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-50 に示す。 

本種は、平成 13 年度、令和 3 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落等であった。確認された時期は、6 月及び

8 月であった。 

 

表 7.2.7-50 ムラサキベニシダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落において、1 地点で 1 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-123

ai)ヌカイタチシダマガイ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ヌカイタチシダマガイは、静岡県から紀伊半島にかけての本州と四国に分布する植2)。

熊本県では、八代市(旧泉村)、五木村、山鹿市(旧鹿北町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、渓谷の湿り気の多い地上や岩上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-51 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、3 地点で合計 3 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ツブラジイ林及び岩隙地であった。確認された時期は、

10 月であった。 

 

表 7.2.7-51 ヌカイタチシダマガイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 ツブラジイ林及び岩隙地において、3 地点で 3 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 3 地点であった。 

3 3 

合計 3 3 

  



 

 7.2.7-124

aj)タチデンダ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

タチデンダは、山口県・高知県と九州 (中・北部)に分布する植 2)。 

 

（ii）生態 

本種は、低山地の林中に生育する植 2)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-52 に示す。 

本種は、平成 6 年度、9 年度、10 年度、12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4

年度の調査において、61 地点で合計 725 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、岩隙地等であった。

確認された時期は、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-52 タチデンダの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

2 
平成 9 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 

平成 12 年度 石灰岩地、岩壁等において、3 地点で 3 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 3 地点であった。 

3 3 

5 

平成 15 年度 11 地点で 11 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 5 地点、8 月に 2 地点、

9 月に 2 地点、10 月に 1 地点、確認時期不明が 1 地点で

あった。 

11 11 

6 
平成 16 年度 14 地点で 14 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 14 地点であった。 

14 14 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、岩隙地等におい

て、15 地点で 372 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、7 月に 3 地点、

8 月に 6 地点、9 月に 5 地点であった。 

15 372 

8 

令和 4 年度 アラカシ林、石灰岩地、スギ・ヒノキ植林等におい

て、13 地点で 320 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5月に10地点、8月に1地点、

10 月に 2 地点であった。 

13 320 

合計 61 725 

  



 

 7.2.7-125

ak)ヒメサジラン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒメサジランは、関東地方西部から屋久島にかけての広い範囲に分布する植 2)。熊

本県では、山都町(旧清和村、旧矢部町)、美里町、八代市(旧泉村、旧東陽村)、水上

村、錦町、相良村、水俣市など県内各地に分布する植 1)。 

 

c) （ii）生態 

本種は、山地林内の湿った岩上や樹上に生育する植 1)、常緑性シダ植物である植 2)。 

 

d) （iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-53 に示す。 

本種は、平成 7年度、12 年度、13 年度、16 年度、令和 4年度の調査において、7地

点で合計 36 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、沢沿いの露岩上等であった。確認された

時期は、4 月、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-53 ヒメサジランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 2 地点で 30 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 
2 30 

2 

平成 12 年度 露岩地等において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 

平成 13 年度 沢沿いの露岩上において、1 地点で 1 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 4 年度 アラカシ群落において、1 地点で 2 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 7 36 

  



 

 7.2.7-126

al)イブキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

イブキは、本州（岩手県以南）・四国・九州の、主として太平洋側に分布する植 5)。

熊本県では、九州中央山地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、島や海岸ときに山上（石灰岩地など）に生育する植 13)、常緑の高木又は大

型の低木である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-54 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-54 イブキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-127

am)イチイ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

イチイは、北海道・色丹島・本州・四国・九州・千島列島(中部以南)に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、深山の林に生育する植 13)、常緑の高木である植 5)。花期は 3～4 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-55 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、岩隙地であった。確認された時期は、5 月及び 8 月で

あった。 

 

表 7.2.7-55 イチイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 岩隙地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

令和 4 年度 岩隙地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-128

an)ヒトリシズカ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い。 

ヒトリシズカは、南千島・北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、林中に生育する植 5)、多年草である植 5)。花期は 4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-56 に示す。 

本種は、平成 18 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、22 地点で合計 755 個

体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林、ケヤ

キ群落等であった。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-56 ヒトリシズカの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落、ケヤキ群落及びミズナラ群落におい

て、8 地点で 183 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、9 月に 6 地点で

あった。 

8 183 

3 

令和 4 年度 ケヤキ林、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林等におい

て、13 地点で 571 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点、7 月に 1 地点、

8 月に 5 地点、10 月に 3 地点であった。 

13 571 

合計 22 755 

  



 

 7.2.7-129

ao)ハンゲショウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ハンゲショウは、本州～琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地の水辺や湿地に生育する植 5)、多年草である植 5)。花期は 6～8 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-57 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 3 年度の調査において、2 地点で合計 5 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、メダケ群集等であった。確認された時期は、4 月及び 8

月であった。 

 

表 7.2.7-57 ハンゲショウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

令和 3 年度 メダケ群集において、1 地点で 4 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 4 

合計 2 5 

  



 

 7.2.7-130

ap)オオバウマノスズクサ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

オオバウマノスズクサは、本州(南関東以西)の太平洋側・四国・九州(種子島・屋

久島まで）に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 16)、木本性のつるである植 5)。花期は 4～6 月であ

る植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-58 に示す。 

本種は、平成 13 年度、15 年度、16 年度、令和 4 年度の調査において、5 地点で合

計 6 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、タブノキ林等であった。確認された時期は、

4 月、5 月及び 7 月であった。 

 

表 7.2.7-58 オオバウマノスズクサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 4 年度 アラカシ林及びタブノキ林において、2 地点で 3 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 3 

合計 5 6 

  



 

 7.2.7-131

aq)キンチャクアオイ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

キンチャクアオイは、四国西部と九州南部に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 16)、多年草である植 15)。花期は 4 月頃である植 15)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-59 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、7 年度、9 年度、12 年度、13 年度、14 年度、16 年

度、18 年度の調査において、41 地点で合計 41 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ萌芽林、林縁等であった。確認された時期は、

3 月、4 月、5 月、6 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-59 キンチャクアオイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 地点で確認時期不明であっ

た。 

4 4 

2 
平成 6 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 
2 2 

3 
平成 7 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

平成 9 年度 アラカシ萌芽林等において、2 地点で 2 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、6 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

5 

平成 12 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、7 月に 1 地点、

10 月に 1 地点、11 月に 1 地点であった。 

4 4 

6 

平成 13 年度 林内、林縁等において、17 地点で 17 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 17 地点であった。 

17 17 

7 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

8 
平成 16 年度 9 地点で 9 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 9 地点であった。 
9 9 

9 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 41 41 

  



 

 7.2.7-132

ar)タシロテンナンショウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

タシロテンナンショウは、宮崎県・鹿児島県に分布する植 5)。熊本県では、五木村

（白髪岳、国見山)、八代市(旧泉村)、山都町(旧清和村)等に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、多年草である植 5)。花期は 4～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-60 に示す。 

本種は、平成 16 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、4 月であった。 

 

表 7.2.7-60 タシロテンナンショウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-133

as)ミツバテンナンショウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ミツバテンナンショウは、本州(静岡県)・四国・九州に分布する植 5)。熊本県では、

山鹿市(国見山)、五木村、山都町(旧清和村)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内に生育する植 1)、多年草である植 12)。花期は 4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-61 に示す。 

本種は、平成 18 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、7 月であった。 

 

表 7.2.7-61 ミツバテンナンショウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-134

at)アオテンナンショウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

アオテンナンショウは、本州（岡山県）・瀬戸内海（淡路島・厳島・周防大島）・

四国・九州（大分県）に分布する植 5)。熊本県では、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-62 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-62 アオテンナンショウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 アラカシ林において、1 地点で 2 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 1 2 

  



 

 7.2.7-135

au)アギナシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

アギナシは、北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、水田、ため池、湿地に生育する植 5)、多年草である植 5)。花期は 7～10 月で

ある植 12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-63 に示す。 

本種は、平成 7 年度、10 年度、11 年度、12 年度、14 年度、18 年度の調査におい

て、6 地点で合計 6 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、水田等であった。確認された時期は、7～9 月であった。 

 

表 7.2.7-63 アギナシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 10 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 11 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 12 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

6 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 6 6 

  



 

 7.2.7-136

av)ヒナノシャクジョウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒナノシャクジョウは、本州(関東以西）・四国・九州・屋久島と沖縄島に分布す

る植 5)。熊本県では、小岱山、金峰山、球磨村、天草市(旧河浦町)など県内各地に分

布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、菌従属栄養多年草である植 5)。花期は 8～10 月で

ある植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-64 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、30 地点で合計 245 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林等で

あった。確認された時期は、7 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-64 ヒナノシャクジョウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹二次林

等において、11 地点で 156 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 6 地点、

9 月に 3 地点、10 月に 1 地点であった。 

11 156 

2 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹林、落葉広葉樹林等に

おいて、19 地点で 89 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 19 地点であった。 

19 89 

合計 30 245 

  



 

 7.2.7-137

aw)シロシャクジョウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

シロシャクジョウは、本州（近畿）・四国・九州・屋久島・種子島・琉球（沖縄

島・久米島・石垣島・西表島）に分布する植 5)。熊本県では、菊池市(旧菊池市)、玉

名市(旧玉名市)、上天草市、あさぎり町に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、菌従属栄養多年草である植 5)。花期は 8～10 月で

ある植 12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-65 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、17地点で合計 99個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ツブラジイ林、広葉樹林（自然林）、常

緑広葉樹二次林等であった。確認された時期は、7 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-65 シロシャクジョウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、広葉樹林（自然林）、常緑広葉樹二次

林等において、12 地点で 83 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 1 地点、10 月に 9 地点であった。 

12 83 

2 

令和 4 年度 ツブラジイ林及び常緑広葉樹林において、5 地点で 16

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点であった。 

5 16 

合計 17 99 

  



 

 7.2.7-138

ax)ツクシタチドコロ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ツクシタチドコロは、九州南部・奄美大島に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 16)、多年草である植 5)。花期は 4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-66 に示す。 

本種は、平成 6 年度、10 年度、11 年度、15 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の

調査において、25 地点で合計 91 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、シイ・カシ林、モウソウチク植林、石灰岩

地等であった。確認された時期は、5 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-66 ツクシタチドコロの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 6 年度 石灰岩地において、1 地点で 3 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 3 

2 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 

平成 15 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 1 地点であった。 

4 4 

5 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

令和 3 年度 シイ・カシ二次林、モウソウチク植林、ウラジロガシ

林等において、6 地点で 37 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、7 月に 1 地点、

8 月に 1 地点、9 月に 3 地点であった。 

6 37 

7 

令和 4 年度 アラカシ林、シイ・カシ林、石灰岩地等において、11

地点で 44 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点、8 月に 5 地点、

10 月に 2 地点であった。 

11 44 

合計 25 91 

  



 

 7.2.7-139

ay)ホンゴウソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ホンゴウソウは、本州（宮城県・栃木県・新潟県以西）～琉球に分布する植 5)。熊

本県では、熊本市(旧熊本市、旧富合町)、玉名市、八代市(旧八代市)、人吉市、あさ

ぎり町等、玉名市と旧富合町に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、多年生の菌従属栄養植物である植 5)。花期は 7～

10 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-67 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、16地点で合計 41個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ヒノキ植林等であった。確認された時期

は、8 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-67 ホンゴウソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、常緑広葉樹二次林等において、10地点

で 24 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、9 月に 4 地点、

10 月に 4 地点であった。 

10 24 

2 

令和 4 年度 アラカシ林、ヒノキ植林等において、6地点で 17 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に3地点、10月に3地点で

あった。 

6 17 

合計 16 41 

  



 

 7.2.7-140

az)ツクバネソウ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い。 

ツクバネソウは、北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林下に生育する植 5)、多年草である植 5)。花期は 5～8 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-68 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 11 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-68 ツクバネソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林において、1地点で 11個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 11 

合計 1 11 

  



 

 7.2.7-141

ba)ホソバナコバイモ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ホソバナコバイモは、本州（兵庫県以西）・九州（北部～中部）に分布する植 5)。

熊本県では、阿蘇(深葉、的石)から五家荘、球磨地方に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、落葉林内に生育する植 1)、多年草である植 5)。花期は 3～5 月である植 12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-69 に示す。 

本種は、平成 18 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、3 月であった。 

 

表 7.2.7-69 ホソバナコバイモの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-142

bb)ホトトギス 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ホトトギスは、北海道南西部、本州（関東地方以西・福井県以南）・四国・九州に

分布する植 5)。熊本県では、小国町、菊池水源、山都町（旧矢部町）、人吉市、球磨

村、水俣市、天草市（旧天草町）などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の半日陰地に生育する植5)、多年草である植5)。花期は8～10月である植5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-70 に示す。 

本種は、平成 15 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-70 ホトトギスの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-143

bc)ヒナラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヒナランは、本州（茨城県・栃木県・静岡県以西）・四国・九州に分布する植 5)。

熊本県では、菊池市(旧菊池市)深葉、高森町、金峰山、宇城市(旧三角町)などに分布

する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の岩上に生育する植 1)、多年草である植 12)。花期は 6～7 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-71 に示す。 

本種は、平成 13 年度、14 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、7 地点で合計 9 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アカマツ林、アラカシ群落等であった。確認された時期

は、6 月、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-71 ヒナランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落及び道路脇において、2 地点で 2 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

6 

令和 4 年度 アカマツ林において、1 地点で 3 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 3 

合計 7 9 

  



 

 7.2.7-144

bd)シラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

シランは、本州（福島県以南）～九州に分布する植 5)。熊本県では、芦北町(旧田浦

町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、アカマツの二次林に生育する植 1)、多年草である植 12)。花期は 4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-72 に示す。 

本種は、平成 8 年度、12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、27 地点で合計 407 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ツクシヤブウツギ群落、ハルニレ群落、

ススキ群落等であった。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月で

あった。 

 

表 7.2.7-72 シランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 8 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 16 年度 9 地点で 9 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 9 地点であった。 
9 9 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落、ツクシヤブウツギ群落、ハルニレ群落

等において、13 地点で 371 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 5 地点、7 月に 2 地点、

8 月に 4 地点、9 月に 2 地点であった。 

13 371 

6 

令和 4 年度 コンクリート護岸及びススキ群落において、2 地点で

24 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 24 

合計 27 407 

  



 

 7.2.7-145

be)マメヅタラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

マメヅタランは、本州（福島県以南）・四国・九州・琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、おもに暖温帯山地の樹幹又は岩石の上に着生する植 5)、常緑の多年草であ

る植 12)。花期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-73 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、9地点で合計 248 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、常緑広葉樹二次林及び岩隙地であった。確

認された時期は、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-73 マメヅタランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 岩隙地及び常緑広葉樹二次林において、4地点で 16 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に1地点、10月に3地点で

あった。 

4 16 

2 

令和 4 年度 アラカシ林及び岩隙地において、5 地点で 232 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、10月に3地点で

あった。 

5 232 

合計 9 248 

  



 

 7.2.7-146

bf)ムギラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ムギランは、本州（宮城県以南）・四国・九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯の常緑樹林内の樹上や岩上に着生する植 5)、常緑の多年草である植 12)。

花期は 6～7 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-74 に示す。 

本種は、平成 6 年度、9 年度、12 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査におい

て、26 地点で合計 1,072 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アカマツ群落、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、常緑

広葉樹林等であった。確認された時期は、2 月、3 月、4 月、5 月、6 月、8 月、9 月及

び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-74 ムギランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 
2 2 

2 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 12 年度 林縁において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 3 年度 アカマツ群落、アラカシ群落、シイ・カシ二次林等に

おいて、8 地点で 304 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 6 地点であった。 

8 304 

6 

令和 4 年度 ケヤキ林、岩隙地、常緑広葉樹林等において、13地点

で 763 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 2 地点、8 月に 6 地点、

10 月に 5 地点であった。 

13 763 

合計 26 1,072 

  



 

 7.2.7-147

bg)ミヤマムギラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ミヤマムギランは、本州（静岡県以西）・四国・九州に分布する植 5)。熊本県では、

山鹿市(旧鹿北町)、八代市(旧東陽村、旧坂本村)、山都町(旧矢部町)、五木村、天草

市(旧天草町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、渓谷の岩上に生育する植 1)、常緑の多年草である植 12)。花期は 6～7 月であ

る植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-75 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、15 地点で合計 203 個

体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、広葉樹林（自然林）、常緑広葉樹二次林、

石灰岩地等であった。確認された時期は、5月、6月、7月、8月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-75 ミヤマムギランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 16 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点、8 月に 2 地点で

あった。 

3 3 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落、広葉樹林（自然林）及び常緑広葉樹二

次林において、7 地点で 163 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､7 月に 3 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 2 地点であった。 

7 163 

3 

令和 4 年度 シイ・カシ林下の岩隙、石灰岩地等において、5 地点

で 37 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 1 地点であった。 

5 37 

合計 15 203 

  



 

 7.2.7-148

bh)キエビネ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

キエビネは、本州（静岡県以西）・四国・九州に分布する植 5)。熊本県では、県内

各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植1)、多年草である植15)。花期は4～5月である植12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-76 に示す。 

本種は、平成 9 年度、12 年度、13 年度、16 年度、17 年度の調査において、5 地点

で合計 5 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、林内の沢筋、林内の沢脇の崩壊地等であった。確認され

た時期は、2 月、4 月、5 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-76 キエビネの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 12 年度 林内の沢脇の崩壊地において、1 地点で 1 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

平成 13 年度 林内の沢筋において、1 地点で 1 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 5 5 

  



 

 7.2.7-149

bi)エビネ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

エビネは、北海道西南部～琉球に分布する植 5)。熊本県では、県下各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の常緑林内に生育する植1)、多年草である植12)。花期は4～5月である植5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-77 に示す。 

本種は、平成 4 年度、12 年度、13 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の

調査において、33 地点で合計 84 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ二次林、スギ・ヒノキ植林、岩隙地等であっ

た。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-77 エビネの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点であった。 
4 4 

2 

平成 12 年度 林縁、林内等において、9 地点で 9 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点、10 月に 4 地点

であった。 

9 9 

3 

平成 13 年度 林内及び林縁において、3 地点で 3 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

4 

平成 15 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、10 月に 1 地点

であった。 

3 3 

5 

平成 16 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 6 地点、10 月に 1 地点

であった。 

7 7 

6 

令和 3 年度 シイ・カシ二次林、スギ・ヒノキ植林等において、5

地点で 48 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 3 地点、

9 月に 1 地点であった。 

5 48 

7 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林及び岩隙地において、2地点で10個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 10 

合計 33 84 

  



 

 7.2.7-150

bj)ナツエビネ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ナツエビネは、本州・四国・九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、冷温帯～暖温帯のやや湿った落葉樹林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。

花期は 7～8 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-78 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、7 年度、12 年度、13 年度、15 年度、16 年度、令和 3

年度、4 年度の調査において、150 地点で合計 260 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ケヤキ群落、スギ・ヒノキ植林等であっ

た。確認された時期は、3 月～11 月であった。 

 

表 7.2.7-78 ナツエビネの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点であった。 
7 7 

2 

平成 6 年度 天然林において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

平成 7 年度 8 地点で 21 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 5 地点、6 月に 1 地点、

10 月に 2 地点であった。 

8 21 

4 

平成 12 年度 林内、林縁等において、29 地点で 29 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 25 地点、10 月に 3 地

点、11 月に 1 地点であった。 

29 29 

5 

平成 13 年度 林縁、林内、沢沿いの露岩上等において、21 地点で

21 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 21 地点であった。 

21 21 

6 

平成 15 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 1 地点

であった。 

3 3 

7 

平成 16 年度 29 地点で 29 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4月に24地点、8月に4地点、

10 月に 1 地点であった。 

29 29 

8 

令和 3 年度 アラカシ群落、ケヤキ群落、スギ・ヒノキ植林等にお

いて、31 地点で 119 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7月に2地点、8月に24地点、

9 月に 5 地点であった。 

31 119 

  



 

 7.2.7-151

表 7.2.7-78 ナツエビネの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

9 

令和 4 年度 アラカシ群落、ケヤキ自然林、落葉広葉樹林等におい

て、21 地点で 30 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 7 地点、8 月に 6 地点、

10 月に 8 地点であった。 

21 30 

合計 150 260 

  



 

 7.2.7-152

bk)ギンラン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ギンランは、北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、冷温帯～暖温帯の樹林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は 5～6

月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-79 に示す。 

本種は、平成 13 年度、令和 4 年度の調査において、3 地点で合計 3 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、モウソウチク植林及び林内であった。確認された時期は、

5 月であった。 

 

表 7.2.7-79 ギンランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 林内において、2 地点で 2 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 
2 2 

2 

令和 4 年度 モウソウチク植林において、1 地点で 1 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 3 3 

  



 

 7.2.7-153

bl)キンラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

キンランは、本州～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯の疎林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は 4～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-80 に示す。 

本種は、平成 12 年度、令和 4 年度の調査において、2 地点で合計 19 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、果樹園及び林縁であった。確認された時期は、5 月及び

8 月であった。 

 

表 7.2.7-80 キンランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 林縁において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 4 年度 果樹園において、1 地点で 18 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 18 

合計 2 19 

  



 

 7.2.7-154

bm)カンラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

カンランは、本州（東海地方以西）～琉球に分布する植 5)。熊本県では、県内各地

に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、常緑の多年草である植 12)。花期は 11～1 月である植

5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-81 に示す。 

本種は、平成 4 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-81 カンランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 
2 2 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-155

bn)タシロラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

タシロランは、本州（関東以西）・四国・九州・琉球に分布する植 5)。熊本県では、

山鹿市(旧鹿央町)、熊本市(旧熊本市)、氷川町(旧宮原町)、あさぎり町、天草市(旧

本渡市)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、地生の多年草である植 5)。花期は 5～7 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-82 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 7 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、クヌギ植林等であった。確認された時期

は、6 月及び 7 月であった。 

 

表 7.2.7-82 タシロランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 アラカシ群落、クヌギ植林等において、4 地点で 7 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 2 地点、7 月に 2 地点で

あった。 

4 7 

合計 4 7 

  



 

 7.2.7-156

bo)ムヨウラン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ムヨウランは、本州（岩手県以南）・四国・九州・琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯～亜熱帯の常緑広葉樹林、落葉広葉樹、アカマツ林などの林床に生

育する植 5)、地生の菌従属栄養植物である植 5)。花期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-83 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 13 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落等であった。確認された時期は、5 月及び

6 月であった。 

 

表 7.2.7-83 ムヨウランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 アラカシ群落等において、4地点で 13 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、6 月に 2 地点で

あった。 

4 13 

合計 4 13 

  



 

 7.2.7-157

bp)ウスキムヨウラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

ウスキムヨウランは、本州（関東・東海地方）・四国・九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯～亜熱帯の常緑広葉樹林下に生育する植 5)、菌根植物である植 15)。花

期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-84 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、8 地点で合計 39 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落及びシイ・カシ二次林であった。確認され

た時期は、5 月及び 6 月であった。 

 

表 7.2.7-84 ウスキムヨウランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落において、1地点で 10 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 10 

2 

令和 4 年度 アラカシ群落及びシイ・カシ二次林において、7 地点

で 29 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、6 月に 5 地点で

あった。 

7 29 

合計 8 39 

  



 

 7.2.7-158

bq)ジガバチソウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ジガバチソウは、北海道～九州に分布する植 5)。熊本県では、阿蘇市(旧波野村)、

八代市(旧泉村)、山都町(旧矢部町)水上村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の疎林内に生育する植 1)、多年草である植 12)。花期は 5～7 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-85 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 4 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウラジロガシ群落であった。確認された時期は、8 月で

あった。 

 

表 7.2.7-85 ジガバチソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ウラジロガシ群落において、1 地点で 4 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 4 

合計 1 4 

  



 

 7.2.7-159

br)クモキリソウ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い。 

クモキリソウは、南千島・北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、寒帯～暖温帯の疎林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は 6～8 月

である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-86 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、6 地点で合計 10 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林等で

あった。確認された時期は、5 月、6 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-86 クモキリソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落及びスギ・ヒノキ植林において、2 地点

で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

2 

令和 4 年度 アラカシ林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林等にお

いて、4 地点で 8 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点、6 月に 1 地点で

あった。 

4 8 

合計 6 10 

  



 

 7.2.7-160

bs)ボウラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ボウランは、本州（近畿地方南部）～琉球に分布する植 5)。熊本県では、美里町(旧

中央町)、水俣市、芦北町、球磨村など県南部に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林や社寺等の樹幹に生育する植 1)、常緑の多年草である植 12)。花期は 7

～8 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-87 に示す。 

本種は、平成 4 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-87 ボウランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-161

bt)フウラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

フウランは、本州（関東南部以西）～琉球に分布する植 5)。熊本県では、県内各地

に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑樹林内の樹上に生育する植 1)、常緑の多年草である植 12)。花期は 6～7

月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-88 に示す。 

本種は、平成 10 年度、11 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、19 地点で合計 60 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、石灰岩地等であった。確

認された時期は、2 月、3 月、4 月、6 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-88 フウランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

平成 16 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、4 月に 5 地点、

10 月に 1 地点であった。 

7 7 

5 

令和 3 年度 アラカシ群落において、2地点で 18 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 2 地点であった。 

2 18 

6 

令和 4 年度 アラカシ林、シイ・カシ林及び石灰岩地の樹幹におい

て、7 地点で 32 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に4地点、10月に3地点で

あった。 

7 32 

合計 19 60 

  



 

 7.2.7-162

bu)ムカゴサイシン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

ムカゴサイシンは、本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、温帯の林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-89 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、6 地点で合計 133 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、7 月、8

月及び 9 月であった。 

 

表 7.2.7-89 ムカゴサイシンの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林において、6 地点で 133 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 3 地点、8 月に 2 地点、

9 月に 1 地点であった。 

6 133 

合計 6 133 

  



 

 7.2.7-163

bv)ガンゼキラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ガンゼキランは、本州（伊豆諸島・静岡県・紀伊半島）・四国・九州・琉球に分布

する植 5)。熊本県では、球磨村、八代市(旧泉町)、人吉市、芦北町、水俣市、天草市

(旧本渡市、旧天草町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 1)、多年草である植 12)。花期は 5～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-90 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、2 地点で合計 24 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落及びマダケ植林であった。確認された時期

は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-90 ガンゼキランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 マダケ植林において、1 地点で 4 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 4 

2 

令和 4 年度 アラカシ群落において、1地点で 20 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 20 

合計 2 24 

  



 

 7.2.7-164

bw)ナゴラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ナゴランは、本州（静岡県・伊豆諸島・紀伊半島・福井県・京都府・隠岐）・四

国・九州・琉球に分布する植 5)。熊本県では、深葉、大津町、水上村、球磨村、水俣

市、天草市(旧栖本町、旧天草町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内の樹上に生育する植 1)、常緑の多年草である植 12)。花期は 6～8 月

である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-91 に示す。 

本種は、平成 4 年度、12 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、5 地

点で合計 58 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、社寺林等であった。確認された時期は、4

月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-91 ナゴランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 3 年度 社寺林において、1 地点で 50 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 50 

5 

令和 4 年度 アラカシ林において、1 地点で 5 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 5 

合計 5 58 

  



 

 7.2.7-165

bx)クモラン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

クモランは、本州（福島県以南）・四国・九州・琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯～熱帯の木の樹幹や枝の明るい部分に着生する植 5)、多年草である植 12)。

花期は 6～7月である植5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-92 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、8地点で合計 156 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウメ植林、スギ・ヒノキ植林、放棄果樹園等であった。

確認された時期は、2 月、3 月、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-92 クモランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ウメ植林、スギ・ヒノキ植林及び畑地において、3 地

点で 110 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 1 地点であった。 

3 110 

2 

令和 4 年度 ウメ植林、放棄果樹園等において、5地点で 46個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、5 月に 1 地点、

8 月に 1 地点、10 月に 2 地点であった。 

5 46 

合計 8 156 

  



 

 7.2.7-166

by)ヒメトケンラン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

ヒメトケンランは、伊豆諸島・四国南部・九州・屋久島・種子島・琉球に分布する

植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、おもに暖温帯の常緑広葉樹林下に生育する植 5)、多年草である植 12)。花期は

3～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-93 に示す。 

本種は、平成 9 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、道路脇であった。確認された時期は、1 月であった。 

 

表 7.2.7-93 ヒメトケンランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 9 年度 道路脇において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-167

bz)ワスレグサ属 

（i）重要性 

ワスレグサ属は、ノカンゾウの可能性がある。ノカンゾウの選定状況を示す。 

「熊本県野生動植物の多様性の保全に関する条例」：熊本県指定希少野生動植物 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

 

ノカンゾウは、本州～琉球に分布する植 5)。熊本県内 では、八代市(旧泉村)、菊池

市(旧菊池市)、阿蘇市(旧一の宮町)、天草市(旧本渡市)などで記録又は生育が確認さ

れているが、現在生育が確認できるのは阿蘇市の 1 箇所だけである。 

 

（ii）生態 

ノカンゾウは、溝の縁や野原に生育する植 5）、多年草である植 5）。花期は 7～8 月で

ある植 5）。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-94 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、3 地点で合計 43 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、チガヤ群落等であった。確認された時期は、9 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-94 ワスレグサ属の確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 チガヤ群落等において、3地点で 43 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 3 地点であった。 

3 43 

合計 3 43 

  



 

 7.2.7-168

ca)ヒメヤブラン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヒメヤブランは、北海道南西部～琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、原野の草地や林下に生育する植 5)、多年草である植 5)。花期は 6 月中旬～8

月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-95 に示す。 

本種は、平成 13 年度、14 年度、15 年度、令和 3 年度の調査において、6 地点で合

計 20 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、クヌギ植林等であった。確認された時期は、7 月、8 月

及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-95 ヒメヤブランの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 15 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 3 地点であった。 
3 3 

4 

令和 3 年度 クヌギ植林において、1地点で 15個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 15 

合計 6 20 

  



 

 7.2.7-169

cb)ミズアオイ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ミズアオイは、北海道～九州に分布する植 5)。熊本県では、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、平地の水湿地に生育する植1)、一年草である植5)。花期は 8～10 月である植5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-96 に示す。 

本種は、平成 6 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、湿地であった。確認された時期は、12 月であった。 

 

表 7.2.7-96 ミズアオイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 湿地において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､12 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-170

cc)ミクリ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ミクリは、北海道～九州に分布する植 5)。熊本県では、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、湖沼、ため池、水路などの流れの穏やかな水域に生育する植 1)、多年草で

ある植 5)。花期は 6～8 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-97 に示す。 

本種は、平成 15 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-97 ミクリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-171

cd)ホシクサ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ホシクサは、本州～琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿地また水田などに生育する植 5)、一年草である植 5)。花期は 8～9 月である植 12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-98 に示す。 

本種は、平成 7 年度、9 年度、12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調

査において、50 地点で合計 12,331 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、湿地、水田等であった。確認された時期は、8 月～10 月

であった。 

 

表 7.2.7-98 ホシクサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 9 年度 湿地において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 12 年度 水田において、7 地点で 7 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点であった。 
7 7 

4 
平成 15 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 3 地点であった。 
3 3 

5 

平成 16 年度 11 地点で 11 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 7 地点、10 月に 4 地点

であった。 

11 11 

6 

令和 3 年度 水田及び水田雑草群落において、9地点で10,283個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 7 地点、10 月に 2 地点

であった。 

9 10,283 

7 

令和 4 年度 水田及び水田雑草群落において、18地点で 2,025個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 16 地点

であった。 

18 2,025 

合計 50 12,331 

  



 

 7.2.7-172

ce)クロホシクサ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

クロホシクサは、本州～九州・沖縄に分布する植 5)。熊本県では、阿蘇市(旧阿蘇

町)、水俣市、相良村、あさぎり町などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、水湿地に生育する植 1)、一年草である植 5)。花期は 8～9 月である植 15)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-99 に示す。 

本種は、平成 7 年度、12 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、水田であった。確認された時期は、8 月及び 9 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-99 クロホシクサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 12 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-173

cf)ヒメコウガイゼキショウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヒメコウガイゼキショウは、北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、明るい裸地に生育する植 5)、一年草である植 5)。花期は 6～9 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-100 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、12 地点で合計 207 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、一年生草本群落、自然裸地、道路脇等であった。確認さ

れた時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-100 ヒメコウガイゼキショウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 一年生草本群落、自然裸地、道路脇等において、12地

点で 207 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 12 地点であった。 

12 207 

合計 12 207 

  



 

 7.2.7-174

cg)ケスゲ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ケスゲは、本州(関東以西)～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内に生育する植 5)、多年草である植 15)。結実期は 4～6 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-101 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、8 地点で合計 52 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ウラジロガシ群落、岩隙地等であった。

確認された時期は、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-101 ケスゲの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、ウラジロガシ群落及び岩隙地におい

て、3 地点で 45 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 3 地点であった。 

3 45 

2 

令和 4 年度 アラカシ林、ウラジロガシ林の岩上及び石灰岩地にお

いて、5 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5月に4地点、10月に1地点で

あった。 

5 7 

合計 8 52 

  



 

 7.2.7-175

ch)イトスゲ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

イトスゲは、北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内に生育する植5)、多年草である植15)。結実期は4～6月である植12)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-102 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-102 イトスゲの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 石灰岩地において、1 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 1 2 

  



 

 7.2.7-176

ci)ホソバヒカゲスゲ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ホソバヒカゲスゲは、南千島・北海道～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の岩上又は疎林地の斜面に生育する植 5)、多年草である植 12)。結実期は

4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-103 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、11 地点で合計 215 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウラジロガシ林、岩隙地、石灰岩地等であった。確認さ

れた時期は、5 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-103 ホソバヒカゲスゲの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 岩隙地において、2 地点で 120 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 120 

2 

令和 4 年度 ウラジロガシ林、石灰岩地等において、9地点で 95 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 6 地点、8 月に 3 地点で

あった。 

9 95 

合計 11 215 

  



 

 7.2.7-177

cj)アブラシバ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

アブラシバは、本州（福島県以南）～九州に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山中の裸地に生育する植 5)、多年草である植 5)。結実期は 4～5 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-104 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 5 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、河原礫地であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-104 アブラシバの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 河原礫地において、1 地点で 5 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 5 

合計 1 5 

  



 

 7.2.7-178

ck)シカクイ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

シカクイは、北海道～琉球に分布する植 5)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地から平地にいたる湿地に生育する植 5)、多年草である植 5)。結実期は 7

～10 月である植 5)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-105 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、2 地点で合計 1,016 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、放棄耕作地及び放棄水田であった。確認された時期は、

5 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-105 シカクイの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 放棄耕作地及び放棄水田において、2 地点で 1,016 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 1,016 

合計 2 1,016 

  



 

 7.2.7-179

cl)コウヤザサ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

コウヤザサは、本州～九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地、林中に生育する植 6)、多年草である植 6)。花期は 7～8 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-106 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 20 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ二次林であった。確認された時期は、9 月で

あった。 

 

表 7.2.7-106 コウヤザサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 シイ・カシ二次林において、1地点で 20 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 20 

合計 1 20 

  



 

 7.2.7-180

cm)ミチシバ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ミチシバは、本州から九州に分布する植 6)。熊本県では、八代市(旧泉村)、五木村、

球磨村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の林縁、路傍に生育する植 1)、多年草である植 6)。花期は 8～9 月で

ある植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-107 に示す。 

本種は、平成 12 年度、14 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、14 地点で合計 21 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群、クズ群落、落葉広葉樹林林縁、石灰岩地等

であった。確認された時期は、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-107 ミチシバの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 林縁及び露岩地において、2 地点で 2 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

2 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 15 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

3 3 

4 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 3 年度 岩隙地、アラカシ群落及び落葉広葉樹林において、4

地点で 9 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 3 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

4 9 

6 

令和 4 年度 クズ群落、石灰岩地及び落葉広葉樹林林縁において、

3 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 1 地点

であった。 

3 5 

合計 14 21 

  



 

 7.2.7-181

cn)クサノオウ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い。 

クサノオウは、北海道～九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地の日当たりのよい草地や荒地に生育する植 6)、越年草である植 6)。花期

は 5～7 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-108 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 4 年度の調査において、3 地点で合計 7 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、道路脇等であった。確認された時期は、5 月、8 月及び

10 月であった。 

 

表 7.2.7-108 クサノオウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 4 年度 道路脇において、2 地点で 6 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 6 

合計 3 7 

  



 

 7.2.7-182

co)ホザキキケマン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

ホザキキケマンは、四国・九州・琉球に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、石垣や道ばたに生育する植 6)、越年草である植 6)。花期は 3～4 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-109 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 3 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、道路脇であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-109 ホザキキケマンの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 道路脇において、1 地点で 3 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 3 

合計 1 3 

  



 

 7.2.7-183

cp)ヤマブキソウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ヤマブキソウは、本州～九州に分布する植 6)。熊本県では、山都町(旧蘇陽町、旧矢

部町)、南阿蘇村(旧久木野村、旧白水村)、五木村、八代市(旧泉村)等に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の落葉林内及び神社林内に生育する植 1)、多年草である植 6)。花期

は 4～5 月である植 11)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-110 に示す。 

本種は、平成 18 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、4 月であった。 

 

表 7.2.7-110 ヤマブキソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-184

cq)ヒゴイカリソウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヒゴイカリソウは、熊本県に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、疎林内に生育する植 16)、多年草である植 6)。花期は 4～5 月（近縁種のイカ

リソウの場合）である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-111 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、7 年度、10 年度、11 年度、12 年度、13 年度、14 年

度、15 年度、16 年度、18 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、28 地点で合計

46 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ群落、岩隙地、石灰岩地等であった。確認された

時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-111 ヒゴイカリソウの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 6 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 
3 3 

3 

平成 7 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 

平成 10 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 

1 1 

5 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

平成 12 年度 露岩地及び石灰岩地において、2 地点で 2 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

7 

平成 13 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

8 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

9 

平成 15 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7月に2地点、10月に1地点、

確認時期不明が 1 地点であった。 

4 4 

10 
平成 16 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 7 地点であった。 
7 7 

  



 

 7.2.7-185

表 7.2.7-111 ヒゴイカリソウの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

11 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

12 

令和 3 年度 ケヤキ群落及び岩隙地において、3地点で 18個体の生

育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 2 地点で

あった。 

3 18 

13 

令和 4 年度 岩隙地において、2 地点で 5 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 5 

合計 28 46 

  



 

 7.2.7-186

cr)ツクシクサボタン 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ツクシクサボタンは、四国・九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、落葉林内と林縁に生育する植 16)、低木である植 6)。花期は 8～9 月（近縁種

のクサボタンの場合）である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-112 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、9 年度、10 年度、12 年度、15 年度、16 年度の調査

において、36 地点で合計 36 個体が確認された。 

確認された時期は、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-112 ツクシクサボタンの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点、10 月に 2 地点

であった。 

4 4 

2 
平成 6 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 6 地点であった。 
6 6 

3 
平成 9 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 5 地点であった。 
5 5 

4 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

6 

平成 15 年度 12 地点で 12 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 7 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 1 地点、10 月に 3 地点であった。 

12 12 

7 
平成 16 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 7 地点であった。 
7 7 

合計 36 36 

  



 

 7.2.7-187

cs)シロバナハンショウヅル 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限である。 

シロバナハンショウヅルは、本州(関東地方～近畿地方の太平洋側)・四国・九州に

分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、暖温帯林の縁に生育する植 6)、木本性のつる植物である植 6)。花期は 4～6 月

である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-113 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、18 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、125

地点で合計 339 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、ウラジロガシ林、落葉広葉樹林、石灰岩地

等であった。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-113 シロバナハンショウヅルの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 15 年度 23 地点で 23 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 5 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 16 地点であった。 

23 23 

2 
平成 16 年度 26 地点で 26 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 26 地点であった。 
26 26 

3 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 3 年度 岩隙地、アラカシ群落、落葉広葉樹林等において、36

地点で 97 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 13 地点、8 月に 11 地

点、9 月に 12 地点であった。 

36 97 

5 

令和 4 年度 アラカシ林、ウラジロガシ林、石灰岩地等において、

39 地点で 192 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 10 地点、8 月に 20 地

点、10 月に 9 地点であった。 

39 192 

合計 125 339 

  



 

 7.2.7-188

ct)シギンカラマツ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

シギンカラマツは、本州（関東地方南部以西）・四国・九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、温帯林の林縁や林間の草地に生育する植 6)、多年草である植 6)。花期は 7～9

月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-114 に示す。 

本種は、平成 12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、30

地点で合計 52 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、露岩地等であった。確認

された時期は、4 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-114 シギンカラマツの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 露岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

平成 15 年度 10 地点で 10 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 3 地点、

10 月に 6 地点であった。 

10 10 

3 
平成 16 年度 14 地点で 14 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 14 地点であった。 
14 14 

4 

令和 3 年度 アラカシ群落において、4地点で 15個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 4 地点であった。 

4 15 

5 

令和 4 年度 シイ・カシ林において、1地点で 12個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 12 

合計 30 52 

  



 

 7.2.7-189

cu)アオカズラ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

アオカズラは、四国・九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林内に生育する植 16)、落葉性の藤本である植 6)。花期は 3～4 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-115 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度、5 年度の調査において、73 地点で合計 126 個体が確

認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林、ヌル

デ－アカメガシワ群落等であった。確認された時期は、2 月、5 月、7 月、8 月、9 月

及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-115 アオカズラの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、広葉樹林

（二次林）等において、41 地点で 82 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、5 月に 4 地点、

7月に 3地点、8月に 16地点、9月に 16 地点、10 月に 1

地点であった。 

41 82 

2 

令和 4 年度 アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林等に

おいて、29 地点で 41 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 7 地点、8 月に 9 地点、

9 月に 1 地点、10 月に 12 地点であった。 

29 41 

3 

令和 5 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林及びヌルデ－アカメ

ガシワ群落において、3 地点で 3 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

合計 73 126 

注)1. 令和 5 年度の確認は、生態系典型性の現地調査の結果から引用した。 

  



 

 7.2.7-190

cv)ヤマシャクヤク 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヤマシャクヤクは、北海道・本州・四国・九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、夏緑広葉樹林の林床に生育する植 6)、多年草である植 6)。花期は 5～6月であ

る植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-116 に示す。 

本種は、平成 8 年度、12 年度、13 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、34 地点で合計 363 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、エノキ林、ケヤキ林、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林

等であった。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月及び 9 月であった。 

 

表 7.2.7-116 ヤマシャクヤクの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 8 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 
平成 12 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 13 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 16 年度 10 地点で 10 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 10 地点であった。 
10 10 

5 

令和 3 年度 ケヤキ群落及び落葉広葉樹林において、9 地点で 123

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 4 地点、

9 月に 3 地点であった。 

9 123 

6 

令和 4 年度 エノキ林、ケヤキ林、スギ・ヒノキ植林等において、

12 地点で 227 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点、8 月に 9 地点で

あった。 

12 227 

合計 34 363 

  



 

 7.2.7-191

cw)ツクシチャルメルソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

ツクシチャルメルソウは、九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、深山の湿った岩上や岩壁に生育する植 6)、多年草である植 6)。花期は 3～4 月

である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-117 に示す。 

本種は、平成 8 年度、12 年度、13 年度、15 年度、16 年度、18 年度、令和 3 年度、

4 年度の調査において、56 地点で合計 1,118 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ウラジロガシ群落、常緑広葉樹二次林、

等であった。確認された時期は、3 月、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月、10 月及び 11 月

であった。 

 

表 7.2.7-117 ツクシチャルメルソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 8 年度 渓谷斜面において、1地点で1個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 12 年度 川沿いにおいて、1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 13 年度 沢筋及び露岩地において、3地点で3個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

4 

平成 15 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7月に1地点、8月に1地点であっ

た。 

2 2 

5 

平成 16 年度 26 地点で 26 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 21 地点、8 月に 4 地点、10

月に 1 地点であった。 

26 26 

6 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 1 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、ウラジロガシ群落、シイ・カシ二次林等

において、18 地点で 953 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 10 地点、8 月に 7 地点、9

月に 1 地点であった。 

18 953 

8 

令和 4 年度 河岸岩隙地、常緑広葉樹二次林、岩場等において、4 地

点で 131 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、8 月に 1 地点、10

月に 2 地点であった。 

4 131 

合計 56 1,118 



 

 7.2.7-192

cx)ミツバベンケイソウ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限である。 

ミツバベンケイソウは、南千島・北海道～九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、岩の露出した林中、林縁、渓流沿いの岩上、川原などに生育する植 6)、多

年草である植 11)。花期は 8～9 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-118 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、46 地点で合

計 389 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、岩隙地、石灰岩地等で

あった。確認された時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-118 ミツバベンケイソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 
2 2 

2 
平成 16 年度 17 地点で 17 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 17 地点であった。 
17 17 

3 

令和 3 年度 岩隙地、アラカシ群落、落葉広葉樹林等において、21

地点で 298 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7月に10地点、8月に3地点、

9 月に 8 地点であった。 

21 298 

4 

令和 4 年度 ウラジロガシ林の岩上、石灰岩地等において、6 地点

で 72 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点、8 月に 3 地点で

あった。 

6 72 

合計 46 389 

  



 

 7.2.7-193

cy)タコノアシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

タコノアシは、本州～奄美大島に分布する植 6)。熊本県では、玉名市(旧玉名市)、

山鹿市(旧山鹿市)、菊池市(旧旭志村)、熊本市(旧熊本市)、阿蘇市(旧阿蘇町)、宇土

市、八代市、天草市(旧倉岳町)などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、泥湿地に生育する植 1)、多年草である植 11)。花期は 8～10 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-119 に示す。 

本種は、平成 6 年度、12 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、34 地点で合計 202 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、イヌドクサ群落、ツルヨシ群集、自然裸地、放棄耕作地

等であった。確認された時期は、2 月、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-119 タコノアシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 湿地において、1 地点で 4 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 4 

2 

平成 12 年度 河川内の池において、1 地点で 1 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

平成 15 年度 8 地点で 8 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に6地点、10月に2地点で

あった。 

8 8 

4 

平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

5 

令和 3 年度 イヌドクサ群落、ツルヨシ群集、自然裸地等におい

て、20 地点で 183 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、8 月に 6 地点、

9 月に 13 地点であった。 

20 183 

6 

令和 4 年度 オオイヌタデ－オオクサキビ群落及び放棄耕作地にお

いて、2 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、7 月に 1 地点で

あった。 

2 4 

合計 34 202 

 

  



 

 7.2.7-194

cz)ウドカズラ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ウドカズラは、本州（紀伊半島および山口県）・四国・九州に分布する植 6)。熊本

県では、山鹿市(旧鹿北町)、御船町、八代市(旧泉村)、人吉市、球磨村、水俣市、天

草市(旧天草町)など、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、落葉木本である植 6)。花期は 6～7 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-120 に示す。 

本種は、平成 12 年度、14 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、30

地点で合計 74 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、ケヤキ群落、スギ・ヒノ

キ植林等であった。確認された時期は、4 月、5 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-120 ウドカズラの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 林縁、林道脇切土面等において、3 地点で 3 個体の生

育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、10月に1地点で

あった。 

3 3 

2 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 3 年度 アラカシ群落、ケヤキ群落、スギ・ヒノキ植林等にお

いて、18 地点で 51 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点、8 月に 9 地点、

9 月に 5 地点、10 月に 1 地点であった。 

18 51 

5 

令和 4 年度 アラカシ自然林、シイ・カシ林、ヤマグワ群落等にお

いて、7 地点で 18 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 5 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 1 地点であった。 

7 18 

合計 30 74 

  



 

 7.2.7-195

da)クマガワブドウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IA 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

クマガワブドウは、九州南部（熊本県・鹿児島県）に分布する植 6)。熊本県では、

球磨地方を中心に、水俣市や八代市に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、低山地の林縁に生育する植 1)、落葉木本である植 6)。花期は 7 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-121 に示す。 

本種は、平成 7 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、10 地点で合計 15 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ツブラジイ群落等であった。確認された

時期は、3 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-121 クマガワブドウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 1 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点であった。 
1 5 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落、ツブラジイ群落及び広葉樹林（二次

林）において、5 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、9 月に 4 地点で

あった。 

5 6 

3 

令和 4 年度 アカメガシワ、カラスザンショウ群落、常緑広葉樹林

等において、4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に3地点、10月に1地点で

あった。 

4 4 

合計 10 15 

  



 

 7.2.7-196

db)クロバナキハギ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

クロバナキハギは、本州（愛知県）と九州（熊本県）に分布する植 6)。熊本県では、

山都町(旧矢部町)、球磨村、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩峰上に生育する植 1)、半低木（近縁種のヤマハギの場合）である植 6)。

花期は 7～9 月（近縁種のヤマハギの場合）である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-122 に示す。 

本種は、平成 15年度、16 年度の調査において、3地点で合計 3個体が確認された。 

確認された時期は、4 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-122 クロバナキハギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 15 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点、確認時期不明

が 1 地点であった。 

2 2 

2 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 3 3 

  



 

 7.2.7-197

dc)イヌハギ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

イヌハギは、本州～琉球に分布する植 6)。熊本県では、阿蘇地域の高森町や西原村

などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、長草型の草原に生育する植 1)、半低木である植 6)。花期は 7～9 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-123 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 18 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、チガヤ群落であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-123 イヌハギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 チガヤ群落において、1地点で 18個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 18 

合計 1 18 

  



 

 7.2.7-198

dd)オオバタンキリマメ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

オオバタンキリマメは、本州（宮城県以西）・九州に分布する植 6)。熊本県では、

山鹿市(旧菊鹿町)、八代市(旧泉村)、相良村、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山野の林縁に生育する植 1)、多年草である植 6)。花期は 6～9 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-124 に示す。 

本種は、平成 15 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、4 地点で合計

9 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地、先駆林等であった。確認された時期は、7 月、

8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-124 オオバタンキリマメの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

令和 3 年度 先駆林において、1 地点で 6 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 6 

4 

令和 4 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 4 9 

  



 

 7.2.7-199

de)クマガワナンテンハギ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

クマガワナンテンハギは、熊本県に分布する植 10)。熊本県では、球磨村、芦北町(旧

芦北町)、八代市(旧坂本村)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、河川や路傍の岩礫地、やや乾き気味の草地に生育する植 1)、多年草（近縁

種のナンテンハギの場合）である植 10)。花期は 6～10 月（近縁種のナンテンハギの場

合）である植 10)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-125 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 160 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、メダケ群集であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-125 クマガワナンテンハギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 メダケ群集において、4 地点で 160 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点であった。 

4 160 

合計 4 160 

  



 

 7.2.7-200

df)アカササゲ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

アカササゲは、九州（長崎県対馬・熊本県・宮崎県）に分布する植 6)。熊本県では、

平地を中心に県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、日当たりの良い草原や路傍、林縁に生育する植 1)、多年草である植 6)。花期

は 9～10 月である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-126 に示す。 

本種は、平成 11 年度、12 年度、18 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、22

地点で合計 86 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ススキ群落、メダケ群集、放棄水田等であった。確認さ

れた時期は、8 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-126 アカササゲの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 12 年度 草地等において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 3 年度 ススキ群落、メダケ群集、草地等において、16地点で

80 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 11 地点、10 月に 5 地点

であった。 

16 80 

5 

令和 4 年度 ススキ草地及び放棄水田において、2 地点で 2 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 2 

合計 22 86 

  



 

 7.2.7-201

dg)フジ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

フジは、本州・四国・九州に分布する植 6)。熊本県では、小国町、南小国町、菊池

市(旧菊池市)、阿蘇村(旧久木野村)、熊本市(旧熊本市)、飯田山、益城町などに分布

する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内や林縁に生育する植 1)、落葉木本である植 6)。花期は 5 月である

植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-127 に示す。 

本種は、平成4年度、6年度、7年度、8年度、9年度、12年度、13年度、14年度、

15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度、5 年度の調査において、254 地点で合計 665

個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、メダケ群集

等であった。確認された時期は、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-127 フジの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 19 地点で 19 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 13 地点、10 月に 6 地点

であった。 

19 19 

2 

平成 6 年度 アラカシ群落及びケヤキ群落において、2 地点で 2 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

3 

平成 7 年度 ミズキ－エノキ林（水辺環境）において、1 地点で 1

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 

平成 8 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 地点で確認時期不明であっ

た。 

6 6 

5 

平成 9 年度 アラカシ萌芽林、ハルニレ群落、ツルヨシ群集等にお

いて、14 地点で 14 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 14 地点であった。 

14 14 

6 

平成 12 年度 道路脇、林縁、林内等において、11 地点で 11 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 8 地点、

10 月に 2 地点であった。 

11 11 

7 

平成 13 年度 林内、林縁、露岩地等において、12 地点で 12 個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4月に1地点、5月に10地点、

9 月に 1 地点であった。 

12 12 

  



 

 7.2.7-202

表 7.2.7-127 フジの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

8 

平成 14 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、6 月に 1 地点、

7 月に 2 地点であった。 

4 4 

9 

平成 15 年度 36 地点で 36 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7月に3地点、8月に13地点、

10 月に 20 地点であった。 

36 36 

10 

平成 16 年度 24 地点で 24 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 22 地点、8 月に 2 地点

であった。 

24 24 

11 

令和 3 年度 アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、メダケ群

集等において、87地点で 438個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 17 地点、7 月に 10 地

点、8月に26地点、9月に30地点、10月に4地点であっ

た。 

87 438 

12 

令和 4 年度 アラカシ群落、ホテイチク植林、メダケ群集等におい

て、35 地点で 95 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 7 地点、7 月に 4 地点、

8 月に 14 地点、10 月に 10 地点であった。 

35 95 

13 

令和 5 年度 ヌルデ－アカメガシワ群落及びハチク植林、メダケ群

集において、3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

合計 254 665 

注)1. 令和 5 年度の確認は、生態系典型性の現地調査の結果から引用した。  



 

 7.2.7-203

dh)キビノクロウメモドキ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

キビノクロウメモドキは、本州（中国地方）・四国・九州に分布する植 6)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地に生育する植 14)、落葉低木又は小高木である植 6)。花期は 5 月であ

る植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-128 に示す。 

本種は、平成 6 年度、11 年度、12 年度、15 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、

4 年度の調査において、27 地点で合計 30 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ケヤキ群落、ウラジロガシ林、石灰岩地

等であった。確認された時期は、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-128 キビノクロウメモドキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 6 年度 道路脇において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

平成 12 年度 林内等において、2 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 2 

4 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 
平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点であった。 
2 2 

6 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落及びケヤキ群落において、3 地点で 3 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

3 3 

8 

令和 4 年度 ウラジロガシ林、石灰岩地等において、16 地点で 19

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 11 地点、10 月に 5 地点

であった。 

16 19 

合計 27 30 

  



 

 7.2.7-204

di)クサコアカソ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

クサコアカソは、本州（関東地方南西部以西の太平洋側）・四国・九州に分布する植6)。

熊本県では、人吉市、八代市(旧泉村)、球磨村、五木村、南小国町に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林縁に生育する植 1)、多年草である植 15)。花期は 7～8 月ころである植 15)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-129 に示す。 

本種は、平成 11 年度、12 年度、13 年度、18 年度、令和 3 年度の調査において、8

地点で合計 8 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、沢沿いの林縁、自然裸地、草地等であった。確認された

時期は、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-129 クサコアカソの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 12 年度 草地及び道路脇において、2 地点で 2 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､8月に1地点、10月に1地点で

あった。 

2 2 

3 

平成 13 年度 沢沿いの林縁等において、2 地点で 2 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

4 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 3 年度 自然裸地及び草地において、2 地点で 2 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 8 8 

  



 

 7.2.7-205

dj)ケイタオミズ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ケイタオミズは、本州、九州に分布する植 16)。熊本県では、球磨村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地常緑樹林内の陰湿地に生育する植 1)、多年草である植 17)。花期は 3～6

月（近縁種のサンショウソウの場合）である植 6)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-130 に示す。 

本種は、平成 14 年度、令和 3 年度の調査において、4 地点で合計 91 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落等であった。確認された時期は、8 月及び

11 月であった。 

 

表 7.2.7-130 ケイタオミズの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落において、3地点で 90 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 3 地点であった。 

3 90 

合計 4 91 

  



 

 7.2.7-206

dk)ツクシイバラ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ツクシイバラは、四国・九州に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、山足の林縁に生育する植16)、落葉低木である植7)。花期は 5～6月である植15)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-131 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、35 地点で合

計 38 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、カラムシ群落、メダケ群集等であった。確認された時期

は、4 月、5 月、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-131 ツクシイバラの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 15 年度 22 地点で 22 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 15 地点、10 月に 7 地点

であった。 

22 22 

2 
平成 16 年度 10 地点で 10 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 10 地点であった。 
10 10 

3 

令和 3 年度 カラムシ群落において、1 地点で 4 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 4 

4 

令和 4 年度 メダケ群集において、2 地点で 2 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

合計 35 38 

  



 

 7.2.7-207

dl)モリイバラ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

モリイバラは、本州（関東以西）・四国・九州に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地、おもにクリ帯に生育する植 7)、落葉低木である植 7)。花期は 5～6 月で

ある植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-132 に示す。 

本種は、平成 7 年度、11 年度、13 年度、令和 4 年度の調査において、7 地点で合計

8 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ林、ウラジロガシ林、岩隙地、石灰岩地等で

あった。確認された時期は、5 月及び 6 月であった。 

 

表 7.2.7-132 モリイバラの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 7 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 
平成 13 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 4 年度 アラカシ林、ウラジロガシ林及び岩隙地において、4

地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点であった。 

4 5 

合計 7 8 

  



 

 7.2.7-208

dm)オオバライチゴ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

オオバライチゴは、本州（千葉県南部以西の太平洋側）・四国南部・九州に分布す

る植 7)。熊本県では、天草上島、下島に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林縁に生育する植 1)、小低木である植 7)。花期は 4～5 月である植 13)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-133 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウラジロガシ群落であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-133 オオバライチゴの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ウラジロガシ群落において、1 地点で 2 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 2 

合計 1 2 

  



 

 7.2.7-209

dn)コジキイチゴ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

コジキイチゴは、本州（北限は茨城県）・四国・九州に分布する植 7)。熊本県では、

山鹿市(旧菊鹿町、旧鹿北町)、美里町(旧中央町)、八代市(旧東陽村、旧泉村)、五木

村、人吉市、水上村、天草市など県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林の林縁部に生育する植 1)、小低木である植 7)。花期は 5～6 月である植 13)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-134 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、3 地点で合計 8 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、クサイチゴ群落、スギ・ヒノキ植林及びヌルデ－アカメ

ガシワ群落であった。確認された時期は、2 月及び 5 月であった。 

 

表 7.2.7-134 コジキイチゴの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 クサイチゴ群落、スギ・ヒノキ植林及びヌルデ－アカ

メガシワ群落において、3 地点で 8 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､2 月に 2 地点、5 月に 1 地点で

あった。 

3 8 

合計 3 8 

  



 

 7.2.7-210

do)キビノナワシロイチゴ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

キビノナワシロイチゴは、本州（宮城県南部～福島県、長野県、静岡県、中国地

方）・九州（熊本県、宮崎県）に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、日当たりのいい原野や林縁に生育する植 7)、小低木である植 7)。花期は 5～6

月である植 13)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-135 に示す。 

本種は、平成 14年度、16 年度の調査において、3地点で合計 3個体が確認された。 

確認された時期は、4 月、8 月及び 9 月であった。 

 

表 7.2.7-135 キビノナワシロイチゴの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

合計 3 3 

  



 

 7.2.7-211

dp)イブキシモツケ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い 

イブキシモツケは、本州（近畿以西）・四国・九州に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地や海岸の岩礫地、しばしば石灰岩上に生育する植 7)、落葉低木である植 7)。

花期は 4～6 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-136 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、38

地点で合計 415 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、落葉広葉樹林、岩隙地、石灰岩地等であった。確認され

た時期は、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-136 イブキシモツケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 2 

3 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 

令和 3 年度 岩隙地、裸地、落葉広葉樹林等において、9 地点で

154 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 4 地点、8 月に 3 地点、

9 月に 2 地点であった。 

9 154 

5 

令和 4 年度 岩隙地、石灰岩地や石灰岩地の低木林等において、25

地点で 257 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5月に9地点、8月に12地点、

10 月に 4 地点であった。 

25 257 

合計 38 415 

  



 

 7.2.7-212

dq)ハナガガシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ハナガガシは、四国（高知県）・九州（大分県・宮崎県・熊本県・鹿児島県）に分

布する植 7)。熊本県では、天草市(旧天草町)、人吉市に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、常緑高木である植 7)。花期は 5 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-137 に示す。 

本種は、平成 16年度、18 年度の調査において、2地点で合計 2個体が確認された。 

確認された時期は、2 月及び 4 月であった。 

 

表 7.2.7-137 ハナガガシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-213

dr)イワシデ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

イワシデは、本州（中国地方）・四国・九州に分布する植 7)。熊本県では、八代市

と美里町にまたがる権現山、芦北町(笠山銅山)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の尾根(石灰岩地)に生育する植 1)、落葉大型低木である植 7)。花期は 4

～5 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-138 に示す。 

本種は、平成 16 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

確認された時期は、4 月であった。 

 

表 7.2.7-138 イワシデの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点であった。 
2 2 

合計 2 2 

  



 

 7.2.7-214

ds)ミヤマニガウリ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ミヤマニガウリは、南千島・北海道・本州の深山や九州の山地に分布する植 7)。熊

本県では、山都町(旧矢部町)と八代市(旧泉村・又志谷)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地林内の谷沿いに生育する植 1)、一年生のつる草である植 11)。花期は 8～

9 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-139 に示す。 

本種は、平成 18 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、9 月であった。 

 

表 7.2.7-139 ミヤマニガウリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-215

dt)ミゾハコベ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

ミゾハコベは、北海道～琉球に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、水田、溝、湿地などに生育する植 7)、一年草である植 7)。花期は 6～8月であ

る植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-140 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、2 地点で合計 60 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、水田及び水田雑草群落であった。確認された時期は、9

月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-140 ミゾハコベの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
令和 3 年度 水田において、1地点で 30個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 30 

2 

令和 4 年度 水田雑草群落において、1地点で 30個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 30 

合計 2 60 

  



 

 7.2.7-216

du)イヌコリヤナギ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

イヌコリヤナギは、南千島・北海道・本州・四国・九州に分布する植 7)。熊本県で

は、荒尾市、阿蘇市(旧阿蘇町)、人吉市、相良村など県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、池溝辺、河川敷に生育する植 1)、低木である植 7)。花期は暖地では 3 月中旬

からである植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-141 に示す。 

本種は、平成 4 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度の調査において、14 地点で合

計 14 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ネコヤナギ群落、ヤナギタデ群落等であった。確認され

た時期は、4 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-141 イヌコリヤナギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 地点で確認時期不明であっ

た。 

1 1 

2 

平成 15 年度 8 地点で 8 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 6 地点

であった。 

8 8 

3 
平成 16 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 3 地点であった。 
3 3 

4 

令和 3 年度 ネコヤナギ群落及びヤナギタデ群落において、2 地点

で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 14 14 

  



 

 7.2.7-217

dv)アゼオトギリ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

アゼオトギリは、本州（宮城県以南）・四国・九州に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、低地の湿り気の多いところに生育する植 7)、多年草である植 7)。花期は 7～8

月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-142 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-142 アゼオトギリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
令和 3 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-218

dw)ツキヌキオトギリ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ツキヌキオトギリは、四国（高知県）・九州（喜界島・奄美大島を含む）に分布す

る植 7)。熊本県では、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の湿り気の多い林縁や路傍に生育する植 1)、多年草である植 7)。花期は

6～7 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-143 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、4 地点で合計 54 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林、ススキ群落、落葉広葉樹林及びホテ

イチク植林林縁であった。確認された時期は、5 月及び 7 月であった。 

 

表 7.2.7-143 ツキヌキオトギリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林、ススキ群落及び落葉広葉樹林にお

いて、3 地点で 53 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、7 月に 1 地点で

あった。 

3 53 

2 

令和 4 年度 ホテイチク植林林縁において、1 地点で 1 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 4 54 

  



 

 7.2.7-219

dx)ミズマツバ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ミズマツバは、本州～琉球に分布する植 7)。 

 

（ii）生態 

本種は、水田や湿地に生育する植 7)、一年草である植 7)。花期は 8～10 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-144 に示す。 

本種は、平成 12 年度、15 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、49 地点で合計 639 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、休耕田、水田や水田雑草群落等であった。確認された時

期は、8 月～11 月であった。 

 

表 7.2.7-144 ミズマツバの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 水田において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 15 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 6 地点であった。 
6 6 

3 

平成 16 年度 8 地点で 8 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に6地点、10月に1地点、

11 月に 1 地点であった。 

8 8 

4 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

令和 3 年度 水田や水田雑草群落等において、20地点で 358個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、9月に17地点、

10 月に 1 地点であった。 

20 358 

6 

令和 4 年度 休耕田及び水田において、13地点で 265個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 11 地点

であった。 

13 265 

合計 49 639 

  



 

 7.2.7-220

dy)チャンチンモドキ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

チャンチンモドキは、九州（福岡県・熊本県・鹿児島県）に分布する植 7)。熊本県

では、八代市、天草市(旧天草町)、山江村、人吉市、錦町に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、落葉高木である植 7)。花期は 5 月である植 7)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-145 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で合計 19 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落及びシイ・カシ林であった。確認された時

期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-145 チャンチンモドキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 アラカシ群落及びシイ・カシ林において、4 地点で 19

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 4 地点であった。 

4 19 

合計 4 19 

  



 

 7.2.7-221

dz)ユズ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：球磨村における群落が特定植物群落に指

定されている。 

ユズは、青森県から以南に分布する植 14)。 

 

（ii）生態 

本種は、五木村のものは石灰岩の崖の横に生育する植 16)、常緑小高木である植 14)。

花期は 5～6 月である植 14)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-146 に示す。 

本種は、平成 15 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、22 地点で合計 45 個体

が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、スギ・ヒノキ植林、

石灰岩地等であった。確認された時期は、3 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月で

あった。 

 

表 7.2.7-146 ユズの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落、シイ・カシ二次林等において、9 地点

で 23 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、7 月に 3 地点、

8 月に 2 地点、9 月に 3 地点であった。 

9 23 

3 

令和 4 年度 アラカシ二次林、スギ・ヒノキ植林、石灰岩地等にお

いて、12 地点で 21 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点、8 月に 3 地点、

10 月に 5 地点であった。 

12 21 

合計 22 45 

  



 

 7.2.7-222

ea)シマサクラガンピ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

シマサクラガンピは、屋久島をはじめ九州に分布する植 15)。熊本県では、水上村と

五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植1)、落葉小低木である植15)。花期は8月頃である植14)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-147 に示す。 

本種は、平成 9 年度、11 年度、12 年度、15 年度、令和 3 年度、4 年度の調査にお

いて、32 地点で合計 57 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ウラジロガシ林、落葉広葉樹林、石灰岩地等であった。

確認された時期は、6 月、7 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-147 シマサクラガンピの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

3 

平成 12 年度 露岩地及び道路脇において、2 地点で 2 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、10 月に 1 地点

であった。 

2 2 

4 

平成 15 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 2 地点、確認時期不明が 1 地点であった。 

7 7 

5 

令和 3 年度 岩隙地及び落葉広葉樹林において、6地点で 21個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 6 地点であった。 

6 21 

6 

令和 4 年度 ウラジロガシ林、石灰岩地及び石灰岩地の低木林にお

いて、15 地点で 25 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 12 地点、10 月に 3 地点

であった。 

15 25 

合計 32 57 

  



 

 7.2.7-223

eb)タカチホガラシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

タカチホガラシは、四国と九州に分布する植 8)。熊本県では、八代市(旧泉村)、五

木村(小鶴)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、渓谷沿いの湿性地に生育する植 1)、多年草（近縁種のタカチホガラシの場

合）である植 8)。花期は 5～7 月（近縁種のタカチホガラシの場合）である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-148 に示す。 

本種は、平成 6 年度、9 年度、12 年度、16 年度の調査において、8 地点で合計 8 個

体が確認された。 

本種が確認された環境は、渓谷、法面等であった。確認された時期は、4 月であっ

た。 

 

表 7.2.7-148 タカチホガラシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 法面において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 9 年度 渓谷において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 
平成 16 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 5 地点であった。 
5 5 

合計 8 8 

  



 

 7.2.7-224

ec)オオネバリタデ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

オオネバリタデは、北海道～九州に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、山野のよく日の当たるところに生育する植 8)、一年草である植 8)。花期は 7

～10 月（近縁種のネバリタデの場合）である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-149 に示す。 

本種は、平成 12年度、16 年度の調査において、5地点で合計 5個体が確認された。 

本種が確認された環境は、クリ園内の草地、低茎草地等であった。確認された時期

は、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-149 オオネバリタデの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 クリ園内の草地、低茎草地等において、3 地点で 3 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、10月に1地点で

あった。 

3 3 

2 

平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に1地点、10月に1地点で

あった。 

2 2 

合計 5 5 

  



 

 7.2.7-225

ed)コギシギシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

コギシギシは、本州（関東以西）～九州に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、畑地,ときに海岸に生育する植 8)、越年草である植 8)。花期は 4～6 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-150 に示す。 

本種は、平成 17 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-150 コギシギシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は、5 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-226

ee)ブンゴウツギ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

ブンゴウツギは、九州（福岡県・大分県・熊本県・宮崎県）に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、谷沿いの林縁に生育する植 18)、低木である植 8)。花期は 4～5 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-151 に示す。 

本種は、令和 3年度、4年度の調査において、25地点で合計 93個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケヤキ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、岩隙地、石灰

岩地等であった。確認された時期は、5 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-151 ブンゴウツギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ケヤキ群落及びヌルデ－アカメガシワ群落において、

2 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 2 地点であった。 

2 4 

2 

令和 4 年度 岩隙地、石灰岩地や石灰岩地の低木林等において、23

地点で 89 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5月に14地点、8月に7地点、

10 月に 2 地点であった。 

23 89 

合計 25 93 

  



 

 7.2.7-227

ef)カンザブロウノキ 

（i）重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：分布の南限に近い 

カンザブロウノキは、本州（静岡県以西）・四国・九州に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地に生育する植 8)、小高木である植 8)。花期は 8～9 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-152 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 4 年度の調査において、10 地点で合計 42 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、アラカシ二次林、シイ・カシ林等であった。確認された

時期は、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-152 カンザブロウノキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 4 年度 アラカシ二次林、シイ・カシ林等において、9 地点で

41 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 6 地点、8 月に 2 地点、

10 月に 1 地点であった。 

9 41 

合計 10 42 

  



 

 7.2.7-228

eg)シャクジョウソウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

シャクジョウソウは、北海道～九州に分布する植 8)。熊本県では、菊池市(旧菊池

市)、熊本市(金峰山)、山都町(旧矢部町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、従属栄養の多年草である植 8)。花期は 6～8 月で

ある植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-153 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 13 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ二次林であった。確認された時期は、6 月で

あった。 

 

表 7.2.7-153 シャクジョウソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 シイ・カシ二次林において、1地点で 13 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 13 

合計 1 13 

  



 

 7.2.7-229

eh)ヒロハコンロンカ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヒロハコンロンカは、本州（静岡県・三重県・和歌山県）・四国・九州に分布する

植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、林下に生育する植 8)、落葉低木である植 8)。花期は 6～7 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-154 に示す。 

本種は、平成 4 年度、11 年度、12 年度、14 年度、15 年度、16 年度、令和 3 年度、

4 年度の調査において、61 地点で合計 100 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、広葉樹林（二次林）、

岩隙地等であった。確認された時期は、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-154 ヒロハコンロンカの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 3 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 3 地点であった。 
3 3 

2 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 12 年度 道路脇、露岩地等において、5 地点で 5 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 5 地点であった。 

5 5 

4 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

平成 15 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 2 地点であった。 

4 4 

6 

平成 16 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、10 月に 4 地点

であった。 

5 5 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、広葉樹林（二次

林）等において、31 地点で 53 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 5 地点、7 月に 5 地点、

8 月に 9 地点、9 月に 12 地点であった。 

31 53 

8 

令和 4 年度 アラカシ自然林、岩隙地等において、11 地点で 28 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、10 月に 10 地点

であった。 

11 28 

合計 61 100 

  



 

 7.2.7-230

ei)ヘツカニガキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヘツカニガキは、四国南部・九州南部・南西諸島に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑樹林中に生育する植 8)、落葉高木である植 8)。花期は 6～7 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-155 に示す。 

本種は、平成 10 年度、11 年度、15 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度の

調査において、22 地点で合計 45 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ二次林、タブノキ林、ケヤキ群落、常緑広葉樹

二次林等であった。確認された時期は、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-155 ヘツカニガキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 15 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 3 地点、10 月に 1 地点

であった。 

4 4 

4 

平成 16 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点、10 月に 2 地点

であった。 

4 4 

5 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

令和 3 年度 ケヤキ群落、常緑広葉樹二次林等において、4 地点で

5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点、

9 月に 1 地点、10 月に 1 地点であった。 

4 5 

7 

令和 4 年度 アラカシ二次林、タブノキ林、常緑広葉樹林林縁等に

おいて、7 地点で 29 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点、8 月に 1 地点、

10 月に 2 地点であった。 

7 29 

合計 22 45 

  



 

 7.2.7-231

ej)ムラサキセンブリ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ムラサキセンブリは、北海道西南部～九州に分布する植 8)。熊本県では、阿蘇市(旧

阿蘇町、旧一の宮町、旧波野村)、産山村、高森町、南阿蘇村(旧白水村)、西原村、

芦北町、上天草市などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、長草型の草地に生育する植1)、二年草である植15)。花期は9～11月である植8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-156 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、9 月で

あった。 

 

表 7.2.7-156 ムラサキセンブリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 スギ・ヒノキ植林において、1 地点で 1 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-232

ek)コイケマ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

コイケマは、本州（岩手県以南）～九州に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、山の林縁や草地又は海岸付近に生育する植 8)、多年草である植 8)。花期は 7

～8 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-157 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 4 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、道路脇であった。確認された時期は、9 月であった。 

 

表 7.2.7-157 コイケマの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 道路脇において、1 地点で 4 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 4 

合計 1 4 

  



 

 7.2.7-233

el)シタキソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

シタキソウは、本州（千葉県以西の太平洋側）～琉球諸島に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、海岸近くの山林内に生育する植 8)、常緑のつる草である植 8)。花期は 6 月ご

ろである植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-158 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、スギ・ヒノキ植林であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-158 シタキソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林において、1 地点で 1 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-234

em)フナバラソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

フナバラソウは、本州～九州に分布する植 8)。 

 

（ii）生態 

本種は、山野の草地に生育する植 8)、多年草である植 8)。花期は 6 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-159 に示す。 

本種は、平成 7 年度、13 年度、15 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、7 地

点で合計 16 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アカメガシワ低木林、クマノミズキ群落、常緑広葉樹二

次林等であった。確認された時期は、5 月、7 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-159 フナバラソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 13 年度 草地において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

4 

令和 3 年度 常緑広葉樹二次林及び植栽樹林群において、2 地点で

11 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 11 

5 

令和 4 年度 アカメガシワ低木林及びクマノミズキ群落において、

2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 7 16 

  



 

 7.2.7-235

en)スズサイコ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

スズサイコは、北海道～九州に分布する植 8)。熊本県では、県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、長草型の草地に生育する植 1)、多年草である植 8)。花期は 7～8 月である植 8)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-160 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ワラビ群落であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-160 スズサイコの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ワラビ群落において、1 地点で 1 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-236

eo)ヤマホロシ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ヤマホロシは、北海道～九州に分布する植 9)。熊本県では、山都町(旧矢部町)、五

木村(白髪岳)、八代市(旧泉村)等に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林内に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 7～8 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-161 に示す。 

本種は、平成 12 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、12 月であった。 

 

表 7.2.7-161 ヤマホロシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､12 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-237

ep)シオジ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

シオジは、本州（関東地方以西）・四国・九州に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、山の谷間に生育する植 9)、落葉高木である植 9)。花期は 4～5 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-162 に示す。 

本種は、平成 13 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、林内であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-162 シオジの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 13 年度 林内において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-238

eq)ミヤマイボタ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ミヤマイボタは、南千島・北海道・本州・四国・九州に分布する植 9)。熊本県では、

八代市(旧泉村)と水上村(市房山)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、落葉林内に生育する植 1)、落葉低木である植 9)。花期は 6～7 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-163 に示す。 

本種は、平成 12 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、7 月であった。 

 

表 7.2.7-163 ミヤマイボタの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-239

er)マルバノサワトウガラシ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

マルバノサワトウガラシは、本州・四国・九州に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿地や水田に生育する植 9)、一年草である植 9)。花期は 8～10 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-164 に示す。 

本種は、平成 12 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-164 マルバノサワトウガラシの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-240

es)イヌノフグリ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

イヌノフグリは、四国・九州・琉球に分布する植 9)。熊本県では、阿蘇市(旧一の宮

町)、高森町、熊本市(熊本城内)、美里町、上天草市、八代市(旧八代市)、五木村な

どに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、平地の畑地と路傍に生育する植 1)、越年草である植 9)。花期は 3～4 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-165 に示す。 

本種は、平成 18 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、2 月であった。 

 

表 7.2.7-165 イヌノフグリの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-241

et)カワヂシャ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

カワヂシャは、本州・四国・九州・琉球に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、川、溝の縁や田に生育する植9)、越年草である植9)。花期は5～6月である植9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-166 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、96 地点で合

計 1,011 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ツルヨシ群集、オギ群落、ヤナギタデ群落、自然裸地等

であった。確認された時期は、2 月、4 月、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-166 カワヂシャの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 16 年度 40 地点で 40 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 40 地点であった。 
40 40 

3 

令和 3 年度 ツルヨシ群集、ヤナギタデ群落、自然裸地等におい

て、16 地点で 203 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 8 地点、5 月に 1 地点、

8 月に 7 地点であった。 

16 203 

4 

令和 4 年度 オギ群落、自然裸地等において、39地点で 767個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 39 地点であった。 

39 767 

合計 96 1,011 

  



 

 7.2.7-242

eu)コムラサキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

コムラサキは、本州・四国・九州・琉球に分布する植 9)。熊本県では、阿蘇地域、

山鹿市(旧山鹿市)、熊本市(旧熊本市)、水俣市、錦町、多良木町など県内各地に分布

する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿地及びその周辺の草地や林縁に生育する植 1)、落葉低木である植 9)。花期

は 7～8 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-167 に示す。 

本種は、平成 16 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、11 月であった。 

 

表 7.2.7-167 コムラサキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-243

ev)メハジキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

メハジキは、北海道～琉球に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、道ばたや荒れ地に生育する植 9)、一年草又は越年草である植 9)。花期は 7～9

月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-168 に示す。 

本種は、平成 4 年度、12 年度、15 年度、16 年度、17 年度、令和 3 年度、4 年度、5

年度の調査において、140 地点で合計 599 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、オオブタクサ群落、ススキ群落、メダケ群集、草地等で

あった。確認された時期は、2 月、4 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-168 メハジキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 4 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 地点で確認時期不明であっ

た。 

1 1 

2 

平成 12 年度 砂礫地、道路脇、草地等において、11 地点で 11 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 11 地点であった。 

11 11 

3 

平成 15 年度 19 地点で 19 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 4 地点、

10 月に 13 地点であった。 

19 19 

4 

平成 16 年度 21 地点で 21 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 20 地点、8 月に 1 地点

であった。 

21 21 

5 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

6 

令和 3 年度 オオブタクサ群落、ススキ群落、草地等において、72

地点で 517 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 4 地点、5 月に 1 地点、

7月に 6地点、8月に 24地点、9月に 33 地点、10 月に 4

地点であった。 

72 517 

7 

令和 4 年度 自然裸地、造成地、道路脇等において、13 地点で 27

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 5 地点、7 月に 1 地点、

8 月に 2 地点、10 月に 5 地点であった。 

13 27 

8 

令和 5 年度 ハチク植林及びメダケ群集において、2 地点で 2 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 140 599 

注)1. 令和 5 年度の確認は、生態系典型性の現地調査の結果から引用した。  



 

 7.2.7-244

ew)ミゾコウジュ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ミゾコウジュは、本州～琉球に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿った草地や泥地に生育する植 9)、越年草である植 9)。花期は本土では 5～6

月、沖縄では 4 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-169 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度、5 年度の調査において、242

地点で合計 6,091 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、オギ群落、シロツメクサ群落、ツルヨシ群集、自然裸地、

水田等であった。確認された時期は、2月、3月、4月、5月、7月、8月、9月及び 10

月であった。 

 

表 7.2.7-169 ミゾコウジュの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 15 年度 7 地点で 7 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 6 地点、10 月に 1 地点

であった。 

7 7 

2 
平成 16 年度 73 地点で 73 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 73 地点であった。 
73 73 

3 

令和 3 年度 ツルヨシ群集、自然裸地、水田等において、50地点で

1,984 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2月に23地点、5月に4地点、

7 月に 1 地点、8 月に 13 地点、9 月に 8 地点、10 月に 1

地点であった。 

50 1,984 

4 

令和 4 年度 オギ群落、シロツメクサ群落、ツルヨシ群集、放棄耕

作地等において、111 地点で 4,026 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､3 月に 3 地点、5 月に 106 地

点、8 月に 1 地点、10 月に 1 地点であった。 

111 4,026 

5 

令和 5 年度 オギ群落において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 242 6,091 

注)1. 令和 5 年度の確認は、生態系典型性の現地調査の結果から引用した。  



 

 7.2.7-245

ex)ケミヤマナミキ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ケミヤマナミキは、四国と九州に分布する植 9)。熊本県では、五木村と相良村に分

布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林縁の湿った地上に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 7～8 月

（近縁種のミヤマナミキの場合）である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-170 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、13 地点で合計 508 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、林道脇及び道路脇であった。確認された時期は、6 月及

び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-170 ケミヤマナミキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 林道脇及び道路脇において、13 地点で 508 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､6月に1地点、8月に12地点で

あった。 

13 508 

合計 13 508 

  



 

 7.2.7-246

ey)スズメノハコベ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

スズメノハコベは、本州～沖縄に分布する植 9)。熊本県では、玉名市(旧玉名市)、

熊本市(旧熊本市)、球磨地方などに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、平地の河岸や水湿地、水田、休耕田に生育する植 1)、一年草である植 9)。花

期は 7～10 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-171 に示す。 

本種は、平成 15 年度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、34 地点で合

計 1,498 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ケイヌビエ群落、休耕田、水田や水田雑草群落等であっ

た。確認された時期は、2 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-171 スズメノハコベの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 15 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 4 地点であった。 
4 4 

2 

平成 16 年度 4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、10 月に 3 地点

であった。 

4 4 

3 

令和 3 年度 ケイヌビエ群落、水田や水田雑草群落等において、10

地点で 443 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、9 月に 9 地点で

あった。 

10 443 

4 

令和 4 年度 休耕田、水田及び水田雑草群落において、16 地点で

1,047 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点、10 月に 12 地点

であった。 

16 1,047 

合計 34 1,498 

  



 

 7.2.7-247

ez)ミミカキグサ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ミミカキグサは、本州～琉球に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、湿った土やミズゴケに生育する植 9)、多年草である植 9)。花期は 7～10 月で

ある植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-172 に示す。 

本種は、平成 13 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、公園内であった。確認された時期は、9 月であった。 

 

表 7.2.7-172 ミミカキグサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 13 年度 公園内において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-248

fa)ツゲモチ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

ツゲモチは、本州（紀伊半島）・四国・九州・琉球に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑樹林内に生育する植 9)、常緑高木である植 9)。花期は 5 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-173 に示す。 

本種は、平成 16 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、4 月であった。 

 

表 7.2.7-173 ツゲモチの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-249

fb)タマミズキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

タマミズキは、本州（静岡県・福井県以西）・四国・九州に分布する植 9)。熊本県

では、天草市(旧河浦町、旧本渡市)、八代市(旧八代市、旧泉村)、山鹿市（旧鹿北

町)、山都町 (旧矢部町)など県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑樹林内に生育する植 1)、落葉高木である植 9)。花期は 6 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-174 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、5 地点で合計 5 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ二次林、広葉樹林（二次林）、落葉広葉樹林

等であった。確認された時期は、2 月、5 月及び 8 月であった。 

 

表 7.2.7-174 タマミズキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 シイ・カシ二次林、広葉樹林（二次林）、落葉広葉樹

林等において、5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 3 地点、5 月に 1 地点、

8 月に 1 地点であった。 

5 5 

合計 5 5 

  



 

 7.2.7-250

fc)ツルギキョウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ツルギキョウは、本州（関東以西）、四国、九州に分布する植 9)。熊本県では、山

鹿市(旧鹿北町)、益城町、球磨村、五木村、水俣市、天草市(下島)などに分布する植1)。 

 

（ii）生態 

本種は、常緑林の林内と林縁に生育する植 1)、多年生草本である植 9)。花期は 8～10

月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-175 に示す。 

本種は、平成 12 年度、15 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、14 地点で合

計 16 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林、岩隙

地等であった。確認された時期は、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-175 ツルギキョウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 12 年度 林縁において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

令和 3 年度 アラカシ群落及びスギ・ヒノキ植林において、2 地点

で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

2 2 

4 

令和 4 年度 シイ・カシ林、岩隙地等において、10 地点で 12 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 10 地点であった。 

10 12 

合計 14 16 

  



 

 7.2.7-251

fd)マルバテイショウソウ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：要注目種 

マルバテイショウソウは、四国（高知県）・九州（宮崎県・熊本県・鹿児島県）に

分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、林床に生育する植 9)、多年草である植 9)。花期は 11～12 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-176 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、5 地点で合計 9 個体が

確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹二次林林

縁等であった。確認された時期は、2 月、4 月、5 月、8 月及び 9 月であった。 

 

表 7.2.7-176 マルバテイショウソウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 16 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

令和 3 年度 アラカシ群落において、2 地点で 5 個体の生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、9 月に 1 地点で

あった。 

2 5 

3 

令和 4 年度 スギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹二次林林縁におい

て、2 地点で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 1 地点で

あった。 

2 3 

合計 5 9 

  



 

 7.2.7-252

fe)イヌヨモギ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

イヌヨモギは、北海道～九州に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、やや乾いた丘陵に生育する植 9)、多年草である植 9)。花期は 8～10 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-177 に示す。 

本種は、平成 14 年度、15 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、4 地点で合計

8 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、岩隙地等であった。確認された時期は、4 月、5 月及び 8

月であった。 

 

表 7.2.7-177 イヌヨモギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 14 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

令和 3 年度 岩隙地において、1 地点で 2 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 2 

4 

令和 4 年度 岩隙地において、1 地点で 4 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 4 

合計 4 8 

  



 

 7.2.7-253

ff)タニガワコンギク 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

タニガワコンギクは、北海道〜九州に分布する植 9)。熊本県では、八代市(旧東陽

村)、菊池市(旧菊池市)、球磨村、五木村、芦北町 (旧芦北町)等に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、渓流辺に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 9～11 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-178 に示す。 

本種は、平成 8 年度、9 年度、12 年度、15 年度、16 年度、18 年度、令和 3 年度、4

年度の調査において、320 地点で合計 4,667 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、ツルヨシ群集、メダケ群集、岩隙地等で

あった。確認された時期は、1 月、4 月、6 月、7 月、8 月、9 月、10 月及び 11 月で

あった。 

 

表 7.2.7-178 タニガワコンギクの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数

1 
平成 8 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 地点で確認時期不明であった。 
2 2 

2 

平成 9 年度 タニガワコンギクーススキ群落、ツルヨシ郡集及びススキ

草地において、4 地点で 4 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 4 地点であった。 

4 4 

3 

平成 12 年度 露岩地、川沿い等において、7 地点で 7 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点、10 月に 3 地点であっ

た。 

7 7 

4 

平成 15 年度 98 地点で 98 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 8 地点、8 月に 14 地点、10 月

に 76 地点であった。 

98 98 

5 

平成 16 年度 12 地点で 12 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点、4 月に 10 地点、10 月

に 1 地点であった。 

12 12 

6 
平成 18 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 1 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、ツルヨシ群集、メダケ群集等において、142

地点で 2,228 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 34 地点、8 月に 13 地点、9 月

に 65 地点、10 月に 30 地点であった。 

142 2,228 

8 

令和 4 年度 河岸岩隙地、岩隙地、川岸等において、54 地点で 2,315 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 14 地点、10 月に 40 地点で

あった。 

54 2,315 

合計 320 4,667 



 

 7.2.7-254

fg)ブゼンノギク 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ブゼンノギクは、大分県耶馬渓のほか、長崎県、佐賀県、福岡県などに分布する植9)。

熊本県では、五木村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の岩隙や岩上に生育する植 1)、越年草である植 9)。花期は 10～11 月

である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-179 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 3 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石灰岩地であった。確認された時期は、10 月であった。 

 

表 7.2.7-179 ブゼンノギクの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 石灰岩地において、1 地点で 3 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 

1 3 

合計 1 3 

  



 

 7.2.7-255

fh)シオン 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

シオンは、本州（中国地方）と九州に分布する植 9)。熊本県では、阿蘇地域と山都

町(旧清和村、旧蘇陽町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、高茎型の草地に生育する植1)、多年草である植9)。花期は 8～10 月である植9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-180 に示す。 

本種は、平成 7 年度、9 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

確認された時期は、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-180 シオンの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 7 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 2 2 

 

  



 

 7.2.7-256

fi)モリアザミ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

モリアザミは、本州（岩手県・秋田県以南）・四国・九州に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、山野の草原や林間の草地に生育する植 9)、多年草である植 9)。花期は 9～11

月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-181 に示す。 

本種は、平成 12 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、道路脇であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-181 モリアザミの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 道路脇において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

  



 

 7.2.7-257

fj)ヤナギアザミ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

ヤナギアザミは、本州（山口県）・四国・九州に分布する植 9)。熊本県では、阿蘇

地域を中心に県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、長草型の草原に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 9～11 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-182 に示す。 

本種は、平成 8 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、ススキ草地であった。確認された時期は、8 月であった。 

 

表 7.2.7-182 ヤナギアザミの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 8 年度 ススキ草地において、1 地点で 1 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 1 1 

 

  



 

 7.2.7-258

fk)テリハアザミ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

テリハアザミは、熊本県に分布する植 9)。熊本県では、山都町(旧矢部町)、八代市

(旧泉村)、球磨村(渡)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林縁に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 8～10 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-183 に示す。 

本種は、平成 9 年度の調査において、1 地点で合計 1 個体が確認された。 

確認された時期は、2 月であった。 

 

表 7.2.7-183 テリハアザミの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点であった。 
1 1 

合計 1 1 

 

  



 

 7.2.7-259

fl)タカサブロウ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

タカサブロウは、本州～琉球・小笠原諸島に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、水田や湿地、都会の溝などに生育する植 9)、一年草である植 9)。花期は 7～9

月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-184 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、2 地点で合計 23 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、休耕田及び水田雑草群落であった。確認された時期は、

10 月であった。 

 

表 7.2.7-184 タカサブロウの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 休耕田及び水田雑草群落において、2地点で 23個体の

生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 

2 23 

合計 2 23 

  



 

 7.2.7-260

fm)イズハハコ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

イズハハコは、本州（関東地方以西）の海岸から四国・九州・琉球に分布する植 9)。

熊本県では、熊本市(旧熊本市)、西原村、八代市(旧八代市、旧東陽村)、水俣市、球

磨村、天草市など県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山野の路傍と崖地に生育する植 1)、一～越年草である植 9)。花期は 3～10 月

である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-185 に示す。 

本種は、平成 6 年度、11 年度、12 年度、13 年度、15 年度、16 年度、17 年度、令

和 3 年度、4 年度の調査において、85 地点で合計 526 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、シイ・カシ林、岩隙

地等であった。確認された時期は、3 月～9 月であった。 

 

表 7.2.7-185 イズハハコの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 6 年度 岩壁において、1地点で 50個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 50 

2 
平成 11 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 12 年度 露岩地等において、16 地点で 16 個体の生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､8 月に 16 地点であった。 

16 16 

4 

平成 13 年度 道路脇、林縁、露岩地等において、19 地点で 19 個体

の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 17 地点、7 月に 2 地点

であった。 

19 19 

5 
平成 15 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点であった。 
2 2 

6 
平成 16 年度 5 地点で 5 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 5 地点であった。 
5 5 

7 
平成 17 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 
1 1 

8 

令和 3 年度 アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、広葉樹林（二次

林）等において、26 地点で 262 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5月に17地点、7月に2地点、

8 月に 4 地点、9 月に 3 地点であった。 

26 262 

  



 

 7.2.7-261

表 7.2.7-185 イズハハコの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

9 

令和 4 年度 アラカシ群落、シイ・カシ林、岩隙地等において、14

地点で 170 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 2 地点、5 月に 9 地点、

8 月に 3 地点であった。 

14 170 

合計 85 526 

  



 

 7.2.7-262

fn)ヤナギニガナ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ヤナギニガナは、九州南部～琉球に分布する植 9)。熊本県では、球磨村、水俣市、

天草市(旧天草町)に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、河川の陰湿な岩場に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は 5～8 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-186 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で合計 5 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、岩隙地であった。確認された時期は、5 月であった。 

 

表 7.2.7-186 ヤナギニガナの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 4 年度 岩隙地において、1 地点で 5 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 5 

合計 1 5 

 

  



 

 7.2.7-263

fo)コスギニガナ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

コスギニガナは、長崎県、宮崎県、屋久島、種子島に分布する植 19)。 

 

（ii）生態 

本種は、ニガナとヤナギニガナの交雑に起源する無融合生殖種と考えられている種

であり、道都沿いの土手等に生育する植 19)。花期は、5～7 月（近縁種のニガナの場合）

である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-187 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、77 地点で合計 1,003 個体が確認され

た。 

本種が確認された環境は、ススキ群落、河岸岩隙地、岩隙地、自然裸地等であった。

確認された時期は、3 月、5 月、7 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-187 コスギニガナの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 ススキ群落（岩隙地）において、3 地点で 7 個体の生

育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、9 月に 1 地点、

10 月に 1 地点であった。 

3 7 

2 

令和 4 年度 河岸岩隙地、岩隙地、自然裸地等において、74地点で

996 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 4 地点、5 月に 2 地点、

8 月に 30 地点、10 月に 38 地点であった。 

74 996 

合計 77 1,003 

  



 

 7.2.7-264

fp)ナガバノコウヤボウキ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

ナガバノコウヤボウキは、本州（東北南部以南）～四国、九州・対馬に分布する植 9)。

熊本県では、大津町、小国町、八代市(旧泉村)、山江村、五木村など県内各地に分布

する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、落葉林内及び林縁、岩上、山地の林緑に生育する植 1)、落葉性小低木であ

る植 9)。花期は 8～10 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-188 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、2 地点で合計 3 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、シイ・カシ二次林であった。確認された時期は、9 月で

あった。 

 

表 7.2.7-188 ナガバノコウヤボウキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 シイ・カシ二次林において、2 地点で 3 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､9 月に 2 地点であった。 

2 3 

合計 2 3 

  



 

 7.2.7-265

fq)アキノハハコグサ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

アキノハハコグサは、本州～九州に分布する植 9)。熊本県では、山鹿市(旧菊鹿町)、

宇城市(旧三角町)、相良村、本渡市(旧本渡市)、熊本市（旧熊本市)など県内各地に

分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の路傍に生育する植 1)、一年草である植 9)。花期は 9～11 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-189 に示す。 

本種は、平成 12 年度の調査において、2 地点で合計 2 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、石垣の隙間及び崖地であった。確認された時期は、8 月

であった。 

 

表 7.2.7-189 アキノハハコグサの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 12 年度 石垣の隙間及び崖地において、2 地点で 2 個体の生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 2 地点であった。 

2 2 

合計 2 2 

 

  



 

 7.2.7-266

fr)クマノダケ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 IB 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

クマノダケは、紀伊半島南部に分布する植 9)。熊本県では、球磨村一勝地から八代

市にかけての球磨川沿岸の道路沿いに分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、球磨川(一勝地～八代市)沿いに生育する植 1)、多年草（近縁種のイヌトウ

キの場合）である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-190 に示す。 

本種は、平成 4 年度、6 年度、9 年度、10 年度、11 年度、12 年度、13 年度、15 年

度、16 年度、令和 3 年度、4 年度の調査において、225 地点で合計 916 個体が確認さ

れた。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、岩隙地、自然裸地等であった。確認され

た時期は、3 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-190 クマノダケの確認状況(1/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 4 年度 6 地点で 6 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 6 地点であった。 
6 6 

2 

平成 6 年度 アラカシ群落等において、3 地点で 3 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点であった。 

3 3 

3 

平成 9 年度 アラカシ萌芽林等において、8 地点で 8 個体の生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 8 地点であった。 

8 8 

4 
平成 10 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

6 

平成 12 年度 露岩地等において、5 地点で 5 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点、8 月に 3 地点、

10 月に 1 地点であった。 

5 5 

7 

平成 13 年度 露岩地、石灰岩地及び林縁において、12 地点で 12 個

体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 12 地点であった。 

12 12 

8 

平成 15 年度 55 地点で 55 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 11 地点、8 月に 11 地

点、10 月に 33 地点であった。 

55 55 
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表 7.2.7-190 クマノダケの確認状況(2/2) 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

9 

平成 16 年度 42 地点で 42 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 41 地点、10 月に 1 地点

であった。 

42 42 

10 

令和 3 年度 アラカシ群落、岩隙地、裸地等において、55 地点で

500 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 8 地点、7 月に 9 地点、

8月に 4地点、9月に 25 地点、10 月に 9地点であった。

55 500 

11 

令和 4 年度 アラカシ群落、岩隙地、自然裸地等において、37地点

で 283 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 2 地点、5 月に 5 地点、

8 月に 9 地点、10 月に 21 地点であった。 

37 283 

合計 225 916 

  



 

 7.2.7-268

fs)イヌトウキ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

イヌトウキは、本州（紀伊半島）・四国・九州に分布する植 9)。熊本県では、八代

市(旧泉村)、五木村の仏岩、頭地、竹の川～三浦の石灰岩地、山江村に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、石灰岩地の岩隙及び風化土壌地に生育する植 1)、多年草である植 9)。花期は

8～9 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-191 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、50 地点で合計 215 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、岩隙地、石灰岩地等で

あった。確認された時期は、3 月、5 月、7 月、8 月、9 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-191 イヌトウキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

令和 3 年度 岩隙地、アラカシ群落、落葉広葉樹林等において、23

地点で 105 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 7 地点、8 月に 7 地点、

9 月に 9 地点であった。 

23 105 

2 

令和 4 年度 岩隙地、石灰岩地や石灰岩地の低木林等において、27

地点で 110 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点、5 月に 7 地点、

8 月に 11 地点、10 月に 8 地点であった。 

27 110 

合計 50 215 
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ft)ナベナ 

（i）重要性 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

ナベナは、本州～九州に分布する植 9)。熊本県では、山鹿市(旧鹿本町)、阿蘇、山

都町(旧矢部町)、八代市（旧泉村)、球磨村など県内各地に分布する植 1)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地の林縁や路傍に生育する植 1)、越年草である植 9)。花期は 8～9 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-192 に示す。 

本種は、平成 9 年度、12 年度、13 年度の調査において、5 地点で合計 5 個体が確認

された。 

本種が確認された環境は、沢沿いの斜面、林縁の伐採草地、植林地林縁等であった。

確認された時期は、5 月、8 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-192 ナベナの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 
平成 9 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 1 地点であった。 
1 1 

2 

平成 12 年度 沢沿いの斜面や土手及び植林地林縁において、3 地点

で 3 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､8月に2地点、10月に1地点で

あった。 

3 3 

3 

平成 13 年度 林縁の伐採草地において、1 地点で 1 個体の生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

合計 5 5 
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fu)イワツクバネウツギ 

（i）重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

イワツクバネウツギは、本州（中西部）・四国・九州に分布する植 9)。 

 

（ii）生態 

本種は、山地に点々と分布し、おもに石灰岩地、まれに蛇紋岩地に生育する植 9)、

落葉低木である植 9)。花期は 5～6 月である植 9)。 

 

（iii）現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-193 に示す。 

本種は、平成11年度、12年度、13年度、15年度、16年度、17年度、令和3年度、

4 年度の調査において、28 地点で合計 61 個体が確認された。 

本種が確認された環境は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、石灰岩地等であった。確

認された時期は、4 月～10 月であった。 

 

表 7.2.7-193 イワツクバネウツギの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 個体数 

1 

平成 11 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点であった。 

1 1 

2 
平成 12 年度 岩場において、1 地点で 1 個体の生育が確認された。

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 1 

3 

平成 13 年度 石灰岩壁において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 

1 1 

4 
平成 15 年度 1 地点で 1 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 1 

5 
平成 16 年度 2 地点で 2 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､4 月に 2 地点であった。 
2 2 

6 

平成 17 年度 石灰岩地において、1 地点で 1 個体の生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 

1 1 

7 

令和 3 年度 アラカシ群落、落葉広葉樹林及び岩上において、8 地

点で 15 個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、8 月に 3 地点、

9 月に 3 地点であった。 

8 15 

8 

令和 4 年度 ウラジロガシ林、石灰岩地等において、13 地点で 39

個体の生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点、8 月に 11 地点

であった。 

13 39 

合計 28 61 
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(b) 付着藻類の重要な種 

付着藻類の重要な種の確認状況は表 7.2.7-194 に示すとおりであり、調査地域では、

11 種の重要な種が確認された。このうち、詳細な確認位置等の記録のない種及び調査

地域外の確認である種を除くと、9 種（a～i）となる。 

なお、重要な種の確認位置については、重要な種の保全の観点から示していない。 

 

表 7.2.7-194 付着藻類の重要な種の確認状況 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 地点数 備考 

1 a アシツキ（カワタケ） 平成 15 年度、16 年度、

令和 3 年度、4 年度 
263 － 

2 b オオイシソウ 平成 16 年度、 

令和 4 年度 
5 － 

3 － ツマグロカワモズク 平成 16 年度 
－ 

詳細な確認位置等の記

録なし。 

4 c チャイロカワモズク 平成 16 年度、 

令和 4 年度 
9 － 

5 d アオカワモズク 平成 15 年度、16 年度、

令和 3 年度、4 年度 
43 － 

6 e オキチモズク 平成 15 年度、16 年度、

令和 4 年度 
9 

平成 16 年度は調査地域

外の確認である。 

7 f チスジノリ 平成 15 年度、16 年度、

令和 3 年度 
9 － 

8 g タンスイベニマダラ 平成 15 年度、16 年度、

令和 3 年度、4 年度 
223 － 

9 － ホソアヤギヌ 平成 16 年度 
－ 

調査地域外の確認であ

る。 

10 h カワノリ 平成 15 年度、16 年度、

令和 4 年度 
24 － 

11 i シャジクモ 平成 16 年度、 

令和 4 年度 
2 

平成 16 年度は調査地域

外のみで確認。 

注) 1.記号欄に示す a～j は、以降に示す重要な種の種ごとの現地調査結果等の項目に対応している。 

2.確認年度は「(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」、「(2)植物の重要な種及

び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況」及び「7.2.8 生態系」の調査結果を含んでいる。 
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a) アシツキ（カワタケ） 

(i) 重要性 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

アシツキ（カワタケ）は、本種は、関東、中部、近畿、中国付 1)や九州付 2)から知ら

れており、世界各地にも分布する付 1)。 

河川改修や水質汚濁、渇水が生存への脅威とされている付 2)。 

 

(ii) 生態 

渓流中の岩盤やダムの壁面上等に生じる付 1)。着生面に土砂が沈着しないことが必

要である付 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-195 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度、平成 16 年度、令和 3 年度及び令和 4 年度に 263 地点

で確認された。 

確認された環境は、水際部の岩盤上や、岩盤上のコケの中、水際に近い水中の岩盤

など、水際の乾燥しない場所であった。 

確認された時期は 1 月、2 月、3 月、6 月、7 月、11 月及び 12 月であった。6 月や 7

月で確認数が多かった。 

 

表 7.2.7-195 アシツキ（カワタケ）の確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 15 年度 川辺川第一発電所付近に流れ込む細流の礫で確認され

た。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点であった。 

1 

2 

平成 16 年度 球磨川、川辺川（本川、五木小川）の水際部などで確認

された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 6 地点､2 月に 15 地点で

あった。 

21 

3 

令和 3 年度 川辺川の水際部のコンクリート壁面などで確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点､3 月に 2 地点であっ

た。 

3 

4 

令和 4 年度 球磨川、川辺川（本川、五木小川、椎葉谷川、下梶原

川）の水際部などで確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 60 地点､7 月に 89 地点、11

月に 42 地点、12 月に 11 地点、1 月に 13 地点、2 月に 23 地

点であった。 

238 

合計 263 

 

 

 

  



 

 7.2.7-273

b) オオイシソウ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：絶滅危惧Ⅱ類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧Ⅱ類 

オオイシソウは、北海道から九州までの日本各地から知られており付 4)、世界でも

熱帯から温帯に広く分布する付 4)。 

都市化による生息地の消失付 4)や、河川改修、水質汚濁、農薬使用が減少等の要因

とされている付 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、本種は、河川の中流域や河口付近に生息し、よく日光のあたる河底の石や

水草に着生する付 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-196 に示す。 

本種は、平成 16 年度、令和 4 年度の調査において、5 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、川辺川合流点のワンドとワンドをつなぐ細流の人頭大の

石や、人吉城付近から球磨川に流入する胸川の岩に付着していた。 

確認された時期は 11 月、1 月及び 2 月であった。 

 

表 7.2.7-196 オオイシソウの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 16 年度 球磨川周辺 4 地点において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 3 地点､2 月に 1 地点であっ

た。 

4 

2 
令和 4 年度 球磨川周辺 1 地点において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 1 地点であった。 
1 

合計 5 
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c) チャイロカワモズク 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

チャイロカワモズクは、北海道から九州に分布する付 2)。 

河川開発付 4)や、水質汚濁、農薬使用が減少等の要因とされている付 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、平野の湧水灌漑用水路など、汚染されていない流水の浅い場所に生息する。

最盛期は 11 月～4 月で、水路の壁や河底の砂礫や石、水草などに付着している付 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-197 に示す。 

本種は、平成 16 年度及び令和 4 年度の調査において、9 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、球磨川・川辺川に接続する湧水のある流入支川や、球磨

川・川辺川本川の岸際の緩流部であった。 

確認された時期は 11 月、1 月及び 2 月であった。 

 

表 7.2.7-197 チャイロカワモズクの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 16 年度 球磨川・川辺川の本川岸際の緩流部や、流入支川の礫上

において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点､2 月に 3 地点であっ

た。 

4 

2 

令和 4 年度 球磨川・川辺川本川岸際の緩流部や、流入支川の礫やコ

ンクリート上において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 4 地点、2 月に 1 地点であっ

た。 

5 

合計 9 
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d) アオカワモズク 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

アオカワモズクは、北海道から沖縄までの各地に分布する付 2)。 

河川開発付 4)や、水質汚濁、農薬使用が減少等の要因とされている付 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、平野の湧水灌漑用水路など、汚染されていない清浄な流水の浅い場所に生息

する。生育の最盛期は 11 月～4 月で、水路の壁や河底の砂礫や石に付着している付 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-198 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度、平成 16 年度、令和 3 年度、令和 4 年度に、43 地点で

確認された。 

確認された環境は、本川の橋脚の周りや岸に近い緩流部、湧水のある流入支川など

の礫やコンクリート上であった。 

確認された時期は 11 月、1 月、2 月及び 3 月であった。 

 

表 7.2.7-198 アオカワモズクの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 15 年度 球磨川・川辺川の本川岸際の緩流部や、流入支川の礫上

で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 8 地点であった。 

8 

2 

平成 16 年度 球磨川・川辺川の本川岸際の緩流部や、流入支川の礫上

で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 2 地点､2 月に 8 地点であっ

た。 

10 

3 

令和 3 年度 球磨川・川辺川の流入支川の岩盤上や礫上で生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 3 地点であった。 

3 

4 

令和 4 年度 球磨川・川辺川本川岸際の緩流部や、流入支川の礫やコ

ンクリート上において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 18 地点､2 月に 4 地点であっ

た。 

22 

合計 43 

  



 

 7.2.7-276

e) オキチモズク 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：絶滅危惧 I 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IA 類 

オキチモズクは、四国、九州、沖縄に分布する付 4)。 

県内では、阿蘇郡南小国町の生息地が天然記念物に指定されており、毎年多くの株

が生育している。球磨郡錦町の生息地にも多くの株が生息しているが、川面が水草に

覆われ生息範囲が狭まってきている。熊本市加勢川の生息地では周辺の木が茂り、適

度な照度が維持できなくなり、生息場所が変わりつつある付 2)。 

生息地周辺における汚水流入、河川工事、川岸樹木の伐採によって生じる環境条件

の変化、水草の繁茂、水量の減少付 4)、渇水付 2)が存続を脅かす要因とされている。 

 

(ii) 生態 

本種は、湧水の流れ、河川上流の清澄な場所で、日陰の石やコンクリートの側壁な

どに生息する付 2)。秋から初冬に直立幼体が発生し、春から成長して 4～5 月に最も繁

茂する付 4)。晩秋から晩春の時期に周囲の水温より高い（例えば，お吉泉では水温 8-

10℃）流水中に生育する付 5)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-199 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度及び令和 4 年度に、9 地点で確認された。 

確認された環境は、湧水のある球磨川の流入支川の日当たりが強くない場所の礫や

コンクリート上であった。 

確認された時期は 6 月、7 月、11 月、1 月及び 3 月であった。 

 

表 7.2.7-199 オキチモズクの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 15 年度 球磨川の流入支川の礫上やコンクリート上で生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は 3 月に 1 地点であった。 

1 

3 

令和 4 年度 球磨川の流入支川の、日当たりが強くなく、かつ流れの

あたる石礫やコンクリート上で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 1 地点､7 月に 1 地点､11 月

に 3 地点､1 月に 3 地点であった。 

8 

合計 9 

  



 

 7.2.7-277

f) チスジノリ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 IB 類 

チスジノリは、本州から九州に分布する付 4)。 

県内において、山鹿市菊池川の生息地は天然記念物に指定されており、毎年生息が

確認されているが、生息株数や株の大きさは、年により大きく変動する。他、錦町球

磨川、上益城郡嘉島町矢杉川、熊本市秋津川で生育が確認されている付 2)。 

水量の減少や河川改修による生育環境の悪化付 4)、水質汚濁付 2)が存続を脅かす要因

とされている。 

 

(ii) 生態 

本種は、河川中流域の水量が安定したかなりの流速がある場所で、冬季水温が極度

に低下しない場所に生息する付 2)。九州以外では生育が安定せず、消失地や年変動が

著しい付 4)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-200 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度、平成 16 年度及び令和 3 年度に、球磨川と川辺川の 9

地点で確認された。 

確認された環境は、球磨川本川の流速のある礫やコンクリート上で、川辺川合流点

の鉄道橋や道路橋の周囲でも生息が確認された。 

確認された時期は 1 月、2 月及び 3 月であった。 

 

表 7.2.7-200 チスジノリの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 15 年度 球磨川の流入支川の礫上やコンクリート上で生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 5 地点であった。 

5 

2 

平成 16 年度 球磨川の流入支川において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､2 月に 1 地点、3 月に 1 地点であっ

た。 

2 

3 

令和 3 年度 球磨川の流入支川の、日当たりが強くなく、かつ流れの

あたる石礫やコンクリート上で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 2 地点であった。 

2 

合計 9 

 

  



 

 7.2.7-278

g) タンスイベニマダラ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

タンスイベニマダラは、日本に広く分布する付 1)。 

水量の減少や河川改修による生育環境の悪化付 4)、水質汚濁付 2)が存続を脅かす要因

とされている。 

 

(ii) 生態 

本種は、汚濁の全くみられない日陰の清冽な泉中の岩上に、ほぼ一年中生育する付 5)。

渓流中では褐藻のイズミイシノカワ（Heribaudiella fluviatilis）とともに岩面に

着生することも知られる付 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-201 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度、平成 16 年度、令和 3 年度及び令和 4 年度に、球磨川

と川辺川の 223 地点で確認された。 

確認された環境は、球磨川本川及び、川辺川の本川や支川に流れ込む細流の日の当

たらない岩陰や、コンクリートの水路の日陰において生息が確認された。 

確認された時期は、6 月、7 月、11 月、12 月、1 月、2 月及び 3 月であった。 

 

表 7.2.7-201 タンスイベニマダラの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

平成 15 年度 球磨川・川辺川の本川岸際の緩流部や、流入支川の礫上

で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､3 月に 25 地点であった。 

25 

2 

平成 16 年度 球磨川・川辺川の本川岸際の緩流部や、流入支川の礫上

で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 44 地点､2 月に 41 地点で

あった。 

85 

3 

令和 3 年度 球磨川・川辺川の流入支川の岩盤上や礫上で生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､1 月に 2 地点､3 月に 1 地点であっ

た。 

3 

4 

令和 4 年度 球磨川・川辺川本川岸際の緩流部や、流入支川の礫やコ

ンクリート上において生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､6 月に 16 地点､7 月に 27 地点､11

月に 22 地点､12 月に 11 地点､1 月に 20 地点､2 月に 14 地点

であった。 

110 

合計 223 

  



 

 7.2.7-279

h) カワノリ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」     ：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：情報不足 

カワノリは、本州、四国、九州に分布する付 4)。 

森林の伐採による河川の環境条件の変化付 4)や、河川改修、水質汚濁付 2)が存続を脅

かす要因とされている。 

 

(ii) 生態 

河川最上流の清流の、急流の岩盤や石の斜面上に生育する付 2)。鮮緑色のきれいな

葉上藻類で、春から夏に繁茂し、冬は消失する付 2) 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-202 に示す。 

現地調査では、平成 15 年度、平成 16 年度及び令和 4 年度に、24 地点で確認され

た。 

確認された環境は、流速の速い場所のコンクリート護岸や、岩盤の他、護岸から突

き出たコンクリート製の放水口において生息が確認された。 

確認された時期は、7 月、8 月、9 月、11 月、2 月及び 3 月であった。 

 

表 7.2.7-202 カワノリの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 
平成 15 年度 小さな成体が下梶原川の一面に点在していた。 

確認時期及び地点数は､3 月に 1 地点であった。 
1 

2 

平成 16 年度 川辺川流入支川である下梶原川の広い範囲で生育が確認

された。五木小川と川辺川の合流点付近においても生育が

確認された。 

確認時期及び地点数は､8 月に 4 地点､11 月に 7 地点､2 月

に 5 地点であった。 

16 

3 

令和 4 年度 川辺川流入支川である下梶原川の急流にある岩盤やコン

クリート護岸、護岸から突き出た放水口で生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点､9 月に 1 地点､11 月

に 3 地点､2 月に 2 地点であった。 

7 

合計 24 

  



 

 7.2.7-280

i) シャジクモ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

シャジクモは、全国各地に分布する付 4)。 

護岸整備による環境の変化が存続を脅かす要因とされている付 4)。 

 

(ii) 生態 

本種は、池、溝、湖沼、水田、川などの淡水域のほか、潟湖や河口付近などの汽水

にも生息する付 1)。卵生殖による接合子（卵胞子）を形成し、有性生殖を行う付 4)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-203 に示す。 

現地調査では、令和 4 年度の調査において、2 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、球磨川本川のワンドや、湧水のある流入支川の流れのな

い場所であった。 

確認された時期は 7 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-203 シャジクモの確認状況 

№ 確認年度 確認状況 地点数 

1 

令和 4 年度 球磨川本川のワンドや、湧水のある流入支川の流れのな

い場所で生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点､11 月に 1 地点であっ

た。 

2 

合計 2 

 

  



 

 7.2.7-281

(c) 蘚苔類の重要な種 

蘚苔類の重要な種の確認状況は表 7.2.7-204 に示すとおりであり、調査地域では

33 種の重要な種が確認された。このうち、文献のみで確認された種を除くと、29 種

(a～ac)となる。 

なお、重要な種の確認位置については、重要な種の保全の観点から示していない。 

  



 

 7.2.7-282

 

表 7.2.7-204 蘚苔類の重要な種の確認状況 

№ 記号 種名 
確認状況 

確認年度 地点数 備考 

1 a ホソベリミズゴケ 令和 4 年度 2  

2 － オオミズゴケ － － 
文献のみで確認され、事業者の

調査では確認されなかった。 

3 b カシミールクマノゴケ 令和 4 年度 1  

4 c ジョウレンホウオウゴケ 令和 4 年度 4  

5 d コキヌシッポゴケ 令和 4 年度 1  

6 e クロコゴケ 令和 3 年度、4 年度 5  

7 f タチチョウチンゴケ 令和 4 年度 4  

8 g タイワントラノオゴケ 令和 3 年度、4 年度 5  

9 h オニゴケ 令和 3 年度 1  

10 i トガリミミゴケ 令和 3 年度、4 年度 4  

11 j タカサゴハイヒモゴケ 令和 3 年度、4 年度 7  

12 － ホソヒモゴケ － － 
文献のみで確認され、事業者の

調査では確認されなかった。 

13 k ヒロハシノブイトゴケ 令和 3 年度、4 年度 9  

14 l ヒメタチヒラゴケ 令和 4 年度 1  

15 m ヒメハゴロモゴケ 令和 3 年度 4  

16 n エゾヒラゴケ 令和 3 年度、4 年度 2  

17 o セイナンヒラゴケ 令和 3 年度、4 年度 53  

18 p トサヒラゴケ 令和 3 年度 1  

19 q キブリハネゴケ 令和 3 年度、4 年度 49  

20 r コキジノオゴケ 令和 3 年度、4 年度 8  

21 s キダチクジャクゴケ 令和 3 年度、4 年度 6  

22 t レイシゴケ 令和 4 年度 1  

23 － ムチエダイトゴケ － － 
文献のみで確認され、事業者の

調査では確認されなかった。 

24 u オオミツヤゴケ 令和 3 年度 1  

25 v カトウゴケ 令和 3 年度、4 年度 6  

26 w タマコモチイトゴケ 令和 3 年度 1  

27 x コサジバゴケ 令和 3 年度 2  

28 － コモチイチイゴケ － － 
文献のみで確認され、事業者の

調査では確認されなかった。 

29 y キャラハゴケモドキ 令和 3 年度、4 年度 14  

30 z コウライイチイゴケ 令和 4 年度 57  

31 aa ナガバムシトリゴケ 令和 3 年度、4 年度 3  

32 ab カビゴケ 令和 3 年度、4 年度 54  

33 ac イチョウウキゴケ 令和 3 年度、4 年度 12  

注) 1.記号欄に示す a～aa は、以降に示す重要な種の種ごとの現地調査結果等の項目に対応している。 

2.確認年度は「(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況」、「(2)植物の重要な種及

び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況」及び「7.2.8 生態系」の調査結果のほか、平成 5～

20 年度に実施した巡視の結果を含んでいる。 



 

 7.2.7-283

a) ホソベリミズゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：情報不足 

ホソベリミズゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、水のしみ出る岩壁面や岩棚に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-205 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、2 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、10 月で

あった。 

 

表 7.2.7-205 ホソベリミズゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 2 地点であった。 
2 

合計 2 

  



 

 7.2.7-284

b) カシミールクマノゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

カシミールクマノゴケは、本州(福島県以南)～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、湿った谷間の岩上などに生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-206 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-206 カシミールクマノゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-285

c) ジョウレンホウオウゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

ジョウレンホウオウゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、水中又は水しぶきのかかる岩上に生育する植)2。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-207 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は 5 月及び

10 月であった。 

 

表 7.2.7-207 ジョウレンホウオウゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 

令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点､10 月に 1 地点であっ

た。 

4 

合計 4 



 

 7.2.7-286

d) コキヌシッポゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧ＩＢ類 

コキヌシッポゴケは、北海道～九州に分布する蘚 1)。熊本県では、八代市泉町(五家

荘)に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、日陰の湿った石灰岩上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-208 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-208 コキヌシッポゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-287

e) クロコゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

クロコゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、半日陰の石灰岩の乾いた岩壁に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-209 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、5 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩壁（石灰岩）上、岩上であった。確認さ

れた時期は、5 月、7 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-209 クロコゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内の岩壁（石灰岩）上において、生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 

1 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点､7 月に 2 地点であっ

た。 

4 

合計 5 

  



 

 7.2.7-288

f) タチチョウチンゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

タチチョウチンゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、樹幹上、ときに岩上に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-210 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、4 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の樹幹、枝上等であった。確認された時期は、

5 月及び 7 月であった。 

 

表 7.2.7-210 タチチョウチンゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 4 年 

広葉樹林内の樹幹、枝上等において、生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 2 地点､7 月に 2 地点であっ

た。 

4 

合計 4 

  



 

 7.2.7-289

g) タイワントラノオゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

タイワントラノオゴケは、本州～九州に分布する蘚 1)。熊本県では、五木村の限ら

れた石灰岩地に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩上や樹上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-211 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、5 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。確認された時期

は、5 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-211 タイワントラノオゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 2 地点であった。 
2 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点､7 月に 1 地点、10 月

に 1 地点であった。 

3 

合計 5 

  



 

 7.2.7-290

h) オニゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧ＩＡ類 

オニゴケは、九州(熊本県五木村、鹿児島県屋久島)に分布する蘚 1)。熊本県では、

五木村の限られた崖地の石灰岩上に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩の崖地や樹上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-212 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上であった。確認された時期は、11

月であった。 

 

表 7.2.7-212 オニゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 3 年 広葉樹林内の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-291

i) トガリミミゴケ 

(i) 重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

トガリミミゴケは、本州、四国、九州に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、林内の石灰岩の側面に着生する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-213 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、4 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上や岩上であった。確認された時期

は、7 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-213 トガリミミゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点であった。 
2 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点､10 月に 1 地点であっ

た。 

2 

合計 4 

  



 

 7.2.7-292

j) タカサゴハイヒモゴケ 

(i) 重要性 

「その他専門家により指摘された重要な種」：熊本県が分布の北限であり石灰岩と

いう特殊岩石地帯に生育する。 

タカサゴハイヒモゴケは、九州（熊本県）に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩上やその近くの木に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-214 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、7 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上や岩上であった。確認された時期

は、5 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-214 タカサゴハイヒモゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点､10 月に 2 地点であっ

た。 

6 

合計 7 

  



 

 7.2.7-293

k) ヒロハシノブイトゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

ヒロハシノブイトゴケは、本州九州に分布する蘚 1)。熊本県では、県内各地に分布

する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、湿った森林の中の、渓谷沿いの樹木や枝や岩に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-215 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、9 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内等の樹幹、土上、岩上であった。確認された

時期は、5 月、7 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-215 ヒロハシノブイトゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内等の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点であった。 
2 

2 令和 4 年 

広葉樹林内等の樹幹、土上、岩上において、生育が確認

された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 5 地点､7 月に 1 地点、10 月

に 1 地点であった。 

7 

合計 9 

  



 

 7.2.7-294

l) ヒメタチヒラゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧ＩＢ類 

ヒメタチヒラゴケは、本州、四国、九州に分布する蘚 1)。熊本県では、五木村の限

られた崖地の石灰岩上に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩の崖地に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-216 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、5 月で

あった。 

 

表 7.2.7-216 ヒメタチヒラゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-295

m) ヒメハゴロモゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

ヒメハゴロモゴケは、本州(中部以西)～琉球、小笠原に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、暖地の岩上又は樹幹上に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-217 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、4 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上等であった。確認された時期は、

7 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-217 ヒメハゴロモゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内の石灰岩上等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、11 月に 2 地点で

あった。 

4 

合計 4 

  



 

 7.2.7-296

n) エゾヒラゴケ 

(i) 重要性 

「その他専門家により指摘された重要な種」：国内では熊本県が分布の南限で県内

の既知の生育地も少ない。 

エゾヒラゴケは、北海道～琉球に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、谷間の樹木に着生する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-218 に示す。 

本種は、令和3年度、4年度の調査において、2地点で確認された。本種が確認され

た環境は、広葉樹林内の樹幹であった。確認された時期は、5 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-218 エゾヒラゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の樹幹において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 

2 令和 4 年 
広葉樹林内の樹幹において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点であった。 
1 

合計 2 

  



 

 7.2.7-297

o) セイナンヒラゴケ 

(i) 重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

セイナンヒラゴケは、本州～琉球に分布する蘚 1)。熊本県では、五木村、山江村に

分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-219 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、53 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内等の石灰岩上、岩上等であった。確認された

時期は、5 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-219 セイナンヒラゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内等の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 13 地点、11 月に 13 地点で

あった。 

26 

2 令和 4 年 

広葉樹林内等の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 11 地点､7 月に 12 地点、10

月に 4 地点であった。 

27 

合計 53 

  



 

 7.2.7-298

p) トサヒラゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

トサヒラゴケは、本州(関東地方以西)～琉球、小笠原に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、暖地の樹幹又は岩上に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-220 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で確認された。本種が確認された環境

は、広葉樹林内の樹幹であった。確認された時期は、11 月であった。 

 

表 7.2.7-220 トサヒラゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 3 年 広葉樹林内の樹幹において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は 11 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-299

q) キブリハネゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

キブリハネゴケは、本州～九州に分布する蘚 1)。熊本県では、球磨地方に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-221 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、49 地点で確認された。本種が確認さ

れた環境は、広葉樹林内等の石灰岩上、岩上等であった。確認された時期は、5 月、7

月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-221 キブリハネゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内等の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 11 地点、11 月に 12 地点で

あった。 

23 

2 令和 4 年 

広葉樹林内等の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 10 地点､7 月に 11 地点、10

月に 5 地点であった。 

26 

合計 49 

  



 

 7.2.7-300

r) コキジノオゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

コキジノオゴケは、本州～九州に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、林内の樹上や岩上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-222 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、8 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上、樹幹等、針葉樹林の倒木であった。

確認された時期は、5 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-222 コキジノオゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内の岩上、針葉樹林の倒木において、生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 2 地点であった。 

2 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の樹幹等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 3 地点､10 月に 3 地点であっ

た。 

6 

合計 8 

  



 

 7.2.7-301

s) キダチクジャクゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

キダチクジャクゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、渓側の土上などに生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-223 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、6 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の腐木、樹幹等であった。確認された時期は、

10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-223 キダチクジャクゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の腐木等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 2 地点であった。 
2 

2 令和 4 年 
広葉樹林内の樹幹等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 4 地点であった。 
4 

合計 6 

  



 

 7.2.7-302

t) レイシゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

レイシゴケは、北海道～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、石灰岩の岩隙などに生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-224 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、10 月で

あった。 

 

表 7.2.7-224 レイシゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 4 年 広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､10 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-303

u) オオミツヤゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧 II 類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧 II 類 

オオミツヤゴケは、本州、九州に分布する蘚 1)。熊本県では、菊池市に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、山地のブナ、モミなどの樹上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-225 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、1 地点で確認された。本種が確認された環境

は、広葉樹林内の樹幹であった。確認された時期は、7 月であった。 

 

表 7.2.7-225 オオミツヤゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 
令和 3 年 広葉樹林内の樹幹において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

  



 

 7.2.7-304

v) カトウゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

カトウゴケは、本州～九州に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、岩上、樹上に生育する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-226 に示す。 

本種は、令和3年度、4年度の調査において、6地点で確認された。本種が確認され

た環境は、常緑樹林内の岸壁、広葉樹林内の岩上であった。確認された時期は、7 月

及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-226 カトウゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
常緑樹林内の岸壁において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点であった。 
1 

2 令和 4 年 

広葉樹林内の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、10 月に 4 地点で

あった。 

5 

合計 6 

  



 

 7.2.7-305

w) タマコモチイトゴケ 

(i) 重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：情報が不足しており全国的に希少性が高

いと考えられる 

タマコモチイトゴケは、本州（和歌山県以南）～琉球に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、暖地近くの樹幹や枝に着生する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-227 に示す。 

本種は、令和 3 年度において、1 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の腐木上であった。確認された時期は、11 月

であった。 

 

表 7.2.7-227 タマコモチイトゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の腐木上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 

合計 1 

 

  



 

 7.2.7-306

x) コサジバゴケ 

(i) 重要性 

その他専門家により指摘された重要な種：情報が不足しており全国的に希少性が高

いと考えられる 

コサジバゴケは、日本では本州(和歌山、兵庫)、四国(徳島)、九州（大分、宮崎）

で記録されている植３)。 

 

(ii) 生態 

本種は、沢沿いの湿った岩上に生育する植３)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-228 に示す。 

本種は、令和 3 年度の調査において、2 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、常緑広葉樹林及び針葉樹林内の岩壁であった。確認され

た時期は、7 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-228 コサジバゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

常緑広葉樹林及び針葉樹林内の岩壁において、生育が確

認された。 

確認時期及び地点数は､7 月及び 11 月に 2 地点であった。 

2 

合計 2 

 

 

  



 

 7.2.7-307

y) キャラハゴケモドキ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

「熊本県レッドデータブック」：絶滅危惧ＩＡ類 

キャラハゴケモドキは、高知県、岡山県、山口県に分布する蘚 1)。熊本県では、五

木村に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、半日陰の石灰岩に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-229 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、14 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。確認された時期

は、5 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-229 キャラハゴケモドキの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内の石灰岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 1 地点、11 月に 3 地点で

あった。 

4 

2 令和 4 年 

広葉樹林内等の岩上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 4 地点､7 月に 2 地点、10 月

に 4 地点であった。 

10 

合計 14 

  



 

 7.2.7-308

z) コウライイチイゴケ 

(i) 重要性 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

コウライイチイゴケは、本州～九州に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、林内の樹上や岩上に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-230 に示す。 

本種は、令和 4 年度の調査において、57 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、耕作地等の土上等であった。確認された時期は、5 月、6

月、7 月及び 10 月であった。 

 

表 7.2.7-230 コウライイチイゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 4 年 

耕作地等の土上等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 18 地点､6 月に 17 地点、7

月に 15 地点、10 月に 7 地点であった。 

57 

合計 57 

  



 

 7.2.7-309

aa)ナガバムシトリゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：絶滅危惧Ｉ類 

ナガバムシトリゴケは、本州(紀伊半島)～九州、小笠原に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、湿性常緑樹林帯の樹木の生葉や小枝に着生する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-231 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、3 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内及びスギ・ヒノキ植林内の枝上であった。確

認された時期は、5 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-231 ナガバムシトリゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 
広葉樹林内の枝上において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､11 月に 1 地点であった。 
1 

2 令和 4 年 

スギ・ヒノキ植林内、広葉樹林内の枝上において、生育

が確認された。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点､10 月に 1 地点であっ

た。 

2 

合計 3 

  



 

 7.2.7-310

ab) カビゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

カビゴケは、本州(福島県以南)～琉球に分布する蘚 2)。 

 

(ii) 生態 

本種は、太平洋側の常緑樹林で渓谷などの生葉上に着生する蘚 2)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-232 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、54 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、広葉樹林内等の葉上、スギ・ヒノキ植林内等の樹幹等で

あった。確認された時期は、5 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-232 カビゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

広葉樹林内等の葉上等において、生育が確認された。 

確認時期及び地点数は､7 月に 4 地点、11 月に 14 地点で

あった。 

18 

2 令和 4 年 

スギ・ヒノキ植林内等の樹幹等において、生育が確認さ

れた。 

確認時期及び地点数は､5 月に 20 地点､7 月に 11 地点、10

月に 5 地点であった。 

36 

合計 54 

  



 

 7.2.7-311

ac) イチョウウキゴケ 

(i) 重要性 

「環境省レッドリスト」：準絶滅危惧 

「熊本県レッドデータブック」：準絶滅危惧 

イチョウウキゴケは、全国に分布する蘚 1)。熊本県では、県内各地に分布する蘚 1)。 

 

(ii) 生態 

本種は、水田、沼、池の水面に生育する蘚 1)。 

 

(iii) 現地調査結果 

現地調査結果を表 7.2.7-233 に示す。 

本種は、令和 3 年度、4 年度の調査において、12 地点で確認された。 

本種が確認された環境は、水田の土上、耕作地の土上、湿地であった。確認された

時期は、5 月、7 月、10 月及び 11 月であった。 

 

表 7.2.7-233 イチョウウキゴケの確認状況 

№ 確認時期 確認状況 地点数 

1 令和 3 年 

水田の土上、耕作地の土上において、生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､7 月に 2 地点、11 月に 2 地点で

あった。 

4 

2 令和 4 年 

湿地環境、耕作地等の土上において、生育が確認され

た。 

確認時期及び地点数は､5 月に 1 地点､7 月に地 3 点、10 月

に 4 地点であった。 

8 

合計 12 

 

 

  



 

 7.2.7-312

(d) 大型菌類の重要な種 

大型菌類の重要な種の確認状況は表 7.2.7-234 に示すとおりであり、調査地域では

11 種の重要な種が確認された。これらは文献のみの確認であり、事業者の調査では確

認されなかった。 

 

表 7.2.7-234 大型菌類の重要な種の確認状況 

№ 記号 種名 確認年度 地点数 備考 

1 － 

シロタモギタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

2 － 

ナガエノヤグラタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

3 － 

シモコシ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

4 － 

バカマツタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

5 － 

ヤマドリタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

6 － 

シシタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

7 － 

クロカワ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

8 － 

チョレイマイタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

9 － 

ウロコケシボウズタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

10 － 

コウボウフデ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

11 － 

オオボタンタケ 

－ － 

文 献 の み で 確 認 さ

れ、事業者の調査では

確認されなかった。 

 
 



 

 7.2.7-313

7.2.7.3 予測の結果 

(1) 予測の手法 

1) 影響要因及び予測対象種及び群落 

予測対象とする植物の重要な種及び群落、並びに影響要因を表 7.2.7-235、表 

7.2.7-236 に示す。 

予測対象とする種及び群落は、事業者の調査で確認された種及び群落とした。 

事業者の調査の結果、重要な群落及び大型菌類の重要な種は確認されなかったことか

ら、予測対象としなかった。 

予測にあたっては、専門家の指導及び助言を得ながら実施した。 

影響要因は「工事の実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分け、それぞれに

ついて「直接改変注)1 」、「ダム洪水調節地の環境注)2」及び「直接改変等以外注)3」に分

けて予測を行った。 

 

(a) 直接改変 

直接改変による影響予測は、事業実施区域及びその周辺の区域で確認された種及び

群落を対象とした。 

 

(b) ダム洪水調節地の環境 

｢工事の実施｣における試験湛水に伴う一定期間の冠水によるダム洪水調節地の環境

の変化及び「土地又は工作物の存在及び供用」における洪水調節に伴う一時的な冠水

によるダム洪水調節地の環境の変化による影響については、ダム洪水調節地内に生育

する種を対象とした。 

 

(c) 直接改変等以外 

「工事の実施」における改変区域付近の環境の変化及び「土地又は工作物の存在及

び供用」における土地又は工作物付近の環境の変化による影響予測は、森林が林縁環

境に変化することによる影響について予測した。影響が予測される種として、事業実

施区域及びその周辺で確認された、森林に生育する種を対象とした。 

「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」における水質の変化に伴う

生育環境の変化による影響予測については、ダム洪水調節地及びダム下流の河川域で

確認された種のうち、水域に依存して生育する種を対象とした。 

 
注) 1.直接改変では、土地の改変等のような生育環境の直接的な改変による影響を取扱う。 

2.ダム工事調節地の環境では、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水による

生育環境の変化による影響を取扱う。 

3.直接改変等以外では、土地の改変に伴う土砂による水の濁りの影響のような、生育環境の直接的な改

変以外による影響を取扱う。 



 

 7.2.7-314

「工事の実施」における流況の変化に伴う生息環境の変化による影響予測は、試験

湛水計画を踏まえた流況の変化による影響について予測し、ダム洪水調節地及びダム

下流の河川域で確認された生活史の全て又は一部を水域に依存する重要な種及び群落

を対象とした。 

「土地又は工作物の存在及び供用」における流況の変化に伴う生育環境の変化によ

る影響予測は、ダム下流河川の冠水頻度の変化に伴う影響について予測し、冠水によ

る撹乱を受ける立地に依存して生育する種のうち、ダム下流河川の河川敷や水際で確

認された種を対象とした。 

「土地又は工作物の存在及び供用」における河床の変化に伴う生育環境の変化によ

る影響予測は、ダム洪水調節地及びダム下流河川の水中に生育する種を対象とした。 
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表 7.2.7-235 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因(工事の実施 1/5) 

影響要因

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

工事の実施 
・ダムの堤体の工事  
・原石の採取の工事 
・施工設備及び工事用道路の設置の工事 
・建設発生土の処理の工事 
・道路の付替の工事 
・試験湛水の実施 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水調

節地の環境生育地の改変 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

水質の変化

による生育

環境の変化

流況の変化に

よる生育環境

の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

1 クラマゴケ ● ●   ● 
2 ナツノハナワラビ ●    ● 
3 マツバラン ● ●   ● 
4 オオコケシノブ ● ●   ● 
5 オドリコカグマ ● ●   ● 
6 オオフジシダ ● ●   ● 
7 ヒメムカゴシダ ● ●   ● 
8 タキミシダ ● ●   ● 
9 ヒメミズワラビ ●    ● 
10 ヒメウラジロ ●    ● 
11 エビガラシダ ●    ● 
12 クマガワイノモトソウ ● ●   ● 
13 キドイノモトソウ ● ●   ● 
14 アイコハチジョウシダ ● ●   ● 
15 シモツケヌリトラノオ ● ●   ● 
16 ヒメイワトラノオ ● ●   ● 
17 イチョウシダ ● ●   ● 
18 コタニワタリ ● ●   ● 
19 イワヤシダ ● ●   ● 
20 ヌリワラビ ● ●   ● 
21 アソシケシダ ● ●   ● 
22 オオヒメワラビモドキ ● ●   ● 
23 ミドリワラビ ● ●   ● 
24 キンモウワラビ ●    ● 
25 ケキンモウワラビ ●    ● 
26 ナンゴクナライシダ ● ●   ● 
27 ヒロハナライシダ ● ●   ● 
28 ハガクレカナワラビ ● ●   ● 
29 オトコシダ ● ●   ● 
30 ツクシヤブソテツ ● ●   ● 
31 ヌカイタチシダ ● ●   ● 
32 イヌタマシダ ● ●   ● 
33 アツギノヌカイタチシダマガイ ●    ● 
34 ムラサキベニシダ ● ●   ● 
35 ヌカイタチシダマガイ ● ●   ● 
36 タチデンダ ● ●   ● 
37 ヒメサジラン ● ●   ● 
38 イブキ ● ●   ● 
39 イチイ ● ●   ● 
40 ヒトリシズカ ● ●   ● 
41 ハンゲショウ ●   ● ● 
42 オオバウマノスズクサ ● ●   ● 
43 キンチャクアオイ ● ●   ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-235 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因(工事の実施 2/5) 

影響要因

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

工事の実施 
・ダムの堤体の工事  
・原石の採取の工事 
・施工設備及び工事用道路の設置の工事 
・建設発生土の処理の工事 
・道路の付替の工事 
・試験湛水の実施 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水調

節地の環境生育地の改変 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

水質の変化

による生育

環境の変化

流況の変化に

よる生育環境

の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

44 タシロテンナンショウ ● ●   ● 
45 ミツバテンナンショウ ● ●   ● 
46 アオテンナンショウ ● ●   ● 
47 アギナシ ●    ● 
48 ヒナノシャクジョウ ● ●   ● 
49 シロシャクジョウ ● ●   ● 
50 ツクシタチドコロ ● ●   ● 
51 ホンゴウソウ ● ●   ● 
52 ツクバネソウ ● ●   ● 
53 ホソバナコバイモ ● ●   ● 
54 ホトトギス ● ●   ● 
55 ヒナラン ● ●   ● 
56 シラン ●    ● 
57 マメヅタラン ● ●   ● 
58 ムギラン ● ●   ● 
59 ミヤマムギラン ● ●   ● 
60 キエビネ ● ●   ● 
61 エビネ ● ●   ● 
62 ナツエビネ ● ●   ● 
63 ギンラン ● ●   ● 
64 キンラン ● ●   ● 
65 カンラン ● ●   ● 
66 タシロラン ● ●   ● 
67 ムヨウラン ● ●   ● 
68 ウスキムヨウラン ● ●   ● 
69 ジガバチソウ ● ●   ● 
70 クモキリソウ ● ●   ● 
71 ボウラン ● ●   ● 
72 フウラン ● ●   ● 
73 ムカゴサイシン ● ●   ● 
74 ガンゼキラン ● ●   ● 
75 ナゴラン ● ●   ● 
76 クモラン ● ●   ● 
77 ヒメトケンラン ● ●   ● 
78 ワスレグサ属 ●    ● 
79 ヒメヤブラン ● ●   ● 
80 ミズアオイ ●    ● 
81 ミクリ ●  ● ● ● 
82 ホシクサ ●    ● 
83 クロホシクサ ●    ● 
84 ヒメコウガイゼキショウ ●    ● 
85 ケスゲ ● ●   ● 
86 イトスゲ ● ●   ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

 



 

 7.2.7-317

表 7.2.7-235 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因(工事の実施 3/5)  

影響要因

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

工事の実施 
・ダムの堤体の工事  
・原石の採取の工事 
・施工設備及び工事用道路の設置の工事 
・建設発生土の処理の工事 
・道路の付替の工事 
・試験湛水の実施 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水調

節地の環境生育地の改変 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

水質の変化

による生育

環境の変化

流況の変化に

よる生育環境

の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

87 ホソバヒカゲスゲ ●    ● 
88 アブラシバ ●    ● 
89 シカクイ ●    ● 
90 コウヤザサ ● ●   ● 
91 ミチシバ ●    ● 
92 クサノオウ ●    ● 
93 ホザキキケマン ●    ● 
94 ヤマブキソウ ● ●   ● 
95 ヒゴイカリソウ ● ●   ● 
96 ツクシクサボタン ●    ● 
97 シロバナハンショウヅル ●    ● 
98 シギンカラマツ ●    ● 
99 アオカズラ ● ●   ● 
100 ヤマシャクヤク ● ●   ● 
101 ツクシチャルメルソウ ● ●   ● 
102 ミツバベンケイソウ ●    ● 
103 タコノアシ ●   ● ● 
104 ウドカズラ ● ●   ● 
105 クマガワブドウ ●    ● 
106 クロバナキハギ ●    ● 
107 イヌハギ ●    ● 
108 オオバタンキリマメ ●    ● 
109 クマガワナンテンハギ ●    ● 
110 アカササゲ ●    ● 
111 フジ ●    ● 
112 キビノクロウメモドキ ●    ● 
113 クサコアカソ ●    ● 
114 ケイタオミズ ● ●   ● 
115 ツクシイバラ ●    ● 
116 モリイバラ ●    ● 
117 オオバライチゴ ●    ● 
118 コジキイチゴ ●    ● 
119 キビノナワシロイチゴ ●    ● 
120 イブキシモツケ ●    ● 
121 ハナガガシ ● ●   ● 
122 イワシデ ● ●   ● 
123 ミヤマニガウリ ● ●   ● 
124 ミゾハコベ ●    ● 
125 イヌコリヤナギ ●   ● ● 
126 アゼオトギリ ●   ● ● 
127 ツキヌキオトギリ ●    ● 
128 ミズマツバ ●    ● 
129 チャンチンモドキ ● ●   ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-235 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因(工事の実施 4/5) 

影響要因

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

工事の実施 
・ダムの堤体の工事  
・原石の採取の工事 
・施工設備及び工事用道路の設置の工事 
・建設発生土の処理の工事 
・道路の付替の工事 
・試験湛水の実施 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水調

節地の環境生育地の改変 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

水質の変化

による生育

環境の変化

流況の変化に

よる生育環境

の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

130 ユズ ●    ● 
131 シマサクラガンピ ● ●   ● 
132 タカチホガラシ ● ●   ● 
133 オオネバリタデ ●    ● 
134 コギシギシ ●    ● 
135 ブンゴウツギ ●    ● 
136 カンザブロウノキ ● ●   ● 
137 シャクジョウソウ ● ●   ● 
138 ヒロハコンロンカ ● ●   ● 
139 ヘツカニガキ ● ●   ● 
140 ムラサキセンブリ ●    ● 
141 コイケマ ●    ● 
142 シタキソウ ● ●   ● 
143 フナバラソウ ●    ● 
144 スズサイコ ●    ● 
145 ヤマホロシ ● ●   ● 
146 シオジ ● ●   ● 
147 ミヤマイボタ ● ●   ● 
148 マルバノサワトウガラシ ●    ● 
149 イヌノフグリ ●    ● 
150 カワヂシャ ●   ● ● 
151 コムラサキ ●    ● 
152 メハジキ ●    ● 
153 ミゾコウジュ ●   ● ● 
154 ケミヤマナミキ ●    ● 
155 スズメノハコベ ●   ● ● 
156 ミミカキグサ ●    ● 
157 ツゲモチ ● ●   ● 
158 タマミズキ ● ●   ● 
159 ツルギキョウ ●    ● 
160 マルバテイショウソウ ● ●   ● 
161 イヌヨモギ ●    ● 
162 タニガワコンギク ●   ● ● 
163 ブゼンノギク ●    ● 
164 シオン ●    ● 
165 モリアザミ ●    ● 
166 ヤナギアザミ ●    ● 
167 テリハアザミ ●    ● 
168 タカサブロウ ●    ● 
169 イズハハコ ●    ● 
170 ヤナギニガナ ●    ● 
171 コスギニガナ ●    ● 
172 ナガバノコウヤボウキ ●    ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-235 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因(工事の実施 5/5) 

影響要因

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

工事の実施 
・ダムの堤体の工事  
・原石の採取の工事 
・施工設備及び工事用道路の設置の工事 
・建設発生土の処理の工事 
・道路の付替の工事 
・試験湛水の実施 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水調

節地の環境生育地の改変 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

水質の変化

による生育

環境の変化

流況の変化に

よる生育環境

の変化 

種
子
植
物
・
シ

ダ
植
物
等 

173 アキノハハコグサ ●    ● 
174 クマノダケ ●    ● 
175 イヌトウキ ●    ● 
176 ナベナ ●    ● 
177 イワツクバネウツギ ●    ● 

付
着
藻
類 

1 アシツキ（カワタケ） ●  ● ● ● 
2 オオイシソウ ●  ● ● ● 
3 チャイロカワモズク ●  ● ● ● 
4 アオカワモズク ●  ● ● ● 
5 オキチモズク ●  ● ● ● 
6 チスジノリ ●  ● ● ● 
7 タンスイベニマダラ ●  ● ● ● 
8 カワノリ ●  ● ● ● 
9 シャジクモ ●  ● ● ● 

蘚
苔
類 

1 ホソベリミズゴケ ● ●     ● 
2 カシミールクマノゴケ ● ●     ● 
3 ジョウレンホウオウゴケ ● ●     ● 
4 コキヌシッポゴケ ● ●     ● 
5 クロコゴケ ●       ● 
6 タチチョウチンゴケ ● ●     ● 
7 タイワントラノオゴケ ● ●     ● 
8 オニゴケ ● ●     ● 
9 トガリミミゴケ ● ●     ● 
10 タカサゴハイヒモゴケ ● ●     ● 
11 ヒロハシノブイトゴケ ● ●     ● 
12 ヒメタチヒラゴケ ●       ● 
13 ヒメハゴロモゴケ ● ●     ● 
14 エゾヒラゴケ ● ●     ● 
15 セイナンヒラゴケ ●       ● 
16 トサヒラゴケ ● ●     ● 
17 キブリハネゴケ ●       ● 
18 コキジノオゴケ ● ●     ● 
19 キダチクジャクゴケ ●       ● 
20 レイシゴケ ●       ● 
21 オオミツヤゴケ ● ●     ● 
22 カトウゴケ ● ●     ● 
23 タマコモチイトゴケ ● ●     ● 
24 コサジバゴケ ● ●     ● 
25 キャラハゴケモドキ ●       ● 
26 コウライイチイゴケ ● ●     ● 
27 ナガバムシトリゴケ ● ●     ● 
28 カビゴケ ● ●   ● 
29 イチョウウキゴケ ●    ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-236 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因 

(土地又は工作物の存在及び供用 1/5) 

影響要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 
・ダムの堤体の存在 
・原石山の跡地の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 
・道路の存在 
・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水

調節地の

環境 
生育地の改

変 
土地又は工

作物付近の

環境の変化

による生育

環境の変化

水 質 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

流 況 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

河床の変化

による生育

環境の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

1 クラマゴケ ● ●    ● 
2 ナツノハナワラビ ●     ● 
3 マツバラン ● ●    ● 
4 オオコケシノブ ● ●    ● 
5 オドリコカグマ ● ●    ● 
6 オオフジシダ ● ●    ● 
7 ヒメムカゴシダ ● ●    ● 
8 タキミシダ ● ●    ● 
9 ヒメミズワラビ ●     ● 
10 ヒメウラジロ ●     ● 
11 エビガラシダ ●     ● 
12 クマガワイノモトソウ ● ●    ● 
13 キドイノモトソウ ● ●    ● 
14 アイコハチジョウシダ ● ●    ● 
15 シモツケヌリトラノオ ● ●    ● 
16 ヒメイワトラノオ ● ●    ● 
17 イチョウシダ ● ●    ● 
18 コタニワタリ ● ●    ● 
19 イワヤシダ ● ●    ● 
20 ヌリワラビ ● ●    ● 
21 アソシケシダ ● ●    ● 
22 オオヒメワラビモドキ ● ●    ● 
23 ミドリワラビ ● ●    ● 
24 キンモウワラビ ●     ● 
25 ケキンモウワラビ ●     ● 
26 ナンゴクナライシダ ● ●    ● 
27 ヒロハナライシダ ● ●    ● 
28 ハガクレカナワラビ ● ●    ● 
29 オトコシダ ● ●    ● 
30 ツクシヤブソテツ ● ●    ● 
31 ヌカイタチシダ ● ●    ● 
32 イヌタマシダ ● ●    ● 
33 アツギノヌカイタチシダマガイ ●     ● 
34 ムラサキベニシダ ● ●    ● 
35 ヌカイタチシダマガイ ● ●    ● 
36 タチデンダ ● ●    ● 
37 ヒメサジラン ● ●    ● 
38 イブキ ● ●    ● 
39 イチイ ● ●    ● 
40 ヒトリシズカ ● ●    ● 
41 ハンゲショウ ●   ●  ● 
42 オオバウマノスズクサ ● ●    ● 
43 キンチャクアオイ ● ●    ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-236 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因 

(土地又は工作物の存在及び供用 2/5) 

影響要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 
・ダムの堤体の存在 
・原石山の跡地の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 
・道路の存在 
・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水

調節地の

環境 
生育地の改

変 
土地又は工

作物付近の

環境の変化

による生育

環境の変化

水 質 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

流 況 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

河床の変化

による生育

環境の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

44 タシロテンナンショウ ● ●    ● 
45 ミツバテンナンショウ ● ●    ● 
46 アオテンナンショウ ● ●    ● 
47 アギナシ ●     ● 
48 ヒナノシャクジョウ ● ●    ● 
49 シロシャクジョウ ● ●    ● 
50 ツクシタチドコロ ● ●    ● 
51 ホンゴウソウ ● ●    ● 
52 ツクバネソウ ● ●    ● 
53 ホソバナコバイモ ● ●    ● 
54 ホトトギス ● ●    ● 
55 ヒナラン ● ●    ● 
56 シラン ●     ● 
57 マメヅタラン ● ●    ● 
58 ムギラン ● ●    ● 
59 ミヤマムギラン ● ●    ● 
60 キエビネ ● ●    ● 
61 エビネ ● ●    ● 
62 ナツエビネ ● ●    ● 
63 ギンラン ● ●    ● 
64 キンラン ● ●    ● 
65 カンラン ● ●    ● 
66 タシロラン ● ●    ● 
67 ムヨウラン ● ●    ● 
68 ウスキムヨウラン ● ●    ● 
69 ジガバチソウ ● ●    ● 
70 クモキリソウ ● ●    ● 
71 ボウラン ● ●    ● 
72 フウラン ● ●    ● 
73 ムカゴサイシン ● ●    ● 
74 ガンゼキラン ● ●    ● 
75 ナゴラン ● ●    ● 
76 クモラン ● ●    ● 
77 ヒメトケンラン ● ●    ● 
78 ワスレグサ属 ●     ● 
79 ヒメヤブラン ● ●    ● 
80 ミズアオイ ●     ● 
81 ミクリ ●  ● ●  ● 
82 ホシクサ ●     ● 
83 クロホシクサ ●     ● 
84 ヒメコウガイゼキショウ ●     ● 
85 ケスゲ ● ●    ● 
86 イトスゲ ● ●    ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。
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表 7.2.7-236 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因 

(土地又は工作物の存在及び供用 3/5) 

影響要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 
・ダムの堤体の存在 
・原石山の跡地の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 
・道路の存在 
・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水

調節地の

環境 
生育地の改

変 
土地又は工

作物付近の

環境の変化

による生育

環境の変化

水 質 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

流 況 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

河床の変化

による生育

環境の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

87 ホソバヒカゲスゲ ●     ● 
88 アブラシバ ●     ● 
89 シカクイ ●     ● 
90 コウヤザサ ● ●    ● 
91 ミチシバ ●     ● 
92 クサノオウ ●     ● 
93 ホザキキケマン ●     ● 
94 ヤマブキソウ ● ●    ● 
95 ヒゴイカリソウ ● ●    ● 
96 ツクシクサボタン ●     ● 
97 シロバナハンショウヅル ●     ● 
98 シギンカラマツ ●     ● 
99 アオカズラ ● ●    ● 
100 ヤマシャクヤク ● ●    ● 
101 ツクシチャルメルソウ ● ●    ● 
102 ミツバベンケイソウ ●     ● 
103 タコノアシ ●   ●  ● 
104 ウドカズラ ● ●    ● 
105 クマガワブドウ ●     ● 
106 クロバナキハギ ●     ● 
107 イヌハギ ●     ● 
108 オオバタンキリマメ ●     ● 
109 クマガワナンテンハギ ●     ● 
110 アカササゲ ●     ● 
111 フジ ●     ● 
112 キビノクロウメモドキ ●     ● 
113 クサコアカソ ●     ● 
114 ケイタオミズ ● ●    ● 
115 ツクシイバラ ●     ● 
116 モリイバラ ●     ● 
117 オオバライチゴ ●     ● 
118 コジキイチゴ ●     ● 
119 キビノナワシロイチゴ ●     ● 
120 イブキシモツケ ●     ● 
121 ハナガガシ ● ●    ● 
122 イワシデ ● ●    ● 
123 ミヤマニガウリ ● ●    ● 
124 ミゾハコベ ●     ● 
125 イヌコリヤナギ ●   ●  ● 
126 アゼオトギリ ●   ●  ● 
127 ツキヌキオトギリ ●     ● 
128 ミズマツバ ●     ● 
129 チャンチンモドキ ● ●    ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-236 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因 

(土地又は工作物の存在及び供用 4/5) 

影響要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 
・ダムの堤体の存在 
・原石山の跡地の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 
・道路の存在 
・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水

調節地の

環境 
 

生育地の改

変 
土地又は工

作物付近の

環境の変化

による生育

環境の変化

水 質 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

流 況 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

河床の変化

による生育

環境の変化 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物
等 

130 ユズ ●     ● 
131 シマサクラガンピ ● ●    ● 
132 タカチホガラシ ● ●    ● 
133 オオネバリタデ ●     ● 
134 コギシギシ ●     ● 
135 ブンゴウツギ ●     ● 
136 カンザブロウノキ ● ●    ● 
137 シャクジョウソウ ● ●    ● 
138 ヒロハコンロンカ ● ●    ● 
139 ヘツカニガキ ● ●    ● 
140 ムラサキセンブリ ●     ● 
141 コイケマ ●     ● 
142 シタキソウ ● ●    ● 
143 フナバラソウ ●     ● 
144 スズサイコ ●     ● 
145 ヤマホロシ ● ●    ● 
146 シオジ ● ●    ● 
147 ミヤマイボタ ● ●    ● 
148 マルバノサワトウガラシ ●     ● 
149 イヌノフグリ ●     ● 
150 カワヂシャ ●   ●  ● 
151 コムラサキ ●     ● 
152 メハジキ ●     ● 
153 ミゾコウジュ ●   ●  ● 
154 ケミヤマナミキ ●     ● 
155 スズメノハコベ ●   ●  ● 
156 ミミカキグサ ●     ● 
157 ツゲモチ ● ●    ● 
158 タマミズキ ● ●    ● 
159 ツルギキョウ ●     ● 
160 マルバテイショウソウ ● ●    ● 
161 イヌヨモギ ●     ● 
162 タニガワコンギク ●   ●  ● 
163 ブゼンノギク ●     ● 
164 シオン ●     ● 
165 モリアザミ ●     ● 
166 ヤナギアザミ ●     ● 
167 テリハアザミ ●     ● 
168 タカサブロウ ●     ● 
169 イズハハコ ●     ● 
170 ヤナギニガナ ●     ● 
171 コスギニガナ ●     ● 
172 ナガバノコウヤボウキ ●     ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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表 7.2.7-236 予測対象とする植物の重要な種及び群落並びに影響要因 

(土地又は工作物の存在及び供用 5/5) 

影響要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 
・ダムの堤体の存在 
・原石山の跡地の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 
・道路の存在 
・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

直接改変 直接改変等以外 ダム洪水

調節地の

環境 
生育地の改

変 
土地又は工

作物付近の

環境の変化

による生育

環境の変化

水 質 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

流 況 の 変

化 に よ る

生 育 環 境

の変化 

河床の変化

による生育

環境の変化 

種
子
植
物
・
シ

ダ
植
物
等 

173 アキノハハコグサ ●     ● 
174 クマノダケ ●     ● 
175 イヌトウキ ●     ● 
176 ナベナ ●     ● 
177 イワツクバネウツギ ●     ● 

付
着
藻
類 

1 アシツキ（カワタケ） ●  ● ●  ● 
2 オオイシソウ ●  ● ● ● ● 
3 チャイロカワモズク ●  ● ● ● ● 
4 アオカワモズク ●  ● ● ● ● 
5 オキチモズク ●  ● ● ● ● 
6 チスジノリ ●  ● ● ● ● 
7 タンスイベニマダラ ●  ● ● ● ● 
8 カワノリ ●  ● ● ● ● 
9 シャジクモ ●  ● ● ● ● 

蘚
苔
類 

1 ホソベリミズゴケ ● ●    ● 
2 カシミールクマノゴケ ● ●    ● 
3 ジョウレンホウオウゴケ ● ●    ● 
4 コキヌシッポゴケ ● ●    ● 
5 クロコゴケ ●     ● 
6 タチチョウチンゴケ ● ●    ● 
7 タイワントラノオゴケ ● ●    ● 
8 オニゴケ ● ●    ● 
9 トガリミミゴケ ● ●    ● 
10 タカサゴハイヒモゴケ ● ●    ● 
11 ヒロハシノブイトゴケ ● ●    ● 
12 ヒメタチヒラゴケ ●     ● 
13 ヒメハゴロモゴケ ● ●    ● 
14 エゾヒラゴケ ● ●    ● 
15 セイナンヒラゴケ ●     ● 
16 トサヒラゴケ ● ●    ● 
17 キブリハネゴケ ●     ● 
18 コキジノオゴケ ● ●    ● 
19 キダチクジャクゴケ ●     ● 
20 レイシゴケ ●     ● 
21 オオミツヤゴケ ● ●    ● 
22 カトウゴケ ● ●    ● 
23 タマコモチイトゴケ ● ●    ● 
24 コサジバゴケ ● ●    ● 
25 キャラハゴケモドキ ●     ● 
26 コウライイチイゴケ ● ●    ● 
27 ナガバムシトリゴケ ● ●    ● 
28 カビゴケ ● ●    ● 
29 イチョウウキゴケ ●     ● 

注)1.●：各種の予測を行う項目を示す。 

2.「工事の実施」に伴う生育地の改変は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含まれるため、

「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 

3.「工事の実施」に伴う改変区域付近の環境の変化は、「土地又は工作物の存在及び供用」にその影響範囲が含ま

れるため、「土地又は工作物の存在及び供用」に合わせて予測を行った。 
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2) 予測の基本的な手法・予測地域・予測対象時期等 

(a) 予測地域 

予測地域は、調査地域のうち、事業の実施により、重要な種及び群落が環境影響を

受けるおそれがあると認められる地域とした。影響要因毎の予測地域を表 7.2.7-237、

表 7.2.7-238、表 7.2.7-241～ 表 7.2.7-244 に示す。 

 

(b) 予測対象時期等 

予測対象時期は、「工事の実施」については全ての改変区域が改変された状態であ

る時期を想定し、「土地又は工作物の存在及び供用」についてはダムの供用が定常状

態となった時期を想定した。影響要因毎の予測対象時期等を表 7.2.7-237、表 

7.2.7-238、表 7.2.7-241～ 表 7.2.7-244 に示す。 

 

(c) 予測の基本的な手法 

a) 直接改変における生育地の改変 

予測にあたっては、事業計画と重要な種及び群落の確認地点を重ね合わせることに

より、重要な種及び群落の生育地の改変の程度、生育環境の変化の程度及び重要な種

への影響を予測した。予測の基本的な手法を表 7.2.7-237 に示す。 

なお、「工事の実施」における改変と「土地又は工作物の存在及び供用」における

改変については、いずれの時点において生じる影響であっても、植物の生育個体及び

群落、並びに生育基盤の改変という観点からは違いはないと考えられる。このことか

ら、直接改変の影響について、両者を合わせて予測した。 

 

表 7.2.7-237 直接改変に係る植物の重要な種及び群落の予測手法 

項目 
影響要因 予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

工事の 
実施 

直接改変 生 育 地 の

改変 
重要な種及び群落の確認地

点等と改変区域を重ね合わせ

ることにより、直接改変によ

る重要な種及び群落の生育地

の改変の程度及び重要な種及

び群落への影響を予測した。 

調 査 地 域

と同様とし

た。 

全ての改変区域が改変

された状態である時期を

想定し、その時期とし

た。 

土 地 又

は 工 作

物 の 存

在 及 び

供用 

直接改変 生 育 地 の

改変 
重要な種及び群落の確認地

点等と改変区域を重ね合わせ

ることにより、直接改変によ

る重要な種及び群落の生育地

の改変の程度及び重要な種及

び群落への影響を予測した。 

ダムの供用が定常状態

となる時期とした。 
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b) ダム洪水調節地の環境 

予測にあたっては、ダム洪水調節地の範囲と重要な種及び群落の確認地点を重ね合

わせ、各種の耐冠水日数、確認地点の標高、標高別の冠水日数の比較することにより、

重要な種及び群落の生育地の改変の程度、生育環境の変化の程度及び重要な種への影

響を予測した。予測の基本的な手法を表 7.2.7-238 に示す。 

予測対象とした重要な種の耐冠水日数は、表 7.2.7-239 に示したフジ、イヌコリヤ

ナギ、ヤブムラサキの 3 種については、文献より得られた情報をもとに耐冠水日数を

設定し、その他の種については、各種の耐冠水日数を 1 日に設定した。影響検討に用

いる試験湛水計画は、試験湛水期間が長い年（令和 2 年）の場合を用いた。標高別の

冠水日数を表 7.2.7-240 に示す。 

なお、「工事の実施」における改変と「土地又は工作物の存在及び供用」における

改変については、いずれの時点において生じる影響であっても、植物の生育個体及び

群落、並びに生育基盤の改変という観点からは違いはないこと、「工事の実施」にお

ける試験湛水期間と「土地又は工作物の存在及び供用」における洪水調節期間を比較

すると、試験湛水期間が長期間に及ぶことから、ダム洪水調節地における影響につい

て、両者を合わせて予測した。 

 

表 7.2.7-238 ダム洪水調節地の環境に係る植物の重要な種及び群落の予測手法 

項目 
影響要因 予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

工事の 
実施 

ダ ム 洪 水

調 節 地 の

環境 

生 育 地 の

冠 水 に よ

る改変 

重要な種及び群落の確認地

点等とダム洪水調節地の範囲

を重ね合わせ、各種の耐冠水

日数、確認地点の標高、各種

の耐冠水日数、標高別の冠水

日数の比較することにより、

試験湛水による重要な種及び

群落の生育地の改変の程度及

び重要な種及び群落への影響

を予測した。 

調 査 地 域

と同様とし

た。 

試験湛水が終了し、試

験湛水による影響が 大

となる時期とした。 

土 地 又

は 工 作

物 の 存

在 及 び

供用 

ダ ム 洪 水

調 節 地 の

環 

生 育 地 の

冠 水 に よ

る改変 

重要な種及び群落の確認地

点等とダム洪水調節地の範囲

を重ね合わせ、各種の耐冠水

日数、確認地点の標高、各種

の耐冠水日数、標高別の冠水

日数の比較することにより、

洪水調節による重要な種及び

群落の生育地の改変の程度及

び重要な種及び群落への影響

を予測した。 

洪水調節に伴う一時的

な冠水が終了し、影響が

大となる時期とした。 
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表 7.2.7-239 重要な種の耐冠水日数 

重要な種 耐冠水日数（日） 備考 

フジ 100 日  

イヌコリヤナギ 180 日  

コムラサキ 10 日 近縁種のヤブムラサキの耐冠水日数 

※重要な種の耐冠水日数は、以下の文献を参照した。 
文献では、全国のダムから、試験湛水前後に毎木調査を行い、根元冠水日数と生存/枯死が判
明しているデータを抽出。冠水日数を 10 日ごとに区切り、生存率が 70%以上となる 大の冠
水日数を耐冠水日数としている。 
白井明夫、岩見洋一（ 2010）植物の耐冠水性について（続報）,ダム水源地環境技術調査研究
所所報,p.35-40 共 3） 

 

 

表 7.2.7-240 標高別の冠水日数 

冠水する標高の範囲
試験湛水期間が長いの年（R2）

の冠水日数（日） 

280m(S.W.L) 1 

270m 130 

260m 161 

250m 178 

240m 185 

230m 189 

220m 193 

210m 196 

200m 199 

190m 201 

189m 以下 201 
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c) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

「工事の実施」における改変区域付近の環境の変化及び「土地又は工作物の存在及

び供用」における土地又は工作物付近の環境の変化による影響予測は、森林が林縁環

境に変化することによる影響について予測した。予測の基本的な手法を表 7.2.7-241

に示す。影響が及ぶと想定される改変区域付近は、伐採等が行われた場所の周辺に影

響が及ぶ範囲として、直接改変区域から約 50m 以内とした。これは、道路建設に伴う

森林の伐開により、閉鎖されていた林冠が開かれ、林内に強い日射や風の影響が及ぶ

ようになった結果、樹木の枯損や林床植生に変化が生じた範囲が道路端から 11m～53m

である共 2)という研究報告に基づき想定した範囲である。 

また、「工事の実施」における改変区域付近の環境の変化と「土地又は工作物の存

在及び供用」における土地又は工作物付近の環境の変化についても、直接改変と同様

に、森林が林縁環境に変化するという観点からは違いはないと考えられる。このこと

から、両者を合わせて予測した。 

 

表 7.2.7-241 直接改変等以外による改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化に

係る植物の重要な種及び群落の予測手法 

項目 
影響要因 予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

工事の 
実施 

直 接 改 変

等以外 
改 変 区 域

付 近 の 環

境 の 変 化

に よ る 生

育 環 境 の

変化 

重要な種の確認地点等と改

変区域を重ね合わせることに

より、改変区域付近の環境の

変化による重要な種の生育環

境の変化の程度及び重要な種

への影響を予測した。 

調 査 地 域

と同様とし

た。 

改変区域付近の環境の

変化が 大となる時期を

想定し、その時期とし

た。 

土 地 又

は 工 作

物 の 存

在 及 び

供用 

直 接 改 変

等以外 
土 地 又 は

工 作 物 付

近 の 環 境

の 変 化 に

よ る 生 育

環 境 の 変

化 

重要な種の確認地点等と改

変区域を重ね合わせることに

より、土地又は工作物付近の

環境の変化による重要な種の

生育環境の変化の程度及び重

要な種への影響を予測した。 

土地又は工作物付近の

環境の変化が 大となる

時期を想定し、その時期

とした。 
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(ii) 水質の変化による生育環境の変化 

「工事の実施」における水質の変化による生育環境の変化については、ダムの堤体

の工事等に伴い、土砂による水の濁りの変化が想定され、試験湛水の実施時には土砂

による水の濁りが想定される。 

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダム下流河川の水質の変化による影響

予測については、ダム下流河川における土砂による水の濁り(浮遊物質量(SS))の変化

が想定される。 

水の濁り等による生育環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生育環境の

変化に係る予測の基本的な手法を表 7.2.7-242 に示す。 

 

表 7.2.7-242 水質の変化による生育環境の変化に係る植物の重要な種の予測手法 

項目 

影響要因 
予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

工事の実施 
（試験湛水
以外の期間） 

直接改変
等以外 

土砂による
水の濁り 
pH 

「7.2.4 水質」の予測
結果をもとに、生育環
境の変化について予測
した。 

調 査 地 域
のうち、下
流の渡地点
ま で と し
た。 

ダム堤体工事の実
施に伴う濁水処理施
設からの排水や工事
区域の裸地からの降
雨時に発生する濁水
による水の濁りに係
る環境影響が 大と
なる裸地面積が 大
となるの時期（濁水
処理施設により処理
される期間を除く）
とした。 

ダム堤体工事の実
施に伴うコンクリー
ト打設作業排水に伴
うアルカリ分の流出
に係る環境影響が
大となる、試験湛水
の期間を除くダムの
堤体の工事に伴う排
水量が 大となる時
期とした。 

工事の実施 
（試験湛水） 

直接改変
等以外 

土砂による
水の濁り 
水温 
富栄養化 
溶存酸素量 

「7.2.4 水質」の予測
結果をもとに、生育環
境の変化について予測
し た 。 な お 、 予 測 は
「7.2.4 水質」の環境保
全措置を実施した場合
の 水 質 を 前 提 に 行 っ
た。 

予測対象時期は、
試 験 湛 水 の 期 間 と
し、試験湛水期間が
短い年、試験湛水期
間が中間の年及び試
験湛水期間が長い年
の流況等を用いた。 

土地又は工
作物の存在
及び供用 

直接改変
等以外 

土砂による
水の濁り 

「7.2.4 水質」の予測
結果をもとに、生育環
境の変化について予測
した。 

ダムの供用が定常
状態となる時期とし
た。 
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(iii) 流況の変化による生育環境の変化 

「工事の実施」における流況の変化による生育環境の変化については、試験湛水に

よる流況の変化に伴う冠水頻度の変化による生育環境が変化することが想定される。 

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダムの供用に伴う下流河川の流況の変

化による生育環境の変化については、ダムの供用により流況が変化するため、冠水頻

度の変化に伴い生育環境が変化することが想定される。ダム下流河川の流況の変化に

係る予測の基本的な手法を表 7.2.7-243 に示す。 

 

表 7.2.7-243 流況の変化による生育環境の変化に係る植物の重要な種の予測手法 

項目 
影響要因 

予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

工事の実施 直接改変
等以外 

流況の変化
による生育
環境の変化 

「7.2.8 生態系典型性
（河川域）」で予測した
流況の変化の予測結果を
もとに、重要な種の生育
環境の変化について予測
した。 

調査地域の
うち、下流の
渡地点までと
した。 

試験湛水に伴う流況の変
化が 大となる時期とし
た。 

土地又は工
作物の存在
及び供用 

直接改変
等以外 

ダム下流河
川の流況の
変化による
生育環境の
変化 

「7.2.8 生態系典型性
（河川域）」で予測した
流況の変化による河川植
生の予測結果をもとに、
重要な種の生育環境の変
化について予測した。 

ダムの供用が定常状態と
なる時期とした。 

 

 

(iv) 河床の変化による生育環境の変化 

「土地又は工作物の存在及び供用」における河床の変化による生育環境の変化につ

いては、ダム堤体の存在及び供用によりダム洪水調節地及び下流河川の重要な種の生

育環境の変化が想定される。 

河床の変化に係る予測の基本的な手法を表 7.2.7-244 に示す。 

 

表 7.2.7-244 河床の変化による生育環境の変化に係る植物の重要な種の予測手法 

項目 
影響要因 

予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等 

土地又は工
作物の存在
及び供用 

直接改変
等以外 

河床の変化
による生育
環境の変化 

「 7.2.8 生態系典型性
（河川域）」で予測した河
床の変化の予測結果をもと
に、重要な種の生育環境の
変化について予測した。 

調 査 地 域
のうち、下
流の渡地点
ま で と し
た。 

ダムの供用が定常状態と
なる時期とした。 
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(2) 予測結果 

1) 種子植物・シダ植物の重要な種及び群落 

植物の重要な種の確認地点と事業計画を重ね合わせた結果を表 7.2.7-245 に示す。 

 

表 7.2.7-245 種子植物・シダ植物の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果(1/5) 

 

No. 予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳

記
号

予
測

地
域
内

(

合
計
）

改
変

区
域
内
（

合
計
）

ダ
ム

洪
水
調
節
地
（

合
計
）

改
変

区
域
付
近
（

合

計
）

そ
の

他
の
区
域
（

合

計
）

ダ
ム

堤
体

原
石

山

施
工

設
備

建
設

発
生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

堤
体

原
石

山

施
工

設
備

建
設

発
生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

洪
水
調
節
地

1 クラマゴケ 地点数 8 2 2 4 2
a 個体数 345 7 110 228 110
2 ナツノハナワラビ 地点数 1 1
b 個体数 1 1
3 マツバラン 地点数 3 1 2
c 個体数 5 1 4
4 オオコケシノブ 地点数 17 1 16 1
d 個体数 731 30 701 30
5 オドリコカグマ 地点数 21 3 3 1 14 2 1 1
e 個体数 47 8 5 1 33 3 5 1
6 オオフジシダ 地点数 37 2 2 33 2
f 個体数 408 11 105 292 105
7 ヒメムカゴシダ 地点数 4 2 2 2
g 個体数 27 2 25 2
8 タキミシダ 地点数 3 3
h 個体数 35 35
9 ヒメミズワラビ 地点数 9 9
i 個体数 352 352
10 ヒメウラジロ 地点数 3 3
j 個体数 5 5
11 エビガラシダ 地点数 8 8
k 個体数 12 12
12 クマガワイノモトソウ 地点数 115 1 7 30 77 1 1 29
l 個体数 1,262 1 134 525 602 1 1 524
13 キドイノモトソウ 地点数 44 1 3 11 29 1 1 10
m 個体数 97 1 7 22 67 1 1 21
14 アイコハチジョウシダ 地点数 1 1
n 個体数 1 1
15 シモツケヌリトラノオ 地点数 9 1 8 1
o 個体数 82 1 81 1
16 ヒメイワトラノオ 地点数 2 2
p 個体数 2 2
17 イチョウシダ 地点数 4 4
q 個体数 10 10
18 コタニワタリ 地点数 9 9
r 個体数 18 18
19 イワヤシダ 地点数 7 7
s 個体数 9 9
20 ヌリワラビ 地点数 1 1
t 個体数 1 1
21 アソシケシダ 地点数 1 1
u 個体数 4 4
22 オオヒメワラビモドキ 地点数 10 10
v 個体数 39 39
23 ミドリワラビ 地点数 3 1 2 1
w 個体数 3 1 2 1
24 キンモウワラビ 地点数 24 24
x 個体数 176 176
25 ケキンモウワラビ 地点数 4 4
y 個体数 4 4
26 ナンゴクナライシダ 地点数 1 1
z 個体数 2 2
27 ヒロハナライシダ 地点数 1 1
aa 個体数 15 15
28 ハガクレカナワラビ 地点数 3 1 2
ab 個体数 8 1 7
29 オトコシダ 地点数 24 1 2 21 2
ac 個体数 70 2 3 65 3
30 ツクシヤブソテツ 地点数 2 2
ad 個体数 4 4
31 ヌカイタチシダ 地点数 28 5 4 19 4
ae 個体数 120 12 6 102 6
32 イヌタマシダ 地点数 1 1
af 個体数 1 1
33 アツギノヌカイタチシダマガイ 地点数 19 4 15
ag 個体数 27 4 23
34 ムラサキベニシダ 地点数 2 1 1
ah 個体数 2 1 1
35 ヌカイタチシダマガイ 地点数 3 3
ai 個体数 3 3
36 タチデンダ 地点数 61 23 38 1 22
aj 個体数 725 436 289 100 336
37 ヒメサジラン 地点数 7 1 6 1
ak 個体数 36 1 35 1

種名
地点数

・
個体数
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表 7.2.7-245 種子植物・シダ植物の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果(2/5) 

 

No. 予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳

記
号

予
測

地
域
内

(

合
計
）

改
変

区
域
内
（

合
計
）

ダ
ム

洪
水
調
節
地
（

合
計
）

改
変

区
域
付
近
（

合

計
）

そ
の

他
の
区
域
（

合

計
）

ダ
ム

堤
体

原
石

山

施
工

設
備

建
設

発
生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

堤
体

原
石

山

施
工

設
備

建
設

発
生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

洪
水
調
節
地

38 イブキ 地点数 1 1
al 個体数 1 1
39 イチイ 地点数 2 2
am 個体数 2 2
40 ヒトリシズカ 地点数 22 1 6 15 1 5
an 個体数 755 7 88 660 3 85
41 ハンゲショウ 地点数 2 2
ao 個体数 5 5
42 オオバウマノスズクサ 地点数 5 1 4
ap 個体数 6 1 5
43 キンチャクアオイ 地点数 41 5 3 33 1 2
aq 個体数 41 5 3 33 1 2
44 タシロテンナンショウ 地点数 1 1
ar 個体数 1 1
45 ミツバテンナンショウ 地点数 1 1
as 個体数 1 1
46 アオテンナンショウ 地点数 1 1
at 個体数 2 2
47 アギナシ 地点数 6 3 2 1 3
au 個体数 6 3 2 1 3
48 ヒナノシャクジョウ 地点数 30 30
av 個体数 245 245
49 シロシャクジョウ 地点数 17 1 16
aw 個体数 99 12 87
50 ツクシタチドコロ 地点数 25 7 18 1 6
ax 個体数 91 30 61 1 29
51 ホンゴウソウ 地点数 16 1 15
ay 個体数 41 1 40
52 ツクバネソウ 地点数 1 1
az 個体数 11 11
53 ホソバナコバイモ 地点数 1 1
ba 個体数 1 1
54 ホトトギス 地点数 1 1
bb 個体数 1 1
55 ヒナラン 地点数 7 2 3 2 3
bc 個体数 9 2 3 4 3
56 シラン 地点数 27 5 22
bd 個体数 407 14 393
57 マメヅタラン 地点数 9 9
be 個体数 248 248
58 ムギラン 地点数 26 1 25 1
bf 個体数 1,072 1 1,071 1
59 ミヤマムギラン 地点数 15 4 3 8 3
bg 個体数 203 85 72 46 72
60 キエビネ 地点数 5 1 4 1
bh 個体数 5 1 4 1
61 エビネ 地点数 33 1 32
bi 個体数 84 1 83
62 ナツエビネ 地点数 150 11 11 128 11
bj 個体数 260 17 20 223 20
63 ギンラン 地点数 3 1 1 1 1
bk 個体数 3 1 1 1 1
64 キンラン 地点数 2 2
bl 個体数 19 19
65 カンラン 地点数 2 2
bm 個体数 2 2
66 タシロラン 地点数 4 1 3 1
bn 個体数 7 1 6 1
67 ムヨウラン 地点数 4 4
bo 個体数 13 13
68 ウスキムヨウラン 地点数 8 8
bp 個体数 39 39
69 ジガバチソウ 地点数 1 1
bq 個体数 4 4
70 クモキリソウ 地点数 6 1 5 1
br 個体数 10 2 8 2
71 ボウラン 地点数 1 1 1
bs 個体数 1 1 1
72 フウラン 地点数 19 2 1 16 2
bt 個体数 60 2 1 57 2
73 ムカゴサイシン 地点数 6 1 5 1
bu 個体数 133 36 97 36
74 ガンゼキラン 地点数 2 2
bv 個体数 24 24
75 ナゴラン 地点数 5 5
bw 個体数 58 58
76 クモラン 地点数 8 1 7
bx 個体数 156 4 152
77 ヒメトケンラン 地点数 1 1 1
by 個体数 1 1 1
78 ワスレグサ属 地点数 3 3
bz 個体数 43 43
79 ヒメヤブラン 地点数 6 2 4 2
ca 個体数 20 2 18 2
80 ミズアオイ 地点数 1 1
cb 個体数 1 1
81 ミクリ 地点数 1 1
cc 個体数 1 1

種名
地点数

・
個体数
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表 7.2.7-245 種子植物・シダ植物の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果(3/5) 

 

No. 予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳
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82 ホシクサ 地点数 50 6 5 39 6
cd 個体数 12,331 10,104 5 2,222 10,104

83 クロホシクサ 地点数 2 1 1
ce 個体数 2 1 1
84 ヒメコウガイゼキショウ 地点数 12 12
cf 個体数 207 207
85 ケスゲ 地点数 8 8
cg 個体数 52 52
86 イトスゲ 地点数 1 1
ch 個体数 2 2
87 ホソバヒカゲスゲ 地点数 11 11
ci 個体数 215 215
88 アブラシバ 地点数 1 1
cj 個体数 5 5
89 シカクイ 地点数 2 2
ck 個体数 1,016 1,016
90 コウヤザサ 地点数 1 1
cl 個体数 20 20
91 ミチシバ 地点数 14 14
cm 個体数 21 21
92 クサノオウ 地点数 3 1 2
cn 個体数 7 1 6
93 ホザキキケマン 地点数 1 1
co 個体数 3 3
94 ヤマブキソウ 地点数 1 1
cp 個体数 1 1
95 ヒゴイカリソウ 地点数 28 1 3 24 3
cq 個体数 46 3 4 39 4
96 ツクシクサボタン 地点数 36 36
cr 個体数 36 36
97 シロバナハンショウヅル 地点数 125 9 116
cs 個体数 339 21 318
98 シギンカラマツ 地点数 30 1 3 26 1
ct 個体数 52 1 10 41 1
99 アオカズラ 地点数 73 31 13 29 13
cu 個体数 126 48 32 46 32
100 ヤマシャクヤク 地点数 34 34
cv 個体数 363 363
101 ツクシチャルメルソウ 地点数 56 9 5 42 1 4
cw 個体数 1,118 506 54 558 1 53
102 ミツバベンケイソウ 地点数 46 8 38
cx 個体数 389 87 302
103 タコノアシ 地点数 34 3 31
cy 個体数 202 6 196
104 ウドカズラ 地点数 30 1 4 5 20 1 5
cz 個体数 74 1 5 18 50 1 18
105 クマガワブドウ 地点数 10 1 9 1
da 個体数 15 1 14 1
106 クロバナキハギ 地点数 3 1 2 1
db 個体数 3 1 2 1
107 イヌハギ 地点数 1 1
dc 個体数 18 18
108 オオバタンキリマメ 地点数 4 4
dd 個体数 9 9
109 クマガワナンテンハギ 地点数 4 4
de 個体数 160 160
110 アカササゲ 地点数 22 2 9 11 2
df 個体数 86 2 45 39 2
111 フジ 地点数 254 5 53 196 2 1 1 1
dg 個体数 665 5 150 510 2 1 1 1
112 キビノクロウメモドキ 地点数 27 27
dh 個体数 30 30
113 クサコアカソ 地点数 8 2 1 5 1 1
di 個体数 8 2 1 5 1 1
114 ケイタオミズ 地点数 4 1 1 2 1
dj 個体数 91 1 50 40 1
115 ツクシイバラ 地点数 35 1 3 31 1
dk 個体数 38 1 3 34 1
116 モリイバラ 地点数 7 7
dl 個体数 8 8
117 オオバライチゴ 地点数 1 1
dm 個体数 2 2
118 コジキイチゴ 地点数 3 3
dn 個体数 8 8
119 キビノナワシロイチゴ 地点数 3 3
do 個体数 3 3
120 イブキシモツケ 地点数 38 2 36
dp 個体数 415 56 359
121 ハナガガシ 地点数 2 1 1 1 1
dq 個体数 2 1 1 1 1
122 イワシデ 地点数 2 2
dr 個体数 2 2
123 ミヤマニガウリ 地点数 1 1 1
ds 個体数 1 1 1
124 ミゾハコベ 地点数 2 2
dt 個体数 60 60
125 イヌコリヤナギ 地点数 14 1 13
du 個体数 14 1 13

種名
地点数

・
個体数
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表 7.2.7-245 種子植物・シダ植物の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果(4/5) 

 

No. 予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳
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地

126 アゼオトギリ 地点数 1 1
dv 個体数 1 1
127 ツキヌキオトギリ 地点数 4 1 3
dw 個体数 54 2 52
128 ミズマツバ 地点数 49 1 2 46 1
dx 個体数 639 100 2 537 100
129 チャンチンモドキ 地点数 4 4
dy 個体数 19 19
130 ユズ 地点数 22 3 19
dz 個体数 45 8 37
131 シマサクラガンピ 地点数 32 2 7 23 1 6
ea 個体数 57 6 23 28 5 18
132 タカチホガラシ 地点数 8 1 3 4 1
eb 個体数 8 1 3 4 1
133 オオネバリタデ 地点数 5 5
ec 個体数 5 5
134 コギシギシ 地点数 1 1
ed 個体数 1 1
135 ブンゴウツギ 地点数 25 8 17
ee 個体数 93 31 62
136 カンザブロウノキ 地点数 10 1 1 8 1
ef 個体数 42 1 1 40 1
137 シャクジョウソウ 地点数 1 1
eg 個体数 13 13
138 ヒロハコンロンカ 地点数 61 1 13 6 41 1 1 5
eh 個体数 100 1 23 6 70 1 1 5
139 ヘツカニガキ 地点数 22 15 7 15
ei 個体数 45 38 7 38
140 ムラサキセンブリ 地点数 1 1
ej 個体数 1 1
141 コイケマ 地点数 1 1
ek 個体数 4 4
142 シタキソウ 地点数 1 1
el 個体数 1 1
143 フナバラソウ 地点数 7 7
em 個体数 16 16
144 スズサイコ 地点数 1 1
en 個体数 1 1
145 ヤマホロシ 地点数 1 1 1
eo 個体数 1 1 1
146 シオジ 地点数 1 1
ep 個体数 1 1
147 ミヤマイボタ 地点数 1 1
eq 個体数 1 1
148 マルバノサワトウガラシ 地点数 1 1 1
er 個体数 1 1 1
149 イヌノフグリ 地点数 1 1
es 個体数 1 1
150 カワヂシャ 地点数 96 4 92
et 個体数 1,011 5 1,006
151 コムラサキ 地点数 1 1
eu 個体数 1 1
152 メハジキ 地点数 140 5 40 95 2 2 1
ev 個体数 599 6 260 333 2 3 1
153 ミゾコウジュ 地点数 242 5 237
ew 個体数 6,091 125 5,966
154 ケミヤマナミキ 地点数 13 13
ex 個体数 508 508
155 スズメノハコベ 地点数 34 1 33
ey 個体数 1,498 1 1,497
156 ミミカキグサ 地点数 1 1
ez 個体数 1 1
157 ツゲモチ 地点数 1 1
fa 個体数 1 1
158 タマミズキ 地点数 5 1 1 3 1
fb 個体数 5 1 1 3 1
159 ツルギキョウ 地点数 14 10 4
fc 個体数 16 12 4
160 マルバテイショウソウ 地点数 5 5
fd 個体数 9 9
161 イヌヨモギ 地点数 4 4
fe 個体数 8 8
162 タニガワコンギク 地点数 320 10 94 216 4 1 2 2 1
ff 個体数 4,667 365 2,357 1,945 60 200 2 3 100
163 ブゼンノギク 地点数 1 1
fg 個体数 3 3
164 シオン 地点数 2 1 1 1
fh 個体数 2 1 1 1
165 モリアザミ 地点数 1 1
fi 個体数 1 1
166 ヤナギアザミ 地点数 1 1
fj 個体数 1 1
167 テリハアザミ 地点数 1 1
fk 個体数 1 1
168 タカサブロウ 地点数 2 2
fl 個体数 23 23
169 イズハハコ 地点数 85 39 46
fm 個体数 526 134 392

種名
地点数

・
個体数
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表 7.2.7-245 種子植物・シダ植物の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果(5/5) 

 
注)1.事業の工事計画が重複する位置に生育する重要な種については、ダム堤体、原石山、施工設備、建設

発生土、付替道路、工事用道路、ダム洪水調節地の順で優先順位を設定し、より優先順位の高い事業計

画にその地点数及び個体数を記載した。 

2.改変区域付近とは、直接改変に伴う生育環境の変化による影響が及ぶと想定される直接改変区域から約

50m 以内とした。 

3.その他の区域とは、直接改変の影響が及ぶ範囲及び直接改変等以外の生育環境の変化による影響が及ぶ

と想定される直接改変区域から 50m 以外の区域とした。 

4. は、森林が林縁環境に変化することによる影響を受けない種であることから、直接改変等以外の生育

環境の変化による影響がないことを示す。 

 

No. 予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳
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170 ヤナギニガナ 地点数 1 1
fn 個体数 5 5
171 コスギニガナ 地点数 77 2 29 46 1 1
fo 個体数 1,003 105 425 473 5 100
172 ナガバノコウヤボウキ 地点数 2 2
fp 個体数 3 3
173 アキノハハコグサ 地点数 2 2
fq 個体数 2 2
174 クマノダケ 地点数 225 3 56 166 1 1 1
fr 個体数 916 29 196 691 5 1 23
175 イヌトウキ 地点数 50 6 44
fs 個体数 215 31 184
176 ナベナ 地点数 5 1 4
ft 個体数 5 1 4
177 イワツクバネウツギ 地点数 28 28
fu 個体数 61 61

種名
地点数
・

個体数
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(a) クラマゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地や山麓の林床などに生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結

果、8 地点(345 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、スギ・ヒノ

キ植林、シイ・カシ林、ススキ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(345 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 8 地点(345 個体)のうち、2 地点（25.0％）、7 個体

（2.0％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(345 個体)のうち、2 地点(110 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の25.0％、生育個体の31.9％で生育環境が変化する可能性

がある。 
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e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせてみ

ると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変

化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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(b) ナツノハナワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の疎林の林床等に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、

1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点（100％）、1 個体（100％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全てが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-339

(c) マツバラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低山地の岩上と樹幹、まれに地上に生育する、常緑性シダ植物である。現

地調査の結果、3地点(5個体)で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ群落等であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された3地点(5個体)のうち、1地点（33.3％）、1個体（20.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(5 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 



 

 7.2.7-340

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-341

(d) オオコケシノブ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内の陰湿地に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、

17 地点(731 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、タブノキ林、ツ

ブラジイ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 17 地点(731 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 17 地点(731 個体)のうち、1 地点(30 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 5.9％、生育個体の 4.1％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 



 

 7.2.7-342

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-343

(e) オドリコカグマ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林下の渓流の近くに生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結

果、21 地点(47 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ヌルデ－ア

カメガシワ群落、ムクノキ－エノキ群集、常緑広葉樹林林縁等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体及び施工設備の出現により、本種の生育が確認された 21 地点(47 個体)の

うち、3 地点(14.3％)は、8 個体(17.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 21 地点(47 個体)のうち、3 地点（14.3％）、5 個体

（10.6％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 21 地点(47 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 4.8％、生育個体の 2.1％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-344

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は

生育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-345

(f) オオフジシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖地の山林下に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、37 地

点(408 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、

ツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 37 地点(408 個体)のうち、2 地点（5.4％）、11 個体

（2.7％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 37 地点(408 個体)のうち、2 地点(105 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 5.4％、生育個体の 25.7％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-346

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-347

(g) ヒメムカゴシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、陰湿な常緑林内に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、4

地点(27 個体)で生育が確認された。確認地点は、常緑広葉樹林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(27 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(27 個体)のうち、2 地点(2 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 50.0％、生育個体の 7.4％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 



 

 7.2.7-348

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-349

(h) タキミシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林内渓側の陰湿な岩上に生育する常緑性シダ植物である。現地調査の結果、

3 地点(35 個体)で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ林、シイ・カシ林、スギ・

ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(35 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(35 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-350

(i) ヒメミズワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田、水路、沼地に生育する、一年生シダ植物である。現地調査の結果、

9 地点(352 個体)で生育が確認された。確認地点は、休耕田及び水田であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(352 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-351

(j) ヒメウラジロ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、向陽の山地の岩上や路傍の石垣等に生育する、常緑性シダ植物である。現

地調査の結果、3 地点(5 個体)で生育が確認された。確認地点は、石灰岩地等であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-352

(k) エビガラシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、向陽の岩隙や石垣に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、

8 地点(12 個体)で生育が確認された。確認地点は、石灰岩地、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(12 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-353

(l) クマガワイノモトソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、

115 地点(1,262 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、岩隙地、石

灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

付替道路の出現により、本種の生育が確認された 115地点(1,262個体)のうち、1地

点（0.9％）、1 個体（0.1％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 115 地点(1,262 個体)のうち、7 地点（6.1％）、134 個体

（10.6％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 115 地点(1,262 個体)のうち、30 地点(525 個体)は直接改

変等以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、

改変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境

の変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の26.1％、生育個体の41.6％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 



 

 7.2.7-354

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を

合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生

育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-355

(m) キドイノモトソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地帯の岩上や岩隙に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の

結果、44 地点(97 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カ

シ林、ケヤキ群落、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

付替道路の出現により、本種の生育が確認された 44 地点(97 個体)のうち、1 地点

（2.3％）、1 個体（1.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された44地点(97個体)のうち、3地点（6.8％）、7個体（7.2％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 44 地点(97 個体)のうち、11 地点(22 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の25.0％、生育個体の22.7％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 



 

 7.2.7-356

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は

生育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-357

(n) アイコハチジョウシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、1 地点(1

個体)で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-358

(o) シモツケヌリトラノオ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内の岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、9

地点(82 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、岩隙地、石灰岩地等

であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(82 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(82 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 11.1％、生育個体の 1.2％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 



 

 7.2.7-359

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-360

(p) ヒメイワトラノオ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の陰湿な石灰岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結

果、2 地点(2 個体)で生育が確認された。確認地点は、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-361

(q) イチョウシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、4

地点(10 個体)で生育が確認された。確認地点は、カヤ群落、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(10 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(10 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-362

(r) コタニワタリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、落葉林内の陰湿な地上と岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調

査の結果、9 地点(18 個体)で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(18 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(18 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-363

(s) イワヤシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内の陰湿地に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、

7 地点(9 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落及びスギ・ヒノキ植

林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(9 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(9 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-364

(t) ヌリワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林下に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、1 地点

(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-365

(u) アソシケシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿り気のある山地林内に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結

果、1 地点(4 個体)で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(4 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(4 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-366

(v) オオヒメワラビモドキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地の林縁のやや湿った林床に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調

査の結果、10 地点(39 個体)で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ群落、スギ・

ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 10 地点(39 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 10 地点(39 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-367

(w) ミドリワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、3 地点(3

個体)で生育が確認された。確認地点は、道路脇等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点及び生育個体の 33.3％が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-368

(x) キンモウワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩の岩隙に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、24 地

点(176 個体)で生育が確認された。確認地点は、岩隙地、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 24 地点(176 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-369

(y) ケキンモウワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩上に生育する、夏緑性シダ植物である。現地調査の結果、4 地点(4

個体)で生育が確認された。確認地点は、岩隙地、石灰岩地の低木林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(4 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-370

(z) ナンゴクナライシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、1 地点(2

個体)で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ自然林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-371

(aa) ヒロハナライシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林床や斜面に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、

1 地点(15 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(15 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(15 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-372

(ab) ハガクレカナワラビ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林床に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、3 地点(8

個体)で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(8 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された3地点(8個体)のうち、1地点（33.3％）、1個体（12.5％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(8 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-373

(ac) オトコシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低山地の林床に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、24 地

点(70 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、タブノキ林、広葉樹林

（自然林）等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 24 地点(70 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された24地点(70個体)のうち、1地点（4.2％）、2個体（2.9％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 24 地点(70 個体)のうち、2 地点(3 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 8.3％、生育個体の 4.3％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-374

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-375

(ad) ツクシヤブソテツ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山林中の比較的湿ったところに生育する、常緑性シダ植物である。現地調

査の結果、2 地点(4 個体)で生育が確認された。確認地点は、ウツギ群落及びスギ・

ヒノキ林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(4 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(4 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-376

(ae) ヌカイタチシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低山地の林床のやや乾いた岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地

調査の結果、28 地点(120 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、モ

ウソウチク植林、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 28 地点(120 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 28 地点(120 個体)のうち、5 地点（17.9％）、12 個体

（10.0％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 28 地点(120 個体)のうち、4 地点(6 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 14.3％、生育個体の 5.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-377

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせて

みると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が

変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-378

(af) イヌタマシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内渓側および陰湿な岩場に生育する、常緑性シダ植物である。現地

調査の結果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-379

(ag) アツギノヌカイタチシダマガイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林縁の岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、19

地点(27 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ二次林、

ツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 19 地点(27 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 19 地点(27 個体)のうち、4 地点（21.1％）、4 個体

（14.8％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-380

(ah) ムラサキベニシダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、2 地点(2

個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された2地点(2個体)のうち、1地点（50.0％）、1個体（50.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-381

(ai) ヌカイタチシダマガイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、渓谷の湿り気の多い地上や岩上に生育する、常緑性シダ植物である。現地

調査の結果、3 地点(3 個体)で生育が確認された。確認地点は、ツブラジイ林及び岩

隙地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-382

(aj) タチデンダ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低山地の林中に生育する、常緑性シダ植物である。現地調査の結果、61 地

点(725 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、

岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 61 地点(725 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 61 地点(725 個体)のうち、23 地点(436 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の37.7％、生育個体の60.1％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 



 

 7.2.7-383

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-384

(ak) ヒメサジラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内の湿った岩上や樹上に生育する、常緑性シダ植物である。現地調

査の結果、7 地点(36 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、沢沿い

の露岩上等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(36 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(36 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 14.3％、生育個体の 2.8％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 



 

 7.2.7-385

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-386

(al) イブキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、島や海岸ときに山上（石灰岩地など）に生育する、常緑の高木又は大型の

低木である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。確認地点は、石

灰岩地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-387

(am) イチイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、深山の林に生育する、常緑の高木である。現地調査の結果、2地点(2個体)

で生育が確認された。確認地点は、岩隙地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-388

(an) ヒトリシズカ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林中に生育する、多年草である。現地調査の結果、22 地点(755 個体)で生

育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノキ植林、ケ

ヤキ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 22 地点(755 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 22 地点(755 個体)のうち、1 地点（4.5％）、7 個体

（0.9％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 22 地点(755 個体)のうち、6 地点(88 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の27.3％、生育個体の11.7％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-389

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせて

みると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が

変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-390

(ao) ハンゲショウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地の水辺や湿地に生育する、多年草である。現地調査の結果、2 地点(5 個

体)で生育が確認された。確認地点は、メダケ群集等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 



 

 7.2.7-391

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-392

(ap) オオバウマノスズクサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、木本性のつるである。現地調査の結果、5 地点(6

個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、タブノキ林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(6 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された5地点(6個体)のうち、1地点（20.0％）、1個体（16.7％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(6 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-393

(aq) キンチャクアオイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、41 地点(41 個体)

で生育が確認された。確認地点は、アラカシ萌芽林、林縁等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 41 地点(41 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 41 地点(41 個体)のうち、5 地点（12.2％）、5 個体

（12.2％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 41 地点(41 個体)のうち、3 地点(3 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 7.3％、生育個体の 7.3％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 



 

 7.2.7-394

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-395

(ar) タシロテンナンショウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は山地の林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)で

生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-396

(as) ミツバテンナンショウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)で

生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-397

(at) アオテンナンショウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(2 個体)

で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-398

(au) アギナシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田、ため池、湿地に生育する、多年草である。現地調査の結果、6 地点

(6 個体)で生育が確認された。確認地点は、水田等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 6 地点(6 個体)のうち、3 地点

（50.0％）、3 個体（50.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された6地点(6個体)のうち、2地点（33.3％）、2個体（33.3％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考えら

れる。 

 



 

 7.2.7-399

(av) ヒナノシャクジョウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、菌従属栄養多年草である。現地調査の結果、30 地点

(245 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、スギ・

ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 30 地点(245 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 30 地点(245 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-400

(aw) シロシャクジョウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、菌従属栄養多年草である。現地調査の結果、17 地点

(99 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ツブラジイ林、広葉樹林

（自然林）、常緑広葉樹二次林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 17 地点(99 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 17 地点(99 個体)のうち、1 地点（5.9％）、12 個体

（12.1％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 17 地点(99 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 



 

 7.2.7-401

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-402

(ax) ツクシタチドコロ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、25地点(91個体)

で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、シイ・カシ林、モウソウチク植林、

石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 25 地点(91 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 25 地点(91 個体)のうち、7 地点(30 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の28.0％、生育個体の33.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 



 

 7.2.7-403

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-404

(ay) ホンゴウソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、多年生の菌従属栄養植物である。現地調査の結果、

16 地点(41 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ヒノキ植林等で

あった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 16 地点(41 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された16地点(41個体)のうち、1地点（6.3％）、1個体（2.4％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 16 地点(41 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 



 

 7.2.7-405

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-406

(az) ツクバネソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(11 個体)

で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(11 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(11 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-407

(ba) ホソバナコバイモ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、落葉林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)で

生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-408

(bb) ホトトギス 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の半日陰地に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-409

(bc)ヒナラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の岩上に生育する、多年草である。現地調査の結果、7 地点(9 個体)

で生育が確認された。確認地点は、アカマツ林、アラカシ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(9 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された7地点(9個体)のうち、2地点（28.6％）、2個体（22.2％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(9 個体)のうち、3 地点(3 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

これらのことから、生育地点の42.9％、生育個体の33.3％で生育環境が変化する可

能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 



 

 7.2.7-410

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせてみ

ると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変

化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-411

(bd) シラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、アカマツの二次林に生育する、多年草である。現地調査の結果、27 地点(407

個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ツクシヤブウツギ群落、ハ

ルニレ群落、ススキ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 27 地点(407 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 27 地点(407 個体)のうち、5 地点（18.5％）、14 個体

（3.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-412

(be) マメヅタラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、おもに暖温帯山地の樹幹又は岩石の上に着生する、常緑の多年草である。

現地調査の結果、9 地点(248 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、

常緑広葉樹二次林及び岩隙地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(248 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点(248 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-413

(bf) ムギラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯の常緑樹林内の樹上や岩上に着生する、常緑の多年草である。現地

調査の結果、26 地点(1,072 個体)で生育が確認された。確認地点は、アカマツ群落、

アラカシ群落、シイ・カシ二次林、常緑広葉樹林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 26 地点(1,072 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 26 地点(1,072 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化あると考えられる。 

このことから、生育地点の 3.8％、生育個体の 0.1％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 



 

 7.2.7-414

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-415

(bg) ミヤマムギラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、渓谷の岩上に生育する、常緑の多年草である。現地調査の結果、15 地点

(203 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、広葉樹林（自然林）、

常緑広葉樹二次林、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 15 地点(203 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 15 地点(203 個体)のうち、4 地点（26.7％）、85 個体

（41.9％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 15 地点(203 個体)のうち、3 地点(72 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の20.0％、生育個体の35.5％で生育環境が変化する可能性

がある。 
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e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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(bh) キエビネ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、5 地点(5 個体)

で生育が確認された。確認地点は、林内の沢筋、林内の沢脇の崩壊地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点の20.0％、生育個体の20.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 
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これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-419

(bi) エビネ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の常緑林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、33 地点(84 個

体)で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ二次林、スギ・ヒノキ植林、岩隙

地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 33 地点(84 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された33地点(84個体)のうち、1地点（3.0％）、1個体（1.2％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 33 地点(84 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 



 

 7.2.7-420

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bj) ナツエビネ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、冷温帯～暖温帯のやや湿った落葉樹林下に生育する、多年草である。現地

調査の結果、150 地点(260 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、

ケヤキ群落、スギ・ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 150 地点(260 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 150 地点(260 個体)のうち、11 地点（7.3％）、17 個体

（6.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 150 地点(260 個体)のうち、11 地点(20 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 7.3％、生育個体の 7.7％で生育環境が変化する可能性

がある。 
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e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bk) ギンラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、冷温帯～暖温帯の樹林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、3

地点(3 個体)で生育が確認された。確認地点は、モウソウチク植林及び林内であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された3地点(3個体)のうち、1地点（33.3％）、1個体（33.3％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点の33.3％、生育個体の33.3％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 
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ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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(bl) キンラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯の疎林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、2 地点(19 個

体)で生育が確認された。確認地点は、果樹園及び林縁であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(19 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(19 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bm) カンラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、常緑の多年草である。現地調査の結果、2 地点(2 個

体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bn) タシロラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、地生の多年草である。現地調査の結果、4 地点(7 個

体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、クヌギ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 4 地点(7 個体)のうち、1 地点

(25.0％)、1 個体（14.3％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(7 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bo) ムヨウラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯～亜熱帯の常緑広葉樹林、落葉広葉樹、アカマツ林などの林床に生

育する、地生の菌従属栄養植物である。現地調査の結果、4 地点(13 個体)で生育が確

認された。確認地点は、アラカシ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(13 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(13 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-429

(bp) ウスキムヨウラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯～亜熱帯の常緑広葉樹林下に生育する、菌根植物である。現地調査

の結果、8 地点(39 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落及びシイ・

カシ二次林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(39 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(39 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-430

(bq) ジガバチソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の疎林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1地点(4個体)

で生育が確認された。確認地点は、ウラジロガシ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(4 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(4 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-431

(br) クモキリソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、寒帯～暖温帯の疎林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、6 地

点(10 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、落葉広葉樹林、スギ・

ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(10 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(10 個体)のうち、1 地点(2 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の16.7％、生育個体の20.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 



 

 7.2.7-432

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-433

(bs) ボウラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林や社寺等の樹幹に生育する、常緑の多年草である。現地調査の結果、

1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点

(100％)、1 個体(100％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体の全てが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-434

(bt) フウラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑樹林内の樹上に生育する、常緑の多年草である。現地調査の結果、19

地点(60 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、石灰

岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 19地点(60個体)のうち、2地点

(10.5％)、2 個体（3.3％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された19地点(60個体)のうち、1地点（5.3％）、1個体（1.7％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 19 地点(60 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-435

(bu) ムカゴサイシン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、温帯の林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、6地点(133個体)

で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(133 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(133 個体)のうち、1 地点(36 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の16.7％、生育個体の27.1％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 



 

 7.2.7-436

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-437

(bv) ガンゼキラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、2 地点(24 個体)で

生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落及びマダケ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(24 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(24 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-438

(bw) ナゴラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内の樹上に生育する、常緑の多年草である。現地調査の結果、5 地

点(58 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、社寺林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(58 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(58 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(bx) クモラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯～熱帯の木の樹幹や枝の明るい部分に着生する、多年草である。現地調

査の結果、8 地点(156 個体)で生育が確認された。確認地点は、ウメ植林、スギ・ヒ

ノキ植林、放棄果樹園等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(156 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 8 地点(156 個体)のうち、1 地点（12.5％）、4 個体

（2.6％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(156 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲

とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
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これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(by) ヒメトケンラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、おもに暖温帯の常緑広葉樹林下に生育する、多年草である。現地調査の結

果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。確認地点は、道路脇であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点及び生育個体の 100％が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の全て

が改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 
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(bz) ワスレグサ属 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、溝の縁や野原に生育する、多年草である。現地調査の結果、3 地点(43 個

体)で生育が確認された。確認地点は、チガヤ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(43 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(ca) ヒメヤブラン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、原野の草地や林下に生育する、多年草である。現地調査の結果、6 地点(20

個体)で生育が確認された。確認地点は、クヌギ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(20 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点(20 個体)のうち、2 地点(2 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の33.3％、生育個体の10.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 
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これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-445

(cb) ミズアオイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、平地の水湿地に生育する、一年草である。現地調査の結果、1地点(1個体)で

生育が確認された。確認地点は、湿地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点（100％）、1 個体（100％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全てが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 
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(cc) ミクリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湖沼、ため池、水路などの流れの穏やかな水域に生育する、多年草である。

現地調査の結果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

工事の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境の

変化があると考えられる。本種はダム下流において地点 1 地点（1 個体）で確認され

ているが、詳細な生育環境は不明である。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及びダ

ム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことか

ら、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さいと考え

られる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内では

ダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダム下

流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の SS が

増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と予測し

たことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増加する

と予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合には、生育

環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一時的なもの

であることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS にダ

ム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境基準

値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はない。大規模な出水

時には洪水調節により放流水の SS が増加するが、SS が増加している時間は短時間で

あることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質及び流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(cd) ホシクサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿地また水田などに生育する、一年草である。現地調査の結果、50 地点

(12,331 個体)で生育が確認された。確認地点は、湿地、水田等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 50 地点(12,331 個体)のうち、6

地点(12.0％)、10,104 個体（81.9％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 50 地点(12,331 個体)のうち、5 地点（10.0％）、5 個体

（0.04％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 
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(ce) クロホシクサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水湿地に生育する、一年草である。現地調査の結果、2 地点(2 個体)で生

育が確認された。確認地点は、水田であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された2地点(2個体)のうち、1地点（50.0％）、1個体（50.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-450

(cf) ヒメコウガイゼキショウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、明るい裸地に生育する、一年草である。現地調査の結果、12 地点(207 個

体)で生育が確認された。確認地点は、一年生草本群落、自然裸地、道路脇等であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 12 地点(207 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-451

(cg) ケスゲ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、8 地点(52 個体)で

生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ウラジロガシ群落、岩隙地等であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(52 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(52 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-452

(ch) イトスゲ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(2 個体)で

生育が確認された。確認地点は、石灰岩地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-453

(ci) ホソバヒカゲスゲ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の岩上又は疎林地の斜面に生育する、多年草である。現地調査の結果、

11 地点(215 個体)で生育が確認された。確認地点は、ウラジロガシ林、岩隙地、石灰

岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 11 地点(215 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-454

(cj) アブラシバ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山中の裸地に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(5 個体)

で生育が確認された。確認地点は、河原礫地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-455

(ck) シカクイ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地から平地にいたる湿地に生育する、多年草である。現地調査の結果、

2地点(1,016個体)で生育が確認された。確認地点は、放棄耕作地及び放棄水田であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(1,016 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-456

(cl) コウヤザサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地、林中に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(20 個体)

で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ二次林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(20 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(20 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-457

(cm) ミチシバ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の林縁、路傍に生育する、多年草である。現地調査の結果、14 地

点(21 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群、クズ群落、落葉広葉樹林

林縁、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 14 地点(21 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-458

(cn) クサノオウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地の日当たりのよい草地や荒地に生育する、越年草である。現地調査の

結果、3 地点(7 個体)で生育が確認された。確認地点は、道路脇等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(7 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された3地点(7個体)のうち、1地点（33.3％）、1個体（14.3％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-459

(co) ホザキキケマン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石垣や道ばたに生育する、越年草である。現地調査の結果、1地点(3個体)

で生育が確認された。確認地点は、道路脇であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-460

(cp) ヤマブキソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の落葉林内及び神社林内に生育する、多年草である。現地調査の

結果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-461

(cq) ヒゴイカリソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、疎林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、28 地点(46 個体)で

生育が確認された。確認地点は、ケヤキ群落、岩隙地、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 28 地点(46 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された28地点(46個体)のうち、1地点（3.6％）、3個体（6.5％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 28 地点(46 個体)、3 地点(4 個体)は直接改変等以外の影響

を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域にお

ける樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化がある

と考えられる。 

このことから、生育地点の 10.7％、生育個体の 8.7％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 



 

 7.2.7-462

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-463

(cr) ツクシクサボタン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、落葉林内と林縁に生育する、低木である。現地調査の結果、36 地点(36 個

体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 36 地点(36 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-464

(cs) シロバナハンショウヅル 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖温帯林の縁に生育する、木本性のつる植物である。現地調査の結果、

125地点(339個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、ウラジロガシ林、

落葉広葉樹林、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 125 地点(339 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 125 地点(339 個体)のうち、9 地点（7.2％）、21 個体

（6.2％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-465

(ct) シギンカラマツ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、温帯林の林縁や林間の草地に生育する、多年草である。現地調査の結果、

30 地点(52 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、

露岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

付替道路の出現により、本種の生育が確認された 30 地点(52 個体)のうち、1 地点

(3.3％)、1 個体（1.9％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 30 地点(52 個体)のうち、3 地点（10.0％）、10 個体

（19.2％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-466

(cu) アオカズラ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林内に生育する、落葉性の藤本である。現地調査の結果、73 地点(126

個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、スギ・ヒノ

キ植林、ヌルデ－アカメガシワ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 73 地点(126 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 73 地点(126 個体)のうち、31 地点（42.5％）、48 個体

（38.1％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 73 地点(126 個体)のうち、13 地点(32 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の17.8％、生育個体の25.4％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-467

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせてみ

ると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変

化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-468

(cv) ヤマシャクヤク 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、夏緑広葉樹林の林床に生育する、多年草である。現地調査の結果、34 地点

(363 個体)で生育が確認された。確認地点は、エノキ林、ケヤキ林、落葉広葉樹林、

スギ・ヒノキ植林等であった。 

 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された、34 地点(363 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

b) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

c) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された、34 地点(363 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範

囲とした改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-469

(cw) ツクシチャルメルソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、深山の湿った岩上や岩壁に生育する、多年草である。現地調査の結果、56

地点(1,118 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ウラジロガシ群

落、常緑広葉樹二次林、等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された、56 地点(1,118 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 56 地点(1,118 個体)のうち、9 地点（16.1％）、506 個体

（45.3％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 56 地点(1,118 個体)のうち、5 地点(54 個体)は直接改変等

以外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改

変区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の

変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 8.9％、生育個体の 4.8％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-470

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を

合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生

育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-471

(cx) ミツバベンケイソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、岩の露出した林中、林縁、渓流沿いの岩上、川原などに生育する、多年草

である。現地調査の結果、46 地点(389 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラ

カシ群落、落葉広葉樹林、岩隙地、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された、46 地点(389 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 46 地点(389 個体)のうち、8 地点（17.4％）、87 個体

（22.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-472

(cy) タコノアシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、泥湿地に生育する、多年草である。現地調査の結果、34 地点(202 個体)で

生育が確認された。確認地点は、イヌドクサ群落、ツルヨシ群集、自然裸地、放棄耕

作地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された、34 地点(202 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 34 地点(202 個体)のうち、3 地点（8.8％）、6 個体

（3.0％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-473

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-474

(cz) ウドカズラ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、落葉木本である。現地調査の結果、30 地点(74 個

体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、ケヤキ群落、

スギ・ヒノキ植林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 30 地点(74 個体)のうち、1 地点

(3.3％)、1 個体（1.4％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 30 地点(74 個体)のうち、4 地点（13.3％）、5 個体

（6.8％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 30 地点(74 個体)のうち、5 地点(18 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の16.7％、生育個体の24.3％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 



 

 7.2.7-475

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は

生育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-476

(da) クマガワブドウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低山地の林縁に生育する、落葉木本である。現地調査の結果、10 地点(15

個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ツブラジイ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 10 地点、15 個体のうち、1 地点

（10.0％)、1 個体（6.7％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-477

(db) クロバナキハギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩峰上に生育する、半低木（近縁種のヤマハギの場合）である。現地

調査の結果、3 地点(3 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

付替道路の出現により、本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)のうち、1 地点

(33.3％)、1 個体（33.3％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-478

(dc) イヌハギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、長草型の草原に生育する、半低木である。現地調査の結果、1 地点(18 個

体)で生育が確認された。確認地点は、チガヤ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(18 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-479

(dd) オオバタンキリマメ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山野の林縁に生育する、多年草である。現地調査の結果、4 地点(9 個体)

で生育が確認された。確認地点は、石灰岩地、先駆林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(9 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-480

(de) クマガワナンテンハギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、河川や路傍の岩礫地、やや乾き気味の草地に生育する、多年草（近縁種の

ナンテンハギの場合）である。現地調査の結果、4 地点(160 個体)で生育が確認され

た。確認地点は、メダケ群集であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(160 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-481

(df) アカササゲ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、日当たりの良い草原や路傍、林縁に生育する、多年草である。現地調査の

結果、22地点(86個体)で生育が確認された。確認地点は、ススキ群落、メダケ群集、

放棄水田等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 22地点(86個体)のうち、2地点

(9.1％)、2 個体（2.3％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 22 地点(86 個体)のうち、9 地点（40.9％）、45 個体

（52.3％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-482

(dg) フジ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内や林縁に生育する、落葉木本である。現地調査の結果、254 地

点(665 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ヌルデ－アカメガシ

ワ群落、メダケ群集等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体、施工設備、建設発生土及び工事用道路の出現により、254地点(665個体)

のうち、5 地点(2.0％)、5 個体（0.8％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 254 地点(665 個体)のうち、53 地点（150 個体)はダム洪水

調節地の範囲に位置する。これらの地点は標高 179～273ｍに位置し、試験湛水計画に

基づく予測の結果、全ての地点で 118 日間以上冠水する。本種の耐冠水日数（100 日）

を考慮すると、53 地点（20.9％）、150 個体（22.6％)が改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-483

(dh) キビノクロウメモドキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地に生育する、落葉低木又は小高木である。現地調査の結果、27 地

点(30 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ケヤキ群落、ウラジロ

ガシ林、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 27 地点(30 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-484

(di) クサコアカソ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁に生育する、多年草である。現地調査の結果、8 地点(8 個体)で

生育が確認された。確認地点は、沢沿いの林縁、自然裸地、草地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

原石山及び建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 8 地点(8 個体)のう

ち、2 地点(25.0％)、2 個体（25.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された8地点(8個体)のうち、1地点（12.5％）、1個体（12.5％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

一方で、直接改変及びダム洪水調節地の環境による改変を合わせてみると、本種は、

予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考えら

れる。 

 



 

 7.2.7-485

(dj) ケイタオミズ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地常緑樹林内の陰湿地に生育する、多年草である。現地調査の結果、4

地点(91 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 4 地点(91 個体)のうち、1 地点

(25.0％)、1 個体（1.1％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 4 地点(91 個体)のうち、1 地点（25.0％）、50 個体

（54.9％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(91 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-486

(dk) ツクシイバラ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山足の林縁に生育する、落葉低木である。現地調査の結果、35地点(38個体)

で生育が確認された。確認地点は、カラムシ群落、メダケ群集等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 35地点(38個体)のうち、1地点

(2.9％)、1 個体（2.6％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された35地点(38個体)のうち、3地点（8.6％）、3個体（7.9％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-487

(dl) モリイバラ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地、おもにクリ帯に生育する、落葉低木である。現地調査の結果、7 地

点(8 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ林、ウラジロガシ林、岩隙地、

石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(8 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-488

(dm) オオバライチゴ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁に生育する、小低木である。現地調査の結果、1 地点(2 個体)

で生育が確認された。確認地点は、ウラジロガシ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-489

(dn) コジキイチゴ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林の林縁部に生育する、小低木である。現地調査の結果、3 地点(8 個

体)で生育が確認された。確認地点は、クサイチゴ群落、スギ・ヒノキ植林及びヌル

デ－アカメガシワ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(8 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

a) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-490

(do) キビノナワシロイチゴ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、日当たりのいい原野や林縁に生育する、小低木である。現地調査の結果、

3 地点(3 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-491

(dp) イブキシモツケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地や海岸の岩礫地、しばしば石灰岩上に生育する、落葉低木である。現地

調査の結果、38 地点(415 個体)で生育が確認された。確認地点は、落葉広葉樹林、岩

隙地、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 38 地点(415 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 38 地点(415 個体)のうち、2 地点（5.3％）、56 個体

（13.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-492

(dq) ハナガガシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、常緑高木である。現地調査の結果、2地点(2個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)のうち、1 地点

(50.0％)、1 個体（50.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点の50.0％、生育個体の50.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、直接改変による改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境

の変化により生育環境が変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-493

(dr) イワシデ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の尾根(石灰岩地)に生育する、落葉大型低木である。現地調査の結果、

2 地点(2 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-494

(ds) ミヤマニガウリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地林内の谷沿いに生育する、一年生のつる草である。現地調査の結果、

1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点及び生育個体の 100％が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の全て

が改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-495

(dt) ミゾハコベ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田、溝、湿地などに生育する、一年草である。現地調査の結果、2 地点

(60 個体)で生育が確認された。確認地点は、水田及び水田雑草群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(60 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-496

(du) イヌコリヤナギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、池溝辺、河川敷に生育する、低木である。現地調査の結果、14 地点(14 個

体)で生育が確認された。確認地点は、ネコヤナギ群落、ヤナギタデ群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 14 地点(14 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 14 地点(14 個体)のうち、1 地点（1 個体)はダム洪水調節

地の範囲に位置する。この地点は標高 249ｍに位置し、試験湛水計画に基づく予測の

結果、180 日間冠水する。本種の耐冠水日数（180 日）を考慮すると、1 地点

（7.1％）、1 個体（7.1％)が改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 



 

 7.2.7-497

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-498

(dv) アゼオトギリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、低地の湿り気の多いところに生育する、多年草である。現地調査の結果、

1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 



 

 7.2.7-499

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-500

(dw) ツキヌキオトギリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の湿り気の多い林縁や路傍に生育する、多年草である。現地調査の結

果、4 地点(54 個体)で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林、ススキ群

落、落葉広葉樹林及びホテイチク植林林縁であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(54 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された4地点(54個体)のうち、1地点（25.0％）、2個体（3.7％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-501

(dx) ミズマツバ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地に生育する、一年草である。現地調査の結果、49 地点(639 個

体)で生育が確認された。確認地点は、休耕田、水田や水田雑草群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 49 地点(639 個体)のうち、1 地

点(2.0％)、100 個体（15.6％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 49 地点(639 個体)のうち、2 地点（4.1％）、2 個体

（0.3％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-502

(dy) チャンチンモドキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、落葉高木である。現地調査の結果、4 地点(19 個

体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落及びシイ・カシ林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(19 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(19 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-503

(dz) ユズ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、五木村のものは石灰岩の崖の横に生育する、常緑小高木である。現地調査

の結果、22 地点(45 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・

カシ二次林、スギ・ヒノキ植林、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 22 地点(45 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 22 地点(45 個体)のうち、3 地点（13.6％）、8 個体

（17.8％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-504

(ea) シマサクラガンピ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、落葉小低木である。現地調査の結果、32 地点(57 個

体)で生育が確認された。確認地点は、ウラジロガシ林、落葉広葉樹林、石灰岩地等

であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 32 地点(57 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 32 地点(57 個体)のうち、2 地点（6.3％）、6 個体

（10.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 32 地点(57 個体)のうち、7 地点(23 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の21.9％、生育個体の40.4％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-505

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 

なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合

わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育

環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-506

(eb) タカチホガラシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、渓谷沿いの湿性地に生育する、多年草（近縁種のオクヤマガラシの場合）

である。現地調査の結果、8 地点(8 個体)で生育が確認された。確認地点は、渓谷、

法面等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

工事用道路の出現により、本種の生育が確認された 8 地点(8 個体)のうち、1 地点

(12.5％)、1 個体（12.5％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された8地点(8個体)のうち、3地点（37.5％）、3個体（37.5％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点(8 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 



 

 7.2.7-507

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-508

(ec) オオネバリタデ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山野のよく日の当たるところに生育する、一年草である。現地調査の結果、

5地点(5個体)で生育が確認された。確認地点は、クリ園内の草地、低茎草地等であっ

た。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-509

(ed) コギシギシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、畑地、ときに海岸に生育する、越年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個

体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点（100％）、1 個体（100％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全てが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-510

(ee) ブンゴウツギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、谷沿いの林縁に生育する、低木である。現地調査の結果、25地点(93個体)

で生育が確認された。確認地点は、ケヤキ群落、ヌルデ－アカメガシワ群落、岩隙地、

石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 25 地点(93 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 25 地点(93 個体)のうち、8 地点（32.0％）、31 個体

（33.3％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-511

(ef) カンザブロウノキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地に生育する、小高木である。現地調査の結果、10 地点(42 個体)で生

育が確認された。確認地点は、アラカシ二次林、シイ・カシ林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 10 地点(42 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 10 地点(42 個体)のうち、1 地点（10.0％）、1 個体

（2.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 10 地点(42 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外

の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区

域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化

があると考えられる。 

このことから、生育地点の 10.0％、生育個体の 2.4％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 



 

 7.2.7-512

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-513

(eg) シャクジョウソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、従属栄養の多年草である。現地調査の結果、1 地

点(13 個体)で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ二次林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(13 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(13 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-514

(eh) ヒロハコンロンカ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林下に生育する、落葉低木である。現地調査の結果、61 地点(100 個体)で

生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、広葉樹林（二次

林）、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 61 地点(100 個体)のうち、1 地点

(1.6％)、1 個体（1.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 61 地点(100 個体)のうち、13 地点（21.3％）、23 個体

（23.0％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 61 地点(100 個体)のうち、6 地点(6 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 9.8％、生育個体の 6.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 



 

 7.2.7-515

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は

生育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以

外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-516

(ei) ヘツカニガキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑樹林中に生育する、落葉高木である。現地調査の結果、22 地点(45 個

体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ二次林、タブノキ林、ケヤキ群落、

常緑広葉樹二次林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 22 地点(45 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 22 地点(45 個体)のうち、15 地点(38 個体)は直接改変等以

外の影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変

区域における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変

化があると考えられる。 

このことから、生育地点の68.2％、生育個体の84.4％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多く

が生育環境として適さなくなる可能性がある。 



 

 7.2.7-517

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-518

(ej) ムラサキセンブリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、長草型の草地に生育する、二年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-519

(ek) コイケマ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山の林縁や草地又は海岸付近に生育する、多年草である。現地調査の結果、

1 地点(4 個体)で生育が確認された。確認地点は、道路脇であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(4 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-520

(el) シタキソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、海岸近くの山林内に生育する、常緑のつる草である。現地調査の結果、1

地点(1 個体)で生育が確認された。確認地点は、スギ・ヒノキ植林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-521

(em) フナバラソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山野の草地に生育する、多年草である。現地調査の結果、7 地点(16 個体)

で生育が確認された。確認地点は、アカメガシワ低木林、クマノミズキ群落、常緑広

葉樹二次林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点(16 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-522

(en) スズサイコ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、長草型の草地に生育する、多年草である。現地調査の結果、1地点(1個体)

で生育が確認された。確認地点は、ワラビ群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-523

(eo) ヤマホロシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林内に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点及び生育個体の 100％が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の全て

が改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が

変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-524

(ep) シオジ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山の谷間に生育する、落葉高木である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。確認地点は、林内であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-525

(eq) ミヤマイボタ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、落葉林内に生育する、落葉低木である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-526

(er) マルバノサワトウガラシ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿地や水田に生育する、一年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点

（100％）、1 個体（100％）が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の全てが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-527

(es) イヌノフグリ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、平地の畑地と路傍に生育する、越年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個

体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-528

(et) カワヂシャ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、川、溝の縁や田に生育する、越年草である。現地調査の結果、96地点(1,011

個体)で生育が確認された。確認地点は、ツルヨシ群集、オギ群落、ヤナギタデ群落、

自然裸地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 96 地点(1,011 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 96 地点(1,011 個体)のうち、4 地点（4.2％）、5 個体

（0.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-529

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-530

(eu) コムラサキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿地及びその周辺の草地や林縁に生育する、落葉低木である。現地調査の

結果、1 地点(1 個体)で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)のうち、1 地点（1 個体)はダム洪水調節地

の範囲に位置する。この地点は標高 251ｍに位置し、試験湛水計画に基づく予測の結

果、178 日間冠水する。本種の耐冠水日数（10 日）を考慮すると、1 地点（100％）、

1 個体（100％）が改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全てが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-531

(ev) メハジキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、道ばたや荒れ地に生育する、一年草又は越年草である。現地調査の結果、

140 地点(599 個体)で生育が確認された。確認地点は、オオブタクサ群落、ススキ群

落、メダケ群集、草地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

施工設備、建設発生土及び工事用道路の出現により、本種の生育が確認された 140

地点(599 個体)のうち、5 地点(3.6％)、6 個体（1.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 140 地点(599 個体)のうち、40 地点（28.6％）、260 個体

（43.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-532

(ew) ミゾコウジュ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿った草地や泥地に生育する、越年草である。現地調査の結果、242 地点

(6,091 個体)で生育が確認された。確認地点は、オギ群落、シロツメクサ群落、ツル

ヨシ群集、自然裸地、水田等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 242 地点(6,091 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 242 地点(6,091 個体)のうち、5 地点（2.1％）、125 個体

（2.1％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-533

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-534

(ex) ケミヤマナミキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁の湿った地上に生育する、多年草である。現地調査の結果、13

地点(508 個体)で生育が確認された。確認地点は、林道脇及び道路脇であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 13 地点(508 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-535

(ey) スズメノハコベ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、平地の河岸や水湿地、水田、休耕田に生育する、1 年草である。現地調査

の結果、34 地点(1,498 個体)で生育が確認された。確認地点は、ケイヌビエ群落、休

耕田、水田や水田雑草群落等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 34 地点(1,498 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域

の範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 34 地点(1,498 個体)のうち、1 地点（2.9％）、1 個体

（0.1％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-536

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-537

(ez) ミミカキグサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿った土やミズゴケに生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点

(1 個体)で生育が確認された。確認地点は、公園内であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-538

(fa) ツゲモチ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑樹林内に生育する、常緑高木である。現地調査の結果、1地点(1個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-539

(fb) タマミズキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑樹林内に生育する、落葉高木である。現地調査の結果、5地点(5個体)

で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ二次林、広葉樹林（二次林）、落葉広

葉樹林等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された5地点(5個体)のうち、1地点（20.0％）、1個体（20.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)のうち、1 地点(1 個体)は直接改変等以外の

影響を受けるとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域

における樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化が

あると考えられる。 

このことから、生育地点の20.0％、生育個体の20.0％で生育環境が変化する可能性

がある。 

 



 

 7.2.7-540

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生

育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体

が存在する。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせて

みると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が

変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区

域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-541

(fc) ツルギキョウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、常緑林の林内と林縁に生育する、多年生草本である。現地調査の結果、14

地点(16 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、シイ・カシ林、ス

ギ・ヒノキ植林、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 14 地点(16 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 14 地点(16 個体)のうち、10 地点（71.4％）、12 個体

（75.0％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-542

(fd) マルバテイショウソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林床に生育する、多年草である。現地調査の結果、5 地点(9 個体)で生育

が確認された。確認地点は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、常緑広葉樹二次林林

縁等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(9 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(9 個体)は、直接改変等以外の影響を受ける範囲と

した改変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-543

(fe) イヌヨモギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、やや乾いた丘陵に生育する、多年草である。現地調査の結果、4 地点(8 個

体)で生育が確認された。確認地点は、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点(8 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-544

(ff) タニガワコンギク 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、渓流辺に生育する、多年草である。現地調査の結果、320地点(4,667個体)

で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、ツルヨシ群集、メダケ群集、岩隙

地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体、原石山、施工設備、建設発生土及び工事用道路の出現により、本種の生

育が確認された 320 地点(4,667 個体)のうち、10 地点(3.1％)、365 個体（7.8％)が改

変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 320 地点(4,667 個体)のうち、94 地点（29.4％）、2,357

個体（50.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化がある

と考えられる。 

しかし、「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化

が想定されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境

の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 



 

 7.2.7-545

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可能性

があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では洪

水調節により洪水時の水位が低下するが、自然裸地や河岸植生の分布範囲における水

位の変化は小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持さ

れると考えられる。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-546

(fg) ブゼンノギク 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の岩隙や岩上に生育する、越年草である。現地調査の結果、1 地

点(3 個体)で生育が確認された。確認地点は、石灰岩地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-547

(fh) シオン 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、高茎型の草地に生育する、多年草である。現地調査の結果、2 地点(2 個体)で

生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)のうち、1 地点

(50.0％)、1 個体（50.0％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された2地点(2個体)のうち、1地点（50.0％）、1個体（50.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び生

育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考えら

れる。 

 



 

 7.2.7-548

(fi) モリアザミ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山野の草原や林間の草地に生育する、多年草である。現地調査の結果、1

地点(1 個体)で生育が確認された。確認地点は、道路脇であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-549

(fj) ヤナギアザミ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、長草型の草原に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。確認地点は、ススキ草地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-550

(fk) テリハアザミ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(1 個体)

で生育が確認された。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(1 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-551

(fl) タカサブロウ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地、都会の溝などに生育する、一年草である。現地調査の結果、

2 地点(23 個体)で生育が確認された。確認地点は、休耕田及び水田雑草群落であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(23 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-552

(fm) イズハハコ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山野の路傍と崖地に生育する、一～越年草である。現地調査の結果、85 地

点(526 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林、

シイ・カシ林、岩隙地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 85 地点(526 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 85 地点(526 個体)のうち、39 地点（45.9％）、134 個体

（25.5％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-553

(fn) ヤナギニガナ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、河川の陰湿な岩場に生育する、多年草である。現地調査の結果、1 地点(5 個

体)で生育が確認された。確認地点は、岩隙地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-554

(fo) コスギニガナ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、ニガナとヤナギニガナの交雑に起源する無融合生殖種と考えられている種

であり、道都沿いの土手等に生育する。現地調査の結果、77 地点(1,003 個体)で生育

が確認された。確認地点は、ススキ群落、河岸岩隙地、岩隙地、自然裸地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体及び建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 77 地点(1,003 個

体)のうち、2 地点(2.6％)、105 個体（10.5％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 77 地点(1,003 個体)のうち、29 地点（37.7％）、425 個体

（42.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多くが

改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-555

(fp) ナガバノコウヤボウキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、落葉林内及び林縁、岩上、山地の林緑に生育する、落葉性小低木である。

現地調査の結果、2 地点(3 個体)で生育が確認された。確認地点は、シイ・カシ二次

林であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(3 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-556

(fq) アキノハハコグサ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の路傍に生育する、一年草である。現地調査の結果、2 地点(2 個体)

で生育が確認された。確認地点は、石垣の隙間及び崖地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点(2 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(fr) クマノダケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、球磨川(一勝地～八代市)沿いに生育する、多年草（近縁種のイヌトウキの

場合）である。現地調査の結果、225 地点(916 個体)で生育が確認された。確認地点

は、アラカシ群落、岩隙地、自然裸地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体、原石山及び建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 225 地点

(916 個体)のうち、3 地点(1.3％)、29 個体（3.2％)が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 225 地点(916 個体)のうち、56 地点（24.9％）、196 個体

（21.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内

に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(fs) イヌトウキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩地の岩隙及び風化土壌地に生育する、多年草である。現地調査の結

果、50 地点(215 個体)で生育が確認された。確認地点は、アラカシ群落、落葉広葉樹

林、岩隙地、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 50 地点(215 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 50 地点(215 個体)のうち、6 地点（12.0％）、31 個体

（14.4％)はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(ft) ナベナ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁や路傍に生育する、越年草である。現地調査の結果、5 地点(5 個

体)で生育が確認された。確認地点は、沢沿いの斜面、林縁の伐採草地、植林地林縁

等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点(5 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の範

囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が上

昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された5地点(5個体)のうち、1地点（20.0％）、1個体（20.0％)

はダム洪水調節地の出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存するこ

と、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水終了

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移す

る可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変さ

れるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(fu) イワツクバネウツギ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地に点々と分布し、おもに石灰岩地、まれに蛇紋岩地に生育する落葉低

木である。現地調査の結果、28 地点(61 個体)で生育が確認された。確認地点は、ア

ラカシ群落、落葉広葉樹林、石灰岩地等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 28 地点(61 個体)は、直接改変の影響を受ける改変区域の

範囲に位置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点及び生育個体の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点及び生育個体の改変

や生育環境の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変区

域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこと

から、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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2) 付着藻類の重要な種 

付着藻類の重要な種の確認地点と事業計画を重ね合わせた結果を表 7.2.7-246に示

す。 

 

表 7.2.7-246 付着藻類の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果 

予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数の内訳 改変区域付近の地点数の内訳

予
測
地
域
内
（

合
計
）

改
変
区
域
内
（

合
計
）

ダ
ム
洪
水
調
節
地
（

合
計
）

改
変
区
域
付
近
（

合
計
）

そ
の
他
の
区
域
（

合
計
）

ダ
ム
堤
体

原
石
山

施
工
設
備

建
設
発
生
土

付
替
道
路

工
事
用
道
路

ダ
ム
堤
体

原
石
山

施
工
設
備

建
設
発
生
土

付
替
道
路

工
事
用
道
路

ダ
ム
洪
水
調
節
地

a アシツキ（カワタケ） 263 6 96 161 6

b オオイシソウ 5 5

c チャイロカワモズク 9 9

d アオカワモズク 43 43

e オキチモズク 9 9

f チスジノリ 9 9

g タンスイベニマダラ 223 3 48 172 2 1

h カワノリ 24 1 23

i シャジクモ 2 2

No. 種名

 

注)1.事業計画が重複する位置に生育する付着藻類の重要な種については、ダム堤体、原石山、施工設備、

建設発生土、付替道路、工事用道路、ダム洪水調節地の順で優先順位を設定し、より優先順位の高い事

業計画にその地点数及び個体数を記載した。 

2.改変区域付近とは、直接改変に伴う生育環境の変化による影響が及ぶと想定される直接改変区域から

約 50m 以内とした。 

3.その他の区域とは、直接改変の影響が及ぶ範囲及び直接改変等以外の生育環境の変化による影響が及

ぶと想定される直接改変区域から 50m 以外の区域とした。 

4. は、森林が林縁環境に変化することによる影響を受けない種であることから、直接改変等以外の生

育環境の変化による影響が想定されないことを示す。 
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(a) アシツキ（カワタケ） 

a) 生育地点及び生育環境 

アシツキ（カワタケ）は、渓流中の岩盤やダムの壁面上等に生じる藍藻類である。

現地調査の結果、263 地点で生育が確認された。確認された環境は、水際部の岩盤

上や、岩盤上のコケの中、水際に近い水中の岩盤など、水際の乾燥しない場所で

あった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体及び施工設備の出現により、本種の生育が確認された 263 地点のうち、6

地点（2.3%）は改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 263 地点のうち、96 地点（36.5％）はダム洪水調節地の

出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の本種は、上流域からの流下による供給が期

待できることから、比較的比較的早期に生育が確認される可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 130 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増
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加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、個体数の減少や産卵環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは

水位低下時の一時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持され

ると考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、本種の生育環境が

変化する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生

育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化及び流況の変化による生育環境の変化は小さいと考

えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(b) オオイシソウ 

a) 生育地点及び生育環境 

オオイシソウは紅藻類の一種で、河川の中流域や河口付近に生育し、よく日光の

あたる河底の石や水草に着生する。現地調査の結果、5 地点で生育が確認された。

確認された環境は、川辺川合流点のワンドとワンドをつなぐ細流の人頭大の石や、

人吉城付近から球磨川に流入する胸川の岩に付着していた。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 5 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS にダ

ム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境基準

値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模な出水

時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加している時間

は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、本種の生育環境が

変化する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石や岩等は維持されることから、本種の生育環境の

変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 



 

 7.2.7-566

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-567

(c) チャイロカワモズク 

a) 生育地点及び生育環境 

チャイロカワモズクは、平野の湧水灌漑用水路など、汚染されていない流水の浅

い場所に生育する紅藻類である。現地調査の結果、9 地点で生育が確認された。確

認された環境は、球磨川・川辺川に接続する湧水のある流入支川や、球磨川・川辺

川本川の岸際の緩流部であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 9 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-568

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、本種の生育環境が

変化する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 



 

 7.2.7-569

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-570

(d) アオカワモズク 

a) 生育地点及び生育環境 

アオカワモズクは、平野の湧水灌漑用水路など、汚染されていない清浄な流水の浅い

場所に生育する紅藻類である。現地調査の結果、43 地点で生育が確認された。確認

された環境は、球磨川及び川辺川の橋脚の周りや岸に近い緩流部、湧水のある流入

支川などの礫やコンクリート上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 43 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 43 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-571

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 



 

 7.2.7-572

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-573

(e) オキチモズク 

a) 生育地点及び生育環境 

オキチモズクは、湧水の流れ、河川上流の清澄な場所で、日陰の石やコンクリー

トの側壁などに生育する紅藻類である。現地調査の結果、9 地点で生育が確認され

た。確認された環境は、湧水のある球磨川の流入支川の日当たりが強くない場所の

礫やコンクリート上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 9 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-574

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 
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以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(f) チスジノリ 

a) 生育地点及び生育環境 

チスジノリは紅藻類の一種で、河川中流域の水量が安定したかなりの流速がある

場所で、冬季水温が極度に低下しない場所に生育する。現地調査の結果、9 地点で

生育が確認された。確認された主な環境は、球磨川本川の流速のある礫やコンク

リートや、川辺川合流点の鉄道橋や道路橋の周囲などであった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 9 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-577

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 
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以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(g) タンスイベニマダラ 

a) 生育地点及び生育環境 

タンスイベニマダラは、汚濁の全くみられない日陰の清冽な泉中の岩上にほぼ一年中

生育する紅藻類である。現地調査の結果、223 地点で生育が確認された。確認された

環境は、球磨川本川及び、川辺川の本川や支川に流れ込む細流の日の当たらない岩

陰や、コンクリートの水路の日陰であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体及び施工設備の出現により、本種の生育が確認された 223 地点のうち、3

地点（1.3%）が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 223 地点のうち、48 地点（21.5％）はダム洪水調節地の

出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の本種は、上流域からの流下による供給が期

待できることから、比較的早期に生育が確認される可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 134 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増
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加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する
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ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生

育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(h) カワノリ 

a) 生育地点及び生育環境 

カワノリは、清流の、急流の岩盤や石の斜面上に生育する緑藻類である。現地調

査の結果、24 地点で生育が確認された。確認された環境は、流速の速い場所のコン

クリート護岸や、岩盤、護岸から突き出たコンクリート製の放水口であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 24 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 24 地点のうち、1 地点（4.2％）はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の本種は、上流域からの流下による供給が期

待できることから、比較的早期に生育が確認される可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種は c) ダム洪水調節地において 1 地点で確認され

ている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増
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加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS に

ダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模

な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加して

いる時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、河川から湛水域へ生息環境の変化があると考えられ

る。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する
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ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(i) シャジクモ 

a) 生育地点及び生育環境 

シャジクモは、池、溝、湖沼、水田、川などの淡水域のほか、潟湖や河口付近な

どの汽水にも生育する輪藻類である。現地調査の結果、2 地点で生育が確認された。

確認された環境は、球磨川本川のワンドや、湧水のある流入支川の流れのない場所

であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 水質の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

事業の実施に伴い、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生育環境

の変化があると考えられる。本種はダム下流において 2 地点で確認されている。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域及び

ダム下流河川における工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したこ

とから、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種の生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

また、試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内で

はダム堤体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダ

ム下流河川では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の

SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と

予測したことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増

加すると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合に

は、生育環境等の変化が考えられるが、SS の変化が想定されるのは水位低下時の一

時的なものであることから、長期的には本種の生育環境は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-586

【土地又は工作物の存在及び供用】 

7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS にダ

ム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの環境基

準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模な

出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測したが、SS が増加してい

る時間は短時間であることから、本種の生育環境は維持されるものと考えられる。 

 

(ii) 流況の変化による生育環境の変化 

【工事の実施】 

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の生育環境の変化があ

ると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、流況の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が

受ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種の生育環境が変化する可

能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、大規模な洪水では

洪水調節により洪水時の水位が低下するが、本種の分布範囲における水位の変化は

小さく、撹乱頻度に大きな変化はないことから、本種の生育環境は維持されると考

えられる。 

 

(iii) 河床の変化による生育環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生育環境が変化

する可能性があると考えられる。 

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内

及びダム下流河川の河床高は、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。ダム

洪水調節地内及び下流河川の河床材料は、供用後に河床材料の構成比率が変化する

ものの、本種の生育環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成されることから、本

種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

また、土砂の堆積等による瀬淵構造の変化が想定されるが、主な瀬や淵に大きな

変化はないと考えられる。 



 

 7.2.7-587

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生育環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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3) 蘚苔類の重要な種 

蘚苔類の重要な種の確認地点と事業計画を重ね合わせた結果を表 7.2.7-247に示す。 

 

表 7.2.7-247 蘚苔類の重要な種と事業の工事計画の重ね合わせ結果 

予測地域内の確認状況 改変区域内の地点数・個体数の内訳 改変区域付近の地点数・個体数の内訳
予
測

地
域
内

(

合
計
）

改
変

区
域
内
（

合
計
）

ダ
ム

洪
水
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節
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（

合
計
）

改
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区
域
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近
（

合

計
）

そ
の

他
の
区
域
（
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計
）

ダ
ム
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体

原
石

山

施
工

設
備

建
設
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生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

堤
体
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石

山

施
工

設
備

建
設

発
生
土

付
替

道
路

工
事

用
道
路

ダ
ム

洪
水
調
節
地

1 ホソベリミズゴケ 2 2

2 カシミールクマノゴケ 1 1

3 ジョウレンホウオウゴケ 4 1 3 1

4 コキヌシッポゴケ 1 1

5 クロコゴケ 5 5

6 タチチョウチンゴケ 4 4

7 タイワントラノオゴケ 5 5

8 オニゴケ 1 1

9 トガリミミゴケ 4 3 1

10 タカサゴハイヒモゴケ 7 7

11 ヒロハシノブイトゴケ 9 9

12 ヒメタチヒラゴケ 1 1

13 ヒメハゴロモゴケ 4 1 2 1 2

14 エゾヒラゴケ 2 2

15 セイナンヒラゴケ 53 7 46

16 トサヒラゴケ 1 1

17 キブリハネゴケ 49 7 42

18 コキジノオゴケ 8 1 7 1

19 キダチクジャクゴケ 6 6

20 レイシゴケ 1 1

21 オオミツヤゴケ 1 1

22 カトウゴケ 6 1 5 1

23 タマコモチイトゴケ 1 1 1

24 コサジバゴケ 2 2

25 キャラハゴケモドキ 14 14

26 コウライイチイゴケ 57 57

27 ナガバムシトリゴケ 3 1 1 1 1

28 カビゴケ 54 1 13 3 37 1 3

29 イチョウウキゴケ 12 12

No. 種名

 
 

注)1.事業計画が重複する位置に生育する重要な種については、ダム堤体、原石山、施工設備、建設発生土、

付替道路、工事用道路、ダム洪水調節地の順で優先順位を設定し、より優先順位の高い事業計画にその

地点数を記載した。 

2.改変区域付近とは、直接改変に伴う生育環境の変化による影響が及ぶと考えられる直接改変区域から約

50m 以内とした。 

3.その他の区域とは、直接改変の影響が及ぶ範囲及び直接改変等以外の生育環境の変化による影響が及ぶ

と考えられる直接改変区域から 50m 以外の区域とした。 

4. は、森林が林縁環境に変化することによる影響を受けない種であることから、直接改変等以外の生育

環境の変化による影響がないことを示す。 
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(a) ホソベリミズゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水のしみ出る岩壁面や岩棚に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、2

地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(b) カシミールクマノゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿った谷間の岩上などに生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地

点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(c) ジョウレンホウオウゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水中又は水しぶきのかかる岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結

果、4 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点のうち、1 地点は、直接改変等以外の影響を受け

るとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における

樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると

考えられる。 

このことから、生育地点の 25.0％で生育環境が適さなくなる可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が変

化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(d) コキヌシッポゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、日陰の湿った石灰岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地

点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(e) クロコゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、半日陰の石灰岩の乾いた岩壁に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、

5 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩壁（石灰岩）上、岩上で

あった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-594

(f) タチチョウチンゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、樹幹上、ときに岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、4 地点

で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の樹幹、枝上等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-595

(g) タイワントラノオゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩上や樹上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、5 地点で生

育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 5 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-596

(h) オニゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩の崖地や樹上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地点

で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-597

(i) トガリミミゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林内の石灰岩の側面に着生する蘚苔類である。現地調査の結果、4 地点

で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 4 地点のうち、3 地点（75.0％）はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-598

(j) タカサゴハイヒモゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩上やその近くの木に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、7

地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 7 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-599

(k) ヒロハシノブイトゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿った森林の中の、渓谷沿いの樹木や枝や岩に生育する蘚苔類である。

現地調査の結果、9 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内等の樹幹、

土上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 9 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-600

(l) ヒメタチヒラゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩の崖地に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地点で生育

が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-601

(m) ヒメハゴロモゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖地の岩上又は樹幹上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、4 地

点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 4 地点のうち、1 地点（25.0％）はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 4 地点のうち、2 地点は、直接改変等以外の影響を受け

るとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における

樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると

考えられる。 

このことから、生育地点の 50.0％で生育環境が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 



 

 7.2.7-602

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、本種の生育地点は生育環境

として適さなくなる可能性があると考えられる。 

なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を

合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点が改変、又は生育環境が変

化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

 



 

 7.2.7-603

(n) エゾヒラゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、谷間の樹木に着生する蘚苔類である。現地調査の結果、2 地点で生育が

確認された。確認地点は、広葉樹林内の樹幹であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-604

(o) セイナンヒラゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、53 地点で生育が確

認された。確認地点は、広葉樹林内等の石灰岩上、岩上等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 53 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 53 地点のうち、7 地点（13.2％)はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-605

(p) トサヒラゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖地の樹幹又は岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地点

で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の樹幹であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 1 地点のうち、1 地点（100％）はダム洪水調節地の出現

により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により全てが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 



 

 7.2.7-606

(q) キブリハネゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、49 地点で生育が確

認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 49 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 49 地点のうち、7 地点（14.3％）はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-607

(r) コキジノオゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林内の樹上や岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、8 地点で

生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上、樹幹等、針葉樹林の倒木で

あった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 8 地点のうち、1 地点は、直接改変等以外の影響を受け

るとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における

樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると

考えられる。 

このことから、生育地点の 12.5％で生育環境が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が変

化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 



 

 7.2.7-608

(s) キダチクジャクゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、渓側の土上などに生育する蘚苔類である。現地調査の結果、6 地点で生

育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の腐木、樹幹等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-609

(t) レイシゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、石灰岩の岩隙などに生育する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地点で

生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-610

(u) オオミツヤゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、山地のブナ、モミなどの樹上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、

1 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の樹幹であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-611

(v) カトウゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、岩上、樹上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、6 地点で生育が

確認された。確認地点は、広葉樹林内の岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体の出現により、本種の生育が確認された 6 地点のうち、1 地点

（16.7％）が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 6 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育

地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変は

ない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による、生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



 

 7.2.7-612

(w) タマコモチイトゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、暖地近くの樹幹や枝に着生する蘚苔類である。現地調査の結果、1 地点

で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の腐木上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 1 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における樹木の伐採

等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると考えられる。 

このことから、生育地点の 100％が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点の全てが改変され

る可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境

が変化すると考えられる。 



 

 7.2.7-613

(x) コサジバゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、沢沿いの湿った岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、2 地点

で生育が確認された。確認地点は、常緑広葉樹林及び針葉樹林内の岩壁であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 2 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(y) キャラハゴケモドキ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、半日陰の石灰岩に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、14 地点で生

育が確認された。確認地点は、広葉樹林内の石灰岩上、岩上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 14 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(z) コウライイチイゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、林内の樹上や岩上に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、57 地点で

生育が確認された。確認地点は、耕作地の土上等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 57 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 57 地点は、直接改変等以外の影響を受ける範囲とした改

変区域から 50m の範囲に位置しない。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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(aa) ナガバムシトリゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、湿性常緑樹林帯の樹木の生葉や小枝に着生する蘚苔類である。現地調査

の結果、3 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内及びスギ・ヒノキ植

林内の枝上であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 3 地点のうち、1 地点（33.3％）はダム洪水調節地の出

現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 3 地点のうち、1 地点は、直接改変等以外の影響を受け

るとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における

樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると

考えられる。 

このことから、生育地点の 33.3％で生育環境が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 



 

 7.2.7-617

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点の多くが生育環境と

して適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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(ab) カビゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、太平洋側の常緑樹林で渓谷などの生葉上に着生する蘚苔類である。現地

調査の結果、54 地点で生育が確認された。確認地点は、広葉樹林内等の葉上、ス

ギ・ヒノキ植林内等の樹幹等であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

建設発生土の出現により、本種の生育が確認された 54 地点のうち、1 地点

（1.9％）が改変される。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 280m）まで水位が

上昇し、一定期間冠水する。 

本種の生育が確認された 54 地点のうち、13 地点（24.1％）はダム洪水調節地の

出現により改変される。 

なお、ダム供用後、ダム洪水調節地の植生は、試験湛水前の植生基盤が残存する

こと、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、試験湛水

終了後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に

遷移する可能性が考えられる。 

 

d) 直接改変等以外 

(i) 改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 54 地点のうち、3 地点は、直接改変等以外の影響を受け

るとした改変区域から 50m の範囲に位置する。これらの環境は、改変区域における

樹木の伐採等に伴い、日照、風当り、土湿が変化する等の生育環境の変化があると

考えられる。 

このことから、生育地点の 5.6％で生育環境が変化する可能性がある。 

 

e) まとめ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生

育地点が存在する。 
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ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、周

辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が変

化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生育

環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点が改変、又は

生育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等

以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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(ac) イチョウウキゴケ 

a) 生育地点及び生育環境 

本種は、水田、沼、池の水面に生育する蘚苔類である。現地調査の結果、12 地点

で生育が確認された。確認地点は、水田の土上、耕作地の土上、湿地であった。 

 

b) 直接改変 

(i) 生育地の改変 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種の生育が確認された 12 地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に位

置しない。 

このことから、直接改変による本種の生育地点の改変はない。 

 

c) ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】 

本種は、ダム洪水調節地内での生育地点は確認されなかった。 

このことから、試験湛水及び供用後の洪水調節により生育地点の改変や生育環境

の変化はない。 

 

d) まとめ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲に

位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改変

はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 

 



 

 7.2.7-621

4) 大型菌類の重要な種 

大型菌類は現地調査で確認されなかった。 
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7.2.7.4 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

予測対象とした種子植物・シダ植物の重要な種は 176 種 1 属、付着藻類の重要な種

は 9 種、蘚苔類の重要な種は 29 種である。そのうち、予測結果から、種子植物・シ

ダ植物の重要な種のうち、クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オドリコカ

グマ、オオフジシダ、ヒメムカゴシダ、クマガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、

シモツケヌリトラノオ、ミドリワラビ、ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラ

サキベニシダ、タチデンダ、ヒトリシズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ツク

シタチドコロ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラン、ギンラン、ボウラン、フウラン、

ヒメトケンラン、ヒメヤブラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノオウ、

シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、ウドカ

ズラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシモツケ、

ハナガガシ、ミヤマニガウリ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギ

シ、ブンゴウツギ、ヒロハコンロンカ、ヘツカニガキ、ヤマホロシ、マルバノサワト

ウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タマミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギク、

シオン、イズハハコ、コスギニガナ、クマノダケの60種、蘚苔類の重要な種のうち、

トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、タマコモチイトゴケ、ナガバム

シトリゴケ、カビゴケの 6 種については、環境保全措置の検討を行う項目とした。 

これらのうち、オオフジシダ、シモツケヌリトラノオ、オオバウマノスズクサ、シ

ラン、フウラン、シギンカラマツ、ミツバベンケイソウ、イブキシモツケ、ユズ、ク

マノダケの 10 種については、予測の結果、生育は維持されると考えられるが、これ

らの種の分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行う項目

とした。 

「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」における植物の重要種への

影響を事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避し、又は低減するための保全

措置として、表 7.2.7-248～表 7.2.7-250 に示すとおり検討した。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(1/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

クラマゴケ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水
及び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多
くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生
育地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる
可能性がある。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生
育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多
くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化す
る可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及
び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育
環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ナツノハナワラ

ビ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水
及び洪水調節により全てが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変さ
れると考えられる。 

○ ○ 

マツバラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

オオコケシノブ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(2/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

オドリコカグマ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変
等以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地
域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が
変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ
る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

オオフジシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

ヒメムカゴシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

タキミシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(3/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヒメミズワラビ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒメウラジロ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

エビガラシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クマガワイノモ

トソウ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及

び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育

地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 
なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等

以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域
内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変
化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ

る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(4/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の
実施 

土地又は
工作物の
存在及び
供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

キドイノモトソ

ウ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及

び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近

の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変

等以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地
域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が
変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ

る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

アイコハチジョ

ウシダ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シモツケヌリト

ラノオ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

ヒメイワトラノ

オ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(5/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

イチョウシダ 

 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

コタニワタリ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

イワヤシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヌリワラビ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(6/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

アソシケシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

オオヒメワラビ

モドキ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミドリワラビ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生
育地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる
可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環
境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

キンモウワラビ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(7/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ケキンモウワラ

ビ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ナンゴクナライ

シダ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒロハナライシ

ダ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ハガクレカナワ

ラビ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水
及び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変さ
れると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(8/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

オトコシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水
及び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多
くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付
近の環境の変化により、生育環境が変化する可能性がある
が、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ツクシヤブソテ

ツ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヌカイタチシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水
及び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多
くの生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付
近の環境の変化により、生育環境が変化する可能性がある
が、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の
生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の
多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化
する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及
び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育
環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

イヌタマシダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接
改変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことか
ら、直接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水
調節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節に
よる改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育
環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(9/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

アツギノヌカイ

タチシダマガイ

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ムラサキベニシ

ダ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ヌカイタチシダ

マガイ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タチデンダ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

  



 

 7.2.7-632

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(10/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヒメサジラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

イブキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

イチイ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒトリシズカ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生
育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多く
の生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化する可
能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(11/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ハンゲショウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

オオバウマノス

ズクサ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

キンチャクアオ

イ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タシロテンナン

ショウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

  



 

 7.2.7-634

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(12/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミツバテンナン

ショウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ア オ テ ン ナ ン

ショウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

アギナシ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境に
より改変されると考えられる。 

○ ○ 

ヒ ナ ノ シ ャ ク

ジョウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(13/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

シロシャクジョ

ウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ツクシタチドコ

ロ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ホンゴウソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。直接改変等以外の改変区
域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ツクバネソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(14/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ホソバナコバイ

モ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ホトトギス 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒナラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育
環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの
生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化する可能
性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

シラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(15/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

マメヅタラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ムギラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミヤマムギラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

キエビネ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(16/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

エビネ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ナツエビネ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ギンラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

キンラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

  



 

 7.2.7-639

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(17/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

カンラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タシロラン 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ムヨウラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ウスキムヨウラ

ン 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

  



 

 7.2.7-640

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(18/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ジガバチソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クモキリソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ボウラン 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体の全てが改
変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられ
る。 

○ ○ 

フウラン 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(19/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ムカゴサイシン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ガンゼキラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ナゴラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クモラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(20/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 
 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヒメトケンラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の全てが改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ワスレグサ属 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒメヤブラン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ミズアオイ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により全てが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(21/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミクリ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の水質及び流況の変化による生育環境の変
化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ホシクサ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられ
る。 

○ ○ 

クロホシクサ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ヒメコウガイゼ

キショウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ケスゲ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(22/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

イトスゲ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ホソバヒカゲス

ゲ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

アブラシバ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シカクイ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(23/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

コウヤザサ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミチシバ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クサノオウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ホザキキケマン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(24/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヤマブキソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ヒゴイカリソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ツクシクサボタ

ン 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シ ロ バ ナ ハ ン

ショウヅル 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(25/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

シギンカラマツ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

〇 〇 

アオカズラ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育
環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの
生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化する可能
性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ヤマシャクヤク 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ツクシチャルメ

ルソウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等
以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域
内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変
化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ
る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(26/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミツバベンケイ

ソウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

タコノアシ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ウドカズラ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変
等以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地
域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が
変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ
る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

クマガワブドウ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(27/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

クロバナキハギ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられ
る。 

○ ○ 

イヌハギ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

オオバタンキリ

マメ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クマガワナンテ

ンハギ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

アカササゲ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(28/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

フジ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

キビノクロウメ

モドキ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クサコアカソ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

一方で、直接改変及びダム洪水調節地の環境による改変を
合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び
生育個体が改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境に
より改変されると考えられる。 

○ ○ 

ケイタオミズ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(29/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ツクシイバラ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

モリイバラ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

オオバライチゴ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

コジキイチゴ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

キビノナワシロ

イチゴ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(30/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

イブキシモツケ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

ハナガガシ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変による改変及び直接改変等以
外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると
考えられる。 

○ ○ 

イワシデ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミヤマニガウリ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の全てが改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 

  



 

 7.2.7-653

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(31/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミゾハコベ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

イヌコリヤナギ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

アゼオトギリ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ツキヌキオトギ

リ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(32/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミズマツバ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

チャンチンモド

キ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ユズ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

シマサクラガン

ピ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以
外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内
の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化
する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(33/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

タカチホガラシ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

オオネバリタデ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

コギシギシ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により全てが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ブンゴウツギ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され

ると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(34/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

カンザブロウノ

キ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シャクジョウソ

ウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ヒロハコンロン

カ 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変
等以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地
域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が
変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境によ
る改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化によ
り生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ヘツカニガキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の多くが生育環境として適さなくなる可能
性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(35/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ムラサキセンブ

リ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

コイケマ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シタキソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

フナバラソウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

スズサイコ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(36/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヤマホロシ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育
地点及び生育個体の全てが改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境
の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

シオジ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミヤマイボタ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

マルバノサワト

ウガラシ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の全てが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられ
る。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(37/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

イヌノフグリ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

カワヂシャ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

コムラサキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により全てが改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され

ると考えられる。 

○ ○ 

メハジキ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(38/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ミゾコウジュ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ケミヤマナミキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

スズメノハコベ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

ミミカキグサ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(39/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ツゲモチ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タマミズキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近
の環境の変化により、生育環境が変化する可能性があるが、
周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在す
る。 

一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生
育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多く
の生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境が変化する可
能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境
が変化すると考えられる。 

○ ○ 

ツルギキョウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

マルバテイショ

ウソウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環
境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(40/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

イヌヨモギ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タニガワコンギ

ク 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さ
いと考えられる。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され

ると考えられる。 

○ ○ 

ブゼンノギク 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シオン 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変により生育地点及び生育個体の多くが改変される。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境に
より改変されると考えられる。 

○ ○ 

モリアザミ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(41/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ヤナギアザミ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

テリハアザミ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タカサブロウ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

イズハハコ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ヤナギニガナ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 

  



 

 7.2.7-664

表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(42/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植
物 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

コスギニガナ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により多くが改変される。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変され
ると考えられる。 

○ ○ 

ナガバノコウヤ

ボウキ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

アキノハハコグ

サ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

クマノダケ 本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変され
るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる
が、本種は分布が予測地域周辺で特徴的であることから環境
保全措置の検討を行うこととした。 

○ ○ 

イヌトウキ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-248 環境保全措置の検討項目(種子植物・シダ植物)(43/43) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

植

物 

 

種

子

植

物

・

シ

ダ

植

物 

ナベナ 本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及
び洪水調節により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの
生育地点及び生育個体が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

イワツクバネウ

ツギ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改
変の影響を受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直
接改変による生育地点及び生育個体の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調
節地内に位置しないことから、試験湛水及び洪水調節による
改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 



 

 7.2.7-666

表 7.2.7-249 環境保全措置の検討項目(付着藻類)（1/2） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

付

着

藻

類 

アシツキ 

（カワタケ） 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺

の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点

が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化及び流況の変化による生育

環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

オオイシソウ 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変

化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

チャイロカワモ

ズク 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変

化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

アオカワモズク 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変

化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

  



 

 7.2.7-667

表 7.2.7-249 環境保全措置の検討項目(付着藻類)（2/2） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

付

着

藻

類 

オキチモズク 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を
受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に
よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水
及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変
化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

チスジノリ 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を
受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に
よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水
及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変
化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

タンスイベニマ

ダラ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺
の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節
により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点
が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変
化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

カワノリ 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を
受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に
よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節
により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点
が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変
化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

シャジクモ 本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を
受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に
よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水
及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変
化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ
る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 



 

 7.2.7-668

表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（1/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

ホソベリミズゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

カシミールクマ

ノゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ジョウレンホウ

オウゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変

化により、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予

測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

コキヌシッポゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（2/8）  

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

クロコゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

タチチョウチン

ゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

タイワントラノ

オゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

オニゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（3/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

トガリミミゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により多くが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変さ

れると考えられる。 

○ ○ 

タカサゴハイヒ

モゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ヒロハシノブイ

トゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ヒメタチヒラゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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 表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（4/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

ヒメハゴロモゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点

が存在する。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、本

種の生育地点は生育環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等

以外の生育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地

域内の多くの生育地点が改変、又は生育環境が変化する可

能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及

び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育

環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

エゾヒラゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

セイナンヒラゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

トサヒラゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により全てが改変される。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変さ

れると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（5/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

キブリハネゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点

が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

コキジノオゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変

化により、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予

測地域内に多くの生育地点が存在する。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

キダチクジャク

ゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

レイシゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（6/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

オオミツヤゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

カトウゴケ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺

の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による、生

育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

タマコモチイト

ゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生

育地点の全てが改変される可能性がある。 

これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環

境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

コサジバゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（7/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

キャラハゴケモ

ドキ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

コウライイチイ

ゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育

環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

ナガバムシトリ

ゴケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により多くが改変される。 

直接改変以外の改変区域付近の環境の変化により、生育

地点の多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及

び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育

環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

カビゴケ 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺

の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節

により改変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点

が存在する。 

直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変

化により、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予

測地域内に多くの生育地点が存在する。 

一方で、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及

び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせてみると、本

種は、予測地域内の多くの生育地点が改変、又は生育環境

が変化する可能性がある。 

これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境に

よる改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化

により生育環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、「工事の実施」における直接改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、「土地又は

工作物の存在及び供用」に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.7-250 環境保全措置の検討項目(蘚苔類)（8/8） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事の

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

植

物 

蘚

苔

類 

イチョウウキゴ

ケ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を

受ける改変区域の範囲に位置しないことから、直接改変に

よる生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水

及び洪水調節による改変はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられ

る。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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(2) 工事の実施における環境保全措置 

「工事の実施」における植物の重要な種及び群落への影響に対する環境保全措置に

ついては、「土地又は工作物の存在及び供用」に併せて検討した。 

 

(3) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

植物の重要な種及び群落への影響に対する環境保全措置について、専門家の指導及

び助言を踏まえ、複数案を比較検討した。比較検討を行った環境保全措置の内容を表

 7.2.7-251 に示す。 

 

表 7.2.7-251 植物の土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の内容 

No. 環境保全措置 
環境保全措置の 

ねらい 
検討した環境保全措置の内容 

1 植物の移植

（挿し木等

を含む）・

播種・撒き

出し 

直接改変、ダム洪

水調節地の環境に

よる改変の影響を

受ける個体を移植

（挿し木等を含

む） 

重要な種の個体の消

失の低減 

直接改変、ダム洪水調節地の環境に

よる影響を受ける重要な種の個体を、

生育適地等に移植（挿し木等を含む）

する。 

生育個体から種子

を採取し、生育適

地等に播種 

重要な種の個体の消

失の低減 

直接改変、ダム洪水調節地の環境に

よる影響を受ける重要な種の生育個体

から種子を採取し、生育適地等に播種

する。 

生育地の表土を採

取し、生育適地等

に撒き出す 

重要な種の個体の消

失の低減 

直接改変、ダム洪水調節地の環境に

よる影響を受ける重要な種の生育地の

表土を採取し、生育適地等に撒き出

す。 

2 植物の継続的な監視 重要な種への直接改

変等以外の影響を未

然に防止 

直接改変等以外の影響(改変区域付及

び土地又は工作物付近の環境の変化)を

受ける可能性のある重要な種の個体の

生育状況を継続的に監視し、生育環境

の変化や個体の損傷等の影響が生じた

場合に、移植等の環境保全措置の検

討、実施といった速やかな対応を行

う。 

 

比較検討の結果、植物の重要な種の保全の効果が期待できる｢植物の移植（挿し木

等を含む）・播種・撒き出し｣及び｢植物の継続的な監視｣を環境保全措置とする。 

実施することとした環境保全措置は、対象とする重要な種への影響の程度や生態特

性等に応じて個別に効果が異なると考えられることから、種ごとの対応については、

今後の調査、検討を踏まえ詳細に検討し、専門家の指導及び助言を踏まえ決定するこ

ととする。植物の環境保全措置の検討結果を表 7.2.7-252 に示す。 
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表 7.2.7-252 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果(1/2) 

項目 

(種子植物・シダ植物) 
クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オドリコカグマ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、ヒ

トリシズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラン、

ギンラン、ボウラン、フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノオウ、

シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、ウドカズ

ラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシモツケ、ハ

ナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、ブンゴウツギ、ヒ

ロハコンロンカ、マルバノサワトウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タマミズキ、ツル

ギキョウ、タニガワコンギク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、クマノダケ 

(蘚苔類) 

トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 直接改変及びダム洪水調節地の環境により本種の生育個体の多くが改変される。 

環境保全措

置の方針 

個体の移植（挿し木等を含む）、播種又は表土撒き出しにより事業の影響を低減する。

各項目の具体的な環境保全措置については、今後の調査、検討を踏まえ決定する。 

環境保全措

置案 

a.直接改変、ダム洪水調節

地の環境による影響を受け

る個体を移植（挿し木等を

含む）する。 

b.生育個体から種子を採取

し、生育適地等に播種す

る。 

c.生育地の表土を採取し、

生育適地等に撒き出す。 

a-1. 移 植 先
となる移植
適地を選定
し、影響を
受ける個体
を 移 植 す
る。 
 

a-2. 移植適
地を新規に
整備し、影
響を受ける
個体を移植
する。 

b-1. 播 種 を
実施する場
所となる移
植適地を選
定し、生育
個体から種
子 を 採 取
し、生育適
地に播種す
る。 

b-2. 移植適
地を新規に
整備すると
ともに、生
育個体から
種子を採取
し、整備地
に 播 種 す
る。 

c-1． 撒き
出しを実施
する場所と
なる移植適
地 を 選 定
し、生育地
から表土を
採取し、生
育適地に撒
き出す。 

c-2．移植適
地を新規に
整備すると
ともに、生
育地から表
土 を 採 取
し、生育適
地に撒き出
す。 

環境保全措

置の実施の

内容 

生 育 適 地
に、影響を
受ける個体
を 移 植 す
る。 

移 植 適 地
を新たに整
備するとと
もに、影響
を受ける個
体を移植す
る。 

特 に 影 響
を受ける個
体から種子
を採取し、
生育適地に
播種する。 

移 植 適 地
を新たに整
備するとと
もに、特に
影響を受け
る個体から
種子を採取
し、整備地
に 播 種 す
る。 

特 に 影 響
を受ける生
育地から表
土 を 採 取
し、生育適
地に撒き出
す。 

移 植 適 地
を新規に整
備するとと
もに、特に
影響を受け
る生育地か
ら表土を採
取し、整備
地に撒き出
す。 

環境保全措

置の効果 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

改 変 に よ
り消失する
生育環境を
一部復元で
きると考え
られる。 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

改 変 に よ
り消失する
生育環境を
一部復元で
きると考え
られる。 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

改 変 に よ
り消失する
生育環境を
一部復元で
きると考え
られる。 

改 変 に よ
る個体の消
失を低減す
る効果が期
待できる。 

環境保全措

置の実施 

移植、播種及び表土撒き出しともに、改変による個体の消失を低減する効果が期待でき

るため、本環境保全措置を実施することとするが、移植適地の整備を含め具体的な内容等

については、今後の調査、検討を踏まえ決定する。 
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表 7.2.7-252 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果(2/2) 

項目 

(種子植物・シダ植物) 

クラマゴケ、オドリコカグマ、オオフジシダ、ヒメムカゴシダ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、シモツケヌリトラノオ、ミドリワラビ、ヌカイタチシダ、タチ

デンダ、ヒトリシズカ、ツクシタチドコロ、ヒナラン、ミヤマムギラン、ギンラン、ヒ

メトケンラン、ヒメヤブラン、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ウドカズラ、ハナ

ガガシ、ミヤマニガウリ、シマサクラガンピ、ヒロハコンロンカ、ヘツカニガキ、ヤマ

ホロシ、タマミズキ 

(蘚苔類) ヒメハゴロモゴケ、タマコモチイトゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 
直接改変等以外の影響（改変区域付近の環境の変化）により、生育地点及び生育個体の

多くの環境が変化する可能性がある。 

環境保全措

置の方針 

個体の生育状況等を継続的に監視する。 

環境保全措

置案 

a.直接改変等以外の影響を受ける可能性のある個体について影響の有無を確認する。 

環境保全措

置の実施の

内容 

改変区域付近の生育地点において、個体の生育状況を継続的に監視する。 

環境保全措

置の効果 

直接改変等以外の影響を未然に防いだり、直接改変等以外の影響により、個体の損傷等

の影響が生じた場合に、移植等の環境保全措置の検討、実施といった速やかな対応が可能

である。 

環境保全措

置の実施 

直接改変等以外の影響を未然に防いだり、直接改変等以外の影響により、個体の損傷等

の影響が生じた場合に、移植等の環境保全措置の検討、実施といった速やかな対応が可能

であるため、本環境保全措置を実施する。 

 

 



 

 7.2.7-679

2) 検討結果の検証 

植物の重要な種への影響については、複数案の比較検討を踏まえ、植物の移植、播

種、表土撒き出し、及び植物の継続的な監視を行うことにより、事業者により実行可

能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されていると考えられる。 

3) 検討結果の整理 

植物の重要な種に対する環境保全措置の検討結果の整理を表 7.2.7-253 に示す。 

 

表 7.2.7-253 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理(1/4) 

項目 (種子植物・シダ植物) 
クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オドリコカグマ、クマガワイノモトソ
ウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、
ヒトリシズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラ
ン、ギンラン、ボウラン、フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノ
オウ、シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、
ウドカズラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシ
モツケ、ハナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、ブン
ゴウツギ、ヒロハコンロンカ、マルバノサワトウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タ
マミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、
クマノダケ 

(蘚苔類) 

トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 直接改変及びダム洪水調節地の環境により本種の生育個体の多くが改変される。 
環境保全措置
の方針 

個体の移植、播種又は表土撒き出しにより事業の影響を低減する。 

環境保全措置
案 

a.直接改変及びダム洪水調節地の環境による改変を受ける個体を移植する。 
a-1.移植先となる移植適地を選定し、改

変の影響を受ける個体を移植（挿し木等を
含む）する。 

a-2. 移植適地を新規に整備し、改変を
受ける個体を移植（挿し木等を含む）す
る。 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 直接改変及びダム洪水調節地の環境によ
る改変を受ける個体を生育適地に移植す
る。生育適地は、専門家の助言を得ながら
適地を調査、検討していく。 

直接改変及びダム洪水調節地の環境によ
る改変を受ける個体を新たに整備した移植
適地に移植する。生育適地は、専門家の助
言を得ながら適地を調査、検討、整備して
いく。 

そ
の
他 

実施 
期間 

生育地の改変前 生育地の改変前 

実施 
範囲 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育
適地(移植地) 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育
適地(移植地) 

実施 
条件 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、生育適地を選定する。移植
先の環境改変に配慮し、1箇所に多くの個体
を移植しない。 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、播種地となる移植適地を整
備する。移植先の環境改変に配慮し、1箇所
に多くの個体を移植しない。 

環境保全措置
を講じた後の
環境の状況の
変化 

移植先で正常に生育する個体、枯死する
個体等、多様な状況になると考えられる。 

移植先で正常に生育する個体、枯死する
個体等、多様な状況になると考えられる。 

環境保全措置
の効果 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

環境保全措置
の効果の不確
実性の程度 

移植により、生育環境が変化するため、
移植個体が生育するか不確実性を伴う。専
門家の助言及び指導を受けることにより、
不確実性を小さくすることができると考え
られる。 

移植により、生育環境が変化するため、
移植個体が生育するか不確実性を伴う。専
門家の助言及び指導を受けることにより、
不確実性を小さくすることができると考え
られる。 

環境保全措置の
実施に伴い生ず
るおそれがある
環境への影響 

移植の実施は、移植先の動植物の生息・
生育環境の撹乱を発生させる可能性がある
が、1 箇所に多くの個体を移植しないこと
で、撹乱の影響は低減できる。 

移植の実施は、移植先の動植物の生息・
生育環境の撹乱を発生させる可能性がある
が、1 箇所に多くの個体を移植しないこと
で、撹乱の影響は低減できる。 

環境保全措置
の課題 

モニタリングにより移植個体の定着を確
認する必要がある。 

段階的な移植を検討し、保全対象種が生
育する環境条件を把握した上で実施する必
要がある。 

モニタリングにより移植個体の定着を確
認する必要がある。 

段階的な移植を検討し、保全対象種が生
育する環境条件を把握した上で実施する必
要がある。 

検討の結果 実施する 実施する 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
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表 7.2.7-253 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理(2/4) 

項目 (種子植物・シダ植物) 
クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オドリコカグマ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、

ヒトリシズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラ

ン、ギンラン、ボウラン、フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノ

オウ、シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、

ウドカズラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシ

モツケ、ハナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、ブン

ゴウツギ、ヒロハコンロンカ、マルバノサワトウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タ

マミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、

クマノダケ 

(蘚苔類) 

トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 直接改変及びダム洪水調節地の環境により本種の生育個体の多くが改変される。 

環境保全措置
の方針 

個体の移植、播種又は表土撒き出しにより事業の影響を低減する。 

環境保全措置
案 

b.生育個体から種子を採取し、生育適地等に播種する。 
b-1.播種を実施する場所となる移植適地

を選定し、生育個体から種子を採取し、生
育適地に播種する。 

b-2. 移植適地を新規に整備するととも
に、生育個体から種子を採取し、整備地に
播種する。 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 改変の影響を受ける個体から種子を採取
し、生育適地に播種する。生育適地は、専
門家の助言を得ながら適地を調査、検討し
ていく。 

改変の影響を受ける個体から種子を採取
し、移植適地を新たに整備し播種する。移
植適地は、専門家の助言を得ながら適地を
調査、検討、整備していく。 

そ
の
他 

実施 
期間 

生育地の改変前 生育地の改変前 

実施 
範囲 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育

適地(播種地) 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育

適地(播種地) 

実施 
条件 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、生育適地を選定する。播種
地の環境改変に配慮し、1箇所に多くの播種
を行わない。 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、播種地となる移植適地を整
備する。播種地の環境改変に配慮し、1箇所
に多くの播種を行わない。 

環境保全措置
を講じた後の
環境の状況の
変化 

移植先で正常に発芽、生育する個体、発
芽しない個体等、多様な状況になると考え
られる。 

移植先で正常に発芽、生育する個体、発
芽しない個体等、多様な状況になると考え
られる。 

環境保全措置
の効果 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

環境保全措置
の効果の不確
実性の程度 

播種により、生育環境が変化するため、
個体が生育するか不確実性を伴う。専門家
の助言及び指導を受けることにより、不確
実性を小さくすることができると考えられ
る。 

播種により、生育環境が変化するため、
個体が生育するか不確実性を伴う。専門家
の助言及び指導を受けることにより、不確
実性を小さくすることができると考えられ
る。 

環境保全措置
の実施に伴い
生ずるおそれ
がある環境へ
の影響 

播種の実施は、移植先の動植物の生息・
生育環境の撹乱を発生させる可能性がある
が、1箇所に多くの播種を行わないことで、
撹乱の影響は低減できる。 

播種の実施は、移植先の動植物の生息・
生育環境の撹乱を発生させる可能性がある
が、1箇所に多くの播種を行わないことで、
撹乱の影響は低減できる。 

環境保全措置
の課題 

モニタリングにより播種個体の定着を確
認する必要がある。 

保全対象種が生育する環境条件を把握し
た上で実施する必要がある。 

モニタリングにより播種個体の定着を確
認する必要がある。 

保全対象種が生育する環境条件を把握し
た上で実施する必要がある。 

検討の結果 実施する。 実施する。 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
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表 7.2.7-253 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理(3/4) 

項目 (種子植物・シダ植物) 
クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オドリコカグマ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、

ヒトリシズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラ

ン、ギンラン、ボウラン、フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノ

オウ、シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、

ウドカズラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシ

モツケ、ハナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、ブン

ゴウツギ、ヒロハコンロンカ、マルバノサワトウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タ

マミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、

クマノダケ 

(蘚苔類) 

トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 直接改変及びダム洪水調節地の環境により本種の生育個体の多くが改変される。 

環境保全措置
の方針 

個体の移植、播種又は表土撒き出しにより事業の影響を低減する。 

環境保全措置
案 

c.生育地の表土を採取し、生育適地等に撒き出す。 
c-1．撒き出しを実施する場所となる移

植適地を選定し、生育地から表土を採取
し、生育適地に撒き出す。 

c-2．移植適地を新規に整備するととも
に、生育地から表土を採取し、生育適地に
撒き出す。 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 直接改変及びダム洪水調節地の環境によ
る改変を受ける生育地から表土を採取し、
生育適地に撒き出す。生育適地は、専門家
の助言を得ながら適地を調査、検討してい
く。 

直接改変及びダム洪水調節地の環境によ
る改変を受ける生育地から表土を採取し、
移植適地を新たに整備し撒き出す。移植適
地は、専門家の助言を得ながら適地を調
査、検討していく。 

そ
の
他 

実施 
期間 

生育地の改変前 生育地の改変前 

実施 
範囲 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育
適地(撒き出し地) 

改変区域内の生育箇所(採取地)及び生育
適地(撒き出し地) 

実施 
条件 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、生育適地を選定する。撒き
出し地の環境改変に配慮し、1箇所に多くの
播種を行わない。 

生育個体の確認地点の環境、対象種の生
態等をもとに、撒き出し地となる移植適地
を整備する。撒き出し地の環境改変に配慮
し、1 箇所に多くの播種を行わない。 

環境保全措置
を講じた後の
環境の状況の
変化 

移植先で正常に発芽、生育する個体、発
芽しない個体等、多様な状況になると考え
られる。 

移植先で正常に発芽、生育する個体、発
芽しない個体等、多様な状況になると考え
られる。 

環境保全措置
の効果 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

改変による個体の消失による影響を低減
する効果が期待できる。 

環境保全措置
の効果の不確
実性の程度 

表土撒き出しにより、生育環境が変化す
るため、個体が生育するか不確実性を伴
う。専門家の助言及び指導を受けることに
より、不確実性を小さくすることができる
と考えられる。 

表土撒き出しにより、生育環境が変化す
るため、個体が生育するか不確実性を伴
う。専門家の助言及び指導を受けることに
より、不確実性を小さくすることができる
と考えられる。 

環境保全措置
の実施に伴い
生ずるおそれ
がある環境へ
の影響 

表土撒き出しの実施は、移植先の動植物
の生息・生育環境の撹乱を発生させる可能
性があるが、1箇所に多くを撒き出さないこ
とで、撹乱の影響は低減できる。 

表土撒き出しの実施は、移植先の動植物
の生息・生育環境の撹乱を発生させる可能
性があるが、1箇所に多くを撒き出さないこ
とで、撹乱の影響は低減できる。 

環境保全措置
の課題 

モニタリングにより播種個体の定着を確
認する必要がある。 

保全対象種が生育する環境条件を把握し
た上で実施する必要がある。 

モニタリングにより播種個体の定着を確
認する必要がある。 

保全対象種が生育する環境条件を把握し
た上で実施する必要がある。 

検討の結果 実施する。 実施する。 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
改変による個体の消失による影響を低減

する効果が期待できる。 
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表 7.2.7-253 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理(4/4) 

項目 (種子植物・シダ植物) 

クラマゴケ、オドリコカグマ、オオフジシダ、ヒメムカゴシダ、クマガワイノモ

トソウ、キドイノモトソウ、シモツケヌリトラノオ、ミドリワラビ、ヌカイタチ

シダ、タチデンダ、ヒトリシズカ、ツクシタチドコロ、ヒナラン、ミヤマムギラ

ン、ギンラン、ヒメトケンラン、ヒメヤブラン、アオカズラ、ツクシチャルメル

ソウ、ウドカズラ、ハナガガシ、ミヤマニガウリ、シマサクラガンピ、ヒロハコ

ンロンカ、ヘツカニガキ、ヤマホロシ、タマミズキ 

(蘚苔類)ヒメハゴロモゴケ、タマコモチイトゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ 

環境影響 直接改変等以外の影響（改変区域付近の環境の変化）により、生育地点及び生育

個体の多くの環境が変化する可能性がある。 

環境保全措置の方

針 

個体の生育状況等を継続的に監視する。 

環境保全措置案 a.直接改変等以外の影響を受ける可能性のある個体について影響の有無を確認す

る。 
環
境
保
全
措
置
の 

実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 消失する可能性がある個体の生育状況を継続的に監視し、生育状況の悪化等の変

化が確認された場合には、移植等の環境保全措置を検討し、実施する。 
そ
の
他 

実施 

期間 

工事の実施中からダムの供用開始後 

実施 

範囲 

改変区域周辺の生育箇所 

実施 

条件 

移植を行う場合、移植先は生育個体の確認地点の環境、対象種の生態等をもとに

生育適地を選定する。 

環境保全措置を講

じた後の環境の状

況の変化 

個体の監視を行うのみであり、環境の条件が変化することはない。ただし個体の

生育状況の悪化等の変化が確認された場合には、移植等の環境保全措置を実施す

る。 

環境保全措置の効

果 

影響が生じる可能性がある個体を継続的に監視し、移植が必要と考えられる場合

には生育適地に移植を行い、種及び個体の保全を図るものであり、その効果が期待

できる。 

環境保全措置の効

果の不確実性の程

度 

個体が受けた影響が、直接改変等以外の影響かどうかの特定に不確実性を伴う。

専門家の助言及び指導を受けることにより、不確実性を小さくすることができると

考えられる。 

環境保全措置の実

施に伴い生ずるお

それがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置の課

題 

モニタリングを実施し、事業による影響により生育状況の悪化が確認された場合

に、新たな環境保全措置の検討が必要である。 

検討の結果 実施する。 

影響が生じる可能性がある個体を継続的に監視し、移植が必要と考えられる場合

には生育適地に移植を行い、種及び個体の保全を図るものであり、その効果が期待

できる。 
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(4) 環境保全措置以外の事業者による取組み 

植物の重要な種に対して、環境保全措置と併せて次の環境配慮を行うものとする。 

 

1) 移植（挿し木等を含む）・播種・表土撒き出し後の監視とその結果への対応 

移植（挿し木等を含む）・播種・表土撒き出しを行った種について、専門家の指導、

助言を得ながら、移植後の生育状況等の監視を行う。 

 

2) 森林伐採に対する配慮 

森林を伐採する際には伐採区域を最小限にとどめ、必要以上の伐採は行わない。ま

た、伐採は計画的、段階的に行い、急激な環境変化による影響を低減する。 

 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響

の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を得ながら、適

切な措置を講ずる。 
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7.2.7.5 事後調査 

事後調査は、予測の不確実性の程度が大きい選定項目について、「環境保全措置を

講ずる場合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の

実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なも

のにする必要があると認められる場合」、及び「代償措置について効果の不確実性の

程度及び知見の充実の程度を勘案して事後調査が必要であると認められる場合」にお

いて、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがあるときは、ダム事業に係る工事

の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境の状況を把握するために行う。 

植物に係る事後調査は、専門家の指導及び助言を踏まえ、客観的かつ科学的に選定

した。 

実施するとした事後調査の項目及び手法等を表 7.2.7-254 に示す。 

 

表 7.2.7-254 事後調査の項目及び手法等(1/2) 

項目 手法等 

植

物 

植

物

の

重

要

な

種 

(種子植物・シダ植物：49 種)

クラマゴケ、ナツノハナワラ

ビ、マツバラン、オドリコカ

グマ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、ハガ

クレカナワラビ、ヌカイタチ

シダ、ムラサキベニシダ、ヒ

トリシズカ、オオバウマノス

ズクサ、アギナシ、ヒナラ

ン、シラン、ミヤマムギラ

ン、ギンラン、ボウラン、フ

ウラン、ミズアオイ、ホシク

サ、クロホシクサ、クサノオ

ウ、シギンカラマツ、アオカ

ズラ、ツクシチャルメルソ

ウ、ミツバベンケイソウ、ウ

ドカズラ、クロバナキハギ、

アカササゲ、クサコアカソ、

ケイタオミズ、イブキシモツ

ケ、ハナガガシ、ユズ、シマ

サクラガンピ、タカチホガラ

シ、コギシギシ、ブンゴウツ

ギ、ヒロハコンロンカ、マル

バノサワトウガラシ、コムラ

サキ、メハジキ、タマミズ

キ、ツルギキョウ、タニガワ

コンギク、シオン、イズハハ

コ、コスギニガナ、クマノダ

ケ 

（蘚苔類：5 種） 

トガリミミゴケ、ヒメハゴロ

モゴケ、トサヒラゴケ、ナガ

バムシトリゴケ、カビゴケ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として移植を実施することから、その効果

を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点及び移植の候補地とす

る。 

調査方法は保全対象種の生育状況及び移植候補地の環境

の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は移植措置の実施箇所とする。 

調査方法は移植地における保全対象種の生育状況の確認

によるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするた

めの調査」に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対

応の方針 

保全対象種の生育状況に応じ、専門家の指導及び助言に

より対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、

事業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事

中又は供用後においても公表を行う。公表方法はインター

ネットの利用等により行う。 
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表 7.2.7-254 事後調査の項目及び手法等(2/2) 

項目 手法等 

植

物 

植

物

の

重

要

な

種 

(種子植物・シダ植物：27種)

クラマゴケ、オドリコカグ

マ、オオフジシダ、ヒメムカ

ゴシダ、クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソウ、シモ

ツケヌリトラノオ、ミドリワ

ラビ、ヌカイタチシダ、タチ

デンダ、ヒトリシズカ、ツク

シタチドコロ、ヒナラン、ミ

ヤマムギラン、ギンラン、ヒ

メトケンラン、ヒメヤブラ

ン、アオカズラ、ツクシチャ

ルメルソウ、ウドカズラ、ハ

ナガガシ、ミヤマニガウリ、

シマサクラガンピ、ヒロハコ

ンロンカ、ヘツカニガキ、ヤ

マホロシ、タマミズキ 

(蘚苔類：4 種) 
ヒメハゴロモゴケ、タマコモ

チイトゴケ、ナガバムシトリ

ゴケ、カビゴケ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生育状況の監視を実施することか

ら、その効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点とする。 

調査方法は保全対象種の生育状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点とする。 

調査方法は保全対象種の生育状況の確認によるが、詳細

は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」に従

い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対

応の方針 

保全対象種の生育状況に応じ、専門家の指導及び助言に

より対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、

事業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事

中又は供用後においても公表を行う。公表方法はインター

ネットの利用等により行う。 
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7.2.7.6 評価の結果 

(1) 評価の手法 

1) 回避又は低減の視点 

植物については、植物の重要な種及び群落に係る「工事の実施」及び「土地又は工

作物の存在及び供用」による環境影響に関し、工事の工程・工法の検討、環境保全設

備の設置及び施設等の配置の配慮により、事業者により実行可能な範囲内でできる限

り回避され、又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保全につい

ての配慮が適正になされているかどうかについて事業者の見解を明らかにすることに

より行った。 

 

(2) 評価の結果 

植物については、植物の重要な種及び群落について調査、予測を実施した。その結

果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、植物への影響を低減することとした。 

また、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、移植（挿し木等を含む）・

播種・表土撒き出し後の監視とその結果への対応、森林伐採に対する配慮を行うこと

とした。 

これにより、植物に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り回

避され、又は低減されていると判断する。 
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7.2.8 生態系(地域を特徴づける生態系)

7.2.8.1 環境影響評価の手順

生態系とは、ある地域における生物とそれをとりまく環境の相互関係を持ったまとまり

である。相互の関係は、生物の間に見られる捕食・被食の関係(食物連鎖)、生物の成長、

排泄物、遺骸の分解等の活動と環境(土壌、水、大気等)との関係等複雑でさまざまである。

このような複雑な関係のまとまりが生態系であり、この関係が作り出す環境の中で、多様

な生物が生息又は生育している。

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の生態系を予測、評価するにあたり、これらの

複雑な関係を把握するために「地域を特徴づける生態系」として、表 7.2.8-1 に示す上位

性、典型性及び特殊性の視点を設定した。これらの視点から注目される生物種又は生物群

集(以下「注目種等」という。)及び生息・生育環境に着目し、調査の実施及び影響の予測

を行うこととした。

生態系(地域を特徴づける生態系)に係る環境影響評価の手順を図 7.2.8-1 に示す。

生態系の環境影響評価にあたっては、「2.4.5 事業の工事計画の概要」等に示した事業

特性を踏まえて、文献その他の資料により、地域の自然的状況(植生、主要な動植物、環

境ベースマップ・環境類型区分図、注目種等の抽出又は想定)及び社会的状況(法令指定の

状況等)を把握した。これらを整理した内容に基づくとともに、知事意見等を踏まえ、調

査、予測及び評価の手法を選定した。

本項においては、上位性について陸域及び河川域の注目種を、典型性について陸域及び

河川域の代表的な生息・生育・繁殖環境及び生物群集を選定した。特殊性については特異

な地形及び地質により成立している九折瀬洞の立地環境及び生物群集を選定した。これら

の選定した注目種等について、予測に必要となる情報(地域を特徴づける生態系、動植物

その他の自然環境に係る概況、複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境

若しくは生育環境の状況)を文献その他の資料及び現地調査により収集し、「工事の実施」

及び「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う注目種等及び生息・生育環境の変化に関す

る予測を行った。予測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合には、その内容を検

討し、環境影響の回避又は低減の視点から評価を行った。
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表 7.2.8-1 生態系(上位性、典型性、特殊性)の視点

性質 内容

上位性

・上位性は、食物連鎖の上位に位置する種及びその生息環境によって表現する。

・上位性は、食物連鎖の上位に位置する種及びその生息環境の保全が下位に位置する生

物を含めた地域の生態系の保全の指標となるという観点から、環境影響評価を行う。

・上位性の注目種等は、地域の動物相、その生息環境を参考に、哺乳類、鳥類等の地域

の食物連鎖の上位に位置する種を抽出する。

典型性

・典型性は、地域の生態系の特徴を典型的に現す生物群集及び生息・生育環境によって

表現する。

・典型性は、地域に代表的な生物群集及びその生息・生育環境の保全が地域の生態系の

保全の指標となるという観点から、環境影響評価を行う。

・典型性の注目種等は、地域の動植物相、その生息・生育環境を参考に、地域に代表的

な生息・生育環境に生息・生育する生物群集を抽出する。

特殊性

・特殊性は、典型性では把握しにくい特殊な環境を指標する生息・生育環境及びそこに

生息・生育する生物群集によって表現する。

・特殊性は、特殊な生物群集及びその生息・生育環境の保全が、地域の特殊な生態系を

確保するという観点から、環境影響評価を行う。

・特殊性の注目種等は、地域の地形及び地質、動植物相、その生息・生育環境を参考

に、地域の特殊な生息・生育環境に生息・生育する生物群集を抽出する。

資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月)注)1をもとに

作成

注)1.該当する引用・参考文献の番号を示し、本項末に一覧を示す。
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資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月) 注)1 をもとに

作成

図 7.2.8-1 生態系の環境影響評価の手順

注)1.該当する引用・参考文献の番号を示し、本項末に一覧を示す。

・ダム事業の種類

・ダム事業実施区域の位置
・ダム事業の規模及び総貯水容量
・ダム事業に係るダムの堤体の規模及び型式並びにダムの供用に関する事項

・ダム事業の工事の計画 等

第 2 章 事業の目的及び内容

第 5 章 環境影響評価方法

レポートについての意見と

事業者の見解

〔文献その他の資料調査・聴取・概査〕
・自然的状況(植生、主要な動植物、環境ベースマップ・環境類型区分、注目

種等の抽出又は想定)
・社会的状況(法令指定の状況等)

第 6 章 事業に係る環境影響評価の項目並びに
調査、予測及び評価の手法

〔文献その他の資料及び現地調査〕
・地域を特徴づける生態系

・動植物その他の自然環境に係る概況
・複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息・繁殖環境若しくは

生育環境の状況

「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在
及び供用」について、以下のものを予測す
る。

○直接改変
・生息・生育環境の改変
○ダム洪水調節地の環境

・試験湛水又は洪水調節に伴う一時的な冠水
による生息・生育環境の変化

○直接改変等以外

・建設機械の稼働等による生息環境の変化
・水質の変化による生息・生育環境の変化
・ダム洪水調節地及びダム下流河川の流況の

変化による生息・生育環境の変化
・ダム上下流の河床の変化による生息・生育
環境の変化

・ダム上下流の河川の連続性の変化による生
息環境の変化

予 測

○環境保全措置の検討と検証

・検討順
回避又は低減→代償措置

・複数案の比較検討、より良い技

術の活用、他
○検討結果の整理

・実施主体、方法、内容

・効果及びその不確実性の程度
・実施に伴い生ずるおそれのある

環境への影響

○事後調査の検討
・理由、項目及び手法
・環境影響が著しいことが明らか

となった場合の対応の方針
・公表の方法

環境保全措置

・事業者により実行可能な範囲内でできる限り環境影響が回避され、又は低減されているか。

・国又は地方公共団体の基準又は目標との整合が図られているか。

第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況

調 査

評 価

第 7 章

○工事中から工事完了以降に実施した以下の内容について公表する。
・環境省令で定める環境保全の効果が不確実な措置等

1.希少な動植物の生息・生育環境に係る措置
2.希少な動植物の保護のために必要な措置

・回復することが困難であって保全が特に必要と認められる環境が周囲に存在する場合に

講じた措置であって効果が確実でないもの
・事後調査
・事後調査により判明した環境の状況に応じて講じた環境保全措置

報 告 書
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7.2.8.2 川辺川の流水型ダム周辺の自然環境の概要

川辺川の流水型ダム周辺の自然環境の状況を踏まえ、地域を特徴づける生態系の特徴の

概要について、上位性、典型性及び特殊性の視点からその概要を以下に示す。

(1) 上位性

1) 陸域

事業実施区域及びその周辺は、九州気候区の山地型気候区に属し、冬季には降雪があ

る。この気象条件を反映し、植生帯はヤブツバキクラス域の上部に属する。球磨川流域

の植生はスギ・ヒノキ植林が大部分を占めるが、川辺川の流水型ダムの周辺においては、

広葉樹林（概ねシイ・カシ萌芽林）も多い。川辺川の源流部からダム堤体付近までは概

ね山地から丘陵地の渓谷を流れているが、その直下から両岸に平地が徐々に広がり、耕

作地・住宅地となっている。ダム堤体建設予定地と球磨川合流点との中間地点付近から

人吉盆地の中を流れるようになり、広い河川敷も見られるようになる。球磨川との合流

後はさらに川幅、河川敷ともに広がり、流れも穏やかになる。

事業実施区域及びその周辺の陸域を動植物の生息・生育環境から見ると、「スギ・ヒ

ノキ植林」、「広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林」に区分される。これらの環境を構

成する植物や付着藻類及びそれらを餌とする昆虫類等が食物連鎖の底辺を支えている。

その上位に魚類、両生類、爬虫類、鳥類及び哺乳類が位置している。肉食性動物のクマ

タカ、ハイタカ、キツネ等は食物連鎖の頂点に位置している。

2) 河川域

渡地点より上流の球磨川及び川辺川流域の河川域において、典型的に見られる動植物

の生息・生育環境は、「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を

流れる川」及び「止水域」である。

川辺川には多くの支川が流入しており、主な支川としては、頭地で合流する五木小川、

宮園と頭地の間に合流する竹の川、最上流部に合流する葉木川などがある。河床勾配を

見ると球磨川の渡から万江川合流点までが 1/560 程度、その上流が 1/600 程度となっ

ている。また、川辺川の球磨川合流点から井出山堰までが 1/310、井出山堰～大神橋上

流が 1/250、大神橋上流～ダム建設予定地が l/120、ダム建設予定地～川辺川第二堰堤

下流(23k200)が 1/160、川辺川第二堰堤下流～頭地堰堤が 1/180、頭地堰堤～竹の川堰

堤が 1/70、竹の川堰堤～球磨川合流点より 40k 付近が 1/210、それより上流が 1/40～

1/55 となっている。河岸斜面は山地と連続しており、スギ・ヒノキ植林や広葉樹林が

分布する。横断工作物として、ダム建設予定地下流に井出山堰、ダム洪水調節地内に川

辺川第一取水堰堤及び第二取水堰堤、川辺川のダム洪水調節地末端部に頭地堰堤、五木

小川のダム洪水調節地末端部に元井谷堰堤、川辺川のダム洪水調節地上流に竹の川堰堤

が設置されている。
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食物連鎖の観点からみると、河床等に生育する付着藻類等の植物及びそれらの植物等

を餌とする底生動物等が食物連鎖の底辺を支えている。その上位に魚類等が位置し、ヤ

マセミ等の鳥類は食物連鎖の上位に位置している。

(2) 典型性

1) 陸域

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺に分布する陸域の典型的な動植物の生息・

生育環境は、「スギ・ヒノキ植林」、「広葉樹林(二次林)」の 2 つの環境に区分できる。

「スギ・ヒノキ植林」はスギの植林地で、群落高が 19ｍ～25ｍと高く、スギが優占し

ている。上流地点ではアブラチャン、シロダモ等の多様な低木層の種で構成されている。

中流から下流地点では亜高木層、低木層の出現はわずかとなっている。草本層はイワガ

ネソウ、ホシダ、シロヤマシダ、ミヤマノコギリシダ等のシダ植物、オオサンショウソ

ウ、イズセンリョウ、ムラサキシキブ等の多様な種が生育している。

哺乳類ではコウモリ目（翼手目）、ムササビ、アカネズミ属、ノウサギ、イノシシ、

ニホンジカ等が、鳥類ではルリビタキ、ホオジロや細流が含まれる地域では渓流域に生

息するミソサザイ、カワガラス等が生息している。爬虫類・両生類ではニホンカナヘビ、

タゴガエル、ツチガエル等が、陸上昆虫類ではオオセンチコガネ、ミツボシツチカメム

シ等の暗い林床を好むセンチコガネ科、カメムシ科等が多く生息している。

「広葉樹林(二次林)」は常緑広葉樹の二次林である。斜面中部に位置し、床材は岩礫

地となった急な立地にある。群落高 15ｍ～23ｍで、樹冠を構成する高木層にはタブノキ、

アラカシ、亜高木層及び低木層にはイヌガヤ、ヤブツバキ、草本層にはベニシダ、マム

シグサ等が生息している。また、アカマツ、ハルニレ、コバノチョウセンエノキは広葉

樹林(二次林)のみで生育が確認された。

哺乳類ではコテングコウモリ、ハツカネズミ、ニホンザル、タヌキ、イノシシ、ニホ

ンジカ等が、鳥類ではツミ、ヤイロチョウ、コガラ、キビタキ、シロハラ、ミヤマホオ

ジロ等が生息している。また、ヒヨドリ、エナガ、メジロは多数生息している。爬虫

類・両生類ではシマヘビ、ヒバカリ、タゴガエル、カジカガエル等が、陸上昆虫類では

オオゴキブリ、サツマヒメカマキリ等が生息している。

2) 河川域

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の河川に分布する典型的な動植物の生息・

生育環境は、「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」

及び「止水域」の 5 つの環境に区分できる。

「渓流的な川」は、渓流的環境で、河川沿いに平坦部がなく山地の傾斜が迫っており、

両岸の樹林が河川の上空を覆っている。早瀬と淵が多く分布している。魚類のサクラマ

ス(ヤマメ)が多くみられる。渓流付近の森や崖に生息するカジカガエルがみられる。
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「山地を流れる川」は、山岳地形を呈し、河川の上空は開けている。平瀬や早瀬が連

続し、ところどころで淵が見られる渓谷を流下している。水際には自然裸地がみられ、

アラカシ群落やスギ・ヒノキ植林が広くみられる。魚類のタカハヤやウグイが多くみら

れるが、サクラマス(ヤマメ)もみられるようになる。

「山麓を流れる川」は、農耕地や宅地が少なくなり、山地森林の面積が多くなってい

る。勾配は比較的緩く、主に平瀬が発達した開放水面となっている。やや地盤の高い箇

所にはマダケ植林が広く分布しており、ムクドリやスズメが群れで利用しているのが確

認された。流れが緩やかな川底にはカマツカが生息し、砂礫底を産卵場所として利用し

ている。

「盆地を流れる川」は、人吉盆地の田園地帯を緩やかに蛇行しながら、人吉市内を貫

流している。河川敷は自然裸地が広がるほか、ツルヨシ群集やヤナギタデ群落などの水

辺特有の植生がみられる。河川形態は平瀬、早瀬、淵が連続した開放水面になっており、

マガモやカワウ等の鳥類が多くみられる。瀬にはオイカワやカワムツ等が生息している。

「止水域」は、山間部にあり、周囲は森林に覆われている。面積の広い川の上空は完

全に開けている。岸は山地の斜面が迫っており、ヌルデ-アカメガシワ群落やアラカシ

群落がみられる。両生類のカジカガエルやニホンヒキガエルがみられる。魚類のタカハ

ヤやコイがみられる。

(3) 特殊性

事業実施区域及びその周辺には、石灰岩ブロックの密集層が分布しており、いくつか

の洞窟が形成されている。このうち、川辺川の河岸にある九折瀬洞は、コウモリ類が利

用し、そのコウモリ類の糞や外部から流入する腐植土などの有機物を栄養源とする菌類

やバクテリア、それらを餌とするトビムシ類が生息し、さらにはそれらを餌とするツヅ

ラセメクラチビゴミムシやヒゴツヤムネハネカクシといった陸上昆虫類が生息している。

また、これらすべての動物はイツキメナシナミハグモなどのクモ類の餌となっている。

このように局所的な洞窟という環境の中で生態系が形成されている。このことから、

「九折瀬洞の生物群集」を特殊性として想定した。
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7.2.8.3 調査結果の概要

(1) 上位性

1) 陸域

(a) 地域を特徴づける生態系の上位性の注目種の選定

「7.2.6 動物」の調査等で確認された動物のうち、陸域の生態系における上位性の

視点により、陸域における食物連鎖において高次捕食者であると考えられる種として

表 7.2.8-2 に示す哺乳類の 7 種、鳥類(タカ目、フクロウ目)の 11 種を選定した。こ

れらの動物の中から、事業実施区域及びその周辺への依存度、調査すべき情報の得や

すさ等を勘案して、上位性(陸域)の注目種を選定した。

川辺川の流水型ダム集水域の周辺の区域は主に森林環境であり、落葉広葉樹林やス

ギ植林等の樹林が占有する山間部が広がっているほか、球磨川の近傍では耕作地も分

布する。これらの植生を基盤として、植物を餌とする多種の昆虫類、さらにこれらを

捕食する両生類、爬虫類、鳥類及び哺乳類が生息している。

クマタカは、このような樹林を主体とした様々な植生が混在する森林環境に特徴的

な猛禽類であり、哺乳類、鳥類、爬虫類等の多様な動物を主な食物としていることか

ら、食物連鎖の上位に位置する種である。さらに、クマタカは、事業実施区域及びそ

の周辺に繁殖活動を行うつがいが複数分布し、年間を通して生息していることから、

事業実施区域及びその周辺の地域への依存度も高い種である。また、種の生息状況等

の調査すべき情報も得られやすい。

これらのことから、鳥類のクマタカを上位性(陸域)の注目種として選定した。

なお、クマタカ以外の鳥類及び哺乳類については、表 7.2.8-2 に示した理由から、

上位性の注目種として選定しなかった。



7.2.8-8

表 7.2.8-2 上位性(陸域)の注目種の選定結果(1/2)

種 名
主な

食性
主な生息地 選定理由

選定

結果

哺

乳

類

ニホンザル 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、雑食性である

ことから、注目種として選定しなかった。
×

タヌキ 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、夜行性であ

り、本地域では調査すべき情報が得にくく、雑食

性であることから、注目種として選定しなかっ

た。

×

キツネ 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であり、多様な動物を食

物としているが、クマタカと比べ雑食性が高い。

また、夜行性であり、調査すべき情報が得にくい

ことから、注目種として選定しなかった。

×

ホンドテン 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であり、多様な動物を食

物としているが、クマタカと比べ雑食性が高い。

また、夜行性であり、調査すべき情報が得にくい

ことから、注目種として選定しなかった。

×

イタチ類 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であり、多様な動物を食

物としているが、クマタカと比べ雑食性が高い。

また、夜行性であり、調査すべき情報が得にくい

ことから、注目種として選定しなかった。

×

アナグマ 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、夜行性であ

り、本地域では調査すべき情報が得にくく、また

雑食性であることから、注目種として選定しな

かった。

×

イノシシ 雑食 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、雑食性である

ことから、注目種として選定しなかった。
×

鳥

類

ミサゴ 留鳥 魚類 河川、湖沼 本種の生息環境は海岸、大河、湖沼等であり、

確認頻度も低く、本地域は本種の主要な生息地で

はないことから、注目種として選定しなかった。

×

ハチクマ 夏鳥 爬虫類

両生類

昆虫類

山地及び丘陵

部の森林

森林環境に依存する種であるが、夏鳥であり、

本地域は年間を通じた生息地ではないことから、

注目種として選定しなかった。

×

オオタカ 留鳥 鳥類 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、本地域は年間

を通じた生息地ではないことから、注目種として

選定しなかった。（なお、近年九州では生息分布

を広げているが、本地域内で繁殖は確認されてい

ない。）

×

ツミ 留鳥 鳥類 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、小型であり、

調査は困難であることから、注目種として選定し

なかった。

×

ハイタカ 冬鳥 鳥類 山地や丘陵部

の森林

森林環境に依存する種であるが、冬鳥であり、

本地域は年間を通じた生息地ではないことから、

注目種として選定しなかった。

×

ノスリ 冬鳥 哺乳類 丘陵地、農耕

地

森林環境に依存する種であるが、冬鳥であり、

本地域は年間を通じた生息地ではないことから、

注目種として選定しなかった。

×

サシバ 夏鳥 両生類

爬虫類

昆虫類

丘陵地、農耕

地

森林環境に依存する種であるが、夏鳥であり、

本地域は年間を通じた生息地ではないことから、

注目種として選定しなかった。

×

クマタカ 留鳥 哺乳類

鳥類

爬虫類

山地の森林 森林環境に依存する種で年間を通して本地域に

生息し、哺乳類、鳥類、爬虫類等の多様な動物を

主な食物としていることから、注目種として選定

した。

○



7.2.8-9

表 7.2.8-2 上位性(陸域)の注目種の選定結果(2/2)

種 名
主な

食性
主な生息地 選定理由

選定

結果

鳥

類

ハヤブサ 留鳥 鳥類 沿 岸 部 、 河

川、湖沼、

本種の生息環境は海岸、大河等であり、確認頻度も

低く、本地域は本種の主要な生息地ではないことか

ら、注目種として選定しなかった。

×

チョウゲ

ンボウ

冬鳥 哺乳類

鳥類

丘 陵 地 、 農

耕地

本種の生息環境は、夏は山地、秋冬は低地、平地の

農耕地、草原等であり、確認頻度も低く、本地域は本

種の主要な生息地ではないことから、注目種として選

定しなかった。

×

フクロウ 留鳥 哺乳類

鳥類

山 地 や 丘 陵

部の森林

森林環境に依存する種であるが、夜行性であり、調

査は困難であることから、注目種として選定しなかっ

た。

×
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(b) 調査の手法

a) 調査すべき情報

調査すべき情報は、クマタカの生態、分布及び生息の状況並びに生息環境の状況

(行動圏とその内部構造、餌動物の状況を含む)とした。なお、餌動物の状況について

は、参考として本項末に示した。

クマタカへの影響検討の流れを図 7.2.8-2 に示す。

図 7.2.8-2 クマタカへの影響の検討の流れ

b) 調査の基本的な手法

調査すべき情報を得るため、文献その他の資料により生態等を整理するとともに、

現地調査としてクマタカの生息実態調査を実施し、分布、生息の状況及び生息・繁殖

環境の状況の整理及び解析を行った。

現地調査の手法及び内容を表 7.2.8-3 に示す。
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c) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域とし、定点観察の調査

地点はクマタカの生息の状況、地形の状況及び視野範囲を考慮し設定した。踏査経路

は、希少猛禽類の営巣場所や営巣の可能性のある場所等を考慮して設定した。

調査地域及び定点観察の調査地点を図 7.2.8-3 に、調査地点からの視野範囲を図

7.2.8-4 に、調査地域における累積観察時間を図 7.2.8-5 に示す。

d) 調査期間等

調査期間は、平成 4～5 年度、平成 8～20 年度及び令和 3 年～令和 4 年度、調査時

期はクマタカの生態を考慮して通年とした。

定点観察の調査回数は、月に 1～2 回程度とした。また、調査する時間帯は昼間と

した。

表 7.2.8-3 上位性(陸域)の現地調査の実施状況(1/3)

項目 内容

調査すべき

情報

クマタカの生態、分布及び生息の状況並びに生息・繁殖環境の状況

(行動圏とその内部構造を含む)

調査地域

・調査地点

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域

現地調査の

内容

1.定点観察

眺望のきく複数の調査定点に基本的に昼間滞在し、8～10 倍の双眼鏡、20～60 倍の望遠

鏡等を使用して、互いに無線機で連絡を取り合いながら観察した。調査の際は、所定の記

録用紙に種別、成鳥・若鳥・幼鳥の区別、行動状況、確認時刻等を記録し、地形図に飛翔

ルート、行動等を記入した。調査は、昼間に行った。

2.踏査

調査地域を任意に踏査し、クマタカの営巣木の位置や繁殖状況を確認した。調査は、昼

間に行った。
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表 7.2.8-3 上位性(陸域)の現地調査の実施状況(2/3)

項目

内容

調査

年度

調査時期 現地調査

手法注)1春季 夏季 秋季 冬季

調査期間・

調査時期

平成

4 年度

3/24～26
－ － －

1.定点観察

2.踏査

平成

5 年度

4/27～28

5/11～15

翌 3/17～22

6/7～11 11/16～19 12/15～17

1/19～22

2/18～22

1.定点観察

2.踏査

平成

8 年度

3/10～14

－ －

12/16～20

1/20～24

2/18～22

1.定点観察

2.踏査

平成

9 年度

4/14～18 6/2～6
－

1/26～30

2/23～27
1.定点観察

2.踏査

平成

10 年度

5/25～31

翌 3/8～3/12

7 月 9/28～10/2

11/25～27

11/30

12/1～4

1/12～15

1/25～29

2/8～12

1.定点観察

2.踏査

平成

11 年度

4/19～23

翌 3/20～24

3/28

6/7～11

8/2～6

9/20～24

10/25～29

11/1～5

1/17～21

1/25～28

2/9～11

2/21～25

1.定点観察

2.踏査

平成

12 年度

5/15～19

翌 3/19～3/23

6/12～16

8/21～25

9/18～22

10/30～11/3

11/27～12/1

12/18～22

1/29～2/2

2/19～23

2/26～3/2

1.定点観察

2.踏査

平成

13 年度

5/7～11

5/28～6/1

翌 3/4～8

6/25～29

7/23～27

8/20～24

9/17～21

10/15～19

11/26～30

12/17～21

1/14～18

2/11～16

1.定点観察

2.踏査

平成

14 年度

4/22～26

5/20～24

翌 3/10～14

6/10～14

7/22～7/26

8/12～8/16

9/9～13

10/7～11

11/25～29

12/16～20

1/20～24

2/17～21

1.定点観察

2.踏査

平成

15 年度

4/28～5/2

5/19～23

翌 3/8～12

6/9～13

7/7～7/11

8/18～8/22

9/8～12

10/20～24

11/24～28

12/15～19

1/12～16

2/16～20

1.定点観察

2.踏査

平成

16 年度

4/19～24

5/17～21

翌 3/22～26

6/7～11

7/12～16

7/20～23

8/4

8/9～13

9/13～17

10/25～29

12/20～24

1/24～28

2/7～14

1.定点観察

2.踏査

平成

17 年度

4/11～15

5/16～20

翌 3/13～17

6/6～10

7/11～15

8/15～19

9/13～17

10/25～29

12/19～23

2/13～17

2/24～28

1.定点観察

2.踏査

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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表 7.2.8-3 上位性(陸域)の現地調査の実施状況(3/3)

項目

内容

調査

年度

調査時期 現地調査

手法注)1春季 夏季 秋季 冬季

調査期間・

調査時期

平成

18 年度

5/15～19

翌 3/12～16

3/21～30

6/12～16

7/17～21

8/7～11

9/4～8

11/27～30

12/1

12/25～29

1/22～26

2/12～16

1.定点観察

2.踏査

平成

19 年度

4/16～20

5/21～25

翌 3/10～14

6/11～15

6/27

7/2～6

8/6～10

9/3～7

11/19～23

12/17～21

1/21～25

2/11～15

1.定点観察

2.踏査

平成

20 年度

4/21～25

5/19～23

6/16～20

7/14～18

8/4～8

8/11、13

9/8～12

10/6～10
－

1.定点観察

2.踏査

令和

3 年度

4/24～28

5/24～28

翌 3/1～5

6/28～7/2

8/23～27

10/25～29

11/22～26

12/20～24

1/24～28

2/7～11

1.定点観察

2.踏査

令和

4 年度

4/18～22

5/16～20

翌 3/1～5

6/20～24

8/22～26

9/26～30

11/7～11

11/21～23

12/19～23

12/27～28

1/23～29

2/6～10

2/15～17

1.定点観察

2.踏査

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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注)1.種の保全の観点から営巣地を特定できる可能性のある踏査における調査経路は記載していない。

図 7.2.8-3

上位性(陸域)調査地域及

び調査地点
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図 7.2.8-4

上位性(陸域)

観察視野全範囲
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図 7.2.8-5

上位性(陸域)

累積観察時間
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(c) 調査結果

調査結果は、既存資料に基づく注目種の生態及び調査地域における生息状況(分布

状況及び採餌や繁殖の状況)並びに生息・繁殖環境の状況について整理した。

a) 生態

クマタカの生態については、「7.2.6 動物 7.2.6.2 調査結果の概要 (2) 動物の

重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 2) 調査結果等」に示す。

b) 生息状況及び繁殖状況

平成 5年 3月～令和 5年 3月まで、延べ 310日、45地点で調査を実施し、A、B、C、

D、E、F、G、H 及び I の計 9 つがいの生息が確認された。

なお、平成 21 年～令和元年の調査未実施の期間に、つがいの形成個体の翼羽の欠

損状況等の個体識別に資する情報が途絶えているため、平成 5～20 年度までの調査に

おいて確認されたつがいと令和 2～4 年度までの調査において確認されたつがいにつ

いては、同一個体により構成されているかは不明である。しかし、令和 2～4 年に確

認された営巣地及び行動圏が平成 20 年までの調査結果から大きく変化した状況が確

認されていないことから、新たに定着を確認した G つがいを加えてつがいごとに整理

した。

各つがいの調査頻度は異なるが、それぞれの延べ確認例数（飛翔等の記録）は、A

つがい 275 例、B つがい 358 例、C つがい 402 例、D つがい 151 例、E つがい 212 例、

F つがい 99 例、G つがい 37 例、H つがい 257 例、I つがい 118 例及び若鳥や識別ので

きなかった成鳥個体等を含めて、計 3,489 例であった。

川辺川への主要な流入支川（山口谷川、藤田谷川、椎葉谷川、宮目木川）の流域を

1 単位として、5 つがい（A つがい、B つがい、C つがい、D つがい、E つがい）が、川

辺川をまたぐ区域に 3 つがい（F つがい、G つがい、H つがい）が、五木小川への主要

な流入支川の流域を１単位として 1 つがい（I つがい）が生息していた。

(i) つがい別の繁殖状況

平成 5 年～6 年シーズンから計 16 シーズンのつがい別の繁殖結果を表 7.2.8-4 に

示す。

A つがいは 16 回中 5 回繁殖に成功している。

B つがいは 16 回中 7 回繁殖に成功しており、繁殖成績が良好なつがいである。

C つがいは平成 14～15 年シーズンにつがいが確認され、平成 17～18 年シーズンに

営巣地が確認されたつがいで、5 回中 4 回繁殖に成功しており、繁殖成績が良好なつ

がいである。

D つがいは 16 回中 5 回繁殖に成功している。
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E つがいは 16 回中 3 回繁殖に成功している。

F つがいは 16 回中 2 回繁殖に成功している。

G つがいは令和 3～4 年シーズンに営巣地が確認されたつがいであるが、繁殖は未確

認である。

H つがいは平成 11～12 年シーズンにのみ繁殖に成功しているつがいである。

I つがいは平成 16～17 年及び令和 2～3 年シーズンの 2 回、繁殖に成功しているつ

がいである。

表 7.2.8-4 クマタカのつがい別の繁殖結果

繁殖シーズン
つがい名

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

平成 5～ 6 年度 × × × × － － －

平成 7～ 8 年度 × ◎ × × － － －

平成 8～ 9 年度 ◎ × ◎ （◎） － － －

平成 9～10 年度 ◎ ◎ × ◎ ◎ － －

平成 10～11 年度 × ◎ ◎ × × × ×

平成 11～12 年度 △ ◎ × × × ◎ ×

平成 12～13 年度 × × × △ × × ×

平成 13～14 年度 ◎ × × △ × △ ×

平成 14～15 年度
× ◎

つがい

確認
◎

◎ × △
×

平成 15～16 年度
△ ×

つがい

確認
×

× ◎
× ×

平成 16～17 年度
◎ ×

つがい

確認
×

△ ×
× ◎

平成 17～18 年度 × △ ◎ ◎ × × × ×

平成 18～19 年度 × △ × × × × × ×

平成 19～20 年度 × ◎ ◎ △ × × △ △

令和 2～3 年度 △ × ◎ × × × × ◎

令和 3～4 年度
◎ ◎ ◎ ◎ × ×

つがい

確認
× ×

繁殖成功例数 5 7 4 5 3 2 0 1 2

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

◎：幼鳥の巣立ちを確認した。

△：指標行動等を確認したが、繁殖活動を途中中止した。

×：指標行動等及び幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－ ：未調査

(空欄)：当該つがいの生息範囲が調査対象となっていなかった。

(◎)：6 月に雛が確認されたが、巣立ち調査は未実施。ただし、自然保護協会（自然保護協会ホームペ

ージ）が幼鳥の出現を報告。

(ii) つがい別の主な繁殖指標行動等

クマタカつがいの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況を表 7.2.8-5 に示

す。

本地域での繁殖活動は 11～12 月頃から始まり、この頃からディスプレイが活発に

行われ、つがいでの活動がみられるようになる。1 月に入ると交尾や巣材運びが行わ

れ、早いもので 3 月中旬には産卵し、早いもので 6 月下旬、遅くとも 8 月には巣立っ

ていると考えられる。
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（A つがい）（1/8）

つがい名 繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

A つがい 平成
5～ 6 年

巣材運び、交
尾、造巣

平成
8～ 9 年

つっかかり 巣材運び

平成
9～10 年

餌運び、H9生ま
れ幼鳥、V字、波
状

偽交尾、防衛行動、H9
生まれ幼鳥、V字、波
状、つっかかり、うろ
つき

防衛行動、波状

平成
10～11 年

H10 生まれ幼鳥、V
字、波状

監視、V字、枝
落とし

監視

平成
11～12 年

監視、V字、波状、防
衛行動

抱卵 防衛行動

平成
12～13 年

防衛行動

巣材採取、巣材
運び、防衛行
動、波状、つっ
かかり

枝落とし

波状、
つっかか
り、重な
り

防衛行動

防衛行
動、V字、
波状、
つっかか
り

平成
13～14 年

防衛行動 交尾 餌運び
抱雛、餌運
び、給餌、巣
材運び、造巣

巣材運び

巣内雛、給
餌、巣材運
び、巣材採
取

H14 生まれ
幼鳥

H14 生
まれ
幼鳥

H14 生ま
れ幼鳥、
餌運び

H14 生まれ
幼鳥

H14 生ま
れ幼鳥

平成
14～15 年

H14 生まれ
幼鳥

H14 生まれ幼鳥、
重なり

H14 生まれ幼鳥、巣材
採取、巣材運び、防衛
行動

H14 生まれ幼鳥
H14 生まれ幼
鳥、餌運び

平成
15～16 年

巣材運び
交尾、巣材採取、巣材
運び、造巣、つっかか
り

交尾、防衛行
動、V字、波状

抱卵
防衛行
動、つっ
かかり

平成
16～17 年

巣材採取、
巣材運び、
造巣、V
字、つっか
かり

交尾、巣材運び、造
巣、波状、つっかか
り、重なり

抱卵
巣内雛、巣材採
取、巣材運び

餌運び、給
餌

H17 生まれ
幼鳥

H17 生
まれ
幼鳥

平成
17～18 年

造巣
交尾、巣材運
び

平成
18～19 年

防衛行動 防衛行動

巣材採取、造
巣、監視、重
なり、つっか
かり

平成
19～20 年

V字、つっかかり

令和
2～3 年度

防衛行動、V
字、つっかか
り、重なり

V字 V字 V字
監視とま
り、V字

令和
3～4 年度

監視とまり

巣材採取、監視
とまり、防衛行
動、V字、つっか
かり

交尾、監視とまり、防
衛行動、V字

V字、つっかか
り

R4生まれ
幼鳥

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（B つがい）（2/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

B つがい 平成
5～ 6 年

巣材運び、交尾、造
巣

平成
8～ 9 年

餌運び、
H8生まれ
幼鳥

H8生まれ幼鳥
餌運び、
H8生まれ幼鳥

平成
9～10 年

平成
10～11 年

H10 生まれ
幼鳥

H10 生まれ幼鳥、餌
運び、V字、波状、
つっかかり、防衛行
動

H10 生まれ幼
鳥、波状

H10 生まれ幼鳥 V字

平成
11～12 年

H11 生まれ
幼鳥、巣材
採取、巣材
運び、つっ
かかり

H11 生まれ幼鳥、交
尾、監視、餌運び

V字、つっかか
り

V字、つっ
かかり、防
衛行動

餌運び
H12 生まれ幼
鳥

H12 生まれ幼
鳥、重なり

H12 生まれ幼
鳥

H12 生まれ幼
鳥

平成
12～13 年

H12 生まれ
幼鳥、餌
運び

H12 生まれ
幼鳥、偽交
尾、巣材運
び、うろつ
き

H12 生まれ幼鳥、防
衛行動

H12 生まれ幼
鳥、防衛行動

餌運び
防衛行動、波
状、つっかか
り

V字、波状

平成
13～14 年

防衛行動 防衛行動 餌運び 防衛行動
巣材採取、巣
材運び、造巣

平成
14～15 年

重なり、
つっかか
り

交尾、巣材
採取、巣材
運び

交尾、巣材採取、巣
材運び、枝落とし

巣材採取、
巣材運び

H15 生ま
れ幼鳥

H15 生まれ幼
鳥、餌運び

H15 生まれ幼
鳥

H15 生まれ幼
鳥、餌運び

平成
15～16 年

H15 生まれ
幼鳥

H15 生まれ幼鳥、防
衛行動

H15 生まれ幼
鳥、防衛行動、
V字、波状

H15 生まれ幼
鳥、誇示とま
り

H15 生まれ
幼鳥

平成
16～17 年

巣材採
取、巣材
運び、監
視

交尾、巣材採取、造
巣、餌運び、誇示と
まり、波状

防衛行動

平成
17～18 年

抱卵、交尾、求愛給
餌、餌運び、造巣、
監視

監視

平成
18～19 年

交尾、巣材
採取、巣材
運び、造
巣、防衛行
動

巣材採取、誇示とま
り、監視、V字、波
状、つっかかり

抱卵、巣材採
取、誇示とま
り、V字、波状

交尾、V字、波
状

つっかかり

平成
19～20 年

交尾、監視、防衛行
動、V字、波状、重
なり、深い羽ばたき

H20 生まれ幼
鳥、餌運び

H20 生まれ幼
鳥

令和
2～3 年度

防衛行動、V
字、波状

V字
V字、波
状

監視とまり
監視とまり、
V字

令和
3～4 年度

V字
V字、つっ
かかり

交尾、巣材採取、巣
材運び、監視とま
り、防衛行動、V
字、波状

抱卵、餌運び、
監視とまり、V
字、波状

抱卵又は、抱
雛、監視とま
り、V字

巣内雛、給
餌、巣材採
取、巣材運
び

在巣、
つっかか
り

R4生まれ幼
鳥、在巣、餌
運び

R4生まれ幼
鳥

R4生まれ幼
鳥

注)1.本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（C つがい）（3/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

C つがい

平成
14～15 年

2羽とまり

2羽とまり、
防衛行動、V
字、波状、重
なり、つっか
かり

防衛行動、波
状、重なり、
つっかかり

防衛行動

平成
15～16 年

2羽とま
り、防衛
行動、V
字、つっ
かかり

2羽とまり、
防衛行動、V
字、波状、重
なり、つっか
かり

求愛給餌 V字 防衛行動

平成
16～17 年

防衛行
動、V字、
つっかか
り

防衛行動

交尾、巣材採
取、巣材運
び、餌運び、
防衛行動、V
字、波状、
つっかかり

防衛行動 防衛行動 つっかかり

平成
17～18 年

防衛行
動、V字

交尾、巣材採
取、巣材運
び、造巣、監
視、V字、波
状、つっかか
り

抱卵
H18 生まれ幼
鳥、抱雛、餌
運び

餌運び、V
字、波状

H18 生まれ幼
鳥、餌運び、
給餌

H18 生まれ幼
鳥

H18 生まれ幼
鳥

平成
18～19 年

V字、つっ
かかり

交尾、防衛行
動、V字、波
状、深い羽ば
たき

交尾、巣材採
取、巣材運
び、造巣、防
衛行動、つっ
かかり

平成
19～20 年

巣材運
び、造巣

V字、つっか
かり

巣材採取、造
巣、防衛行
動、重なり、
つっかかり

抱卵
H20 生まれ幼
鳥

令和
2～3 年度

V字、重な
り、つっかか
り

巣内雛、給
餌、餌運び

R3生まれ幼
鳥、波状

R3生まれ幼
鳥、餌運び、
V字

R3 生まれ幼
鳥、V字、波
状

R3生まれ幼
鳥

令和
3～4 年度

R3 生まれ
幼鳥

R3生まれ幼
鳥、監視とま
り、V字

R3 生まれ幼
鳥、在巣

R3生まれ幼
鳥、交尾、巣
材運び、造
巣、V字

抱卵、造巣、
監視とまり

巣内雛、給
餌、抱雛、巣
材採取、巣材
運び、造巣

巣内雛、給
餌、造巣、餌
運び

R4生まれ幼
鳥、在巣

R4生まれ幼
鳥

R4生まれ幼
鳥

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（D つがい）（4/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

D つがい 平成
5～ 6 年
平成
8～ 9 年

防衛行動

平成
9～10 年

H9 生まれ幼鳥、
交尾、餌運び、V
字

平成
10～11 年

H11 生まれ幼鳥

平成
11～12 年

H11 生まれ幼
鳥

防衛行動
餌運び、防衛
行動、V字

防衛行動、重
なり

平成
12～13 年

つっかかり
交尾、防衛⾏
動

防衛⾏動

平成
13～14 年

巣材運び 防衛行動

平成
14～15 年

交尾、誇示とま
り、防衛行動

防衛行動、V
字、波状

防衛行動
H15 生まれ幼
鳥

H15 生まれ幼
鳥、防衛行動

H15 生まれ幼
鳥

H15 生まれ幼鳥

平成
15～16 年

H15 生まれ
幼鳥

H15 生まれ幼
鳥、監視

H15 生まれ幼
鳥

防衛行動

平成
16～17 年

監視
巣材運び、防
衛行動

H18 生まれ幼
鳥

平成
17～18 年

巣材運び、V
字、波状、防衛
行動

防衛行動

平成
18～19 年

交尾、V字、波
状、つっかかり

交尾、V字、
つっかかり

V字、波状

平成
19～20 年

巣材採取、巣材
運び、造巣、防
衛行動、V字、
波状、つっかか
り

令和
2～3 年度

監視とまり V字、枝折
監視とまり、V
字、波状

監視とまり

令和
3～4 年度

監視とま
り、V字

交尾、誇示と
まり、監視と
まり、V字、
つっかかり

交尾、巣材採
取、監視とま
り、V字、つっ
かかり

抱卵、造巣、
V字

抱雛、給餌、
餌渡し

在巣、監視と
まり、V字

巣内雛、巣材
採取、巣材運
び、監視とま
り

R4生まれ幼
鳥、餌運び

R4生まれ幼
鳥、監視とま
り

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（E つがい）（5/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

E つがい 平成
5～ 6 年
平成
8～ 9 年

交尾、防衛行動 餌 運 び 、 V
字、波状

抱雛、防
衛行動

平成
9～10 年

防衛行動 巣内雛 H10生まれ幼鳥 H10 生まれ幼
鳥、餌運び

平成
10～11 年

H10生まれ幼鳥 H10 生まれ幼鳥、
V 字、波状、防衛
行動

交尾 V字

平成
11～12 年

交尾 餌運び 巣 材 採
取、防衛
行動

防衛行動 誇 示 と ま
り、つっか
かり

平成
12～13 年

その他DP 交尾、造巣、巣材
採取、巣材運び、
誇示とまり、防衛
行動、V 字、つっ
かかり

交 尾 、 求 愛 給
餌、造巣、餌運
び、V字、波状

交尾、監視、V
字 、 波 状 、
つっかかり

抱 卵 又
は 、 抱
雛、餌処
理

防衛行動

平成
13～14 年

その他DP 交 尾 、 巣 材 運
び、監視、防衛
行動、V 字、波
状 、 重 な り 、
つっかかり

餌運び、造巣 抱卵又は、
抱雛、餌運
び、造巣

抱雛、給
餌

平成
14～15 年

巣にとまる、巣
材採取、巣材運
び、防衛行動、
つっかかり

交尾、巣材採取、
巣材運び、餌運
び、V字、波状

餌運び、防衛行
動

抱卵又は、抱
雛、餌運び、
造巣、巣材運
び

抱雛、 防
衛行動

巣内雛 、
給餌

H15 生まれ幼
鳥、給餌、餌運
び、造巣、巣材
採取、巣材運び

H15 生まれ
幼鳥

H15 生まれ幼
鳥

H15 生まれ
幼鳥

平成
15～16 年

H15生まれ幼鳥 H15 生まれ幼鳥、
防衛行動

H15 生まれ幼
鳥 、 防 衛 行
動 、 巣 材 採
取 、 巣 材 運
び、V字

V字 防衛行動

平成
16～17 年

巣材運び V字 交 尾 、 巣 材 採
取、巣材運び、
餌運び、防衛行
動、V 字、波状、
つっかかり

巣材採取、防
衛行動

巣 材 採
取、巣材
運び、造
巣

平成
17～18 年

交尾、誇示とま
り、監視、防衛行
動、V字、波状

監視、つっか
かり

防衛行動

平成
18～19 年

交尾、巣材運び、
監視、防衛行動、
V字、波状

防 衛 行 動 、 V
字、波状、つっ
かかり

平成
19～20 年

つっかかり 防衛行動 V 字、波状、防
衛行動

令和
2～3 年度

V字 餌運び、V
字

監視とま
り

V字 防衛行動、
監視とまり

令和
3～4 年度

巣材採取、巣
材 運 び 、 造
巣、監視とま
り、枝持ち、
つっかかり

交尾、監視とまり 交 尾 、 巣 材 採
取、巣材運び、
造巣、監視とま
り、防衛行動、V
字、波状

在巣、V字 在巣、監視
と ま り 、
つっかかり

在巣、監
視とまり

餌運び V 字、つっか
かり

監視とま
り、V字

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（F,G つがい）（6/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

F つがい 平成
5～ 6 年
平成
8～ 9 年

防衛行動 防衛行動

平成
9～10 年

V字、波状、
つっかかり

H10 生まれ幼
鳥、V字、波
状、防衛行動

交尾 V字

平成
10～11 年

監視

平成
11～12 年

交尾、造
巣、巣材採
取、防衛行
動

交尾、造巣、
巣材採取、巣
材運び、監
視、誇示とま
り

防衛行動 防衛行動

平成
12～13 年

防衛行動 防衛行動

交尾、造巣、
巣材採取、巣
材運び、誇示
とまり

巣に入る

平成
13～14 年

交尾、監視、
巣材採取、巣
材運び、重な
り、つっかか
り、防衛行動

交尾、餌運
び、防衛行
動、V字、波
状

防衛行動

平成
14～15 年

防衛行動
交尾、巣材採
取、巣材運
び、防衛行動

巣にとまる、
防衛行動

防衛行動

平成
15～16 年

交尾、巣材採
取、巣材運
び、造巣、防
衛行動

交尾、巣材採
取、巣材運
び、造巣、防
衛行動、求愛
給餌

抱卵、造巣

巣内雛、餌運
び、巣材採
取、巣材運
び、造巣、V
字

給餌、餌運
び、防衛行
動、監視

H16 生まれ幼
鳥、餌運び、
防衛行動

H16 生まれ幼
鳥、防衛行動

H16 生まれ幼
鳥、防衛行動

H16 生まれ幼
鳥

平成
16～17 年

防衛行動 交尾 巣にとまる 防衛行動

平成
17～18 年

監視、V字、
波状

防衛行動

平成
18～19 年

造巣、防衛行
動

巣にとまる

平成
19～20 年
令和
2～3 年度

監視とまり V字、波状 V字、重なり V字
監視とまり、
V字、波状

令和
3～4 年度

監視とまり、
V字

監視とまり、
V字

V字
V字、重な
り、つっかか
り

G つがい
令和
3～4 年度

V 字、波
状、重な
り、つっか
かり

V 字 監視とまり

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)



7
.
2
.
8
-2
5

表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（H つがい）（7/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

H つがい 平成
8～ 9 年
平成
9～10 年

平成
10～11 年

交尾、V 字、
つっかかり、
重なり、防衛
行動

V 字、波
状、つっか
かり

V 字

平成
11～12 年

交尾、波状
交尾、巣材
採取、防衛
行動、波状

防衛行動

H12 生まれ
幼鳥、餌運
び、つっか
かり

H12 生まれ
の幼鳥

平成
12～13 年

交尾、巣材運
び

交尾、偽交
尾、造巣、
巣材運び、
誇示とま
り、防衛行
動、波状、
つっかかり

交尾、造
巣、防衛行
動、V 字、
波状、つっ
かかり

造巣 防衛行動

平成
13～14 年

交尾、巣材
採取、巣材
運び、造
巣、誇示と
まり、V
字、波状、
つっかかり

交尾、造
巣、巣材採
取、巣材運
び、防衛行
動、V 字、
波状

抱卵又は、抱
雛、造巣

巣にとまる V 字

巣材採取、
巣材運び、
造巣、防衛
行動、波
状、枝落と
し

平成
14～15 年

防衛行
動

交尾、巣にと
まる、防衛行
動

交尾、巣材
採取、巣材
運び、造巣

抱卵、交
尾、巣材採
取、巣材運
び、造巣、
防衛行動、V
字、波状

抱卵又は、抱
雛、巣材運
び、造巣、防
衛行動

巣内雛、給
餌

平成
15～16 年

巣材運び、
造巣、V 字

巣にとまる

平成
16～17 年

巣材採取、
巣材運び、
造巣、監視

防衛行動 防衛行動

平成
17～18 年

防衛行動、V
字、波状、
つっかかり

平成
18～19 年

餌運び、誇
示とまり、
防衛行動、V
字、波状

交尾

平成
19～20 年

防衛行動
交尾、防衛
行動

求愛給餌、V
字

巣材採取、
巣材運び、
造巣、防衛
行動、V 字

防衛行動、V
字、波状

巣材運び

令和
2～3 年度

監視とまり
防衛行動、
V 字

防衛行動、
監視とま
り、V 字

監視とま
り、V 字、
波状

監視とまり

令和
3～4 年度

V 字
防衛行動、監
視とまり、V
字、波状

監視とま
り、V 字、
波状、つっ
かかり

監視とま
り、V 字、
波状、つっ
かかり

V 字、つっか
かり

V 字、波状
V 字、枝折
り

V 字、枝折
り

V 字、波
状、枝持ち

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査(
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表 7.2.8-5 観察されたクマタカの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況（I つがい）（8/8）

つがい名
繁殖
シーズン

12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月
求愛期 造巣期 抱卵期 巣内育雛期 巣外育雛期

I つがい
平成
8～ 9 年

V 字、波
状、つっ
かかり

平成
9～10 年

平成
10～11 年

防衛行動 交尾、V 字
V 字、波
状、防衛行
動

V 字、波状
V 字、波
状、つっか
かり

監視

平成
11～12 年

交尾、監視
交尾、造
巣、巣材採
取

平成
12～13 年

防衛行動

平成
13～14 年

巣材運び、
造巣

防衛行動 防衛行動 防衛行動

平成
14～15 年

巣材採取 交尾

交尾、巣材
採取、巣材
運び、造
巣、防衛行
動、V 字、
波状

巣材採取

平成
15～16 年

防衛行動
交尾、巣材
採取、巣材
運び、V 字

巣材採取、
巣材運び、
造巣

平成
16～17 年

巣材採取
交尾、防衛
行動、V 字

餌運び

平成
17～18 年
平成
18～19 年

平成
19～20 年

交尾、巣材
採取、防衛
行動、つっ
かかり

つっかかり

令和
2～3 年度

抱卵、防衛
行動、V
字、波状

巣内雛、給
餌、V 字

R3 生まれ幼
鳥、在巣

R3 生まれ幼
鳥、監視と
まり、V 字

R3 生まれ幼
鳥、餌運び

R3 生まれ幼
鳥

令和
3～4 年度

R3 生まれ
幼鳥

R3 生まれ幼
鳥

R3 生まれ幼
鳥

巣材採取、
巣材運び

つっかかり
R3 生まれ幼
鳥

注)1. 本表は、繁殖に関わる行動(餌運び、巣材運び、交尾、監視、攻撃)、ディスプレイ及び幼鳥の記録等を記載した。(空欄:指標行動未確認 ／:未調査)
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(iii) 行動圏の内部構造の考え方

クマタカの行動圏の内側には、狩りが頻繁に行われる場所や繁殖活動が多く見られ

る場所等、機能の異なる環境の場があることが明らかとなった。こうした場の構造は

行動圏の内部構造と言われ、保全のために必要な地域の絞り込みに役立つと考えられ

ている。現在、考えられている行動圏の内部構造の模式図を図 7.2.8-6 に示す。

コアエリアは、クマタカの行動圏の中で相対的に利用率が高く、周年の生活基盤と

なる範囲であり、年間を通してよく利用する範囲をもとに決定される。

繁殖テリトリーは、つがい形成、産卵、育雛のために必要な範囲で、繁殖期間中に

形成される排他的な区域(テリトリー)であり、繁殖期の特定の期間(11 月から 3 月)に

利用率が高くなる範囲や繁殖行動に関わる指標行動(求愛や防衛行動)が見られる範囲

をもとに決定される。

幼鳥の行動範囲は、巣立ち後の幼鳥が独立できるまでの生活範囲であり、翌年の繁

殖期が開始されるまでの時期に、幼鳥が見られた範囲をもとに決定される。これらの

範囲はクマタカが安定して生息するために必要な範囲であり、上位性(陸域)からみた

地域を特徴づける生態系の評価に有効であると考えられる。

クマタカは、行動圏の中の土地や環境を均等に利用しているわけではなく、例えば

主に狩りに利用する地域(好適採食地)、繁殖活動に利用する地域等がある。クマタカ

のつがい単位の行動圏の中を、その利用目的・利用状況により区分したもののイメー

ジを図 7.2.8-6、行動圏の内部構造等の定義を表 7.2.8-6 に示した。調査地域の行動

圏の内部構造は、クマタカの出現状況、繁殖に関する指標行動等をもとに、地形等の

情報も考慮して設定した。
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注：ダム事業におけるイヌワシ・クマタカの調査方法（（財）ダム水源地環境整備センター

編・著）より抜粋

図 7.2.8-6 クマタカの行動圏の内部構造イメージ

表 7.2.8-6 クマタカの行動圏の内部構造の定義

コアエリア
クマタカの全行動圏の中で、相対的に利用率の高い範囲(周年の生

活の基盤となる範囲)又は、1 年間を通じてよく利用される範囲

繁殖テリトリー
繁殖期に設定・防衛されるテリトリー(ペア形成・産卵・育雛のた

めに必要な範囲であり、繁殖期に確立されるテリトリー)

幼鳥の行動範囲 巣立ち後の幼鳥が独立できるまでの生活場所
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(iv) 行動圏の内部構造の推定結果

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺で確認された 9 つがいは、推定された行

動圏が事業実施区域と重複することから、行動圏の内部構造（コアエリア、繁殖テリ

トリー、幼鳥の行動範囲）を解析した。なお、幼鳥の行動範囲については、令和 3 年

～4年繁殖期及び令和 4年～5年繁殖期に繁殖に成功した 5つがいを解析対象とした。

各つがいの行動圏内部構造の解析結果を表 7.2.8-7 に示す。

表 7.2.8-7 各つがいの行動圏内部構造の解析結果

行動圏

内部構造

つがい名

A B C D E F G H I

コア

エリア(ha)
1,090 724 712 733 888 1,294 735 1,039 1,024

繁殖

テリトリー(ha)
397 435 358 516 456 631 310 641 533

幼鳥の

行動範囲(ha)
106 94 154 199 － － － － 111
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(v) 潜在的営巣適地の推定の考え方

調査対象とした９つがい（A,B,C,D,E,F,G,H 及び I つがい）のコアエリア内におけ

る潜在的営巣適地（クマタカの営巣場所に特徴的な環境条件を統計的手法により解析

したエリア）を解析した。

解析手順を図 7.2.8-7、潜在的営巣適地の解析条件を表 7.2.8-8 に示した。全国の

クマタカの営巣条件を踏まえて設定した解析条件と適合する範囲を絞り込み、営巣に

適した植生にてランク区分した。営巣に適した植生は、A ランク（営巣に持っても適

した範囲）と B ランク（営巣に適した範囲）の 2 ランクに区分した。「潜在的営巣適

地の条件」は、「クマタカ・その保護管理の考え方」（平成 12 年 クマタカ生態研

究グループ）、「ダム事業におけるイヌワシ・クマタカの調査方法」（平成 21 年

（財）ダム水源地環境整備センター）等を参考に設定するとともに、本地域のクマタ

カの営巣場所の環境条件を踏まえて、標高及び植生の解析条件を補正した。

図 7.2.8-7 潜在的営巣適地の解析手順

表 7.2.8-8 潜在的営巣適地の解析条件

対象ペアのコアエリア内の環境整理
●50m メッシュ内の標高、斜面傾斜角度 等

クマタカの営巣適地の条件
●標高、斜面傾斜角度、巣間距離 等

コアエリア内で営巣環境として適していない範囲の除外
●標高、斜面傾斜角度、隣接ペアの巣からの距離等による絞り込み

営巣環境として適している範囲のランク分け
●植生をもとに区分
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(vi) 営巣適地の推定結果

クマタカの各つがいの潜在的営巣適地は、いずれのつがいについても、現在の営巣

場所だけでなく、コアエリア内に広範囲に分布している。

ランク 営巣条件

営巣適地
として適
していな
い範囲

植生（営巣できる植生で
はない範囲）

開放水面、人工構造物、崩壊裸地、畑、伐採跡地

標高 コアエリア内の最高標高と最低標高の標高差の 10%以下及
び 60％以上の範囲
※一般的には 10%以下及び 50%以上であるが、対象つがい

の現在の営巣場所の条件を加味し数値を変更

斜面傾斜角度 斜面傾斜角度が 15°以下及び 50° 以上の範囲

隣接ペアの巣からの距離 隣接ペアの巣から 1.5km の範囲

A ランク 植生（営巣適地として
最も適していると考えら
れる植生）

大径木が多く林内に空間
の存在する自然林タイプ
の植生

広葉樹林自
然林、アカマ
ツ・モミ林等

常緑広葉樹林
（落葉広葉樹林）
※営巣条件にあてはま
る落葉広葉樹林はない

B ランク 植生（営巣適地として
適していると考えられる
植生）

自然林と比較すると大径
木の存在する確率が低く、
ブッシュ状に植生が繁茂
する二次林タイプ

広葉樹二次
林等

スギ・ヒノキ植林

【ランク分け】
上記の 4 条件のいずれかに該当するメッシュを「営巣環境に適していない範囲」と
し、残ったメッシュについて、植生をもとに以下の 2 ランクに区分する。

注)1.下線部は、対象つがいの巣の環境条件を加味したうえで調整した営巣条件を示す。
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(vii) 好適採食地の推定の考え方

希少猛禽類の調査で得られたクマタカの狩りに関する行動及び探餌行動の確認位置

と環境要因との関係から、MaxEnt モデル上 1)を用いて、クマタカの好適採食地を推定

した。

好適採食地の推定に用いた MaxEnt モデルは、確認位置情報と調査地域の環境要因

から対象種の出現確率(0～1)を推定する手法であり、現地調査等で得られた「在」

データのみから推定を行うことができる。

解析は調査地域を1辺 250mの区画（以下「メッシュ」という。）に細分して行い、

「在」データには「狩りに関する行動の確認地点」を用いた。なお、抽出する狩りに

関する行動は、「探餌とまり」、「ハンティングと思われる林内への出入り」、「捕

食」とした。また、クマタカの狩り場環境の適地に影響を与えると考えられる環境要

因を表 7.2.8-9 に示す。

表 7.2.8-9 好適採食地の推定にかかる環境要因

環境要因 内容 データ取得方法

クマタカの狩り

行動の在・不在

内容：現地調査の結果、クマタカの狩りに関する行動が確認さ

れたメッシュ（「在」）と、狩りに関する行動が確認されな

かったメッシュ（「不在」）として、解析に用いた。

現地調査結果

斜面方位

選定理由：斜面方位は植生、日射量、風向等のクマタカの狩り

場を形成に影響すると考えられることから、環境要素として選

定した。

内容：調査地域の斜面方位について、メッシュ内の主な斜面方

位（16 方位）を算出し、解析に用いた。

既存の数値標高モ

デルをもとに GIS

より算出した。

標高

選定理由：標高は餌動物の分布や環境の違いによるクマタカの

狩りのしやすさ、餌場を見渡せる範囲に影響すると考えられる

ことから、環境要素として選定した。

内容：調査地域の地形の起伏について、メッシュ内の中心標高

（m）を算出し、解析に用いた。

傾斜角

選定理由：クマタカは木の枝にとまるか、帆翔しながら探餌

し、停空飛翔で狙いを付け急降下し狩りを行う。傾斜角度によ

り餌場を見渡せる範囲に影響すると考えられたため、環境要因

として選定した。

内容：調査範囲内の地形の起伏について、メッシュ内の傾斜角

度を算出し、解析に用いた。

植生面積

（環境類型区分）

選定理由：生物の生息基盤である植生（環境類型区分）は、餌

動物の分布や環境の違いによるクマタカの狩りのしやすさに影

響すると考えられることから、環境要素として選定した。

内容：調査地域の植生は常緑針葉樹・広葉樹林（自然林）、落

葉広葉樹林（自然林・二次林）、アカマツ林、スギ・ヒノキ植

林、その他の植林、開放水域、耕作地（果樹園等、水田・畑地

等）、自然裸地、人工構造物、伐採跡地、不明の 14 タイプの

環境類型に分類した。各メッシュを代表する環境類型を解析に

用いた。

現地調査結果及び

航空写真を踏まえ

て図化し、GIS に

て算出した。

注)1.上 1）は、生態系上位性に係る引用・参考文献を示す。引用・参考文献リストは、項末に示す。
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推定結果の妥当性については ROC 曲線(Receiver operating characteristic curve)

と AUC（area under the curve）によって確認する。

ROC 曲線は、モデルの cutoff 値（当該種の出現する・しないを判定する閾値）をずら

しながら判定結果を調べ、横軸に(1－特異度)、縦軸に感度をとってプロットしたもので

ある。ここでいう特異度とは「不在を正しく不在と判定する可能性」を示しており、感

度とは「在を正しく在と判定する可能性」を示している。そのため、当該種の在・不在

を完全に予測可能なモデルでは、図 7.2.8-8 の赤破線のように感度も特異度ともに、1

になる。逆に、モデルに全く識別能力がないときには、図中の対角線と重なる。した

がって ROC 曲線が図の左上に近づくほど、識別能力が高い予測モデルとなる。この ROC

曲線の性質を基に、数値化したものが AUC であり、ROC 曲線下の面積を計算することで

求まる（AUC は 0.5～1 の範囲をとり、1 に近づくほど良いモデルとなる）。

感度と特異度がともに 1（ちなみにこの時の AUC は 1）になるような状況は、現実には

起こり得ない。なぜなら、感度（在の判定率）をあげようとすると、自然と偽陽性のリ

スク（不在であるにも関わらず、誤って在と判断されてしまうリスク）もあがるためで

ある。同様に特異度をあげようとすると偽陰性のリスクがあがる。このため、目的に応

じて感度と特異度の最適なバランスをみたす cutoff 値を決める必要がある。

また、推定結果の妥当性を判断する際には、AUC の値だけでなく、Training data と

Test data の ROC 曲線の形状（赤い曲線が青い曲線と大きくずれていないか、青い曲線

が赤い曲線より左上に来ていないか等）に基づき総合的に判断する。

図 7.2.8-8 ROC 曲線と AUC 値の解釈例

赤線：モデルの良さ（再現性）

青線：モデルを当てはめたときの検証結果（検証結果）

AUC(Area under the curve)
は、解析手法の診断能をみる
ROC 曲線下の面積のことで、
値が 1 に近いほど良い。
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(viii) 好適採食地の推定結果

クマタカの好適採食地の ROC 曲線を図 7.2.8-9、環境要素と寄与度を表 7.2.8-10、

各環境要素と狩りに関する行動出現率の関係を図 7.2.8-10 に示す。

表 7.2.8-10 に示した環境変数の組み合わせでの解析により得られた推定結果の

AUC 値は 0.780 とやや低い数値となったが、Training data と Test data の ROC 曲線

の形状が大きくずれていないことから、必要なデータ数を確保できており、十分な推

定結果であると考えられる。その結果、落葉広葉樹林（二次林）に寄与していると推

定された。

図 7.2.8-9 クマタカの好適採食地の ROC 曲線

表 7.2.8-10 環境要素と寄与度

No 環境要素 寄与度(%)

1 斜面方位 15.3

2 標高（m） 28.3

3 傾斜角（° ） 15.1

4 常緑針葉樹林（自然林） 0.0

5 常緑広葉樹林（自然林） 0.1

6 落葉広葉樹林（二次林） 29.5

7 落葉広葉樹林（自然林） 1.6

8 アカマツ林 0.7

9 スギ・ヒノキ植林 0.8

10 その他の植林 0.0

11 開放水域 0.3

12 耕作地（果樹園等） 0.0

13 耕作地（水田・畑地等） 4.6

14 自然裸地 0.0

15 人工構造物 0.6

16 伐採跡地 2.9

17 不明 0.0
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図 7.2.8-10 各環境要素と狩りに関する行動出現率の関係

斜面方位 標高 傾斜角

常緑広葉樹林（自然常緑針葉樹林（自然林） 落葉広葉樹林（二次林）

落葉広葉樹林（自然林） アカマツ林 スギ・ヒノキ植林

その他の植林 開放水域 耕作地（果樹園等）

耕作地（水田・畑地等） 自然裸地 人工構造物

伐採跡地 不明
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2) 河川域

(a) 地域を特徴づける生態系の上位性の注目種の選定

「7.2.6 動物」の調査等で確認された動物のうち、河川域の生態系における上位性

の視点により、河川における食物連鎖において高次捕食者であると考えられる種とし

て表 7.2.8-11 に示す哺乳類の 2 種及び鳥類の 6 種を選定した。これらの動物の中か

ら、事業実施区域及びその周辺への依存度、調査すべき情報の得やすさ等を勘案して、

上位性(河川域)の注目種を選定した。

ヤマセミは魚類を、カワセミは小型魚類及び甲殻類を、カワガラスは小型魚類及び

水生昆虫類を餌としており、食物連鎖の頂点に位置している。いずれも調査地域内の

河川域において繁殖が確認され、事業実施区域及びその周辺の地域への依存度も高い

種である。また、種の生息状況等の調査すべき情報も得られやすい。

以上のことから、ヤマセミ・カワセミ・カワガラスを上位性(河川域)の注目種とし

て選定した。ヤマセミ・カワセミ・カワガラスを上位種とした食物連鎖のイメージ図

を図 7.2.8-11 に示す。

なお、ヤマセミ・カワセミ・カワガラス以外の鳥類及び哺乳類については、表

7.2.8-11 に示した理由から、上位性の注目種として選定しなかった。

図 7.2.8-11 上位性(河川域)からみた食物連鎖のイメージ

ヤマセミ

甲殻類
（サワガニ等）

小型魚類
（タカハヤ、ハゼ等）

陸上昆虫類

付着藻類植物 流下・堆積有機物

カワガラスカワセミ

中型魚類
（ヤマメ、ウグイ等）

水生昆虫類
（トビケラ、カワゲラ、カゲロウ類）
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表 7.2.8-11 上位性(河川域)の注目種の選定結果

種名 主な食性 主な生息地 選定理由
選定

結果

哺
乳
類

カワネズミ 魚類、

甲殻類

渓流の水辺 河川環境に依存する種であるが、夜行性で

あり、調査すべき情報が得にくく、また、確

認頻度も低く、本地域は本種の主要な生息地

ではないことから、注目種として選定しな

かった。

×

イタチ類 雑食 樹林地、水辺 生息域が河川環境に限定されない種である

とともに、夜行性であり、調査すべき情報が

得にくいことから、注目種として選定しな

かった。

×

鳥
類

サギ類 留鳥

又は

夏鳥

魚類

両生類

河 畔 林 ( 繁 殖

場、ねぐら)、

水田、湖沼、

河原、ヨシ原

(採餌場)

河川環境に依存する種であるが、多くは夏

鳥であり、主要な生息地は平地の池沼や河川

であり、本地域は年間を通じた生息地でない

ことから、注目種として選定しなかった。

×

ミサゴ 留鳥 魚類 海岸の断崖(繁

殖場)、海岸、

河川、湖沼(採

餌場)

河川環境に依存する種であるが、本種の生

息環境は海岸、大河、湖沼等であり、確認頻

度も少ない。本種は、調査地域を主要な生息

域としていないと考えられることから、注目

種として選定しなかった。

×

ヒクイナ 夏鳥 昆虫類 水辺の草地、

ヨ シ 原 ( 繁 殖

場、採餌場)

河川環境に依存する種であるが、夜行性の

ため、調査すべき情報が得にくいことに加

え、夏鳥であり、年間を通して調査地域に生

息しないこと、確認頻度が低く、調査地域へ

の依存度が低いと考えられることから、注目

種として選定しなかった。

×

ヤマセミ 留鳥 魚類 崖 地 ( 繁 殖

場)、山地の渓

流、湖沼(採餌

場)

調査地域への依存する種で年間を通して本

地域に生息し、主に中型・小型魚類を餌とし

ていることから、注目種として選定した。
○

カワセミ 留鳥 魚類 川 沿 い の 土

手、崖地(繁殖

場)、河川、湖

沼(採餌場)

調査地域へ依存する種で年間を通して本地

域に生息し、主に小型魚類、甲殻類を餌とし

ていることから、注目種として選定した。
○

カワガラス 留鳥 昆虫類 山地の渓流 調査地域へ依存する種で年間を通して本地

域に生息し、主に小型魚類、水生昆虫を餌と

していることから、注目種として選定した。

○
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(b) 調査の手法

a) 調査すべき情報

調査すべき情報は、ヤマセミ、カワセミ、カワガラスの生態、分布、生息の状況及

び生息・繁殖環境の状況とした。

b) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。また、必要に応じて聴取により情報を補った。現地

調査の手法は、ラインセンサス法、定点観察、任意観察及び踏査とした。特に、河川

の縦断方向の移動や飛翔高度について記録した。現地調査の手法及び内容を表

7.2.8-12 に示す。

c) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺

川から球磨川渡地点までの区間とした。調査地点は、対象種の生息の状況、地形の状

況等を考慮し、ヤマセミ、カワセミ、カワガラスの分布状況、生息の状況及び生息・

繁殖環境の状況を適切かつ効果的に把握できる地点及び経路とした。調査地域、調査

地点及び調査経路を図 7.2.8-12 に示す。

d) 調査期間等

調査期間は、平成 6 年度、11 年度、19年度、20 年度及び令和 3年度、4 年度とし、

調査時期は生態を考慮して春季、夏季及び冬季とした。調査時間は昼間とした。
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表 7.2.8-12 上位性(河川域)の現地調査の実施状況

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。

項目 内容

調査すべき

情報

ヤマセミ、カワセミ、カワガラスの生態、分布、生息の状況及び生息・繁殖環境の状況

調査地域 川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺川から球磨川渡地点

現地調査の

内容

1.ラインセンサス法

あらかじめ設定した調査ルートをゆっくりと歩きながら、調査定線の両側 25ｍ以内で確認

された鳥類を目視により識別子、種名、個体数、行動等を記録した。調査は朝から夕刻まで

実施した。

2.定点観察

見晴らしの良好な場所に設置した調査定点に一定時間留まり、出現した鳥類を目視により

識別し、その種名及び個体数等を記録した。調査は朝から夕刻まで実施した。

3.任意観察

確認状況等により繁殖可能性のある区間については適宜任意踏査を実施し、営巣や繁殖環

境の有無の把握に努めた。調査は朝から夕刻まで実施した。

4.踏査

確認された営巣地を踏査し、巣の位置を特定するとともに、営巣環境を把握した。

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

6 年度

5/23～26

－ － －

ヤマセミ、カワセミ

の把握

4.踏査

平成

11 年度
－

6/28～7/2

7/26～30
－ －

ヤマセミの把握

2.定点観察

平成

19 年度

翌 3/15～19

－ －

2/4～6

2/16～20

ヤマセミ、カワセミ

の把握

1.ラインセンサス法

2.定点観察

3.任意観察

4.踏査

平成

20 年度

4/21～25

5/12～16

6/9～13

7/7～11

8/9～13

8/18～22
－ －

ヤマセミ、カワセミ

の把握

1.ラインセンサス法

2.定点観察

3.任意観察

4.踏査

令和

3 年度

翌 3/6～11

－ －

2/14～19 ヤ マ セ ミ 、 カ ワ セ

ミ、カワガラスの把

握

1.ラインセンサス法

2.定点観察

3.任意観察

4.踏査

令和

4 年度

4/23～28

5/21～26

6/25～30

7/25～31

－ －

ヤ マ セ ミ 、 カ ワ セ

ミ、カワガラスの把

握

1.ラインセンサス法

2.定点観察

3.任意観察

4.踏査
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図 7.2.8-12

上位性(河川域)調査地域、

調査地点及び調査経路
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(c) 調査結果

a) ヤマセミ

(i) 生態

ヤマセミの生態については、「7.2.6 動物 7.2.6.2 調査結果の概要 (2) 動物の

重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 2) 調査結果等」に示す。

(ii) 現地確認状況

令和 4 年度の調査では、平成 19～20 年度の調査結果を踏まえ、ヤマセミの生息の

状況、生息環境の状況等を確認し、繁殖可能性のある区間については任意踏査を実施

し、繁殖状況や繁殖の場の確認に努めた。その結果、ヤマセミは 603 例確認され、平

成 19～20 年度と同様に、川辺川、球磨川ともにほぼ全域に生息していることが確認

された。

ヤマセミの成鳥や幼鳥の分布、営巣地の位置等を検討した結果、調査地域内では、

川辺川、球磨川のほか、五木小川や椎葉谷川等の支川に 14 つがいが分布していると

推定された。

表 7.2.8-13 ヤマセミの確認状況（令和 4 年度）

年齢
調査月

総計
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

成鳥 71 93 47 88 52 49 400

成鳥又は、若鳥 2 13 － － － － 15

幼鳥 － － － － 11 16 27

年齢不明 34 22 10 24 27 44 161

総計 107 128 57 112 90 109 603
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(iii) 生息状況及び生息環境の状況

ヤマセミの確認環境は、主に採餌場等として利用される河川沿いの水辺であり、川

辺川上流域の山間部まで広く分布しているものと考えられた。

令和 4 年度調査において、球磨川（球磨村渡地点～川辺川合流点）及び川辺川で利

用巣 9 巣、古巣 5 巣を発見し、より上流側で利用巣 2 巣、古巣 2 巣を発見し、少なく

とも 11 つがいが調査地域内に生息していることが確認され、巣穴はいずれも崖地の

土壁に掘られた横穴を利用していた。

令和 3～4 年度に確認された繁殖に関わる行動は、巣立ち幼鳥 27 例、在巣 2 例、雛

への給餌 1 回、餌運び 10 例、交尾 2例、造巣・巣材整理 4 例、監視とまり 1例、防衛

行動 1 例であった。

(iv) つがい別の繁殖状況

つがい別の繁殖に関する行動及び幼鳥の確認状況を表 7.2.8-14 に示す。

つがいの最新の分布状況を示していると考えられる令和 4 年度調査結果を調査地域

におけるつがいの分布状況とした。

令和 4 年度調査では 7 つがいの幼鳥が確認された。
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表 7.2.8-14 ヤマセミのつがいの繁殖に関する行動及び幼鳥の確認状況

つがい
繁殖

結果
営巣地 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

A ○ 特定 － 2 羽とまり － － － 巣立ち幼鳥

B × 特定

2 羽とまり

鳴き交わし

防衛行動

2 羽とまり

－

餌運び

－ －

C ○ 特定
鳴き交わし

2 羽とまり

2 羽とまり
－ －

巣立ち幼鳥

2 羽とまり
巣立ち幼鳥

D ○ 特定

鳴き交わし 2 羽とまり

－
餌運び

2 羽とまり

巣立ち幼鳥

餌運び

幼鳥への給餌

2 羽とまり

－

E ○ 特定 － － － － 2 羽とまり 巣立ち幼鳥

F × 不明 － 交尾 － 2 羽とまり － －

G × 不明 － － － 2 羽とまり 2 羽とまり 2 羽とまり

H ○ 特定 － － －
餌運び

2 羽とまり

2 羽とまり

鳴き交わし

巣立ち幼鳥

2 羽とまり

I × 特定

餌運び 鳴き交わし 在巣

2 羽とまり

鳴き交わし

鳴き交わし

－

2 羽とまり

J × 特定 餌運び － － 2 羽とまり － －

K × 不明 － － － 2 羽とまり － －

L ○ 特定 － －
在巣

監視とまり

餌運び 巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥

2 羽とまり

M ○ 特定 －
造巣

巣材整理
－ － －

巣立ち幼鳥

N × 特定 － － － － － －

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

○：巣立ち後の幼鳥を確認し、繁殖成功したと判断した。

×：巣立ち後の幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－：繁殖に関する行動の確認なし。
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図 7.2.8-13

ヤマセミ

繁殖行動の確認位置
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(v) つがいの行動圏

i) 行動圏の考え方

ヤマセミの行動圏は、河川に沿って分布する本種の習性を考慮し、図 7.2.8-14 に

示すようにメッシュ解析によって抽出した。また、各つがいの行動圏のうち、確認頻

度が平均以上の範囲を高利用域とした。

行動圏の区分 推定方法

行動圏 調査地域を 50m×50m のメッシュに区切り、個体が確認
された連続するメッシュの範囲。

＜使用データ＞
・調査時期：令和 4 年 2 月～7 月(計 36 日間)
・観察時間：延 2,318 時間
・調査方法：ラインセンサス法、定点観察法、任意観察法
・確認例数：計 603 例

高利用域 つがいの行動圏の平均値以上となる範囲。ただし、確
認頻度が平均値以上となったメッシュのうち、確認回数
が 1 回のメッシュは、「高利用域」に含めなかった。

図 7.2.8-14 ヤマセミの行動圏のイメージ
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ii) 行動圏の推定結果

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺で確認された 14 つがいについて、令和 4

年度の確認状況から図 7.2.8-15 に示すとおり行動圏及び高利用域の各エリアを解析

した。各つがいの分布は以下のとおりである。

解析された行動圏のサイズを表 7.2.8-15 に示す。

表 7.2.8-15 ヤマセミの行動圏のサイズ

つがい名
行動圏 高利用域 一般的な

行動圏の

大きさ流程距離(km) 面積(ha) 面積(ha)

A 1.5 19.8 5.0 流域 3～7km

B 3.8 64.3 17.3

C 3.9 66.0 11.3

D 6.0 117.8 10.8

E 6.3 88.0 15.0

F 4.7 60.5 14.3

G 5.6 81.0 13.3

H 3.9 43.0 9.0

I 5.2 62.3 14.0

J 4.6 47.8 12.5

K 1.3 14.3 1.8

L 4.4 45.3 15.3

M 7.3 76.3 15.3

N 5.6 57.3 2.0

注) 1.流程距離については、行動圏及び高頻度利用域と重複する河川の距離を算定した。

2.行動圏及び高利用域の面積は 50m メッシュ解析による結果をもとに算定した。
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図 7.2.8-15

ヤマセミつがいの行動圏

の推定結果
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iii) 採餌の状況及び採餌場の状況

ヤマセミの採餌行動を表 7.2.8-16、ヤマセミの河川形態ごとの狩場としての利用

回数を表 7.2.8-17 に示す。なお、狩りに関する行動の延回数を集計しているため、

行動の確認状況に示した確認回数よりも河川形態ごとの利用回数が多くなっている。

採餌行動は、計 119 例確認された。水面を見通せる山付き林の樹木の横枝や岩石に

とまって探餌し、比較的水深が浅く流れの緩やかな瀞や平瀬等に飛び込んで魚類等を

捕食する様子が確認された。

捕獲した魚類等は不明であるが、本種は「5cm～20cm ぐらいのイワナ、ヤマメ、ウ

グイ、フナ等を食べる」とされ、調査地域の湛水域や淵に生息しているウグイ等の中

型魚類を主要な餌としていると考えられる。

表 7.2.8-16 ヤマセミの採餌行動

つがい
確認月 確認

例数2月 3月 4月 5月 6月 7月

A － － － － －
探餌
ハンティング 2

B
探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

－ ハンティング ハンティング － 21

C
探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

探餌
ハンティング － 探餌 12

D
探餌
ハンティング ハンティング － 探餌 ハンティング － 8

E 探餌 － － ハンティング 探餌 ハンティング 5

F 探餌 ハンティング － 探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

－ 13

G 探餌 － － 探餌
ハンティング

探餌
ハンティング － 8

H 探餌 － 探餌
ハンティング

探餌
ハンティング 探餌 － 12

I
探餌
ハンティング － 探餌 － － 探餌 10

J
探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

－ － － 探餌 6

K 探餌 － － － － － 1

L 探餌 探餌 － 探餌 探餌
ハンティング

探餌
ハンティング 12

M －
探餌
ハンティング － － － 探餌 7

N － 探餌 － － － 探餌 2

注)1.調査結果の記号は以下のとおり。

－：狩りに関する行動の確認なし。



7.2.8-49

表 7.2.8-17 ヤマセミの河川形態ごとの狩場としての利用回数

つがい名

河川形態

合計
平瀬 早瀬 淵

その他

（瀞等）

A 5 5

B 48 48

C 28 28

D 17 17

E 9 9

F 9 2 24 35

G 3 1 1 16 21

H 4 1 12 17

I 1 12 13

J 1 2 5 8

K 1 1

L 1 28 29

M 7 7

N 2 2

合計 19 4 3 214 240
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図 7.2.8-16

ヤマセミ

採餌行動の確認位置
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iv) 飛翔高度の確認状況

ヤマセミの飛翔高度分布と割合を表 7.2.8-18、ヤマセミの飛翔高度（水面からの

高さ）分布を図 7.2.8-17 に示す。

ヤマセミの飛翔高度を把握するため、本調査で確認されたヤマセミの水面からの高

度を整理した。確認回数が多い 0.0～4.9m は 1m 区切り、5.0～29.9m は 5m 区切り、

30.0m 以上は 10m 区切りとして、各階級の度数を計数した。

ヤマセミが最も多く飛翔した高度は 5.0～9.9m であり、154 回で全体の約 26％を占

めた。確認した最高高度は 75m であり、堤高（107.5m）を超える高さでの飛翔は確認

されなかった。

表 7.2.8-18 ヤマセミの飛翔高度分布と割合（令和 4 年度調査結果）

飛翔高度 確認回数（回） 割合（%）

0.0-0.9m 26 4.3

1.0-1.9m 61 10.1

2.0-2.9m 55 9.1

3.0-3.9m 60 10.0

4.0-4.9m 17 2.8

5.0-9.9m 154 25.5

10-14m 94 15.6

15-19m 43 7.1

20-24m 41 6.8

25-29m 5 0.8

30-39m 27 4.5

40-49m 8 1.3

50-59m 5 0.8

60-69m 5 0.8

70-79m 2 0.3

80-89m 0 0.0

90-99m 0 0.0

100-109m 0 0.0

110m 以上 0 0.0

合計 603 100.0
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図 7.2.8-17 ヤマセミの飛翔高度（水面からの高さ）分布（令和 4 年度調査結果）
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b) カワセミ

(i) 生態

カワセミの生態については、「7.2.6 動物 7.2.6.2 調査結果の概要 (2) 動物の

重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 2) 調査結果等」に示す。

(ii) 現地確認状況

令和 4 年度の調査では、平成 19～20 年度の調査結果を踏まえ、カワセミの生息の

状況、生息環境の状況等を確認し、繁殖可能性のある区間については任意踏査を実施

し、繁殖状況や繁殖の場の確認に努めた。その結果、カワセミは 464 例確認され、球

磨川渡地点から川辺川-椎葉谷川の合流点までほぼ均等に分布している他、頭地周辺

や川辺川-竹の川合流点付近にも点在して分布していた。

カワセミの成鳥や幼鳥の分布、営巣地の位置等を検討した結果、調査地域内では、

川辺川、球磨川のほか、五木小川や椎葉谷川等の支川に 30 つがいが分布していると

推定された。

表 7.2.8-19 カワセミの確認状況（令和 4 年度調査結果）

年齢
調査月

総計
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

成鳥 5 20 41 79 42 23 210

成鳥又は若鳥 1 4 2 － 1 － 8

幼鳥 － － － 1 5 14 20

年齢不明 12 16 31 54 77 36 226

総計 18 40 74 134 125 73 464
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(iii) 生息状況及び生息環境の状況

カワセミの確認環境は、主に採餌場等として利用される河川沿いの水辺であった。

令和 4 年度調査において球磨川渡地点から川辺川-椎葉谷川の合流点までほぼ均等

に分布している他、頭地周辺や川辺川-竹の川合流点付近で利用巣 2 巣、古巣 3 巣を

発見し、より上流側で利用巣 2 巣、古巣 2 巣を発見し、少なくとも 2 つがいが調査地

域内に生息していることが確認された。

令和 3～4 年度に確認された繁殖に関わる行動は、巣立ち幼鳥 20 例、在巣 3 例、幼

鳥への給餌 2 例、餌運び 13 例、交尾 2 例、造巣 3 例、求愛給餌 1 例、防衛行動 5 例

であった。

(iv) つがい別の繁殖状況

カワセミの繁殖に関する主な指標行動及び幼鳥の確認状況を表 7.2.8-20、図

7.2.8-18 に示す。

つがいの最新の分布状況を示していると考えられる令和 4 年度調査結果を調査地域

におけるつがいの分布状況とした。

令和4年度調査では 15つがいの幼鳥が確認された。なお、各つがいの繁殖状況は以

下のとおりである。
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表 7.2.8-20 カワセミのつがいの主な行動及び幼鳥の確認状況

つが

い

繁殖

結果
営巣地 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

A × 不明 － － － － － －

B ○ 不明 － － － －

巣立ち幼鳥

餌運び

防衛行動

－

C × 不明 － － － － － －

D × 不明 － － 2 羽とまり － － －

E ○ 不明 － － － － － 巣立ち幼鳥

F × 不明 － － － 餌運び － －

G ○ 不明 － －

2 羽とまり

求愛給餌

餌運び

－ 餌運び 巣立ち幼鳥

H ○ 特定 － － － 餌運び、在巣 巣立ち幼鳥 －

I × 不明 － － － － － －

J ○ 不明 － － － 交尾 － 巣立ち幼鳥

K ○ 不明 － － － 餌運び － 巣立ち幼鳥

L × 特定 － － － 在巣 － －

M ○ 不明 － － － 餌運び － 巣立ち幼鳥

N × 特定 － － － － 餌運び －

O × 不明 － － － － － －

P ○ 不明 － － － －

巣立ち幼鳥

餌運び

幼鳥への給餌

－

Q ○ 不明 － － － －

巣立ち幼鳥

餌運び

幼鳥への給餌

－

R × 不明 － － － － － －

S × 不明 － － － － － －

T ○ 不明 － － － － － 巣立ち幼鳥

U ○ 不明 － 防衛行動 － － － 巣立ち幼鳥

V × 不明 － － － － － －

W ○ 不明 － － －
巣立ち幼鳥

餌運び
－

巣立ち幼鳥

防衛行動

X × 不明 － － － － － －

Y ○ 不明 － － － － －

巣立ち幼鳥

幼鳥の追い出

し

Z ○ 不明 － － － 防衛行動 － 巣立ち幼鳥

AA × 不明 － － － 餌運び － －

AB ○ 不明 － － － － 餌運び 巣立ち幼鳥

AC × 不明 － － － － － －

AD × 不明 － － － － － －

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

○：巣立ち後の幼鳥を確認し、繁殖成功したと判断した。

×：巣立ち後の幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－：繁殖に関する行動の確認なし。
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図 7.2.8-18

カワセミ

繁殖行動の確認位置



7.2.8-57

(v) つがいの行動圏

i) 行動圏の考え方

カワセミの行動圏は、河川に沿って分布する本種の習性を考慮し、図 7.2.8-19 に

示すようにメッシュ解析によって抽出した。また、各つがいの行動圏のうち、確認頻

度が平均以上の範囲を高利用域とした。

行動圏の区分 推定方法

行動圏 調査地域を 50m×50m のメッシュに区切り、個体が確認
された連続するメッシュの範囲。

＜使用データ＞
・調査時期：令和 4 年 2 月～7 月(計 36 日間)
・観察時間：延 2,318 時間
・調査方法：ラインセンサス法、定点観察法、任意観察法
・確認例数：計 462 例

高利用域 つがいの行動圏の平均値以上となる範囲。ただし、確
認頻度が平均値以上となったメッシュのうち、確認数が 1
のメッシュは、「高利用域」に含めなかった。

図 7.2.8-19 カワセミの行動圏のイメージ
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ii) 行動圏の推定結果

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域で確認された 30 つがいについて、

令和 4 年度の確認状況から図 7.2.8-20 に示すとおり行動圏及び高利用域の各エリア

を解析した。解析された行動圏のサイズを表 7.2.8-21 に示す。

球磨川（球磨村渡地点）から川辺川-椎葉谷川の合流点までの地域において、高密

度でつがいが生息していた。

表 7.2.8-21 カワセミの行動圏のサイズ

つがい名
行動圏 高利用域 一般的な

行動圏の

大きさ流程距離(km) 面積(ha) 面積(ha)

A 1.7 25.3 2.2 流域 0.5～1km

(最大 3.5km)B 1.0 16.3 4.0

C 1.2 21.5 1.5

D 0.8 14.8 5.0

E 0.9 20.5 3.3

F 0.5 11.0 0.3

G 0.7 11.0 2.3

H 0.7 14.0 5.5

I 1.6 19.5 3.8

J 1.0 14.0 3.0

K 0.6 8.5 2.8

L 0.9 14.8 2.3

M 1.3 21.0 7.0

N 1.1 14.3 1.0

O 0.8 12.0 1.3

P 0.9 13.0 2.5

Q 0.6 12.0 3.5

R 1.0 13.3 3.5

S 0.9 10.3 2.3

T 1.3 23.8 2.0

U 1.2 14.3 3.5

V 1.4 19.3 3.8

W 1.0 13.0 1.0

X 1.0 11.3 3.0

Y 1.0 10.3 3.0

Z 2.4 19.5 5.5

AA 1.4 14.5 2.8

AB 0.5 4.8 2.3

AC 0.4 4.3 2.5

AD 0.5 5.3 0.5

注)1.流程距離については、行動圏及び高頻度利用域と重複する河川の距離を算定した。

2.行動圏及び高利用域の面積は 50m メッシュ解析による結果をもとに算定した。



7.2.8-59

図 7.2.8-20

カワセミ

行動圏の推定結果
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iii) 採餌の状況及び採餌場の状況

カワセミの採餌行動を表 7.2.8-22 に、河川形態ごとの狩り場としての利用回数を

表 7.2.8-23 に示す。なお、狩りに関する行動の延回数を集計しているため、行動の

確認状況に示した確認回数よりも河川形態ごとの利用回数が多くなっている。

水面を見通せる山付き林の樹木の横枝や岩石にとまって探餌し、比較的水深が浅く

流れの緩やかな瀞や平瀬等に飛び込んで魚類等を捕食する様子が確認された。

捕獲した魚類等は不明であるが、本種は「主に川魚で、3～7cm ぐらいのウグイ、オ

イカワを食べるが、ザリガニ、エビ、カエルなども食べる」とされ、調査地域の湛水

域や淵に生息しているカワムツ、ウグイ等の小型魚類を主要な餌としていると考えら

れる。
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表 7.2.8-22 カワセミの採餌行動

つがい
確認月 確認

例数2月 3月 4月 5月 6月 7月

A ハンティング － ハンティング ハンティング ハンティング － 10

B
－ － －

探餌

ハンティング

探餌

ハンティング

ハンティング
9

C － － － － － － 0

D － － 探餌 ハンティング － － 2

E 探餌
－

ハンティング ハンティング 探餌

ハンティング

ハンティング
8

F ハンティング － － － － － 1

G
－

ハンティング ハンティング ハンティング 探餌
ハンティング

探餌
ハンティング

15

H － ハンティング － ハンティング 探餌 － 3

I
－

探餌 ハンティング 探餌

ハンティング

ハンティング
－ 11

J
－ － －

探餌
ハンティング

ハンティング 探餌
5

K － － － 探餌 － ハンティング 3

L
－ －

探餌 探餌
ハンティング

ハンティング
－ 5

M
－ － －

探餌

ハンティング
ハンティング

探餌

ハンティング
19

N － － － － － － 0

O ハンティング － － ハンティング － － 2

P ハンティング － － 探餌 － ハンティング 3

Q － － － － ハンティング 探餌 2

R
－

探餌
ハンティング

－
ハンティング 探餌

－ 5

S － 探餌 － ハンティング ハンティング － 7

T － 探餌 － － － ハンティング 2

U ハンティング
－ － － －

探餌
ハンティング

4

V ハンティング ハンティング － － － ハンティング 4

W － ハンティング － ハンティング － ハンティング 3

X － － － ハンティング 探餌 ハンティング 3

Y － － － ハンティング － 探餌 2

Z － － ハンティング － － ハンティング 2

AA － － ハンティング ハンティング － － 3

AB － － 探餌 － － ハンティング 2

AC － － － － － － 0

AD － － － － ハンティング 探餌 2

注)1.調査結果の記号は以下のとおり。

－：狩りに関する行動の確認なし。
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表 7.2.8-23 カワセミの河川形態ごとの狩場としての利用回数

つがい名

河川形態

合計
平瀬 早瀬 淵

その他

（瀞等）

A 39 39

B 31 31

C

D 7 7

E 35 35

F 2 2

G 39 39

H 23 23

I 35 35

J 31 31

K 9 10 19

L 1 14 15

M 8 5 5 48 66

N

O 5 1 1

P 3 3

Q 4 4

R 1 8 9

S 2 19 21

T 6 6

U 11 11

V 2 4 9 15

W 1 3 5 9

X 2 3 5

Y 5 5

Z 7 7

AA 3 6 9

AB 2 2

AC

AD 2 2

合計 23 19 9 405 456
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図 7.2.8-21

カワセミ

採餌行動の確認位置
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iv) 飛翔高度の確認状況

カワセミの飛翔高度分布と割合を表 7.2.8-24、カワセミの飛翔高度（水面からの

高さ）分布を図 7.2.8-22 に示す。

カワセミの飛翔高度を把握するため、本調査で確認されたカワセミの水面からの高

度を整理した。確認回数が多い 0.0～4.9m は 1m 区切り、5.0～29.9m は 5m 区切り、

30.0m 以上は 10m 区切りとして、各階級の度数を計数した。

カワセミが最も多く飛翔した高度は 1.0～1.9m であり、166 回で全体の約 36％を占

めた。確認した最高高度は 60m であり、堤高（107.5m）を超える高さでの飛翔は確認

されなかった。

表 7.2.8-24 カワセミの飛翔高度分布と割合（令和 4 年度調査結果）

飛翔高度 確認回数（回） 割合（%）

0.0-0.9m 81 17.5

1.0-1.9m 166 35.8

2.0-2.9m 66 14.2

3.0-3.9m 37 8.0

4.0-4.9m 14 3.0

5.0-9.9m 60 12.9

10-14m 20 4.3

15-19m 3 0.6

20-29m 11 2.4

25-29m 0 0.0

30-39m 5 1.1

40-49m 0 0.0

50-59m 0 0.0

60-69m 1 0.2

70-79m 0 0.0

80-89m 0 0.0

90-99m 0 0.0

100-109m 0 0.0

110m 以上 0 0.0

合計 464 100.0
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図 7.2.8-22 カワセミの飛翔高度（水面からの高さ）分布（令和 4 年度調査結果）
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c) カワガラス

(i) 生態

カワガラスの生態については、「7.2.6 動物 7.2.6.2 調査結果の概要 (2) 動物

の重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 2) 調査結果等」に示す。

(ii) 現地確認状況

令和 4 年度の調査では、カワガラスの生息の状況、生息環境の状況等を確認し、繁

殖可能性のある区間については任意踏査を実施し、繁殖状況や繁殖の場の確認に努め

た。その結果、カワガラスは 1,259 例確認され、川辺大橋周辺より上流にほぼ隙間な

く分布していたほか、五木小川や椎葉谷川等の支川にも分布していた。

カワガラスの成鳥や幼鳥の分布、営巣地の位置等を検討した結果、調査地域内では、

川辺川、球磨川のほか、五木小川や椎葉谷川等の支川に 63 つがいが分布していると

推定された。

表 7.2.8-25 カワガラスの確認状況

年齢
調査月

総計
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

成鳥 397 298 72 70 45 63 945

成鳥又は若鳥 － 3 2 3 － － 8

若鳥 － － － － － 1 1

幼鳥又は若鳥 － － － － － 2 2

幼鳥 － － 16 20 7 8 51

巣内雛 － 4 － － － － 4

年齢不明 78 35 36 26 35 38 248

総計 475 340 126 119 87 112 1,259
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(iii) 生息状況及び生息環境の状況

カワガラスは繁殖つがいとその幼鳥、繁殖に関わっていない個体も含め 1,259 例確

認された。確認された地点の環境は、主に山間部の渓流環境であり、山地の渓流部に

広く分布していると考えられる。

令和 4 年度に利用巣 37 巣、古巣 4 巣を発見し、少なくとも 37 つがいが調査地域内

に生息していることが確認された。

令和 3～4 年度に確認された繁殖に関わる行動は、巣立ち幼鳥 53 例、在巣 77 例、

幼鳥への給餌 12 例、餌運び 20 例、交尾 15 例、抱卵 3 例、巣材運び 21 例、求愛給餌

3 例、防衛行動 23 例であった。

(iv) つがい別の繁殖状況

つがいの主な繁殖行動及び幼鳥の確認状況を表 7.2.8-26 に示す。

令和4年度調査では 18つがいの幼鳥が確認された。なお、各つがいの繁殖状況は以

下のとおりである。

表 7.2.8-26 カワガラスのつがいの主な行動及び幼鳥の確認状況（1/3）

つがい
繁殖

結果
営巣地 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

A × 交尾 － － － － －

B － － － － － － －

C － － － － － － －

D ○ － － － 巣立ち幼鳥 － －

E － 防衛行動 － － － － －

F ×
在巣、抱卵
2羽とまり

餌運び
雛への給餌

－ － － －

G ○
交尾、在巣

巣材採取、巣材運
び

在巣

巣立ち幼鳥 － － 巣立ち幼鳥

H ○ －
餌運び
雛への給餌
2羽とまり

巣立ち幼鳥 － － 巣立ち幼鳥

I ×
在巣、造巣
巣材運び、餌運び
雛への給餌

餌運び
雛への給餌 － － － －

J － － － － － － －

K × 交尾、2羽とまり 餌運び － － － －

L ×
2羽とまり
防衛行動

餌運び
雛への給餌

－ － － －

M ○ 2羽とまり 在巣 巣立ち幼鳥 － － －

N × － 巣材運び － － － －

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

○：巣立ち後の幼鳥を確認し、繁殖成功したと判断した。

×：巣立ち後の幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－：繁殖に関する行動の確認なし。
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表 7.2.8-26 カワガラスのつがいの主な行動及び幼鳥の確認状況（2/3）

つがい 繁殖

結果

営巣地
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

O × － 餌運び － － － －

P － － － － － － －

Q － － － － － － 2羽とまり

R × 2羽とまり 在巣 － － － －

S － － － － － － －

T － － 防衛行動 － － － －

U － － － － － － －

V ×
2羽とまり 在巣

餌運び
－ － － －

W － － 2羽とまり － － － －

X － － － － － － －

Y ×
在巣

巣材採取
巣材運び、造巣

－ － － － －

Z － － － － － －

AA ×
在巣
巣材運び、造巣

2羽とまり
－ － － －

AB 2羽とまり 2羽とまり － － － －

AC ×
交尾、2 羽とま
り

在巣
餌運び

－ － － －

AD ×
交尾 在巣

餌運び
－ － － －

AE － － － － － － －

AF － － － － － － －

AG ○ － － 巣立ち幼鳥 － 巣立ち幼鳥 －

AH ○
巣材採取
巣材運び

在巣

餌運び
防衛行動

－ 巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥 －

AI ×

在巣、餌運び
巣材採取
巣材運び

防衛行動

在巣
餌運び
防衛行動

－ － － －

AJ × 抱卵 在巣 － － － －

AK ○
巣材採取
巣材運び

在巣
幼鳥への給餌

2羽とまり
－ － －

AL － － － － － － －

AM ○
巣材整理

2羽とまり
－ － 巣立ち幼鳥 － 巣立ち幼鳥

AN × － －
巣材採取
巣材運び

－ － －

AO × 2羽とまり 在巣、餌運び － － － －

AP ○ 2羽とまり 餌運び － 巣立ち幼鳥 － －

AQ × 監視とまり 餌運び － － － －

AR ×

在巣 巣材採取

巣材運び
在巣
防衛行動

－ － － －

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

○：巣立ち後の幼鳥を確認し、繁殖成功したと判断した。

×：巣立ち後の幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－：繁殖に関する行動の確認なし。
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表 7.2.8-26 カワガラスのつがいの主な行動及び幼鳥の確認状況（3/3）

つがい
繁殖

結果
営巣地 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

AS ×
巣材運び 在巣

餌運び
防衛行動

－ － － －

AT ○

巣材採取
巣材運び

在巣
監視とまり
2羽とまり

防衛行動

在巣、
2羽とまり

防衛行動
巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥 － －

AU ×
在巣
2 羽とまり

－ － － － －

AV ×
監視とまり
2 羽とまり

在巣
餌運び

－ － － －

AW ×
交尾
監視とまり
2 羽とまり

防衛行動
－ － － －

AX ○ －
在巣
餌運び

2 羽とまり

巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥 － －

AY ○ －
在巣
餌運び

－ － － 巣立ち幼鳥

AZ × －

交尾
餌運び

在巣
求愛給餌
2 羽とまり

防衛行動

－ － － －

BA － － 2 羽とまり － － － －

BB － － 2 羽とまり － － － －

BC ○ － 防衛行動 幼鳥への給餌 － － －

BD ○
2 羽とまり 巣材採取

巣材運び
在巣

－ 巣立ち幼鳥 － －

BE ○ － － － 巣立ち幼鳥 － －

BF × 巣材運び － － － － －

BG ×
巣材採取
巣材運び
2 羽とまり

在巣
餌運び

2 羽とまり 2 羽とまり
－ －

BH ○
在巣
監視とまり

2 羽とまり

在巣
餌運び

2 羽とまり

－ 巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥 巣立ち幼鳥

BI ○ － － － 巣立ち幼鳥 － －

BJ ×
求愛給餌
2 羽とまり

餌運び
－

巣材運び
－ －

BK ○ － － － 巣立ち幼鳥 － －

注)1.繁殖結果の記号は以下のとおり。

○：巣立ち後の幼鳥を確認し、繁殖成功したと判断した。

×：巣立ち後の幼鳥が確認されず、繁殖に失敗したと判断した。

－：繁殖に関する行動の確認なし。



7.2.8-70

図 7.2.8-23

カワガラス

繁殖行動の確認位置
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(v) つがいの行動圏

i) 行動圏の考え方

カワガラスの行動圏は、河川に沿って分布する本種の習性を考慮し、図 7.2.8-24

に示すようにメッシュ解析によって抽出した。また、各つがいの行動圏のうち、確認

頻度が平均以上の範囲を高利用域とした。

行動圏の区分 推定方法

行動圏 調査地域を 50m×50m のメッシュに区切り、個体が確認
された連続するメッシュの範囲。

＜使用データ＞
・調査時期：令和 4 年 2 月～7 月(計 36 日間)
・観察時間：延 2,318 時間
・調査方法：ラインセンサス法、定点観察法、任意観察法
・確認例数：計 1,259 例

高利用域 つがいの行動圏の平均値以上となる範囲。ただし、確
認頻度が平均値以上となったメッシュのうち、確認数が 1
のメッシュは、「高利用域」に含めなかった。

図 7.2.8-24 カワガラスの行動圏のイメージ
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ii) 行動圏の推定結果

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の区域で確認された63つがいについて、

令和 4 年度の確認状況から表 7.2.8-27 に示すとおり行動圏及び高利用域の各エリア

を解析した。各つがいの分布は以下のとおりである。

表 7.2.8-27 カワガラスの行動圏のサイズ（1/2）

つがい名
行動圏 高利用域 一般的な

行動圏の

大きさ
流程距離(km)注)1 面積(ha) 注)2 面積(ha) 注)2

A 554.9 2.8 0.7 流域 600m

(最大 1,100m)B 304.4 3.3 2.3

C 393.4 5.5 1.5

D 677.6 8.0 1.0

E 1377.3 11.3 4.0

F 693.0 10.0 0.8

G 1128.1 10.5 5.0

H 1058.6 10.5 1.8

I 757.3 7.0 0.3

J 556.5 4.0 1.0

K 673.1 6.3 1.5

L 853.9 6.8 1.8

M 611.2 6.5 3.0

N 473.9 4.3 1.8

O 585.5 5.0 1.3

P 237.3 2.3 1.8

Q 970.3 7.5 2.8

R 408.2 2.3 1.0

S 528.6 4.5 1.0

T 617.0 5.5 3.0

U 1239.8 11.3 4.0

V 692.9 5.5 1.5

W 436.1 4.0 ―

X 755.8 5.3 2.8

Y 663.0 5.3 1.5

Z 1009.2 7.5 2.0

AA 975.3 7.0 3.0

AB 698.2 6.5 2.3

AC 1391.5 12.0 2.5

AD 620.4 6.3 0.7

AE 461.0 3.5 1.5

AF 449.1 3.0 1.0

AG 454.4 4.3 2.0

AH 519.2 4.3 1.5

AI 445.5 3.8 1.5

注)1.流程距離については、行動圏及び高頻度利用域と重複する河川の距離を算定した。

2.行動圏及び高利用域の面積は 50m メッシュ解析による結果をもとに算定した。
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表 7.2.8-27 カワガラスの行動圏のサイズ（2/2）

つがい名
行動圏 高利用域 一般的な

行動圏の

大きさ流程距離(m) 注)1 面積(ha) 注)2 面積(ha) 注)2

AJ 287.2 3.0 1.5 流域 600m

(最大 1,100m)AK 742.8 6.0 2.3

AL 506.9 4.0 1.8

AM 595.8 5.5 1.5

AN 509.9 3.0 1.0

AO 597.3 3.8 1.3

AP 582.8 8.8 1.0

AQ 612.7 7.5 2.5

AR 710.4 6.0 1.8

AS 504.3 6.5 1.5

AT 865.6 7.8 1.7

AU 543.1 5.3 0.8

AV 412.9 2.8 0.7

AW 658.7 6.0 1.8

AX 440.3 3.8 1.0

AY 640.8 6.5 2.3

AZ 1,224.7 11.0 3.0

BA 623.4 5.8 1.8

BB 552.8 4.0 0.8

BC 793.5 5.0 1.3

BD 660.5 4.8 1.0

BE 528.4 5.0 1.3

BF 695.6 7.0 3.8

BG 417.6 4.3 1.0

BH 1,173.4 10.5 2.8

BI 512.6 4.3 1.3

BJ 897.8 6.3 2.0

BK 4.5 1.0

注)1.流程距離については、行動圏及び高頻度利用域と重複する河川の距離を算定した。

2.行動圏及び高利用域の面積は 50m メッシュ解析による結果をもとに算定した。



7.2.8-74

図 7.2.8-25

カワガラス

行動圏の推定結果
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iii) 採餌の状況及び採餌場の状況

カワガラスの採餌行動を表 7.2.8-28 に、カワガラスの河川形態ごとの狩り場とし

ての利用回数を表 7.2.8-29 に示す。なお、狩りに関する行動の延回数を集計してい

るため、行動の確認状況に示した確認回数よりも河川形態ごとの利用回数が多くなっ

ている。

採餌行動は、計 309 例確認された。早瀬や平瀬、瀞等の流水環境の水際の礫地を歩

きながら、又は、水に潜りながら探餌し、水生昆虫等を捕食する様子が確認された。

捕獲した餌生物は不明であるが、本種は「水生昆虫、とくにトビケラ類、カワゲラ

類、カゲロウ類などの幼虫を食べる」とされ、調査地域の河川に生息しているトビケ

ラ類、カワゲラ類等の水生昆虫を主要な餌としていると考えられる。

表 7.2.8-28 カワガラスの採餌行動（1/2）

つがい
確認月 確認

例数2月 3月 4月 5月 6月 7月

A 探餌 ハンティング － － － － 2

B － － － ハンティング － － 1

C － ハンティング － － － － 0

D ハンティング ハンティング － ハンティング － － 5

E 探餌

ハンティング
－ － －

ハンティング
－ 4

F 探餌

ハンティング

ハンティング
－ － －

ハンティング
9

G 探餌
ハンティング

ハンティング ハンティング ハンティング
－

ハンティング
13

H 探餌
ハンティング

ハンティング ハンティング
－ －

ハンティング
9

I ハンティング － － － － － 1

J － － － － － － 0

K ハンティング － ハンティング － － － 16

L ハンティング ハンティング － － － － 12

M ハンティング － ハンティング ハンティング － － 5

N 探餌 ハンティング － － － － 4

O ハンティング ハンティング － － － － 3

P － － － － － － 0

Q ハンティング ハンティング － ハンティング － ハンティング 9

R ハンティング － － － － 2

S － ハンティング － － － － 2

T － ハンティング － － － － 2

U 探餌

ハンティング
－

ハンティング
－ － － 9

V ハンティング － － － － － 3

W ハンティング ハンティング － － － ハンティング 10

X － ハンティング － － － － 2

Y ハンティング ハンティング － － － － 5

Z － ハンティング － － － － 3

AA － － － － － － 0

AB ハンティング ハンティング － － ハンティング － 4

AC ハンティング ハンティング － － － － 4

AD 探餌
ハンティング

ハンティング
－ － － － 5

AE － － － － － － 0

AF － － － － － － 0

AG － － ハンティング － ハンティング ハンティング 3

AH ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング － － 7

注)1.調査結果の記号は以下のとおり。

－：狩りに関する行動の確認なし。
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表 7.2.8-28 カワガラスの採餌行動（2/2）

つがい
確認月 確認

例数2月 3月 4月 5月 6月 7月

AI ハンティング － － ハンティング ハンティング ハンティング 6

AJ ハンティング － ハンティング ハンティング － － 4

AK ハンティング － ハンティング ハンティング － ハンティング 9

AL － ハンティング － － － ハンティング 8

AM ハンティング － － ハンティング － ハンティング 3

AN － － ハンティング ハンティング － － 4

AO ハンティング － － － － － 1

AP ハンティング ハンティング － － ハンティング － 5

AQ ハンティング ハンティング － ハンティング － ハンティング 8

AR － ハンティング － ハンティング － ハンティング 5

AS ハンティング ハンティング － － － － 4

AT － ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング － 7

AU － ハンティング － － － － 1

AV － ハンティング － － － － 2

AW － ハンティング － － － ハンティング 4

AX － ハンティング ハンティング ハンティング － － 4

AY ハンティング ハンティング － － － ハンティング 8

AZ ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング － － 8

BA ハンティング － － － － － 1

BB － － － ハンティング ハンティング － 3

BC ハンティング ハンティング ハンティング － － － 4

BD ハンティング ハンティング － ハンティング － － 4

BE － － － ハンティング － ハンティング 5

BF ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング 18

BG ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング － ハンティング 13

BH ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング ハンティング 15

BI － － － － － － 0

BJ － － － － － － 0

BK － － － ハンティング － － 1

注)1.調査結果の記号は以下のとおり。

－：狩りに関する行動の確認なし。

表 7.2.8-29 カワガラスの河川形態ごとの狩り場としての利用回数（1/2）

つがい名

河川形態

合計
平瀬 早瀬 淵

その他

（瀞等）

A 2 2

B 1 4 5

C 3 3

D 1 2 3 6

E 1 1 4 6

F 8 8

G 2 2 1 12 17

H 4 1 1 2 8

I 1 1

J

K 3 1 1 15 20

L 3 9 12

M 2 4 6

N 3 1 4

O 2 3 5

P

Q 2 3 4 9

R 2 2

S 3 3
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表 7.2.8-29 カワガラスの河川形態ごとの狩り場としての利用回数（2/2）

つがい名

河川形態

合計
平瀬 早瀬 淵

その他

（瀞等）

T 1 4 3 8

U 1 8 9

V 1 3 4

W 8 2 5 15

X 2 2

Y 1 4 5

Z 4 4

AA

AB 1 3 4

AC 1 4 5

AD 2 3 5

AE

AF

AG 1 3 4

AH 2 1 6 9

AI 2 1 3 6

AJ 5 5

AK 2 1 8 11

AL 2 6 8

AM 3 3

AN 1 3 4

AO 1 1

AP 5 5

AQ 4 9 13

AR 3 2 5

AS 1 4 5

AT 3 4 7

AU 1 1

AV 4 4

AW 1 3 4

AX 6 6

AY 10 10

AZ 8 8

BA 1 1

BB 3 3

BC 4 4

BD 1 4 5

BE 1 6 7

BF 18 18

BG 4 16 20

BH 1 19 20

BI

BJ

BK 1 1

合計 59 29 7 281 376
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図 7.2.8-26

カワガラス

採餌行動の確認位置



7.2.8-79

iv) 飛翔高度の確認状況

カワガラスの飛翔高度分布と割合を表 7.2.8-30、カワガラスの飛翔高度（水面か

らの高さ）分布を図 7.2.8-27 に示す。

カワガラスの飛翔高度を把握するため、本調査で確認されたカワガラスの水面から

の高度を整理した。確認回数が多い 0.0～4.9m は 1m 区切り、5.0～29.9m は 5m 区切

り、30.0m 以上は 10m 区切りとして、各階級の度数を計数した。

カワガラスが最も多く飛翔した高度は 0.0～0.9m であり、546 回で全体の約 43％を

占めた。確認した最高高度は 20m であり、堤高（107.5m）を超える高さでの飛翔は確

認されなかった。

表 7.2.8-30 カワガラスの飛翔高度分布と割合（令和 4 年度調査結果）

飛翔高度 確認回数（回） 割合（%）

0.0-0.9m 546 43.4

1.0-1.9m 463 36.8

2.0-2.9m 140 11.1

3.0-3.9m 44 3.5

4.0-4.9m 9 0.7

5.0-9.9m 35 2.8

10-14m 11 0.9

15-19m 5 0.4

20-29m 6 0.5

25-29m 0 0.0

30-39m 0 0.0

40-49m 0 0.0

50-59m 0 0.0

60-69m 0 0.0

70-79m 0 0.0

80-89m 0 0.0

90-99m 0 0.0

100-109m 0 0.0

110m 以上 0 0.0

合計 1,259 100
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図 7.2.8-27 カワガラスの飛翔高度（水面からの高さ）分布（令和 4 年度調査結果）
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(2) 典型性

1) 陸域

(a) 典型性(陸域)の想定

典型性(陸域)の想定は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域を対象として、

生物の生息・生育基盤となる環境のまとまりや広がりと、そこに依存する生物群集を整

理することにより行った。

ここでは、既往調査の結果から陸域の生息・生育環境として、地形、地質、植生及び

歴史的変遷を整理するとともに、陸域の生物群集として、植物、哺乳類、鳥類、爬虫類、

両生類、及び陸上昆虫類を対象に生息・生育状況を整理した。整理項目とその着眼点を

表 7.2.8-31 に示す。

表 7.2.8-31 環境類型区分のための整理項目と着眼点

整理項目 着眼点

生息・

生育環境

地形及び地質 地形及び地質が異なることで、そこに生息・生育する

生物群集が異なることが考えられる。

植生 植生は、標高及び地形に対応して発達し、土地利用等

の人為的な影響によって異なる。植生の種類により生

息・生育する生物群集が異なると考えられる。

歴史的変遷 開発、自然災害等の歴史的な経緯により、地形、植生

等が異なることが考えられる。

生物群集 植物 地形、土壌、植生の階層構造等が異なる環境を利用す

る種によって、陸域の環境の特徴を表すものと考えられ

る。

哺乳類 広域な範囲を利用する種から比較的狭い範囲を利用す

る種によって、陸域の環境の特徴が表されるものと考え

られる。

鳥類 植生や植生の階層構造の違いを反映して生息する種が

異なることで、陸域の環境の特徴が表されるものと考え

られる。

爬虫類、両生類 比較的狭い範囲を利用する種や特定の植物種を利用す

る種によって、陸域の環境の特徴を表すものと考えられ

る。
陸上昆虫類
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a) 地形及び地質

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺における地形の状況は図 7.2.8-28及び図 7.

2.8-29 に示すとおりであり、北側及び南側が山地で標高が高く、球磨川沿いに台地段

丘及びローム台地となる。球磨川等の河川沿いは、扇状地性低地が広がっている。

事業実施区域には、大起伏山地及び中起伏山地が、川辺川沿いには扇状地性低地が

分布している。

川辺川流水型ダム集水域及びその周辺における地質の状況は図 7.2.8-32 に示すとお

りであり、北側の川辺川上流には砂岩、泥岩、チャート等からなっており、その南に石

灰岩ブロックの密集層が分布している。川辺川中流から下流には、砂岩及び泥岩（頁

岩・粘板岩）が広く分布している。川辺川の球磨川合流点付近や球磨川沿いは、未固結

堆積物や半固結堆積物が分布している。人吉(球磨)盆地には安山岩等の火山性岩石が分

布している。

事業実施区域には、上流側から砂岩・泥岩・チャート、石灰岩、輝緑凝灰岩、砂岩及

び泥岩（頁岩・粘板岩）が分布している。
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図 7.2.8-28

川辺川の流水型ダム集水域

及びその周辺における地形

の状況(土地分類)
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図 7.2.8-29

川辺川の流水型ダム集水域

及びその周辺における地形

の状況(標高)
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図 7.2.8-30 川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の地形的特徴

(図 7.2.8-29 内の A-A’断面)

図 7.2.8-31 川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の地形的特徴

(図 7.2.8-29 内の B-B’断面)
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図 7.2.8-32

川辺川の流水型ダム集水域

及びその周辺における地質

の状況
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b) 植生

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の陸域の生息・生育環境を植生、土地利用

等の情報により整理した結果を表 7.2.8-32 及び図 7.2.8-33 に示す。

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺には主にコナラ群落及びスギ・ヒノキ・サ

ワラ植林が広く分布し、尾根部等にはアカマツ群落が分布している。川辺川中流部も

主にコナラ群落及びスギ・ヒノキ・サワラ植林が広く分布している。川辺川と球磨川

の合流部を中心とする人吉(球磨)盆地内は、水田雑草群落や畑地雑草群落が分布して

いる。

表 7.2.8-32 植生区分の分布状況

No. 区分
生態系の調査地域

面積(㎢) 割合(%)

1 スズタケ－ブナ群団 13.62 2.6%

2 シラキ－ブナ群集 25.00 4.7%

3 岩角地・風衝地低木群落 1.75 0.3%

4 リョウブ－ミズナラ群集 3.63 0.7%

5 カシワ群落（V） 14.89 2.8%

6 クマシデ群落 0.03 0.0%

7 伐採跡地群落（V） 8.85 1.7%

8 ハシドイ群落 0.03 0.0%

9 シキミ－モミ群集 0.26 0.0%

10 ハイノキ－ツガ群集 3.37 0.6%

11 イスノキ－ウラジロガシ群集 1.66 0.3%

12 ナンテン－アラカシ群集 0.67 0.1%

13 ミミズバイ－スダジイ群集 0.31 0.1%

14 アカマツ群落（VI） 0.94 0.2%

15 コナラ群落（VII） 95.51 18.0%

16 シイ・カシ二次林 4.15 0.8%

17 伐採跡地群落（VII） 0.98 0.2%

18 アカマツ群落（VII） 4.52 0.9%

19 アカマツ植林 43.63 8.2%

20 クロマツ植林 0.16 0.0%

21 スギ・ヒノキ・サワラ植林 285.02 53.8%

22 カラマツ植林 0.02 0.0%

23 竹林 0.08 0.0%

24 常緑果樹園 0.14 0.0%

25 茶畑 0.07 0.0%

26 畑雑草群落 6.85 1.3%

27 水田雑草群落 4.33 0.8%

28 市街地 2.61 0.5%

29 造成地 3.38 0.6%

30 開放水域 1.67 0.3%

31 自然裸地 1.34 0.3%

面積合計 529.49 100%
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図 7.2.8-33（1）

川辺川の流水型ダム集

水域及びその周辺にお

ける現存植生
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図 7.2.8-33（2）川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺における現存植生

c) 歴史的変遷

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域における陸域生態系の歴史的な変遷

について、文献等の情報により整理した。

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の陸域環境は、明治末期頃までブナ林を代

表とした原生林が広く残されていたと考えられる。農村部周辺では焼畑が営まれてい

たが、昭和 20 年代終盤から焼畑跡地にスギ・ヒノキ・マツなどの針葉樹林が植林さ

れ始め、昭和 30 年代半ばには焼畑農耕自体が衰退した2）3）。

現在では、スギ・ヒノキ植林が広く分布し、広葉樹林がパッチ上に分布している。

また、近年は本地域ではニホンジカの生息数密度が高く、スギ、ヒノキなどの造林木

への食害及び食害に伴う林内の乾燥化の進行による生態系への悪影響が報告されてい

る4）。

2 五木村学術調査-人文編-（五木村総合学術調査団 昭和 62 年 3 月）
3 泉村の自然（五家荘の会「泉村の自然」編集委員会 平成 5 年 7 月）
4 生物多様性くまもと戦略（熊本県 令和 3 年 3 月）
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d) 環境類型区分の想定

川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の区域には、スギ・ヒノキ植林がほぼ全

域に分布している。その中に、一定のまとまりをもって広葉樹林(二次林)が分布し、

高標高地には広葉樹林(自然林)及びアカマツ植林がパッチ状に分布している。耕作地

及び住宅地は、最下流の盆地部分と河川沿いの平坦地に分布している。

このような地形や植生の特徴から、面積に占める割合が大きいこと、自然又は人為

により長期的に維持されてきた環境であることの 2 つの観点により、生態系の特徴を

典型的に表す生息・生育環境を想定した。

その結果、「スギ・ヒノキ植林」と「広葉樹林(二次林)」の 2 つの環境類型区分が

想定された。陸域の典型的な生息・生育環境を表 7.2.8-33 に、陸域の環境類型区分

(想定)を図 7.2.8-34 に示す。

「スギ・ヒノキ植林」は、流域全体の山腹斜面に広く分布しており、特にスギ植林

は、沢や窪地沿いに植栽されていることが多い。

哺乳類ではニホンザル、テン及びニホンジカ、鳥類ではヒヨドリ、ウグイス及びヤ

マガラ、爬虫類ではニホントカゲ、ニホンカナヘビ及びシマヘビ、両生類ではシュ

レーゲルアオガエル、ニホンヒキガエル及びニホンアマガエル、陸上昆虫類ではオオ

クロツヤヒラタゴミムシ、キュウシュウクロナガオサムシ及びクロゴモクムシが多く

確認された。

「スギ・ヒノキ植林」においてより多く確認された種として、哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類では特にないが、陸上昆虫類ではオオクロツヤヒラタゴミムシ及びキュウ

シュウクロナガオサムシがあげられる。

「広葉樹林(二次林)」は、流域全体の山腹斜面に広く分布しているが、集落の周辺

では面積が小さくなり、「スギ・ヒノキ植林」とモザイク状に混じり合っている。

哺乳類ではニホンザル、テン及びニホンジカ、鳥類ではエナガ、ウグイス及びヒヨ

ドリ、爬虫類ではニホントカゲ、ニホンカナヘビ及びシマヘビ、両生類ではニホンア

マガエル、タゴガエル及びヤマアカガエル、陸上昆虫類ではクロツヤヒラタゴミムシ、

マルガタツヤヒラタゴミムシ及びセンチコガネが多く確認された。

「広葉樹林(二次林)」において「スギ・ヒノキ植林」より多く確認された種として、

哺乳類ではニホンザル及びニホンジカ、鳥類ではメジロ、エナガ等、陸上昆虫類では

クロツヤヒラタゴミムシ及びマルガタツヤヒラタゴミムシがあげられる。
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表 7.2.8-33 陸域の典型的な生息・生育環境

環境類型区分

（想定）
スギ・ヒノキ植林 広葉樹林(二次林)

調査地区に

おける面積
783.02 ㎢ 195.01 ㎢ 

特徴 ・流域全体に広く分布する。丘陵地か

ら山地の山腹斜面にみられる。

・スギ植林は沢や窪地沿いに植栽され

ていることが多い。

・集落の周辺では「広葉樹林(二次

林)」とモザイク状に混じり合って分

布している。

・流域全体に広く分布する。山地の山

腹斜面にある。

・集落の周辺では「スギ・ヒノキ植

林」とモザイク状に混じり合って分

布している。

生
息
・
生
育
す
る
主
な
生
物

植物 スギ

ヒノキ

アオキ

ヒサカキ

シロダモ

ジャノヒゲ

チヂミザサ等

アラカシ

コジイ

エゴノキ

アオキ

ヒサカキ等

哺乳類 ニホンザル

テン

ニホンジカ等

ニホンザル

テン

ニホンジカ等

鳥類 ヒヨドリ

ウグイス

ヤマガラ

エナガ

シジュウカラ

トビ

サシバ

ハイタカ等

エナガ

ウグイス

ヒヨドリ

メジロ

シジュウカラ科

キツツキ科

メジロ等

爬虫類

両生類

ニホントカゲ

ニホンカナヘビ

シマヘビ

シュレーゲルアオガエル

ニホンヒキガエル

ニホンアマガエル等

ニホントカゲ

ニホンカナヘビ

シマヘビ

ニホンアマガエル

タゴガエル

ヤマアカガエル等

陸上昆

虫類

オオクロツヤヒラタゴミムシ

キュウシュウクロナガオサムシ

クロゴモクムシ等

クロツヤヒラタゴミムシ

マルガタツヤヒラタゴミムシ

センチコガネ等
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図 7.2.8-34

陸域環境類型区分(想定)
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(b) 調査の手法

a) 調査すべき情報

調査すべき情報は「スギ・ヒノキ植林」及び「広葉樹林(二次林)」における生息・

生育・繁殖の状況(植生、植物群落階層構造等)及び生息・生育する生物群集の状況と

した。

b) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。現地調査の手法及び内容を表 7.2.8-34 に示す。

c) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域とした。調査地点は、

生息・生育・繁殖環境及びそこに生息・生育する生物群集を適切かつ効果的に把握で

きる地点とした。調査地域、調査地点を図 7.2.8-35 に、調査地点の概要を表

7.2.8-35 に示す。

d) 調査期間等

現地調査の調査時期は、生息・生育環境及び生息・生育する生物の特性を踏まえて

春季、夏季、秋季及び冬季とした。また、現地調査の調査時期を表 7.2.8-34 に示す。
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表 7.2.8-34 典型性(陸域)の現地調査の手法、内容及び実施状況(1/3)

項目 内容

調査すべき

情報
生息・生育環境の状況(植生、植物群落階層構造等)及び生息・生育する生物群集

調査地域・

調査地点
川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の区域

現地調査の

内容
［植生調査］

1.コドラート法

調査地域の代表的な群落に方形区を設定し、その出現種、階層構造、各階層の優占

種、高さ及び植被率について記録した。調査は昼間に行った。

［植物相調査］

2.踏査

調査地点を踏査し、出現する維管束植物を記録した。生育種は階層毎に記録した。

［生物群集調査 (哺乳類相)］

3.目撃法

調査地点を踏査し、調査経路を踏査し、出現した哺乳類の実個体の目撃により、生

息種を確認した。

4.フィールドサイン法

調査経路を踏査し、足跡、糞、食痕、巣、モグラ塚等の生息痕跡(フィールドサイ

ン)により、生息 種を確認した。

5.トラップ法

調査地点にトラップ(シャーマントラップ)を設置し、ネズミ類、モグラ類等を捕獲

して、生息種を確認した。

6.巣箱調査

調査地点に巣箱を設置し、巣箱の利用状況から生息種を確認した。巣箱とあわせ

て、赤外線カメラを設置した。

7.捕獲法

調査経路を踏査し、コウモリ類の通り道や採餌場となる場所にアカメガシワトラッ

プ・布トラップ等を設置してコウモリ類を捕獲し、生息種を確認した。

8.無人撮影法

調査地点に無人撮影装置を昼夜設置し、出現した哺乳類の実個体の写真撮影を行

い、生息種を確認した。

［生物群集調査 (鳥類相)］

9.定点観察

見晴らしの良好な調査定点において、一定時間内に出現した鳥類を、実個体や鳴き

声によって識別し、生息種を確認した。記録は種ごとに確認例数、確認場所、行動(と

まり、繁殖に係る行動、採食行動等)、林間に生息する種等について記録した。

［生物群集調査 (爬虫類相・両生類相)］

10.目撃法（鳴き声による確認含む）

調査経路上を踏査し、出現した爬虫類・両生類の実個体の確認目撃及びカエル類の鳴

き声により、生息種を確認した。調査は、昼間及び夜間に行った。

11.捕獲法

調査経路上を踏査し、タモ網等を用いて捕獲し、生息種を確認した。調査は、昼間及び

夜間に行った。

12.フィールドサイン法

調査経路上を踏査し、ヘビ類の脱皮殻等の確認により、生息種を確認した。調査は、昼

間及び夜間に行った。

［生物群集調査 (陸上昆虫類相)］

13.任意採集法

調査経路において、見つけ採り、ビーティング、スウィーピング等により昆虫類を

採集し、生息種を確認した。調査は、昼間に行った。
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表 7.2.8-34 典型性(陸域)の現地調査の手法、内容及び実施状況(2/3)

項目 内容

現地調査の内

容

14.ライトトラップ法

調査地点にライトトラップ(ボックス法)を設置し、夜行性の昆虫類を採集し、生息種を確認した。光

源の下に大型ロート部及び昆虫類収集用ボックス部からなる捕虫器を設置し、光源に集まり、ロートか

らボックス部に落下した昆虫類を採集した。ライトトラップは一晩設置した。

15.ベイトトラップ法

調査地点にベイトトラップを一晩設置し、地表徘徊性の昆虫類を採集し、生息種を確認した。ベイト

トラップ（プラスチックコップ等）の口を地面と同じレベルになるように埋め込み、その中に誘引餌

(糖蜜等)を入れて、コップ内に落下した昆虫類を採集した。

16.腐果トラップ法

調査地点に腐果トラップを一晩設置し、誘引される昆虫類を採集し、生物種を確認した。開口部が底

面にあるカゴ網の下に餌(果肉及び腐肉)を設置し、集まってきた昆虫類を採集した。

［環境資源］

17. 樹洞数等の把握

調査地点(50m×50m)内を踏査し、胸高直径、倒木数、樹洞数、リター厚を記録した。

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

15 年度 －
8/18～20

－ －
植物相の把握
2.踏査

－
7/9～10

－
1/27～28 鳥類相の把握

9.定点観察

－

7/23～26

－ －

陸上昆虫類相の把握
13.任意採集法
14.ライトトラップ法
15.ベイトトラップ法

－
－

11/11 ～

14
－

環境資源の把握
17.樹洞数等の把握

平成

16 年度

5/10～16

－ － －

哺乳類相の把握
3.目撃法
4.フィールドサイン法
5.トラップ法
8.無人撮影法

5/10～16

－ － －

爬虫類相・両生類相の把握
10.目撃法(鳴き声による確認含む)
11.捕獲法
12.フィールドサイン法

令和

4 年度
－

8/1～5 9/26～30
－

植生の把握
1.コドラート法

－
8/1～5 9/26～30

－
植物相の把握
2.踏査

－

8/3～5
8/30～31

9/29～30
10/7
10/27 ～
28
11/28 ～

29

12/13～
14
1/19～20
1/27

2/27～28

哺乳類相の把握
3.目撃法
4.フィールドサイン法
6.巣箱調査
7.捕獲法

8.無人撮影法

－
6/29～30 10/11 ～

12

1/17～18 鳥類相の把握
9.定点観察

－

8/5 10/7 2/27～28 爬虫類相・両生類相の把握
10.目撃法(鳴き声による確認含む)

11.捕獲法

12.フィールドサイン法

－

7/11～15 10/3～7 12/5～9 陸上昆虫類相の把握
13.任意採集法
14.ライトトラップ法
15.ベイトトラップ法
16.腐果トラップ法
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表 7.2.8-34 典型性(陸域)の現地調査の手法、内容及び実施状況(3/3)

項目 内容

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法

春季 夏季 秋季 冬季

令和

5 年度

5/15～19
－ － －

植生の把握

1.コドラート法

5/15～19
－ － －

植物相の把握

2.踏査

5/15～19
－ － －

環境資源の把握

17.樹洞数等の把握

5/17～18

－ － －

哺乳類相の把握

3.目撃法

4.フィールドサイン法

7.捕獲法

8.無人撮影法

5/1～2
－ － －

鳥類相の把握

9.定点観察

4/26～27

－ － －

爬虫類相・両生類相の把握

10.目撃法(鳴き声による確認含む)

11.捕獲法

12.フィールドサイン法

5/8～12

－ － －

陸上昆虫類相の把握

13.任意採集法

14.ライトトラップ法

15.ベイトトラップ法

16.腐果トラップ法
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図 7.2.8-35

典型性(陸域)の調査地域

及び調査地点
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表 7.2.8-35 調査地点の概要

環境

類型

区分

調査地

点
環境の概況

調査地点の環境

夏季 秋季 冬季 早春季 春季

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林

地点 A ・スギ植林地で、枝打ち、間伐、下草

刈り等の手入れが行き届いている。

胸高直径が大きいものがみられる。

・斜面の傾斜も比較的緩勾配である。

地点 B ・スギ植林地で、管理が行き届いてお

らず、低木が多く生育している。

・斜面の勾配は急である。斜面中部に

位置し、林床は岩礫地となった急な

立地にある。

地点 C ・スギ植林地で、枝打ち、間伐、下草

刈り等の手入れが行き届いている。

胸高直径が大きいものがみられる。

・斜面の勾配は急である。斜面中部に

位置し、林床は岩礫地となった急な

立地にある。

広
葉
樹
林
�
二
次
林
�

地点 1 ・常緑広葉樹の二次林で、胸高直径は

比較的細いものが主体である。

・斜面の傾斜は急である。斜面中部に

位置し、林床は岩礫地となった急な

立地にある。

地点 2 ・常緑広葉樹の二次林で、胸高直径は

比較的細いものが主体である。

・斜面の傾斜は急である。斜面中部に

位置し、林床は岩礫地となった急な

立地にある。

地点 3 ・常緑広葉樹の二次林で、胸高直径は

比較的細いものが主体である。

・広葉樹林（二次林）3地点の中でも

斜面は緩斜面である。斜面中部に位

置し、林床は岩礫地となった立地に

ある。
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(c) 調査結果

a) 環境類型区分の検証

陸域の環境類型区分として「スギ・ヒノキ植林」及び「広葉樹林(二次林)」を想定

した。

想定した環境類型区分の妥当性の検証のため、各類型区分で実施した植物相、哺乳

類、鳥類、爬虫類・両生類及び陸上昆虫類に関する調査(生態系(陸域典型性：生物群

集))の結果をもとに統計解析を行った。

統計解析結果の概要は次のとおりである。

・ 植物と鳥類は、「広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」が明確に区分

された。

・ 哺乳類は、区分されない地点もあったが、概ね「広葉樹林（二次林）」と「ス

ギ・ヒノキ植林」に区分された。

・ 爬虫類と両生類は、明瞭な区分はされなかった。

・ 陸上昆虫は、想定した環境類型区分では区分されなかった。陸上昆虫では、陸

域の環境類型区分より、周辺のパッチ環境での影響が強くなり、「広葉樹林

（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」に特有な昆虫類が確認しにくい条件で

あったことが想定された。

統計解析の結果から、一部の分類群では統計的に区分できなかったものの、その他

の大部分の分類群で区分されたことから、陸域の環境類型区分は「スギ・ヒノキ植林」

及び「広葉樹林(二次林)」の 2 区分が想定できると考えられる。

以上より、陸域の環境類型区分は「スギ・ヒノキ植林」及び「広葉樹林(二次林)」

の 2 区分とした。
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b) 生息・生育環境の状況及び生息・生育する生物群集

調査の結果をもとに、各環境類型区分の注目種の抽出を行った。陸域の生態系の特

徴を典型的に現す生息・生育環境として選定した環境類型区分である「スギ・ヒノキ

植林」及び「広葉樹林(二次林)」の分布の状況を「スギ・ヒノキ植林」及び「広葉樹

林(二次林)」の分布の状況を図 7.2.8-36 に、典型性（陸域）の概要を表 7.2.8-36

に示す。

(i) スギ・ヒノキ植林

「スギ・ヒノキ植林」は流域全体に広く分布し、丘陵地から山地の山腹斜面にみら

れる。スギが優占している。

スギ・ヒノキ植林はそれぞれの階層に優占する植物は異なり、2～4 層構造をなす。

植物相としては、イワガネソウ、ホシダ、シロヤマシダ等の種が見られる。また、樹

林内には、草本層の葉、芽等を食べるノウサギや植物の種子や根茎等のほか、昆虫類

を餌とするアカネズミ属等の哺乳類、樹林内の果実、種子、昆虫類を餌とする針葉樹

を好むヒガラ等の鳥類、森林で見られるコバケデオネスイ、アズマオオズアリ等の昆

虫類が共通して生息している。

(ii) 広葉樹林(二次林)

「広葉樹林(二次林」は流域全体に広く分布し、山地の山腹斜面にみられる。樹冠

を構成する高木層は地点により相違がみられる。

広葉樹林(二次林)はそれぞれの階層に優占する植物は異なり、4 層構造をなす。植

物相としては、アカマツ、ハルニレ、コバノチョウセンエノキ等の種が見られる。ま

た、樹林内には、主に果実、植物の葉、花、種子などを食べるニホンザルや樹上も利

用し、果実、小動物、昆虫等を餌とするテン等の哺乳類、ミミズ、昆虫などを食べる

シロハラ、広く林に生息するシジュウカラ、メジロ、渓流沿いの森林を好むツツドリ

等の鳥類、森林で見られるホホグロオビキンバエ、ベッコウヒラタシデムシ、センチ

コガネ等の昆虫類が共通して生息している。
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スギ・ヒノキ植林

広葉樹林(二次林)

広葉樹林(二次林)

スギ・ヒノキ植林

広葉樹林(二次林)

スギ・ヒノキ植林

図 7.2.8-36

陸域環境類型区分
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表 7.2.8-36 陸域の生息・生育環境の概要(スギ・ヒノキ植林)（1/2）

環境類型区分 スギ・ヒノキ植林

植生区分 スギ

環境模式図

植生の概要

スギ・ヒノキ植林は、流域全体の山腹斜面に広く分布してい

るが、スギ植林は、沢や窪地沿いにも多く植栽されている。

調査地域においては、中流域では管理が行き届いておらず、

低木が多く生育しているところも見られるが、他の地域では

枝打ち、間伐等の手入れが行き届いている場所も見られ、人

為的に長期間維持されている。

生息・生育

環境

群落高 13～24m 程度(スギ)、2.5m 程度(シロダモ)、1.8m 程度（オオ

サンショウソウ）

階層構造を構成

する植物種

スギ、アブラチャン、シロダモ、オオサンショウソウ、イズ

センリョウ等が生育している。

群落の階層構造 4 層～2 層

動態 人為的に維持されてきた植林である。一部で、管理が行き届

いておらず、低木が多く生育している。

生息・生育環境

の機能

広葉樹林に比べ、空間的な生息環境の多様性は低いものの、

スギの植林は沢や窪地沿いの土壌水分や湿度が高い場所に植

栽されていることもあり、両生類の良好な生息場所としての

機能を持つ。また、針葉樹を嗜好する種も確認されており、

繁殖場所、採餌場所等を提供する機能を有している。

典型的な生

物群集

植物 上流地点：アブラチャン、シロダモ等

中流地点：シロダモ、アラカシ等

下流地点：シリブカガシ、イヌガシ等

哺乳類 コテングコウモリ、ムササビ、ヤマネ、アカネズミ属、ノウ

サギ等

鳥類 ホトトギス、ヒガラ、ヒヨドリ、エナガ、メジロ、ミソサザ

イ、ホオジロ等

爬虫類 ニホントカゲ、ニホンカナヘビ、ヤマカガシ等

両生類 タゴガエル、ツチガエル、ヌマガエル等

陸上昆虫類 コバケデオネスイ、ツブノミハムシ、アメイロアリ、アズマ

オオズアリ等

典型性の特徴 流域全体の山腹斜面に広く分布し、スギ植林は沢や窪地沿い

にも多く植栽されているため、広葉樹林に比べ生息環境の多

様性は低いものの、針葉樹を嗜好する種の主要な生息・生育

基盤となっている。
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表 7.2.8-36 陸域の生息・生育環境の概要(広葉樹林(二次林))（2/2）

環境類型区分 広葉樹林(二次林)

植生区分 タブノキ、アラカシ

環境模式図

植生の概要

スギ・ヒノキ植林がほぼ全域に分布している中に、一定のまと

まりをもって広葉樹林(二次林)が分布している。流域全体の山

腹斜面に広く分布しているが、集落の周辺では面積が小さくな

り、「スギ・ヒノキ植林」とモザイク状に混じり合っている。

生息・生

育環境

群落高 17m 程度(タブノキ)、12m 程度(アラカシ)、7m 程度(カゴノ

キ）、1.5m 程度(イズセンリョウ)

階層構造を構成

する植物種

タブノキ、アラカシ、カゴノキ、イズセンリョウ等が生育して

いる。

群落の階層構造 4 層

動態 常緑広葉樹の二次林である。林内は常緑性の種が占めている

が、ヤマザクラ、エノキ等の落葉性の種もみられる。

生息・生育環境

の機能

流域全体の山腹斜面に広く分布しているが、集落の周辺では面積

が小さくなり、モザイク状となる。発達した林層構造をなし林内

に多様な空間を有しているため、樹林内を選好する種、樹冠部を

利用する種、林縁等の多様な環境を好む種の生息環境としての機

能を有する。このほか、植物の葉、実等、植物食種に餌を提供す

る。さらに、繁殖場所、隠れ場所等の機能も有している。

典型的な

生物群集

植物 上流地点（地点 2 代替 2）：イヌガヤ、アブラチャン、ケヤキ等

中流地点（地点 1）：アラカシ、ヤブツバキ等

下流地点（地点 3）：アラカシ、クヌギ等

哺乳類 コテングコウモリ、ヤマネ、ニホンザル、タヌキ、イノシシ、

ニホンジカ等

鳥類 ツツドリ、コガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、エナガ、メジ

ロ、シロハラ等

爬虫類 ニホントカゲ、ニホンカナヘビ、シマヘビ、ヒバカリ、ヤマカ

ガシ等

両生類 タゴガエル等

陸上昆虫類 オオショウジョウバエ、ホホグロオビキンバエ、ベッコウヒラ

タシデムシ、センチコガネ等

典型性の特徴 森林内に多様な空間が存在し、樹林性及び林縁性の種の生息環

境等としての機能を有する。調査地域の生物の主要な生息・生

育基盤となっている。
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2) 河川域

(a) 典型的な環境及び生物群集の状況

a) 典型性(河川域)の想定

典型性（河川域）の調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並

びにその下流の川辺川から球磨川渡地点までの区間として、生物の生息・生育基盤と

なる環境のまとまりや広がりとそこに依存する生物群集を整理し、環境類型区分を整

理することにより行った。

ここでは、既往調査の結果から河川域の生息・生育環境として、河床勾配、河川形

態、河床構成材料、河川植生、河川横断工作物の設置状況及び歴史的変遷を整理する

とともに、河川域の生物群集として、哺乳類、鳥類、爬虫類・両生類、魚類、陸上昆

虫類、底生動物及び付着藻類を対象に生息・生育状況を整理した。整理項目とその着

眼点を表 7.2.8-37 に示す。

表 7.2.8-37 環境類型区分のための整理項目とその着眼点

整理項目 着眼点

生息
・

生育環境

河床勾配
河床勾配の違いにより流況等が異なり、生物の生息・生育

環境が異なることが考えられる。

河川形態
河川形態の違いにより、生物の生息・生育環境が異なるこ

とが考えられる。

河床構成材料
粒径の異なる河床構成材料の縦断分布及び横断分布の違い

により、生物の生息・生育環境が異なることが考えられる。

河川植生
植生の違いにより、生物の生息・生育環境が異なることが

考えられる。

河川横断工作物
の設置状況

河川横断工作物の有無により、生物の移動状況が異なるこ
とが考えられる。

歴史的変遷
開発、自然災害等の歴史的な経緯により、河川環境が異な

ることが考えられる。

生物群集

哺乳類

エコトーンや河川植生の違いにより、異なる生物群集が構
成されることが考えられる。

鳥類

爬虫類・両生類

陸上昆虫類

魚類 水中に生息・生育することから、河川形態、河床構成材料
等の環境の違いにより、異なる生物群集が構成されることが
考えられる。

底生動物

付着藻類
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(i) 河床勾配、水面幅、河川形態、河床構成材料、河川植生の状況

球磨川の川辺川合流点から渡地点までの区間は、1/600～1/250 程度の比較的緩や

かな勾配であり、大きな蛇行の中に瀬淵が 1 箇所分布する Bb 型の河川形態となって

いる。河岸には規模の大きなワンドやたまりもみられる。支川合流部には、流入土

砂による河原が発達し、砂礫河原、オギ群落、ツルヨシ群落及びヤナギ林がみられ

る。

川辺川の球磨川合流点からダム建設予定地下流付近までの区間は、1/310～1/120

程度の勾配であり、広い間隔で平瀬や早瀬が連続する Bb 型の河川形態となっている。

河川沿いには平地がみられ、流路上空は完全に開けている。河川敷に礫河原、ツル

ヨシ群落及びヤナギ林がみられる。

川辺川の流水型ダム建設予定地下流付近から椎原ダム付近までの区間は、1/210

～1/40 程度の勾配であり、1 蛇行区間に瀬淵が 2 箇所ないし 1 箇所分布する Aa-Bb

移行型の河川形態となっている。山岳地形を呈し、両岸に山腹が迫っているが河川

上空は開けており、ところどころ河道が広がるところでは、河岸にツルヨシ群落及

びヤナギ林がみられる。

流入支川は1/70よりも急な勾配であり、ところどころに小滝があり、早瀬と淵が

多く分布する Aa 型の河川形態となっている。崖状の河岸には、樹林が迫る。

また、五木小川上流の内谷ダム、川辺川の頭地等の取水堰の上流部は、面積の広い

止水環境となっており、河岸にはスギ・ヒノキ植林及びアラカシ萠芽林等が生育して

いる。

既往調査結果から整理した川辺川流域の河床材料の粒径集団を図 7.2.8-37 に示す。

川辺川の河道は、球磨川合流点から 17k までの河川沿いは、ローム台地、台地段

丘及び扇状地性低地が広がっている。その上流の区間は山地地形が広がっている。

河床勾配は 1/310～1/70 と急峻であり、下流に向かうほど緩やかな勾配となってい

るが、17k～ダムサイトまでの区間、頭地堰堤～竹の川堰堤の区間は局所的に急勾配

となっている。局所的に急勾配となっている区間を除く区間では、緩やかに蛇行し

た交互砂州の形状が多く確認され、湾曲部では平瀬、早瀬及び淵が連続している。

河床構成材料は、急勾配となっている 18k 前後及び 34k 前後の区間では人頭大～

大礫、巨礫、岩盤が、そのほかの区間では小礫～人頭大の礫が主に分布している。

球磨川合流点から大神橋までの区間では、湾曲部の内岸側の下流や中洲の下流で砂

やシルトが分布しており、大神橋上流から頭地堰堤までの区間では、岩盤や巨礫の

間などに砂やシルトが分布している。
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図 7.2.8-37(1) 河川形態等の縦断分布
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図 7.2.8-37 (2) 河川形態等の縦断分布
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図 7.2.8-37 (3) 河川形態等の縦断分布
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(ii) 環境類型区分の想定

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺川から球磨

川渡地点までの区間を対象として、生物の生息・生育基盤となる環境は、河床材料、

河道、河川植生等の状況を踏まえ、流路長が長い環境であること、自然又は人為に

より長期的に維持されてきた環境であることの 2 つの観点から、河川域の生態系の

特徴を典型的に表す生息・生育環境を想定した。

その結果、「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れ

る川」及び「止水域」の 5 つの区分が想定された。想定された河川域の典型的な生

息・生育環境を表 7.2.8-38 に、想定された河川域の環境類型区分を図 7.2.8-38 に

示す。

表 7.2.8-38 想定された河川域の典型的な生息・生育環境

環境類型区分

（想定）
生息・生育する主な生物（想定)

渓流的な川 河岸植生：崖地、裸地河原、ヤナギ林、サワグルミ群落
付着藻類：Diatoma mesodon、Hannaea arcus var.recta、Fragilaria vaucheriae 等
魚類：タカハヤ、ヤマメ等
底生動物：カクヒメトビケラ属、フタスジモンカゲロウ、ウエノヒラタカゲロウ等
鳥類：カワガラス、キセキレイ等
哺乳類：カヤネズミ等
爬虫類、両生類：タゴガエル等
陸上昆虫類：ツマトビシロエダシャク等

山地を流れる川 河岸植生：裸地河原、ツルヨシ群落、ヤナギ林等
付着藻類：Nitzschia frustulum、Encyonema silesiacum、chnanthidium japonicum 等
魚類：オイカワ、ウグイ、アユ、タカハヤ、ヤマメ等
底生動物：オオヤマカワゲラ、カミムラカワゲラ等
鳥類：アオサギ、ダイサギ、ゴイサギ等のサギ類等
哺乳類：-
爬虫類、両生類：ニホンヒキガエル、ヤマアカガエル等
陸上昆虫類：ムネボソアリ等

山麓を流れる川 河岸植生：裸地河原、ツルヨシ群落、ヤナギ林等
付着藻類：Encyonema minutum等
魚類：イトモロコ、カマツカ、オイカワ、ウグイ、アユ、タカハヤ等
底生動物：カワニナ属、ダビドサナエ、オニヒメタニガワカゲロウ等
鳥類：アオサギ、ダイサギ、ゴイサギ等のサギ類等
哺乳類：カヤネズミ等
爬虫類、両生類：ニホンイシガメ、ヒバカリ、カジカガエル等
陸上昆虫類：アカアシハナコメツキ等

盆地を流れる川 河岸植生：裸地河原、ツルヨシ群落、オギ群落、ヤナギ林等
付着藻類：Gomphonema biceps（珪藻類）等
魚類：ギギ、ギンブナ、イトモロコ、カマツカ、オイカワ、ウグイ、タカハヤ等
底生動物：ミズムシ、シジミ属、ミツゲミズミミズ、ヒメセトトビケラ等
鳥類：アオサギ、ダイサギ、ゴイサギ等のサギ類等
哺乳類：カヤネズミ等
爬虫類、両生類：ヤマカガシ、アカハライモリ、トノサマガエル、ツチガエル等
陸上昆虫類：コガタシマトビケラ、ミイデラゴミムシ等

止水域 河岸植生：スギ・ヒノキ植林、アラカシ萌芽林等
付着藻類：-
魚類：ウグイ、コイ、タカハヤ等
底生動物：ユスリカ属、マメシジミ属等
鳥類：カワガラス、キセキレイ等
哺乳類：-
爬虫類、両生類：ニホンヒキガエル等
陸上昆虫類：サメハダツブノミハムシ等
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図 7.2.8-38

河川域の環境類型区分

(想定)
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b) 調査の手法

(i) 調査すべき情報

調査すべき情報は、「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を

流れる川」及び「止水域」における生息・生育・繁殖環境及び生物群集の状況とした。

さらに、河川域と陸域のつながりに注目して、食物連鎖の状況（水生昆虫類、鳥類

の採食行動、落下昆虫、魚類の胃内容物、コウモリ類、陸上昆虫類）とした。

また、地域の典型的な魚類として注目されているアユについて、生息・産卵環境の

状況（生息状況、アユの餌となる付着藻類の生育状況、産卵、はみ跡等）とした。

(ii) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。また、必要に応じて聴取により情報を補った。

現地調査の手法及び内容を表 7.2.8-39 に示す。

(iii) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺

川から球磨川渡地点までの区間とした。調査地点は、生息・生育・繁殖環境及びそこ

に生息・生育する生物群集を適切かつ効果的に把握できる地点とした。調査地域、調

査地点を図 7.2.8-39 に示す。

(iv) 調査期間等

現地調査の調査時期は、生息・生育する生物の特性を踏まえて春季、夏季、秋季及

び冬季とした。また、調査する時間帯は早朝、昼間及び夜間とした。現地調査の調

査時期を表 7.2.8-39 に示す。
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表 7.2.8-39 生態系(河川域)の現地調査の手法、内容及び実施状況

(生息・生育する生物群集の状況)（1/4）

項目 内容

調査すべき

情報

生息・生育する生物群集の状況

調査地域・

調査地点

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びに渡地点までの区間

現地調査の

内容

［河川形態］

1.踏査

調査地域内を踏査し、瀬淵の分布等を記録した。

［河床構成材料］

2.踏査

調査地域内を踏査し、目視により河床構成材料の粒径区分を記録した。

［横断工作物］

3.踏査

調査地域内を踏査し、横断工作物の設置状況を記録した。

［生物群集調査 (河川植生)］

4.踏査

調査経路を踏査し、出現した種子植物・シダ植物の実個体の目撃により、生育種を

確認した。調査は、昼間に行った。

5.ベルトトランセクト法

調査地域の代表的な群落に方形区を設定し、その出現種、階層構造、各階層の優占

種、高さ及び植被率について記録した。調査は昼間に行った。

［生物群集調査 (哺乳類相)］

6.目撃法（無人撮影を含む）

調査経路を踏査し、出現した哺乳類の実個体の目撃により、生息種を確認した。種

類については、適宜双 眼鏡等を用いて識別した。

7.捕獲法

調査経路を踏査し、コウモリ類の通り道や採餌場となる場所にハープトラップ、か

すみ網等を設置してコウモリ類を捕獲し、生息種を確認した。調査は、夜間に行っ

た。

8.フィールドサイン法

調査経路を踏査し、足跡、糞、食痕、巣、モグラ塚等の生息痕跡(フィールドサイ

ン)により、生息 種を確認した。調査は、昼間に行った。

9.トラップ法

調査地点にトラップ(シャーマントラップ、墜落かん、モールトラップ、カゴ罠)を

設置し、ネズミ類、モグラ類等を捕獲して、生息種を確認した。調査は、昼間に行っ

た。

［生物群集調査 (鳥類相)］

10.定点観察

見晴らしの良好な調査定点において、一定時間内に出現した鳥類を、実個体や鳴き声に

よって識別し、生息種を確認した。

［生物群集調査 (爬虫類、両生類相)］

11.目撃法

調査経路上を踏査し、出現した爬虫類の実個体の確認目撃により、生息種を確認した。

調査は、昼間及び夜間に行った。

12.捕獲法

調査経路上を踏査し、タモ網等を用いて捕獲し、生息種を確認した。調査は、昼間及び

夜間に行った。

13.フィールドサイン法

調査経路上を踏査し、ヘビ類の脱皮殻等の確認により、生息種を確認した。調査は、昼

間及び夜間に行った。

14.トラップ法

調査地点にトラップ(カメトラップ)を 1 晩設置し、カメ類を捕獲して、生息種を確認し

た。
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表 7.2.8-39 生態系(河川域)の現地調査の手法、内容及び実施状況

(生息・生育する生物群集の状況)（2/4）

項目 内容

現地調査の

内容

［生物群集調査 (魚類相)］

15.捕獲

調査地点において、投網、タモ網等を用いて魚類を捕獲し、生息種を確認した。

16.潜水観察

調査地点において、潜水観察により、魚類の実個体を確認し、生息種を確認した。

調査は、昼間に行った。

［生物群集調査 (陸上昆虫類相)］

17.任意採集法

調査経路において、見つけ採り、ビーティング、スウィーピング等により昆虫類を

採集し、生息種を確認した。調査は、昼間に行った。

18.ライトラップ法

調査地点にライトトラップを設置し、夜行性の昆虫類を採集し、生息種を確認し

た。ライトトラップ(カーテン法)は、調査地点にスクリーンを設置し、その前に光源

を吊るして点灯し、スクリーンに集まった昆虫類を採集した。ライトトラップ(ボック

ス法)は、光源の下に大型ロート部及び昆虫類収集用ボックス部からなる捕虫器を設置

し、光源に集まり、ロートからボックス部に落下した昆虫類を採集した。

19.ベイトトラップ法

調査地点にベイトトラップを一晩設置し、地表徘徊性の昆虫類を採集し、生息種を

確認した。ベイトトラップ（プラスチックコップ等）の口を地面と同じレベルになる

ように埋め込み、その中に誘引餌(糖蜜等)を入れて、コップ内に落下した昆虫類を採

集した。

［生物群集調査 (底生動物相)］

20.定性採集

調査地点において、タモ網等を用いて瀬や水生植物の水際等のさまざまな環境で底

生動物を採集し、生息種を確認した。止水域では、採泥器を用いて底生動物を採集

し、生息種を確認した。調査は昼間に行った。

21.定量採集

調査地点において、コドラートを設置し、コドラート内の底生動物をサーバーネッ

トにより採集し、生息種を確認した。調査は昼間に行った。

22.ライトトラップ法

水生昆虫の羽化成虫を対象としたライトトラップ調査を実施した。調査方法は、パ

ントラップ法及びカーテン法を用いた。

［生物群集調査 (付着藻類相)］

23.定量採集

調査地点において、河川中の石の表面にコドラート(5cm×5cm の方形枠)を設定して

付着藻類を採集、固定し、室内で種の同定及び分析を行った。調査は昼間に行った。
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表 7.2.8-39 生態系(河川域)の現地調査の手法、内容及び実施状況

(生息・生育する生物群集の状況)（3/4）

項目 内容

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

11 年度

3 月

－ － －

河川形態
1.踏査
河床構成材料
2.踏査
河川横断工作物
3.踏査

平成

12 年度

－ － －

12 月 河川形態
1.踏査
河床構成材料
2.踏査
河川横断工作物
3.踏査

平成

14 年度

3/11～19

－ － －

底生動物相
20.定量採集
21.定性採集
22.ライトトラップ法

平成

15 年度 － －

9/16～19
9/22～25
10/23

－

河川植生
4.踏査

5.ベルトトランセクト法

－

8/17～19
8/30～31

10/27～30 1/22～24 哺乳類相
6.目撃法
7.捕獲法
8.フィールドサイン法

－
7/8

7/11

9/29 ～
10/1
11/11～13

2/24～26 鳥類相
10.定点観察

－

8/17～19
8/30～31

10/27～30 1/22～24 爬虫類、両生類相
11.目撃法

12.捕獲法

13.フィールドサイン法

－

8/8～10
8/27
8/29

9/27
9/29 －

魚類相
15.捕獲
19.潜水観察

－

8/20～23
8/26-27

10/14～19

－

陸上昆虫類相
17.任意採集法
18.ライトトラップ法
19.ベイトトラップ法

－

8/25～28 9/18 12/8～11 底生動物相
20.定量採集
21.定性採集
22.ライトトラップ法

－

8/22～9/1 10/28～30 2/5～7 付着藻類相
23.定量採集

平成

16 年度

4/26～27
－ － －

鳥類相
10.定点観察

5/10～16
－ － －

哺乳類相
8.フィールドサイン法
9.トラップ法

5/10～16

－ － －

爬虫類、両生類相
11.目撃法

12.捕獲法
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表 7.2.8-39 生態系(河川域)の現地調査の手法、内容及び実施状況

(生息・生育する生物群集の状況)(4/4)

注)1.カメトラップ調査の実施期間を示す。

項目 内容

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

令和

3 年度

－

7/19～20

－ －

河川形態
1.踏査
河床構成材料
2.踏査
河川植生
4.踏査

令和

4 年度
－

7/25～27 10/24～27
－

河川植生
5.ベルトトランセクト法

－

7/25～29 10/10～14 12/5～9
12/19～23

哺乳類相
6.目撃法(無人撮影を含む)
8.フィールドサイン法
9.トラップ法

－
7/6～8 9/7～10 12/6～9 鳥類相

10.定点観察

2/10～12
2/22～24

(早春)

7/22～29 9/8 ～ 15
注)1

10/10～14 －

爬虫類、両生類相
11.目撃法
12.捕獲法
13.フィールドサイン法
14.トラップ法

－
7/23～8/6 9/9～15 12/5～9 魚類相

15.捕獲
16.潜水観察

－
8/1～7 9/5～8 12/5～8 陸上昆虫類相

17.任意採集法

－
7/23～28 9/8～14 12/5～9 底生動物相

20.定量採集
21.定性採集

－
7/23～28 9/8～15 12/5～9 付着藻類

23.定量採集

令和

5 年度

5/25～26
－ － －

河川植生
5.ベルトトランセクト法

5/25～26

－ － －

哺乳類相
6.目撃法無人撮影を含む)
8.フィールドサイン法
9.トラップ等法

5/11～14
－ － －

鳥類相
10.定点観察法

5/10～13
5/15～18
5/22 ～ 26
注)1

－ － －

爬虫類、両生類相
11.目撃法
12.捕獲法
13.フィールドサイン法
14.トラップ法

5/22～26
－ － －

魚類相
15.捕獲
16.潜水観察

5/10～14
－ － －

陸上昆虫類相
17.任意採取法

5/22～26
－ － －

底生動物相
20.定量採集
21.定性採集

5/19～21
－ － －

付着藻類
23.定量採集
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図 7.2.8-39

生態系（河川域典型性：

生物群集）調査における

調査地域、調査地点
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表 7.2.8-40 生態系（河川域典型性：生物群集）調査における調査地点

c) 調査結果

(i) 環境類型区分の検証

河川域の環境類型区分として「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れ

る川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」を想定した。

想定した環境類型区分の妥当性の検証のため、各類型区分で実施した哺乳類、鳥類、

爬虫類・両生類、魚類、陸上昆虫類、底生動物及び付着藻類に関する調査(生態系(河

川域典型性：生物群集))の結果をもとに統計解析を行った。

その結果、河川域の環境類型型区分は想定と同じ「渓流的な川」、「山地を流れる

川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」の 5 区分とした。
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(ii) 生息・生育環境の状況及び生息・生育する生物群集

調査の結果をもとに、各環境類型区分の注目種の抽出を行った。河川域の生態系の特

徴を典型的に現す生息・生育環境として選定した環境類型区分である「渓流的な川」、

「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」の分布の

状況を図 7.2.8-40 に、典型性(河川域)の概要を表 7.2.8-41、河川域の生息・生育環

境の概要を表 7.2.8-42～表 7.2.8-46 に示す。

表 7.2.8-41 典型性(河川域)の概要

類型区分 特徴 注目種

渓流的な
川

河川沿いに平坦部
はほとんどなく、
山地の傾斜が迫っ
ており、ところど
こ ろ に 小 滝 が あ
る。早瀬と淵が多
く分布し、河岸の
樹林が河川上空を
覆っている。

哺乳類
鳥類

爬虫類・両生類
魚類
陸上昆虫類
底生動物
付着藻類

テン、ニホンジカ、アカネズミ、カワネズミ等
ヤマセミ、ヒヨドリ、エナガ、メジロ、カワガラス、キセ
キレイ等
ニホンカナヘビ、ニホントカゲ、カジカガエル等
タカハヤ、サクラマス（ヤマメ）
キュウシュウヒゲボソゾウムシ等
カゲロウ目、カワゲラ目、ハエ目等
ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等

山地を流
れる川

山岳地底を呈し、
両 岸 に 山 腹 が せ
まっているが河川
上 空 は 開 け て お
り、ところどころ
河道が広がってい
る。

哺乳類
鳥類

爬虫類・両生類
魚類

陸上昆虫類

底生動物
付着藻類

テン、ヒメネズミ、ニホンジカ等
オシドリ、カワセミ、ヤマセミ、ヒヨドリ、エナガ、カワ
ガラス、キセキレイ等
ニホンカナヘビ、ニホンヒキガエル、カジカガエル等
タカハヤ、サクラマス（ヤマメ）、カワムツ、ウグイ、ア
ユ等
クロモンフトメイガ、イクビモリヒラタゴミムシ、キアシ
ミズギワコメツキ等
カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目、モクズガニ等
ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum、
Achnanthidium subhudsonis 等

山麓を流
れる川

河川沿いに平地が
みられ、広い間隔
で平瀬や早瀬が連
続している。流路
上空は完全に開け
ている。

哺乳類
鳥類

爬虫類・両生類
魚類
陸上昆虫類
底生動物
付着藻類

アカネズミ、タヌキ、ウシ目等
アオサギ、ヤマセミ、カワセミ、ヒヨドリ、ムクドリ、カ
ワガラス、スズメ、セグロセキレイ等
ニホンイシガメ、ヌマガエル、カジカガエル等
ウグイ、オイカワ、アユ、カマツカ、タカハヤ等
イネマダラヨコバイ、カワチゴミムシ、ヨモギハムシ等
カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目、モクズガニ等
ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum、Nitzschia
inconspicua 等

盆地を流
れる川

規模の大きなワン
ドやたまりが存在
し、河川合流部で
は流入土砂による
流入土砂による河
原 が 発 達 し て い
る。流路上空は完
全に開けている。

哺乳類
鳥類

爬虫類・両生類

魚類
陸上昆虫類
底生動物
付着藻類

ハツカネズミ、タヌキ、イノシシ等
アオサギ、ダイサギ、オシドリ、カワセミ、ヤマセミ、ヒ
ヨドリ、エナガ、カワガラス、キセキレイ等
ニホンカナヘビ、ツチガエル、ヌマガエル、トノサマガエ
ル等
オイカワ、カワムツ、ウグイ、イトモロコ、アユ等
ニシキリギリス、アオゴミムシ、アイヌハンミョウ等
カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目等
ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等

止水域 ダムや取水堰で形
成されており、河
原は存在せず、直
接河畔林となって
いる

哺乳類
鳥類

爬虫類・両生類
魚類
陸上昆虫類

底生動物
付着藻類

タヌキ、ニホンジカ、ウシ目等
ヤマセミ、カワセミ、ヒヨドリ、エナガ、カワガラス、キ
セキレイ等
ニホントカゲ、ニホンヒキガエル、カジカガエル等
タカハヤ、ウグイ、コイ科、サクラマス（ヤマメ）等
キリバエダシャク、ヤノナミガタチビタマムシ、ミヤマカ
ミキリ等
カゲロウ目、ハエ目等
ビロウドランソウ、Mayamasa atomus 等
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盆地を流れる川

St.1 渡

山麓を流れる川

St.6 深水

山地を流れる川

St.10 元井谷

渓流的な川

St.7 椎葉谷川

止水域

St.9 頭地

図 7.2.8-40

河川域環境類型区分
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i) 渓流的な川

「渓流的な川」は、渓流的な環境で、河道は岩の露岩や巨礫の点在により自然の堰や

狭い流路が形成されている。河川沿いは山地の傾斜が迫っており、両岸はスギ、アラカ

シ、ケヤキ等の樹林が河川の上空を覆っている。本区間は、川辺川の上流、川辺川に流

入する小支川に該当し、調査地域内の流路長は合計約 270.5km に達する。「渓流的な川」

の河床勾配は、1/70 程度である。河川形態は主に Aa 型から Bb 型を呈しており、早瀬、

平瀬、淵が連続してみられる。河床構成材料は、主に細礫から岩盤で構成されている。

河川の流れが緩やかな淵や淀みにはカワムツより上流に生息するタカハヤが多く生息

し、水生昆虫や付着藻類等を餌とする。また、砂礫底を産卵環境として利用している。

また、河川沿いの森林には樹上性のキュウシュウヒゲボソゾウムシが生息する。河川

上流部で見られるヨシノコカゲロウ等の底生動物が生息している。

他に、河川から河岸にかけては底生動物等を捕食するカワガラス等の鳥類や水生昆虫

や魚類を餌とする哺乳類のカワネズミが生息している。

＜渓流的な川の代表的景観写真＞

St.7 椎葉谷川 St.7 椎葉谷川

St.12 下梶原川 St.15 西の内谷川

写真 7.2.8-1 「渓流的な川」の周辺の状況
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表 7.2.8-42 河川域の生息・生育環境の概要(渓流的な川)

環境類型区分 渓流的な川

環境模式図

区間 川辺川の上流、川辺川に流入する小支川（St.7 椎葉谷川、St.12 下梶

原川、St.15 西の内谷川）

河川形態等の概要 渓流的な環境で、河道は岩の露頭や巨礫の点在により自然の堰や狭い流

路が形成されている。

生 息 ・ 生

育環境

河床勾配 1/70 程度

河川形態 Aa 型

河床構成材料 主に細礫から岩盤

河川植生 左岸の山付き部にはスギ・ヒノキ植林が、右岸の山付き部にはアラカシ

群落がみられた。

典 型 的 な

生物群集

(注目種)

哺乳類 テン、ニホンジカ、アカネズミ、カワネズミ等

鳥類 ヤマセミ、ヒヨドリ、エナガ、メジロ、カワガラス、キセキレイ等

爬虫類・両生類 ニホンカナヘビ、ニホントカゲ、カジカガエル等

陸上昆虫類 キュウシュウヒゲボソゾウムシ等

魚類 タカハヤ、サクラマス(ヤマメ)等

底生動物 カゲロウ目、カワゲラ目、ハエ目等

付着藻類 ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等

典型性の特徴 渓流的環境で、河川沿いに平坦部がなく山地の傾斜が迫っており、両岸

の樹林が河川の上空を覆っている。早瀬と淵が多く分布している。魚類

のサクラマス(ヤマメ)が多くみられる。渓流付近の森や崖に生息するカ

ジカガエルがみられる。

河川植生：スギ・ヒノキ植

林、アラカシ群落等

陸上昆虫類：キュウシュウ

ヒゲボソゾウムシ等

哺乳類：テン、ニホンジカ、アカネ

ズミ、カワネズミ等

爬虫類・両生類：ニホンカナヘビ、

ニホントカゲ、カジカガエル等

魚類：タカハヤ、サクラマス（ヤマメ）等

底生動物：カゲロウ目、カワゲラ目、ハエ目等

付着藻類：ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等

鳥類：ヤマセミ、ヒヨドリ、エナ

ガ、メジロ、カワガラス、キセキレ

イ等
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ii) 山地を流れる川

「山地を流れる川」は、山岳地形であり、農作地や宅地は少なく、山地山林が広がっ

ている。河川の上空は開け、平瀬や早瀬が連続するがその間隔は狭く、所々で淵がみら

れる。水際には自然裸地が広くみられ、山付き部にはスギ・ヒノキ植林、ムクノキ－エ

ノキ群集、アラカシ群落等がみられる。この区間は中流の川辺川本川（St.8 逆瀬川、

St.11 九折瀬洞、St.13 八重と五木小川（St.10 元井谷）の区間に該当し、調査地域内

の流路長は合計約 33.1m に達する。「山地を流れる川」の河床勾配は、1/210～1/40程度

である。河川形態は主に Aa 型から Bb 型の移行型を呈している。河床構成材料は、主に

砂から岩盤で構成されている。

河川の流水中には水生昆虫、付着藻類等を餌とするカワムツが生息し、砂礫底はタカ

ハヤが産卵環境として利用している。乾燥草地や農耕地を利用する鳥類の種が少なくな

るが、森林を利用するヒヨドリやエナガ等が多くみられる。河川で採餌するヤマセミ等

がみられるほか、冬季は開放水面を利用するオシドリ等が群れでみられる。樹林地と関

係するヒメネズミが多くみられるようになり、餌の多い林縁部や河畔林に雑食性のテン

がみられる。

他に、樹林が広がる環境にはクロモンフトメイガやイクビモリヒラタゴミムシ等の樹

林性の種が生息し、キアシミズギワコメツキ等の河川の裸地に生息する種が生息する。

＜山地を流れる川の代表的景観写真＞

St.8 逆瀬川 St.10 元井谷

St.11 九折瀬洞 St.11 九折瀬洞

写真 7.2.8-2 「山地を流れる川」の周辺の状況
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表 7.2.8-43 河川域の生息・生育環境の概要(山地を流れる川)

環境類型区分 山地を流れる川

環境模式図

区間 川辺川と五木小川（St.8 逆瀬川、St.10 元井谷、St.11 九折瀬洞、St.13

八重）

河川形態等の概要 山岳地形であり、山地森林が広がる渓谷を流下する。開放水面を呈してい

る。

生息・生

育環境

河床勾配 1/40～1/210

河川形態 Aa 型-Bb 型 移行型

河床構成材料 主に砂から岩盤

河川植生 水際には自然裸地が広くみられ、山付き部にはムクノキ－エノキ群集、ス

ギ・ヒノキ植林、アラカシ群落等がみられる。

典型的な

生物群集

(注目種)

哺乳類 テン、ヒメネズミ、ニホンジカ等

鳥類 オシドリ、カワセミ、ヤマセミ、ヒヨドリ、エナガ、カワガラス、キセキ

レイ等

爬虫類・両生類 ニホンカナヘビ、ニホンヒキガエル、カジカガエル等

陸上昆虫類 クロモンフトメイガ、イクビモリヒラタゴミムシ、キアシミズギワコメツ

キ等

魚類 タカハヤ、サクラマス（ヤマメ）、カワムツ、ウグイ、アユ等

底生動物 カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目、モクズガニ等

付着藻類 ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum、Achnanthidium

subhudsonis 等

典型性の特徴 山岳地形を呈し、河川の上空は開けている。平瀬や早瀬が連続し、ところ

どころで淵が見られる渓谷を流下している。水際には自然裸地がみられ、

アラカシ群落やスギ・ヒノキ植林が広くみられる。魚類のタカハヤやウグ

イが多くみられるが、サクラマス(ヤマメ)もみられるようになる。

哺乳類：テン、ヒメネズ

ミ、ニホンジカ等

爬虫類・両生類：ニホン

カナヘビ、ニホンヒキガ

エル、カジカガエル等

河川植生：ムクノキ－エノキ群

集、スギ・ヒノキ植林、アラカ

シ群落等

陸上昆虫類：クロモンフトメイ

ガ、イクビモリヒラタゴミム

シ、キアシミズギワコメツキ等

魚類：タカハヤ、サクラマス（ヤマメ）、カワムツ、ウグイ、アユ等

底生動物：カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目、モクズガニ等

付着藻類：ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum、Achnanthidium subhudsonis 等

鳥類: オシドリ、カワセミ、ヤマ

セミ、ヒヨドリ、エナガ、カワ

ガラス、キセキレイ等
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iii) 山麓を流れる川

「山麓を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地の面積が小さくなる一方、山地森

林の面積が多くなっている。河床勾配は比較的緩く、主に平瀬が発達した開放水面で、

水際に自然裸地やツルヨシ群集がみられる。やや地盤の高い箇所にはマダケ植林が広く

分布し、山付き部ではスギ・ヒノキ植林やアラカシ郡枠等がみられる。この区間は下流

の川辺川本川（St.4 永江、St.5 観音橋、St.6 深水）の区間に該当し、調査地域内の流

路長は合計約 18.6km に達する。「山麓を流れる川」の河床勾配は、1/310～1/120 程度

である。河川形態は主に Bb 型を呈しており、河床構成材料は、主に砂から大石で構成さ

れている。

河川の流水中には付着藻類を餌とするアユや水生昆虫、付着藻類等を餌とするオイカ

ワ、ウグイ、タカハヤ等が生息している。また、流れの緩やかな川底にはカマツカが生

息し、砂礫底は産卵環境として利用している。

また、陸上昆虫類のイネマダラヨコバイやヨモギハムシ等が河川敷の草地に、カワチ

ゴミムシが河原の石の下に生息する。

他に、哺乳類のアカネズミ、タヌキ等がみられ、河川で採餌するヤマセミ等、高水敷の

草地や河畔林を利用するヒヨドリやムクドリ等が群れでみられる。

＜山麓を流れる川の代表的景観写真＞

St.6 深水 St.5 観音橋

St.4 永江 St.4 永江

写真 7.2.8-3 「山麓を流れる川」の周辺の状況
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表 7.2.8-44 河川域の生息・生育環境の概要(山麓を流れる川)

環境類型区分 山麓を流れる川

環境模式図

区間 川辺川（St.4 永江、St.5 観音橋、St.6 深水）

河川形態等の概要 下流の川辺川本川の区間であり、河床勾配は比較的緩く、広い間隔で平瀬

や早瀬が連続した開放水面がみられる。

生息・生

育環境

河床勾配 1/120～1/310

河川形態 Bb 型

河床構成材料 主に砂から大石

河川植生 水際には自然裸地、ツルヨシ群集、メダケ群集がみられ、山付き部にはス

ギ・ヒノキ植林やアラカシ群落等がみられる。

典型的な

生物群集

(注目種)

哺乳類 アカネズミ、タヌキ、ウシ目等

鳥類 アオサギ、ヤマセミ、カワセミ、ヒヨドリ、ムクドリ、カワガラス、スズ

メ、セグロセキレイ等

爬虫類・両生類 ニホンイシガメ、ヌマガエル、カジカガエル等

陸上昆虫類 イネマダラヨコバイ、カワチゴミムシ、ヨモギハムシ等

魚類 ウグイ、オイカワ、アユ、カマツカ、タカハヤ等

底生動物 カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目、モクズガニ等

付着藻類 ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum、Nitzschia inconspicua 等

典型性の特徴 農耕地や宅地が少なくなり、山地森林の面積が多くなっている。勾配は比

較的緩く、主に平瀬が発達した開放水面となっている。やや地盤の高い箇

所にはマダケ植林が広く分布しており、ムクドリやスズメが群れで利用し

ているのが確認された。流れが緩やかな川底にはカマツカが生息し、砂礫

底を産卵場所として利用している。

鳥類: アオサギ、ヤマセミ、カ

ワセミ、ヒヨドリ、ムクドリ、

カワガラス、スズメ、セグロセ

キレイ等

哺乳類：アカネズミ、タヌキ、

ウシ目等

爬虫類・両生類：ニホンイシガメ、

ヌマガエル、カジカガエル等

河川植生：ツルヨシ

群集、メダケ群集、

スギ・ヒノキ植林、

アラカシ群落等

陸上昆虫類：イネマ

ダラヨコバイ、カワ

チゴミムシ、ヨモギ

ハムシ等

魚類：ウグイ、オイカワ、アユ、カマツカ、タカハヤ等

底生動物：カゲロウ目、ハエ目、トビケラ目、モクズガニ等

付着藻類：ビロウドランソウ、 Achanthidum japonicum、Nitzschia inconspicua 等
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iv) 盆地を流れる川

「盆地を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地が広がる区間をゆるやかに蛇行し

ながら流下している。河川敷には水際の高さに対応して、自然裸地が広がるほか、ツル

ヨシ群集、ヤナギタデ群落、オギ群落、チガヤ群落等の植物群落が分布している。山付

き区間ではツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等の樹林がみられた。この区間は、川辺

川合流地点後の球磨川本川（渡、七地、川辺川合流点）に該当し、調査地域内の流路長

は合計約 13.1km に達する。「盆地を流れる川」の河床勾配は、1/600～1/250 程度であ

る。河川形態は主に Bb 型を呈しており、平瀬、早瀬、淵が連続した開放水面になってい

る。河床構成材料は、主に砂から大石で構成されている。

河川の流水中には水生昆虫、付着藻類等を餌とするオイカワ等が生息している。

付着藻類はビロウドランソウ等の藍色植物門が河床の石等に夏季から秋季にかけて多

い傾向がみられ、秋季から冬季にかけて Achanthidum japonicum 等の珪藻植物門が多い

傾向がみられる。

哺乳類のハツカネズミは草地や田畑、河原等を生息場所とし、陸上昆虫類や植物の種

子等を餌とする。また、ネズミ類を捕食する雑食のタヌキや、水飲み場でイモリ、カエ

ル、水生昆虫等を採取するイノシシ等も生息している。

両生類のニホンアカガエル等は水辺を利用して採食を行い、水たまりやワンドで産卵

する。爬虫類のニホンカナヘビが水辺の草地で陸上昆虫類等を餌として生息している。

他に、鳥類では河川で採餌するダイザギや開放水面を利用するマガモやカワウ等が多

く見られる。

＜盆地を流れる川の代表的景観写真＞

St.1 渡 St.3 川辺川合流点

写真 7.2.8-4 「盆地を流れる川」の周辺の状況
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表 7.2.8-45 河川域の生息・生育環境の概要(盆地を流れる川)

環境類型区分 盆地を流れる川

環境模式図

区間 球磨川（St.1 渡、St.2 七地、St.3 川辺川合流点）

河川形態等の概要 水田や畑等の農耕地や宅地が広がる区間をゆるやかに蛇行しながら流下

し、平瀬、早瀬、淵が連続した開放水面がみられる。

生息・

生育環境

河床勾配 1/250～1/600

河川形態 Bb 型

河床構成材料 主に砂から大石

河川植生 水際にはツルヨシ群集、ヤナギタデ群落等の河川の水辺に特有の植生がみ

られ、山付き部ではツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等の樹林がみられ

る。

典型的な

生物群集

(注目種)

哺乳類 ハツカネズミ、タヌキ、イノシシ等

鳥類 アオサギ、ダイサギ、オシドリ、カワセミ、ヤマセミ、ヒヨドリ、エナ

ガ、カワガラス、キセキレイ等

爬虫類・両生類 ニホンカナヘビ、ツチガエル、ヌマガエル、トノサマガエル等

陸上昆虫類 ニシキリギリス、アオゴミムシ、アイヌハンミョウ等

魚類 オイカワ、カワムツ、ウグイ、イトモロコ、アユ等

底生動物 カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目等

付着藻類 ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等

典型性の特徴 人吉盆地の田園地帯を緩やかに蛇行しながら、人吉市内を貫流している。

河川敷は自然裸地が広がるほか、ツルヨシ群集やヤナギタデ群落などの水

辺特有の植生がみられる。

河川形態は平瀬、早瀬、淵が連続した開放水面になっており、マガモやカ

ワウ等の鳥類が多くみられる。瀬にはオイカワやカワムツ等が生息してい

る。

河川植生：ツルヨシ群集、ヤナギタデ群集、

ツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等

哺乳類：ハツカネズミ、タヌキ、イノシシ等

爬虫類・両生類：ニホンカナヘビ、ツチガエル、

ヌマガエル、トノサマガエル等

鳥類：アオサギ、ダイサギ、オシドリ、カワセミ、ヤマセ

ミ、ヒヨドリ、エナガ、カワガラス、キセキレイ等

陸上昆虫類：ニシキリギリス、アオゴミムシ、アイヌハ

ンミョウ等

魚類：オイカワ、カワムツ、ウグイ、イトモロコ、アユ等

底生動物：カゲロウ目、トビケラ目、ハエ目等

付着藻類：ビロウドランソウ、Achanthidum japonicum 等
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vi) 止水域

「止水域」は、広大な水面、様々な水深、水深、入り組んだ地形により多様な水辺環

境を有する止水環境が形成されており、切り立った両岸の間に止水域が位置している。

本区間は、五木村の山間部にある頭地大橋の下を流れる川辺川の取水堰の上流部や椎原

ダムの下流部の区間であり、調査地域内の流路長は合計約 4km に達する。河床構成材料

は、頭地では主に泥から砂、椎原ダムでは主に砂から中礫で構成されている。河岸は、

頭地では左岸は護岸で覆われており、植生はほとんどみられない。右岸の山付き部には

ヌルデ-アカメガシワ群落がみられる。また、椎原ダムの河岸では、左岸の山付き部には

低木草からなるウツギ群落等がみられ、右岸の山付き部は、伐採跡地となっておりツル

ウメモドキや蕨等の草本がみられる。

水中にはタカハヤ、ウグイ、サクラマス(ヤマメ)等の魚類が生息している。ウグイは

群れを組んで遊泳し、水生昆虫、甲殻類、付着藻類等を餌としている。また、平瀬の小

礫質の場所で産卵する。

他に、水に潜ってカワゲラやカゲロウ等の水生昆虫類、カニ等の甲殻類、小魚等を捕食

するカワガラスがみられる。哺乳類のニホンジカ等は水飲み場として利用している。

＜止水域の代表的景観写真＞

St.9 頭地

St.14 椎原ダム

写真 7.2.8-5 「止水域」の周辺の状況
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表 7.2.8-46 河川域の生息・生育環境の概要(止水域)

環境類型区分 止水域

環境模式図

区間 五木小川上流の内谷ダム、川辺川の頭地等の取水堰の上流部、椎原ダムの下

流部（St.9 頭地、St.14 椎原ダム）

河川形態等の概要 山間部にあり、面積の広い止水環境。比較的広い淵が続いており、ところど

ころにワンドが形成されている。

生 息 ・

生 育 環

境

河床勾配 -

河川形態 山間部にあり、面積の広い止水環境

河床構成材料 主に砂から大石

河川植生 左岸は護岸に覆われており、植生はほとんどみられない。右岸の山付き部に

はヌルデ-アカメガシワ群落がみられた。

典 型 的

な 生 物

群集

哺乳類 タヌキ、ニホンジカ、ウシ目等

鳥類 ヤマセミ、カワセミ、ヒヨドリ、エナガ、カワガラス、キセキレイ等

爬虫類・両生類 ニホントカゲ、ニホンヒキガエル、カジカガエル等

陸上昆虫類 キリバエダシャク、ヤノナミガタチビタマムシ、ミヤマカミキリ等

魚類 タカハヤ、ウグイ、コイ科、サクラマス(ヤマメ)等

底生動物 カゲロウ目、ハエ目等

付着藻類 ビロウドランソウ、Mayamasa atomus 等

典型性の特徴 山間部にあり、周囲は森林に覆われている。面積の広い川の上空は完全に開

けている。岸は山地の斜面が迫っており、ヌルデ-アカメガシワ群落やアラ

カシ群落がみられる。両生類のカジカガエルやニホンヒキガエルがみられ

る。タカハヤやコイ科も魚類がみられる。

河川植生：ヌルデ-アカメガシワ群落

陸上昆虫類：キリバエダシャク、ヤノナ

ミガタチビタマムシ、ミヤマカミキリ等

哺乳類：タヌキ、ニホンジカ、ウシ目等

爬虫類・両生類：ニホントカゲ、ニホン

ヒキガエル、カジカガエル等

魚類：タカハヤ、ウグイ、コイ科、サクラマス(ヤマメ)等

底生動物：カゲロウ目、ハエ目等

付着藻類：ビロウドランソウ、Mayamasa atomus 等

鳥類：ヤマセミ、カワセ

ミ、ヒヨドリ、エナガ、カ

ワガラス、キセキレイ等
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(b) アユ生息・産卵環境の状況

a) 調査の手法

(i) 調査すべき情報

調査すべき情報は、地域の典型的な魚類として注目されているアユについて、生

息・産卵環境の状況（生息状況、アユの餌となる付着藻類の生育状況、産卵、はみ跡

等）とした。

(ii) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。現地調査の手法及び内容を表 7.2.8-47 に示す。

(iii) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺

川から球磨川渡地点までの区間とした。調査地点は、アユの生息・生育・繁殖環境を

適切かつ効果的に把握できる地点とした。

(iv) 調査期間等

現地調査の調査時期は、アユの特性を踏まえて 4 月～11 月とした。また、調査す

る時間帯は昼間とした。現地調査の調査時期を表 7.2.8-47 に示す。
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表 7.2.8-47 アユ生息・産卵環境の現地調査の手法、内容及び実施状況

項目 内容

調査すべき

情報

アユ生息・産卵環境

調査地域・

調査地点

川辺川及び球磨川渡地点までの区間

現地調査の

内容

1.捕獲

調査地点及び調査範囲において、投網を用いてアユを捕獲し、生息状況を確認した。調

査は、昼間に行った。

2.潜水観察

調査地点において、潜水観察により、アユのはみ跡を確認し、生息状況を確認した。調

査は、昼間に行った。

3.付着藻類定量採集

調査地点において、河川中の石の表面にコドラート(5cm×5cm の方形枠)を設定して付

着藻類を採集し、化学分析および、種の同定を行った。調査は昼間に行った。

4.産卵場調査

調査範囲において、陸上から双眼鏡を用いた目視観察および潜水観察により、アユの産

卵場所等を確認した。調査は昼間に行った。

調査期間・

調査時期
調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

令和

4 年度

－

7/7～14

8/1～5

8/29～9/2

10/3～7

10/24～27 －

1.捕獲

－ 8/1～4 － － 2.潜水観察

4/14～16 7/7～14

7/23～27

8/1～4

8/16～19

9/14～16

10/3～7

10/11～14

10/24～28

－

3.付着藻類定量採集

－ －

10/14～21

10/25～28

11/7～10 4.産卵場調査

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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b) 調査結果

(i) アユの生活史

アユの生活史の概要を図 7.2.8-41 に示す。

アユは 3 月～6 月頃に河川を遡上し、6 月～9 月頃に河川に定着し成育する。その後 9

月～10 月頃に河川を降下し、産卵を行い、孵化した仔魚は海へと流下し、海域生活を

行った後に河川を遡上する。

渡地点より上流の球磨川及び川辺川流域の河川域においては、アユの生活史の内、

遡上期、河川定着期、降下期、産卵期、孵化・流下期の一部が該当する。

図 7.2.8-41 アユの生活史の概要
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(ii) 遡上期

球磨川及び川辺川のアユの放流場所及び放流量を表 7.2.8-48 に示す。

球磨川及び川辺川では、球磨川漁業協同組合により例年 3 月上旬から 5月中旬に各地

点へのアユの放流が行われている。放流アユは球磨川河口からの掬い上げや、種苗購

入等により中間育成施設で生育したものである。

放流アユは、放流後に遡上を行い、河川へと定着すると考えられる。

表 7.2.8-48 球磨川及び川辺川のアユ放流量

放流地点 放流尾数（尾）

水上 25,893

湯前 55,580

多良木 65,140

上村 3,444

須恵 92,562

深田 88,315

五木 112,239

四浦 104,087

永江 102,502

柳瀬 184,353

木上 154,863

山江 37,283

胸川 34,189

人吉 359,716

渡 95,920

一勝地 89,608

神瀬 77,531

大野 102,726

葉木 43,395

坂本 277,676

八代 259,289

合計 2,366,311

注)1.令和 5 年の放流実績

出典）球磨川漁業協同組合 HP（http://kumagawa.or.jp/index.html）
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(iii) 河川定着期・降下期

i) アユの分布状況

アユの採捕効率を表 7.2.8-49 に示す。

アユは、球磨川（十島）及び川辺川（夫婦橋～八重橋）、五木小川（高野橋上流～

元井谷橋上流）の全ての調査地点で確認された。

アユの採捕効率を比較すると、川辺川の流水型ダム下流に位置する晴山地点より下

流の調査地点でやや高い傾向がみられた。

表 7.2.8-49 アユの採捕効率（令和 4 年度）

河川名 調査地点名

採捕効率（個体数/打網数）

7/7～14 8/1～5
8/29～

9/2
10/3～7

10/24～

27

球磨川 十島（戦の瀬） 1.10 0.87 0.40 0.02 0.00

川辺川

夫婦橋 0.47 0.81 0.24 0.60 0.54

川辺 1.25 0.74 0.96 0.36 0.17

平川（狭窄部） 0.31 0.23 0.53 0.11 0.00

晴山 0.93 0.71 0.38 0.09 0.00

新深水橋下流 0.30 0.17 0.18 0.00 0.00

藤田上流 0.19 0.24 0.08 0.05 0.04

椿橋上流 0.25 0.42 0.33 0.05 0.00

竹の川堰堤下流 0.70 0.31 0.50 0.17 0.03

八重橋 0.25 0.16 0.17 0.03 0.00

五木小川
高野橋上流 0.85 0.62 0.60 0.40 0.09

元井谷橋上流 0.29 0.21 0.21 0.05 0.00
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ii) アユの餌となる付着藻類の生育状況

川辺川の流量、水温、濁度とアユの餌となる付着藻類の分析結果の経時変化を図

7.2.8-42 に示す。

付着藻類は川辺川の流量が概ね 300m3/s 程度以上となる出水で剥離することが確認さ

れ、強熱減量や無機物量についても概ね 300m3/s 程度以上となる出水で剥離すること

が確認された。また、時間の経過とともに、再びクロロフィル a が増加し、付着藻類

が更新することが確認された。

注)1.デトリタス（Detritus）とは生物の死骸や排泄物などが分解されて微粒子状になった有機物のこ

とで、一般にはこれらに付着するバクテリアなどの微生物を含む。

2.流量は水文水質データベース水位情報を基に、R3H-Q 式を用いて適用範囲内のみを算出した参考

値。濁度は時間平均値、水温は日平均値を示す。

図 7.2.8-42 川辺川の流量と付着藻類等（Chl-a、強熱減量、無機物量）の経時変化
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iii) アユの摂餌状況

令和 4 年 8 月 1 日～4 日のアユのはみ跡の分布とはみ跡の概数の整理例を図

7.2.8-43 に、各地点のはみ跡の計数結果を図 7.2.8-44 に示す。

各地点のはみ跡の数を比較すると川辺川の流水型ダム堤体建設予定地より下流の地

点で多い傾向がみられた。はみ跡が確認された流速は 0.34～1.22m/s、水深は 0.18～

1.43m、中央粒径は 12.4～276mm、露出高（河床中の石礫の天端から砂面までの高さ）

の中央値は 7～174mm であった。

図 7.2.8-43 はみ跡の分布とはみ跡の概数の整理

図 7.2.8-44 各地点のはみ跡の計数結果
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iv) アユの成育状況

令和 4 年におけるアユの標準体長の地点別の経時変化を図 7.2.8-45 に示す。

アユの標準体長をみると、川辺川の流水型ダム堤体建設予定地より下流の地点で大

きい傾向がみられ、この傾向は概ねはみ跡の数の傾向と一致した。

図 7.2.8-45 アユの標準体長の地点別の経時変化
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(iv) 産卵期

アユの産卵場の確認位置を表 7.2.8-50 に示す。

アユの産卵場は、10 月下旬から 11 月上旬に、川辺川の流水型ダム建設予定地下流の

川辺川 14.9k より下流で確認され、川辺川区間で 5 箇所、球磨川区間で 9 箇所確認さ

れた。

表 7.2.8-50 アユの産卵場の確認位置

河川名 地点 自然産卵 瀬付場

川
辺
川

相良北小学校前 14.9k ○

平川 11.4k ○

高尾野橋下流 9.1k ○

相良橋と相良大橋の間 5.5k ○

柳瀬橋上流 2.7k ○ ○

球
磨
川

球磨川・川辺川合流点 66.2k ○

戦の瀬 63.6k ○

曙橋上流 63.1k ○

胸川合流点 61.5k ○

繊月大橋上流 60.0k ○

西瀬橋下流 59.2k ○

三日原観音前 58.2k ○

万江川合流点 57.6k ○

筋違いの瀬 53.8k ○

注)1.瀬付場：人工的な産卵場
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c) まとめ

球磨川及び川辺川流域のアユは、3 月上旬から 5 月中旬に各地点へ放流が行われた

後、遡上を行い、6 月頃より河川へと定着する。定着したアユは付着藻類を摂餌し、成

育する。比較的川辺川の下流において、付着藻類の生育が良く、それらを摂餌するア

ユは成育が良いと考えられる。10 月に入ると生殖腺が発達し、産卵に向け降下を開始

する。産卵は、10 月から 11 月にかけて、川辺川の流水型ダム建設予定地下流の川辺

川 14.9k より下流で行われる。受精したアユ卵は、概ね 11 月中に孵化し、仔魚が流下

を開始すると考えられる。

なお、アユの仔魚は一般的に、卵黄に蓄えられた養分の量の関係から概ね 3～5 日以

内に河口に到達する必要があるが、川辺川で孵化したアユが河口へ到達しているかは

不明である。

一方で、川辺川を含む球磨川水系ではアユの人工孵化や中間育成の取り組みが行わ

れている。川辺川を含む球磨川水系で捕獲された産卵期のアユから得られた卵を人工

的に受精させて中間育成を行った後、海まで降りることができる場所で放流を行い、

海域への流下を促して、翌年の資源として利用している。
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(c) 食物連鎖の状況

a) 調査の手法

(i) 調査すべき情報

森林と河川間の食物連鎖について、河川から陸上への資源、陸上から河川への資源

の流れを代表するものとして、鳥類の採食行動（陸域）と水生昆虫（羽化昆虫・河

川）、落下昆虫（陸域）と魚類の胃内容物（河川）の関係に注目して、食物連鎖につ

いて調査・解析を行った。

さらに、夜間における河川から陸への資源の流れを代表するものとして、コウモリ

類と陸上昆虫類（陸域）及び水生昆虫（羽化昆虫・河川）との関係に注目して調査・

解析を行った。

図 7.2.8-46 森林と河川間の食物連鎖のイメージ

図 7.2.8-47 夜間の食物連鎖のイメージ

陸上から河川への資源供給
→落下昆虫で代表

陸上からの資源の河川での利用
→魚類で代表

河川からの資源の陸上での利用
→鳥類で代表

河川から陸上への資源供給
→羽化昆虫で代表

陸上からの資源供給
→陸上昆虫で代表

河川からの資源供給
→羽化昆虫で代表

夜間の資源の利用
→コウモリ類で代表
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(ii) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。現地調査の手法及び内容を表 7.2.8-51 に示す。

(iii) 調査地域・調査地点

調査地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺

川から球磨川渡地点までの区間とし、調査地点は、生息・生育する生物群集を適切か

つ効果的に把握できる地点とした。調査地域、調査地点を図 7.2.8-48 に示す。

(iv) 調査期間等

現地調査の調査時期は、生息・生育する生物の特性を踏まえて春季、夏季、秋季及

び冬季とした。また、調査する時間帯は早朝、昼間及び夜間とした。現地調査の調

査時期を表 7.2.8-51 に示す。
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表 7.2.8-51 食物連鎖調査の現地調査の手法、内容及び実施状況

項目 内容

調査すべき

情報

食物連鎖の状況（水生昆虫類、鳥類の採食行動、落下昆虫、魚類の胃内容物、コウモリ類、陸上

昆虫類）

調査地域・

調査地点

川辺川上流域及び球磨川渡地点までの区間

現地調査の

内容

［水生昆虫類(羽化昆虫)調査］

1.マレーゼトラップ法

マレーゼトラップを設置し、水生昆虫(羽化昆虫)を 3晩程度捕集した。羽化昆虫類の同定

及び分類群別に重量を測定した。※同定は目レベルとした。

［落下昆虫類調査］

2. 落下昆虫トラップ・ビーティング法

河川の瀬・淵の河岸に落下昆虫トラップを設置し、3 晩程度捕集を行った。トラップの設

置が困難な場合は、ビーティング法で捕集した。同定は目レベルとした。

［鳥類調査］

3.定点観察法

渓畔林等に出現する昆虫食及び雑食性を中心とした鳥類について定点観察調査を実施し、

捕食している生物を可能な限り陸生・水生に分けて記録した。また、発見した調査対象種を

可能な限り追跡し、採食行動を記録した。

［魚類調査］

4. 投網

投網等により魚類を捕獲し、一般的生態特性から落下昆虫類を捕食すると考えられる魚

類の胃内容物分析した。

［コウモリ類調査］

5.超音波録音

バットディテクターを設置して一定期間録音し、音声解析を行い生息する種及び摂餌音

を確認した。

6. ライトトラップ法（ボックス法）

光源の下に大型ロート部及び昆虫類収集用ボックス部からなる捕虫器を設置し、光源に

集まり、ロートからボックス部に落下した昆虫類を採集した。

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

令和

4 年度
－

7/8～11 9/6～12 12/6～9 水生昆虫類(羽化昆虫)

1.マレーゼトラップ法

－
7/6〜8 9/6～9 12/6～9 鳥類

3.定点観察法

－

8/1～7 9/5～11 12/5～8 落下昆虫類

2.落下昆虫トラップ

法・ビーティング法

－
7/23～8/6 9/9～15 12/5～9 魚類

4.投網

－

7/29～8/8 9/7～14 12/2～9 コウモリ類

5.超音波録音

6.ライトトラップ法

令和

5 年度

5/14～18
－ － －

水生昆虫類(羽化昆虫)

1.マレーゼトラップ法

5/12～14
－ － －

鳥類

3.定点観察法

5/22～26

－ － －

落下昆虫類

2.落下昆虫トラップ

法・ビーティング法

5/22～26
－ － －

魚類

4.投網

5/10～13

5/15～18 － － －

コウモリ類

5.超音波録音

6.ライトトラップ法

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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図 7.2.8-48 生態系(河川域典型性:食物連鎖)の調査範囲、調査実施地点

超音波録音調査実施地点
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表 7.2.8-52 生態系（河川域典型性:食物連鎖)調査地点の概要

河川 環境類型区分
地点

番号
調査地点名 距離標 調査範囲

球磨川 盆地を流れる川

1 渡 54.0 53.4 ～ 54.4

2 七地 63.8 63.4 ～ 64.6

3 ★川辺川合流点 66.0 65.2 ～ 66.4

川辺川 山麓を流れる川

4 ★永江 6.8 6.4 ～ 6.7

5 観音橋 10.6 10.0 ～ 10.8

6 ★深水 17.6 17.2 ～ 17.8

椎葉谷川 渓流的な川 7 ★椎葉谷川 1.6 1.2 ～ 1.8

川辺川
山地を流れる川 8 ★逆瀬川 26.2 25.8 ～ 26.4

止水域 9 ★頭地 28.2 28.0 ～ 28.4

五木小川
山地を流れる川

10 元井谷 2.6 2.2 ～ 3.0

川辺川 11 九折瀬洞 32.4 32.0 ～ 32.8

下梶原川 渓流的な川 12 下梶原川 1.2 1.2 ～ 1.4

川辺川
山地を流れる川 13 八重 38.4 38.2 ～ 38.6

止水域 14 椎原ダム 43.8 43.6 ～ 44.2

西の内谷川 渓流的な川 15 西の内谷川 0.2 0.0 ～ 0.4

注)1.★はマレーゼトラップ設置地点、◆は超音波録音調査実施地点を示す。

川辺川合流点 永江 深水

頭地 逆瀬川 椎葉谷川

図 7.2.8-49 食物連鎖調査地点の概要(マレーゼトラップの設置地点)
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表 7.2.8-53 食物連鎖調査地点の概要(超音波録音調査)

地点名 環境の概要 環境類型区分 写真

下梶原川

岩盤が多く急激な段差が存在す

る支川沿いの地点であり、周囲

は落葉針葉混交林が広がる。

渓流的な川

九折瀬洞

九折瀬洞等の洞窟が存在する本

川沿いの地点であり、周囲は落

葉針葉混交林が発達しており。

山地を流れる川

頭地

（止水域）

取水堰堤上流側の本川止水域

沿いの地点であり、周囲は自然

裸地及び落葉針葉混交林が広

がる。

止水域

逆瀬川

逆瀬川と川辺川の合流部の地点

であり、周囲は常緑針葉樹が広

がる。

山地を流れる川

椎葉谷川

椎葉谷川沿いの地点あり、比較

的流れが穏やかな渓流環境と

なっている。周囲は針葉樹林が

広がる。

渓流的な川

深水

流れが穏やかな本川沿いの地点

であり、周囲は草地及びスギ・ヒ

ノキ植林が広がる。

山麓を流れる川
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b) 調査結果

森林と河川間の食物連鎖について、河川から陸上への資源、陸上から河川への資源

の流れを代表するものとして、鳥類（陸域）と羽化昆虫（河川）、落下昆虫（陸域）

と魚類（河川）との関係のほか、夜間の食物連鎖として、コウモリ類と昆虫との関係

に注目して調査・解析を実施した。

表 7.2.8-54 解析に用いた現地調査のデータ

調査項目 対象分類群 解析対象とするデータ

生
態
系
�
典
型
性
�
食
物
連
鎖
�

陸生動物による河川の

餌資源への依存性

鳥類調査 水生動物の摂食回数

水生昆虫類（羽化

昆虫）調査

マレーゼトラップによる水生昆虫

（羽化昆虫）の捕集量（個体数・乾

燥重量）

水生動物による陸上の

餌資源への依存性

魚類調査 魚類の胃内容物湿重量割合

落下昆虫類調査 落下昆虫トラップ法、ビーティング

法による陸生昆虫類の捕集量（個体

数・乾燥重量）

夜間の食物連鎖 コウモリ類調査 摂餌音（確認回数）

昆虫類調査 ライトトラップによる夜間活動する

昆虫類の捕集量（水生・陸生別の個

体数・乾燥重量）

i) 森林と河川間での食物連鎖

河川域の河川内から供給される餌資源に対する陸生動物の依存性及び河川沿岸の陸

上部から供給される餌資源に対する河川内の水生動物の依存性について、その一面を

捉えることとし、前者は鳥類の餌資源として水生動物（羽化昆虫類）の摂食状況と河

川内からの羽化昆虫類の発生量（マレーゼトラップによる捕集量）を比較した。後者

については魚類の餌資源としての陸生動物の摂食状況（胃内容物の摂食量）と河畔林

からの落下昆虫量を比較した。

観察された鳥類の摂餌回数を鳥類の食性、主な採餌環境別に表 7.2.8-55 に示す。

このうち、主に水辺で昆虫を摂餌する鳥類は、イカルチドリ、カワガラス、キセキレ

イ、セグロセキレイ等が観察された。鳥類の水生動物への依存性について、水辺で昆

虫を摂餌する鳥類の採食回数からみると、水生動物の摂食割合は概ね 50～90%程度で

あり、夏季に少なく、秋季から春季に多い傾向がみられた。

羽化昆虫の捕獲量についてみると、個体数は夏季に少なく、秋季から春季に多く

なっており、水辺で昆虫を摂餌する鳥類による捕食割合と同様の傾向がみられた。水

辺において水生昆虫が羽化昆虫として多く発生する時期には、鳥類の水生昆虫への依

存性が高くなる傾向があると考えられる。一方、乾燥重量は秋季・冬季には少なく、

小型の羽化昆虫が多いことから、摂餌効率としては悪化しているものと考えられる。
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表 7.2.8-55 観察された鳥類の摂食回数

食性
主な

採餌環境
種名

摂食回数（回）

夏 秋 冬 春

魚類食 水辺 ヤマセミ 1

昆虫食 水辺 イカルチドリ 2 1 1

クサシギ 3

キアシシギ 1

イソシギ 3 3 5

カワガラス 5 11 8 6

キセキレイ 15 9 17 6

ハクセキレイ 3

セグロセキレイ 12 9 15 22

草地 モズ 2 3 1

ツバメ 19 5 10

タヒバリ 1

森林 コゲラ 2 4 6

アオゲラ 1

サンショウクイ 1

ヤブサメ 1

メボソムシクイ上種 2

コムシクイ 1

センダイムシクイ 1 1

ソウシチョウ 2

ゴジュウカラ 1

キビタキ 1

オオルリ 8 1 2

雑食 草地 ハシボソガラス 2 12 3

ハシブトガラス 5 1

ムクドリ 1 24 4

シロハラ 1

ツグミ 1

ジョウビタキ 6

スズメ 7 2 10

カワラヒワ 6 2 25 21

ホオジロ 5 9 6 2

アオジ 3

森林 カケス 1 1

ヤマガラ 8 11 2 6

ヒガラ 2

シジュウカラ 28 10 3 4

ヒヨドリ 6 8 10 6

エナガ 33 6 5 13

メジロ 19 16 13 5

ルリビタキ 4

イカル 6

植物食 開放水面 マガモ 1

草地 カワラバト(ドバト) 6 2 2

森林 キジバト 1 3
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【水辺で昆虫を摂餌する鳥類の水生動物採食割合（全域 15 地点の調査結果）】

【羽化昆虫類の個体数・乾燥重量（代表 6 地点における調査結果）】

図 7.2.8-50 鳥類による水生動物の摂餌割合及び水生昆虫の捕集量
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魚類の陸生動物への依存性について、主要な魚類を捕獲し、落下昆虫類を捕食する

と考えられるヤマメ、ウグイ、カワムツ、オイカワ、タカハヤなど各調査地点で 3 個

体の魚類の胃内容物の分析結果から検討した。特に、落下昆虫食性がより強いと考え

られるヤマメ、ウグイ、カワムツを優先的に分析した。捕獲した魚類を表 7.2.8-56

に示す。調査範囲全域で捕獲された魚類の胃内容物に占める陸生動物の採食割合は概

ね 10～50%程度であり、夏季に最も高く、冬季にかけて減少し、春季に再び増加する

傾向がみられた。落下昆虫の捕獲量についてみると、落下昆虫トラップ法・ビーティ

ング法ともに、個体数・湿重量は夏季及び春季に多く、冬季に減少する傾向がみられ、

陸上昆虫類の発生量が多い時期に餌としての陸生昆虫類への依存性が高くなるものと

考えられた。

表 7.2.8-56 捕獲した魚類の個体数

(個体)

種名 夏 秋 冬 春

ウグイ 12 16 5 9

オイカワ 4 7 9 2

カワムツ 4 2 3 5

タカハヤ 3 3 11 16

ヤマメ 22 17 17 13

【魚類の陸生動物の採食割合（全域 15 地点の調査結果）】

【落下昆虫類の乾燥重量（代表 6 地点における調査結果）】

図 7.2.8-51 魚類による陸生昆虫の摂餌割合及び陸生昆虫の捕集量
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ii) 夜間の食物連鎖

夜間の河川域ではコウモリ類が河川上空を飛翔する昆虫類を捕食することから、コ

ウモリ類の摂餌音と夜間に活動する昆虫類の発生量（ライトトラップによる捕集量）

を比較した。確認された摂餌音を種ごとに表 7.2.8-57 に示す。ユビナガコウモリや

モモジロコウモリの摂餌音が多く確認された。

コウモリ類の摂餌状況を超音波録音調査で得られた摂餌音の回数からみると、摂餌

音は夏～秋季に多く確認されたが、秋季から冬季にかけて減少し、春季に再び増加す

る傾向がみられた。冬季に確認された摂餌音はごくわずかであった。

ライトトラップ法により捕集された昆虫類も、コウモリ類の摂餌音と同様に、冬季

には、個体数・湿重量ともに著しく減少した。夏季及び秋季には、水生昆虫と陸生昆

虫の個体数は同程度であったが、春季には水生昆虫が増加した。一方、乾燥重量でみ

ると陸生昆虫の割合が高くなっており、陸生昆虫は大型の個体が多いと考えられた。

特に、夏季には陸生昆虫の乾燥重量が増加するという特徴がみられた。

表 7.2.8-57 超音波録音調査によるコウモリ類の摂餌音

（回）

種名 夏 秋 冬 春

ニホンコキクガシラコウモリ 1 1

キクガシラコウモリ 3 3 2

キクガシラコウモリ科

モモジロコウモリ 10 41 5

ノレンコウモリ

モリアブラコウモリ 4 17

アブラコウモリ 6 7 1

ヤマコウモリまたはヒナコウモリ 1 8 1

ユビナガコウモリ 23 42 26

ヒナコウモリ科 1135 573 1 4

コウモリ目(翼手目) 39 118 356
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【コウモリ類の摂餌音（代表 6 地点における調査結果）】

【ライトトラップによる昆虫類の個体数・乾燥重量（上記代表 6 地点の調査結果）】

図 7.2.8-52 コウモリ類の摂餌状況及び昆虫類の捕集量
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c) まとめ

鳥類の羽化昆虫への依存性、魚類の落下昆虫への依存性、コウモリ類の昆虫類への依

存性はいずれも餌供給量の変動に応じて変動していた。陸域に生息する鳥類・コウモリ

類は河川域、水域に生息する魚類は陸域から供給される餌資源にも依存していると考え

られた。なお、コウモリ類が摂餌している餌生物の起源については明らかではないが、

コウモリ類は飛翔能力が高く、休息地、繁殖地、越冬地など主要なねぐらとの関係性も

高いと考えられ、水生昆虫が多く発生する時期、場所では河川の餌資源にも依存してい

ると考えられる。

図 7.2.8-53 森林と河川間の食物連鎖

図 7.2.8-54 夜間の食物連鎖

ユビナガコウモリやモモジロコウ
モリ等のコウモリ類の摂餌音は、
昆虫類が少ない冬季にはほとんど
確認されず、昆虫類の多い夏季に
最も多く確認された。

陸上からの資源の河川での利用
ウグイ、オイカワ、カワムツ、タカハヤ、ヤマメの胃
内容物は、落下昆虫が増加する春季・夏季に陸上昆虫
類への割合が増加

河川からの資源の陸上での利用
イカルチドリ、イソシギ、カワガラス、キセキレイ、
セグロセキレイ等の主に水辺で昆虫を食べる鳥類が、
カワゲラ目、トビケラ目、ハエ目等の羽化昆虫の季節
変化に応じて摂餌
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(2) 特殊性

1) 九折瀬洞

(a) 地域を特徴づける生態系の特殊性の注目種等の選定

九折瀬洞には洞内を利用するコウモリ類の糞を餌とするトビムシ類、トビムシ類を

捕食するツヅラセメクラチビゴミムシ等の陸上昆虫類が生息する。また、これらの陸

上昆虫類を捕食するイツキメナシナミハグモ等のクモ類が生息する。このような特殊

な食物連鎖で繋がる「九折瀬洞の生物群集」を選定した。

(b) 調査の手法

a) 調査すべき情報

調査すべき情報は「九折瀬洞」における立地環境の状況（微気象、地形・地質）及

び生物群集の生息・繁殖環境の状況(コウモリ類及び陸上昆虫類等)とした。

b) 調査の基本的な手法

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。また、必要に応じて聴取により情報を補った。現地

調査の手法及び内容を表 7.2.8-58 に示す。

c) 調査地域・調査地点

調査地域及び調査地点は、九折瀬洞とした。調査地域及び調査地点を図 7.2.8-55

に示す。

d) 調査期間等

現地調査の調査時期及び調査期間は表 7.2.8-58 に示すとおりであり、調査時期は、

生息・生育環境及び生息・生育する生物の特性を踏まえて春季、夏季、秋季及び冬季

とした。また、調査する時間帯は昼間及び夜間とした。
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表 7.2.8-58 特殊性の現地調査の手法、内容及び実施状況(1/5)

項目 内容

調査すべき

情報
コウモリ類、陸上昆虫類等、立地環境

調査地域・

調査地点
九折瀬洞

現地調査の

内容
［コウモリ類調査］

1.目撃法

調査経路を踏査し、出現したコウモリ類の実個体の目撃により、生息種を確認し

た。調査は、昼間及び夜間に行った。

［陸上昆虫類等調査］

2.任意採集法

九折瀬洞内において、目撃、見つけ採り等により陸上昆虫類等を採集し、生息種を

確認した。調査は、昼間に行った。

［立地環境調査］

3. 温湿度、風向・風速観測

簡易な測定方法により、洞内の気温、湿度、風向・風速を測定した。また、微気象

観測用の温湿度データロガーを九折瀬洞内外に設置し、毎正時の温度・湿度のデータ

を収集した。

4. 測量等

九折瀬洞内の測量を行った。また、九折瀬洞内に分布する堆積物や九折瀬洞内の湧

水や洞内の表流水の水質について分析を行ったほか、九折瀬洞内の地形を地上型レー

ザースキャナにより計測した。

5. 踏査

九折瀬洞内を踏査し、洞内環境について観察・記録を行った。
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表 7.2.8-58 特殊性の現地調査の手法、内容及び実施状況(2/5)

項目 内容

調査期間・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

4 年度
－ － －

2/25～26 陸上昆虫類等

2.任意採集法

平成

5 年度

5/30 7/18
－ －

陸上昆虫類等

2.任意採集法

5/30 7/18
－ －

コウモリ類

1.目撃法

平成

6 年度
－ －

10/19
－

陸上昆虫類等

2.任意採集法

－ －
10/19

－
コウモリ類

1.目撃法

平成

7 年度

3/8

－

9/12～13

11/15

12/15

1/19

2/16

陸上昆虫類等

2.任意採集法

3/8

－

9/12～13

11/15

12/15

1/19

2/16

コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風速

観測

平成

8 年度

5/22

翌 3/11

8/6 9/17

10/21

11/19

12/12 陸上昆虫類等

2.任意採集法

5/22

翌 3/11

8/6 9/17

10/21

11/19

12/12 コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風速

観測

平成

9 年度

4/24

5/27

翌 3/12

陸 上 昆 虫 類

等

2. 任 意 採 集

法

10/9

11/25

12/16

1/29

陸上昆虫類等

2.任意採集法

4/24

5/27

翌 3/12

コウモリ類

1.目撃法

10/9

11/25

12/16

1/29

コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風速

観測

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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表 7.2.8-58 特殊性の現地調査の手法、内容及び実施状況(3/5)

項目 内容

調査期間

・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

10 年

度

4/30

5/19

7/7

8/18

9/18

－

陸上昆虫類等

2.任意採集法

4/30

5/19

7/7

8/18

9/18
－

コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

平成

11 年

度

4/27 7/13～14
－

1/17

2/28

陸上昆虫類等

2.任意採集法

－
7/13～14

－ －
コウモリ類

1.目撃法

翌 3/15 ～

3/22 － － －

立地環境

4.測量等

5.踏査

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

平成

12 年

度

5/7

5/30

－ 9/5

10/19～20

－ 陸上昆虫類等

2.任意採集法

翌 3/26 9/25

10/26

11/27

12/25

1/29

2/26

コウモリ類

1.目撃法

5/22～23 10/26 12/15

1/15～2/25

立地環境

4.測量等

5.踏査

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

平成

13 年

度

－ － － 2/25～26 陸上昆虫類等

2.任意採集法

4/26

5/24

翌 3/17

3/27

6/30

7/1、25

8/22

9/25

10/25、28

11/26

12/26

1/24、29

2/25～26

コウモリ類

1.目撃法

翌 3/6～7 8/3 11/29～30 立地環境

4.測量等

5.踏査

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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表 7.2.8-58 特殊性の現地調査の手法、内容及び実施状況(4/5)

項目 内容

調査期間

・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

平成

14 年

度

4/12、25

5/16、23

6/13、24

6/28

7/2、8

7/11、15

7/19、23

7/25、27

7/31

8/3、7

8/12、27

9/12、19

10/15、23

11/13、

11/20～25

12/12、24 コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

平成

15 年

度

4/30～5/2

5/15～16

5/29～6/3

翌 3/9～10

3/21～22

6/10～11

6/16

6/25～27

7/2～3

7/5、8

7/10～11

7/16、21

7/25～26

8/1

8/5～6

8/18

8/28～29

9/18～19

9/25～26

10/3、10

10/16～17

10/24

10/30～31

11/7

11～12

11/26～27

12/11～12

11/23～24

1/14～15

1/27～28

2/12～13

2/24～25

コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

平成

16 年

度

4/23、26

4/28～30

5/6

5/10～11

5/22

5/25～26

5/28

翌 3/7 ～

3/8

3/22～3/23

6/1、7

6/14～15

6/21、25

6/28～29

7/3、5

7/8～9

7/16

7/22～23

8/5～6

8/25～26

10/7～8

10/15

10/26～28

11/2

11/8～9

11/17

11/25～26

12/10～11

12/21～22

1/11～12

1/24～25

2/8～9

2/24～25

コウモリ類

1.目撃法

通年

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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表 7.2.8-58 特殊性の現地調査の手法、内容及び実施状況(5/5)

項目 内容

調査期間

・

調査時期

調査

年度

調査時期
現地調査手法注)1

春季 夏季 秋季 冬季

令和

3 年度

6/17 9/2～3 11/9～10 1/13～14 陸上昆虫類等

2.任意採集法

3/8 6/17

7/21

9/2～3

9/9、28

10/13、29

11/26

12/13

1/12

2/17

コウモリ類

1.目撃法

3/8 － 9/2～3

10/13

12/13 立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

令和

4 年度

5/19 7/27～28 10/13～14 1/23～24 陸上昆虫類等

2.任意採集法

5/19 7/27～28 10/13～14 12/7～8

1/23～24

3/6～7

コウモリ類

1.目撃法

5/19 6/7

7/27～28

10/13～14 12/7～8

1/23～4

3/6～14

立地環境

3.温湿度、風向・風

速観測

4.測量等

5.踏査

注)1.現地調査手法の各手法における番号は、現地調査の内容に示す各手法の番号に一致させている。
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図 7.2.8-55

特殊性の調査地点
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(c) 調査結果

a) 立地環境の状況

調査地域における微気象及び地形・地質の調査結果について整理した。

九折瀬洞の平面図及び断面図を図 7.2.8-56 及び図 7.2.8-57 に示す。

九折瀬洞は、川辺川上流 32.2k 付近に位置し、全長は 1,186m の洞窟である。これ

は、川辺川周辺に散在する洞窟の中でも最大規模となっている。

九折瀬洞付近の川辺川は、標高 260m 付近を流下しながら南から西へ流路を変える

変曲点となっており、この変曲点に向けて八原岳（標高 1,150ｍ）から窪地状の谷が

続いている。九折瀬洞はこの窪地状の斜面末端付近に広がっている。

九折瀬洞の地表部では、南縁部三宝山帯にあたる二畳紀～白亜紀に形成された石灰

岩が基盤岩として分布する。そして、これに段丘堆積物、崖錐堆積物および河床堆積

物が被覆する。

九折瀬洞内の多くの箇所は天井高数十 cm～数 m であるが、洞口から約 100m 奥に

入った洞口の南側に位置する場所には、天井の高さが最大 10m にも及ぶホール（東

ホール）がある。九折瀬洞内の主な堆積物は天井からの崩落により堆積したと推定さ

れる石、礫である。しかし、東ホールでは、ほかの場所とは異なり、石灰岩の風化や

破砕帯の間隙から落下したと推定される砂や泥、コウモリ類の糞（グアノ）がまと

まって堆積している。

東ホールの砂、泥中の窒素、リン等の成分を分析した結果、含まれる有機物は外部

から流入あるいは浸透してきたものではなく、東ホールに生息するコウモリ類の糞に

由来するものと推定された。また、九折瀬洞内では、洞窟内二次生成物であるムーン

ミルクも確認された。

洞内の湧水は、天井からの落水が主であるが、降雨後では北側派生洞から東ホール

に至る通路で壁面を伝う多量の湧水も認められている。豊水期（8 月）と渇水期（11

月）に採水・分析したところ、豊水期には石灰岩中を通過して炭酸水素イオン（HCO

３－）を多く含む地下水が回り、渇水期には地表からナトリウム（Na＋）、カリウム

（K＋）を含んだ地下水が直接的に進入している可能性が考えられた。
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図 7.2.8-56 九折瀬洞の平面図

注)1.「五木学術調査―自然編―」（五木村総合学術調査団 昭和 62 年 3 月）を引用.

川辺川

中央・東分岐点

東ホール中央部
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図 7.2.8-57 九折瀬洞の断面図
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九折瀬洞内の微気象について、平成 14 年度、平成 15 年度、令和 3 年度及び令和 4

年度の調査結果を図 7.2.8-58 に整理した。

九折瀬洞内の気温については、洞口から洞内の奥に向かうにつれ、年間の変動が小

さくなる傾向があった。

洞口では気温約 0～25℃程度の変動、また、中央・東分岐点では約 3～15℃程度の

変動、東ホールや中央ホールでは約 7～15℃程度の変動であった。年度ごとの差異に

ついても、洞口から洞内の奥に向かうにつれ、変動の幅は小さくなり、より外気の影

響が少ないものと考えらえる。

湿度についても、洞口で年間の変動が大きいものの、中央・東分岐点、東ホール、

中央ホールと洞内奥に向かうにつれ、湿度は常時ほぼ 100％となる傾向があった。年

度ごとの差異も、洞内奥に向かうにつれてほぼなくなり、湿度約 100％に近づいてい

た。

特に、コウモリ類の糞（グアノ）が多く確認されている東ホールは、気温、湿度と

もに年度ごとの差異がほとんどみられず、安定した環境となっている。
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図 7.2.8-58 九折瀬洞内の気温及び湿度
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b) 生物群集の生息・繁殖環境の状況

(i) コウモリ類

九折瀬洞のコウモリ類の生息・繁殖の状況について平成 5 年度から令和 4 年度まで

の調査結果を整理した。

調査の結果、2 科 6 種のコウモリ類を確認した。そのうち、重要な種は 2 科 5 種が

確認された。重要な種を表 7.2.8-59 に示す。

表 7.2.8-59 九折瀬洞におけるコウモリ類の重要な種

No. 科名 種名
選定基準

a b c d e f

1 キクガシラコウモリ科 ニホンコキクガシラコウモリ NT

2 ヒナコウモリ科 モモジロコウモリ NT

3 ノレンコウモリ VU EN

4 ユビナガコウモリ NT

5 テングコウモリ VU

合計 2 科 5 種 0 種 0 種 0 種 1 種 5 種 0 種

【重要な種の選定基準】
a：文化財保護法（昭和 25 年 5月 30 日法律第 214 号）、「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年 3月 30 日 条例第 48 号)

b：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定められた国内希少野生動
植物種（一部改正 令和 4 年 1 月 24 日）

c：熊本県条例：熊本県野生動植物の多様性に関する条例（平成 16 年 3 月 8 日 条例第 19 号）

d：環境省レッドリスト 2020(令和 2 年 3 月 27 日公表)の掲載種
VU:絶滅危惧 II 類

e：レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-（令和元年 12 月、熊本県）

EN:絶滅危惧 IB 類、VU:絶滅危惧 II 類、NT:準絶滅危惧
f:その他専門家により指摘された種

コウモリ類の月別の確認個体数について、平成 15 年度、平成 16 年度、令和 3 年度

及び令和 4 年度の調査結果を図 7.2.8-59 に示す

いずれの年も、最も多く確認された種はユビナガコウモリであった。

ユビナガコウモリの確認時期は主に活動期であり、個体数の変化を既往調査と比較

すると、出産・哺育期(6 月下旬～8 月上旬)では、令和 3 年度は個体数が少ないもの

の、平成15年度、平成16年度及び令和4年度は約1,500個体程度が確認されている。

令和 4 年度に捕獲調査を行ったところ、この時期の個体は大半が雄個体であったこと

から、洞内を出産哺育には利用していないものと考えられた。

交尾期にあたる 9 月後半から 10 月にかけての個体数は 1,000～2,000 個体ほど確認

されている。九折瀬洞は交尾期のコロニーとして利用していることが考えられた。

一方、冬眠期（12 月及び 1 月）は確認が少ない状況であった。

以上のことから、九折瀬洞を主に春から秋にかけての活動期のコロニーとして利用

していると考えられた。

ユビナガコウモリの季節ごとの確認場所を図 7.2.8-60 に示す。

ユビナガコウモリは、活動期では主に東ホールで多く確認されている。冬眠期では

個体数そのものが少なくなるが、近年では中央・東分岐点を利用、平成 15 年度及び 1

6 年度は洞口を利用していた。



7.2.8-166

図 7.2.8-59 九折瀬洞内におけるコウモリ類の月別個体数
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図 7.2.8-60 九折瀬洞のユビナガコウモリの生息箇所
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(ii) 陸上昆虫類等

現地調査の結果、全地点合わせて 39 科 58 種の昆虫類等を確認した。そのうち、重

要な種は 4 科 4 種が確認された。重要な種の確認種一覧を表 7.2.8-60 に示す。

表 7.2.8-60 九折瀬洞における陸上昆虫類等の重要な種

No. 科名 種名

重要な種の選定基準

a b c d e ｆ

1 ナミハグモ科 イツキメナシナミハグモ CR+EN CR

2 オビヤスデ科 ツノノコギリヤスデ DD

3 オサムシ科 ツヅラセメクラチビゴミムシ EN CR

4 ハネカクシ科 ヒゴツヤムネハネカクシ ○

計 4 科 4 種 0 種 0 種 0 種 2 種 3 種 1 種

【重要な種の選定基準】
a：文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号）、「熊本県文化財保護条例」(昭和 51 年 3 月 30 日 条

例第 48 号)

b：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成 4 年法律第 75 号)に基づき定められた国内希
少野生動植物種（一部改正 令和 4 年 1 月 24 日）

c：熊本県条例：熊本県野生動植物の多様性に関する条例（平成 16 年 3 月 8 日 条例第 19 号）

d：環境省レッドリスト 2020(令和 2 年 3 月 27 日公表)の掲載種
CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、EN：絶滅危惧ⅠB 類
e：レッドデータブックくまもと 2019 -熊本県の絶滅のおそれのある野生動植物-（令和元年 12 月、熊本県）

CR:絶滅危惧 IA 類、DD:情報不足
f:その他専門家により指摘された種

○：専門家の指摘により、希少性の観点から重要種として扱うこととした。

陸上昆虫類等の場所ごとの種類数及び個体数を図 7.2.8-61 に、重要な種の場所ご

との個体数を図 7.2.8-62 に示す。

場所ごとの種類数及び個体数については、令和 4年度では東ホール中央部で19種類

約 860 個体と、最も多く確認された。洞口や中央・東分岐点、また、その他の東ホー

ルの場所では種類数は 6～12 種、個体数は約 30～230 個体程度であった。令和 3 年度

は東ホール中央部の確認種類数は 14 種であり、最も多かった中央・東分岐点の 15 種

よりも 1 種少なかった。個体数については、東ホール中央部では約 870 個体と最も多

く確認された。

以上から、陸上昆虫類等においても東ホールで種類数が多く、また個体数は突出し

て多かった。

重要な種の場所ごとの確認個体数については、令和 4 年度では東ホール中央部で最

も多く約 40 個体、次いで中央ホールで約 20 個体が確認された。令和 3 年度ではやは

り東ホール中央部及び東ホール上部で多く、いずれも約 25 個体であった。特に、ツ

ヅラセメクラチビゴミムシはほぼ東ホール中央部のみで確認されている。
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図 7.2.8-61 令和 4 年度及び 3 年度における陸上昆虫類等の個体数及び種類数

図 7.2.8-62 令和 4 年度及び 3 年度における陸上昆虫類等の場所別個体数
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c) まとめ

調査結果を踏まえ、九折瀬洞のコウモリ類の糞（グアノ）から始まる生態系につい

て整理した。九折瀬洞の生態系のイメージを図 7.2.8-63 に示す。

九折瀬洞を利用しているコウモリで最も多く確認されているのはユビナガコウモリ

であり、令和 4 年度では全体の 9 割以上を占めている。ユビナガコウモリは、主にコ

ウモリ類の活動期に利用しており、交尾期の 9 月～10 月下旬にも多いことから九折瀬

洞を交尾に利用しているものと考えられる。一方、幼獣の確認はほとんどないことか

ら九折瀬洞は出産・哺育としては利用していないと考えられる。また、ユビナガコウ

モリは、コウモリ類の冬眠期にはほとんど利用しておらず、他の洞窟等を利用してい

るものと考えられる。

ユビナガコウモリは、九折瀬洞の東ホールを主に利用しており、そのために糞（グ

アノ）も東ホールで多く確認されている。

ユビナガコウモリの糞（グアノ）を餌としている陸上昆虫類等は、やはり東ホール

で多く確認されており、他の場所と比較しても個体数は突出して多い。このことから、

豊富な餌により、それを利用する陸上昆虫類等も多く生息していると考えられ、環境

収容力の観点から東ホールが重要と考えられる。

また、重要な種でみると、ヒゴツヤムネハネカクシ、ツヅラセメクラチビゴミムシ、

イツキメナシナミハグモはいずれも東ホールで多く確認がされており、希少性の観点

からも東ホールが重要と考えられる。

図 7.2.8-63 九折瀬洞の生態系のイメージ



7.2.8-171

7.2.8.4 予測の結果

(1) 上位性

1) 陸域

(a) 予測の手法

予測対象とする影響要因は、表 7.2.8-61 に示すとおりであり、影響要因は「工事

の実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分け、「工事の実施」については、

「直接改変注)1」、「ダム洪水調節地の環境注)2」及び「直接改変等以外注)3」に分け、

「土地又は工作物の存在及び供用」については、「直接改変」及び「ダム洪水調節地

の環境」に分けた。

予測対象は、川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の区域の陸域生態系の食物

連鎖の頂点に位置する種であるクマタカ 9 つがい(A、B、C、D、E、F、G、H 及び I つ

がい)により表現される上位性とした。

表 7.2.8-61 予測対象とする影響要因

影響要因

工事の実施 ・ダムの堤体の工事

・原石の採取の工事

・施工設備及び工事用道路の設置の工事

・建設発生土の処理の工事

・道路の付替の工事

・試験湛水の実施

土地又は工作物の

存在及び供用

・ダムの堤体の存在

・原石山跡地の存在

・建設発生土処理場の跡地の存在

・道路の存在

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在

a) 予測の基本的な手法

予測の基本的な手法は、工事の実施内容並びにダム堤体等の存在及び供用と生息環

境の状況等を踏まえ、生息環境の改変の程度を勘案し、上位性の視点から注目される

種(クマタカ)への環境影響について、事例の引用又は解析によった。

なお、クマタカの解析結果の詳細については、種の保全の観点から示していない。

注)1.直接改変では、土地の改変等のような生息環境の直接的な改変による影響を取扱う。

2.ダム洪水調節地の環境では、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水による

植生への影響を取扱う。

3.直接改変等以外では、建設機械の稼働に伴う騒音の影響や、改変に伴う土砂による水の濁りの影響の

ような、生息環境の直接的な改変以外による影響を取扱う。
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(i) 直接改変

i) 生息地の改変

予測にあたっては、クマタカのつがいの行動圏とその内部構造の解析結果、潜在的

営巣適地及び好適採食地の解析結果を、それぞれ事業計画と重ね合わせることにより、

改変の程度を把握した。なお、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」

における生息環境の改変については、いずれの時点において生ずる影響であっても、

クマタカの生息環境の改変という観点からは違いはないと考えられる。このことから

直接改変の影響について、両者を合わせて予測した。

(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

「工事の実施」におけるダム洪水調節地の環境については、クマタカのつがいの行

動圏とその内部構造の解析結果、潜在的営巣適地及び好適採食地の解析結果を、それ

ぞれダム洪水調節地と重ね合わせることにより、試験湛水時の一定期間の冠水による

植生の変化に伴う生息環境の改変程度を把握した。なお、植物の耐冠水性を踏まえた

改変率から影響を予測した。

ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダム洪水調節地の環境については、ク

マタカのつがいの行動圏とその内部構造の解析結果、潜在的営巣適地及び好適採食地

の解析結果を、それぞれダム洪水調節地と重ね合わせることにより、洪水調節時の一

時的な冠水による植生の変化に伴う生息環境の改変程度を把握した。なお、試験湛水

後のダム洪水調節地内の植生は、周辺からの種子供給等により比較的早期に回復する

し、試験湛水による現植生の生育状況の悪化等がみられた範囲では、時間の経過とと

もに植生遷移が進行し、元の植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、

長期的にみると樹林環境となっていくと考えられる。
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(iii) 直接改変等以外

i) 建設機械の稼働等による生息環境の変化

「工事の実施」における建設機械の稼働等による生息環境の変化については、クマ

タカのつがいの行動圏とその内部構造の解析結果、潜在的営巣適地及び好適採食地の

解析結果を、それぞれ事業計画と重ね合わせることにより、改変の程度を把握した。

なお、クマタカの繁殖にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲内4における建

設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行による生息

環境の変化が繁殖活動に与える影響を予測した。

b) 予測地域

予測地域は、調査地域と同様とし、川辺川の流水型ダムの集水域及びその周辺の区

域とした。

c) 予測対象時期

予測対象時期は、工事の実施については全ての改変区域が改変された状態である時

期を想定し、土地又は工作物の存在及び供用についてはダムの供用が定常状態となっ

た時期とした。

(b) 予測結果

クマタカは、予測地域周辺では 9 つがい(A、B、C、D、E、F、G、H 及び I つがい)が

生息しており、これらのつがいのうち 7 つがい（A、B、C、F、G、H 及び I つがい）に

ついて、行動圏と事業計画及びダム洪水調節地が重複する。

なお、全てのつがいについて 1 箇所以上の巣が確認されたが、事業計画及びダム洪

水調節地と重複する巣はなかった。

4 第 9 回委員会における専門家による意見を踏まえて、設定した。
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a) 直接改変

(i) 生息地の改変

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

i) A つがい

クマタカの A つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係るダムの堤体

の工事、斜面安定対策盛土の工事及び工事用道路の工事等が行われることにより、生

息地の一部が改変される。これらの工事により、表 7.2.8-62 に示すとおりコアエリ

アの約 0.82%、繁殖テリトリーの約 0.15%、幼鳥の行動範囲の約 0.01%が改変され、こ

れらの改変された区域は生息・繁殖環境として適さなくなると考えられる。ただし、

いずれも改変割合は低いことから、クマタカ A つがいは事業によってダム堤体、斜面

安定対策盛土及び工事用道路が出現した後も、同じ場所で生息するものと考えられる。

なお、既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例を整理したところ、工事中

から貯水後まで継続して調査を行い、かつ高利用域とダム洪水調節地が重複している

事例が 7ダム 17つがいあり、全てのつがいが貯水後も同じ場所で生息していた。この

うち、ダム洪水調節地による高利用域の改変割合が 10%以上のものが 9 つがいあり(最

大は 37.3%)、そのうち 5 つがいでは貯水後に繁殖が、他の 4 つがいでは生息が確認さ

れた。また、事業者の調査によれば、隣接地域に生息するクマタカのつがいは、農業

用ダムのサーチャージ水位から約 40m のところに巣を有しているが、ダム運用後に少

なくとも 2 回同じ営巣木で繁殖に成功している。これらのことからも、ダム堤体、斜

面安定対策盛土及び工事用道路の存在によるクマタカの生息・繁殖環境の変化は小さ

いと考えられる。

潜在的な営巣環境については、表 7.2.8-63 に示すとおり最も営巣に適した A ラン

ク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変割合が小さいことから、事業の実施に伴う

ダム堤体、斜面安定対策盛土及び工事用道路の存在によるクマタカの営巣環境の変化

は小さいと考えられる。また、確認された営巣木は改変されずに残る。

好適採食地については、表 7.2.8-64 に示すとおりいずれの好適採食地ランクにつ

いても改変割合は小さいことから、事業の実施に伴うダム堤体、斜面安定対策盛土及

び工事用道路の存在によるクマタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。
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表 7.2.8-62 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(A つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1089.5 397.3 106.0

改変面積(ha) 9.0 0.6 0.02

改変割合(%) 0.82 0.15 0.01

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-63 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(A つがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 232.3 372.0 534.3

改変面積(ha) 3.5 0.5 18.5

改変割合(%) 1.5 0.13 3.5

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-64 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(A つがい)

好適採食地ランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 107.5 184.0 320.5 304.3 222.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.5 0.0 1.5

改変割合(%) 0.0 0.0 0.15 0.0 0.67

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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ii) B つがい

クマタカの B つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る施工設備の

工事、原石の採取の工事、斜面安定対策盛土の工事、工事用道路の設置の工事等が行

われることにより、生息地の一部が改変される。これらの工事により、表 7.2.8-65

に示すとおりコアエリアの約 2.3%、繁殖テリトリーの約 3.1%、幼鳥の行動範囲の約

1.1%が改変され、これらの改変された区域は生息・繁殖環境として適さなくなると考

えられる。ただし、いずれも改変割合は低いことから、クマタカ B つがいは事業に

よって施工設備、原石山、斜面安定対策盛土及び工事用道路が出現した後も、同じ場

所で生息するものと考えられる。

なお、i)A つがいの項で詳述した既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例

の整理結果を考慮しても、施工設備、原石山、斜面対策盛土及び工事用道路の存在に

よるクマタカの生息環境の変化は小さいと考えられる。

潜在的な営巣環境については、表 7.2.8-66 に示すとおり最も営巣に適した A ラン

ク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変割合が小さいことから、事業の実施に伴う

施工設備、原石山、斜面安定対策盛土及び工事用道路の存在が、クマタカの営巣環境

に与える影響は小さいものと考えられる。また、確認された営巣木は改変されずに残

る。

好適採食地については、表 7.2.8-67 に示すとおりいずれの好適採食地ランクにつ

いても改変されないことから、事業の実施に伴う施工設備、原石山、斜面安定対策盛

土及び工事用道路の存在によるクマタカの採餌環境の変化は小さいものと考えられる。
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表 7.2.8-65 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(B つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 724.4 434.6 94.1

改変面積(ha) 16.8 13.3 1.0

改変割合(%) 2.3 3.1 1.1

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-66 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(B つがい)

営巣適地のランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 109.0 131.5 118.8

改変面積(ha) 0.25 0.0 32.25

改変割合(%) 0.23 0.0 27.1

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-67 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(B つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 124.3 118.0 172.8 215.0 139.5

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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iii) C つがい

クマタカの C つがいの行動圏内では、表 7.2.8-68 に示すとおり、コアエリア、繁

殖テリトリー及び幼鳥の行動範囲のいずれについても事業による改変の影響を受けな

いことから、クマタカ C つがいは事業実施後も、同じ場所で生息するものと考えられ

る。

営巣環境については表 7.2.8-69 に示すとおり、潜在的な営巣環境については最も

営巣に適した A ランク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変されないことから、ク

マタカの営巣環境は維持されると考えられる。また、確認された営巣木は改変されず

に残る。

好適採食地については表 7.2.8-70 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変されないことから、クマタカの採餌環境は維持されると考えられる。

表 7.2.8-68 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(C つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 711.6 357.9 154.4

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-69 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(C つがい)

営巣適地のランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 226.5 187.0 335.0

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.25

改変割合(%) 0.0 0.0 0.07

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-70 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(C つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 247.5 158.5 133.0 118.8 90.0

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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iv) D つがい

クマタカの D つがいの行動圏内では、表 7.2.8-71 に示すとおり、コアエリア、繁

殖テリトリー及び幼鳥の行動範囲のいずれについても事業による改変の影響を受けな

いことから、クマタカ D つがいは事業が進行しても、同じ場所で生息するものと考え

られる。

営巣環境については表 7.2.8-72 に示すとおり、潜在的な営巣環境については最も

営巣に適した A ランク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変されないことから、ク

マタカの営巣環境は維持されると考えられる。また、確認された営巣木は改変されず

に残る。

好適採食地については、表 7.2.8-73 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラ

ンクについても改変されないことから、クマタカの採餌環境は維持されると考えられ

る。

表 7.2.8-71 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(D つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 733.0 516.0 199.2

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-72 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(D つがい)

営巣適地のランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 161.8 166.8 442.8

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-73 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(D つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 35.8 69.8 163.0 252.0 252.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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v) E つがい

クマタカの E つがいの行動圏内では、表 7.2.8-74 に示すとおり、コアエリア及び

繁殖テリトリーのいずれについても事業による改変の影響を受けないことから、クマ

タカ E つがいは事業が進行しても、同じ場所で生息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-75 に示すとおり、潜在的な営巣環境については最も

営巣に適した A ランク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変されないことから、ク

マタカの営巣環境は維持されると考えられる。また、確認された営巣木は改変されず

に残る。

好適採食地については表 7.2.8-76 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変されないことから、クマタカの採餌環境は維持されると考えられる。

表 7.2.8-74 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(E つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 888.4 456.1 -

改変面積(ha) 0.0 0.0 -

改変割合(%) 0.0 0.0 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-75 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(E つがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 72.3 99.5 111.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-76 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(E つがい)

営巣適地ランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 73.3 75.0 88.8 264.3 428.5

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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vi) F つがい

クマタカの F つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る生活再建対

策盛土の工事及び道路の付替の工事等が行われることにより、生息地の一部が改変さ

れる。これらの工事により、表 7.2.8-77 に示すとおりコアエリアの約 1.5%、繁殖テ

リトリーの約 0.08%が改変され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると

考えられる。ただし、いずれも改変割合は低いことから、クマタカ F つがいは事業に

よって生活再建対策盛土及び付替道路が出現した後も、同じ場所で生息するものと考

えられる。

なお、i)A つがいの項で詳述した既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例

の整理結果を考慮しても、生活再建対策盛土及び付替道路の存在によるクマタカの生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

潜在的な営巣環境については表 7.2.8-78 に示すとおり、最も営巣に適した A ラン

クは改変割合が小さく、営巣可能な B ランクは改変と重複しないことから、事業の実

施に伴う生活再建対策盛土及び付替道路の存在によるクマタカの営巣環境の変化は小

さいと考えられる。また、確認された営巣木は改変されずに残る。

好適採食地については、表 7.2.8-79 に示すとおりいずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合は小さいことから、事業の実施に伴う生活再建対策盛土及び付

替道路の存在によるクマタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。
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表 7.2.8-77 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(F つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1294.2 630.8 -

改変面積(ha) 19.2 0.5 -

改変割合(%) 1.5 0.08 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-78 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(F つがい)

営巣適地のランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 342.0 288.5 712.8

改変面積(ha) 0.25 0.0 40.25

改変割合(%) 0.07 0.0 5.6

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-79 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(F つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 194.0 165.0 269.5 357.3 358.8

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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vii) G つがい

クマタカの G つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る施工設備の

工事、斜面安定対策盛土の工事及び道路の付替の工事等が行われることにより、生息

地の一部が改変される。これらの工事により、表 7.2.8-80 に示すとおりコアエリア

の約 1.2%、繁殖テリトリーの約 0.16%が改変され、これらの改変区域は生息環境とし

て適さなくなると考えられる。ただし、いずれも改変割合は低いことから、クマタカ

G つがいは事業によって施工設備、斜面安定対策盛土及び付替道路が出現した後も、

同じ場所で生息するものと考えられる。

なお、i)A つがいの項で詳述した既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例

の整理結果を考慮しても、施工設備、斜面安定対策盛土及び付替道路の存在のよるク

マタカの生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

潜在的な営巣環境については、表 7.2.8-81 に示すとおり最も営巣に適した A ラン

ク及び営巣可能な B ランクのいずれも改変割合が小さいことから、事業の実施に伴う

施工設備、斜面安定対策盛土及び付替道路の存在によるクマタカの営巣環境の変化は

小さいと考えられる。また、確認された営巣木は改変されずに残る。

好適採食地については、表 7.2.8-82 に示すとおりいずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合は小さいことから、事業の実施に伴う施工設備、斜面安定対策

盛土及び付替道路の存在によるクマタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

表 7.2.8-80 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(G つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 734.7 310.4 -

改変面積(ha) 8.7 0.5 -

改変割合(%) 1.2 0.16 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-81 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(G つがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 209.5 202.5 355.8

改変面積(ha) 1.25 0.25 21.5

改変割合(%) 0.60 0.12 6.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-82 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(G つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 209.3 129.0 137.8 147.0 155.3

改変面積(ha) 0.0 0.3 0.5 0.3 2.0

改変割合(%) 0.0 0.23 0.36 0.20 1.3

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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viii) H つがい

クマタカの H つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る道路の付替

の工事が行われることにより、生息地の一部が改変される。この工事により、表

7.2.8-83 に示すとおりコアエリアの約 0.03%、繁殖テリトリーの約 0.06%が改変され、

これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。ただし、いずれも改

変割合は低いことから、クマタカ H つがいは事業によって付替道路が出現した後も、

同じ場所で生息するものと考えられる。

なお、i)A つがいの項で詳述した既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例

の整理結果を考慮しても、事業の実施に伴う付替道路によるクマタカの生息・繁殖環

境の変化は小さいと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-84 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれも改変区域と重複しないことから、クマタカの営巣環境は

改変されない。

好適採食地については、表 7.2.8-85 に示すとおりいずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合は小さいことから、事業の実施に伴う付替道路の存在による、

クマタカの採餌環境の変化は小さいものと考えられる。

表 7.2.8-83 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(H つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1038.7 641.2 -

改変面積(ha) 0.4 0.4 -

改変割合(%) 0.03 0.06 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-84 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(H つがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 309.0 303.8 468.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 6.0

改変割合(%) 0.0 0.0 1.3

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-85 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(H つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 65.5 110.8 264.5 364.5 278.3

改変面積(ha) 1.3 0.0 4.5 0.0 0.3

改変割合(%) 2.0 0.0 1.7 0.0 0.11

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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ix) I つがい

クマタカの I つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る生活再建対

策盛土の工事が行われることにより、生息地の一部が改変される。この工事により、

表 7.2.8-86 に示すとおりコアエリアの約 0.08%が改変され、これらの改変区域は生

息環境として適さなくなると考えられる。ただし、いずれも改変割合は低いことから、

クマタカ I つがいは事業によって生活再建対策盛土が出現した後も、同じ場所で生息

するものと考えられる。

なお、i)A つがいの項で詳述した既設のダム周辺に生息するクマタカに関する事例

の整理結果を考慮しても、生活再建対策盛土の存在によるクマタカの生息・繁殖環境

の変化は小さいと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-87 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれも改変区域と重複しないことからクマタカの営巣環境は改

変されない。

好適採食地については表 7.2.8-88 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変区域と重複しないことから、クマタカの採餌環境は改変されない。

表 7.2.8-86 直接改変による行動圏内部構造の改変割合(I つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1023.9 533.3 110.9

改変面積(ha) 0.8 0.0 0.0

改変割合(%) 0.08 0.0 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-87 直接改変によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(I つがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 162.8 245.8 661.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 2.75

改変割合(%) 0.0 0.0 0.42

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-88 直接改変によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(I つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 38.8 124.0 240.3 312.0 353.5

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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b) ダム洪水調節地の環境

(i) 生息地の改変

【工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）】

i) A つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-89 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 1.8%が改変され、これらの改変区域は生

息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改変割合が低く、冠水後に植生は

回復することから、クマタカ A つがいは同じ場所で生息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-90に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営巣

可能な B ランクのいずれも改変割合は低いことから、事業に伴うダム洪水調節地の存

在によるクマタカ営巣環境の変化は小さいと考えられる。また、確認された営巣木は

改変されずに残る。

好適採食地については表 7.2.8-91 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業に伴うダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ A つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の営巣環境及び採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さ

く、潜在的な営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁

殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-89 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(A つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1089.5 397.3 106.0

改変面積(ha) 19.6 0.0 0.0

改変割合(%) 1.8 0.0 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-90 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Aつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 232.3 372.0 534.3

改変面積(ha) 5.0 1.0 19.8

改変割合(%) 2.2 0.27 3.7

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-91 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(A つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 107.5 184.0 320.5 304.3 222.3

改変面積(ha) 1.8 4.0 3.0 4.5 11.8

改変割合(%) 1.7 2.2 0.94 1.5 5.3

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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ii) B つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-92 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 7.6%、繁殖テリトリー内の 9.2％、幼鳥

の行動範囲内の 6.5％が改変され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなる

と考えられる。しかし、改変割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタ

カ B つがいは同じ場所で生息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-93に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営巣

可能な B ランクのいずれも改変割合は低いことから、事業に伴うダム洪水調節地の存

在によるクマタカ営巣環境の変化は小さいと考えられる。また、確認された営巣木は

改変されずに残る。

好適採食地については表 7.2.8-94 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業に伴うダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ B つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の営巣環境及び採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さ

く、潜在的な営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁

殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-92 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(B つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 724.4 434.6 94.1

改変面積(ha) 55.1 39.8 6.1

改変割合(%) 7.6 9.2 6.5

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-93 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Bつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 109.0 131.5 118.8

改変面積(ha) 4.8 3.3 63.0

改変割合(%) 4.4 2.5 53.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-94 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(B つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 124.3 118.0 172.8 215.0 139.5

改変面積(ha) 11.3 9.0 8.8 8.5 3.3

改変割合(%) 9.1 7.6 5.1 4.0 2.4

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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iii) C つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-95 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 2.2%、繁殖テリトリー内の 0.11％が改

変され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改

変割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタカ C つがいは同じ場所で生

息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-96に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営巣

可能な B ランクのいずれも改変割合は低いことから、事業に伴うダム洪水調節地の存

在によるクマタカの営巣環境の変化は小さいと考えられる。

好適採食地については表 7.2.8-97 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業によるダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ C つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の営巣環境及び採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さ

く、潜在的な営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁

殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-95 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(C つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 711.6 357.9 154.4

改変面積(ha) 16.7 0.4 0.0

改変割合(%) 2.2 0.11 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-96 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Cつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 226.5 187.0 335.0

改変面積(ha) 2.3 0.3 25.5

改変割合(%) 1.0 0.16 7.6

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-97 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(C つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 247.5 158.5 133.0 118.8 90.0

改変面積(ha) 8.3 10.0 3.3 4.8 1.0

改変割合(%) 3.4 6.3 2.5 4.0 1.1

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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iv) D つがい

クマタカの D つがいの行動圏内では、表 7.2.8-98 に示すとおり、コアエリア、繁

殖テリトリー及び幼鳥の行動範囲のいずれについてもダム洪水調節地による改変の影

響を受けないことから、クマタカ D つがいは事業が進行しても、同じ場所で生息する

ものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-99に示すとおり、潜在的な営巣環境については最も営

巣に適した A ランク及び営巣可能な B ランクのいずれもダム洪水調節地と重複しない

ことから、クマタカの営巣環境は改変されない。

好適採食地については、表 7.2.8-100 に示すとおりいずれの採食環境の好適性ラン

クについてもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの採餌環境は改変され

ない。

クマタカ D つがいのコアエリア内の生息環境及び採餌環境は改変されないことから、

つがいは生息し、繁殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-98 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(D つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 733.0 516.0 199.2

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-99 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Dつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 161.8 166.8 442.8

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-100 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(D つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 35.8 69.8 163.0 252.0 252.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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v) E つがい

クマタカの E つがいの行動圏内では、表 7.2.8-101 に示すとおり、コアエリア及び

繁殖テリトリーのいずれについてもダム洪水調節地の影響を受けないことから、クマ

タカ E つがいは事業が進行しても、同じ場所で生息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-102 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの営巣

環境は改変されない。

好適採食地については表 7.2.8-103 に示すとおり、いずれの採餌環境の好適性ラン

クについてもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの採餌環境は改変され

ない。

クマタカ E つがいのコアエリア内の営巣環境及び採餌環境は改変されないことから、

つがいは生息し、繁殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-101 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(E つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 888.4 456.1 -

改変面積(ha) 0.0 0.0 -

改変割合(%) 0.0 0.0 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-102 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Eつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 72.3 99.5 111.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-103 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(E つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 73.3 75.0 88.8 264.3 428.5

改変面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

改変割合(%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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vi) F つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-104 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 9.2%、繁殖テリトリー内の 8.4％が改変

され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改変

割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタカ F つがいは同じ場所で生息

するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-105 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの営巣

環境は改変されない。

好適採食地については表 7.2.8-106 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業に伴うダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ F つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さく、潜在的な

営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁殖活動は維持

されると考えられる。

表 7.2.8-104 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(F つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1294.2 630.8 -

改変面積(ha) 119.1 52.7 -

改変割合(%) 9.2 8.4 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-105 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Fつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 342.0 288.5 712.8

改変面積(ha) 0.0 0.0 161.3

改変割合(%) 0.0 0.0 22.6

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-106 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(F つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 194.0 165.0 269.5 357.3 358.8

改変面積(ha) 13.5 8.3 16.3 20.0 101.5

改変割合(%) 7.0 5.0 6.0 5.6 1.4

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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vii) G つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-107 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 16.4%、繁殖テリトリー内の 20.0％が改

変され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改

変割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタカ G つがいは同じ場所で生

息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-108 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれも改変割合は低いことから、事業に伴うダム洪水調節地の

存在によるクマタカの営巣環境の変化は小さいと考えられる。

好適採食地については表 7.2.8-109 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業によるダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ G つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の営巣環境及び採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さ

く、潜在的な営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁

殖活動は維持されると考えられる。

表 7.2.8-107 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(G つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 734.7 310.4 -

改変面積(ha) 120.5 62.1 -

改変割合(%) 16.4 20.0 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-108 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Gつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 209.5 202.5 355.8

改変面積(ha) 21.3 5.0 132.0

改変割合(%) 10.2 2.5 37.0

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-109 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(G つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 209.3 129.0 137.8 147.0 155.3

改変面積(ha) 22.8 19.3 20.5 29.8 66.0

改変割合(%) 10.9 15.0 14.9 20.3 42.5

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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viii) H つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-110 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 3.0%、繁殖テリトリー内の 3.0％が改変

され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改変

割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタカ H つがいは同じ場所で生息

するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-111 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの営巣

に適した環境は改変されない。

好適採食地については表 7.2.8-112 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業に伴うダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ H つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さく、潜在的な

営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁殖活動は維持

されると考えられる。

表 7.2.8-110 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(H つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1038.7 641.2 -

改変面積(ha) 31.5 19.4 -

改変割合(%) 3.0 3.0 -

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-111 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Hつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 309.0 303.8 468.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 53.3

改変割合(%) 0.0 0.0 11.4

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-112 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(H つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 65.5 110.8 264.5 364.5 278.3

改変面積(ha) 4.8 3.0 5.8 10.8 30.5

改変割合(%) 7.3 2.7 2.2 3.0 11.0

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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ix) I つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については表 7.2.8-113 に示すとおり、試験湛水

時の一定期間の冠水により、コアエリア内の 1.5%、繁殖テリトリー内の 0.09％が改

変され、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。しかし、改

変割合が低く、冠水後に植生は回復することから、クマタカ I つがいは同じ場所で生

息するものと考えられる。

営巣環境については表 7.2.8-114 に示すとおり、最も営巣に適した A ランク及び営

巣可能な B ランクのいずれもダム洪水調節地と重複しないことから、クマタカの営巣

に適した環境は改変されない。

好適採食地については表 7.2.8-115 に示すとおり、いずれの採食環境の好適性ラン

クについても改変割合が小さいことから、事業に伴うダム洪水調節地の存在によるク

マタカの採餌環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、クマタカ I つがいは、試験湛水時の一定期間の冠水により、コ

アエリア内の採餌環境の一部が改変されるものの、その改変割合は小さく、潜在的な

営巣環境及び好適採食地は広く残されることから、つがいは生息し、繁殖活動は維持

されると考えられる。

表 7.2.8-113 ダム洪水調節地の環境による行動圏内部構造の改変割合(I つがい)

行動圏内部構造 コアエリア 繁殖テリトリー 幼鳥の行動範囲

全面積(ha) 1023.9 533.3 110.9

改変面積(ha) 15.8 0.5 0.0

改変割合(%) 1.5 0.09 0.0

注)1.改変割合の数値は、行動圏内部構造や改変面積、植生面積等の四捨五入前の数値より算出しているため、

四捨五入して表示した値で計算した割合とは合わない場合がある。

表 7.2.8-114 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の潜在的な営巣環境の改変割合(Iつがい)

営巣適地ランク A ランク B ランク 営巣不適地

全面積(ha)*1 162.8 245.8 661.3

改変面積(ha) 0.0 0.0 28.3

改変割合(%) 0.0 0.0 4.3

注)1.営巣適地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、前

表の数値と合わない場合がある。

表 7.2.8-115 ダム洪水調節地の環境によるコアエリア内の好適採食地の改変割合(I つがい)

好適採食地のランク 0.8～1.0 0.6～0.8 0.4～0.6 0.2～0.4 0.0～0.2

全面積(ha)*1 38.8 124.0 240.3 312.0 353.5

改変面積(ha) 0.0 0.5 0.3 4.0 23.5

改変割合(%) 0.0 0.40 0.12 1.3 6.6

注)1.好適採食地の解析は、コアエリアを少しでも含むメッシュ(50m*50m)すべてについて行っているため、

前表の数値と合わない場合がある。
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【土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節による一時的な冠水）】

i) A、B、C、F、G、H 及び I つがい

ダム供用後、ダム洪水調節地は洪水調節に伴い平均で 1 日程度、最大 3 日程度一時

的に冠水する。冠水頻度毎の範囲は、標高約207mまでが 1年に 1回程度、標高約 207m

から約 225m までが 2 年に 1 回程度、標高約 225m から約 240m までが 5 年に 1 回程度で

ある。

洪水調節によるクマタカ７つがい（A、B、C、F、G、H 及び I つがい）のコアエリア

内の生息環境の変化は、冠水期間が平均で 1 日程度であること、樹種の耐冠水日数と

標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、A、B、C、F、G、H

及び I つがいの生息環境は維持されると考えられる。

ii) D、E つがい

ダム洪水調節地による環境の変化については、洪水調節時の一時的な冠水によりコ

アエリア内は改変されない。

これらのことから、クマタカ 2 つがい（D 及び E つがい）のコアエリア内の生息環

境及び採餌環境は改変されないことから、つがいは生息し、繁殖活動は維持されると

考えられる。
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c) 直接改変等以外

(i) 建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化

【工事の実施】

i) A つがい

クマタカの A つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの堤体の工事が行われる。

関連工事の一部は幼鳥の行動範囲内でも実施される。ダムの堤体の工事は、既往の営

巣地からの 700m 以上の離隔があるが、ダムの堤体の工事に伴う建設機械の稼働に伴

う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により生息・繁殖環境が変化

すると考えられる。

このことから、工事期間中の生息・繁殖環境の変化することで、繁殖率が低下する

と考えられる。

ii) B つがい

クマタカの B つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの施工設備の工事、原石

の採取の工事、斜面安定対策盛土の工事及び工事用道路の工事が行われる。関連工事

の一部は幼鳥の行動範囲内でも実施され、クマタカの繁殖にとって重要な地域とされ

る巣から 700m の範囲で工事を実施した場合、建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、

作業員の出入り及び工事用車両の運行による生息・繁殖環境が変化すると考えられる。

このことから、工事期間中の生息・繁殖環境の変化することで、繁殖率が低下する

と考えられる。

iii) C つがい

クマタカの C つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムに関連する工事は実施さ

れないため、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

iv) D つがい

クマタカの D つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムに関連する工事は実施さ

れないため、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

v) E つがい

クマタカの E つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムに関連する工事は実施さ

れないため、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。
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vi) F つがい

クマタカの F つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る生活再建対

策盛土の工事、道路の付替の工事が行われる。関連工事をクマタカの繁殖にとって重

要な地域とされる巣から 700m の範囲で工事を実施した場合、建設機械の稼働に伴う

騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により生息・繁殖環境が変化す

る可能性があると考えられる。

このことから、工事期間中の生息・繁殖環境の変化する可能性があることから、繁

殖率が低下する可能性があると考えられる。

vii) G つがい

クマタカの G つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る施工設備の

設置の工事及び斜面安定対策盛土の工事等が行われる。関連工事がクマタカの繁殖に

とって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で工事を実施した場合、建設機械の稼

働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により生息・繁殖環境

が変化する可能性があると考えられる。

このことから、工事期間中の生息・繁殖環境の変化する可能性があることから、繁

殖率が低下する可能性があると考えられる。

viii) H つがい

クマタカの H つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る道路の付替

の工事が行われる。関連工事の一部がクマタカの繁殖にとって重要な地域とされる巣

から 700m の範囲で工事を実施した場合、建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業

員の出入り及び工事用車両の運行により生息・繁殖環境が変化する可能性があると考

えられる。

このことから、工事期間中の生息・繁殖環境の変化する可能性があることから、繁

殖率が低下する可能性があると考えられる。

ix) I つがい

クマタカの I つがいの行動圏内では、川辺川の流水型ダムの建設に係る生活再建対

策盛土の工事が行われる。関連工事は幼鳥の行動範囲内で実施されないことから、建

設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行による生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。



7.2.8-198

(c) 上位性(陸域)のまとめ

上位性(陸域)の視点から注目される種であるクマタカ 9 つがいのうち、D 及び E つ

がいは、行動圏は直接改変及びダム洪水調節地と重複しないことから、事業による生

息・繁殖環境の変化はないと考えられる。

A 及び B つがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境により、コアエリ

ア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さく、生息に

とって重要な環境は広く残されることから、事業による影響は小さいと予測した。直

接改変等以外（建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化）の影響については、A つが

いは川辺川の流水型ダムのダム堤体の工事は既往の営巣地から 700m 以上の離隔があ

るが、ダム堤体の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及

び工事用車両の通行により生息・繁殖環境が変化することにより、工事期間中に繁殖

成功率が低下すると考えられる。B つがいは原石山の工事が関連工事の一部をクマタ

カの繁殖にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で実施した場合、建設機械

の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行等により生息・繁

殖環境が変化することで、工事期間中に繁殖成功率が低下すると考えられる。

F、G 及び H つがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境により、コアエ

リア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さく、生息に

とって重要な環境は広く残されることから、事業による生息・繁殖環境の変化は小さ

いと予測した。直接改変等以外（建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化）の影響に

ついては、川辺川の流水型ダムの関連工事の一部が関連工事の一部がクマタカの繁殖

にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で実施された場合、建設機械の稼働

に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行等による生息・繁殖環境

の変化する可能性があることから、工事期間中の繁殖成功率が低下する可能性がある

と考えられる。

C 及び I つがいについては、行動圏は直接改変により改変されないことから、事業

による生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。また、ダム洪水調節地の環境によ

り、コアエリア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さ

く、生息にとって重要な環境は広く残されることから、事業による影響は小さいと予

測した。直接改変等以外の影響については、川辺川の流水型ダムの関連工事は幼鳥の

行動範囲内で実施されないことから、生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。
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2) 河川域

(a) 予測の手法

予測対象とする影響要因は表 7.2.8-116 に示すとおりであり、影響要因は「工事の

実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分け、各々について、「直接改変」、

「ダム洪水調節地の環境」と「直接改変等以外」に分けた。

川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域並びにその下流の川辺川から球磨川

渡地点までの区間における河川域生態系の食物連鎖の頂点に位置する種であるヤマセ

ミ 14つがい、カワセミ 30つがい及びカワガラス 63つがいにより表現される上位性と

した。

表 7.2.8-116 ダム事業に係る影響要因

影響要因

工事の実施 ・ダムの堤体の工事

・原石の採取の工事

・施工設備及び工事用道路の設置の工事

・建設発生土の処理の工事

・道路の付替の工事

・試験湛水の実施

土地又は工作物の

存在及び供用

・ダムの堤体の存在

・原石山跡地の存在

・建設発生土処理場の跡地の存在

・道路の存在

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在

a) 予測の基本的な手法

予測の基本的な手法は、工事の実施の内容並びにダム堤体等の存在及び供用と生息

環境の状況等を踏まえ、生息環境の改変の程度を勘案し、上位性の視点から注目され

る種(ヤマセミ、カワセミ、カワガラス)への環境影響について、事例の引用又は解析

によった。

(i) 直接改変

i) 生息環境の改変

予測にあたっては、ヤマセミ、カワセミ及びカワガラスのつがいの行動圏及び高利

用域の解析結果を改変区域と重ね合わせることにより、事業の実施に伴う生息環境の

改変程度を把握した。
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(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

「工事の実施」におけるダム洪水調節地の環境については、ヤマセミ、カワセミ、

カワガラスのつがいごとの行動圏の解析結果を、それぞれダム洪水調節地と重ね合わ

せることにより、試験湛水時の一定期間の冠水による変化に伴う生息環境の改変程度

を把握した。

ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダム洪水調節地の環境については、ヤ

マセミ、カワセミ、カワガラスのつがいごとの行動圏の解析結果を、それぞれダム洪

水調節地と重ね合わせることにより、洪水調節時の一時的な冠水に伴う生息環境の改

変程度を把握した。

(iii) 直接改変等以外

i) 建設機械の稼働等による生息環境の変化

「工事の実施」における建設機械の稼働等による生息環境の変化については、ヤマ

セミ、カワセミ及びカワガラスのつがいの行動圏及び高利用域の解析結果を改変区域

に重ね合わせることにより、建設機械の稼働に伴う騒音の発生、作業員の出入り及び

工事用車両の運行による生息環境の変化がつがいの生息に与える影響を予測した。

ii) 水質の変化による生息環境の変化

「工事の実施」に伴う水の濁り等や、「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う下

流河川の水質の変化による餌生物の生息環境の変化については、「7.2.4 水質」及び

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果をもとに予測した。

iii) 流況の変化による生息環境の変化

「工事の実施」に伴う下流河川の流況の変化、「土地又は工作物の存在及び供用」

におけるダムの供用に伴う下流河川の流況の変化による餌生物の生息環境の変化につ

いては、「7.2.4 水質」及び「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果をもとに

予測した。

iv) 河床の変化による生息環境の変化

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダムの供用に伴う下流河川への土砂供

給の変化によるヤマセミの餌生物の生息環境の変化については、「7.2.4 水質」及び

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の典型性の予測結果をもとに予測した。
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v) 河川の連続性の変化による生息環境の変化

推定した行動圏内と事業計画を重ね合わせ、行動圏内の移動に変化を与える構造物

の有無よりヤマセミ、カワセミ、カワガラスの移動性への影響を予測した。

b) 予測地域

予測地域は、川辺川の流水型ダム集水域及びその周辺の区域とした。

c) 予測対象時期等

予測対象時期は、工事の実施については全ての改変区域が改変された状態である時

期を想定し、土地又は工作物の存在及び供用については、ダムの供用が定常状態と

なった時期とした。

(b) 予測結果

a) ヤマセミ

ヤマセミは、予測地域では 14 つがいが生息している。

行動圏と事業計画が重なるつがいは 4 つがい（I、J、L 及び M つがい）である。そ

の他の 10 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、K 及び N つがい）の行動圏と事業計画は

重ならない。
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図 7.2.8-64

ヤマセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ
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図 7.2.8-65

ヤマセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（事業実施区域周辺）
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図 7.2.8-66

ヤマセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（頭地地区）

ダム洪水調節地
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図 7.2.8-67

ヤマセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（ダム堤体付近）

ダム洪水調節地
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(i) 直接改変

i) 生息環境の改変

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、K 及び N つがい

改変区域と行動圏が重複しないヤマセミの 10 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、K

及び N つがい）は、行動圏及び高利用域のいずれについても事業により改変されない

ことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

2. I、J、L 及び M つがい

改変区域周辺に生息するヤマセミの 3 つがい（I、J、L 及び M つがい）の行動範囲

では、ダム堤体、施工設備、原石山及び斜面安定対策盛土の工事が行われることから、

行動圏の一部が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから、

生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

表 7.2.8-117 ヤマセミの行動圏の事業による改変割合

つがい名

行動圏

(面積(ha))
事業による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

A つがい 19.8 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 64.3 17.3 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 65.0 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 117.8 10.8 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 88.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 60.5 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 81.0 12.3 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 43.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 62.3 14.0 12.0 19.3 2.0 14.3

J つがい 47.8 12.5 12.8 26.7 3.0 24.0

K つがい 14.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

L つがい 45.3 15.3 1.0 2.2 0.8 4.9

M つがい 76.3 0.0 9.0 11.8 0.0 0.0

N つがい 57.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、行動圏・高利用域を少しでも含むすべてのメッ

シュ(50m*50m)を対象としている。
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(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

1. A、B、C、D、E、F、G、H、K 及び N つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地により改変されないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。

2. J、L 及び M つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地とすべてが重複し改変されることから、試験

湛水に伴う一定期間の冠水により生息環境が変化すると考えられる。また、これらの

つがいの営巣地がダム洪水調節地内に位置していることから、試験湛水に伴う一定期

間の冠水により繁殖環境が変化すると考えられる。

3. I つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地の一部（24.5％）が重複することから、試験

湛水の一時的な冠水により生息環境が変化すると予測した。しかし、行動圏の多くは

改変されずに残存することから、本つがいの生息・繁殖環境は維持されると考えられ

る。

なお、本つがいの営巣地はダム堤体より下流に位置していることから、試験湛水に

伴う一定期間の冠水による繁殖環境は変化しないと考えられる。

表 7.2.8-118 ヤマセミの行動圏のダム洪水調節地による改変割合

つがい名

行動圏

(面積(ha))
ダム洪水調節地による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

A つがい 19.8 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 64.3 17.3 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 65.0 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 117.8 10.8 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 88.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 60.5 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 81.0 12.3 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 43.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 62.3 14.0 15.3 24.5 4.3 30.4

J つがい 47.8 12.5 47.8 100.0 12.5 100.0

K つがい 14.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

L つがい 45.3 15.3 45.3 100.0 15.3 100.0

M つがい 76.3 0.0 76.3 100.0 0.0 0.0

N つがい 57.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、行動圏・高利用域を少しでも含むすべてのメッ

シュ(50m*50m)を対象としている。
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ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

ダム供用後、ダム洪水調節地は洪水調節に伴い平均で 1 日程度、最大 3 日程度一時

的に冠水する。冠水頻度毎の範囲は、標高約207mまでが 1年に 1回程度、標高約 207m

から約 225m までが 2 年に 1 回程度、標高約 225m から約 240m までが 5 年に 1 回程度で

ある。

1. J、L 及び M つがい

洪水調節によるヤマセミ 3 つがい（J、L 及び M つがい）の行動圏内は、冠水期間が

平均で 1 日程度であることから、洪水調節時の一時的な冠水による 3 つがい（J、L 及

び M つがい）の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、3 つがい（J、L 及び M

つがい）の営巣地については、J つがいは 2 年に 1 回程度の洪水で、L つがいは 10 年

に 1 回程度の洪水で、M つがいについては 15 年に 1 回程度の洪水より頻度の低い洪水

で、それぞれ冠水することから、洪水調節に伴う一時的な冠水により、これらのつが

いの繁殖環境は変化すると考えられる。

2. I つがい

洪水調節によるヤマセミ 1 つがい（I つがい）の行動圏内は、冠水期間が平均で 1

日程度であることから、洪水調節時の一時的な冠水による 1 つがい（I つがい）の生

息環境の変化は小さいと考えられる。

なお、本つがいの営巣地はダム堤体より下流に位置していることから、洪水調節に

伴う一時的な冠水による繁殖環境は変化しないと考えられる。

3. A、B、C、D、E、F、G、H、K 及び N つがい

推定された行動圏はダム洪水調節地により改変されないことから、洪水調節に伴う

一時的な冠水による生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。

(iii) 直接改変等以外

i) 建設機械の稼働等による生息環境の変化

【工事の実施】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、K 及び N つがい

行動圏内で工事は実施されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられ

る。
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2. I、J、L 及び M つがい 

推定された行動圏内で関連工事の一部が実施されることから、工事の実施に伴う建

設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により生

息・繁殖環境が変化すると考えられる。 

 

ii) 水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変

化する可能性があると考えられる。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、工事区域周辺の

水域及びダム下流河川における工事中の SS 及び pH は現況と比べ変化は小さいことか

ら、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。 

試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内ではダム堤

体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダム下流河川

では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の SS が増加す

るが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と予測したこと

から、本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増加す

ると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合には、本

種の餌生物の生息環境の変化が考えられるが、SS の変化が予測されたのは水位低下時

の一時的なものであることから、長期的には本種の餌生物の生息は維持されると考え

られる。 

水温については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川において水温が上昇すると予測され、個体数の減少や産卵環境の変化等

が考えられるが、水温の変化が予測されたのは試験湛水時の 1 回に限られることから、

長期的には本種が餌生物とする生物種の生息環境は維持されると考えられる。 

富栄養化については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中のダム

洪水調節地内における COD 及びダム下流河川における BOD の平均値は、ダム建設前

と同程度であり、変化は小さい。 

溶存酸素量については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中の 

ダム洪水調節地内における DO は低下するものの、環境基準値内に収まっており、底

層での嫌気化がみられないことから、試験湛水中の富栄養化及び溶存酸素量の変化に

よる本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

以上のことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種が餌生物とする生物種の生

息環境が変化する可能性が考えられる。

「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内

では SS に大きな変化はみられない。ダム下流では、SS が増加するものの環境基準値

超過日数（10 か年平均値）にダム建設前及びダム建設後の差はみられない。大規模な

出水時には放流水の SS が増加すると予測したが、本種が生息する川辺川合流後の球

磨川（「盆地を流れる川」）においては、ダム建設前及びダム建設後の差はみられな

いことから、供用後の水の濁りの変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境の

変化は小さいと考えられる。

iii) 流況の変化による生息環境の変化

【工事の実施】

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の付着藻類の生育状況が

変化することで、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変化する可能性があると考

えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、試験湛水を実施する

非出水期には付着藻類の剥離や有機物等の掃流が発生するような規模の洪水は発生し

ていないため、試験湛水の実施による本種が餌生物とする生物種の生息環境に大きな

変化がないものと考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種が餌生物とする生物種の生息

環境が変化する可能性があると考えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、供用後はいずれの流

量時においても現況と比べて水位は低下するが、自然裸地や河岸植生が冠水する平均

年最大流量規模の出水の頻度や水位の変化は小さく、ダム建設後も同様に冠水すると

予測され、河岸植生は維持されると考えられる。

iv) 河床の変化による生息環境の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種が餌生物とする生物

種の生息環境が変化する可能性があると考えられる。
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「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及

びダム下流河川の河床高は、供用後 10年間及び 100年間の変化は小さい。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、粒径が大きくなる傾向にあるものの、供用後も、

本種が餌生物とする生物種の生息環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成され、細

粒分の増加もみられないことから、本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小

さいと考えられる。

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。

v) 河川の連続性の変化による生息環境の変化

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、J、K、L、M 及び N つがい

これらのつがいの行動圏内にダム堤体は位置しないことから、生息・繁殖環境は維

持されると考えられる。

2. I つがい

I つがいの行動圏内にダム堤体が位置することから、飛翔ルート、行動圏が変化す

ると考えられる。
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図 7.2.8-68 ヤマセミ I つがいの行動範囲と事業計画との重ね合わせ結果

ダム洪水調節地
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b) カワセミ

カワセミは、予測地域では 30 つがいが生息している。

行動圏と事業計画が重なるつがいは 3 つがい（Z、AA 及び AB つがい）である。なお、

それ以外の 27 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、

T、U、V、W、X、Y、AC 及び AD つがい）の行動圏及び高利用域は事業計画と重ならな

い。
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図 7.2.8-69

カワセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ
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図 7.2.8-70

カワセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（事業実施区域）
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図 7.2.8-71

カワセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（頭地地区）

ダム洪水調節地
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図 7.2.8-72

カワセミの行動圏と事業計

画との重ね合わせ

（ダム堤体付近）

ダム洪水調節地
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(i) 直接改変

i) 生息環境の改変

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、AB、AC

及び AD つがい

事業計画と行動圏が重複しないカワセミ 28 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、

J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、AB、AC 及び AD つがい）は、行

動圏及び高利用域のいずれについても事業により改変されないことから、生息・繁殖

環境は維持されると考えられる。

2. Z 及び AA つがい

改変区域周辺に生息するカワセミの 2 つがい（Z 及び AA つがい）の行動圏内では、

工事用道路の建設の工事が行われることから、行動圏及び高利用域の一部が改変区域

と重複する。

これらの改変区域はカワセミの生息・繁殖環境は変化する可能性がある。
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表 7.2.8-119 カワセミの行動圏の事業による改変割合

つがい名

行動圏

(面積(ha))
事業による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

A つがい 25.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 16.3 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 21.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 14.8 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 20.5 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 11.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 11.0 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 14.0 5.5 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 19.5 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

J つがい 14.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

K つがい 8.5 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

L つがい 14.8 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

M つがい 21.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0

N つがい 14.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

O つがい 12.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

P つがい 13.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0

Q つがい 12.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

R つがい 13.3 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

S つがい 10.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

T つがい 23.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

U つがい 14.3 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

V つがい 19.3 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

W つがい 13.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

X つがい 11.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Y つがい 10.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Z つがい 19.5 5.5 0.75 3.8 0.5 9.1

AA つがい 14.5 2.8 1.5 10.3 0.0 0.0

AB つがい 4.8 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

AC つがい 4.3 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0

AD つがい 5.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、行動圏又は、高利用域を少しでも含むすべての

メッシュ(50m*50m)を対象としている。
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(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、AC 及び

AD つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地により改変されないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。

2. Z、AA 及び AB つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地とすべてが重複し改変されることから、試験

湛水に伴う一定期間の冠水により生息環境が変化すると考えられる。これら 3 つがい

の営巣地は確認されていないが、行動圏がダム洪水調節地と重複していることから、

試験湛水に伴う一定期間の冠水により繁殖環境が変化する可能性が考えられる。

表 7.2.8-120 カワセミの行動圏のダム洪水調節地による改変割合

つがい名

行動圏 ダム洪水調節地による改変

行動圏

(ha)

高利用域

(ha)

行動圏 高利用域

改変面積(ha) 改変率(%) 改変面積(ha) 改変率(%)

A つがい 25.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 16.3 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 21.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 14.8 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 20.5 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 11.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 11.0 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 14.0 5.5 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 19.5 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

J つがい 14.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

K つがい 8.5 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

L つがい 14.8 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

M つがい 21.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0

N つがい 14.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

O つがい 12.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

P つがい 13.0 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0

Q つがい 12.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

R つがい 13.3 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

S つがい 10.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

T つがい 23.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

U つがい 14.3 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0

V つがい 19.3 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

W つがい 13.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

X つがい 11.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Y つがい 10.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Z つがい 19.5 5.5 19.5 100 5.5 100

AA つがい 14.5 2.8 14.5 100 2.8 100

AB つがい 4.8 2.3 4.5 94.7 2.3 100

AC つがい 4.3 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0

AD つがい 5.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、行動圏又は、高利用域を少しでも含むすべてのメッシュ(50m*50m)を対象としている。
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ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

ダム供用後、ダム洪水調節地は洪水調節に伴い平均で 1 日程度、最大 3 日程度一時

的に冠水する。冠水頻度毎の範囲は、標高約207mまでが 1年に 1回程度、標高約 207m

から約 225m までが 2 年に 1 回程度、標高約 225m から約 240m までが 5 年に 1 回程度で

ある。

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、AC 及び

AD つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地により改変されないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。

2. Z、AA 及び AB つがい

洪水調節によりカワセミZ、AA 及び AB つがいの行動圏内は、冠水期間が平均で 1 日

程度であることから、洪水調節時の一時的な冠水による Z、AA及び ABつがいの生息環

境の変化は小さいと考えられる。一方、これらの 3 つがいの営巣地は確認されていな

いものの、行動圏がダム洪水調節地内に含まれることから、洪水調節に伴う一時的な

冠水により、繁殖環境が変化する可能性が考えられる。

(iii) 直接改変等以外

i) 建設機械の稼働等による生息環境の変化

【工事の実施】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、AB、AC

及び AD つがい

28 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、

V、W、X、Y、AB、AC及び ADつがい）については、行動圏内で工事は実施されない

ことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

2. Z 及び AA つがい

2 つがい（Z 及び AA つがい）については、推定された行動圏内で関連工事の一部が

実施されることから、建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事

用車両の運行により生息・繁殖環境が変化すると考えられる。
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ii) 水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変

化する可能性があると考えられる。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、工事区域周辺の

水域及びダム下流河川における工事中の SS 及び pH は現況と比べ変化は小さいことか

ら、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。 

試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内ではダム堤

体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダム下流河川

では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の SS が増加す

るが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と予測したこと

から、本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増加す

ると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合には、本

種の餌生物の生息環境の変化が考えられるが、SS の変化が予測されたのは水位低下時

の一時的なものであることから、長期的には本種の餌生物の生息は維持されると考え

られる。 

水温については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川において水温が上昇すると予測され、個体数の減少や産卵環境の変化等

が考えられるが、水温の変化が予測されたのは試験湛水時の 1 回に限られることから、

長期的には本種が餌生物とする生物種の生息環境は維持されると考えられる。 

富栄養化については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中のダム

洪水調節地内における COD 及びダム下流河川における BOD の平均値は、ダム建設前

と同程度であり、変化は小さい。 

溶存酸素量については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中の 

ダム洪水調節地内における DO は低下するものの、環境基準値内に収まっており、底

層での嫌気化がみられないことから、試験湛水中の富栄養化及び溶存酸素量の変化に

よる本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

以上のことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種が餌生物とする生物種の生

息環境が変化する可能性が考えられる。

「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内

では SS に大きな変化はみられない。ダム下流では、SS が増加するものの環境基準値

超過日数（10 か年平均値）にダム建設前及びダム建設後の差はみられない。大規模な

出水時には放流水の SS が増加すると予測したが、本種が生息する川辺川合流後の球

磨川（「盆地を流れる川」）においては、ダム建設前及びダム建設後の差はみられな

いことから、供用後の水の濁りの変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境の

変化は小さいと考えられる。

iii) 流況の変化による生息環境の変化

【工事の実施】

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の付着藻類の生育状況が

変化することで、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変化する可能性があると考

えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、試験湛水を実施する

非出水期には付着藻類の剥離や有機物等の掃流が発生するような規模の洪水は発生し

ていないため、試験湛水の実施による本種が餌生物とする生物種の生息環境に大きな

変化がないものと考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種が餌生物とする生物種の生息

環境が変化する可能性があると考えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、供用後はいずれの流

量時においても現況と比べて水位は低下するが、自然裸地や河岸植生が冠水する平均

年最大流量規模の出水の頻度や水位の変化は小さく、ダム建設後も同様に冠水すると

予測され、河岸植生は維持されると考えられる。

iv) 河床の変化による生息環境の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種が餌生物とする生物

種の生息環境が変化する可能性があると考えられる。
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「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及

びダム下流河川の河床高は、供用後 10年間及び 100年間の変化は小さい。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、粒径が大きくなる傾向にあるものの、供用後も、

本種が餌生物とする生物種の生息環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成され、細

粒分の増加もみられないことから、本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小

さいと考えられる。

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。

v) 河川の連続性の変化による生息環境の変化

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、V、W、X、Y、Z、AA、

AB、AC 及び AD つがい

これらのつがいの行動圏内にダム堤体は位置しないことから、生息・繁殖環境の変

化は生じないと考えられる。

c) カワガラス

カワガラスは、予測地域では 63 つがいが生息している。

行動圏と事業計画が重なるつがいは 34 つがい（T、U、V、W、Y、Z、AB、AC、AD、

AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AP、AQ、AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、

AY、BD、BE、BF、BG及びBHつがい）である。なお、それ以外の29つがい（A、B、C、

D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、X、AA、AF、AZ、BA、BB、BC、

BI、BJ 及び BK つがい）の行動圏及び高利用域は事業計画と重ならないことから、生

息・繁殖環境の変化は生じないと考えられる。
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図 7.2.8-73

カワガラスの行動圏と事業

計画との重ね合わせ
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図 7.2.8-74

カワガラスの行動圏と事業

計画との重ね合わせ

（事業実施区域）

ダム洪水調節地
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(i) 直接改変

i) 生息環境の改変

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、X、Z、AA、AD、AE、AF、

AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、AW、AX、AY、AZ、BA、BB、BC、

BD、BF、BG、BH、BI、BJ 及び BK つがい

改変区域と行動圏が重複しないカワガラスの 50 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、

I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、X、Z、AA、AD、AE、AF、AG、AH、AI、AJ、AK、

AL、AN、AO、AR、AT、AV、AW、AX、AY、AZ、BA、BB、BC、BD、BF、BG、BH、BI、BJ 及

び BK つがい）では、行動圏及び高利用域のいずれについても事業により改変されな

いことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

2. T、V、Y、AC、AM、AP、AQ 及び AU つがい

改変区域周辺に生息するカワガラスの 8 つがい（T、V、Y、AC、AM、AP、AQ 及び AU

つがい）の行動圏は、施工設備、斜面安定対策盛土、生活再建対策盛土、付替道路及

び工事用道路の建設の工事、原石の採取の工事等により一部が改変されるが、主要な

生息環境は維持されることから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

3. U、W、AB、AS 及び BE つがい

改変区域周辺に生息するカワガラスの 5 つがい（U、W、AB、AS 及び BE つがい）の

行動圏は、施工設備、斜面安定対策盛土、生活再建対策盛土、付替道路及び工事用道

路の建設の工事、原石の採取の工事等により一部が改変される。

このことから、これらのつがいの生息・繁殖環境が変化すると考えられる。

表 7.2.8-121 カワガラスの行動圏の事業による改変割合（1/3）

つがい名

行動圏

(面積(ha))
事業による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

A つがい 2.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 3.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 5.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 8.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 11.3 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 10.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 10.5 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 10.5 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 7.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

J つがい 4.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

K つがい 6.3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、コアエリアを少しでも含むすべてのメッシュ

(50m*50m)を対象としている。
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表 7.2.8-121(2) カワガラスの行動圏の事業による改変割合（2/3）

つがい名

行動圏

(面積(ha))
事業による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

L つがい 6.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

M つがい 6.5 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

N つがい 4.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

O つがい 5.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

P つがい 2.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

Q つがい 7.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

R つがい 2.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

S つがい 4.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

T つがい 5.5 3.0 1.3 22.7 0.8 25.0

U つがい 11.3 4.0 6.3 55.6 1.5 37.5

V つがい 5.5 1.5 1.3 22.7 0.3 16.7

W つがい 4.0 2.0 2.3 56.3 1.0 50.0

X つがい 3.3 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

Y つがい 5.3 1.5 0.3 4.8 0.0 0.0

Z つがい 7.5 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AA つがい 7.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AB つがい 6.5 2.3 5.3 80.8 2.0 88.9

AC つがい 12.0 2.5 1.3 10.4 0.0 0.0

AD つがい 6.3 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AE つがい 3.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

AF つがい 3.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AG つがい 4.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AH つがい 4.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

AI つがい 3.8 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

AJ つがい 3.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

AK つがい 6.0 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

AL つがい 4.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AM つがい 5.5 1.5 0.8 13.6 0.3 16.7

AN つがい 3.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AO つがい 3.8 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

AP つがい 8.8 1.0 2.0 22.9 0.5 50.0

AQ つがい 7.5 2.5 1.3 16.7 0.0 0.0

AR つがい 4.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AS つがい 6.5 1.5 2.0 30.8 0.0 0.0

AT つがい 7.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AU つがい 5.3 0.8 0.5 9.5 0.3 33.3

AV つがい 2.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AW つがい 6.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

AX つがい 3.8 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AY つがい 6.5 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

AZ つがい 11.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

BA つがい 5.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BB つがい 4.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BC つがい 4.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

BD つがい 4.8 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

BE つがい 5.0 1.3 2.0 40.0 0.3 20.0

BF つがい 7.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BG つがい 4.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、コアエリアを少しでも含むすべてのメッシュ

(50m*50m)を対象としている。
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表 7.2.8-121(3) カワガラスの行動圏の事業による改変割合（3/3）

つがい名

行動圏

(面積(ha))
事業による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

BH つがい 10.5 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BI つがい 4.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

BJ つがい 6.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

BK つがい 4.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、コアエリアを少しでも含むすべてのメッシュ

(50m*50m)を対象としている。

(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、X、AA、AF、AZ、BA、BB、

BC、BI、BJ 及び BK つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地により改変されないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。

2. U、V、W、Y、Z、AB、AC、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AP、AQ、

AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、AY、BD、BE、BF、BG 及び BH つがい

25 つがい（U、V、W、Y、AB、AC、AD、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AQ、AR、

AT、AU、AV、AX、BD、BE、BF 及び BG つがい）については、推定された行動圏内はダ

ム洪水調節地とすべてが重複し改変されることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水

により生息環境が変化すると考えられる。

7 つがい（Z、AE、AM、AP、AS、AW、AY）については、推定された行動圏の一部

（30.0～96.2％）がダム洪水調節地と重複し改変されることから、試験湛水に伴う一

定期間の冠水により生息環境が変化すると考えられる。

1 つがい（BH）については、推定された行動圏内はダム洪水調節地の一部（26.2％）

が重複することから、試験湛水の一時的な冠水により生息環境が変化すると予測した。

しかし、行動圏の多くは改変されずに残存することから、生息・繁殖環境は維持され

ると考えられる。

なお、20 つがい（V、Y、AC、AD、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AQ、AR、AS、

AT、AV、AW、AX 及び BG つがい）については、確認されている営巣地がダム洪水調節

地内に位置していることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水により、生息・繁殖環

境が変化すると考えられる。営巣地が確認されていない 13 つがい（U、W、Z、AB、AE、

AG、AP、AU、AY、BD、BE、BF 及び BH つがい）については、営巣地は確認されていな

いが行動圏がダム洪水調節地内に位置していることから、試験湛水に伴う一定期間の

冠水により繁殖環境が変化すると考えられる。
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表 7.2.8-122 カワガラスの行動圏のダム洪水調節地による改変割合（1/2）

つがい名

行動圏

(面積(ha))
ダム洪水調節地による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

A つがい 2.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

B つがい 3.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0

C つがい 5.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

D つがい 8.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

E つがい 11.3 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0

F つがい 10.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

G つがい 10.5 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0

H つがい 10.5 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

I つがい 7.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0

J つがい 4.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

K つがい 6.3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0

L つがい 6.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

M つがい 6.5 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

N つがい 4.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

O つがい 5.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

P つがい 2.3 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

Q つがい 7.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0

R つがい 2.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

S つがい 4.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

T つがい 5.5 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

U つがい 11.3 4.0 11.3 100 4.0 100

V つがい 5.5 1.5 5.5 100 1.5 100

W つがい 4.0 2.0 4.0 100 2.0 100

X つがい 3.3 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

Y つがい 5.3 1.5 5.3 100 1.5 100

Z つがい 7.5 2.0 2.3 30.0 0.5 25.0

AA つがい 7.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AB つがい 6.5 2.3 6.5 100 2.3 100

AC つがい 12.0 2.5 12.0 100 2.5 100

AD つがい 6.3 0.8 6.3 100 0.8 100

AE つがい 3.5 1.5 3.3 92.9 1.3 83.3

AF つがい 3.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

AG つがい 4.3 2.0 4.3 100 2.0 100

AH つがい 4.3 1.3 4.3 100 1.3 100

AI つがい 3.8 1.5 3.8 100 1.5 100

AJ つがい 3.0 1.5 3.0 100 1.5 100

AK つがい 6.0 2.3 6.0 100 2.3 100

AL つがい 4.0 1.8 4.0 100 1.8 100

AM つがい 5.5 1.5 5.3 95.5 1.5 100

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、コアエリアを少しでも含むすべてのメッシュ

(50m*50m)を対象としている。
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表 7.2.8-122 カワガラスの行動圏のダム洪水調節地による改変割合（2/2）

つがい名

行動圏

(面積(ha))
ダム洪水調節地による改変

行動圏 高利用域

行動圏 高利用域

改変面積

(ha)

改変率

(%)

改変面積

(ha)

改変率

(%)

AN つがい 3.0 1.0 3.0 100 1.0 100

AO つがい 3.8 1.3 3.8 100 1.3 100

AP つがい 8.8 1.0 8.0 91.4 1.0 100

AQ つがい 7.5 2.5 7.5 100 2.5 100

AR つがい 4.0 1.8 4.0 100 1.8 100

AS つがい 6.5 1.5 6.3 96.2 1.5 100

AT つがい 7.8 1.8 7.8 100 1.8 100

AU つがい 5.3 0.8 5.3 100 0.8 100

AV つがい 2.8 0.8 2.8 100 0.8 100

AW つがい 6.0 1.8 5.8 95.8 1.8 100

AX つがい 3.8 1.0 3.8 100 1.0 100

AY つがい 6.5 2.3 6.0 92.3 2.0 88.9

AZ つがい 11.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0

BA つがい 5.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BB つがい 4.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

BC つがい 4.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

BD つがい 4.8 1.0 4.8 100 1.0 100

BE つがい 5.0 1.3 5.0 100 1.3 100

BF つがい 7.0 3.8 7.0 100 3.8 100

BG つがい 4.3 1.0 4.3 100 1.0 100

BH つがい 10.5 2.8 2.8 26.2 1.3 45.5

BI つがい 4.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

BJ つがい 6.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

BK つがい 4.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注)1.行動圏及び高利用域の解析は、コアエリアを少しでも含むすべてのメッシュ

(50m*50m)を対象としている。

ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

ダム供用後、ダム洪水調節地は洪水調節に伴い平均で 1 日程度、最大 3 日程度一時

的に冠水する。冠水頻度毎の範囲は、標高約207mまでが 1年に 1回程度、標高約 207m

から約 225m までが 2 年に 1 回程度、標高約 225m から約 240m までが 5 年に 1 回程度で

ある。

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、X、AA、AF、AZ、BA、BB、

BC、BI、BJ 及び BK つがい

推定された行動圏内はダム洪水調節地により改変されないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。
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2. U、V、W、Y、Z、AB、AC、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AP、AQ、

AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、AY、BD、BE、BF、BG 及び BH つがい

洪水調節によりカワガラス 33 つがい（U、V、W、Y、Z、AB、AC、AD、AE、AG、AH、

AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AP、AQ、AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、AY、BD、BE、

BF、BG 及び BH つがい）の行動圏内は、冠水期間が平均で 1 日程度であることから、

洪水調節時の一時的な冠水による生息環境の変化は小さいと考えられる。

一方、5 つがい（V、Y、AC、AD 及び AI つがい）の営巣地は 2 年に 1 回程度の洪水

で、3 つがい（AL、AM 及び AN つがい）の営巣地は 5 年に 1 回程度の洪水で、6 つがい

（AH、AJ、AR、AT、AV 及び BD つがい）の営巣地は 10 年に 1 回程度の洪水で、4 つが

い（AK、AO、AQ及びAWつがい）の営巣地は15年に1回程度の洪水で、3つがい（AX、

AU 及び BG つがい）は 15 年に 1 回の洪水よりも頻度の低い洪水でそれぞれ冠水するこ

とから、繁殖環境が変化すると考えられる。なお、12 つがい（U、W、Z、AB、AE、AG、

AP、AS、AY、BE、BF 及び BH つがい）の営巣地は確認されていないものの、行動圏が

ダム洪水調節地内に含まれていることから、洪水調節による一時的な冠水により営巣

地が冠水する可能性があることから、繁殖環境が変化すると考えられる。

(iii) 直接改変等以外

i) 建設機械の稼働等による生息環境の変化

【工事の実施】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、X、Z、AA、AD、AE、AF、

AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、AW、AX、AY、AZ、BA、BB、BC、

BD、BF、BG、BH、BI、BJ 及び BK つがい

50 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、X、Z、

AA、AD、AE、AF、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、AW、AX、AY、AZ、

BA、BB、BC、BD、BF、BG、BH、BI、BJ 及び BK つがい）については、行動圏内で関連

工事は実施されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

2. T、U、V、W、Y、AB、AC、AM、AP、AQ、AS、AU 及び BE つがい

13つがい（T、U、V、W、Y、AB、AC、AM、AP、AQ、AS、AU及び BEつがい）について

は、推定された行動圏内で関連工事の一部が実施されることから、建設機械の稼働に

伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により生息・繁殖環境が変

化すると考えられる。
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ii) 水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変

化する可能性があると考えられる。 

試験湛水以外の期間は、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、工事区域周辺の

水域及びダム下流河川における工事中の SS 及び pH は現況と比べ変化は小さいことか

ら、工事の実施に伴う水の濁り等の変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。 

試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内ではダム堤

体直上流を除きダム建設前と比べ同程度と予測し、ダム堤体直上流及びダム下流河川

では試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放流水の SS が増加す

るが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ同程度と予測したこと

から、本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。放流水の SS が増加す

ると予測した試験湛水期間が短い年と同様の流況で試験湛水を実施した場合には、本

種の餌生物の生息環境の変化が考えられるが、SS の変化が予測されたのは水位低下時

の一時的なものであることから、長期的には本種の餌生物の生息は維持されると考え

られる。 

水温については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川において水温が上昇すると予測され、個体数の減少や産卵環境の変化等

が考えられるが、水温の変化が予測されたのは試験湛水時の 1 回に限られることから、

長期的には本種が餌生物とする生物種の生息環境は維持されると考えられる。 

富栄養化については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中のダム

洪水調節地内における COD 及びダム下流河川における BOD の平均値は、ダム建設前

と同程度であり、変化は小さい。 

溶存酸素量については、「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、試験湛水中の 

ダム洪水調節地内における DO は低下するものの、環境基準値内に収まっており、底

層での嫌気化がみられないことから、試験湛水中の富栄養化及び溶存酸素量の変化に

よる本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

以上のことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種が餌生物とする生物種の生

息環境が変化する可能性が考えられる。

「7.2.4 水質」の予測結果に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内

では SS に大きな変化はみられない。ダム下流では、SS が増加するものの環境基準値

超過日数（10 か年平均値）にダム建設前及びダム建設後の差はみられない。大規模な

出水時には放流水の SS が増加すると予測したが、本種が生息する川辺川合流後の球

磨川（「盆地を流れる川」）においては、ダム建設前及びダム建設後の差はみられな

いことから、供用後の水の濁りの変化による本種が餌生物とする生物種の生息環境の

変化は小さいと考えられる。

iii) 流況の変化による生息環境の変化

【工事の実施】

試験湛水の貯水位上昇時に、放流量の減少に伴い下流河川の付着藻類の生育状況が

変化することで、本種が餌生物とする生物種の生息環境が変化する可能性があると考

えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、試験湛水を実施する

非出水期には付着藻類の剥離や有機物等の掃流が発生するような規模の洪水は発生し

ていないため、試験湛水の実施による本種が餌生物とする生物種の生息環境に大きな

変化がないものと考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種が餌生物とする生物種の生息

環境が変化する可能性があると考えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、供用後はいずれの流

量時においても現況と比べて水位は低下するが、自然裸地や河岸植生が冠水する平均

年最大流量規模の出水の頻度や水位の変化は小さく、ダム建設後も同様に冠水すると

予測され、河岸植生は維持されると考えられる。

iv) 河床の変化による生息環境の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種が餌生物とする生物

種の生息環境が変化する可能性があると考えられる。

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及

びダム下流河川の河床高は、供用後 10年間及び 100年間の変化は小さい。ダム洪水調
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節地内及び下流河川の河床材料は、粒径が大きくなる傾向にあるものの、供用後も、

本種が餌生物とする生物種の生息環境となる石、礫を含む様々な粒径で構成され、細

粒分の増加もみられないことから、本種が餌生物とする生物種の生息環境の変化は小

さいと考えられる。

以上のことから、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化に伴う本種の生息環境

の変化は小さいと考えられる。

v) 河川の連続性の変化による生息環境の変化

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

1. A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、U、V、W、X、Y、Z、AA、AB、

AC、AD、AE、AF、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、AP、AQ、AR、AS、AT、

AU、AV、AW、AX、AY、AZ、BA、BB、BC、BD、BE、BF、BG、BH、BI、BJ 及び BK つが

い

これらの 62 つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、

U、V、W、X、Y、Z、AA、AB、AC、AD、AE、AF、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、AN、AO、

AP、AQ、AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、AY、AZ、BA、BB、BC、BD、BE、BF、BG、BH、

BI、BJ 及び BK つがい）の行動圏内にダム堤体は位置しないことから、生息・繁殖環

境は維持されると考えられる。

2. T つがい

T つがいの行動圏内にダム堤体が位置するが、行動圏はダム堤体を挟んで位置して

いないことから、ダム上下流への飛行ルートは変化せず、生息環境は維持されると考

えられる。
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図 7.2.8-75 カワガラス T つがいの行動範囲と事業計画との重ね合わせ結果

ダム洪水調節地
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(c) 上位性(河川域)のまとめ

上位性(河川域)の視点から注目される種であるヤマセミ 10 つがい、カワセミ 27 つ

がい及びカワガラス 29 つがいについては、行動圏は直接改変及びダム洪水調節地と

重複しないことから、事業による生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。

ヤマセミ 3 つがい（J、L 及び M つがい）は直接改変により行動圏の一部が改変区域

と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は

小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試

験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変さ

れる。これらのつがいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置していることから、試験

湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化

すると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環

境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくな

る可能性が考えられる。

ヤマセミ 1 つがい（I つがい）については、直接改変により行動圏の一部が改変区

域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化

は小さいと考えられる。ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水

に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変されるが、

主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）について

は、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられ、

直接改変等以外の影響（河川の連続性の変化）については、ダム堤体により飛翔ルー

トや行動圏が変化すると考えられる。

一方、直接改変等以外の影響（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）による餌

生物である魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、これらの変化による各つがい

の餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、ヤマセミ 4 つがいについては、生息・繁殖環境が変化すると考

えられる。

カワセミ 2 つがい（Z 及び AA つがい）は直接改変により、行動圏の一部が改変区域

と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は

小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期

間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これらのつが

いの未確認の営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置している可能性があることか

ら、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環

境が変化する可能性があると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械

の稼働等による生息環境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的に生息

環境として適さなくなる可能性が考えられる。
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カワセミ 1 つがい（AB つがい）は直接改変による行動圏の改変されないことから、

生息・繁殖環境は維持されると考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境について

は、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が

改変される。これらのつがいの未確認の営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置し

ている可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一

時的な冠水により、繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。一方、直接改変

等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化、水質の変化、流況の変化及

び河床の変化）については、餌生物である魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、

これらの変化による各つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、カワセミ 3 つがいについては、生息・繁殖環境が変化すると考

えられる。

カワガラス 5 つがい（U、W、AB、AS 及び BE つがい）は直接改変により行動圏の一

部が改変区域と重複しており、これらの改変区域はカワガラスの生息環境として適さ

なくなる可能性がある。ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水

に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。

これらのつがいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置している又は、位置している可

能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠

水により、繁殖環境が変化すると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設

機械の稼働等による生息環境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設機械の稼

働等により、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が

考えられる。

カワガラス 1 つがい（T つがい）は直接改変により、行動圏の一部が改変区域と重

複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さ

いと考えられる。ダム洪水調節地の環境により行動圏は改変されないことから、生

息・繁殖環境は維持されると考えられる。直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等

による生息環境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等により、

工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。

また、直接改変等以外の影響（河川の連続性の変化）については、行動圏内にダム堤

体が位置するが、ダム堤体を挟んで位置していないことから、ダム上下流への飛行

ルートは変化せず、生息環境は維持されると考えられる。

カワガラス 7 つがい（V、Y、AC、AM、AP、AQ 及び AU つがい）は直接改変により、

行動圏の一部が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから

生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境につい

ては、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏

が改変される。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地はダム洪水調節地内に位

置している又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠
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水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。さら

に、直接改変等以外の影響により、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等により、工

事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。

カワガラス 20 つがい（Z、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、

AW、AX、AY、BD、BF 及び BG つがい）は直接改変による行動圏の改変されないことか

ら、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境につ

いては、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動

圏が改変される。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地はダム洪水調節地内に

位置している又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の

冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。

カワガラス 1 つがい（BH つがい）は直接改変による行動圏の改変されないことから、

生息・繁殖環境は維持されると考えられる。ダム洪水調節地の環境については、試験

湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏の一部が改

変されるが、行動圏の多くは改変されないが、本つがいの未確認の営巣地はダム洪水

調節地内に位置している又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う

一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考え

られる。

一方、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化、水質の変

化、流況の変化及び河床の変化）については、餌生物の生息環境が変化すると考えら

れたが、これらの変化による各つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられ

る。

これらのことから、カワガラス 34 つがいについては、生息・繁殖環境が変化する

と考えられる。

これらのことから、上位性(河川域)からみた地域を特徴づける生態系に変化が生じ

ると考えられる。
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(2) 典型性

1) 陸域

(a) 予測の手法

予測対象とする影響要因は、表 7.2.8-123 に示すとおりであり、影響要因は「工事

の実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分けた。また、予測対象は、「ス

ギ・ヒノキ植林及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性」及び

「広葉樹林（二次林）及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性」

とした。

表 7.2.8-123 予測対象とする影響要因

影響要因

工事の実施 ・ダムの堤体の工事

・原石の採取の工事

・施工設備及び工事用道路の設置の工事

・建設発生土の処理の工事

・道路の付替の工事

・試験湛水の実施

土地又は工作物の

存在及び供用

・ダムの堤体の存在

・原石山の跡地の存在

・建設発生土処理場の跡地の存在

・道路の存在

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在

a) 予測の基本的な手法

予測の基本的な手法は、工事の実施内容及びダム堤体等の存在及び供用と生息・

生育・繁殖環境の状況等を踏まえ、生息・生育・繁殖環境の改変の程度を勘案し、

典型性の視点から注目される動植物の種又は生物群集への環境影響について、事例

の引用又は解析によった。

事業が生態系の典型性(陸域)へ及ぼす影響要因は、「工事の実施」では、ダムの堤

体の工事、付替道路の設置工事、試験湛水の実施等、「土地又は工作物の存在及び供

用」ではダムの堤体の存在、ダムの供用等が考えられる。これらによる影響を「直接

改変注)1」、「ダム洪水調節地の環境注)2」に分けた。

注)1.直接改変では土地の改変等のような生息・生育・繁殖環境の直接的な改変による影響を取扱う。

2.ダム洪水調節地の環境では試験湛水に伴う一定期間の貯水及び洪水調節に伴う一時的な貯水によるダ

ム洪水調節地の環境の変化による影響を取扱う。
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(i) 直接改変 

予測にあたっては、陸域の環境類型区分である「スギ・ヒノキ植林」、「広葉

樹林（二次林）」をそれぞれ工事計画に重ね合わせることにより、改変の程度を

把握し、環境類型区分への影響を予測した。 

なお、「工事の実施」における生息・生育・繁殖環境の改変と「土地又は工作

物の存在及び供用」における生息・生育・繁殖環境の改変については、いずれの

時点において生ずる影響であっても、生息・生育・繁殖環境の改変という観点か

らは違いはないと考えられる。このことから、両者を合わせて予測した。 

 

(ii) ダム洪水調節地の環境 

「工事の実施」では、試験湛水に伴うダム洪水調節地内の冠水日数と植生図と

重ね合わせ、湛水範囲に生育する樹種の耐冠水性と標高ごとの冠水日数に基づき、

植生の変化が考えられる面積を算出することで洪水調節に伴う植生の変化の程度

を把握し、影響を予測した。予測は、植物の冠水に対する耐性に関する知見に基

づいて行った。 

「土地又は工作物の存在及び供用」では、ダム洪水調節地の植生が回復した時

点において洪水調節に伴うダム洪水調節地内の冠水日数と植生図を重ね合わせ、

湛水範囲に生育する樹種の耐冠水性と標高ごとの冠水日数に基づき、植生の変化

が考えられる面積を算出することで洪水調節に伴う植生の変化の程度を把握し、

影響を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.8-76 試験湛水による植生への影響検討フロー 

 

①調査範囲内の植生の把握 

②ダム洪水調節地内の植生の抽出 
（試験湛水による影響を受ける範囲） 

④試験湛水シミュレーション 
による標高別の冠水日数の算出 

③群落の耐冠水日数の算出 

⑤試験湛水による影響の検討 
試験湛水に伴う一定期間の冠水による 

植生への影響面積の算出 
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b) 予測地域

予測地域は、調査地域のうち、動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特

性を踏まえて注目種等に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域とし

た。影響要因毎の予測地域を表 7.2.8-124 に示す。

c) 予測対象時期等

予測対象時期は、動植物その他の自然環境の特性並びに典型性の視点から注目さ

れる動植物の種又は生物群集の特性を踏まえて、典型性の視点から注目される動植

物の種又は生物群集に係る工事期間の環境影響を的確に把握できる時期とした。影

響要因毎の予測対象時期を表 7.2.8-124 に示す。

表 7.2.8-124 直接改変並びにダム洪水調節地の環境に係る典型性（陸域）の予測手法

項目

影響要因
予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等

工事の実施 直接改変 陸域の環境類型区分である
「スギ・ヒノキ植林」、
「広葉樹林（二次林）」を
それぞれ工事計画に重ね合
わせることにより、改変の
程度を把握し、環境類型区
分への影響を予測した。

川辺川の流水型ダム集
水域及びその周辺の区
域

全ての改変区域が
改変された状態で
ある時期を想定
し、その時期とし
た。

ダム洪水調
節地の環境

ダム洪水調節地内の冠水日
数を整理し、植生図と重ね
合わせることで試験湛水に
伴う植生の変化の程度を把
握し、影響を予測した。

ダム洪水調節地 試験湛水終了後に
ダム洪水調節地の
植生に変化が生じ
る時期を想定し、
その時期とした。

土地又は工作物
の存在及び供用

直接改変 陸域の環境類型区分である
「スギ・ヒノキ植林」、
「広葉樹林（二次林）」を
それぞれ工事計画に重ね合
わせることにより、改変の
程度を把握し、環境類型区
分への影響を予測した。

川辺川の流水型ダム集
水域及びその周辺の区
域

全ての改変区域が
改変された状態で
ある時期を想定
し、その時期とし
た。

ダム洪水調
節地の環境

ダム洪水調節地内の冠水日
数を整理し、植生図と重ね
合わせることで洪水調節に
伴う植生の変化の程度を把
握し、影響を予測した。

ダム洪水調節地 ダム供用後にダム
洪水調節地の植生
が回復した時期を
想定し、その時期
とした。
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(b) 予測結果

a) 直接改変

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】

陸域の生態系の特徴を典型的に現す生息・生育・繁殖環境である「スギ・ヒノキ植

林」及び「広葉樹林（二次林）」の事業による改変の程度を表 7.2.8-125 に、典型性

(陸域)と事業計画の重ね合わせ結果を図 7.2.8-77 に示す。

事業の実施に伴い、「スギ・ヒノキ植林」は約11.0ha(改変率:約0.04%)、「広葉樹

林（二次林）」は約 15.3ha(改変率:約 0.15%)が改変される。

表 7.2.8-125 陸域の典型的な生息・生育・繁殖環境の改変の程度

環境類型区分
予測対象面積

(ha)

改変が生じる区域

（ha）

改変が生じる割合

（%）

スギ・ヒノキ植林 28,631.4 11.0 0.04

広葉樹林（二次林） 9,967.0 15.3 0.15

注)1.事業の実施により改変される面積は、ダム堤体、原石山、施工設備、斜面安定対策盛土、生活再建

対策盛土、付替道路、工事用道路により改変される陸域の典型的な生息・生育・繁殖環境の面積を算

出した。

(i) スギ・ヒノキ植林

「スギ・ヒノキ植林」は、事業の実施により、ダム堤体や付替道路、ダム洪水調

節地等の出現する範囲が、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育・繁殖

環境として適さなくなると考えられる。しかし、改変が生じる面積は 11.0ha（改変

率：約 0.04%）と小さく、大部分が残存し、森林の階層構造及び植生の分布状況に変

化は生じないことから、そこに生息・生育する生物群集の構成にも大きな変化はな

いと考えられる。

事業の実施に伴い改変される環境は、流域全体の山腹斜面に広くまとまりをもっ

て分布する「スギ・ヒノキ植林」の辺縁部である。「スギ・ヒノキ植林」は、草本

層の葉、芽等を食べるノウサギや、植物の種子や根茎、昆虫類を餌とするアカネズ

ミ属等の哺乳類、林内の果実、種子、昆虫類を餌とする針葉樹を好むヒガラ等の鳥

類、森林で見られるコバケデオネスイ、アズマオオズアリ等の昆虫類の生息環境と

なっている。スギ植林は沢や窪地沿いの土壌水分や湿度が高い場所に植栽されてい

ることもあり、両生類の良好な生息場所としての機能を持つ。また、針葉樹を嗜好

する種も確認されており、多様な動物の繁殖場所、採餌場所等の機能を有している

が、改変される環境の周辺には、「スギ・ヒノキ植林」が広く存在する。さらに、

残存する区域においては、森林の階層構造及び植生の分布状況に変化は生じない。

このように、「スギ・ヒノキ植林」は大部分が残存し、森林の階層構造及び植生

の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育・繁殖する生物群集の構

成にも大きな変化はないと考えられる。
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(ii) 広葉樹林(二次林)

「広葉樹林（二次林）」は、事業の実施により、ダム堤体や付替道路、ダム洪水

調節地等の出現する範囲が、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育・繁

殖環境として適さなくなると考えられる。しかし、改変が生じる面積は 15.3ha(改変

率:約 0.15%)と小さく、大部分が残存し、森林の階層構造及び植生の分布状況に変化

は生じないことから、そこに生息・生育する生物群集の構成にも大きな変化はない

と考えられる。

事業の実施に伴い改変される環境は、流域全体の山地の山腹斜面に広く分布する

「広葉樹林（二次林）」の辺縁部である。「広葉樹林（二次林）」は、主に果実、

植物の葉、花、種子などを食べるニホンザルや、果実、小動物、昆虫等を餌とし、

樹上も利用するテン等の哺乳類、ミミズ、昆虫、甲殻類などを食べるシロハラ、広

く林に生息するシジュウカラ、メジロ、渓流沿いの森林を好むツツドリ等の鳥類、

森林を好むホホグロオビキンバエ、ベッコウヒラタシデムシ、センチコガネ等の昆

虫類等、森林を選好する種、樹冠部を利用する種、林縁等の多様な環境を好む種の

生息場所、採餌場所、繁殖場所、隠れ場所等の機能を有しているが、改変される環

境の周辺には、「広葉樹林（二次林）」が広く存在する。さらに、残存する区域に

おいては、森林の階層構造及び植生の分布状況に変化は生じない。

このように、「広葉樹林（二次林）」は大部分が残存し、森林の階層構造及び植

生の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育・繁殖する生物群集の

構成にも大きな変化はないと考えられる。
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図 7.2.8-77

典型性(陸域)と事業計画の

重ね合わせ結果
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b) ダム洪水調節地の環境

(i) ダム洪水調節地内の植生の概要

ダム洪水調節地の植生の概要を表 7.2.8-126 に、標高別の植生面積を表

7.2.8-127 に示す。

ダム洪水調節地内で面積の大きい植生は、アラカシ群落（約 105ha）及びヌルデ－

アカメガシワ群落（約 78ha）で、全体の約 8 割程度を占める。

表 7.2.8-126 ダム洪水調節地の植生

基本分類 群落名
群落面積

(ha)

ヤナギ高木林 オオタチヤナギ群落 0.28

その他の低木林 メダケ群集 1.13

ネザサ群落 1.09

ノイバラ群落 0.01

落葉広葉樹林 ケヤキ群落 16.03

クヌギ群落 0.10

ヌルデ－アカメガシワ群落 77.76

ムクノキ-エノキ群集 3.17

常緑広葉樹林 アラカシ群落 105.23

ツブラジイ群落 4.52

常緑針葉樹林 アカマツ群落 0.04

植林地（竹林） モウソウチク植林 1.64

ホテイチク植林 0.53

ハチク植林 1.90

ヤダケ植林 0.17

植林地

（スギ・ヒノキ）

スギ・ヒノキ植林 6.40

植林地（その他） 植栽樹林群 1.21

アカマツ植林 0.73

草本群落 オオブタクサ群落、カラムシ群落、セイタカアワダ

チソウ群落、ナガバヤブマオ-ダンドボロギク群

落、クズ群落、ツルヨシ群落、メリケンカルカヤ群

落、シナダレスズメガヤ群落、ススキ群落、チガヤ

群落

18.36

計 240.30
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表 7.2.8-127 標高別の植生面積

標高の範囲
植生面積

面積（ha） 面積割合（%）

270～280m 50.36 20.96%

260～270m 47.44 19.74%

250～260m 44.06 18.34%

240～250m 29.51 12.28%

230～240m 24.56 10.22%

220～230m 18.29 7.61%

210～220m 14.49 6.03%

200～210m 9.20 3.83%

190～200m 2.32 0.97%

190m 以下 0.06 0.03%

(ii) 群落の耐冠水日数

文献から植物の耐冠水情報を収集し、群落の優占種の耐冠水日数を、その群落の

耐冠水日数として設定した。群落の耐冠水日数の設定の考え方は以下のとおりであ

る。

【群落の耐冠水日数の設定】

1）群落の耐冠水日数は、群落の優占樹種の耐冠水日数を群落の耐冠水日数とした。

2）植物の冠水位置は「樹冠」と「根元」を設定し、それぞれの耐冠水日数を整理

した。

3）根元耐冠水日数は、文献から得られた日数のうち一番短い日数を採用した。

4）樹冠耐冠水日数は、文献から得られた日数のうち一番短い日数を採用した。

アラカシ群落：根元耐冠水日数より長いため、根元耐冠水日数と同じ日数

（60 日）とした

オオタチヤナギ群落、メダケ群集、ネザサ群落、ノイバラ群落：

樹冠耐冠水日数の情報がないため、文献 2 で、根元と樹冠の耐冠水日数の比

が最も小さいケヤキ群落の根元と樹冠の耐冠水日数の比（0.33）を、根元耐

冠水日数の値に乗じて算出した（小数点以下切捨て）。

5）文献に記載のない種は、生態的特徴が類似する近縁種を参考に設定した。

6）耐冠水情報がない草本群落は、耐冠水日数を１日とした。



7.2.8-248

表 7.2.8-128 群落の耐冠水日数

文献)1.植物の耐冠水性について（続報）ダム水源地環境技術調査研究所所報(白井明夫、岩見洋一 平成 22

年）

2.ダム湖岸緑化の手引き（案）（国土交通省 河川局 河川環境課 平成 18 年）

3.三春ダム試験湛水が斜面の植物群落の組成に与えた影響 植生学会誌 20（浅見和弘、影山奈美子、

伊藤尚敬 平成 15 年）

4.江川ダムの貯水池上流端堆砂部に見られたヤナギ群落の生育環境と発達過程 ダム工学会誌 17(2)

（浅見和弘、丸谷成、田野弘明、酒井進 平成 19 年）

文献1 文献3 文献4
根元 樹冠 根元 根元 樹冠 根元 根元

ヤナギ高木林 オオタチヤナギ群落 100 33 - - - - 100 12
その他の低木林 メダケ群集 37 12 - - - ＜37 - 4

ネザサ群落 37 12 - - - ＜37 - 3
ノイバラ群落 143 47 - - - 143 - 2

落葉広葉樹林 ケヤキ群落 90 30 130 90 30 - - 16
クヌギ群落 150 150 - 150 150 - - 12
ヌルデ－アカメガシワ群落 10 10 10 10 ＜10 - - 9
ムクノキ-エノキ群集 90 30 - 90 30 - - 13

常緑広葉樹林 アラカシ群落 60 60 60 90 90 - - 14
ツブラジイ群落 30 30 - 30 30 - - 17

常緑針葉樹林 アカマツ群落 30 10 60 30 ＜10 - - 15
植林地（竹林） モウソウチク植林 30 30 50 30 30 - - 18

ホテイチク植林 30 30 50 30 30 - - 7
ハチク植林 30 30 50 30 30 - - 7
ヤダケ植林 30 30 50 30 30 - - 3

植林地（スギ・ヒノキ） スギ・ヒノキ植林 30 30 100 30 30 - - 19
植林地（その他） 植栽樹林群 10 10 - 10 10 - - 12

アカマツ植林 30 10 60 30 ＜10 - - 15

草本群落 1 - - - - - - -

木本群落

オオブタクサ群落、カラムシ群落、セイタカアワダチソウ群落、ナガバヤブ
マオ-ダンドボロギク群落、クズ群落、ツルヨシ群落、メリケンカルカヤ群
落、シナダレスズメガヤ群落、ススキ群落、チガヤ群落

分類 群落
耐冠水日数の

設定値
文献による耐冠水日数

樹高
（m）文献2
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(iii) 標高別の冠水日数の算出

試験湛水シミュレーション結果（9/21 開始）をもとに、標高別の冠水日数を算出

した。

図 7.2.8-78 試験湛水シミュレーション結果

表 7.2.8-129 標高別の冠水日数

冠水する標高の範囲

冠水日数（日）

試験湛水期間

が長い年

（令和 2 年）

試験湛水期間

が中間の年

（平成 24 年）

試験湛水期間

が短い年

（平成 30 年）

280m(S.W.L) 1 1 1

270m 130 29 14

260m 161 56 20

250m 178 81 24

240m 185 94 27

230m 189 101 34

220m 193 107 39

210m 196 110 42

200m 199 113 44

190m 201 115 46

189m 以下 201 115 46

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

280

290

7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1

貯
水

位
（

EL
m
）

川辺川の流水型ダム貯水位

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

令和2年

令和3年

サーチャージ水位 EL280m

開始水位 EL184m

出水期 6/11～9/20

九折瀬洞口河床高 EL270m
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(iv) 予測結果

【工事の実施】試験湛水に伴う一定期間の冠水

試験湛水に伴う一定期間の冠水による各群落の影響面積は、各群落の根元冠水及

び樹冠冠水による影響面積を算出し、影響の大きい値を採用した。樹冠部の冠水日

数は、根元標高に群落高を加算することで算出した。

(ア)ダム洪水調節地の環境

予測の結果、ダム洪水調節地の植生面積（240.3ha）のうち、試験湛水期間が中間

の年（平成 24 年）には約 73%（175.2ha）、試験湛水期間が長い年（令和 2 年）には

約 96%（230.7ha）、試験湛水期間が短い年（平成 30 年）には約 40%（95.8ha）の植

生が変化すると考えられる。

表 7.2.8-130 試験湛水に伴うダム洪水調節地の植生の変化

環境類型区分
試験湛水

期間

環境類型区分

の面積（ha）

植生が変化

する面積

（ha）

植生が変化

する割合（%）

ダム洪水調節地

長い年

240.3

230.7 96.0

中間の年 175.2 72.9

短い年 95.8 39.9

試験湛水終了後、冠水日数が比較的長い低標高の範囲は、植生の変化の程度が比

較的大きい可能性が考えられる。一方、冠水日数が短い高標高の一部の範囲は、ア

ラカシ群落等の現植生が維持される可能性が考えられる。

試験湛水終了後に変化が生じた植生については、試験湛水前の植生基盤が残存す

ること、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、草本群

落や低木群落を中心とする植生に比較的短期で遷移する可能性が考えられる。時間

の経過とともに植生遷移が進行し、元の植生の状況や立地状況に応じて草地や低木

林になり、長期的にみると森林となっていくと考えられる。

図 7.2.8-79 試験湛水後の植生遷移の模式図



7.2.8-251

(イ)スギ・ヒノキ植林

予測の結果、ダム洪水調節地の「スギ・ヒノキ植林」は、試験湛水期間が中間の

年（平成 24 年）には約 62%（4.0ha）、試験湛水期間が長い年（令和 2 年）には約

86%（5.5ha）、試験湛水期間が短い年（平成 30 年）には約 13%（0.8ha）の植生が変

化すると考えられる。

表 7.2.8-131 試験湛水に伴う環境類型区分の植生の変化（ダム洪水調節地）

環境類型区分
試験湛水

期間

環境類型区分

の面積（ha）

植生が変化

する面積

（ha）

植生が変化

する割合（%）

スギ・ヒノキ植林

長い年

6.4

5.5 86.2

中間の年 4.0 62.0

短い年 0.8 13.1

(ウ)広葉樹林（二次林）

予測の結果、ダム洪水調節地の「広葉樹林（二次林）」は、試験湛水期間が中間

の年（平成 24 年）には約 92%（75.9ha）、試験湛水期間が長い年（令和 2 年）には

約 99.5%（82.0ha）、試験湛水期間が短い年（平成 30年）には約 85%（69.7ha）の植

生が変化すると考えられる。

表 7.2.8-132 試験湛水に伴う環境類型区分の植生の変化（ダム洪水調節地）

環境類型区分
試験湛水

期間

環境類型区分

の面積（ha）

植生が変化

する面積

（ha）

植生が変化

する割合（%）

広葉樹林（二次林）

長い年

82.4

82.0 99.5

中間の年 75.9 92.2

短い年 69.7 84.6
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【土地又は工作物の存在及び供用】洪水調節による一時的な冠水

ダム洪水調節地内は、試験湛水に伴い一定期間湛水域が形成され、試験湛水終了

後には、陸域が出現する。これらの環境は、試験湛水による影響が生じた後、出水

時に繰り返される冠水により、事業実施前と比較して変化する可能性があると考え

られる。

洪水調節時の貯水位を表 7.2.8-133 に示す。

予測の結果、洪水調節時には表 7.2.8-133 に示す範囲で一時的な冠水が生じるが、

既往の実績洪水のシミュレーション結果によると、ダム供用後、ダム洪水調節地の

植生が回復した時点において、洪水調節時に伴う一時的な冠水は平均で 1 日程度、

最大 3 日程度（図 7.2.8-80）であり、樹種の最短の耐冠水日数（10 日程度）を考慮

すると、ダム洪水調節地の植生への影響は小さいと考えられる。

これらのことから、試験湛水後、長期的には森林等の植生へ遷移すると考えられ、

陸域の生態系の特徴を典型的に現す生息・生育・繁殖環境である「スギ・ヒノキ植

林」及び「広葉樹林（二次林）」における生物群集の生息・生育・繁殖環境は維持

されると考えられる。

表 7.2.8-133 洪水調節時の貯水位

洪水規模 貯水位

既往最大の洪水 約 268m

15 年に 1 回程度の洪水 約 262m

10 年に 1 回程度の洪水 約 256m

5 年に 1 回程度の洪水 約 240m

2 年に 1 回程度の洪水 約 225m

1 年に 1 回程度の洪水 約 207m

図 7.2.8-80 洪水調節時の貯水時間
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(v) まとめ

予測の結果、試験湛水に伴い、冠水日数が比較的長い低標高の範囲は、植生の変

化の程度が比較的大きい可能性が考えられる。一方、冠水日数が短い高標高の一部

の範囲は、アラカシ群落等の現植生が維持される可能性が考えられる。

試験湛水終了後に変化が生じた植生については、試験湛水前の植生基盤が残存す

ること、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できることから、草本群

落や低木群落を中心とする植生に比較的短期に遷移する可能性が考えられる。

また、洪水調節時には一時的な冠水が生じるが、既往の実績洪水のシミュレー

ション結果から、平均で１日程度であることから、樹種の最短の耐冠水日数（10 日

程度）を考慮すると、ダム洪水調節地の植生への影響は小さいと考えられる。

このことから、ダム洪水調節地内の植生は長期的には森林等へ遷移すると考えら

れ、陸域の生態系の特徴を典型的に現す生息・生育・繁殖環境である「スギ・ヒノ

キ植林」及び「広葉樹林（二次林）」における生物群集の生息・生育・繁殖環境は

維持されると考えられる。

(c) 典型性(陸域)のまとめ

陸域生態系への影響を、地域に代表的な生物群集及びその生息・生育・繁殖環境の

保全が地域の生態系の保全の指標になるという観点から予測した。

その結果、「スギ・ヒノキ植林」、「広葉樹林(二次林)」は維持されると考えられ

る。また、哺乳類の移動は維持されると考えられることから、地域の生態系は維持さ

れると考えられる。
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2) 河川域

(a) 予測の手法

予測対象とする影響要因は表 7.2.8-134 に示すとおりであり、影響要因は「工事の

実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分けた。また、予測対象は、「渓流的

な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水

域」とした。

表 7.2.8-134 予測対象とする影響要因

影響要因

工事の実施 ・ダムの堤体の工事

・原石の採取の工事

・施工設備及び工事用道路の設置の工事

・建設発生土の処理の工事

・道路の付替の工事

・試験湛水の実施

土地又は工作物の存

在及び供用

・ダムの堤体の存在

・原石山の跡地の存在

・建設発生土処理場の跡地の存在

・道路の存在

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在

事業が生態系の典型性(河川域)へ及ぼす影響要因は、「工事の実施」では、ダムの

堤体の工事、施工設備及び工事用道路の設置工事等及び試験湛水の実施、「土地又は

工作物の存在及び供用」ではダムの堤体の存在、ダムの供用等が考えられる。これら

による影響を「直接改変注)1」、「ダム洪水調節地の環境注)2」、「直接改変等以外注)3」

に分けた。

直接改変としては、事業に伴うダム堤体等の存在等による環境類型区分の改変の程

度を把握し、環境類型区分への影響を予測した。

ダム洪水調節地の環境としては、試験湛水に伴う一定期間の冠水によるダム洪水調

節地の環境の変化及び「土地又は工作物の存在及び供用」における洪水調節に伴う一

時的な冠水によるダム洪水調節地の環境の変化による影響を予測した。

直接改変等以外では、工事区域及びダム下流河川における水質の変化、流況の変化、

河床の変化及び河川の連続性の変化による影響を予測した。

なお、「工事の実施」並びに「土地又は工作物の存在及び供用」の水質の変化に伴

う典型性(河川域)の影響予測は、「水質」の予測結果を用いて行い、「水質」におけ

る環境保全措置を前提とした場合の予測結果を用いた。

注)1.直接改変では土地の改変等のような生息・生育・繁殖環境の直接的な改変による影響を取扱う。

2.ダム洪水調節地の環境では試験湛水に伴う一定期間の貯水及び洪水調節に伴う一時的な貯水によるダ

ム洪水調節地の環境の変化による影響を取扱う。

3.直接改変等以外では、改変に伴う土砂による水の濁りの影響のような、生息・生育・繁殖環境の直接

的な改変以外による影響を取扱う。
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直接改変による影響のうち、河川域の改変については、予測地域内の河川域と事業

計画を重ね合わせ、その改変量及び改変形態から生息・生育・繁殖環境の改変の程度

及び生物群集への影響を予測した。

ダム洪水調節地の環境では、試験湛水の影響が最大となるサーチャージ水位で冠水

する区域を重ね合わせ、冠水に伴う植生の変化による生息・繁殖環境への影響を予測

した。また、洪水調節に伴う一時的な冠水では、ダム洪水調節地の植生が回復した時

点において、冠水に伴う植生の変化による生息・繁殖環境への影響を予測した。

直接改変等以外による影響である水質の変化、流況の変化、河床の変化及び河川の

連続性の変化による影響については、生息・生育・繁殖環境の変化の程度を把握した

後、生物群集への影響を予測した。

これらの影響については、それぞれの項目別に予測し、さらに総合的に典型性(河

川域)の予測をした。なお、予測の基本的な手法、予測地域、予測対象時期等につい

ては、それぞれの予測結果で記載した。
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(b) 予測結果

a) 直接改変

【工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用】

ダム堤体の建設等の土地の改変による河川域の典型性の改変に伴う生息・生育・繁

殖環境及び生息・生育種への影響に関する予測の基本的な手法等を表 7.2.8-135 に示

す。

表 7.2.8-135 生息・生育・繁殖環境の改変による典型性(河川域)の予測の手法

項目 内容

予測の基本的な手法

「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆

地を流れる川」及び「止水域」の分布図に、ダム堤体、ダム洪水調節

地等の事業計画を重ね合わせ、改変量、改変形態等を把握するととも

に、文献資料等も参考に生物群集への影響を予測した。

予測地域

事業の実施により生息・生育・繁殖環境が改変による影響を受ける

おそれがあると考えられる地域であり、典型性の視点により地域を特

徴づける生態系が成立する範囲として、「渓流的な川」、「山地を流

れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」

とした。

予測対象時期等

「工事の実施」による影響の予測対象時期は全ての改変区域が改変

された状態である時期を想定し、「土地又は工作物の存在及び供用」

による影響の予測対象時期は流水型ダムが定常状態となった時期とし

た。

河川域の生態系の特徴を典型的に現す生息・生育・繁殖環境である「渓流的な

川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止

水域」の事業による改変の程度を表 7.2.8-136 に示す。

事業の実施により、「渓流的な川」は約 0.5km、山地を流れる川」は約 0.7km が

改変される。一方、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」は

改変される区間はない。

表 7.2.8-136 河川域の典型的な生息・生育・繁殖環境の改変の程度

生息・生育・繁殖環境

流路長(km)
改変が生じる

割合(%)
現況

(km)

直接改変

(km)

渓流的な川 270.5 0.5 0.2

山地を流れる川 33.1 0.7 2.1

山麓を流れる川 18.6 0.0 0.0

盆地を流れる川 13.1 0.0 0.0

止水域 4.2 0.0 0.0

注)1.事業により改変される流路長は、ダム堤体等により改変される河川域の典型的

な生息・生育・繁殖環境の流路を算出した。
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「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる

川」及び「止水域」についての予測結果を以下に示す。

i) 渓流的な川

「渓流的な川」は、渓流的な環境で、河道は岩の露岩や巨礫の点在により自然

の堰や狭い流路が形成されている。河川沿いは山地の傾斜が迫っており、両岸は

スギ、アラカシ、ケヤキ等からなる森林が河川の上空を覆っている。本区間は、

川辺川の上流、川辺川に流入する小支川に該当し、調査地域内の流路長は合計約

270.5kmに達する。「渓流的な川」の河床勾配は、1/70程度である。河川形態は主

に Aa型から Bb型を呈しており、早瀬、平瀬、淵が連続してみられる。河床構成材

料は、主に細礫から岩盤で構成されている。

河川の流れが緩やかな淵や淀みにはカワムツより上流に生息するタカハヤが多

く生息し、水中昆虫や付着藻類等を餌とする。また砂礫底を産卵環境として利用

している。

また、河川沿いの森林には樹上性のキュウシュウヒゲボソゾウムシが生息する。

河川上流部で見られるヨシノコカゲロウ等の底生動物が生息している。

他に、河川から河岸にかけては底生動物等を捕食するカワガラス等の鳥類や水

中昆虫や魚類を餌とする哺乳類のカワネズミが生息している。

事業の実施により、「渓流的な川」における、生息・生育・繁殖環境は、約

0.5km(改変率:約 0.2%)に改変が生じるが、「渓流的な川」の大半は事業実施区域

よりも上流に連続して分布しているため、大部分が残存すると考えられる。

これらのことから、改変に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。

ii) 山地を流れる川

「山地を流れる川」は、山岳地形であり、農作地や宅地は少なく、山地山林が

広がっている。河川の上空は開け、平瀬や早瀬が連続するがその間隔は狭く、

所々で淵がみられる。水際には自然裸地が広くみられ、山付き部にはスギ・ヒノ

キ植林、ムクノキ－エノキ群集、アラカシ群落等がみられる。この区間は中流の

川辺川本川（St.8 逆瀬川、St.11 九折瀬洞、St.13 八重と五木小川（St.10 元井

谷）の区間に該当し、調査地域内の流路長は合計約 33.1m に達する。「山地を流

れる川」の河床勾配は、1/210～1/40 程度である。河川形態は主に Aa 型から Bb 型

の移行型を呈している。河床構成材料は、主に砂から岩盤で構成されている。

河川の流水中には水生昆虫、付着藻類等を餌とするアユやカワムツが、砂礫底

はタカハヤが産卵環境として利用している。乾燥草地や農耕地を利用する鳥類の

種が少なくなるが、森林を利用するヒヨドリやエナガ等が多くみられる。河川で
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採餌するヤマセミ等がみられるほか、冬季は開放水面を利用するオシドリ等が群

れでみられる。森林と関係するヒメネズミが多くみられるようになり、餌の多い

林縁部や河畔林に雑食性のテンがみられる。

他に、森林が広がる環境にはクロモンフトメイガやイクビモリヒラタゴミムシ

等の森林性の種が生息し、キアシミズギワコメツキ等の河川の裸地に生息する種

が生息する。

事業の実施により、「山地を流れる川」における、生息・生育・繁殖環境は、

約 0.7km(改変率:約 2.1%)に改変が生じるが、「山地を流れる川」の大部分は事業

実施区域よりも上流に連続して分布しているため、大部分が残存すると考えられ

る。

これらのことから、改変に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。

iii) 山麓を流れる川

「山麓を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地の面積が小さくなる一方、

山地森林の面積が多くなっている。河床勾配は比較的緩く、主に平瀬が発達した

開放水面で、水際に自然裸地やツルヨシ群集がみられる。やや地盤の高い箇所に

はマダケ植林が広く分布し、山付き部ではスギ・ヒノキ植林やアラカシ郡枠等が

みられる。この区間は下流の川辺川本川（St.4 永江、St.5 観音橋、St.6 深水）

の区間に該当し、調査地域内の流路長は合計約 18.6km に達する。「山麓を流れる

川」の河床勾配は、1/310～1/120 程度である。河川形態は主に Bb 型を呈しており、

河床構成材料は、主に砂から大石で構成されている。

河川の流水中には付着藻類を餌とするアユや水中昆虫、付着藻類等を餌とする

カワムツ、オイカワ、ウグイ、タカハヤ等が生息している。また、流れの緩やか

な川底にはカマツカが生息し、砂礫底は産卵環境として利用している。

また、陸上昆虫類のイネマダラヨコバイやヨモギハムシ等が河川敷の草地に、

カワチゴミムシが河原の石の下に生息する。

他に、哺乳類のアカネズミ、タヌキ等がみられ、河川で採餌するヤマセミ等、

開放水面を利用するカルガモやコガモ等、高水敷の草地や河畔林を利用するヒヨ

ドリやムクドリ等が群れでみられる。

「山麓を流れる川」は、事業実施区域より下流に位置するため改変される区間

はない。

これらのことから、改変に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。
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iv) 盆地を流れる川

「盆地を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地が広がる区間をゆるやかに

蛇行しながら流下している。河川敷には水際の高さに対応して、自然裸地が広が

るほか、ツルヨシ群集、ヤナギタデ群落、オギ群落、チガヤ群落等の植物群落が

分布している。山付き区間ではツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林等の森林がみ

られた。この区間は、川辺川合流地点後の球磨川本川（渡、七地、川辺川合流点）

に該当し、調査地域内の流路長は合計約 13.1km に達する。「盆地を流れる川」の

河床勾配は、1/600～1/250 程度である。河川形態は主に Bb 型を呈しており、平瀬、

早瀬、淵が連続した開放水面になっている。河床構成材料は、主に砂から大石で

構成されている。

河川の流水中には水中昆虫、付着藻類等を餌とするアユ、オイカワ等が、流れ

の穏やかな砂底にはヤマトシマドジョウが生息している。

付着藻類はビロウドランソウ等の藍色植物門が河床の石等に夏季から秋季にか

けて多い傾向がみられ、秋季から冬季にかけて Achanthidum japonicum や

Nitzschia inconspicua 等の珪藻植物門が多い傾向がみられる。

哺乳類のハツカネズミは草地や田畑、河原等を生息場所とし、陸上昆虫類や植

物の種子等を餌とする。またネズミ類を捕食する雑食のタヌキや、水飲み場でイ

モリ、カエル、水中昆虫等を採取するイノシシ等も生息している。

両生類のニホンアカガエル等は水辺を利用して採食を行い、水たまりやワンド

で産卵する。爬虫類のニホンカナヘビが水辺の草地で陸上昆虫類等を餌として生

息している。

他に、鳥類では河川で採餌するダイザギやカワセミ、ヤマセミ等、開放水面を

利用するマガモやカワウ等が多く見られる。

「盆地を流れる川」は、業実施区域より下流に位置するため改変される区間は

ない。

これらのことから、改変に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。

v) 止水域

「止水域」は、広大な水面、さまざまな水深、水深、入り組んだ地形により多

様な水辺環境を有する止水環境が形成されており、切り立った両岸の間に止水域

が位置している。本区間は、五木村の山間部にある頭地大橋の下を流れる川辺川

の取水堰の上流部や椎原ダムの下流部の区間であり、調査地域内の流路長は合計

4.2km に達する。河床構成材料は、頭地では主に泥から砂、椎原ダムでは主に砂か

ら中礫で構成されている。河岸は、頭地では左岸は護岸で覆われており、植生は

ほとんどみられない。右岸の山付き部にはヌルデ-アカメガシワ群落がみられる。
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また椎原ダムの河岸では、左岸の山付き部には低木草からなるウツギ群落等がみ

られ、右岸の山付き部は、伐採跡地となっておりツルウメモドキや蕨等の草本が

みられる。

水中にはタカハヤ、ウグイ、サクラマス(ヤマメ)等の魚類が生息している。ウ

グイは群れを組んで遊泳し、水中昆虫、甲殻類、付着藻類等を餌としている。ま

た、川の浅瀬で比較的流れの緩やかな小礫質の場所で産卵する。

他に、水に潜ってカワゲラやカゲロウ等の水生昆虫類、カニ等の甲殻類、小魚

等を捕食するカワガラスがみられる。哺乳類のニホンジカ等は水飲み場として利

用している。

「止水域」は改変される区間はないことから、改変に伴う生息・生育・繁殖環

境及び生息・生育する生物群集の変化は小さいと考えられる。
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図 7.2.8-81

典型性(河川域)と

事業計画の重ね合わせ結果
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b) ダム洪水調節地の環境

試験湛水による冠水等による河川域の典型性の改変に伴う生息・生育・繁殖環境及

び生息・生育種への影響に関する予測の基本的な手法等を表 7.2.8-137 に示す。

表 7.2.8-137 ダム洪水調節地の環境による典型性(河川域)の予測の手法

項目 内容

予測の基本的な手法

「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆

地を流れる川」及び「止水域」の分布図に、ダム洪水調節地を重ね合

わせ、冠水する割合、改変形態等を把握し、生物群集への影響を予測

した。

予測地域

事業の実施により生息・生育・繁殖環境がダム洪水調節地内の一定

期間の冠水により影響を受けるおそれがあると考えられる地域であ

り、典型性の視点により地域を特徴づける生態系が成立する範囲とし

て、「渓流的な川」、「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、

「盆地を流れる川」及び「止水域」とした。

予測対象時期等

「工事の実施」による影響の予測対象時期は試験湛水時のサー

チャージ水位で冠水した時期を想定し、「土地又は工作物の存在及び

供用」による影響の予測対象時期は流水型ダムが定常状態となった時

期とした。

河川域の生態系の特徴を典型的に現す生息・生育・繁殖環境である「渓流的な川」、

「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」の試

験湛水の一定期間の貯水により冠水する割合を表 7.2.8-138 に示す。

「渓流的な川」は約 5.1km、「山地を流れる川」は約 14.6km に冠水が生じる。一方、

「山麓を流れる川」及び「盆地を流れる川」はダム堤体よりも下流に分布しており、

冠水は生じない。「止水域」は約 1.8km に冠水が生じる。

表 7.2.8-138 河川域の典型的な生息・生育・繁殖環境の冠水の程度

生息・生育・繁殖環境

流路長(km)
冠水が生じる

割合(%)
現況

(km)

直接改変

(km)

渓流的な川 270.5 5.1 1.9

山地を流れる川 33.1 14.6 44.1

山麓を流れる川 18.6 0.0 0.0

盆地を流れる川 13.1 0.0 0.0

止水域 4.2 1.8 42.9

注)1.事業により改変される流路長は、試験湛水に伴う一定期間の貯水により冠水す

る河川域の典型的な生息・生育・繁殖環境の流路を算出した。

i) 渓流的な川

試験湛水の一定期間の貯水により、「渓流的な川」における生息・生育・繁殖

環境は約 5.1km（1.9%）に冠水が生じるが、「渓流的な川」の大半は事業実施区域

よりも上流に連続して分布しているため、大部分が残存すると考えられる。

これらのことから、冠水に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。
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ii) 山地を流れる川

試験湛水の一定期間の貯水により、「山地を流れる川」における生息・生育・

繁殖環境は約 14.6km(44.1%)に冠水が生じ、この区間は生息・生育・繁殖環境とし

て適さなくなると考えられる。

本環境類型区分の河川域については、試験湛水時及び洪水調節時の貯水位上

昇・下降時には魚類や底生動物の生息・繁殖環境が一時的な攪乱を受ける。また、

水底付近の水圧も変化する。魚類は貯水位の変化に応じて移動できると考えられ

るが、底生動物は 50 気圧（水深 50m 程度相当）の加圧実験では損傷や行動の変化

は生じないとの知見が得られている種があるものの（川崎他、2001）※、生息・繁

殖環境の変化の一要素として留意する。

本環境類型区分の河畔域については、水際に自然裸地が広がり、山付き部にヌ

ルデ-アカメガシワ群落、アラカシ群落、スギ・ヒノキ植林等がみられる。これら

は試験湛水の一定期間の冠水により生育状態が変化することが考えられる。本環

境類型区分の河畔域の植生について、耐冠水性を考慮して変化が生じる植生の割

合を河川の縦断方向に整理した（表 7.2.8-139）。

その結果、上流方向に向かうにつれて標高が高くなり、冠水日数が短くなるこ

とから、植生が変化する割合が低くなる傾向がみられた。

これらのことから、試験湛水の一定期間の貯水により約 14.6km(44.1%)に冠水が

生じるが、河畔域の植生については試験湛水期間が長い年で約 87～99%、中間の年

で約 30～86%、短い年で約 20～74%に変化が生じ、冠水する範囲の全域で変化が生

じるものではなく、魚類の餌生物である落下昆虫や底生動物への有機物供給は一

定程度維持される可能性が考えられる。なお、試験湛水終了後には、草本群落や

低木群落を中心とする植生に比較的短期に遷移する可能性が考えられる。

※川崎秀明,喜納敏男,染谷健司 (2001). エアリフト魚道の開発に関する実験的考察.ダム工学, 11(3)21-

229.
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表 7.2.8-139 山地を流れる川における植生が変化する割合

項目
試験湛水

期間

川辺川 五木小川

19～

21k

21～

23k

23～

25k

25～

27k

29～

31k

31～

33k
0～2k 2～4k

植生が

変化す

る割合

(%)

長い年 98% 97% 96% 96% 94% 87% 99% 91%

中間の年 86% 81% 72% 67% 62% 30% 86% 46%

短い年 41% 44% 30% 31% 41% 20% 74% 31%

植生が

変化す

る面積

(ha)

長い年 38.5 35.8 35.0 29.7 18.9 4.4 14.1 2.2

中間の年 33.8 29.9 26.4 20.9 12.5 1.5 12.2 1.1

短い年 16.0 16.3 11.0 9.5 8.1 1.0 10.5 0.8

全植生の面積(ha) 39.1 36.8 36.4 31.1 20.1 5.1 14.3 2.5

注）1.植生が変化する割合(%)は、ダム洪水調節地を河川の距離標を用いて 2km ごとに区切り、その範囲

における全植生の面積(ha)と耐冠水日数を考慮した植生が変化する面積(ha)から算出した。

iii) 山麓を流れる川

「山麓を流れる川」は、ダム堤体より下流に位置するため冠水が生じる区間は

ない。

これらのことから、冠水に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。

iv) 盆地を流れる川

「盆地を流れる川」は、ダム堤体より下流に位置するため冠水が生じる区間は

ない。

これらのことから、冠水に伴う生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物

群集の変化は小さいと考えられる。

v) 止水域

試験湛水の一定期間の貯水により、「止水域」における生息・生育・繁殖環境

は約 1.8km(42.9%)に冠水が生じ、この区間は生息・生育・繁殖環境として適さな

くなると考えられる。

本環境類型区分の河川域については、試験湛水時及び洪水調節時の貯水位上

昇・下降時には魚類や底生動物の生息・繁殖環境が一時的な攪乱を受ける。また、

水底付近の水圧も変化する。魚類は貯水位の変化に応じて移動できると考えられ

るが、底生動物は 50 気圧（水深 50m 程度相当）の加圧実験では損傷や行動の変化
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は生じないとの知見が得られている種があるものの（川崎他、2001）※、生息・繁

殖環境の変化の一要素として留意する。

本環境類型区分の河畔域については、開放水面が広がる流路に対して山付き部

にはヌルデ-アカメガシワ群落等がみられる。これらは、試験湛水の一定期間の冠

水により生育状態が変化することが考えられる。本環境類型区分の河畔域の植生

について、耐冠水性を考慮して変化が生じる植生の割合を整理した（表

7.2.8-140）。

その結果、試験湛水期間が短くなれば冠水日数が短くなることから、植生が変

化する割合が低くなる傾向がみられた。

これらのことから、試験湛水の一定期間の貯水により約 1.8km(42.9%)に冠水が

生じるが、河畔域の植生については試験湛水期間が長い年で約 97%、中間の年で約

76%、短い年で約 55%に変化が生じ、冠水する範囲の全域で変化が生じるものでは

なく、魚類の餌生物である落下昆虫や底生動物への有機物供給は一定程度維持さ

れる可能性が考えられる。なお、試験湛水終了後には、草本群落や低木群落を中

心とする植生に比較的短期に遷移する可能性が考えられる。

表 7.2.8-140 止水域における植生が変化する割合

項目 試験湛水期間
川辺川

27～29k

植生が変化する

割合(%)

長い年 97%

中間の年 76%

短い年 55%

植生が変化する

面積(ha)

長い年 22.4

中間の年 17.7

短い年 12.8

全植生の面積(ha) 23.2

注）1.植生が変化する割合(%)は、ダム洪水調節地を河川の距離標を用いて 2km

ごとに区切り、その範囲における全植生の面積(ha)と耐冠水日数を考慮した

植生が変化する面積(ha)から算出した。

【土地又は工作物の存在及び供用】

試験湛水終了後、各環境類型区分の変化が生じた河川植生については、試験湛水前

の植生基盤が残存すること、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる

※川崎秀明,喜納敏男,染谷健司 (2001). エアリフト魚道の開発に関する実験的考察.ダム工学, 11(3)21-

229.
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ことから、草本群落や低木群落を中心とする植生に比較的早期に遷移する可能性が考

えられる。

ダム供用後には、洪水調節時に伴う一時的な冠水は平均で 1日程度、最大 3日程度で

あることから、長期的には河川植生は森林等へ遷移すると考えられる。このことから、

各環境類型区分における魚類の餌生物である落下昆虫や底生動物への有機物供給は長

期的には回復するものと考えられ、生物群集の生息・生育・繁殖環境は回復する可能

性が考えられる。

なお、試験湛水時やダム供用後における水質、流況及び河床の変化によるダム洪水

調節地の環境の変化については、直接改変等以外で記載する。

c) 直接改変等以外

(i) 水質の変化

「工事の実施」における水質の変化による生息・繁殖環境の変化については、試験

湛水以外の期間には、ダム堤体の工事等に伴う土砂による水の濁り及び pH が変化す

る可能性あると考えられる。試験湛水の期間には、土砂による水の濁り(SS)、水温、

富栄養化（COD 及び BOD の変化)、溶存酸素量が変化する可能性があると考えられる。

試験湛水中の水質の変化は、「7.2.4 水質」での環境保全措置を実施した場合の予測

結果を用いた。

「土地又は工作物の存在及び供用」における水質の変化による生息・繁殖環境の変

化については、土砂による水の濁り(浮遊物質量(SS))が変化する可能性があると考え

られる。

水質の変化による生息・繁殖環境の変化に係る予測の基本的な手法を表 7.2.8-141

に示す。
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表 7.2.8-141 水質の変化に係る典型性(河川域)の予測の内容

項目 内容

予測の基本的な手法 「水質」で予測した、土砂による水の濁り(SS)、水温、生物

化学的酸素要求量(BOD)及び水素イオン濃度(pH)に関する結果を

もとに、魚類等の生息・繁殖環境への影響について既存資料等

から予測した。なお、予測は「水質」の環境保全措置を実施し

た場合の水質を前提に行った。

予測地域 「工事の実施」に伴う水の濁り及びダムの供用に伴うダム下

流河川の水質の変化が予測される範囲を含む地域として、渡地

点までとした。

予
測
対
象
時
期
等
・
項
目

工事の実施

（試験湛水以外の

期間）

土砂による

水の濁り

予測項目は水質汚濁に係る環境基準の項目である SS とし、ダ

ム堤体工事の実施に伴う濁水処理施設からの排水や工事区域の

裸地からの降雨時に発生する濁水による水の濁りに係る環境影

響が最大となる裸地面積が最大となるの時期（濁水処理施設に

より処理される期間を除く）とした。

pH 予測項目は pH とし、ダム堤体工事の実施に伴うコンクリート

打設作業排水に伴うアルカリ分の流出に係る環境影響が最大と

なる、試験湛水の期間を除くダムの堤体の工事に伴う排水量が

最大となる時期とした。

工事の実施

（試験湛水）

土砂による

水の濁り

予測項目は水質汚濁に係る環境基準の項目である SS とした。

予測対象時期は、試験湛水の期間とし、試験湛水期間が短い

年、試験湛水期間が中間の年及び試験湛水期間が長い年の流況

等を用いた。

水温 予測項目は水温とし、予測対象時期は、試験湛水の期間と

し、試験湛水期間が短い年、試験湛水期間が中間の年及び試験

湛水期間が長い年の流況等を用いた。

富栄養化 予測項目は、生物の生息・生育・繁殖環境への影響を把握す

る有機物量の指標として、ダム洪水調節地では COD 及び COD か

ら換算したBOD、下流河川ではBODを用いた。予測対象時期は試

験湛水の期間とし、試験湛水期間が短い年、試験湛水期間が中

間の年及び試験湛水期間が長い年の流況等を用いた。

溶存酸素量 予測項目は DO とし、予測対象時期は、試験湛水の期間と

し、試験湛水期間が短い年、試験湛水期間が中間の年及び試験

湛水期間が長い年の流況等を用いた。

土地又は工作物の

存在及び供用

土砂による

水の濁り

予測項目は、水質汚濁に係る環境基準の項目である SS とし

た。予測時期は川辺川の流水型ダムが定常状態で管理されてい

る時期とし、計算対象は連続した流量を観測している平成 24

年～令和 3 年の 10 ヵ年を計算対象年とした。また、貯水位が

最大となる昭和 57 年 7 月洪水、前後に中小洪水があり流入量

が最大規模相当となる昭和 40 年 7 月洪水、柳瀬地点での平

均年最大流量約 1,100m3 /s と同等規模の昭和 50 年 6 月洪水の

3 洪水を対象とした。
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表 7.2.8-142 「7.2.4 水質」での予測項目（工事の実施）（1/2）

項目

工事の実施
（試験湛水の期間以外）

工事の実施
（試験湛水）

予測に用いた
流況等の年

予測地点 予測に用いた流況等の年 予測地点

土砂による
水の濁り

SS 平成 24 年～
令和 3 年

五木地点
藤田地点
ダム直下地点
川辺大橋地点
柳瀬地点
人吉地点
西瀬橋地点
渡地点

・試験湛水期間が短い年
(平成 30 年 9 月～

平成 30 年 11 月)

・試験湛水期間が中間
の年(平成 24 年 9 月～

平成 25 年 1 月)

・試験湛水期間が長い年
(令和 2 年 9 月～

令和 3 年 4 月)

五木地点
藤田地点
ダム直上地点
ダム直下地点
川辺大橋地点
柳瀬地点
人吉地点
西瀬橋地点
渡地点

pH pH ダム直下地点
－ －

水温 水温

－ －

・試験湛水期間が短い年
(平成 30 年 9 月～

平成 30 年 11 月)

・試験湛水期間が中間
の年(平成 24 年 9 月～

平成 25 年 1 月)

・試験湛水期間が長い年
(令和 2 年 9 月～

令和 3 年 4 月)

五木地点
藤田地点
ダム直上地点
ダム直下地点
川辺大橋地点
柳瀬地点
人吉地点
西瀬橋地点
渡地点

富栄養化 ダム洪水調節地：
COD

下流河川：BOD
－ －

五木地点
藤田地点
ダム直下地点
川辺大橋地点
柳瀬地点
人吉地点
西瀬橋地点
渡地点

溶存酸素量 DO
－ －

五木地点
藤田地点
ダム直上地点

注)1.表中の－は予測を実施しなかったことを示す。

表 7.2.8-142 「7.2.4 水質」での予測項目（土地又は工作物の存在及び供用）（2/2）

項目
土地又は工作物の存在及び供用

予測に用いた流況等の年 予測地点

土砂による水
の濁り

SS

・平成 24 年～令和 3 年
・昭和 57 年 7 月洪水
・昭和 40 年 7 月洪水
・昭和 50 年 6 月洪水

五木地点
藤田地点
ダム直上地点
ダム直下地点
川辺大橋地点
柳瀬地点
人吉地点
西瀬橋地点
渡地点
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図 7.2.8-82

予測地点位置図と

河川類型区分

五木地点

藤田地点

ダム直上地点

ダム直下地点

川辺大橋地点

柳瀬地点

人吉地点
西瀬橋地点
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i) 土砂による水の濁り(SS)

【工事の実施】

「水質」で予測した工事の実施に係る土砂による水の濁り(SS)に関する予測結

果をもとに、魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化について予測した。

(ア)山地を流れる川

試験湛水以外の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム上流及び

ダム直下の川辺川における工事中の予測結果から、「山地を流れる川」における

SS はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴う水の濁りの

変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

試験湛水の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム上流及びダム

直下の川辺川における工事中(環境保全措置あり)の予測結果から、「山地を流れ

る川」のうちダム堤体直上流及び直下流では SS が増加するが、上流側ではダム建

設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水中の水の濁りの変化による魚類、

底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(イ)山麓を流れる川

試験湛水以外の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム直下及び

ダム下流の川辺川における工事中(環境保全措置あり)の予測結果から、「山麓を

流れる川」における SS はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実

施に伴う水の濁りの変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さ

いと考えられる。

試験湛水の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム直下及びダム

下流の川辺川における地点における工事中(環境保全措置あり)の予測結果から、

「山麓を流れる川」における SS は、試験湛水期間が短い年において、貯水位下降

時に一時的に放流水の SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダ

ム建設前と比べ同程度と予測した。

山麓を流れる川には、アユ、カワムツ、オイカワ、ウグイ、タカハヤなどが生

息している。これらの魚類に関連する、土砂による水の濁りに対して、地域を代

表するアユの濁水耐性を図 7.2.8-83 に、その他の魚類を含めた濁水に対する耐性

の整理結果を表 7.2.8-143 に示す。アユは、SS 濃度 200mg/L 程度から濁水からの

退避を始め、SS濃度 1,000mg/L 程度までは生存率が高いが、5,000mg/L程度で、48

時間暴露した場合には生存率が 50～79%程度となり、10,000mg/L では 15 時間で生

存率 0%という結果となっている。放流水の SS が増加すると予測した試験湛水期間

が短い年において、5,000mg/L を上回る継続時間は最大 1 時間程度の短時間である

ため、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。
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山麓を流れる川で多く確認したカワムツ、オイカワ、ウグイ、タカハヤなどの

コイ科魚類についての知見をみると、SS濃度 40,000mg/L程度までは、48時間以上

の生存可能であると考えられる。

アユについては生息・繁殖環境が変化する可能性があると考えられるものの、

アユを多く確認している人吉地点より下流の「盆地を流れる川」では5,000mg/L以

上の SS は確認されていない。

これらのことに加え、試験湛水による水質の変化は 1 回限りの限定的であるこ

とや濁水発生期間中は、周辺の支流に退避すると考えられることから、試験湛水

の際、貯水位上昇時に洪水に伴い濁水を貯めた場合においては、試験湛水の末期

の水の濁りにより、一時的に魚類等の生息・繁殖環境が変化すると考えられるが、

長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(ウ)盆地を流れる川

試験湛水以外の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺

の水域及びダム下流河川における工事中の SS はダム建設前と比べ同程度と予測し

たことから、工事中の水の濁りの変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境

の変化は小さいと考えられる。

試験湛水の期間については、「7.2.4 水質」に示すとおり、川辺川合流後の球

磨川の地点における工事中(環境保全措置あり)の予測結果から、「盆地を流れる

川」における SS は、試験湛水期間が短い年において、貯水位下降時に一時的に放

流水の SS が増加するが、試験湛水期間が中間の年及び長い年はダム建設前と比べ

同程度と予測した。

魚類の中でも濁水耐性が低いアユの濁水への暴露実験の既往知見を参考にする

と、SS が 1,000mg/L 程度までは生存率が高いが、5,000mg/L 程度で 48 時間暴露し

た場合には生存率が 50～79%程度となり、10,000mg/L では 15 時間で生存率 0%とい

う結果となっている。放流水の SS が増加すると予測した試験湛水期間が短い年に

おいて、5,000mg/L 以上の SS は確認されていない。

これらのことに加え、試験湛水による水質の変化は 1 回限りの限定的であるこ

とや濁水発生期間中は、周辺の支流に退避すると考えられることから、試験湛水

の際、貯水位上昇時に洪水に伴い濁水を貯めた場合においては、試験湛水の末期

の水の濁りにより、一時的に魚類等の生息・繁殖環境が変化すると考えられるが、

長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(エ)止水域

試験湛水以外の期間については、止水域上流端における工事中(環境保全措置あ

り)の予測結果から、「止水域」におけるSSの変化は小さいと予測したことから、
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工事中の水の濁りの変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さ

いと考えられる。

試験湛水の期間には、「7.2.4 水質」に示すとおり、止水域上流端における工

事中(環境保全措置あり)の予測結果から、「止水域」における SS はダム建設前と

比べ同程度と予測したことから、川辺川の流水型ダム工事中の水の濁りの変化に

よる魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

「水質」で予測した供用後の SS に関する予測結果をもとに、魚類、底生動物等

の生息・繁殖環境の変化について予測した。

(ア)山地を流れる川

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS

にダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム直下では、SS が増加するものの環境

基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はない。

山地を流れる川のダム堤体下流には、アユ、カワムツ、ウグイ、タカハヤなど

が生息している。これらの魚類に関連する、土砂による水の濁りに対して、魚類

の中で濁水耐性が低く、地域を代表するアユの濁水耐性を図 7.2.8-83 に、その他

の魚類を含めた濁水に対する耐性の整理結果を表 7.2.8-143 に示す。アユは、SS

濃度 200mg/L 程度から濁水からの退避を始め、SS 濃度 1,000mg/L 程度までは生存

率が高いが、5,000mg/L 程度で、48 時間暴露した場合には生存率が 50～79%程度と

なり、10,000mg/L では 15時間で生存率 0%という結果となっている。カワムツ、ウ

グイ、タカハヤなどのコイ科魚類についての知見をみると、SS 濃度 40,000mg/L 程

度までは、48 時間以上の生存可能であると考えられる。

既往洪水で貯水位が最大となる昭和 57 年７月洪水の予測結果では、洪水調節末

期の放流に伴い、ダム下流の全ての地点で SS が一時的にダム建設前と比べ増加し、

ダム直下等では 20,000mg/L 程度の値になることを予測した。ただし、ピークとな

る SS の継続時間は 1 時間未満であり、また、5,000mg/L を上回っている時間は、

ダム直上（放流）地点では5時間程度であり、短時間であると予測した。さらに、

山地を流れる川の大部分を占めるダム堤体上流側ではダム堤体付近を除き、SS の

変化は小さいと予測した。

これらのことより、SS が 5,000mg/L 以上となるのは短時間であることや、濁水

発生期間中は、周辺の支流に退避することが考えられることから、供用後は大規

模な出水後の水の濁りにより、一時的に魚類等の生息・繁殖環境が変化すると考

えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考

えられる。
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(イ)山麓を流れる川

「7.2.4水質」に示すとおり、ダム下流河川では、SSが増加するものの環境基準

値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、大規模な

出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測した。

山麓を流れる川には、アユ、カワムツ、オイカワ、ウグイ、タカハヤなどが生

息している。これらの魚類に関連する、土砂による水の濁りに対して、魚類の中

で濁水耐性が低く、地域を代表するアユの濁水耐性を図 7.2.8-83 に、その他の魚

類を含めた濁水に対する耐性の整理結果を表 7.2.8-143 に示す。アユは、SS 濃度

200mg/L程度から濁水からの退避を始め、SS濃度 1,000mg/L 程度までは生存率が高

いが、5,000mg/L 程度で、48 時間暴露した場合には生存率が 50～79%程度となり、

10,000mg/L では 15 時間で生存率 0%という結果となっている。カワムツ、オイカ

ワ、ウグイ、タカハヤなどのコイ科魚類についての知見をみると、SS 濃度

40,000mg/L 程度までは、48 時間以上の生存可能であると考えられる。

既往洪水で貯水位が最大となる昭和 57 年７月洪水の予測結果では、洪水調節末

期の放流に伴い、ダム下流の全ての地点で SS が一時的にダム建設前と比べ増加し、

ダム直下等では 20,000mg/L 程度の値になることを予測した。ただし、ピークとな

る SS の継続時間は 1 時間未満であり、また、5,000mg/L を上回っている時間は、

ダム直上（放流）地点では5時間程度、川辺川合流後の球磨川（盆地を流れる川）

の渡地点では 2 時間程度であり、短時間であると予測した。さらに、洪水調節時

には 600m3/s（最大放流量 1,300m3/s）が流下することから、付着藻類は剥離して

いると考えられ、洪水調節末期の SS が最大となる時のダム地点放流量は 300m3/s

程度あることから、SS 成分は付着藻類に捕捉されることなく下流に流下すると考

えられる。

これらのことより、SS が 5,000mg/L 以上となるのは短時間であり、流量も

300m3/s 程度あることや、濁水発生期間中は、周辺の支流に退避することが考え

られることから、供用後は大規模な出水後の水の濁りにより、一時的に魚類等の

生息・繁殖環境が変化すると考えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(ウ)盆地を流れる川

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム堤体付近を除き、ダム洪水調節地内では SS

にダム建設前と比べ大きな変化はない。ダム下流河川では、SS が増加するものの

環境基準値超過日数（10 か年平均値）にダム建設前と比べ大きな変化はないが、

大規模な出水時には洪水調節により放流水の SS が増加すると予測した。

魚類の中でも濁水耐性が低いアユの濁水への暴露実験の既往知見を参考にする

と、SS が 1,000mg/L 程度までは生存率が高いが、5,000mg/L 程度で 48 時間暴露し
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た場合には生存率が 50～79%程度となり、10,000mg/L では 15 時間で生存率 0%とい

う結果となっている。放流水の SS が増加すると予測した大規模な出水において、

5,000mg/L を上回っている時間は、川辺川合流後の球磨川の渡地点では 2 時間程度

であり、短時間であると予測した。さらに、洪水調節時には 600m3/s（最大放流量

1,300m3/s）が流下することから、付着藻類は剥離していると考えられ、洪水調節

末期の SS が最大となる時のダム地点放流量は 300m3/s 程度あることから、SS 成分

は付着藻類に捕捉されることなく下流に流下すると考えられる。

これらのことより、SS が 5,000mg/L 以上となるのは短時間であり、流量も

300m3/s 程度あることや、濁水発生期間中は、周辺の支流に退避することが考え

られることから、供用後は大規模な出水後の水の濁りにより、一時的に魚類等の

生息・繁殖環境が変化すると考えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(エ)止水域

止水域上流端における供用後の予測結果から、「止水域」の上流端に位置する

五木地点における SS は、ダム建設前と比べ大きな変化はないことから、供用後の

水の濁りの変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考え

られる。

資料)1. 藤原公一. (1997). 濁水が琵琶湖やその周辺河川に生息する魚類へおよぼす影響. 滋賀水試研

報, 46, 9-37.

2. 村岡敬子, 角哲也. (1998). 高濃度の濁りがアユに与える影響について. 第 25 回 土木

学会関東支部技術研究発表会, W-13, p. 1048-1049.

3. 村岡敬子, 天野邦彦, 土井隆秀, 久保田仁志, & 三輪準二. (2011). 高濃度濁水下にお

けるアユの生存率と懸濁物質の粒度組成の関係. 魚類学雑誌, 58(2), 141-151.

4. 村岡敬子, 天野邦彦, 三輪準二. (2012). 濁水が魚に与える影響: 高濃度の濁りの場合

(特集 水質). 土木技術資料, 54(4), 6-9.

5. 日本水産資源保護協会. (2018). 水産用水基準(2018 年版). をもとに作成

図 7.2.8-83 魚類の中で濁水耐性が低く、地域を代表するアユの濁水耐性
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表 7.2.8-143 ダム堤体周辺に生息する魚類に関連する水の濁りに対する耐性の知見

魚種 土砂による水の濁りに耐性に関する知見

影響

の種

類

出

典

No.

アユ 実験河川の懸濁物濃度を上昇させたところ、アユの退避は懸濁

物濃度が 200mg/L を超えた程度から確認された。また、アユは

濁水を回避する際に、濁りが発生していない流れへ選択的に逃

げ込んでいる可能性が示された。

退避 1

48 時間時点での生残率は、3,200mg/L 以下で 80%以上、

1,000mg/L 以下でほぼ 100%である。なお、3,200mg/L 以下の実験

では、暴露後の個体を清水中で飼育すると死亡しなかったこと

から、影響は一時的であると考えられた。

なお、高濃度帯においては、10,000mg/L で 15 時間、20000mg/L

で 2 時間、32,000mg/L で 30 分間で生存率が 0%になった。（濁

り物質：珪藻土）

斃死 2

濁水に 48 時間暴露した場合に斃死がみられた最低の濁度は、

2420mg/L であった。

懸濁物濃度が 4,360mg/L の濁水中に 24 時間暴露することでアユ

の稚魚の半数が死亡する（24h-Lc50）。

懸濁物濃度が 4,160mg/L の濁水中に 48 時間暴露することでアユ

の稚魚の半数が死亡する（48h-Lc50）。

また、懸濁物濃度が 7,590mg/L の実験区では 24 時間以内(もし

くは 48 時間以内)に全個体が死亡する。

斃死 3

懸濁物濃度が 4,200mg/L の濁水中に 48 時間暴露することでアユ

の稚魚の半数が死亡する（48h-Lc50、濁り物質：自然濁水）。

斃死 4

コイ コイ懸濁物濃度が 20,000～140,000mg/L 程度では、48 時間生存

可能。

生存 5

コイ科

（ホンモ

ロコ）

平均懸濁物濃度が 48,000mg/L の条件下に 24 時間及び平均懸濁

物濃度が 39,000mg/L の条件下に 48 時間暴露して実験を行った

が、いずれの実験区でも斃死個体はみられなかったため、生存

可能であると考えられる。

生存 3

コイ科

（ニゴロ

ブナ）

平均懸濁物濃度が 48,000mg/L の条件下に 24 時間及び平均懸濁

物濃度が 39,000mg/L の条件下に 48 時間暴露して実験を行った

が、いずれの実験区でも斃死個体はみられなかったため、生存

可能であると考えられる。

生存 3

資料)1.Mori, T., Kato, Y., Takagi, T., Onoda, Y., & Kayaba, Y. (2018). Turbid water induces

refuge behaviour of a commercially important ayu: A field experiment for interstream

movement using multiple artificial streams. Ecology of Freshwater Fish, 27(4), 1015-

1022.

2. 村岡敬子, 角哲也. (1998). 高濃度の濁りがアユに与える影響について. 第 25 回 土木

学会関東支部技術研究発表会, W-13, p. 1048-1049.

3. 藤原公一. (1997). 濁水が琵琶湖やその周辺河川に生息する魚類へおよぼす影響. 滋賀

水試研報, 46, 9-37.

4. 日本水産資源保護協会. (2018). 水産用水基準(2018 年版).

5. 木下篤彦, 藤田正治, 田川正朋, 水山高久, & 澤田豊明. (2005). 排砂に伴う濁りが魚

類に与える生理的影響とその評価法. 砂防学会誌, 58(3), 34-43. をもとに作成
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ii) 水温

【工事の実施（試験湛水）】

「7.2.4 水質」で予測した川辺川の試験湛水における水温に関する予測結果をも

とに、魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化について予測した。

(ア)山地を流れる川

ダム上流及びダム直下の川辺川における試験湛水中の予測結果によると、試験

湛水期間中に水温は現況よりダム建設前と比べ高くなると予測した。

主な魚類の産卵期と底生動物の水中生活期を表 7.2.8-144 に示す。また、主要

な魚類であるアユ及びサクラマス（ヤマメ）、コイ科魚類等の水温耐性の整理結

果を表 7.2.8-145 に示す。

「7.2.4 水質」で予測した試験湛水における水温に関する予測結果と、山地を流

れる川に生息する魚類の生存可能水温を比較すると、いずれの種についても生存

可能水温の範囲内であることが確認された。サクラマス（ヤマメ）の産卵期は試

験湛水期間と重なるが、サクラマス（ヤマメ）の産卵場は五木小川の上流等流入

支川である。

これらのことに加え、試験湛水による水質の変化は 1 回限りの限定的であるこ

とから、試験湛水中の水温の変化により、一時的に魚類等の生息・繁殖環境が変

化すると考えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は

小さいと考えられる。

(イ)山麓を流れる川

ダム直下及びダム下流の川辺川における試験湛水中の予測結果によると、試験

湛水期間中に水温は現況よりダム建設前と比べ高くなると予測した。

魚類の産卵期と主な底生動物の水中生活期を表 7.2.8-144 に示す。また、主要

な魚類であるアユ及びヤマメ、コイ科魚類等の水温耐性の整理結果を表

7.2.8-145 に示す。

「7.2.4 水質」で予測した試験湛水における水温に関する予測結果と、山麓を流

れる川に生息する魚類の生存可能水温を比較すると、いずれの種についても生存

可能水温の範囲内であることが確認された。

川辺川の流水型ダムの試験湛水は 9 月 21 日より開始するため、アユの産卵期に

あたる。そのため、アユの繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。

「7.2.4 水質」で予測した試験湛水における水温の予測結果により、川辺川でア

ユの産卵を確認している 17℃を下回る時期がダム建設前と比べて遅くなり、アユ

の産卵開始時期が遅れる可能性がある。ただし、アユの産卵場は、水温の変化が

小さい球磨川（盆地を流れる川）においても多く確認している。
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これらのことに加え、試験湛水による水質の変化は 1 回限りの限定的であるこ

とから、試験湛水中の水温の変化により、一時的にアユ等の繁殖環境が変化する

と考えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さい

と考えられる。

(ウ)盆地を流れる川

川辺川合流後の球磨川における試験湛水中の予測結果から、ダム下流の「盆地

を流れる川」における水温の変化は小さいと予測したことから、試験湛水中の水

温は、概ねダム建設前 10 か年変動幅に収まると予測したことから、水温の変化に

よる魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(エ)止水域

止水域上流端における試験湛水中の予測結果によると、試験湛水期間中に水温

は現況よりダム建設前と比べ高くなると予測した。

魚類の産卵期と主な底生動物の水中生活期を表 7.2.8-144 に示す。また、主要

な魚類であるコイ科魚類等の水温耐性の整理結果を表 7.2.8-145 に示す。

「7.2.4 水質」で予測した試験湛水中の水温に関する予測結果と、止水域に生息

する魚類の生存可能水温を比較すると、いずれの種についても生存可能水温の範

囲内であることを確認した。

これらのことに加え、試験湛水による水質の変化は 1 回限りの限定的であるこ

とから、試験湛水中の水温の変化により、一時的に魚類等の生息・繁殖環境が変

化すると考えられるが、長期的には魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は

小さいと考えられる。
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表 7.2.8-144 「山地を流れる川」「山麓を流れる川」及び「止水域」で確認した

主な魚類の産卵期及び底生動物の幼虫期間等

月

種名
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

魚類

スナヤツメ南方種

コイ（型不明）

オイカワ

カワムツ

タカハヤ

ウグイ

カマツカ

ニゴイ

イトモロコ

スゴモロコ類

ヤマトシマドジョウ

アユ※

サクラマス（ヤマメ）

ドンコ

カワヨシノボリ

トウヨシノボリ類

主な底

生動物

カミムラカワゲラ

ヤマトビケラ属

キソナガレトビケラ

ニンギョウトビケラ

タテヒゲナガトビケラ属

ハバビロドロムシ

注)1. ：魚類の産卵期 ：底生動物が水中で生活する期間（幼虫期など）

※アユについては、球磨川・川辺川周辺における産卵期期（9～11 月）を示す。

資料)

1.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リバー

フロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

2.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月 (株)山

と渓谷社)

3.山渓ハンディ図鑑 15 日本の淡水魚(細谷和海 編集・監修 平成 27 年 12 月 (株)山と渓谷社)

4.日本のドジョウ 形態・生態・文化と図鑑(中島淳 平成 29 年 3 月 (株)山と溪谷社)

5.日本産水生昆虫 科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 30 年 4 月 東海大学出

版会)
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表 7.2.8-145 「山地を流れる川」「山麓を流れる川」及び「止水域」で確認した主要な

魚類と近縁種の水温耐性の整理結果

〜3℃ 〜6℃ 〜9℃ 〜12℃ 〜15℃ 〜18℃ 〜21℃ 〜24℃ 〜27℃ 〜30℃ それ以上

産卵場

（9⽉~11⽉）

稚魚・成魚期

（飼育条件下）

産卵期

（9⽉~11⽉）

成魚期

(通年)

遡上期

（5⽉~11⽉）

不明

産卵期

（4〜7⽉）

孵化期

（4〜7⽉）

成魚期

（通年）

稚魚・成魚期

（飼育条件下）

越冬休眠期

オイカワ
産卵期

（5〜8⽉）

カワムツ
仔稚魚期

（夏季）

産卵期

（2〜7⽉）

不明

タモロコ

（参考）

産卵期

（4〜7⽉）

稚魚・成魚

（1〜2⽉）

不明

アメマス

（参考）
不明

ニッコウイワナ

（参考）
不明

産卵期

（9〜11⽉）

孵化期

（10〜12⽉）

稚魚・成魚期

（飼育条件下）

アマゴ（参考） 不明

イワナ（参考）
未成魚・成魚期

（通年）

種名 生活史段階

アユ
仔魚

（11⽉~翌5⽉）

稚魚・成魚期

（3〜9⽉）

サクラマス

（ヤマメ）

コイ

アブラハヤ

（参考）

フナ類

（参考）

産卵・孵化期

（3〜7⽉）

ウグイ

適水温

1.0〜2.0℃2)
適水温域11.0〜18.0℃ 2)

適水温域14.0〜22.0℃ 2)

適水温域6.0〜13.0℃ 2)

適水温域20.0〜28.0℃（成⻑⽔温） 2)

適水温域18.0〜24.0℃ 2)

生存可能範囲水温32.0℃以下 3)

適水温域5.5〜20.0℃ 2)

適水温域15.0〜30.0℃ 2)

適⽔温域〜7.0℃ 2)

最適水温域

8.0~11.0℃ 2)

最適水温域9.5~15.4℃ 2)

最適水温域

20.0〜

22.0℃ 2)

適水温域14.0〜30.0℃ 2)

最適水温域

18.0~22.0℃ 2) ,9)

生存可能範囲水温14.0〜30.0℃ 2)

最適水温域

25.0~28.0℃ 2)

適水温域

7.0℃前後

2)

適水温域

11.0〜15.0℃ 2)

適水温域10.5〜16.8℃ 2)

適水温域0.5〜16.8℃ 2)

適⽔温域〜18.0℃ 2)

⽣存可能範囲⽔温〜20.0℃ 2)

孵化最適温度

13.8℃ 1)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

生存可能範囲水温26.0℃以下 6)

適水温域

17.0〜20.0℃ 2)

適水温域15.0〜20.0℃ 2)

適水温域20.0℃以下 7)

生存可能範囲水温24.0℃以下 5)

適水温域20.0℃以下 7)

生存可能範囲水温24.0℃以下 5)

適水温域22.0℃以下 8)

生存可能範囲水温25.0℃以下 5)

生存可能範囲水温3.0〜19.8℃ 9)

LT50低温側2.1〜9.0℃ 1)

産卵可能水温8.1〜19.6℃ 9)

産卵可能水温12.0〜20.0℃ 9)

最適水温域12.1~17.2℃ 9)

生存可能範囲水温10.0〜23.0℃ 9)

生存可能範囲

水温6℃ 9)

生存可能範囲水温5.0〜32.0℃ 9)

最適水温域15.0〜20.0℃ 9)

最適水温域下限

8℃ 9)

生存可能範囲水温4.0〜33.0℃ 9)

最適水温域15.0〜23.0℃ 9)

産卵可能下限

水温13.0℃ 9)

産卵が活発になる水

温15.0℃ 10) ,11)

産卵可能上限

水温19.5℃ 9)

LT50高温側

22.0℃ 1)

摂餌最適温度15.0~22.0℃ 1)

産卵水温14.0〜19.0℃ 1)

孵化最適温度

19.0℃ 1) ,9)

生存可能範囲水温12.6〜18.3℃ 9)

生存可能範囲水温9.0〜18.8℃ 9)

生存可能範囲水温3.1〜24.5℃ 9)

生存可能水温

20℃ 9)

最適水温域18.0〜23.0℃ 9)

生存可能範囲水温15.0〜24.0℃ 9)

生存可能範囲水温15.0〜29.0℃ 9)

最適水温域17.0〜21.3℃ 9)

川辺川で産卵が確認された水温

11.2~17.1℃

増水に合わせてアユが産卵降河

をする水温18.0℃以下 11)

適水温域26.0℃以下 6)

生存可能範囲水温30.0℃以下 4)

生存可能範囲水温11.5〜22.4℃ 9)

最適水温

17.2℃9)
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iii) 富栄養化

【工事の実施（試験湛水）】

「水質」で予測した試験湛水中における COD、BOD(ダム洪水調節地内)及び BOD

（下流河川）の予測結果をもとに、魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化に

ついて予測した。

(ア)山地を流れる川

試験湛水時のダム洪水調節地内の COD及び BODの平均値は、ダム建設前と比べ同

程度と予測し、また、ダム直下地点のBODの平均値はダム建設前と同程度であり、

環境基準値を下回っていると予測したことから、試験湛水中の COD及び BODの変化

による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(イ)山麓を流れる川

ダム直下及びダム下流の川辺川における試験湛水中の BOD の平均値は、ダム建

設前と同程度であり、環境基準値を下回っていると予測したことから、試験湛水

中の BOD の変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考え

られる。

(ウ)盆地を流れる川

川辺川合流後の球磨川における試験湛水中の BOD の平均値は、ダム建設前と同

程度であり、環境基準値を下回っていると予測したことから、試験湛水中のBODの

変化による魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(エ)止水域

試験湛水時の止水域上流端の COD及び BODの平均値は、ダム建設前と比べ同程度

と予測し、また、ダム直下地点の BOD の平均値はダム建設前と同程度であり、環

境基準値を下回っていると予測したことから、試験湛水中の COD及び BODの変化に

よる魚類、底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

iv) 溶存酸素量

【工事の実施（試験湛水）】

「水質」で予測した試験湛水中における DO の予測結果をもとに、魚類、底生動

物等の生息・繁殖環境の変化について予測した。
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(ア)山地を流れる川

ダム上流の川辺川における試験湛水中の予測結果から、「山地を流れる川」に

おける D O は低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予測したこと、ま

た、底層での貧酸素化もみられないことから、試験湛水中の DO の変化による魚類、

底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

v) pH

【工事の実施（試験湛水以外の期間）】

「水質」で予測した川辺川の流水型ダム工事中における pH の予測結果をもとに、

魚類等の生息の変化について予測した。

(ア)山地を流れる川

ダム直下地点の川辺川における工事中の予測結果から、「山地を流れる川」に

おける pH は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、pH の変化による魚類、

底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

(イ)山麓を流れる川

ダム直下地点の川辺川における工事中の予測結果から、「山麓を流れる川」に

おける pH は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、pH の変化による魚類、

底生動物等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。
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(ii) 流況の変化

「工事の実施」においては、試験湛水中に河川水を貯水するため、人吉地点の

正常流量等を確保した上で実施するものの、下流河川の流量が減少することによ

り、下流河川の瀬淵構造や付着藻類等の生育状況が変化し、生活史の全て又は一

部を水域に依存する注目種の生息・生育・繁殖環境や付着藻類を餌として利用し

ている重要な種の生息・繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。

「土地又は工作物の存在及び供用」においては、ダムの供用により下流河川の

流況が変化するため、冠水頻度の変化に伴い河川植生が変化する可能性があると

考えられる。

ダム下流河川の流況の変化に係る基本的な手法等を表 7.2.8-146 に示す。

表 7.2.8-146 流況の変化に係る典型性(河川域)の予測の内容

項目 内容

予
測
の
基
本
的
な
手
法

工事の実施

（試験湛水）

流量の変化に伴う

瀬淵構造の変化

試験湛水計画を踏まえた流況の変化の予測結果に基づき、

生活史の全て又は一部を水域に依存する注目種の生息・生

育・繁殖環境の変化の程度を把握し、影響を予測した。

撹乱の変化に伴う

付着藻類の生育状

況の変化

土地又は工作

物の存在及び

供用

撹乱の変化に伴う

付着藻類の生育状

況の変化

貯水に伴う水位上昇頻度をできる限り抑えつつ、ダム下流

においては、流量変動による攪乱を確保できるよう工夫した

洪水調節操作ルールを踏まえ、ダム堤体より下流の河川につ

いて植生に及ぼす影響を予測した。冠水頻度の変化に

伴う河岸植生の変

化

予測地域 流況の変化の影響を受けると想定されるダム下流の河川域

とした。
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図 7.2.8-84

流況の変化の予測地点

位置と河川類型区分

流水型ダム

柳瀬

人吉
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i) 下流河川の流況の変化による瀬淵の変化

【工事の実施（試験湛水）】

試験湛水中の貯水位を上昇させる期間において、河川水を貯水することにより、

人吉地点の正常流量等を確保した上で実施するものの、下流河川の流量が減少す

る。試験湛水中の流量の減少に伴う下流河川の瀬淵構造の変化について予測した。

川辺川のダム下流域の早瀬、平瀬及び淵の合計面積は、試験湛水中の予測結果

より、ダム建設前の平常時を想定した 20m3/s と比較すると、表 7.2.8-147 に示す

とおり、試験湛水中の貯水位上昇時のダム放流量を想定した 7m3/s においては、早

瀬、平瀬、淵ともに面積は縮小すると予測した。

水域を利用する生物の生息・繁殖環境の変化の程度を把握するため、アユの産

卵場や餌場となっている瀬に着目し、瀬の形状や水深の変化について、詳細に検

討を行った。

表 7.2.8-147 試験湛水中の瀬淵面積の変化（川辺川のダム下流域）

(ア)山麓を流れる川

試験湛水中の予測結果より、「山麓を流れる川」においてアユの産卵場及び餌

場となっている瀬（図 7.2.8-85）を抽出し、ダム建設前の平常時を想定した

20m3/s 時と試験湛水中の貯水位上昇時のダム放流量を想定した 7m3/s 時の瀬の面

積、最小水深、平均流速を比較した。図 7.2.8-86 及び図 7.2.8-87 に示す通り、

アユの産卵やはみ跡が確認された瀬の最小水深に大きな差はなく、瀬は維持され

るが、面積の減少と平均流速の低減がみられた。現地調査において、産卵は水深

18 ㎝～72 ㎝、はみ跡は 18 ㎝～143 ㎝の範囲で確認されており、はみ跡も 80 ㎝以

下の水深の頻度が高いことから、アユの産卵や摂餌にとって重要と考えられる水

深 20 ㎝～80 ㎝の範囲の面積及び流速の変化を整理した。その結果、図 7.2.8-86

及び図 7.2.8-87 に示すとおり、試験湛水中にも水深 20 ㎝～80 ㎝の瀬は維持され

るものの、面積の減少や平均流速の低減がみられた。

これらのことから、アユ等の魚類、底生動物及び付着藻類の生息・生育・繁殖

環境は変化すると考えられる。

面積（m2）

20m3/s 7m3/s

早瀬 103,600 14,500

平瀬 377,270 225,600

淵 69,536 41,200
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図 7.2.8-85 アユの産卵・はみ跡確認地点

柳瀬橋上流

相良橋と相良大橋の間

高尾野橋下流

平川

相良北小学校前

夫婦橋

川辺

新深水橋下流

晴山
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図 7.2.8-86(1) アユの産卵場となっている瀬の変化（柳瀬上流地点）

図 7.2.8-86(2) アユの産卵場となっている瀬の変化（相良橋と相良大橋の間地点）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

自然産卵＋瀬付け場として確認している地点

柳瀬橋上流地点（2k700 地点）

自然産卵を確認している地点

相良橋と相良大橋の間（5k500 地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

※判定基準値は、流量 30m3/s
時に現地調査した結果に基
づいて設定したものである。

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 4,061 2,148

平均流速（m/s) 0.82 0.54

最小水深（cm） 8 14

面積（m
2
） 3,438 1,771

平均流速（m/s) 0.85 0.53

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 3,988 2,261

平均流速（m/s) 1.02 0.78

最小水深（cm） 10 8

面積（m
2
） 2,747 975

平均流速（m/s) 1.02 0.64

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

※判定基準値は、流量
30m3/s 時に現地調査
した結果に基づいて
設定したものである。

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）
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図 7.2.8-86(3) アユの産卵場となっている瀬の変化（高尾野橋下流地点）

図 7.2.8-86(4) アユの産卵場・餌場となっている瀬の変化（平川地点）

自然産卵・はみ跡を確認している地点

平川（11k400 地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬
0.9m/s

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

現況の平常時の

想定流量：20m3/s

試験湛水時の

想定流量：7m3/s

面積（m2） 3,373 1,649

平均流速（m/s) 1.15 0.82

最小水深（cm） 4 3

面積（m2） 2,470 1,176

平均流速（m/s) 1.30 0.80

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 2,878 1,965

平均流速（m/s) 1.14 0.85

最小水深（cm） 13 11

面積（m
2
） 2,351 1,676

平均流速（m/s) 1.22 0.90

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

自然産卵を確認している地点

高尾野橋下流（9k100 地点）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。
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図 7.2.8-86(5) アユの産卵場となっている瀬の変化（相良北小学校前地点）

図 7.2.8-87(1)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（夫婦橋地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬
0.9m/s

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 4,540 2,869

平均流速（m/s) 0.82 0.64

最小水深（cm） 8 9

面積（m
2
） 3,893 2,382

平均流速（m/s) 0.85 0.65

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

自然産卵を確認している地点

相良北小学校前（14k900 地点）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）

自然産卵を確認している地点

夫婦橋（3k500 地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 3,473 1,481

平均流速（m/s) 0.91 0.75

最小水深（cm） 11 13

面積（m
2
） 2,214 1,204

平均流速（m/s) 0.90 0.78

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

※判定基準値は、流量
30m3/s 時に現地調査
した結果に基づいて
設定したものである。

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）
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図 7.2.8-87(2)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（川辺地点）

図 7.2.8-87(3)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（晴山地点）

はみ跡を確認している地点

川辺（8k400 地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 3,323 1,916

平均流速（m/s) 1.24 0.87

最小水深（cm） 10 8

面積（m
2
） 2,674 1,337

平均流速（m/s) 1.36 0.96

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

※判定基準値は、流量
30m3/s 時に現地調査
した結果に基づいて
設定したものである。

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬0.9m/s

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 7,785 3,955

平均流速（m/s) 0.81 0.60

最小水深（cm） 11 8

面積（m
2
） 5,116 2,731

平均流速（m/s) 0.86 0.60

水深20～80cm
の瀬

瀬全体

※判定基準値は、流量
30m3/s 時に現地調査
した結果に基づいて
設定したものである。

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）
はみ跡を確認している地点

晴山（12k600 地点）
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図 7.2.8-87(4)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（新深水橋下流地点）

(イ)盆地を流れる川

試験湛水中の流量の予測結果から、「盆地を流れる川」は球磨川合流後である

ことから、試験湛水中の流量は、試験湛水実施前と比較すると少ないものの、試

験湛水中の流量の変化による瀬淵構造の変化は小さいことから、付着藻類、魚類、

底生動物の生息・生育・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬
1.0m/s

※17k00〜19k200 の場合

はみ跡を確認している地点

新深水橋下流（17k800 地点）

1.3m/s

0.9m 1.3m

現況の平常時の

想定流量：20m
3
/s

試験湛水時の

想定流量：7m
3
/s

面積（m
2
） 4,277 2,693

平均流速（m/s) 1.30 0.80

最小水深（cm） 10 5

面積（m
2
） 2,982 1,297

平均流速（m/s) 1.39 0.88

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 7m3/s）

※判定基準値は、流量
30m3/s 時に現地調査
した結果に基づいて
設定したものである。

試験湛水の貯水位上昇時を
想定した場合の計算結果

（流量 20m3/s）
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ii) 下流河川の流況の変化による付着藻類の変化

【工事の実施（試験湛水）】

試験湛水中の流量の減少に伴う下流河川の付着藻類の生育状況の変化について

予測した。

(ア)山麓を流れる川

図 7.2.8-88 に示すとおり、現地調査では、300m3/s 程度以上の出水で付着藻類

の剥離やデトリタス、土粒子のフラッシュがみられたが、川辺川下流地点におけ

る川辺川の流水型ダム工事中の流量の予測結果から、「山麓を流れる川」におい

ては、試験湛水を実施する期間には 300m3/s 程度以上の出水は、現況でもほとんど

発生していないことから、付着藻類の生育状況の変化は小さく、また、試験湛水

期間は付着藻類を摂餌するアユやカジカガエル等の河川内での摂餌盛期にはあた

らないことから、付着藻類の生育環境及び付着藻類を餌とする動物の生息環境に

大きな変化はないと考えられる。

注)1.デトリタス（Detritus）とは生物の死骸や排泄物などが分解されて微粒子状になった有機物のこ

とで、一般にはこれらに付着するバクテリアなどの微生物を含む。

2.流量は水文水質データベース水位情報をもとに、R3H-Q 式を用いて適用範囲内のみを算出した参

考値。濁度は時間平均値、水温は日平均値を示す。

図 7.2.8-88 川辺川の流量と付着藻類等（Chl-a、強熱減量、無機物量）の経時変化
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(イ)盆地を流れる川

川辺川下流地点における試験湛水中の流量の予測結果から、「盆地を流れる川」

は球磨川合流後であり、試験湛水中の流量は、試験湛水実施前と比較すると少な

いものの、試験湛水中の流量の変化による付着藻類の変化及び付着藻類を餌とす

る動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

洪水調節による流量の減少、洪水頻度の低下に伴う下流河川の付着藻類の生育

状況の変化について予測した。

川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s としており、洪水調節を行

う 600m3/s 以下の洪水については、流水型ダムの有無による頻度の差がみられない。

図 7.2.8-88 に示すとおり、現地調査では、洪水調節開始前の 300m3/s 程度以上

の出水で付着藻類の剥離やデトリタス、土粒子のフラッシュがみられたことから、

供用後の流量の変化による「山麓を流れる川」及び「盆地を流れる川」における

付着藻類の変化及び付着藻類を餌とする動物の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。
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iii) 下流河川の冠水頻度の変化による河岸植生の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s としており、洪水調節を行

う 600m3/s 以上の流入があると河川水を貯水するため、下流河川の流量が減少する

可能性があると考えられる。

既往の実績洪水（70 年間、224 洪水）を対象として、供用後の流量変化（ダム

地点）についてみると、頻度の高い 600m3/s 以下の洪水については、洪水調節を実

施しないため、流水型ダムの有無による差がみられない。

洪水調節を実施する 600m3/s 以上の洪水についても、洪水調節操作ルールを工夫

したことにより、1,300m3/s 以上洪水の頻度は低下するが、ダム地点平均年最大流

量約 1,000m3/s 程度の洪水については、供用後にも大きな変化はみられない。

図 7.2.8-89 流水型ダム建設前、建設後の洪水頻度（ダム地点）
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また、洪水調節による流量の減少、洪水頻度の低下に伴い下流河川の植生が受

ける冠水頻度を計算することにより、下流河川の生育環境の変化及び植生への影

響を予測した。

予測地点は、図 7.2.8-90 に示すとおりであり、各類型区分の代表的な区間に選

定した地点とし、「山麓を流れる川」の川辺川 17.6km 地点、「盆地を流れる川」

の球磨川 54.0km 地点とした。

表 7.2.8-148 冠水頻度の予測地点

環境類型区分 予測地点 条件

山麓を流れる川
川辺川 17.6km 地点

(深水)

河川沿いに平地がみられ、広い間隔で平瀬や早瀬が連

続している。流路上空は完全に開けている

水際には自然裸地にメダケが生育する。冠水頻度の低

下に伴い、メダケ群集、ハチク植林、アラカシ群落や

スギ－ヒノキ植林となり「山麓を流れる川」を特徴づ

ける環境要素が分布し、ダム供用後の冠水頻度の低下

による植生変化を捉える地点として適切である。

盆地を流れる川
球磨川 54.0km 地点

(渡)

規模の大きなワンドやたまりが存在し、河川合流部で

は流入土砂による流入土砂による河原が発達してい

る。流路上空は完全に開けている。

水際には自然裸地、ヤナギタデ群落、ツルヨシ群集等

の河川の水辺に特有の植生がみられ、冠水頻度の低下

に伴いチガヤ群落や山付き部ではツブラジイ群落、ス

ギ・ヒノキ植林等の「盆地を流れる川」を特徴づける

環境要素が分布し、ダム供用後の冠水頻度の低下によ

る植生変化を捉える地点として適切である。
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山麓を流れる川

川辺川 17.6km（深水）

盆地を流れる川

球磨川 54.0km（渡）

図 7.2.8-90

予測地点位置と河川類型

区分
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17.6km 地点

ハチク植林

メダケ群集

川辺川 17.6km（深水）

アラカシ群落

水際には自然裸地にメダケが生育する。冠水頻度の低下に伴い、

メダケ群集、ハチク植林、アラカシ群落やスギ－ヒノキ植林とな

り「山麓を流れる川」を特徴づける環境要素が分布し、ダム供用

後の冠水頻度の低下による植生変化を捉える地点として適切であ

る。

図 7.2.8-91 川辺川

17.6km 地点：深水

(山麓を流れる川)
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図 7.2.8-92 球磨川

54.0km 地点：渡

(盆地を流れる川)

54.0km 地点

球磨川 54.0km（渡）

ツルヨシ群集

ヤナギタデ群落

チガヤ群落等

ツブラジイ群落

水際には自然裸地、ヤナギタデ群落、ツルヨシ群集等の河川の水

辺に特有の植生がみられ、冠水頻度の低下に伴いチガヤ群落や山

月部ではツブラジイ群落、スギ・ヒノキ植林当の樹林等の「盆地

を流れる川」を特徴づける環境要素が分布し、ダム供用後の冠水

頻度の低下による植生変化を捉える地点として適切である。
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各予測地点での供用開始前後の洪水確率毎の水位は、不等流計算により算出し

た。計算条件を表 7.2.8-149 に、平均年最大流量相当(昭和 50 年６月洪水)、令和

2 年 7 月洪水規模、令和 4 年 9 月洪水規模を流出計算にて算出した流量から水位換

算した水位を表 7.2.8-150 に、冠水頻度の変化に伴う河川植生への影響を図

7.2.8-93 及び図 7.2.8-94 に示す。

表 7.2.8-149 水位の計算条件

条件等 計算条件

計算断面 予測対象となる環境類型区分を代表する地点を選び、横断測量により求めた。

粗度係数 川辺川、五木小川：0.04。球磨川：現況低水路粗度係数。

計算流量
計算に用いた流量は、平均年最大流量相当（昭和 50 年 6 月規模）、令和 2 年 7 月

洪水規模、令和 4 年 9 月洪水規模の流出計算結果より設定した。

表 7.2.8-150 ダム建設前後の水位の変化

予測地点

水位(m)

洪水確率

供用前後

S50.6

(平均年最大流量相当)
R2.7 R4.9

川辺川の

17.6km 地点

現況 91.7 101.2 95.2

供用開始後 91.1 97.8 93.9

水位の変化 0.6 3.4 1.3

球磨川の

54.0km 地点

現況 179.6 183.2 181.8

供用開始後 178.4 180.1 179.9

水位の変化 1.2 3.1 1.9
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(ア)山麓を流れる川

「山麓を流れる川」に位置する川辺川 17.6km 地点(深水)の水際は自然裸地と

なっており、メダケが生育し、冠水頻度の低下に伴い、メダケ群集、ハチク植林、

アラカシ群落やスギ－ヒノキ植林となる。水際の自然裸地、メダケ群集は平均年

最大流量程度で冠水している。

供用後は、いずれの流量時においても現況と比べて水位は低下するが、自然裸

地やメダケ群集が冠水する平均年最大流量規模では約 0.6m の低下であり、ダム建

設後も冠水すると予測したことから、メダケ群集等の水際の生育環境や自然裸地

は概ね維持されると考えられる。なお、植生は、冠水頻度以外にも、砂の堆積や

掃流力の変化等の影響も受けるが、これらについては次項の「河床の変化」に記

載した。

アラカシやクマノミズキ、マダケが生育する範囲は、現況においてもほとんど

冠水による影響を受けていないことから、生育環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、「山麓を流れる川」における生物群集の生息も維持される

ものと考えられる。

注)1.図は縦横の縮尺を変えている。

図 7.2.8-93 水位計算結果(川辺川 17.6km 地点)
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(イ)盆地を流れる川

「盆地を流れる川」に位置する球磨川 54.0km 地点(渡)の水際は自然裸地となっ

ており、ヤナギタデやツルヨシが生育し、冠水頻度の低下に伴い、チガヤ群落、

アラカシ群落やツブラジイ群落となる。水際の自然裸地、ヤナギタデ群落、ツル

ヨシ群集は平均年最大流量程度で冠水している。

供用後は、いずれの流量時においても現況と比べて水位は低下するが、自然裸

地やヤナギタデ群落、ツルヨシ群集、アラカシ群落が冠水する平均年最大流量規

模では約 1.2m の低下であり、ダム建設後も冠水すると予測したことから、ヤナギ

タデ群落やツルヨシ群集の水際の生育環境や自然裸地は概ね維持されると考えら

れる。なお、植生は、冠水頻度以外にも、砂の堆積や掃流力の変化等の影響も受

けるが、これらについては次項の「河床の変化」に記載した。

チガヤやツブラジイが生育する範囲は、現況においてもほとんど冠水による影

響を受けておらず、令和 2年 7月や令和 4 年 9月のような大規模な出水でも冠水状

況に大きな変化はないことから、生育環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、「盆地を流れる川」における生物群集の生息も維持される

ものと考えられる。

注)1.図は縦横の縮尺を変えている。

図 7.2.8-94 水位計算結果(球磨川 54.0km 地点)

凡例
⻘字：ダム建設前
赤字：ダム建設後
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(iii) 河床の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

ダム堤体の存在及び供用に伴う河床の変化により、ダム洪水調節地及び下流河川

の魚類等の生息が変化する可能性あると考えられる。河床の変化に係る予測の基本

的な手法等を表 7.2.8-151 に示す。

表 7.2.8-151 ダム洪水調節地及び下流河川の河床の変化に係る

典型性(河川域)の予測の手法

項目 内容

予測の基本的な手法

ダム洪水調節地及び下流河川を対象に、河床の変化を想定し、魚類等

の生息への影響を予測した。

生物の予測は、河床高、河床構成材料及び瀬淵構造の変化の予測結果

をもとに、ダム下流河川の河床に依存して生息する魚類及び底生動物に

ついて、各種の分布及び生態情報から予測した。

予測地域 川辺川の流水型ダムのダム洪水調節地および下流河川

予測対象時期等 ダムの供用が定常状態となる時期とした。

流水型ダムにおいては、平常時、洪水時、洪水後期に分けて土砂の流れに変化が

生じ、発生時期を増水期と洪水終期(水位低下時)、次期出水に、対象とする区間を

ダム洪水調節地内とダム下流河川に分けて、土砂流下量の変化を考える必要がある。

増水期は、掃流力が低下し、土砂が動きにくくなり、細粒分や粗礫の堆積がダム

上流（ダム洪水調節地内）で発生する。これにより、ダム下流河川の粗礫が減少す

ると考えられる。洪水終期は、ダム洪水調節地内で掃流力が回復し、土砂が動き始

め、下流河川で細粒分の増加と堆積が発生する。次期出水では、ダム洪水調節地内

に堆積した土砂が流出し、ダム下流河川の細粒分が増加すると考えられる。

これらの変化について、準二次元不等流計算に基づく移動限界粒径の整理をした

上で、一次元河床変動計算に基づく河道の変化の予測（流入土砂量の設定、長期計

算による河床高・河床材料の変化）および平面二次元河床変動計算に基づく砂床化

予測・瀬淵変化の予測を行った。
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図 7.2.8-95 河床の変化予測の考え方

i) ダム下流河川における流量毎の計算水位と移動限界粒径

図 7.2.8-88 に示すとおり、現地調査の結果、付着藻類は 300m3/s 程度で剥離す

ることが明らかになっている。

流量毎の移動限界粒径（図 7.2.8-96）から、付着藻類が剥離する 300m3/s 程度

の流量で、60～120mm 程度、600m3/s 程度で 90～190mm 程度、1,000m3/s 程度で 120

～270mm 程度の粒径が移動することを確認した。流水型ダム地点 600m3/s までは洪

水調節を行わないため、ダム建設後においてもダム建設前と同様に下流河道の石

礫が移動するのに必要な流量が維持されることから、河床は攪乱・更新されると

考えられる。
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図 7.2.8-96 流量毎の移動限界粒径

図 7.2.8-97 川辺川で採取した河床材料
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ii) 流量の変化

既往の実績洪水（70 年間、224 洪水）を対象として、川辺川の流水型ダムによ

る洪水調節をした場合の流量変化（ダム地点）を洪水数で整理した。

頻度の高い 600m3/s 以下の洪水については、流水型ダム建設前後による差がみら

れない。

600m3/s 以上の洪水についても、洪水調節操作ルールを工夫することにより、治

水機能を確保しつつ、ダム建設前の状態の河川の攪乱に近づけられることを確認

した。

図 7.2.8-98 流水型ダム建設前、建設後の流量の比較（ダム地点）

iii) 予測の考え方

流水型ダムの運用により、ダム上流では洪水調節時の湛水域形成、水深増加、

ダム下流では洪水調節によるピーク流量の高止まり、洪水末期の小流量時におけ

る河床部放流設備からの砂分の流下が流況及び土砂境界条件の変化として想定さ

れる。これにより、流況変化に伴う瀬淵等地形変化（魚類の生息、産卵、摂餌場

に影響）、ダム下流部の土砂境界条件変化に伴う礫表面への砂の堆積（河岸植生

等に影響）が生じるかどうか、生じる場合はその程度について確認する必要があ

る。

予測にあたっては、石礫、砂の土砂動態の違いに留意して予測を行った。瀬淵、

砂州を含む河床構成の骨格をなす材料である石礫については、流送速度が遅いた

め、中長期的視点で地形変化傾向を確認し、河岸や砂州上にパッチ状に堆積する

材料である砂については、浮遊砂形態で流送されるため、1 洪水毎の流下・部分的

堆積傾向を確認した。

工夫案とすることで、治水

機能を確保しつつ、ダム建

設前のダムが無い状態の河

川の攪乱に近づける
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図 7.2.8-99 一次元および平面二次元河床変動モデルを組み合わせた

河床の変化の予測手法

iv) 一次元河床変動計算

(ア) 一次元河床変動計算のモデル概要（川辺川）

ダム洪水調節地では、洪水時の急激な貯水位変化に伴い、流下方向に水理量

（流速、掃流力等）が急変するため、流れの非定常性や流砂の非平衡性が無視で

きなくなることを踏まえ、ダム洪水調節地については、流れの非定常性及び浮遊

砂の濃度変化を考慮した非平衡流砂量モデルを適用する。また、ダム建設前（ダ

ムなし）とダム建設後（ダムあり）を同一モデルで比較するため、ダム下流区間

についても、ダム洪水調節地と同様に非平衡流砂量モデルを適用した。

ダム洪水調節地上流区間については、通常の河川の河床変動計算で用いられて

いる平衡流砂量モデル（河道に沿う水理量の変化が小さいものと仮定して、流れ

は定常で扱い、各断面の流砂量を局所的な水理条件に対応する平衡状態の値で近

似）により検討を行い、ダム洪水調節地上流端からの流入土砂量の境界条件を設

定した。

現況河道の土砂
流送特性を可能
な限り表現でき
るモデルの構築

流水型ダム共用
後の将来予測

一次元河床変動モデル 平面二次元河床変動モデル

現況河道の土砂流送特性の再現性確認
• 堰堤群における土砂堆積
• 粒度分布変化

モデルの検証

現況河道の土砂流送特性の再現性確認
• 堰堤群における土砂堆積
• 粒度分布変化
• 瀬淵、砂州の形状

モデルの検証

• 石礫流送に伴う河床高縦断形の
変化傾向の確認

• 各洪水後の砂（中砂）堆積程度
の確認

代表瀬淵の地形変化の予測

• 石礫流送に伴う中長期における瀬淵変
化の程度の確認

長期的な土砂動態の予測

洪水調節時の平面的（横断的）
な砂堆積範囲の予測砂堆積の顕著な

洪水波形の抽出 • 1洪水での河岸、砂州上の砂堆積の程度
の確認

代表的な瀬淵の抽出
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図 7.2.8-100 一次元河床変動計算モデルの考え方

～ダム洪水調節地区間～ ～ダム洪水調節地
上流河道区間 ～

～ダム下流河道区間～

非平衡モデル検討区間 非平衡モデル検討区間 平衡モデル検討区間

非平衡モデル検討区間 平衡モデル検討区間

■ダム建設前（検証、ダムなし）

■ダム建設後（ダムあり）
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図 7.2.8-101 流水型ダム上流域図（非平衡モデルと平衡モデルの検討区間）
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川辺川における計算条件（検証計算、予測計算（ダム建設前・ダム建設後））

を表 7.2.8-152 及び表 7.2.8-153 に示す。

表 7.2.8-152 一次元河床変動計算モデルの概要（上流モデル（平衡モデル））

項 目 内 容 備 考

計算

方法

流 れ 一次元不等流計算

河床変動 一次元河床変動計算（平衡モデル） 混合粒径

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・浮遊砂量式：芦田・道上式

検
証
計
算

モデル化区間
・川辺川 ：球磨川合流点（0.0k）～ 川辺川 40.0k

・五木小川：川辺川合流点 ～ 五木小川 4.0k

対象区間
・川辺川 ：頭地堰堤地点（32.8k）～ 川辺川 40.0k

・五木小川：元井谷堰堤（2.8k） ～ 五木小川 4.0k

対象期間 平成 13 年 3 月～令和 5 年 3 月（22 年間）

境界

条件

流 量

柳瀬地点の実績流量を流量配分により設定

・平水時：実績日単位データ

・洪水時：実績時刻単位データ

上流端

土砂量

上流端断面における掃流力見合いの粒径別平衡流砂量を

基本とし、補正係数、足切り流量を設定して、計画流入

土砂量（900m3/km2/年）となるように調整

なお、検証計算結果を踏まえ、礫については平衡流砂量

の 2 倍与えた。

砂分は、上椎葉ダ

ムの堆砂比率によ

り設定

下流端

水位
等流水位 川辺川 0.0k 地点

ダ
ム
建
設
前
�
ダ
ム
な
し
�
と
ダ
ム
建
設
後
�
ダ
ム
あ
り
�
計
算

モデル化区間
・川辺川 ：球磨川合流点（0.0k）～ 川辺川 40.0k

・五木小川：川辺川合流点 ～ 五木小川 4.0k

対象区間
・川辺川 ：頭地堰堤地点（32.8k）～ 川辺川 40.0k

・五木小川：元井谷堰堤（2.8k） ～ 五木小川 4.0k

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

境界

条件

流 量

柳瀬地点の実績流量を流量配分により設定

・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算による時刻単位データ

上流端

土砂量

上流端断面における掃流力見合いの粒径別平衡流砂量を

基本とし、補正係数、足切り流量を設定して、計画流入

土砂量（900m3/km2/年）となるように調整

砂分は、上椎葉ダ

ムの堆砂比率によ

り設定

下流端

水位
等流水位 川辺川 0.0k 地点
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表 7.2.8-153 一次元河床変動計算モデルの概要（ダム洪水調節地内・下流河川モデル（非平衡モデル））

項 目 内 容 備 考

計算

方法

流 れ 一次元不定流計算

河床変動 一次元河床変動計算（非平衡モデル） 混合粒径

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・基準面濃度式：芦田・道上式

浮遊砂の浮上量

は u*で評価

検
証
計
算

対象区間

・川辺川 ：球磨川合流点（0.0k）～

頭地堰堤地点（32.8k）

・五木小川：川辺川合流点 ～ 元井谷堰堤地点（2.8k）

対象期間 平成 13 年 3 月～令和 5 年 3 月（22 年間）

境
界
条
件

流 量
・平水時：実績日単位データ

・洪水時：実績時刻単位データ
柳瀬地点

上流端

土砂量

平衡モデルにおけるダム洪水調節地上流端地点における掃

流砂・浮遊砂量の時系列データ

下流端水位 等流水位 川辺川 0.0k 地点

ダ
ム
建
設
後
�
ダ
ム
あ
り
�
計
算

対象区間
・川辺川 ：ダム地点 ～ 頭地堰堤地点（32.8k）

・五木小川：川辺川合流点 ～ 元井谷堰堤地点（2.8k）

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

境
界
条
件

流 量
・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算、洪水調節計算による時刻単位データ
流入量

上流端

土砂量

平衡モデルにおけるダム洪水調節地上流端地点における掃

流砂・浮遊砂量の時系列データ

下流端水位
・平水時：河床部放流設備の放流特性

・洪水時：洪水調節計算における貯水位
ダム地点

ダ
ム
下
流
計
算

対象区間
・ 川 辺 川 ： 球 磨 川 合 流 点 （ 0.0k ） ～ ダ ム 地 点

（19.4k）

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

境
界
条
件

流 量
・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算、洪水調節計算による時刻単位データ
ダム放流量

上流端

土砂量

ダム建設後（ダムあり）計算によるダムからの流出土砂量

の時系列データ
ダム地点

下流端水位 等流水位 川辺川 0.0k 地点

ダ
ム
建
設
前
�
ダ
ム
な
し
�
計
算

対象区間

・川辺川 ：球磨川合流点（0.0k）～ 頭地堰堤地点

（32.8k）

・五木小川：川辺川合流点 ～ 元井谷堰堤地点（2.8k）

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

境
界
条
件

流 量
・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算による時刻単位データ

上流端

土砂量

平衡モデルにおけるダム洪水調節地上流端地点における掃

流砂・浮遊砂量の時系列データ

下流端水位 等流水位 川辺川 0.0k 地点
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(イ) 一次元河床変動計算の検証計算（川辺川）

川辺川の検証対象区間は、川辺川 0.0k～40.0k 区間とし、五木小川については、

川辺川合流点（0.0k）～4.0k までの区間とした。

検証期間は、横断測量断面、河床材料調査結果の取得時期等を考慮し、平成 13

年 3 月～令和 5 年 3 月（22 年間）とした。

検証期間の河床勾配変化縦断図（図 7.2.8-103）より、以下のことが言える。

・令和 2 年 7 月洪水の影響もあり、全川的に堆積傾向がみられる。

・特に堆積が顕著な区間として、川辺川第二堰堤上流区間、竹の川堰堤上

流区間が挙げられる。

図 7.2.8-102 検証対象区間（川辺川、五木小川）

流水型ダム

渡

柳瀬

市房ダム
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河床材料の代表粒径の粒径区分については、以下の 9 区分で設定した。

・細砂：粒径 0.075～0.25mm（代表粒径 0.14mm） ············· 材料 s or t 

・中砂：粒径 0.25～0.85mm（代表粒径 0.46mm） ·············· 材料 s or t 

・粗砂：粒径 0.85～2mm（代表粒径 1.4mm） ·················· 材料 s or t 

・細礫：粒径 2～4.75mm（代表粒径 3.1mm） ·················· 材料 m1 

・中礫：粒径 4.75～19mm（代表粒径 9.5mm） ················· 材料 m1 

・粗礫：粒径 19～75mm（代表粒径 38mm） ···················· 材料 m2 

・中石：粒径 75～190mm（代表粒径 120mm） ·················· 材料 m3 

・粗石：粒径 190～475mm（代表粒径 300mm） ················· 材料 m4 

・巨石：粒径 475～1000mm（代表粒径 690mm）

河道区分毎の粒度分布の設定は、上記の河床材料調査結果のうち、平成 14 年、

平成 16 年の河床材料調査結果より、河道区分毎に上層、下層に分けて平均し、粒

径構成比を設定した。
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図 7.2.8-104(1) 河道区分ごとの粒度分布（上層）

※H14,16 河床材料調査結果より作成
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図 7.2.8-104(2) 河道区分ごとの粒度分布（下層）

※H14,16 河床材料調査結果より作成
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川辺川の検証計算条件を下記表 7.2.8-154 に示す。

なお、流入土砂量の設定のために計算した、竹の川堰堤の被災を考慮した検証計

算結果は参考資料 I に示した。

表 7.2.8-154 検証計算条件（川辺川）

項 目 検証条件 備 考

計算手法

流れ 一次元不定流計算

河床変動 一次元河床変動計算（非平衡モデル）

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・基準面濃度式：芦田・道上式

検証区間
川辺川：球磨川合流点（0.0k） ～ 頭地堰堤地点（32.8k）

五木小川：川辺川合流点(0.0k) ～ 元井谷堰堤地点（2.8k）

検証期間 平成 13 年 3 月～令和 5 年 3 月 22 年間

粗度係数 全区間 n=0.04

河床材料
平成 14年、16年調査結果を基に、各河道区分毎に上層・下層の粒

度分布を 9 分割して設定

流況モデル

柳瀬の実績流況を平水時、洪水時に分けて与える

平水時：日単位データ

洪水時：時刻単位データ

下流端水位 下流端断面（川辺川 0.0k）における等流水位

流入土砂量

平衡モデルの検証計算結果（竹の川堰堤の被災を考慮）より、ダ

ム洪水調節地上流端地点（川辺川：頭地堰堤、五木小川：元井谷

堰堤）の掃流砂・浮遊砂の時系列データを与える

その他
堰：固定堰諸元より上流側水位を算定

露岩：流量規模別水理量、航空写真等から適切に考慮

川辺川における検証計算結果を図 7.2.8-105 に示す。

5k～8k 付近で検証結果のほうが河床変動高が高くなっているが、これは、R2.7 洪

水以降の河道掘削の影響と考えられる。河道掘削箇所を図 7.2.8-106 に示す。

実績と検証計算結果から再現性は得られていると評価した。
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(ウ) 一次元河床変動計算の検証計算（球磨川）

球磨川の検証対象区間は、球磨川渡地点（52.6k）～幸野ダム地点（91.8k）ま

での区間とした。なお、川辺川からの流入土砂量については、川辺川の検証計算

結果から境界条件として設定した。

球磨川の検証期間については、川辺川の検証期間（平成 13 年 3 月～令和 5 年 3

月）を踏まえ、既存の河道横断測量資料、河床材料調査資料、流量資料等を踏ま

え、平成 17 年 3 月～令和 3 年 1 月（約 16 年間）とした。

検証期間の河床勾配変化縦断図(図 7.2.8-108)より、以下のことが言える。

・検証期間における河床変動高は、全区間であまり大きな変化はみられな

い。

・川辺川合流点より下流では、63k～65k 区間で堆積傾向がみられる。

図 7.2.8-107 検証対象区間（球磨川）
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河床材料の代表粒径の粒径区分については、川辺川と同様に以下の 9 区分で設定

した。

・細砂：粒径 0.075～0.25mm（代表粒径 0.14mm） ············· 材料 s or t 

・中砂：粒径 0.25～0.85mm（代表粒径 0.46mm） ·············· 材料 s or t 

・粗砂：粒径 0.85～2mm（代表粒径 1.4mm） ·················· 材料 s or t 

・細礫：粒径 2～4.75mm（代表粒径 3.1mm） ·················· 材料 m1 

・中礫：粒径 4.75～19mm（代表粒径 9.5mm） ················· 材料 m1 

・粗礫：粒径 19～75mm（代表粒径 38mm） ···················· 材料 m2 

・中石：粒径 75～190mm（代表粒径 120mm） ·················· 材料 m3 

・粗石：粒径 190～475mm（代表粒径 300mm） ················· 材料 m4 

・巨石：粒径 475～1000mm（代表粒径 690mm）

河道区分毎の粒度分布の設定は、平成 15年、平成 17年の河床材料調査結果より、

各河道区分毎に平均し、図 3.4.22 のとおり粒径構成比を設定した。
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図 7.2.8-109 河道区分毎の粒度分布

※H15,17 河床材料調査結果より作成
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球磨川の検証計算条件を下記表 7.2.8-155 に示す。

球磨川の検証計算における流入土砂量については、上流端には幸野ダム、市房ダ

ムがあるため、流入土砂量を 0 と設定した。川辺川からの流入土砂量については、

検証期間における川辺川下流端（0ｋ0）の通過土砂量を境界条件として与えた。

表 7.2.8-155 検証計算条件（球磨川）

項 目 検証条件 備 考

計算手法

流れ 一次元不等流計算

河床変動 一次元河床変動計算（平衡モデル）

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・浮遊砂量式：芦田・道上式

検証区間 球磨川：52.6k ～ 91.8k 地点

検証期間 平成 17 年 3 月～令和 3 年 1 月 16 年間

粗度係数 現況低水路粗度係数

河床材料
平成 15 年、17 年調査結果を基に、各河道区分毎に粒度分布

を 9 分割して設定

流況モデル

渡地点、人吉地点、一武地点、多良木地点の実績流況を平水

時、洪水時に分けて与える

平水時：日単位データ

洪水時：時刻単位データ

流量配分 主要支川は流域面積比により設定

下流端水位 下流端断面（球磨川 52.6k）における等流計算による水位

流入土砂量

・上流端：供給なし

・川辺川：川辺川の検証計算結果より境界条件として与える

・支 川：上流端断面における粒径別動的平衡流砂量を想定

し、流域面積比により設定

その他
堰：固定堰諸元より上流側水位を算定

露岩：流量規模別水理量、航空写真等から適切に考慮

球磨川の検証計算結果を図 7.2.8-110 に示す。実績として堆積傾向であった川辺

川合流後の 63k～65k の堆積傾向も概ね再現できており、全川的に実績と検証計算結

果から再現性は得られていると評価した。
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(エ) 一次元河床変動計算の予測計算（川辺川）

流量時系列データについては、平水時は実績日単位流量、洪水時は各実績洪水

を流出解析結果より与えた。対象期間は、降雨量・流量データが整理されている

昭和 28 年から令和 4 年までの 70 年間の流量を繰り返し 100 年間設定した。

図 7.2.8-111 流況条件（ダム地点：100 年間）

初期河床高は、最新の ALB 測量データである令和 5年 3月測量成果を用いて設定

した。河床材料の粒度分布の初期設定値は、最新の令和 4 年度の河床材料調査結

果より、河床材料の代表粒径の粒径区分を 9 区分に設定した。
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図 7.2.8-112 川辺川の河道区分毎の粒径構成比(上：上層、下：下層）

図 7.2.8-113 川辺川の河道区分別粒度分布図(上：上層、下：下層）
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表 7.2.8-156 予測条件（川辺川）

項 目 内 容 備 考

計算手法

流れ 一次元不等流計算

河床変動 一次元河床変動計算（非平衡モデル）

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・基準面濃度式：芦田・道上式

浮遊砂の浮上量

は u*で評価

対象区間
・川辺川 ：球磨川合流点（0.0k）～ 頭地堰堤地点（32.8k）

・五木小川：川辺川合流点 ～ 元井谷堰堤地点（2.8k）

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

粗度係数 全区間 n=0.04

河床材料
最新の令和 4 年度調査結果を基に、各河道区分毎に粒度分

布を 9 分割して設定

境
界
条
件

流量
・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算による時刻単位データ

上流端

土砂量

平衡モデルにおけるダム洪水調節地上流端地点における

掃流砂・浮遊砂量の時系列データ

下流端

水位
等流計算による水位 川辺川 0.0k 地点

その他
堰：固定堰諸元より上流側水位を算定

露岩：流量規模別水理量、航空写真等から適切に考慮
検証条件と同様
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(オ) 一次元河床変動計算の予測計算（球磨川）

初期河床高は、最新の ALB 測量データである令和 3年 1月測量成果を用いて設定

した。

河床材料の粒度分布の初期設定値は、最新の令和 2 年度の河床材料調査結果よ

り、河床材料の代表粒径の粒径区分を 9 区分に設定した。

予測条件を表 7.2.8-157 に示す。

図 7.2.8-114 球磨川の河道区分毎の粒径構成比

図 7.2.8-115 球磨川の河道区分別粒度分布図
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表 7.2.8-157 予測条件（球磨川）

項 目 内 容 備 考

計算手法

流れ 一次元不等流計算

河床変動 一次元河床変動計算（平衡モデル）

流砂量
・掃流砂量式：芦田・道上式

・浮遊砂量式：芦田・道上式

対象区間 球磨川：52.6k（渡地点） ～ 91.8k 地点（幸野ダム）

対象期間 100 年間（S28～R4 年（70 年間）の繰り返し）

粗度係数 現況低水路粗度係数

河床材料
令和 2 年度調査結果を基に、各河道区分毎に粒度分布を 9 分

割して設定

流
量
条
件

流量

渡地点、人吉地点、一武地点、多良木地点の流量を平水時、

洪水時に分けて与える。

・平水時：実績日単位データ

・洪水時：流出計算（ダム建設前（ダムなし）とダム建設後

（ダムあり））による時刻単位データ

流量

配分
各地点の流域面積比により設定

境
界
条
件

下流端

水位
下流端断面（球磨川 52.6k）における等流計算による水位

流入土

砂量

・上流端：供給なし

・川辺川：川辺川のダム建設前（ダムなし）・ダム建設後（ダ

ムあり）条件における予測計算結果より境界条件とし

て与える

・支 川：上流端断面における粒径別動的平衡流砂量を想定

し、流域面積比により設定

その他
堰：固定堰諸元より上流側水位を算定

露岩：流量規模別水理量、航空写真等から適切に考慮

(カ) 河床高及び河床材料の変化の予測計算結果（川辺川）

ダム洪水調節地内（ダム上流域）における 100 年計算結果をダム建設前（ダム

なし）とダム建設後（ダムあり）で比較した。河床高の経年変化を図 7.2.8-116

に、粒度分布の経年変化を図 7.2.8-117 に示す。

ダム洪水調節地内（ダム上流域）における 100 年後の計算結果は、ダム建設前

（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で河床変動高、粒度分布ともに経年的に

大きな差はみられない
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図 7.2.8-117 ダム洪水調節地内（ダム上流域）の粒度分布の経年変化（10 年後～100 年後）

ダム建設前（ダムなし） ダム建設後（ダムあり）
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ダム下流河川における 100 年計算結果をダム建設前（ダムなし）とダム建設後

（ダムあり）で比較整理した。河床高の経年変化を図 7.2.8-118 に、粒度分布の

経年変化を図 7.2.8-119 に示す。

ダム下流河川における 100 年後の計算結果は、ダム建設前（ダムなし）とダム

建設後（ダムあり）で、河床変動高、粒度分布ともに経年的に大きな差はみられ

ない

また、川辺川の流水型ダム供用 100 後における河床勾配の変化を図 7.2.8-120

に、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の河床構成材料の粒度組

成の変化を図 7.2.8-121～図 7.2.8-122 に示し、環境類型区分ごとの特徴を整理

した。
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図 7.2.8-118 ダム下流河川の河床高・河床変動高の経年変化（10 年後～100 年後）

ダム建設前（ダムなし）

距離標 (k)

距離標 (k)

ダム建設後（ダムあり）

距離標 (k)

距離標 (k)
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図 7.2.8-119 ダム下流河川の粒度分布の経年変化（10 年後～100 年後）

ダム建設前（ダムなし） ダム建設後（ダムあり）
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7.2.8-335

流水型ダム下流域（山麓を流れる川） 流水型ダム上流域（山地を流れる川） 五木小川（山地を流れる川）
【ダム建設前（ダムなし）】
・13k～17kにかけての河床は低下傾向にあり 100 年
間で最大 2m 程度の河床低下と予測した。
・12k から下流の河床は堆積傾向にあり 100 年間で
最大 3m 程度河床の上昇と予測した。
【ダム建設後（ダムあり）】
・13k～17kにかけての河床は低下傾向にあり 100 年
間で最大 2m 程度の河床低下と予測した。
・12k から下流の河床は堆積傾向にあり 100 年間で
最大 3m 程度河床の上昇と予測した。
【ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあ
り）の比較】
・河床の堆積傾向と低下傾向の区間は同様であり、
ダムありとダムなしの変化は小さい。

【ダム建設前（ダムなし）】
・20k～21k の区間の河床は年間で最大 2m 程度の河床低下と予測した。
・川辺川第二堰堤上流の 23.6k～五木小川合流点上流 27k までの河床は堆
積傾向にあり、100 年間で最大 5m 程度、河床の上昇と予測した。
27ｋ～29ｋまでの河床はわずかに低下傾向にあり、100 年間で最大 1ｍ程
度の河床低下と予測した。
【ダム建設後（ダムあり）】
・20k～21k の区間の河床は年間で最大 2m 程度の河床低下と予測した。
・川辺川第二堰堤上流の 23.6k～五木小川合流点上流 29ｋまでの河床は堆
積傾向にあり、100 年間で最大 5m 程度、河床の上昇と予測した。
【ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の比較】
・20ｋ～21ｋの区間の低下傾向に大きな違いはない。
・23.6ｋ～29ｋの区間は、ダムありで一様に堆積傾向であるのに対し
て、ダムなしでは 27ｋ付近（川辺川第一堰堤）までは堆積傾向を示す
が、27ｋ～29ｋは低下傾向を示していた。
・23.6ｋ～27ｋの区間ではダムありとダムなしとも堆積傾向であるが 100
年間で 1ｍ程度の差がみられた。27ｋ～29ｋの区間ではダムありで堆積傾
向に対して、ダムなしで低下傾向が見られており、100 年間で 1ｍ程度の
差がみられた。

【ダム建設前（ダムなし）】
・0ｋ～1.0k の区間の河床は、100 年
間で最大 2ｍ程度の堆積傾向と予測し
た。
・1.0k より上流は河床高に大きな変
化はない。

【ダム建設後（ダムあり）】
・0ｋ～1.0k の区間の河床は、100 年
間で最大 3ｍ程度の堆積傾向と予測し
た。
・1.0k より上流は河床高に大きな変
化はない。

【ダム建設前（ダムなし）とダム建設
後（ダムあり）の比較】
・0ｋ～1.0k の区間では 100 年間で 1
ｍ程度であるが、ダムありの堆積傾向
が大きくなる。

図 7.2.8-120 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の河床高の変化と河床高の差分（100 年計算後）
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7.2.8-336

流水型ダム下流域（山麓を流れる川） 流水型ダム上流域（山地を流れる川） 五木小川（山地を流れる川）
【ダム建設前（ダムなし）】
10.8k 下流では、河床が堆積傾向にあることから、上
流から砂や礫が供給されてそれぞれの割合が増加し
（砂分約 20%、礫分約 70%）、石の割合が 10%以下に減
少する傾向がみられている。10.8k 上流では、砂、
礫、石の割合に大きな変化はないが、元河床の材料
（白抜き区間）に戻る区間がある。
【ダム建設後（ダムあり）】
10.8k 下流、下流ともダムなしと同様の傾向がみられ
るが、10.8k 上流で元河床の材料に戻る区間はダムな
しに比べて少ない。
【ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）
の比較】
ダムありとダムなしで大きな違いは見られていない
が、元河床（白抜き区間）に戻る区間の割合はダムあ
りは少なる。堆積傾向区間は砂や礫の割合が増加、多
様な粒径の砂礫で構成される環境は維持される。

【ダム建設前（ダムなし）】
局所的に砂分が多くなる区間もあるが、石の割合が減
少し、砂や礫の割合が増加する傾向がみられている。
【ダム建設後（ダムあり）】
ダムなし同様に石の割合が減少し、礫の割合が増加す
る傾向がみられている。
【ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）
の比較】
ダムありとダムなしで大きな違いは見られていない
が、ダムありでは局所的に砂が堆積する区間はみられ
ていない。

【ダム建設前（ダムなし）】
河床が堆積傾向にあることから、上流から砂や礫が供
給されてそれぞれの割合が増加し（砂分約 20%、礫分
約 70%）、石の割合が 10%以下に減少する傾向がみら
れている。
【ダム建設後（ダムあり）】
ダムなしと同様の傾向がみられている。
【ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）
の比較】
ダムありとダムなしで大きな違いは見られていない。
堆積傾向にある区間は砂や礫の割合は増加し、多様な
粒径の砂礫で構成される環境は維持される。

図 7.2.8-121 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の粒度組成の変化（100 年計算後）
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7.2.8-337

山麓を流れる川（0.0ｋ～18.0k） 山地を流れる川（18.2k～26.8k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 10%程度、礫が
70%程度、石が 10%程度となり、多様な粒径の礫が
分布する。

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 40%
程度、石が 5%程度となり、比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。

【参考】ダム建設前（ダムなし）：15%程度、礫
50%程度、石 5%程度

【参考】ダム建設前（ダムなし）：砂 10%程度、礫
35%程度、石 5%程度

止水域（27.0k～28.0k） 山地を流れる川（28.2k～32.6k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 10%程度、礫が
75%程度、石が15%程度となり、多様な粒径の礫が分
布する。

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 30%
程度、石が 20%程度となる。比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。

【参考】ダム建設前（ダムなし）：砂 20%程度、礫
60%程度、石 20%程度

【参考】ダム建設前（ダムなし）：砂 9%程度、礫
13%程度、石 7%程度

山地を流れる川（五木小川 0.0k～2.8k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 60%
程度、石が 7%程度となる。比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。
【参考】ダム建設前（ダムなし）：砂 8%程度、礫
40%程度、石 5%程度

図 7.2.8-122 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の

河床材料の変化（100 年計算後）（1/3）
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図 7.2.8-122 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の

河床材料の変化（100 年計算後）（2/3）

●0k～12k：ダムありの 60%粒径は 10～50mm であり、ダムなしと同程度と予測した。ダムありとダムなしとで河床構成
材料の変化はほとんどみられていない。

●13k～16k：ダムありは、60%粒経で10～100mmとなり、下流の区間との変化は小さい。ダムなしは固定床となると予測

した。
なお、ダムなしは河床低下により露岩する可能性がある。

●17k～18k：ダムあり、ダムなしともに固定床になると予測したことから、河床構成材料の変化は小さいと考えられ

る。
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図 7.2.8-122 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の

河床材料の変化（100 年計算後）（3/3）

●24k～29k：ダムありの 60%粒径は 10mm～20mm、ダムなしも同程度であり、ダムなしとダムありとで河床構成材料の変

化はほとんどみられていない。
●五木小川は、ダムありの 60%粒径は 10mm～20mm、ダムなしも同程度であり、ダムありとダムなしとで河床構成材料の

変化はほとんどみられていない。
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(キ) 河床高及び河床材料の変化の予測計算結果（球磨川）

川辺川の流水型ダム供用後における河床高の変化を図 7.2.8-123 に、河床構成

材料の粒度組成の変化を図 7.2.8-124～図 7.2.8-125 に示す。

球磨川の川辺川合流後の区間におけるダム建設後（ダムあり）の河床変動高の

経年変化と、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の河床変動高を

比較した結果、100 年計算後においても、1m 以下の差となっており、ダム供用によ

る球磨川の河床高の変化は小さいと予測した。

球磨川は生態系の類型区分の盆地を流れる川であり、河床構成材料の変化をダ

ム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較した結果、河床構成材料

の縦断的な変化や材料の構成比から、球磨川の河床構成材料の変化は小さいと予

測した。

図 7.2.8-123 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の河床高の変化と

河床高の差分（100 年計算後）
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図 7.2.8-124 球磨川の粒度分布の経年変化（10 年後～100 年後）
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盆地を流れる川（球磨川 52.6k～66.4k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が25%程度、礫が74%、石が1%程度
となる。比較的岩盤や石等が少なく、砂や礫が中心となってい
る。
【参考】ダム建設前（ダムなし）：21%程度、礫 77%程度、石が 1%
程度。

図 7.2.8-125 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の

河床材料の変化（100 年計算後）

(ク) 砂（中砂）堆積の予測計算

① 一次元河床変動計算結果からの砂（中砂）堆積の状況

一次元河床変動計算の連続計算の過程の中で、下流河川における砂（中砂）の

堆積が顕著にみられる区間の状況を整理した。

300m3/s 以上の洪水により付着藻類等は剥離するが、その後更新する際に、砂が

抜けないことで付着藻類が無機物に取り込まれる可能性があると考えられ、4 日以

内に砂が抜ける（砂の含有率 30%未満）とダム建設前（ダムなし）と差異は無いと

判断し、抽出条件としては、砂（中砂）の含有率が 30%以上の状態が 5 日間以上続

く地点を砂（中砂）が堆積するとして整理した。

その結果、70 年間（昭和 28 年～令和 4 年）計算のうち、７洪水で砂（中砂）堆

積が確認された。特に堆積が顕著な昭和 40 年 7 月洪水（ダム地点流入量：既往２

位）、令和２年７月洪水（ダム地点流入量：既往１位）の後は、砂（中砂）堆積

が長期間発生する箇所が見られる。ただし、砂（中砂）堆積の状態はほとんどが

１週間から 1 か月で解消され、令和２年７月洪水時でも 2 か月後には砂（中砂）堆

積が解消された。

昭和 54 年 7 月洪水は、ダム地点ピーク流入量が 1,100m3/s 程度であるものの、

砂（中砂）堆積が見られる区間が発生した。
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表 7.2.8-158 一次元河床変動計算結果における砂（中砂）堆積区間・期間（1/2）

洪水年 k ダム建設後（ダムあり）の

砂(中砂)堆積期間

ダム建設前（ダムなし）の

砂(中砂)堆積期間

砂(中砂)堆積

状況

S38 7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

S38.8.28～9.9（13 日間）

S38.8.22～S39.6.19(303 日間)

S38.8.22～S39.4.10(233 日間)

S38.8.21～S39.2.14(178 日間)

S38.8.21～9.19（30 日間）

なし

S38.9.1～S39.6.25(299 日間)

なし

なし

S38.8.28～S39.6.20(298 日間)

砂（中砂）堆

積する。

ダムなしでも

同程度の期間

砂（中砂）堆

積する箇所が

ある。

S40（1965） 7.2

7.4

7.6

7.8

S40.7.16～S41.3.5(217 日間)

S40.7.17～S41.1.14(167 日間)

S40.7.17～12.23(145 日間)

S40.7.13～9.20(51 日間)

S40.7.4～8.29(57 日間)

S40.8.27～8.28(2 日間)

S40.8.24～8.28(5 日間)

S40.7.2～8.28(58 日間)

砂（中砂）堆

積する。

ダムなしでも

同程度の期間

砂（中砂）堆

積する箇所が

ある。

9.2

9.4

9.6

9.8

10.0

10.2

S40.7.16～7.30（15 日間）

S40.7.16～7.30（15 日間）

S40.7.17～7.30（14 日間）

なし

S40.7.18～7.21（4 日間）

S40.7.15～7.30（26 日間）

なし

S40.6.29～8.24(57 日間)

なし

S40.6.30～7.1(2 日間)

11.0

11.2

11.4

11.6

11.8

12.0

12.2

12.4

S40.7.8～7.30（23 日間）

S40.7.8～7.30（23 日間）

S40.7.8～7.30（23 日間）

S40.7.8～7.30（23 日間）

S40.7.8～7.29（22 日間）

S40.7.8～7.16（9 日間）

S40.7.8～7.22（15 日間）

S40.7.8～7.15（8 日間）

なし

なし

S40.8.15～S41.3.3(201 日間)

なし

なし

なし

なし

なし

12.8

13.0

13.2

13.4

S40.7.7～7.14（8 日間）

S40.7.7～7.13（7 日間）

S40.7.7～7.14（8 日間）

S40.7.7～7.15（9 日間）

なし

なし

なし

S40.7.20～8.6(18 日間)

S46 13.2

13.4

13.6

S46.8.12～8.24(13 日間)

S46.8.11～8.29(19 日間)

なし

なし

なし

局 所 的 に 砂

（中砂）堆積

S54 7.2

7.4

7.6

7.8

S54.7.7～7.16（10 日間）

S54.7.8～7.13（6 日間）

S54.7.7～7.11（5 日間）

S54.7.6～7.11（6 日間）

なし

なし

なし

なし

局 所 的 に 砂

（中砂）堆積

S57 7.2

7.4

7.6

7.8

S57.9.6～S58.4.6（213 日間）

なし

なし

S57.12.1～S58.3.2（92 日間）

なし

なし

局 所 的 に 砂

（中砂）堆積

11.2

11.4

11.6

S57.7.15（1 日間）

S57.7.31～8.23（24 日間）

S57.7.14～7.15（2 日間）

なし

局 所 的 に 砂

（中砂）堆積

12.8

13.0

13.2

13.4

13.6

なし

なし

S57.7.28～8.15（19 日間）

S57.7.27～8.26（31 日間）

S57.7.27～7.28（33 日間）

なし

なし

なし

局 所 的 に 砂

（中砂）堆積
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表 7.2.8-158 一次元河床変動計算結果における砂（中砂）堆積区間・期間（2/2）

洪水年 k ダム建設後（ダムあり）の

砂(中砂)堆積期間

ダム建設前（ダムなし）の

砂(中砂)堆積期間

砂(中砂)堆積

状況

H18 3.0

3.2

3.4

なし

H18.8.20～9.10（22 日間）

なし

なし

局所的に砂（中

砂）堆積

7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

H18.8.18（1 日間）

H18.7.30～8.18（20 日間）

H18.7.31～8.18（19 日間）

H18.7.29～8.18（21 日間）

H18.7.28～8.18（22 日間）

H18.8.29～9.10(13 日間)

なし

なし

なし

局所的に砂（中

砂）堆積

R2 2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

5.2

R2.7.29～9.24（58 日間）

R2.7.28～9.17（52 日間）

R2.9.3～9.7（5 日間）

R2.8.11～9.6（27 日間）

R2.9.6（1 日間）

R2.7.29～9.6（40 日間）

R2.7.27～9.6（42 日間）

R2.7.29～9.6（40 日間）

なし

なし

なし

なし

R2.7.27～9.5（41 日間）

R2.8.4～8.9（6 日間）

なし

R2.7.25～9.6（44 日間）

R2.7.25～9.6（44 日間）

なし

R2.8.4～9.6（34 日間）

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

砂（中砂）堆積

する。

ダムなしでも同

程 度 の 期 間 砂

（中砂）堆積す

る箇所がある。

6.8

7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

8.0

8.2

8.4

8.6

8.8

9.0

9.2

9.4

9.6

R2.7.24～7.26（3 日間）

R2.7.19～8.5（17 日間）

R2.7.16～9.6（53 日間）

R2.7.17～7.28（12 日間）

R2.7.15～7.25（11 日間）

R2.7.15～7.24（10 日間）

R2.7.15～7.24（10 日間）

R2.7.17～7.24（10 日間）

R2.7.15～7.24（10 日間）

R2.7.14～7.23（10 日間）

R2.7.14～7.23（10 日間）

R2.7.15～7.20（6 日間）

R2.7.14～7.20（7 日間）

R2.7.14～7.19（6 日間）

R2.7.15～7.17（3 日間）

なし

R2.7.23～9.6（46 日間）

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

砂（中砂）堆積

する。

ダムなしでも同

程 度 の 期 間 砂

（中砂）堆積す

る箇所がある。

10.4

10.6

10.8

11.0

11.2

R2.7.14～7.18（5 日間）

R2.7.14～7.18（5 日間）

R2.7.13～7.18（6 日間）

R2.7.13～7.17（5 日間）

R2.7.13～7.18（6 日間）

なし

なし

なし

なし

なし

砂（中砂）堆積

する
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アユの生息・はみ跡確認箇所および産卵確認箇所に着目して、砂（中砂）堆積

の状況を表 7.2.8-159 に整理した。

表 7.2.8-159 に示す通り、アユの生息・はみ跡確認箇所や産卵確認箇所でも同

様にダム建設後（ダムあり）で砂（中砂）堆積が顕著にみられるのは昭和 40 年 7

月洪水、令和 2 年 7 月洪水であった。

砂（中砂）堆積が特に顕著に確認された箇所は、11k4 地点であり、昭和 40 年 7

月洪水が23日間、昭和57年 7月洪水が24日間継続する予測となっている。なお、

令和 2 年 7 月洪水は、11k4 地点では砂（中砂）堆積は予測されていないが、表

7.2.8-158 に示すとおり、11k2 地点より下流で 6 日間程度の砂（中砂）堆積は予測

されている。

表 7.2.8-159 一次元河床変動計算結果における砂（中砂）堆積区間・期間整理

（アユの生息・はみ跡確認箇所、産卵確認箇所）

項目 確認箇所
ダム建設後（ダムあり）の

砂（中砂）堆積の状況

ダム建設前（ダムなし）

砂（中砂）堆積の状況

アユの

生息・

はみ跡

確認箇所

3.5km
（3.4）

H18 なし ダムなし 0 日

R2.7.29～9.6（40 日間） -

8.4 km S40.7.17～8.6（21 日間） ダムなし 0 日

H18.7.28（1 日間） -

R2.7.15～7.24（10 日間） ダムなし 0 日

11.5km
（11.4）

S29.8.31～9.13（14 日間） ダムなし 0 日

S40.7.8～7.30（23 日間） ダムなし（20%以上、12 日間）

S57.7.31～8.23（24 日間） ダムなし（20%以上、17 日間）

H7.7.28～9.23（58 日間） ダムなし 0 日

H16.9.12～9.16（5 日間） ダムなし 0 日

H19.8.17～9.17（31 日間） ダムなし 0 日

H30.7.11～7.16（6 日間） ダムなし 0 日

12.6 km - -

17.8 km - -

21.0 km H7.7.6～7.7（2 日間） -

アユの

産卵床

2.7 km
（2.8）

R2.9.6（1 日間） -

5.5 km
（5.4）

R2.7.29～8.23（26 日間） ダムなし 0 日

9.1 km
（9.2）

S40.7.16～7.30（15 日間） ダムなし 0 日

R2.7.14～7.20（7 日間） ダムなし 0 日

11.4 km S29.8.31～9.13（14 日間） ダムなし 0 日

S40.7.8～7.30（23 日間） ダムなし（20%以上、12 日間）

S57.7.31～8.23（24 日間） ダムなし（20%以上、17 日間）

H7.7.28～9.23（58 日間） ダムなし 0 日

H16.9.12～9.16（5 日間） ダムなし 0 日

H19.8.17～9.17（31 日間） ダムなし 0 日

H30.7.11～7.16（6 日間） ダムなし 0 日



7.2.8-346

下流河川における流水型ダム供用後の砂（中砂）堆積の傾向について、図

7.2.8-126 に示す。

図 7.2.8-126(1) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-347

図 7.2.8-126(2) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-348

図 7.2.8-126 (3) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-349

図 7.2.8-126 (4) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-350

図 7.2.8-126(5) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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※19.4k はダム地点のため、ダムあり計算はなし。

図 7.2.8-126(6) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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図 7.2.8-126(7) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-353

図 7.2.8-126(8) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6
H

1
7

H
1

8

H
1

9
H

2
0

H
2

1

H
2

2

H
2

3
H

2
4

H
2

5

H
2

6
H

2
7

H
2

8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

流
量
（
m
3
/s
）

流入量

放流量

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2
H

2
3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
14.6k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
14.4k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
14.2k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2
H

2
3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
14.0k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2
H

2
3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
13.8k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
13.6k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
13.4k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2
H

2
3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
13.2k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3
H

1
4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2
H

2
3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

H
3

1
R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
13.0k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
12.8k

0

20

40

60

80

100

S2
8

S2
9

S3
0

S3
1

S3
2

S3
3

S3
4

S3
5

S3
6

S3
7

S3
8

S3
9

S4
0

S4
1

S4
2

S4
3

S4
4

S4
5

S4
6

S4
7

S4
8

S4
9

S5
0

S5
1

S5
2

S5
3

S5
4

S5
5

S5
6

S5
7

S5
8

S5
9

S6
0

S6
1

S6
2

S6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31 R

2

R
3

R
4

中
砂
比
率
（
%
） ダムなし

ダムあり
12.6k

ア
ユ
の
生
息
、

は
み
跡
確
認
箇
所

12.6k

ダムありで砂の
比率が高い洪水

洪水後、5 日間以上、砂（中砂）30%

以上が連続する箇所



7.2.8-354

図 7.2.8-126(9) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向

洪水後、5 日間以上、砂（中砂）30%

以上が連続する箇所
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図 7.2.8-126(10) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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図 7.2.8-126(11) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-357

図 7.2.8-126(12) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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7.2.8-358

図 7.2.8-126(13) 流水型ダム供用による砂（中砂）堆積の傾向
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② 砂の堆積が顕著な洪水後の河床高及び河床構成材料の変化

ア)ダム洪水調節地内（令和２年７月洪水時）

砂の堆積が顕著であった令和 2 年 7 月洪水時におけるダム地点通過土砂量の経時

変化について、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理し

た。

図 7.2.8-127 に示すとおり、ダム建設後（ダムあり）の場合、洪水調節後にお

いて、細砂・中砂が高濃度に流出する傾向がみられる。

図 7.2.8-127 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム地点通過土砂量の経時変化

令和 2 年 7月洪水時におけるダム洪水調節地内の河床高の経時変化について、ダ

ム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理した。図 7.2.8-128

に示すとおり、ダム建設後（ダムあり）の場合、ダム直上流において一時的に土

砂の堆積がみられる。第二堰堤上流の堆積はダム建設前（ダムなし）とダム建設

後（ダムあり）で大きな差はみられない。

令和 2 年 7月洪水時におけるダム洪水調節地内の粒度分布の経時変化について、

ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理した。図

7.2.8-129 に示すとおり、時点７（第２波の貯水位最大時点）以降で、細砂・中砂

の堆積が顕著にみられるが、その後、貯水位低下とともにダム下流へ流出してい

く。

ダム建設前（ダムなし） ダム建設後（ダムあり）
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図 7.2.8-129 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム洪水調節地内（ダム上流域）の

粒度分布の経時変化（時点 1～時点 10）

ダム建設前（ダムなし） 【令和 2 年 7 月洪水】 ダム建設後（ダムあり） 【令和 2 年 7 月洪水】
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イ)ダム下流河川（令和２年７月洪水時）

令和 2 年 7月洪水時におけるダム下流河川の河床高の経時変化について、ダム建

設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理した。図 7.2.8-130 に示

すとおり、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で、河床変動高に

大きな差はみられない。

令和 2 年 7月洪水時におけるダム下流河川の粒度分布の経時変化について、ダム

建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理した。図 7.2.8-131 に

示すとおり、ダム建設後（ダムあり）の河床構成材料の分布の時間的変化をみる

と、時点９以降、ダム下流に流出した細砂・中砂が、徐々に下流へ押し出され、

流下していく傾向がみられる。
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図 7.2.8-131 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム下流河川の粒度分布の経時変化

（時点 1～時点 10）

ダム建設前（ダムなし） 【令和 2 年 7 月洪水】 ダム建設後（ダムあり） 【令和 2 年 7 月洪水】
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ウ) ダム洪水調節地内（令和２年７月洪水後）

令和 2 年 7月洪水後の１日後～１か月後までのダム地点通過土砂量の経時変化に

ついて、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理した。

図 7.2.8-132 に示すとおり、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）

とも、大きな差はみられない。

図 7.2.8-132 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム地点通過土砂量の経時変化

（１日後～１か月後）

令和 2 年 7月洪水後におけるダム洪水調節地内の１日後～１か月後までの河床高

の経時変化について、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較

整理した。図 7.2.8-133 に示すとおり、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後

（ダムあり）で、大きな差はみられない。

令和 2 年 7月洪水後におけるダム洪水調節地内の１日後～１か月後までの粒度分

布の経時変化について、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比

較整理した。図 7.2.8-134 に示すとおり、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後

（ダムあり）とも、１日後と１か月後で大きな差はみられない。

ダム建設前（ダムなし） ダム建設後（ダムあり）
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図 7.2.8-134 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム洪水調節地内（ダム上流域）の粒度分布の
経時変化（１日後～１か月後）

ダム建設前（ダムなし） 【令和 2 年 7 月洪水】 ダム建設後（ダムあり） 【令和 2 年 7 月洪水】
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エ) ダム下流河川（令和２年７月洪水後）

令和 2 年 7月洪水後におけるダム下流河川の１日後～１か月後までの河床高の経

時変化について、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整理

した図 7.2.8-135 に示すとおり、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあ

り）で、河床変動高に大きな差はみられないが、ダム建設後（ダムあり）の方が、

若干、経時的な変動がみられる。

令和 2 年 7月洪水後におけるダム下流河川の１日後～１か月後までの粒度分布の

経時変化について、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）で比較整

理した。図 7.2.8-136 に示すとおり、ダムから流出した中砂が、時間の経過とと

もに、徐々に下流へ流下していく傾向がみられる。
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図 7.2.8-136 令和 2 年 7 月洪水時におけるダム下流河川の粒度分布の経時変化
（１日後～１か月後）

ダム建設前（ダムなし） 【令和 2 年 7 月洪水】 ダム建設後（ダムあり） 【令和 2 年 7 月洪水】
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v) 二次元河床変動計算

(ア) 平面二次元河床変動計算のモデル概要（川辺川）

平面二次元河床変動計算モデル（混合粒径モデル）は、平面的な流れ（流速と

水位）の計算と、河床高の計算を組み合わせたモデルである。一般座標系にて河

道法線や支川合流などの線形に合わせてメッシュ分割し、より洪水時の流況や河

床変動状況等の現象を表現可能なモデルとした。モデルの概要を表 7.2.8-160 に、

計算の流れを図 7.2.8-137 に示す。

与条件として与えた河床高と流量をもとに、平面的な流れの計算を行った上で、

その水理量から河床剪断力及び流砂量を算定し、平面的な河床高の変化量を求め、

算定した河床高を用いて次の流れの計算を行い、順次計算を繰り返すものである。

表 7.2.8-160 平面二次元河床変動計算モデルの概要
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図 7.2.8-137 平面二次元河床変動計算の流れ
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計算メッシュ（計算点）は平面図、航空測量をもとに、河道の湾曲形状、ダム

洪水調節地の範囲等を考慮して設定した。事例を図 7.2.8-138 に示す。計算点の

河床高は航空測量データより設定した。

モデルは、竹の川堰堤の落差が 10m 程度と大きいことから、計算の安定性を確保

するため、竹の川堰堤の上下流で分割した。モデルを模式的に図 7.2.8-139 に示

す。

図 7.2.8-138 平面二次元河床変動計算メッシュの設定事例

図 7.2.8-139 平面二次元河床変動計算モデル模式図

検証計算
初期河道R3⇒R4を再現
初期粒度R2⇒R4を再現

●水位(越流公式)

井出山堰 第二堰堤 第一堰堤

五木小川

ダムサイト

柳瀬

球磨川

頭地堰堤 竹の川堰堤

四浦

元井谷堰堤 ●流量(柳瀬流量を基に流域面積比で設定)
●土砂
(礫 ：断面の掃流力を踏まえて設定、
礫以外：一次元河床変動計算結果より設定)

予測計算
初期河道：R4
初期粒度：R4

井出山堰 第二堰堤 第一堰堤

五木小川

ダムサイト

柳瀬

球磨川

頭地堰堤
竹の川堰堤

四浦

元井谷堰堤

●流量(柳瀬流量を基に流域面積比で設定)
●土砂

(礫 ：断面の掃流力を踏まえて設定、
礫以外：一次元河床変動計算結果より設定)

●流量(上流計算結果)
●土砂(上流計算結果)

検証計算
初期河道R3⇒R4を再現
初期粒度R2⇒R4を再現

予測計算
初期河道：R4
初期粒度：R4

不等流水位

竹の川堰堤上流

下流端～竹の川堰堤
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(イ) 平面二次元河床変動計算の検証計算（川辺川）

平面二次元河床変動計算の検証計算条件を表 7.2.8-161 に、検証結果を図

7.2.8-140～図 7.2.8-142 に示す。

表 7.2.8-161 平面二次元河床変動計算の検証計算条件

備考内容項目

一般座標系運動方程式および連続式（平面二次元）流れ計算方法

空隙率：0.4流砂の連続式（平面二次元）河床変動

混合粒径を考慮。
交換層厚：0.5m、貯留層厚：0.5m

平野の式（平面二次元）粒度分布

二次流の影響を考慮した掃流砂量ベクトルの
補正（清水らの方法）による流況とQ3D（中
央大）の流況を比較し、二次流の影響が強く
出過ぎることから、二次流の影響を考慮しな
い方法を採用。

掃流砂量：芦田・道上式（主流方向）
長谷川式（横断方向）※二次流の影響は考慮しない

浮遊砂濃度：水深平均濃度の輸送方程式（平面二次元）
浮遊砂浮上量：基準面濃度×沈降速度
浮遊砂沈降量：底面濃度×沈降速度
基準面濃度：芦田・道上式
底面濃度：Lane-Kalinske分布を仮定し算出

流砂量

川辺川：球磨川合流点(0.0k)～40k
五木小川：川辺川合流点～元井谷堰堤地点（2.8k）

対象区間検証計算

ピーク流量1500m3/s以上となる洪水を対象
(→R4.9洪水)

R3～R4対象期間

地形：R3河道(ALB測量)
粒度分布：R3調査結果

初期条件

ピーク流量が1500m3/sを超える洪水を対象実績流量流量境界条件

掃流砂：1Dで求めた値（礫については半分）
浮遊砂：1Dで求めた値

上流端土砂量

不等流水位下流端水位
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図 7.2.8-141 河床構成材料検証計算結果（ダム下流区間）
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図 7.2.8-142 河床構成材料検証計算結果（ダム上流区間）
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(ウ) 平面二次元河床変動計算の予測計算（川辺川）

① 予測計算条件の設定

平面二次元河床変動の予測計算条件を表 7.2.8-162 に示す。

表 7.2.8-162 平面二次元河床変動の予測計算条件

項目 内容 備考

計
算
方
法

流れ 運動方程式および連続式（平面二次元） 一般座標系

河床変動 流砂の連続式（平面二次元） 空隙率：0.4

平野の式（平面二次元） 混合粒径を考慮
交換層厚：0.5m、貯留層厚：0.5m

流砂量 掃流砂量：芦田・道上式（主流方向）、長谷川
式（横断方向）
浮遊砂濃度：水深平均濃度の輸送方程式（平面
二次元）
浮遊砂浮上量：基準面濃度×沈降速度
浮遊砂沈降量：底面濃度×沈降速度
基準面濃度：芦田・道上式
底面濃度：Lane-Kalinske 分布を仮定し算出

検証計算結果より、清水らの方法に
よる二次流の影響は考慮しない

検
証
計
算

対象区間 区間①： 1k000～ 6k400
区間②：10k800～13k000
区間③：19k400～22k200

アユなどの生物の生息場として重要
で、1 次元の 100 年間河床変動予測
における変動傾向を考慮して抽出

対象期間 直近 30 年間：H5～R4
（H7.7,H16.8,H16.9,H17.9,H19.7,H23.6,H24.7
,H30.7,R2.7,R4.9）

1,500m3/s 以上の洪水のうち
150m3/s 以上の期間を抽出（抽出し
た洪水は図 7.2.8-143 に示す）

初期河道 地形：R4 河道(ALB 測量)
粒度分布：R4 調査結果

境
界
条
件

流量 一次元河床変動計算の上流端流量

上流端土砂
量

一次元河床変動計算の上流端通過土砂量
（礫のみを対象）

下流端水位 一次元河床変動計算の下流端水位
※区間③はダム地点の放流量、貯水位

※赤字は、対象とした 1,500m3/s 以上の出水を示す。

図 7.2.8-143 川辺川の流量
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② 予測対象区間の設定

瀬淵の変化予測の長期計算（30 年間）の計算対象区間は、一次元河床変動計

算の予測結果や、アユの生息確認地点、はみ跡、産卵場の分布状況、平面二次

元河床変動計算の検証計算結果を踏まえ、図 7.2.8-144 に示す対象区間に設定

した。

＜ダム下流河道＞

・川辺川 1k000～6k400 区間（約 5.4km）：アユはみ跡、産卵床区間

・川辺川 10k800～13k000 区間（約 2.8km）：一次元河床変動計算結果で変動あり、

アユはみ跡、産卵床区間

＜ダム洪水調節地内（ダム上流河道）＞

・川辺川 19k400～22k200 区間（約 2.8km）：洪水調節による冠水頻度大、砂州上砂堆積区間

図 7.2.8-144 瀬淵の変化予測の長期計算（30 年間）の対象区間設定

2.4km 10.8km 12.6km 15.0km

ダムなし・ありとも
河床上昇傾向

ダムなし・ありとも
河床低下傾向ダムなし低下傾向

ダムあり若干の低下傾向と上下変動

一次元河床変動計算の
100年間予測結果

アユ生息
確認地点

3.5km

夫婦橋

8.4km

川辺

11.5km

平川晴山

12.6km 17.8km

新深水橋下流

アユ体長大

はみ跡数大

産卵場 2.7km :＊ 5.5km :＊ 9.1km 11.4km :＊ 14.9km:＊

平面二次元河床変動
長期計算対象区間案
（瀬淵予測）

10.8 13.01.0 6.4

井出山堰柳瀬橋

＊：Max1000粒/100cm2オーダー

アユはみ跡、産卵床 一次元河床変動計算結果で変動あり
アユはみ跡、産卵床

ダム下流河道

【区間①：約5.4km区間】

【区間②：約2.8km区間】

洪水調節地内（ダム上流河道）

21.4km 23.6km 27.0km 29.4km

ダムなし・ありで大きな差はない

ダムなしと同傾向だが
ダムありのほうが変化小

アユ生息
確認地点

21.0km

藤田上流

31.4km

椿橋上流

アユ体長大

はみ跡数大

産卵床確認

平面二次元河床変動
長期計算対象区間
（瀬淵予測）

19.4 22.2

第1堰堤第2堰堤

【区間③：約2.8km】

ダムなしと同傾向だが
ダムありのほうが変化大

33.8km

竹の川堰堤下流

流水型
ダム地点

洪水調節による貯水頻度大、
砂州上砂堆積

一次元河床変動計算の
100年間予測結果

固定床
2.2 2.4 8.0 8.4

8.8 9.0 17.0 19.4
固定床

21.4 23.4 26.6 26.8 29.8 32.8
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(エ) 平面二次元河床変動計算の予測計算結果（川辺川）

① 瀬淵の変化

アユの生息・繁殖に重要な瀬や、一次元河床変動計算結果で変化すると予測

された区間について、流水型ダム運用後の長期期間（30 年間）の平面二次元河

床変動計算を実施した結果、図 7.2.8-145 及び図 7.2.8-146 に示すとおり、ダ

ム下流河川、ダム洪水調節地内において、川辺川の河川生態系を支える瀬や淵

を維持できることを確認した。

図 7.2.8-145(1) 瀬淵の変化予測結果（ダム下流域の川辺川）

図 7.2.8-145 (2) 瀬淵の変化予測結果（ダム下流域の川辺川）

ダム建設前（計算後）

ダム建設後（計算後）

ダム建設前（計算後）

ダム建設後（計算後）
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図 7.2.8-146 瀬淵の変化予測結果（ダム洪水調節地内の川辺川）

ダム建設前（計算後）

ダム建設後（計算後）
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② 重要な瀬の変化

アユの餌場や産卵場となっている瀬を抽出し、河床変動解析を行った結果、

図 7.2.8-147 に示すとおり、アユの産卵場となっている瀬は、ダム建設後（ダ

ムあり）においても、ダム建設前（ダムなし）と比べほぼ同程度に平瀬は残る

と予測した。そのため、アユの産卵場の変化は小さいと考えられる。また、ア

ユのはみ跡を確認した箇所の瀬は図 7.2.8-148 に示すとおり、ダム建設後（ダ

ムあり）においても、ダム建設前（ダムなし）と比べほぼ同程度に平瀬は残る

と予測した。そのため、アユの摂餌環境の変化は小さいと考えられる。

図 7.2.8-147(1)アユの産卵場となっている箇所の瀬の変化（柳瀬上流地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

ダム建設前

（ダムなし）:30m3/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m3/s

面積（m
2
） 7,087 6,325

平均流速（m/s) 1.07 1.05

最小水深（cm） 12 12

面積（m
2
） 5,937 5,132

平均流速（m/s) 1.10 1.10

瀬全体

水深20～80cm
の瀬
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図 7.2.8-147(2)アユの産卵場となっている箇所の瀬の変化（相良橋と相良大橋の間地点）

図 7.2.8-147(3)アユの産卵場・餌場となっている箇所の瀬の変化（平川地点）

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深
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※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9m 1.3m

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速
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※10k800〜17k000の場合
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ダム建設前

（ダムなし）:30m
3
/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m
3
/s

面積（m
2
） 5,100 4,113

平均流速（m/s) 1.14 1.08

最小水深（cm） 10 11

面積（m
2
） 3,838 2,675

平均流速（m/s) 1.18 1.11

瀬全体

水深20～80cm
の瀬

ダム建設前

（ダムなし）:30m
3
/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m
3
/s

面積（m2） 4,214 3,955

平均流速（m/s) 1.12 1.16

最小水深（cm） 10 4

面積（m2） 2,981 3,072

平均流速（m/s) 0.57 1.29

瀬全体

水深20～80cm
の瀬
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図 7.2.8-148(1)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（夫婦橋地点）

図 7.2.8-148(2)アユの餌場となっている箇所の瀬の変化（晴山）

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.1m/s

0.8m

0.4m/s

1.3m

※1k200〜10k800の場合

早瀬

平瀬

0.9 1.3m

※判定基準値は、流量30m3/s時に
現地調査した結果に基づいて設定
したものである。

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬
0.9m/s

ダム建設前

（ダムなし）:30m3/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m3/s

面積（m
2
） 5,127 5,810

平均流速（m/s) 1.15 1.09

最小水深（cm） 14 12

面積（m2） 4,325 4,799

平均流速（m/s) 1.21 1.15

水深20～80cm
の瀬

瀬全体

ダム建設前

（ダムなし）:30m
3
/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m
3
/s

面積（m2） 8,445 10,297

平均流速（m/s) 1.00 1.04

最小水深（cm） 3 2

面積（m2） 5,977 6,160

平均流速（m/s) 0.44 1.08

水深20～80cm
の瀬

瀬全体
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図 7.2.8-148(3)アユの産卵場となっている箇所の瀬の変化（藤田上流）

※判定基準値は、流量 30m3/s 時に
現地調査した結果に基づいて
設定したものである。

平瀬

淵

早瀬

早瀬・平瀬・淵
判定基準（イメージ）

水深

流速

0.8m/s

1.2m/s

0.9m

0.4m/s

1.2m

※10k800〜17k000の場合

早瀬

平瀬
0.8m/s

1.3m

1.4m/s

※19k20〜23k200 の場合

ダム建設前

（ダムなし）:30m
3
/s

ダム建設後

（ダムあり）:30m
3
/s

面積（m
2
） 7,736 8,832

平均流速（m/s) 1.43 1.16

最小水深（cm） 12 4

面積（m
2
） 6,584 7,536

平均流速（m/s) 1.46 1.18

瀬全体

水深20～80cm
の瀬
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③ 重要な淵の変化

魚類の生息環境となっている淵を抽出し、河床変動解析を行った結果を図

7.2.8-149 及び図 7.2.8-150 に示す。ダム建設後（ダムあり）においても、ダム

建設前（ダムなし）と比べ淵の大きさが一部変化するところはあるが、表

7.2.8-163 に示すとおり、淵の構造（面積、容量）の変化は小さいと考えられる。

ダム建設前（ダムなし） ダム建設後（ダムあり）

3km

の淵

11.4km

の淵

12.2～

12.6km

の淵

※ 30m3/s 時の平面二次元河床変動解析計算結果を示す

図 7.2.8-149 ２次元河床変動計算の予測結果（重要な淵）
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表 7.2.8-163 重要な淵の面積・容量の変化

図 7.2.8-150(1) ２次元河床変動計算の予測結果（澪筋縦断図：区間①）

淵

3k000

淵面積

(m2)

淵容量

(m3)

R4初期 6,800 15,800

ダム建設前

（ダムなし）
5,200 9,300

ダム建設後

（ダムあり）
4,800 8,600

淵

12k200〜12k600

淵面積

(m2)

淵容量

(m3)

R4初期 3,700 6,400

ダム建設前

（ダムなし）
2,600 4,300

ダム建設後

（ダムあり）
3,500 6,000

淵

11k500

淵面積

(m2)

淵容量

(m3)

R4初期 1,000 1,800

ダム建設前

（ダムなし）
1,300 2,300

ダム建設後

（ダムあり）
1,000 1,800
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図 7.2.8-150(2) ２次元河床変動計算の予測結果（澪筋縦断図：区間②）

図 7.2.8-150(3) ２次元河床変動計算の予測結果（澪筋縦断図：区間③）
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(オ) 砂の堆積予測計算

① 実現象の把握

ダム地点で約 600m3/s 程度の洪水により河岸の草本類の流出を確認した地点

（図 7.2.8-151 参照）における流況を平面二次元河床変動計算で図 7.2.8-152

に示す水深、流速、掃流力を確認し、当該地点の移動限界粒径を算定した結果、

5.8cm程度であった。近傍の2k600地点では20～30%程度、区間平均粒径では50%

程度の土砂が移動(流出)すると考えられる。

図 7.2.8-151 洪水前後の河道内植生の比較（柳瀬地点）

図 7.2.8-152 現況河道 700m3/s 流下時の流況（柳瀬地点）

草本類流出箇所
水深 ： 3.04（m）
流速 ： 2.78（m/s）
掃流力 ： 0.047（N/m2）
移動限界粒径 ： 5.8（cm）
平均粒径：11.1(ｃm)
無次元掃流力：0.026
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図 7.2.8-153 柳瀬地点近傍（2k600）の河床材料

② 予測計算条件の設定

一次元河床変動計算の予測にて、下流河川における砂床化が顕著にみられた

令和２年７月洪水（大規模洪水）、昭和 54 年６月洪水（中規模洪水）について、

平面二次元河床変動計算にて詳細に砂の堆積予測を行った。予測条件を表

7.2.8-164 に示す。

表 7.2.8-164 平面二次元河床変動計算の砂堆積範囲予測計算条件
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百
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2k600上層_H14

2k600上層_R3

2k600上層_R4

R4粒度分布（初期値）

2k600

備考内容項目

一般座標系運動方程式および連続式（平面二次元）流れ計算方法

空隙率：0.4流砂の連続式（平面二次元）河床変動

混合粒径を考慮
交換層厚：0.5m、貯留層厚：0.5m

平野の式（平面二次元）

検証計算結果より、清水らの方法による二次
流の影響は考慮しない

掃流砂量：芦田・道上式（主流方向）、長谷川式（横断方向）
浮遊砂濃度：水深平均濃度の輸送方程式（平面二次元）
浮遊砂浮上量：基準面濃度×沈降速度
浮遊砂沈降量：底面濃度×沈降速度
基準面濃度：芦田・道上式
底面濃度：Lane-Kalinske分布を仮定し算出

流砂量

川辺川：1.0k～40k
五木小川：川辺川合流点～元井谷堰堤地点（2.8k）

対象区間検証計算

100年間の1D河床変動計算において、ダム共用
後の砂床化がみられた洪水
R2.7洪水：ダム地点流入量が既往１位で広範

囲に砂床化
S54.6洪水：ダム地点流入量は1,100m3/s程度

であるが、洪水が長期に継続し砂
床化が発生

R2.7洪水
S54.6洪水

対象期間

地形：R4河道(ALB測量)
粒度分布：R4調査結果

初期河道

実績流量流量境界条件

掃流砂：礫分：1Dで求めた値の半分、礫以外：1Dで求めた値
浮遊砂：1Dで求めた値

上流端土砂量

不等流水位下流端水位

100 年間の一次元河床変動計算において、ダム供用
後の砂底化がみられた洪水

58mm

平均粒経 dm:111mm
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③ 予測計算結果

ア）令和 2 年 7 月洪水と昭和 54 年 6 月洪水の予測結果

令和 2 年 7月洪水の流況にて、ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあ

り）でダム下流の河床高変化が大きい箇所として川辺川 13k000 地点の洪水時の

河床の変化を図 7.2.8-154 に示す。昭和 54 年 6 月洪水の流況での河床変化をみ

ると、ダムの有無による河床高変化は小さいことが確認された。令和 2 年 7 月洪

水(放流量ピーク約 2,000m3/s)ではダム建設後（ダムあり）で河岸際の土砂堆積

が一部残るが、昭和 54 年 6 月洪水(放流量ピーク約 1,100m3/s)ではダム建設後

（ダムあり）、ダム建設前（ダムなし）ともに土砂堆積は生じておらず、小～

中規模程度の出水では顕著な土砂堆積による影響は生じないと考えられる。
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図 7.2.8-154(2) 洪水時の河床の変化（川辺川 13k000 地点）
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イ）山麓を流れる川における堆積状況

令和 2 年 7 月洪水の流況を図 7.2.8-155 に示す。山麓の流れる川の予測結果

を図 7.2.8-156～図 7.2.8-162 示す。各予測地点における移動限界粒経等から、

堆積土砂の掃流の可能性について検討を行った結果を表 7.2.8-165 に示す。

図 7.2.8-155 令和２年７月洪水時の流況

表 7.2.8-165 山麓を流れる川における堆積土砂掃流の可能性

地点 移動限界粒経、無次元掃流力の

状況

堆積土砂掃流の可能性

11k800 地点 令和 2 年洪水(放流量ピーク約

2,000m3/s)で、ダム建設後（ダ

ムあり）で河道全体に堆積する

11k800 地点の流況から、移動限

界粒径は 400m3/s 流下時で 7.8cm

程度で無次元掃流力は 0.185 で

あった。

河床変動後の 11k800 地点の粒度分布か

ら、約 90％程度の河床材が移動（流出）

する可能性がある。また、本地点の無次

元掃流力は、草本類流出地点の無次元掃

流力 0.026 よりも大きく、堆積土の粒度

分布からも小規模な出水で掃流されると

考えられる。なお、一部堆積が残る可能

性はあるが、一時的であると考えられ

る。

13k000 地点 令和 2 年洪水(放流量ピーク約

2,000m3/s)で、ダム建設後（ダ

ムあり）で河岸部に堆積する

13k000 地点の流況から、移動限

界粒径は 400m3/s 流下時で 3.1cm

程度で無次元掃流力は 0.055 で

あった。

河床変動後の当該地点粒度分布から

は、約 60％程度の河床材が移動（流出）

する可能性がある。また、本地点の無次

元掃流力は、草本類流出地点の無次元掃

流力 0.026 よりも大きく、堆積土の粒度

分布からも小規模な出水で掃流されると

考えられる。なお、一部堆積が残る可能

性はあるが、一時的であると考えられ

る。
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図 7.2.8-156 令和 2 年洪水による堆積箇所（川辺川 11k800 地点）

図 7.2.8-157 堆積箇所付近の流況（400m3/s 流下時）

図 7.2.8-158 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（表層）

図 7.2.8-159 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（堆積土全体）

※無次元掃流力は変動後の平均粒度より算定

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床
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図 7.2.8-160 令和 2 年洪水による堆積箇所（川辺川 13k000 地点）

図 7.2.8-161 堆積箇所付近の流況（400m3/s 流下時）

図 7.2.8-162 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（表層）

図 7.2.8-163 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（堆積土全体）

※無次元掃流力は変動後の平均粒度より算定

700600500400
地点流量
（m3/s)

4.353.983.583.12水深 (m)

2.302.222.132.05流速 (m/s)

0.0290.0270.0260.025掃流力 (N/m2)

3.63.33.23.1
移動限界粒径

(cm)

0.0640.0590.0570.055無次元掃流力

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床
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ウ）山地を流れる川における堆積状況

山地の流れる川の予測結果を図 7.2.8-164～図 7.2.8-174 に示す。各予測地

点における移動限界粒経等から、堆積土砂の掃流の可能性について検討を行っ

た結果を表 7.2.8-166 に示す。

表 7.2.8-166 山地を流れる川における堆積土砂掃流の可能性

地点 流況と堆積高の状況 堆積土砂掃流の可能性

21k600 地点 令和 2 年洪水(放流量ピーク約

2,000m3/s)で、ダム建設後（ダ

ムあり）で河道内に堆積する

21k600 地点の流況をみると、

500m3/s 程度までは水位は、堆積

高を下回る。

堆積後 600m3/s 程度の小出水が生じる

と、初期粒度よりも粒径の小さい堆積土

砂は、小規模な出水で掃流されると考え

られる。なお、次期出水によっても堆積

した土砂は掃流されるが、一部分が残る

可能性がある。

22k000 地点 令和 2 年洪水(放流量ピーク約

2,000m3/s)で、ダム建設後（ダ

ムあり）で河道内に堆積する

22k000 地点の流況をみると、

500m3/s 程度までは水位は、堆積

高を下回る。

堆積後 600m3/s 程度の小出水が生じる

と、初期粒度よりも粒径の小さい堆積土

砂は、小規模な出水で掃流されると考え

られる。なお、次期出水によっても堆積

した土砂は掃流されるが、一部分が残る

可能性がある。

22ｋ400 地点 令和 2 年洪水(放流量ピーク約

2,000m3/s)で、ダム建設後（ダ

ムあり）で河道内に堆積する

22k400 地点の流況をみると、

500m3/s 程度までは水位は、堆積

高を下回る。

堆積後 600m3/s 程度の小出水が生じる

と、初期粒度よりも粒径の小さい堆積土

砂は、小規模な出水で掃流されると考え

られる。なお、次期出水によっても堆積

した土砂は掃流されるが、一部分が残る

可能性がある。
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図 7.2.8-164 令和 2 年洪水による堆積箇所（川辺川 21k600 地点）

図 7.2.8-165 堆積箇所付近の流況（400m3/s 流下時）

図 7.2.8-166 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（表層）

図 7.2.8-167 洪水調節終了 5 日後の粒度分布
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ダム建設前（ダムなし）時点の河床
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ダム建設前（ダムなし）初期河床
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ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床
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図 7.2.8-168 令和 2 年洪水による堆積箇所（川辺川 22k000 地点）

図 7.2.8-169 堆積箇所付近の流況（400m3/s 流下時）

図 7.2.8-170 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（表層）

図 7.2.8-171 洪水調節終了 5 日後の粒度分布
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ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床
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図 7.2.8-172 令和 2 年洪水（ダム建設後（ダムあり））による

堆積箇所（川辺川 22k400 地点）

図 7.2.8-173 堆積箇所付近の流況（400m3/s 流下時）

図 7.2.8-174 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（表層）

図 7.2.8-175 洪水調節終了 5 日後の粒度分布

（堆積土全体）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100 1000

通
過
質

量
百

分
率

（%
）

粒径（mm）

R4粒度分布（初期値）

22k400

ダムあり 22k400

初期粒度
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ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床

ダム建設前（ダムなし）初期河床

ダム建設後（ダムあり）初期河床

ダム建設前（ダムなし）時点の河床

ダム建設後（ダムあり）時点の河床
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vi) 河床形状や河床材料の変化による生物の生息・繁殖環境への影響

「iv)一次元河床変動計算」による河床高及び河床材料の変化の予測結果をもと

に、魚類等の生息・繁殖環境の変化について予測した。

各類型区分の河床材料の変化を図 7.2.8-176 に示す。

山麓を流れる川（0.0ｋ～18.0k） 山地を流れる川（18.2k～26.8k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 10%程度、礫が
70%程度、石が 10%程度となり、多様な粒径の礫が
分布する。

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 40%
程度、石が 5%程度となり、比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。

【参考】ダム建設前（ダムなし）：15%程度、礫
50%程度、石 5%程度

【参考】ダム建設前（ダムなし）：10%程度、礫
35%程度、石 5%程度

止水域（27.0k～28.0k） 山地を流れる川（28.2k～32.6k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 10%程度、礫が
75%程度、石が15%程度となり、多様な粒径の礫が分
布する。

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 30%
程度、石が 20%程度となる。比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。

【参考】ダム建設前（ダムなし）：20%程度、礫60%
程度、石 20%程度

【参考】ダム建設前（ダムなし）：9%程度、礫 13%
程度、石 7%程度

山地を流れる川（五木小川 0.0k～2.8k） 盆地を流れる川（球磨川 52.6k～66.4k）

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 5%程度、礫が 60%
程度、石が 7%程度となる。比較的岩盤等が多い区
間であるが砂や礫も残る。

ダム建設後（ダムあり）は、砂が 25%程度、礫が
74%、石が 1%程度となる。比較的岩盤や石等が少な
く、砂や礫が中心となっている。

【参考】ダム建設前（ダムなし）：8%程度、礫 40%
程度、石 5%程度

【参考】ダム建設前（ダムなし）：21%程度、礫
77%程度、石が 1%程度。

図 7.2.8-176 ダム建設前（ダムなし）とダム建設後（ダムあり）の

河床材料の変化（100 年計算後）（再掲）
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(ア)山地を流れる川

本区間に生息する動物の特徴として、魚類のニホンウナギのように泥や砂を生

息環境とするものやアユ、サクラマス（ヤマメ）といった石を生息環境とするも

の、また、タカハヤ、ウグイ、サクラマス（ヤマメ）といった砂、礫を産卵環境

としている魚類が生息する。

また、底生動物のフタマタマダラカゲロウ、ヨシノマダラカゲロウ、オオマダ

ラカゲロウは礫や石を生息環境としている。また、ニンギョウトビケラやヤマト

ビケラ属は、礫や砂を粘液で固めた巣を作ってその中に生息している。

このことから、ここでは、魚類の生息環境、魚類の産卵環境、底生動物の生息

環境、底生動物の産卵環境について予測評価を行った。

「山地を流れる川」に生息する魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環

境の河床構成材料を表 7.2.8-167 に示す。

ア) 魚類の生息環境

二ホンウナギやドンコなどの生息環境の河床構成材料は泥や砂である。また、

アユやサクラマス（ヤマメ）などの生息環境の河床構成材料は石である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 5～9%程度と減少し、礫分が 30

～60%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするニホンウナギや

ドンコなどの生息環境が減少する可能性がある。しかし、ダム供用後の河床は、

石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒径はわずかに減少する

ものの維持されていることから、ニホンウナギやドンコなどの生息環境は維持さ

れると考えられる。また、アユやサクラマス（ヤマメ）といった石底に生息する

種も生息可能な、多様な環境が維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。

イ) 魚類の産卵環境

カワムツ、タカハヤなどの産卵環境の河床構成材料は礫や砂である。また、ウ

グイ、アユなどの産卵環境の河床構成材料は礫や砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 5～9%程度と減少し、礫分が 30

～60%程度と増加すると予測したことから、砂分を産卵環境とするカワムツやタカ

ハヤなどの産卵場が減少する可能性がある。しかし、ダム供用後の河床は、石、

礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒径はわずかに減少するもの

の維持されていることから、カワムツやタカハヤなどの生息環境は維持されると

考えられる。また、アユやウグイといった礫底に産卵する種も再生産可能な、多

様な環境が維持されるものと考えられる。



7.2.8-403

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の産卵環境の変化は小さいと考えられる。

ウ) 底生動物の生息環境

フタマタマダラカゲロウ、ヨシノマダラカゲロウ、オオマダラカゲロウの生息

環境の河床構成材料は礫や石である。また、ヤマトビケラ属やニンギョウトビケ

ラの生息環境の河床構成材料は、礫や砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 5～9%程度と減少し、礫分が 30

～60%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするヤマトビケラ属

やニンギョウトビケラなどの生息環境が減少する可能性がある。しかし、ダム供

用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒径はわ

ずかに減少するものの維持されていることから、ヤマトビケラ属やニンギョウト

ビケラなどの生息環境の変化は小さいと考えられる。また、フタマタマダラカゲ

ロウ、ヨシノマダラカゲロウ、オオマダラカゲロウといった石礫底に生息する種

も生息可能な、多様な環境が維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。
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エ) 底生動物の産卵環境

フタマタマダラカゲロウ、ヨシノマダラカゲロウ、オオマダラカゲロウは石底

の瀬の水面で産卵を行う。また、ヤマトビケラ属やニンギョウトビケラの産卵環

境の河床構成材料は、礫や砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 5～9%程度と減少し、礫分が 30

～60%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするヤマトビケラ属

やニンギョウトビケラなどの生息環境が減少する可能性がある。しかし、ダム供

用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒径はわ

ずかに減少するものの維持されていることから、ヤマトビケラ属やニンギョウト

ビケラなどの産卵環境の変化は小さいと考えられる。また、フタマタマダラカゲ

ロウ、ヨシノマダラカゲロウ、オオマダラカゲロウいった石底に産卵する種も生

息可能な、多様な環境が維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。
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オ) まとめ

本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵環

境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることから、現況の魚類及び

底生動物の生息は維持されると考えられる。

表 7.2.8-167 「山地を流れる川」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び

生息環境の河床構成材料

種名
産卵環境○・生息環境■

泥 砂 礫 石 その他

魚類

ニホンウナギ ■ ■ ■ ■ ■

カワムツ ○ ○ ■ ■

タカハヤ ○ ○ ■ ■

ウグイ ○ ○ ■ ■

アユ ○ ○ ■ ■

サクラマス（ヤマメ） ○ ○ ■ ■

ドンコ ■ ■ ■ ○ ■○

主な

底生

動物

オオマダラカゲロウ ■ ■○ ○

ヨシノマダラカゲロウ ■ ■○ ○

フタマタマダラカゲロウ ■ ■○ ○

ヤマトビケラ属 ■

ニンギョウトビケラ ■ ■

資料)1.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月

(株)山と溪谷社)

2.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リ

バーフロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

3.原色日本淡水魚類図鑑全改訂版新版(宮地傳三郎・川那部浩哉・水野信彦 昭和 51 年 8 月

(株)保育社)

4.小学館の図鑑 Z 日本魚類館. (中坊徹次編 平成 30 年 5 月 (株)小学館).

5.日本産水生昆虫-科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 17 年 1 月 東海大

学出版会)

6.日本の水生昆虫（中島淳・林成多・石田和男・北野忠・吉富博之 令和 2 年 2 月 文一総

合出版）

7.日本の水生昆虫種分化とすみわけをめぐって（柴谷篤弘, 谷田一三 編集 平成元年 1 月

東海大学出版会） をもとに作成
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(イ)山麓を流れる川

本区間に生息する動物の特徴として、河川の流水中には、砂泥底に潜るスナヤ

ツメ南方種、ヤマトシマドジョウ、石礫底にみられるヨシノボリ類、付着藻類を

餌とし、浅瀬の砂礫に産卵するアユ、平瀬を中心に遊泳し浅瀬の比較的流れの緩

やかな砂底で産卵する雑食性のオイカワ、カワムツ、流れの緩やかな砂泥底に生

息するスゴモロコ類、イトモロコ等の魚類が生息している。

また、底生動物では、河川の上流域から中流域の石礫底に生息するカミムラカ

ワゲラ、キソナガレトビケラ、流水中の流木に付着して生息するハバビロドロム

シ等が生息している。また、ヤマトビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナ

ガトビケラ属など、礫や砂を粘液で固めた巣を作る種が生息している。

このことから、ここでは、魚類の生息環境、魚類の産卵環境、底生動物の生息

環境、底生動物の産卵環境について予測評価を行った。

「山麓を流れる川」に生息する魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環

境の河床構成材料を表 7.2.8-168 に示す。

ア) 魚類の生息環境

スナヤツメ南方種、コイ（型不明）、ヤマトシマドジョウ、カマツカなどの生

息環境の河床構成材料は泥や砂である。また、アユやドンコなどの生息環境の河

床構成材料は石や礫である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 70%

程度、石分が 10%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするスナ

ヤツメ南方種、コイ（型不明）、ヤマトシマドジョウ、カマツカなどの生息環境

が減少する可能性がある。しかし、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざま

な粒径で構成されており、砂分の粒径はわずかに減少するものの維持されている

ことから、スナヤツメ南方種、コイ（型不明）、ヤマトシマドジョウ、カマツカ

などの生息環境の変化は小さいと考えられる。また、アユやドンコといった石礫

底に生息する種も生息可能な、多様な環境が維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。

イ) 魚類の産卵環境

スナヤツメ南方種やカワムツ、タカハヤなどの産卵環境の河床構成材料は礫や

砂である。また、ウグイ、アユ、カワヨシノボリなどの産卵環境の河床構成材料

は礫や石である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 70%

程度、石分が 10%程度と増加すると予測したことから、砂分を産卵環境とするスナ
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ヤツメ南方種、カワムツ、タカハヤなどの産卵場が減少する可能性がある。しか

し、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分

の粒径はわずかに減少するものの維持されていることから、スナヤツメ南方種、

カワムツ、タカハヤなどの産卵環境の変化は小さいと考えられる。また、アユや

ウグイといった礫底に産卵する種も再生産可能な、多様な環境が維持されるもの

と考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の産卵環境の変化は小さいと考えられる。

ウ) 底生動物の生息環境

カミムラカワゲラ、キソナガレトビケラの生息環境の河床構成材料は礫や石で

ある。また、ハバビロドロムシについては、流水中の流木に付着して生息してお

り、石の下で越冬する。また、ヤマトビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲ

ナガトビケラ属の生息環境の河床構成材料は、礫や砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 70%

程度、石分が 10%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするヤマ

トビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナガトビケラ属などの生息環境が減

少する可能性がある。しかし、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒

径で構成されており、砂分の粒径はわずかに減少するものの維持されていること

から、ヤマトビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナガトビケラ属などの生

息環境の変化は小さいと考えられる。また、カミムラカワゲラ、キソナガレトビ

ケラといった石礫底に生息する種も生息可能な、多様な環境が維持されるものと

考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。

エ) 底生動物の産卵環境

カミムラカワゲラやキソナガレトビケラは石礫底の瀬の水面で産卵を行う。ま

た、ヤマトビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナガトビケラの産卵環境の

河床構成材料は、礫や砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 70%

程度、石分が 10%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするヤマ

トビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナガトビケラ属などの産卵環境が減

少する可能性がある。しかし、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒

径で構成されており、砂分の粒径はわずかに減少するものの維持されていること

から、ヤマトビケラ属、ニンギョウトビケラ、タテヒゲナガトビケラ属などの産
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卵環境の変化は小さいと考えられる。また、カミムラカワゲラ、キソナガレトビ

ケラといった石礫底に産卵する種も生息可能な、多様な環境が維持されるものと

考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。

オ) まとめ

本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵環

境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることから、現況の魚類及び

底生動物の生息は維持されると考えられる。
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表 7.2.8-168 「山麓を流れる川」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び

生息環境の河床構成材料

種名
産卵環境○・生息環境■

泥 砂 礫 石 その他

魚類

スナヤツメ南方種 ■ ■○ ○

コイ（型不明） ■ ■ ■○

オイカワ ■ ■○ ○ ■

カワムツ ○ ○ ■ ■

タカハヤ ○ ○ ■ ■

ウグイ ○ ○ ■ ■

カマツカ ■○ ■○

ニゴイ ■ ■○ ■○ ■○ ■

イトモロコ ■ ■○ ■

スゴモロコ類 ■○ ■○ ■

ヤマトシマドジョウ ■ ■ ○

アユ ○ ○ ■ ■

サクラマス（ヤマメ） ○ ○ ■ ■

ドンコ ■ ■ ■ ○ ■○

カワヨシノボリ ■ ■○

トウヨシノボリ類 ○ ■○ ■○ ○

主な

底生

動物

カミムラカワゲラ ■ ■

ヤマトビケラ属 ■

キソナガレトビケラ ■ ■

ニンギョウトビケラ ■ ■

タテヒゲナガトビケラ属 ■

ハバビロドロムシ ■

資料)1.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月

(株)山と溪谷社)

2.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リ

バーフロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

3.原色日本淡水魚類図鑑全改訂版新版(宮地傳三郎・川那部浩哉・水野信彦 昭和 51 年 8 月

(株)保育社)

4.日本のドジョウ 形態・生態・文化と図鑑(中島淳 平成 29 年 3 月 (株)山と溪谷社)

5.山渓ハンディ図鑑 増補改訂 日本の淡水魚(藤田朝彦・武内啓明・川瀬成吾・細谷和海 令

和元年 9 月 (株)山と溪谷社)

6.日本産水生昆虫-科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 17 年 1 月 東海大

学出版会)

7.日本の水生昆虫（中島淳・林成多・石田和男・北野忠・吉富博之 令和 2 年 2 月 文一総

合出版）

8.日本の水生昆虫種分化とすみわけをめぐって（柴谷篤弘, 谷田一三 編集 平成元年 1 月

東海大学出版会） をもとに作成
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(ウ)盆地を流れる川

本区間に生息する動物の特徴として、河川の流水中には、砂礫底に潜るスナヤ

ツメ南方種、ヤマトシマドジョウ、石礫底にみられるギギやヨシノボリ類、付着

藻類を餌とし、浅瀬の砂礫に産卵するアユ、平瀬を中心に遊泳し浅瀬の比較的流

れの緩やかな砂底で産卵する雑食性のオイカワ、カワムツ、流れの緩やかな砂泥

底に生息するスゴモロコ類、イトモロコ等の魚類が生息している。

また、底生動物では、河川の上流域から中流域の石礫底に生息するアカマダラ

カゲロウ、キイロカワカゲロウ、ヒメトビイロカゲロウ等が生息している。また、

ヤマトビケラ属、タテヒゲナガトビケラ属など、砂を粘液で固めた巣を作る種が

生息している。

このことから、ここでは、魚類の生息環境、魚類の産卵環境、底生動物の生息

環境について予測評価を行った。

「盆地を流れる川」に生息する魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環

境の河床構成材料を表 7.2.8-169 に示す。

ア) 魚類の生息環境

スナヤツメ南方種、コイ（型不明）、ギンブナ、フナ属、ヤマトシマドジョウ、

カマツカなどの生息環境の河床構成材料は泥や砂である。また、ギギ、アユ、カ

ワヨシノボリなどの生息環境の河床構成材料は石や礫である。

本区間においては、河床の予測結果から、河床の構成材料に大きな変化は生じ

ず、砂分が 25%程度、礫が 74%程度、石分が 1%程度と予測した。また、ダム供用後

の河床は、石、礫、砂ののさまざまな粒径で構成される。そのため、ニホンウナ

ギ、コイ（型不明）などが生息可能な砂泥底や、ギギやカワヨシノボリが生息可

能な石礫底は維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。

イ) 魚類の産卵環境

スナヤツメ南方種やカワムツ、タカハヤなどの産卵環境の河床構成材料は礫や

砂である。また、ウグイ、アユ、カワヨシノボリなどの産卵環境の河床構成材料

は礫や石である。

本区間においては、河床の予測結果から、河床の構成材料に大きな変化は生じ

ず、砂分が 25%程度、礫が 74%程度、石分が 1%程度と予測した。また、ダム供用後

の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成される。そのため、スナヤツメ南

方種やカワムツ、タカハヤが産卵可能な砂泥底や、ウグイ、アユ、カワヨシノボ

リなどが産卵可能な石礫底は維持されるものと考えられる。
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これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の産卵環境の変化は小さいと考えられる。

ウ) 底生動物の生息環境

アカマダラカゲロウ、キイロカワカゲロウ、ヒメトビイロカゲロウの生息環境

の河床構成材料は礫や石である。これらの種は、わずかにシルトがたまっている

ような箇所にも生息する。また、ヒメトビイロカゲロウについては、落ち葉の堆

積箇所にも生息する。また、ヤマトビケラ属、タテヒゲナガトビケラ属の生息環

境の河床構成材料は、砂である。

本区間においては、河床の予測結果から、河床の構成材料に大きな変化は生じ

ず、砂分が 25%程度、礫が 74%程度、石分が 1%程度と予測した。また、ダム供用後

の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成される。そのため、アカマダラカ

ゲロウ、キイロカワカゲロウ、ヒメトビイロカゲロウが生息可能な礫底や、ヤマ

トビケラ属、タテヒゲナガトビケラ属が生息可能な砂礫底は維持されるものと考

えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。

エ) 底生動物の産卵環境

アカマダラカゲロウとキイロカワカゲロウは石礫底の瀬の水面で産卵を行う。

また、ヒメトビイロカゲロウは礫底に産卵する。また、ヤマトビケラ属、タテヒ

ゲナガトビケラ属の産卵環境の河床構成材料は、砂である。

本区間においては、河床の構成材料に大きな変化は生じず、砂分が 25%程度、礫

が 74%程度、石分が 1%程度と予測した。また、ダム供用後の河床は、石、礫、砂の

さまざまな粒径で構成される。そのため、アカマダラカゲロウ、キイロカワカゲ

ロウ、ヒメトビイロカゲロウが産卵可能な礫底や、ヤマトビケラ属、タテヒゲナ

ガトビケラ属が産卵可能な砂礫底は維持されるものと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の産卵環境の変化は小さいと考えられる。

オ) まとめ

本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵環

境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることから、現況の魚類及び

底生動物の生息は維持されると考えられる。
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表 7.2.8-169 「盆地を流れる川」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び

生息環境の河床構成材料

種名
産卵環境○・生息環境■

泥 砂 礫 石 その他

スナヤツメ南方種 ■ ■○ ○

ニホンウナギ ■ ■ ■ ■ ■

コイ（型不明） ■ ■ ■○

ギンブナ ■ ■○

フナ属 ■ ■○

オイカワ ■ ■○ ○ ■

カワムツ ○ ○ ■ ■

タカハヤ ○ ○ ■ ■

ウグイ ○ ○ ■ ■

カマツカ ■○ ■○

ニゴイ ■ ■○ ■○ ■○ ■

イトモロコ ■ ■○ ■

スゴモロコ類 ■○ ■○ ■

コイ科 ○ ○ ■

ヤマトシマドジョウ ■ ■ ○

ギギ ■○ ■

アユ ○ ○ ■ ■

ミナミメダカ ■○

ドンコ ■ ■ ■ ○ ■○

カワヨシノボリ ■ ■○

トウヨシノボリ類 ○ ■○ ■○ ○

主な

底生

動物

ヒメトビイロカゲロウ ○■ ■ ■

キイロカワカゲロウ ■ ■ ■○

アカマダラカゲロウ ■ ■ ■○

ヤマトビケラ属 ■

タテヒゲナガトビケラ属 ■

資料)1.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月

(株)山と溪谷社)

2.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リ

バーフロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

3.原色日本淡水魚類図鑑全改訂版新版(宮地傳三郎・川那部浩哉・水野信彦 昭和 51 年 8 月

(株)保育社)

4.日本のドジョウ 形態・生態・文化と図鑑(中島淳 平成 29 年 3 月 (株)山と溪谷社)

5.小学館の図鑑 Z 日本魚類館. (中坊徹次編 平成 30 年 5 月 (株)小学館).

6.山渓ハンディ図鑑 増補改訂 日本の淡水魚(藤田朝彦・武内啓明・川瀬成吾・細谷和海 令

和元年 9 月 (株)山と溪谷社)

7.日本産水生昆虫-科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 17 年 1 月 東海大

学出版会)

8.日本の水生昆虫種分化とすみわけをめぐって（柴谷篤弘, 谷田一三 編集 平成元年 1 月

東海大学出版会） をもとに作成
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(エ)止水域

本区間に生息する動物の特徴として、河川の流水中には、タカハヤ、ウグイ、

ヤマメ（サクラマス）といった砂、礫、石を産卵環境としている魚類が生息する。

また、底生動物のモトムラユリミミズが泥底を、モンカゲロウが砂泥底を、カ

クツツトビケラが砂底やリターだまりを生息環境とし、ハイイロゲンゴロウが開

放的な水域を生息環境としている。

このことから、ここでは、魚類の生息環境、魚類の産卵環境、底生動物の生息

環境について予測評価を行った。

「止水域」に生息する魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環境の河床

構成材料を表 7.2.8-170 に示す。

ア) 魚類の生息環境

タカハヤ、ウグイ、サクラマス（ヤマメ）の生息環境の河床構成材料は石であ

る。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 75%

程度、石分が 20%程度と増加すると予測したが、止水域では、砂分を主要な生息環

境としている魚類（例えばカマツカなど）は確認できなかった。

また、石底を生息環境とするタカハヤ、ウグイ、サクラマス（ヤマメ）の生息

環境である石分は増加しており、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな

粒径で構成されていることから、魚類の生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の生息環境の変化は小さいと考えられる。

イ) 魚類の産卵環境

タカハヤ、ウグイ、サクラマス（ヤマメ）の産卵環境の河床構成材料は砂、礫

である。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 75%

程度、石分が 20%程度と増加すると予測したことから、砂分を産卵環境とするタカ

ハヤ、ウグイ、サクラマス（ヤマメ）などの産卵環境が減少する可能性がある。

しかし、ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、

砂分の粒径はわずかに減少するものの維持されていることから、タカハヤ、ウグ

イ、サクラマス（ヤマメ）などの産卵環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類

の産卵環境の変化は小さいと考えられる。
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ウ) 底生動物の生息環境

モトムラユリミミズについては、泥底に生息する。モンカゲロウは砂泥底に生

息する。カクツツトビケラは若齢期に砂粒で巣を作る。また、ハイイロゲンゴロ

ウは止水域の表層を生息の場としている。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 75%

程度、石分が 20%程度と増加すると予測したことから、砂分を生息環境とするモン

カゲロウやカクツツトビケラなどの生息環境が減少する可能性がある。しかし、

ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒

径はわずかに減少するものの維持されていることから、モンカゲロウやカクツツ

トビケラなどの生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。

エ) 底生動物の産卵環境

モトムラユリミミズについては、泥底で再生産する。モンカゲロウやカクツツ

トビケラは生息可能な底質（砂泥底、砂底）の箇所の水面に産卵を行う。また、

ハイイロゲンゴロウは水底にばらまくように産卵を行う。

本区間においては、河床の予測結果から、砂分が 10%程度と減少し、礫分が 75%

程度、石分が 20%程度と増加すると予測したことから、砂分を産卵環境とするモン

カゲロウ、カクツツトビケラなどの産卵環境が減少する可能性がある。しかし、

ダム供用後の河床は、石、礫、砂のさまざまな粒径で構成されており、砂分の粒

径はわずかに減少するものの維持されていることから、モンカゲロウ、カクツツ

トビケラなどの産卵環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う底生

動物の産卵環境の変化は小さいと考えられる。

オ) まとめ

本区間における河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵環

境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることから、現況の魚類及び

底生動物の生息は維持されると考えられる。



7.2.8-415

表 7.2.8-170 「止水域」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び

生息環境の河床構成材料

種名
産卵環境○・生息環境■

泥 砂 礫 石 その他

魚類

タカハヤ ○ ○ ■ ■

ウグイ ○ ○ ■ ■

サクラマス（ヤマメ） ○ ○ ■ ■

主な

底生

動物

モトムラユリミミズ ■

モンカゲロウ ■ ■

カクツツトビケラ属 ■ ■

ハイイロゲンゴロウ ○■

資料)1.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月

(株)山と溪谷社)

2.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リ

バーフロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

3.原色日本淡水魚類図鑑全改訂版新版(宮地傳三郎・川那部浩哉・水野信彦 昭和 51 年 8 月

(株)保育社)

4.日本産水生昆虫-科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 17 年 1 月 東海大

学出版会)

5.Żbikowski, J., Żbikowska, E., & Kobak, J. (2021). The presence of fine sand in the

muddy sediments affects habitat selection and accelerates the growth rate of

Limnodrilus hoffmeisteri and Limnodrilus claparedianus (Oligochaeta). Hydrobiologia,

848(11), 2761-2771.

6.日本の水生昆虫（中島淳・林成多・石田和男・北野忠・吉富博之 令和 2 年 2 月 文一総

合出版） をもとに作成
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vii) 瀬淵構造の変化による生物の生息・繁殖環境への影響

河川の瀬淵構造は流量や河床勾配の影響を受けて成立しており、川辺川の流水

型ダムの存在及び供用後の洪水による一時的な湛水時には流量や河床材料の変化

に伴って瀬淵構造が変化する可能性があると考えられる。これは、瀬を利用する

アユやカワヨシノボリや底生動物のカミムラカワゲラやキソナガレトビケラやな

どの生息環境や産卵環境に変化を与える可能性があると考えられる。

「山麓を流れる川」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び生息環境の瀬

淵構造を表 7.2.8-171 に示す。川辺川の流水型ダム下流河川の「山麓を流れる川」

には、ワンドや細流を主な生息場や産卵場とするスナヤツメ南方種、ヤマトシマ

ドジョウ、カマツカや、早瀬や平瀬を生息場や産卵場とするアユやカワヨシノボ

リなどが生息している。また、底生動物としては、早瀬や平瀬を生息場とするカ

ミムラカワゲラやキソナガレトビケラや、ワンドを生息場とするハバビロドロム

シなどが生息している。

アユの産卵場やアユの生息・摂餌の場となっている瀬、魚類の生息にとって重

要な淵は、供用後にも維持されている。また、重要な淵の面積や容積の変化も小

さいことから、これらの魚類や底生動物の生息・繁殖環境の変化は小さいと考え

られる。

これらのことから、川辺川の流水型ダムの共用後の瀬淵構造は、位置や規模が

部分的に変化する可能性があるものの残存するものと考えられ、生息する魚類や

底生動物の生息は維持されると考えられる。
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表 7.2.8-171 「山麓を流れる川」で確認した魚類及び底生動物の産卵環境及び

生息環境の瀬淵構造

種名
産卵環境○・生息環境■

早瀬 平瀬 淵
ワンド・

たまり
その他

（細流等）

魚類

スナヤツメ南方種 ○ ■○ ■

コイ（型不明） ■○ ■○ ■○

オイカワ ■ ■○ ■ ■ ■

カワムツ ■○ ■○ ■○ ■ ■

タカハヤ ■ ■ ■○ ■ ■

ウグイ ■○ ■○ ■ ■ ■

カマツカ ■ ■ ■ ■ ■

ニゴイ ■ ■ ■ ■ ■

イトモロコ ■ ■ ■ ■

スゴモロコ類 ■ ■

ヤマトシマドジョウ ■ ■ ■ ■ ■○

アユ ■○ ■○ ■ ■ ■

サクラマス（ヤマメ） ■○ ■○ ■○ ■

ドンコ ■○ ■○ ■ ■ ■

カワヨシノボリ ■○ ■○ ■ ■ ■

トウヨシノボリ類 ■ ■ ■ ■

主な

底生

動物

カミムラカワゲラ ■ ■○ ■

ヤマトビケラ属 ■ ■ ■ ■

キソナガレトビケラ ■ ■ ■ ■

ニンギョウトビケラ ■ ■ ■ ■

タテヒゲナガトビケラ属 ■ ■ ■ ■

ハバビロドロムシ ■ ■○ ■○

注)1.「生息環境」については現地調査での確認状況に「産卵環境」は既往知見に準じた。

資料)1.山渓カラー名鑑改訂版日本の淡水魚(川那部浩哉・水野信彦・細谷和海 平成 13 年 8 月

(株)山と溪谷社)

2.川の生物図典(奥田重俊・柴田敏隆・島谷幸宏・水野信彦・矢島稔・山岸哲 監修 (財)リ

バーフロント整備センター 編集 平成 8 年 4 月 (株)山海堂)

3.原色日本淡水魚類図鑑全改訂版新版(宮地傳三郎・川那部浩哉・水野信彦 昭和 51 年 8 月

(株)保育社)

4.日本のドジョウ 形態・生態・文化と図鑑(中島淳 平成 29 年 3 月 (株)山と溪谷社)

5.山渓ハンディ図鑑 増補改訂 日本の淡水魚(藤田朝彦・武内啓明・川瀬成吾・細谷和海 令

和元年 9 月 (株)山と溪谷社)

6.河川環境管理シートにおける注目種と依存する生息場リストの見直しについて(白尾豪宏・

池田裕一・内藤太輔・吉田邦伸・中村圭吾・森吉尚 リバーフロント研究所報告 第 33 号

2022 年 9 月)

7.日本産水生昆虫-科・属・種への検索(川合禎次・谷田一三 編集 平成 17 年 1 月 東海大

学出版会)

8.日本の水生昆虫（中島淳・林成多・石田和男・北野忠・吉富博之 令和 2 年 2 月 文一総

合出版）

9.日本の水生昆虫種分化とすみわけをめぐって（柴谷篤弘, 谷田一三 編集 平成元年 1 月

東海大学出版会）
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(iv) 河川連続性の変化

【工事の実施（試験湛水以外の期間）】

「工事の実施」に伴い、工事期間中には、仮排水路トンネル（既設）を使用す

ることにより、河川の連続性の変化が考えられる。

仮排水路トンネル（既設）の流速は、トンネル内部で 1.37～3.59m/s、吞口部で

3.23～10.78m/s である。アユの巡航速度は 0.20～1.39m/s、突進速度は 0.60～

3.33m/s であることから、アユの遊泳能力を上回っており、移動ができないと考え

られる。また、「魚類の重要な種」に示すとおり、重要種であり回遊性のニホン

ウナギ及びサクラマス（ヤマメ）についても移動ができないと考えられる。

【工事の実施（試験湛水）】

川辺川の流水型ダムの試験湛水は 9 月 21 日より開始し、最長で 4 月 10 日まで実

施するため、河川の連続性の変化が考えられる。

アユの降下期は 9 月～10 月であり、降下行動の変化が考えられる。また、アユ

の遡上期は 3 月～6 月であり、遡上行動の変化も考えられる。

試験湛水は 9 月 21 日より開始するため、一部のアユは川辺川の流水型ダム上流

側に取り残される可能性がある。一方、アユは、既に降下行動を開始している時

期であり、試験湛水開始前に、ダム下流側まで降下したアユは、産卵を行い、長

期的には生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

試験湛水後、3 月以降に放水を開始する場合、アユの遡上行動を阻害する可能性

がある。しかし、試験湛水が 3月以降までかかる可能性は低く、また、アユは、変

化が小さいと考えられる「盆地を流れる川」にも生息していること、試験湛水は 1

回に限られることから、長期的にはアユの生息・繁殖環境の変化は小さいと考え

られる。

【土地または工作物の存在及び供用】

川辺川の流水型ダムの存在及び供用に伴い、河川の連続性の変化が考えられる。

開水路模型実験によって得られた河床部放流設備３門（図 7.2.8-177）の石礫

の堆積状況を踏まえ、数値計算にてダムサイト付近の平常時の流況を設定し、河

床部放流設備管内の水深、流速を算出した結果を表 7.2.8-172 に示す。設定流量

は、豊水流量程度の30m3/s、また流量が低い場合に連続性が確保できるかを確認す

るため、10m3/s 及び 5m3/s での水深、流速を算出した。

河床部放流設備の流速は、流量 30m3/s の際に、左岸は約 0.9～1.7m/s、中央は約

0.8～1.3m/s、右岸は約 0.3～0.4m/s となり、最も流速が小さくなる右岸の河床部

放流設備の流速と、アユ及びニホンウナギ、サクラマス（ヤマメ）の巡航速度を

比較すると、河床部放流設備の流速は下回っている。このほか、流量規模におい
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ても、河床部放流設備 3 門間で異なる河床環境となっており、ダムサイト付近で確

認した魚類において、河床部放流設備内の移動が可能な水深・流速が確保されて

いると考えられる。5m3/s 時など流量が低い場合は、左岸・中央のみに水面が確保

されるが、現況においても流量が低い場合は川幅は狭くなるため生息・繁殖環境

の変化は小さいと考えられる。

また、河床部放流設備内には土砂が堆積することを確認している。

以上のことから、河川の連続性は確保され、アユ及びニホンウナギ、サクラマ

ス（ヤマメ）等の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

図 7.2.8-177 河床部放流設備の配置等（イメージ）（再掲）

表 7.2.8-172 河床部放流設備管内の物理環境

流 量 位 置 水 深 流 速

遡上可能な魚類
（ダムサイト付近に生息して
いる魚類の巡航速度を参考に

選定）

30m3/s

左岸
（敷高 EL.183m） 約 2.1m～3.7m 約 0.9m/s～1.7m/s

アユ、ニホンウナギ、オイカ
ワ、カワムツ、タカハヤ、ウ
グイ、カマツカ、サクラマス
（ヤマメ）、ドンコ

中央
（敷高 EL.183m） 約 1.7m～2.9m 約 0.8m/s～1.3m/s

右岸
（敷高 EL.184m） 約 1.1m～1.3m 約 0.3m/s～0.4m/s

10m3/s

左岸
（敷高 EL.183m）

約 1.0m～2.7m 約 0.6m/s～1.6m/s アユ、ニホンウナギ、オイカ
ワ、カワムツ、タカハヤ、ウ
グイ、カマツカ、サクラマス
（ヤマメ）、ドンコ

中央
（敷高 EL.183m）

約 0.7m～1.9m 約 0.2m/s～0.6m/s

右岸
（敷高 EL.184m）

約 0.03m～0.3m 約 0.11m/s 以下

5m3/s

左岸
（敷高 EL.183m） 約 0.6m～2.3m 約 0.4m/s～1.4m/s

アユ、ニホンウナギ、オイカ
ワ、カワムツ、タカハヤ、ウ
グイ、カマツカ、サクラマス
（ヤマメ）、ドンコ

中央
（敷高 EL.183m） 約 0.3m～1.5m 約 0.1m/s～0.6m/s

右岸
（敷高 EL.184m） 流下しない 流下しない

※開水路模型実験による河床部放流設備内の土砂堆積状況を踏まえた数値計算結果
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(c) 典型性(河川域)のまとめ

直接改変及びダム洪水調節地の環境の変化、水質の変化、流況の変化、河床の変化、

河川の連続性の変化による典型性(河川域)への影響について、予測結果を以下に整理

した。

(i) 渓流的な川及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性

「渓流的な川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当

せず、また、大部分の区間はダム洪水調節地より上流に分布し冠水が生じないた

め、「渓流的な川」の大部分が残存し、かつ残存する区間の新たな分断は生じな

いと考えられる。

これらのことから、「渓流的な川」の生息・生育・繁殖環境及び生息・生育す

る生物群集の変化は小さいと考えられる。

(ii) 山地を流れる川及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性

「山地を流れる川」には、ダム堤体や付替道路等が存在し、約 2.1%が改変が生

じる区間に該当する。また、ダム洪水調節地の存在により、約 44.1% が冠水が生

じる区間に該当することから、これらの改変区域は注目種等の生息・生育・繁殖

環境として適さなくなると考えられる。

水質の変化については、ダム堤体周辺において、試験湛水中の濁り及び水温の

変化や供用後の濁りの変化が予測したが、いずれも一時的な変化であることから、

魚類、底生動物の生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息・

繁殖環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考え

られる。

河川の連続性については、工事実施中の仮排水路トンネル（既設）が魚類の移

動に適さなくなる可能性がある。供用後の河床部放流設備については、連続性が

維持されると考えられる。

(iii) 山麓を流れる川及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性

「山麓を流れる川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及

びダム洪水調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁りの変

化を予測したが、いずれも一時的な変化であることから、魚類、底生動物の生息

環境の変化は小さいと考えられる。

流況の変化については、試験湛水中の流量の減少に伴い、アユの産卵等に重要

な瀬は維持されるものの、面積の減少や平均流速の低減がみられたことから、ア
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ユ等の魚類、底生動物及び付着藻類の生息・生育・繁殖環境は変化すると考えら

れる。供用後の流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の

生息は維持されると考えられる。

(iv) 盆地を流れる川及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性

「盆地を流れる川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及

びダム洪水調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁りの変

化が予測したが、変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息・繁殖環境の変

化は小さいと考えられる。

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息・

繁殖環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考え

られる。

(v) 止水域及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性

「止水域」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当しな

いが、ダム洪水調節地の存在により約 42.9% が冠水が生じる区間に該当すること

から、これらの改変区域は注目種等の生息・生育・繁殖環境として適さなくなる

と考えられる。

水質、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息・

繁殖環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考え

られる。
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(3) 特殊性

1) 九折瀬洞

(a) 予測の手法

予測対象とする影響要因は、表 7.2.8-173 に示すとおりであり、影響要因は「工事

の実施」と「土地又は工作物の存在及び供用」に分け、「工事の実施」については

「直接改変注)1」及び「ダム洪水調節地の環境注)2」に分け、「土地又は工作物の存在

及び供用」については「直接改変」、「ダム洪水調節地の環境」及び「直接改変等以

外注)3」に分けた。

予測対象は、「特殊な食物連鎖で繋がる九折瀬洞の生物群集（コウモリ類：ニホン

コキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、ユビナガコウモリ、

テングコウモリ、陸上昆虫類等：イツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツ

ヅラセメクラチビゴミムシ、ヒゴツヤムネハネカクシ）により表現される特殊性」と

した。

表 7.2.8-173 予測対象とする影響要因

影響要因

工事の実施 ・ダムの堤体の工事

・原石の採取の工事

・施工設備及び工事用道路の設置の工事

・建設発生土の処理の工事

・道路の付替の工事

・試験湛水の実施

土地又は工作物の

存在及び供用

・ダムの堤体の存在

・原石山跡地の存在

・建設発生土処理場の跡地の存在

・道路の存在

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在

a) 予測の基本的な手法

予測の基本的な手法は、工事の実施内容及びダム堤体等の存在及び供用と生息環境

の状況等を踏まえ、生息環境の改変の程度を勘案し、特殊性の視点から注目される生

物群集への環境影響について、事例の引用又は解析によった。

(i) 直接改変

i) 生息地の改変

予測にあたっては、九折瀬洞と事業計画を重ね合わせることにより、その改変の程

度及び改変形態から九折瀬洞の生物群集の生息環境の改変の程度及び生息種への影響

注)1. 直接改変では、土地の改変等のような生息環境の直接的な改変による影響を取扱う。

2. ダム洪水調節地の環境では、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水による

生息環境の影響を取扱う。

3. 直接改変等以外では、ダムの存在及び供用に伴う河床の変化のような、生息環境の直接的な改変以外

による影響を取扱う。
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について予測した。なお、「工事の実施」における生息地の改変と「土地又は工作物

の存在及び供用」における生息地の改変については、いずれの時点において生ずる影

響であっても、九折瀬洞の生物群集の生息環境の改変という観点からは違いはないと

考えられる。このことから直接改変の影響について、両者を合わせて予測した。

(ii) ダム洪水調節地の環境

i) 工事の実施（試験湛水時の一定期間の冠水）

「工事の実施」におけるダム洪水調節地の環境については、九折瀬洞とダム洪水調

節地と重ね合わせることにより、試験湛水時に一定期間冠水する範囲及び期間を把握

した。

ii) 土地又は工作物の存在及び供用（洪水調節時の一時的な冠水）

「土地又は工作物の存在及び供用」におけるダム洪水調節地の環境については、既

往の洪水の水位と九折瀬洞のホールの標高を比較することにより、洪水調節時に一時

的に冠水する範囲及び期間を把握した。

(iii) 直接改変等以外

i) 河床の変化による生息環境の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

土地又は工作物の存在及び供用における河床の変化による生息環境の変化について

は、洪水調節によって変化する水理量に基づいたダム洪水調節地内における土砂の堆

積等の予測結果を基に、九折瀬洞内への土砂の堆積及び洞口付近の土砂堆積による九

折瀬洞の生物群集の生息環境の変化の程度及び生息種への影響について予測した。

b) 予測地域・予測地点

予測地域及び予測地点は、調査地域及び調査地点と同様とし、九折瀬洞とした。

c) 予測対象時期等

予測対象時期は、「工事の実施」については全ての改変区域が改変された状態であ

る時期を想定し、「土地又は工作物の存在及び供用」については、ダムの供用が定常

状態となった時期とした。
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(b) 予測結果

a) 直接改変

(i) 生息地の改変

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】

直接改変では、ダム堤体や付替道路により改変される区域はないことから、九折瀬

洞の生物群集の生息環境の変化はないと考えられる。

b) ダム洪水調節地の環境

(i) 生息地の改変

【工事の実施】

九折瀬洞は川辺川の流水型ダムの洪水調節地上流端付近に位置し、洞口がサー

チャージ水位より低標高に位置するため、試験湛水時の一定期間の冠水により、洞内

が冠水する。洞内の測量結果に基づくと、サーチャージ水位で洞口、中央・東分岐点、

中央ホール、西ホール及び東ホール入口の大部分が天井まで冠水し、東ホールの一部

が床まで冠水する。あわせて洞口が閉塞する（図 7.2.8-178）。

試験湛水を 9 月 21 日に開始すると、直近 10 年の流況に基づくシミュレーションで

は、貯水位が九折瀬洞の洞口天井高を超え、洞口が閉塞する期間が豊水年において 10

月上旬から 10 月中旬の 14 日間、渇水年において 11 月中旬から翌年 3 月下旬の 130 日

間と予測した（図 7.2.8-179）。
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図 7.2.8-178 サーチャージ水位における九折瀬洞内の冠水範囲

：天井まで冠水する

：床以上天井未満が冠水する

：冠水しない
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図 7.2.8-179 試験湛水シミュレーション結果

i) コウモリ類

試験湛水時の一定期間の冠水により九折瀬洞の洞口が閉塞する時期は流況により異

なり、コウモリ類の活動期（3 月～11 月下旬）であった場合、九折瀬洞を主に活動期

に利用しているユビナガコウモリ及び九折瀬洞を一時的なねぐらとして利用している

キクガシラコウモリ及びモモジロコウモリの洞内外の移動が阻害され、洞外で採餌が

できなくなることによりこれらの種の生息環境として適さなくなると考えられる。ま

た、洞口が閉塞する時期がコウモリ類の越冬期（12 月～2 月）であった場合、九折瀬

洞を主に冬季の冬眠の場として利用しているニホンコキクガシラコウモリ及びテング

コウモリの生息環境として適さなくなると考えられる。

ii) 陸上昆虫類等

試験湛水時の一定期間の冠水により、中央ホール及び西ホールの大部分及び東ホー

ルの一部が冠水し、洞内で確認されている陸上昆虫類等の重要な種のうち、イツキメ

ナシナミハグモの一部（確認個体数の約 54.2%）、ツノノコギリヤスデの一部（確認

個体数の約 63.7%）及びツヅラセメクラチビゴミムシの一部（確認個体数の約 11.5%）

の確認地点が改変され、これらの改変区域はこれらの種の生息環境として適さなくな

ると考えられる（表 7.2.8-174）。また残存する東ホールも、洞口の閉塞によりコウ

モリ類の行動が変化しグアノが供給されなくなることで、イツキメナシナミハグモ、
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ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビゴミムシ及びヒゴツヤムネハネカクシの餌

資源（グアノを捕食するトビムシ類やトビムシ類を捕食する陸上昆虫類等）が減少す

る可能性が考えられることや、冠水する範囲から個体が移動してくることによる生物

群集の生息密度の変化が考えられること等により、これらの種の生息環境として適さ

なくなると考えられる。

【土地又は工作物の存在及び供用】

洪水調節時の一時的な冠水により、中央ホール及び西ホールの大部分及び東ホール

の一部が平均で 1 日程度、最大 3 日程度冠水する。九折瀬洞には通常の洪水でも洞内

に水や土砂が侵入している。令和 4 年台風 14 号による洪水では E.L.277m まで一時的

に冠水したが、洪水による冠水の前後で、個体数の変化はあるものの、陸上昆虫類等

の生息が維持されていることを確認している。

洪水調節時の冠水が一時的であることに加え、現況の洪水でも冠水していることか

ら、九折瀬洞の生物群集の生息環境の変化は小さいと考えられる。

表 7.2.8-174 陸上昆虫類の重要な種の範囲別確認個体数（令和 3、4 年度）

種名 冠水する範囲 冠水しない範囲 冠水する割合

イツキメナシナミハグモ 39 個体 33 個体 54.2%

ツノノコギリヤスデ 72 個体 41 個体 63.7%

ツヅラセメクラチビゴミムシ 3 個体 23 個体 11.5%

ヒゴツヤムネハネカクシ 0 個体 2 個体 0.0%
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図 7.2.8-180 場所別確認個体数
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c) 直接改変等以外

(i) 河床の変化

【土地又は工作物の存在及び供用】

ダム供用後の河床高の変化のシミュレーションでは、ダム供用 10 年後、100 年後ど

ちらの時点においても、九折瀬洞の洞口付近に堆積傾向はみられないと予測した（図

7.2.8-181）。このことから、九折瀬洞の洞口付近の河床高に変化はなく、九折瀬洞

内への土砂流入量は変化せず、九折瀬洞の生物群集の生息環境の変化は小さいと考え

られる。

図 7.2.8-181（1） ダム供用 10 年後の河床高の変化

図 7.2.8-181（2） ダム供用 100 年後の河床高の変化
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(c) 特殊性のまとめ

直接改変では、九折瀬洞内は改変されず、九折瀬洞の生物群集の生息環境に変化は

ないと考えられる。

ダム洪水調節地の環境では、試験湛水時の一定期間の冠水に伴い、中央ホール・西

ホールの大部分及び東ホールの一部が冠水し、また洞口が閉塞する。洞口が閉塞する

時期がコウモリ類の冬眠の時期（12 月～2 月）であった場合、冬眠中のニホンコキク

ガシラコウモリ及びテングコウモリの生息環境として適さなくなると考えられる。ま

た、洞口が閉塞する時期がコウモリ類の活動期（3 月～11 月）であった場合、キクガ

シラコウモリ、モモジロコウモリ及びユビナガコウモリの生息環境として適さなくな

ると考えられる。陸上昆虫類等のイツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ及び

ツヅラセメクラチビゴミムシの確認地点の一部が改変され、これらの改変区域はこれ

らの種の生息環境として適さなくなると考えられる。また九折瀬洞の洞口が閉塞する

ことでコウモリ類のグアノが供給されなくなることに伴い、餌資源の供給量が減少し、

さらに冠水する範囲からの個体移動で生物群集の生息密度が変化し、イツキメナシナ

ミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビゴミムシ及びヒゴツヤムネハネ

カクシの生息環境として適さなくなると考えられる。洪水調節時の一時的な冠水に伴

い、中央ホール・西ホールの大部分及び東ホールの一部が冠水するが、冠水期間が一

時的であることに加え、現況の洪水でも九折瀬洞内へ水や土砂の侵入を確認しており、

E.L.277m まで冠水した令和 4 年 14 号台風に伴う洪水後も、九折瀬洞内の生物群集の

生息が維持されていることを確認している。洪水調節時の一時的な冠水による九折瀬

洞の生物群集の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外では、ダム供用後に九折瀬洞の洞口付近の河床高に変化がなく、九

折瀬洞内への土砂流入量は変化せず、九折瀬洞の生物群集の生息環境の変化は小さい

と考えられる。

これらのことから、九折瀬洞の生物群集の生息環境は、ダム洪水調節地の環境によ

り生息環境が変化する可能性が考えられる。
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7.2.8.5 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

「工事の実施」並びに「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う生態系への環境影響

を、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避し、又は低減するための環境保全

措置として、専門家の指導及び助言を踏まえ、表 7.2.8-175 に示すとおり検討した。 

 

表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(1/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措

置の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

上
位
性 

陸
域 

クマタカ 上位性(陸域)の視点から注目される種であるクマタカ 9 つがいのう

ち、D 及び E つがいは、行動圏は直接改変及びダム洪水調節地と重複し

ないことから、生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。 

A 及び B つがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境によ

り、コアエリア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改

変の程度は小さく、生息にとって重要な環境は広く残されることか

ら、事業による影響は小さいと予測した。直接改変等以外（建設機械

の稼働等に伴う生息環境の変化）の影響については、A つがいは川辺川

の流水型ダムのダム堤体の工事は既往の営巣地から 700m 以上の離隔が

あるが、ダム堤体の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、

作業員の出入り及び工事用車両の通行により生息・繁殖環境が変化す

ることにより、工事期間中に繁殖成功率が低下すると考えられる。B つ

がいは原石山の工事が関連工事の一部をクマタカの繁殖にとって重要

な地域とされる巣から 700m の範囲で実施した場合、建設機械の稼働に

伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行等により生

息・繁殖環境が変化することで、工事期間中に繁殖成功率が低下する

と考えられる。 

F、G 及び H つがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境

により、コアエリア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造

の改変の程度は小さく、生息にとって重要な環境は広く残されること

から、事業による生息・繁殖環境の変化は小さいと予測した。直接改

変等以外（建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化）の影響について

は、川辺川の流水型ダムの関連工事の一部が関連工事の一部がクマタ

カの繁殖にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で実施された

場合、建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事

用車両の運行等による生息・繁殖環境の変化する可能性があることか

ら、工事期間中の繁殖成功率が低下する可能性があると考えられる。 

C 及び I つがいについては、行動圏は直接改変により改変されないこ

とから、事業による生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。ま

た、ダム洪水調節地の環境により、コアエリア内の一部が改変される

ものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さく、生息にとって重要

な環境は広く残されることから、事業による影響は小さいと予測し

た。直接改変等以外の影響については、川辺川の流水型ダムの関連工

事は行動圏内で実施されないことから、生息・繁殖環境は維持される

と考えられる。 

○ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、工事の実施における直接改変及び直接改変等以外の改変区域付

近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、土地又は工作物の存在

及び供用に併せて検討する。) 

－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(2/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措

置の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

上
位
性 

河
川
域 

ヤマセミ ヤマセミ 3つがい（J、L及び Mつがい）は直接改変により行動圏の一部

が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環

境については、行動圏の一部が試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調

節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これらのつがいの営巣

地は、ダム洪水調節地内に位置していることから、試験湛水に伴う一定期

間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると

考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境と

して適さなくなる可能性が考えられる。 

ヤマセミ 1 つがい（I つがい）については、直接改変により行動圏の一

部が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから

生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。ダム洪水調節地の環境につ

いては、行動圏の一部が試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴

う一時的な冠水により行動圏が改変されが、主要な生息範囲は改変されな

いことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。さらに、直接改

変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）については、

工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考

えられ、直接改変等以外の影響（河川の連続性の変化）については、ダム

堤体により飛翔ルートや行動圏が変化すると考えられる。 

一方、直接改変等以外の影響（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に

よる餌生物である魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、これらの変化に

よる各つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、ヤマセミ 4 つがいについては、生息・繁殖環境が変

化すると考えられる。 

○ ○ 

カワセミ カワセミ 2つがい（Z及び AAつがい）は直接改変により、行動圏の一部

が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生

息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環

境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠

水により行動圏が改変される。これらのつがいの未確認の営巣地は行動圏

がダム洪水調節地内に位置している可能性があることから、試験湛水に伴

う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変

化する可能性があると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設

機械の稼働等による生息環境の変化）については、工事区域及びその近傍

が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 

カワセミ 1つがい（ABつがい）は直接改変による行動圏の改変されない

ことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。しかし、ダム洪水

調節地の環境については、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に

伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これらのつがいの未確認の

営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置している可能性があることか

ら、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水によ

り、繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。 

一方、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変

化、水質の変化、流況の変化及び河床の変化）については、餌生物である

魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、これらの変化による各つがい

の餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、カワセミ 3 つがいについては、生息・繁殖環境が変

化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、工事の実施における直接改変及び直接改変等以外の改変区域付

近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、土地又は工作物の存在

及び供用に併せて検討する。) 
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表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(3/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措

置の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

上
位
性 

河
川
域 

カワガラス カワガラス 5 つがい（U、W、AB、AS及び BEつがい）は直接改変に
より行動圏の一部が改変区域と重複しており、これらの改変区域は
カワガラスの生息環境として適さなくなる可能性がある。ダム洪水
調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水に伴う一定期間
の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変され
る。これらのつがいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置している
又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期
間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化
すると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼
働等による生息環境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設
機械の稼働等により、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境と
して適さなくなる可能性が考えられる。 
カワガラス 1 つがい（T つがい）は直接改変により、行動圏の一部

が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないこと
から生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。ダム洪水調節地
の環境により行動圏は改変されないことから、生息・繁殖環境は維
持されると考えられる。直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等
による生息環境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設機械
の稼働等により、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として
適さなくなる可能性が考えられる。また、直接改変等以外の影響
（河川の連続性の変化）については、行動圏内にダム堤体が位置す
るが、ダム堤体を挟んで位置していないことから、ダム上下流への
飛行ルートは変化せず、生息環境は維持されると考えられる。 
カワガラス 7 つがい（V、Y、AC、AM、AP、AQ 及び AUつがい）は直

接改変により、行動圏の一部が改変区域と重複しているが、主要な
生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと
考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、試験湛水
に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動
圏が改変される。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地はダ
ム洪水調節地内に位置している又は、位置している可能性があるこ
とから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的
な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。さらに、直接改
変等以外の影響により、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等によ
り、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる
可能性が考えられる。 
カワガラス20つがい（Z、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、

AO、AR、AT、AV、AW、AX、AY、BD、BF 及び BG つがい）は直接改変に
よる行動圏の改変されないことから、生息・繁殖環境は維持される
と考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、試験湛
水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行
動圏が改変される。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地は
ダム洪水調節地内に位置している又は、位置している可能性がある
ことから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時
的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。 
カワガラス 1 つがい（BH つがい）は直接改変による行動圏の改変

されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。ダ
ム洪水調節地の環境については、試験湛水に伴う一定期間の冠水及
び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏の一部が改変される
が、行動圏の多くは改変されないが、本つがいの未確認の営巣地は
ダム洪水調節地内に位置している又は、位置している可能性がある
ことから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時
的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。 
一方、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境

の変化、水質の変化、流況の変化及び河床の変化）については、餌
生物の生息環境が変化すると考えられたが、これらの変化による各
つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、カワガラス 34 つがいについては、生息・繁殖

環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、工事の実施における直接改変及び直接改変等以外の改変区域付

近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、土地又は工作物の存在

及び供用に併せて検討する。) 
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表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(4/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措

置の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

典
型
性 

陸
域 

スギ・ 

ヒノキ植林 

「スギ・ヒノキ植林」は、ダム堤体や付替道路等により約 0.04%の区域

が改変され、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育・繁殖環境

として適さなくなると考えられる。しかし、改変される面積は小さく、大

部分が広くまとまりをもって残存する。このことから、そこに生息・生育

する生物群集の構成にも大きな変化はないと考えられる。 

－ － 

広葉樹林 

（二次林） 

「広葉樹林（二次林）」は、ダム堤体や付替道路等により約 0.15%の区

域が改変され、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育・繁殖環

境として適さなくなると考えられる。しかし、改変される面積はと小さ

く、大部分が広くまとまりをもって残存する。このことから、そこに生

息・生育する生物群集の構成にも大きな変化はないと考えられる。 

－ － 

ダム洪水調

節地の環境 

予測の結果、ダム洪水調節地では試験湛水期間が長い年で約

96.0%、中間の年で72.9%、短い年で39.9%の植生が変化すると考えら

れる。 

試験湛水終了後に変化が生じた植生については、試験湛水前の植

生基盤が残存すること、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等

が期待できることから、草本群落や低木群落を中心とする植生に比

較的短期に遷移する可能性が考えられる。 

また、洪水調節時には一時的な冠水が生じるが、既往の実績洪水

のシミュレーション結果から、平均で１日程度であることから、樹

種の最短の耐冠水日数（10 日程度）を考慮すると、ダム洪水調節地

の植生への影響は小さいと考えられる。 

このことから、ダム洪水調節地内の植生は長期的には森林等へ遷

移すると考えられる。 

－ － 

注)1.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(5/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措

置の検討 

工事の

実施 

土地又

は工作

物の存

在及び

供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

典
型
性 

河
川
域 

渓流的な

川 

ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当せず、

また、大部分の区間はダム洪水調節地より上流に分布し冠水が生じ

ないため、「渓流的な川」の大部分が残存すると考えられる。 

これらのことから、「渓流的な川」の生息・生育・繁殖環境及び

生息・生育する生物群集の変化は小さいと考えられる。 

－ － 

山地を流

れる川 

ダム堤体や付替道路等が存在し、約 2.1％が改変が生じる区間に

該当する。また、ダム洪水調節地の存在により、約 44.1％ が冠水

が生じる区間に該当することから、これらの改変区域は注目種等の

生息・生育・繁殖環境として適さなくなると考えられる。 

水質の変化については、ダム堤体周辺において、試験湛水中の濁

り及び水温の変化や供用後の濁りの変化が予測されたが、いずれも

一時的な変化であることから、魚類、底生動物の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息

環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えら

れ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。 

河川の連続性については、工事実施中の仮排水路トンネル（既

設）が魚類の移動に適さなくなる可能性がある。供用後の河床部放

流設備については、連続性が維持されると考えられる。 

〇 〇 

山麓を流

れる川 

ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及びダム洪水

調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用

後の濁りの変化が予測されたが、いずれも一時的な変化であること

から、魚類、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

流況の変化については、試験湛水中の流量の減少に伴い、アユの

産卵等に重要な瀬は維持されるものの、面積の減少や平均流速の低

減がみられたことから、アユ等の魚類、底生動物及び付着藻類の生

息・生育・繁殖環境は変化すると考えられる。供用後の流況の変化

及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及び産卵環境、

底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の

生息は維持されると考えられる。 

〇 － 

盆地を流

れる川 

ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及びダム洪水

調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用

後の濁りの変化が予測されたが、変化は小さいことから、魚類、底

生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息

環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えら

れ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。 

－ － 

止水域 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当しない

が、ダム洪水調節地の存在により約 42.9％ が冠水が生じる区間に

該当することから、これらの改変区域は注目種等の生息・生育・繁

殖環境として適さなくなると考えられる。 

水質、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息

環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えら

れ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。 

〇 〇 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、工事の実施における直接改変及び直接改変等以外の改変区域付

近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、土地又は工作物の存在及び供

用に併せて検討する。) 

   －：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.8-175 環境保全措置の検討項目(6/6) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置 
の検討 

工事の
実施 

土地又は
工作物の
存在及び
供用 

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系 

特
殊
性 

九折瀬洞の

生物群集 

特殊性の視点から着目される種である九折瀬洞の生物群集のう

ち、試験湛水時の一定期間の冠水により洞口が閉塞する時期がコ

ウモリ類の冬眠の時期（12～2 月）であった場合、ニホンコキク

ガシラコウモリ及びテングコウモリの生息環境として適さなくな

ると考えられる。また、閉塞する時期がコウモリ類の活動期（3～

11 月）であった場合、キクガシラコウモリ、モモジロコウモリ及

びユビナガコウモリの生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

陸上昆虫類等については、イツキメナシナミハグモ、ツノノコ

ギリヤスデ及びツヅラセメクラチビゴミムシの確認地点の一部が

改変され、生息環境として適さなくなると考えられる。また、洞

口が閉塞することでコウモリ類のグアノが供給されなくなること

に伴い、餌資源の供給量が減少し、さらに冠水する範囲からの個

体移動で生物群集の生息密度が変化し、イツキメナシナミハグ

モ、ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビゴミムシ及びヒゴ

ツヤムネハネカクシの生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

洪水調節時の一時的な冠水に伴い、中央ホール・西ホールの大

部分及び東ホールの一部が冠水するが、九折瀬洞の生物群集の生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外では、ダム供用後に九折瀬洞の洞口付近の河床

高に変化がなく、九折瀬洞内への土砂流入量は変化せず、九折瀬

洞の生物群集の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

○ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。(ただし、工事の実施における直接改変及び直接改変等以外の改変区域付

近の環境の変化による生育環境の変化の影響に対する環境保全措置の検討は、土地又は工作物の存在及び供

用に併せて検討する。) 

   －：環境保全措置の検討を行わない。 
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(2) 工事の実施における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

「工事の実施」における地域を特徴づける生態系上位性（陸域）クマタカ及び上位性

（河川域）ヤマセミ、カワセミ、カワガラス、生態系典型性（河川域）及び特殊性（コ

ウモリ類及び陸上昆虫類等）への影響に対する環境保全措置について複数案を比較検討

した。環境保全措置の検討内容を表 7.2.8-176に示す。 

 

表 7.2.8-176 生態系の工事の実施における環境保全措置の検討内容 

環境保全措置 環境保全措置のねらい 検討した環境保全措置の内容 

a 
工事実施時期の配慮 繁殖に対する影響の低減 繁殖活動に影響を与える時期には、必要に

応じて工事を一時中断する。 

b 
建設機械の稼働に伴う騒音

等の抑制 

繁殖に対する影響の低減 低騒音型・低振動型建設機械を採用する。 

低騒音及び低振動の工法を採用する。 

c 

作業員の出入り及び工事用

車両の運行に対する配慮 

繁殖に対する影響の低減 作業員及び工事用車両が営巣地付近に不必

要に立ち入らないよう制限する。 

車両、服装の色及び材質に配慮する。 

d 

コンディショニングの実施 繁殖に対する影響の低減 繁殖活動に影響を与える時期に工事を実施

する場合、着手時に対象工種のインパクトの

強度を徐々に高める等、その刺激に馴らす。 

e 

既設人工巣の維持管理 ヤマセミ、カワセミの繁

殖環境の維持 

過去に設置した人工巣（121 穴）につい

て、維持管理を実施する。必要に応じて追加

の人工巣設置を検討する。 

f 
瀬の整備 魚類等の生息・繁殖環境

の維持 

流域内の適切な場所に試験湛水中にも維持

される瀬を整備する。 

g 
仮排水路トンネル（既設）

内部の環境整備 

魚類等の生息環境の維持 仮排水路トンネル（既設）の流速を抑える

ため、多様な河床環境を確保する。 

h 
洞口閉塞対策の実施 洞窟性生物の生息環境の

維持 

防水擁壁等の水の流入対策を実施 

i 九折瀬洞内での移植 生息環境の維持 九折瀬洞内での個体の移植 

j 

監視とその結果への対応 注目種の生息状況のモニ

タリング 

直接改変やダム洪水調節地における冠水の

影響を受ける注目種の生息・繁殖状況及び本

体施工中の移動が困難と考えられる注目種の

移動や生息・繁殖状況を監視し、必要に応じ

て個体の移植や生息に適した環境を整備す

る。 

 

比較検討を行ったところ、地域を特徴づける生態系の保全の効果が期待できる「工事

実施時期の配慮」、「建設機械の稼動に伴う騒音等の抑制」、「作業員の出入り及び工

事用車両の運行に対する配慮」、「コンディショニングの実施」、「既設人工巣の維持

管理」、「瀬の整備」、「仮排水路トンネル（既設）内部の環境整備」、「洞口閉塞対

策の実施」、「九折瀬洞内での移植」及び「監視とその結果への対応」を環境保全措置

とする。 

環境保全措置の検討結果を表 7.2.8-177に示す。 
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表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（1/8） 

項目 内容 

種名 上位性(陸域)クマタカ 

環境影響 A、B、F、G 及び H つがいについては、ダム関連の工事の一部が巣から 700m の範囲で実施

されることから、工事期間中に一時的に繁殖成功率が低下又は、低下する可能性が考えられ

る。 

環境保全措置

の方針 

工事の実施による繁殖への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置

案 

a.工事実施時期の配

慮 

b.建設機械の稼動に

伴う騒音等の抑制 

c.作業員の出入り及

び工事用車両の運行

に対する配慮 

d.コンディショニン

グの実施 

環境保全措置

の実施の内容 

繁殖活動に影響を

与える時期には、必

要に応じて工事を一

時中断する。具体的

な実施時期及び実施

範囲については、専

門家の指導・助言を

得ながら対応する。 

低騒音型・低振動

型建設機械を採用す

る。 

低騒音及び低振動

の工法を採用する。 

作業員、工事用車

両が営巣地付近に不

必要に立ち入らない

よう制限する。 

車両、服装の色及

び材質に配慮する。 

繁殖活動に影響を

与える時期に工事を

実施する場合、着手

時に対象工種のイン

パクトの強度を徐々

に高める等、その刺

激に馴らす。具体的

な実施方法について

は、専門家の指導・

助言を得ながら対応

する。 

環境保全措置

の効果 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できる。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

建設機械の稼動に伴

う騒音等の要因を低

減する効果が期待で

きる。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

作業員の出入り及び

工事用車両の運行の

要因を低減する効果

が期待できる。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できる。 

環境保全措置

の実施 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できるため、本環

境保全措置を実施す

る。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

建設機械の稼動に伴

う騒音等の要因を低

減する効果が期待で

きるため、本環境保

全措置を実施する。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

作業員の出入り及び

工事用車両の運行の

要因を低減する効果

が期待できるため、

本環境保全措置を実

施する。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できるため、必要

に応じ本環境保全措

置を実施する。 
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表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（2/8） 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)ヤマセミ、カワセミ、カワガラス 

環境影響 ヤマセミ 4つがい、カワセミ 2つがい及びカワガラス 13つがいについては、ダム関連の

工事の一部が行動圏内で実施されることから、生息・繁殖環境が変化する懸念がある。 

環境保全措置の

方針 

工事の実施による生息・繁殖環境への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置案 a.工事実施時期の

配慮 

b.建設機械の稼動に

伴う騒音等の抑制 

c.作業員の出入り及

び工事用車両の運行

に対する配慮 

d.コンディショニン

グの実施 

環境保全措置の

実施の内容 

繁殖活動に影響

を与える時期に

は、必要に応じて

工事を一時中断す

る。具体的な実施

時期及び実施範囲

については、専門

家の指導・助言を

得ながら対応す

る。 

低騒音型・低振動

型建設機械を採用す

る。 

低騒音及び低振動

の工法を採用する。 

作業員、工事用車

両が営巣地付近に不

必要に立ち入らない

よう制限する。 

車両、服装の色及

び材質に配慮する。 

繁殖活動に影響を

与える時期に工事を

実施する場合、着手

時に対象工種のイン

パクトの強度を徐々

に高める等、その刺

激に馴らす。具体的

な実施方法について

は、専門家の指導・

助言を得ながら対応

する。 

環境保全措置の

効果 

繁殖成功率を低

下させる懸念のあ

る、工事に起因す

る要因を低減する

効果が期待でき

る。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

建設機械の稼動に伴

う騒音等の要因を低

減する効果が期待で

きる。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

作業員の出入り及び

工事用車両の運行の

要因を低減する効果

が期待できる。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できる。 

環境保全措置の

実施 

繁殖成功率を低

下させる懸念のあ

る、工事に起因す

る要因を低減する

効果が期待できる

ため、本環境保全

措置を実施する。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

建設機械の稼動に伴

う騒音等の要因を低

減する効果が期待で

きるため、本環境保

全措置を実施する。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

作業員の出入り及び

工事用車両の運行の

要因を低減する効果

が期待できるため、

本環境保全措置を実

施する。 

繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できるため、必要

に応じ本環境保全措

置を実施する。 
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表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（3/8） 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)ヤマセミ、カワセミ 

環境影響 ヤマセミ 3つがい及びカワセミ 3つがいについては、試験湛水に伴う一定期間の冠水に

より生息・繁殖環境が変化する可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 洪水調節により消失する営巣環

境を創出する。 

事業実施期間中に生息状況をモニタリング

し、事業の影響有無を把握する。 

環境保全措置案 e. 既設人工巣の維持管理 i. 監視とその結果への対応（ダム上下流河川） 

環境保全措置の実施

の内容 

過去に設置したヤマセミ人工巣

（121 穴）について、ヤマセミ、

カワセミの利用を想定して、維持

管理を実施する。 

必要に応じて追加の人工巣設置

を検討する。 

工事の実施前、実施期間中及び供用後にダム

上下流河川におけるヤマセミ、カワセミの生

息・繁殖状況等の監視し、監視結果を踏まえて

対応する。 

モニタリングの結果、影響の程度が大きいこ

とが明らかになった場合は、必要に応じて、生

息環境の整備を行う。 

環境保全措置の効果 ヤマセミ及びカワセミの繁殖環

境を整備することで、ダム洪水調

節地の環境による繁殖への影響を

低減する効果が期待できる。 

事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把

握することで、事業の影響有無を評価すること

が期待できる。 

環境保全措置の実施 ヤマセミ及びカワセミの繁殖環

境を整備することで、ダム洪水調

節地の環境による繁殖への影響を

低減する効果が期待できるため、

環境保全措置を実施する。 

事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把

握することで、事業の影響有無を評価すること

が期待できるため、環境保全措置を実施する。 

 

表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（4/8） 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)カワガラス 

環境影響 カワガラス 34 つがいについては、試験湛水に伴う一定期間の冠水により生息・繁

殖環境が変化する可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 事業実施期間中に生息状況をモニタリングし、事業の影響有無を把握する。 

環境保全措置案 i. 監視とその結果への対応（ダム上下流河川） 

環境保全措置の実施

の内容 

工事の実施前、実施期間中及び供用後にダム上下流河川におけるカワガラスの生

息・繁殖状況等の監視し、監視結果を踏まえて対応する。 

モニタリングの結果、影響の程度が大きいことが明らかになった場合は、必要に応

じて、周辺の生息環境への個体の移植や生息に適した環境の整備を行う。 

環境保全措置の効果 事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把握することで、事業の影響有無を評価

することが期待できる。 

環境保全措置の実施 事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把握することで、事業の影響有無を評価

することが期待できるため、環境保全措置を実施する。 

 

表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（5/8） 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 試験湛水の一定期間の貯水により、ダム洪水調節地内が生息・生育・繁殖環境とし

て適さなくなる可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 事業実施期間中に生息状況をモニタリングし、事業の影響有無を把握する。 

環境保全措置案 j. 監視とその結果への対応 

環境保全措置の実施

の内容 

工事期間中にダム洪水調節地内の注目種の生息状況のモニタリングを実施する。 

モニタリングの結果、影響の程度が大きいことが明らかになった場合は、必要に応

じて、周辺の生息環境への個体の移植や生息に適した環境の整備を行う。 

環境保全措置の効果 事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把握することで、事業の影響有無を評価

することが期待できる。 

環境保全措置の実施 事業実施期間中の生息状況の変化の状況を把握することで、事業の影響有無を評価

することが期待できるため、環境保全措置を実施する。 
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表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（6/8） 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 試験湛水の貯水時の放流量の減少に伴い、下流河川が生息・生育・繁殖環境として適さ

なくなる可能性が考えられる。 

環境保全措置の

方針 

流域内の適切な場所に、試験湛水中の流量減少時にも維持される瀬を整備する。 

環境保全措置案 f. 瀬の整備 

環境保全措置の

実施の内容 

試験湛水中の流量減少時にも、アユの産卵場や摂餌場となるような瀬を整備する。 

 検討にあたっては、モニタリングを行うとともに、専門家の指導助言を得ながら、漁業

関係者と調整し進めることとする。 

環境保全措置の

効果 

アユ等の魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁殖環境を整備することで、試験湛

水中の流量の減少による影響を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の

実施 

アユ等魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁殖環境を整備することで、試験湛水

中の流量の減少による影響を低減する効果が期待できるため、環境保全措置を実施する。 

 

 

表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（7/8） 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 アユ、ニホンウナギ、サクラマス（ヤマメ）については、仮排水路トンネル（既設）内

の流速が速くなることから、上下流への移動が困難となる可能性が考えられる。 

環境保全措置の

方針 

河川上下流への移動経路を確保する。 

環境保全措置案 g. 仮排水路トンネル（既設）内部の環境整備 j. 監視とその結果への対応 

環境保全措置の

実施の内容 

トンネル内部の河床を改良し、多様な河床環

境を確保することで流速を低減し、魚類の移動

性を確保する。また、吞口部には魚道を合わせ

て設置する。 

本体施工中の移動が困難と考えられ

る注目種の移動や生息・繁殖状況を監

視し、必要に応じて移動に必要な環境

の整備等を行う。 

環境保全措置の

効果 

トンネル内部の河床を改良し、多様な河床環

境を確保することで流速を低減され、アユ、ニ

ホンウナギ、サクラマス（ヤマメ）等の魚類の

遡上が可能となるため、生息環境が維持され

る。 

事業実施期間中の移動や生息状況の

変化の状況を把握することで、事業の

影響有無を評価することが期待でき

る。 

環境保全措置の

実施 

魚類の生息環境の維持に効果が期待できるた

め、本環境保全措置を実施する。 

事業実施期間中の移動や生息状況の

変化の状況を把握することで、事業の

影響有無を評価することが期待できる

ため、環境保全措置を実施する。 
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表 7.2.8-177 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（8/8） 

項目 内容 

種名 特殊性 

環境影響 コウモリ類（ニホンコキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、ユ

ビナガコウモリ、テングコウモリ）について、生息環境として適さなくなると考えられる。

陸上昆虫類等（イツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビゴミム

シ及びヒゴツヤムネハネカクシ）について、確認地点の一部が改変され生息環境として適さ

なくなると考えられる。また、生息密度の変化、餌資源量の変化等により、生息環境として

適さなくなると考えられる。 

環境保全措置

の方針 

ダム洪水調節地の環境による生息への影響を 小限にとどめる。 

環境保全措置

案 

h.洞口閉塞対策の実施 i.九折瀬洞内での移植 

環境保全措置

の実施の内容 

試験湛水前に九折瀬洞の洞口前面に防水

擁壁を設置する等、洞内への水の流入を防

ぐ対策を実施する。試験湛水終了後は、防

水擁壁を撤去する等、実施した対策を終了

する。 

具体的な実施時期及び実施範囲について

は、専門家の指導・助言を得ながら対応す

る。 

試験湛水前に、サーチャージ水位において

冠水する中央ホール、西ホール等の陸上昆虫

類等を捕獲し、冠水しない東ホールに移植す

る。あわせて、冠水する範囲のグアノを東

ホールに移植する。 

具体的な実施方法については、専門家の

指導・助言を得ながら対応する。 

環境保全措置

の効果 

洞内への水の流入を防ぐことで、コウモ

リ類の冬眠やねぐらの場としての生息環境

が維持される。また、洞口が閉塞されず、

コウモリ類の洞内外の移動が維持される。

陸上昆虫類等の生息環境が改変されず、生

息環境が維持される。餌資源量の変化、生

息密度の変化等が生じないため、生息環境

が維持される。 

冠水する範囲の個体を移植し、あわせて餌

資源を移植することで、個体の生存が確保さ

れることが期待される。 

環境保全措置

の実施 

コウモリ類、陸上昆虫類等の生息環境の

維持に効果が期待できるため、本環境保全

措置を実施する。 

陸上昆虫類等の生息環境の維持に効果が期

待できるため、本環境保全措置を実施する。 
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2) 検討結果の検証 

「工事の実施」における地域を特徴づける生態系への影響については、複数案の比

較検討を踏まえ、工事実施時期の配慮、建設機械の稼動に伴う騒音等の抑制、作業員

の出入り及び工事用車両の運行に対する配慮、コンディショニングの実施、既設人工

巣の維持管理、瀬の整備、仮排水路トンネル（既設）内部の環境整備、九折瀬洞の洞

口閉塞対策の実施、九折瀬洞内での移植及び監視とその結果への対応を行うことによ

り、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されていると考

えられる。 

 

3) 検討結果の整理 

「工事の実施」における地域を特徴づける生態系に対する環境保全措置の検討結果

の整理を表 7.2.8-178 に示す。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(1/9) 

項目 内容 

種名 上位性(陸域)クマタカ 

環境影響 A、B、F、G及び Hつがいについては、ダム関連の工事の一部が巣から 700mの範囲で実施された場合、

工事期間中に一時的に繁殖成功率が低下する又は、低下する可能性があると考えられる。 

環境保全措置の方針 工事の実施による繁殖への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置案 a.工事実施時期の配

慮 

b.建設機械の稼動に伴

う騒音等の抑制 

c.作業員の出入り、工

事用車両の運行に対す

る配慮 

d.コンディショニング

の実施 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 事業者 事業者 

実施方法 繁殖活動に影響を

与える時期には、必

要に応じて工事を一

時中断する。具体的

な実施時期及び実施

範囲については、専

門家の指導・助言を

得ながら対応する。 

低騒音型・低振動型

建設機械を採用する。 

低騒音及び低振動の

工法を採用する。 

作業員、工事用車両

が営巣地付近に不必要

に立ち入らないよう制

限する。 

車両、服装の色、材

質に配慮する。 

繁殖活動に影響を与

える時期に工事を実施

する場合、着手前に対

象工種のインパクトの

強度を徐々に高める

等、その刺激に馴ら

す。具体的な実施方法

については、専門家の

指導・助言を得ながら

対応する。 

そ
の
他 

実 施 期

間 

対象つがいの繁殖

期間中 

対象つがいの繁殖期

間中 

対象つがいの繁殖期

間中 

対象つがいの繁殖期

間中 

実 施 範

囲 

対象つがいの行動

圏内のうち、繁殖活

動に影響を及ぼすと

考えられる範囲 

対象つがいの行動圏

内 

対象つがいの行動圏

内 

対象つがいの行動圏

内のうち、繁殖活動に

影響を及ぼすと考えら

れる範囲 

実 施 条

件 

当期の繁殖活動が

行われていないこと

が確められるまで実

施する。 

特になし。 特になし。 工事実施時期の配慮

と一体として進め、対

象つがいの行動をモニ

タリングし、順応的に

対応する。 

環境保全措置を講じた

後の環境の状況の変化 

繁殖期間中の工事

の影響がなくなり、

現況の生息環境を維

持する。 

工事に伴う騒音等が

軽減される。 

車両及び作業員の出

入り等が少なくなる。

車両及び作業員が目立

ちにくくなる。 

対象つがいが工事の

インパクトに馴れる。 

環境保全措置の効果 繁殖成功率を低下

させる懸念のある、

工事に起因する要因

を低減する効果が期

待できる。 

繁殖成功率を低下さ

せる懸念のある、建設

機械の稼動に伴う騒音

等を低減する効果が期

待できる。 

繁殖成功率を低下さ

せる懸念のある、作業

員の出入り及び工事用

車両の運行を低減する

効果が期待できる。 

繁殖成功率を低下さ

せる懸念のある、工事

に起因する要因を低減

する効果が期待でき

る。 

環境保全措置の効果の

不確実性の程度 

自然条件下での繁

殖成功率が低い種で

あり、保全措置の効

果が繁殖成功率に与

える影響を定量的に

評価することが難し

い。しかし、他ダム

における実施例は多

く、繁殖に成功して

いる例もあることか

ら、保全措置による

一定の効果があるこ

との不確実性は小さ

い。 

自然条件下での繁殖

成功率が低い種であ

り、保全措置の効果が

繁殖成功率に与える影

響を定量的に評価する

ことが難しい。しか

し、他ダムにおける実

施例は多く、繁殖に成

功している例もあるこ

とから、保全措置によ

る一定の効果があるこ

との不確実性は小さ

い。 

自然条件下での繁殖

成功率が低い種であ

り、保全措置の効果が

繁殖成功率に与える影

響を定量的に評価する

ことが難しい。しか

し、他ダムにおける実

施例は多く、繁殖に成

功している例もあるこ

とから、保全措置によ

る一定の効果があるこ

との不確実性は小さ

い。 

自然条件下での繁殖

成功率が低い種であ

り、保全措置の効果が

繁殖成功率に与える影

響を定量的に評価する

ことが難しい。しか

し、近年各種開発事業

で採用され、工事中も

繁殖に成功している事

例も多いことから、保

全措置による一定の効

果があることの不確実

性は小さい。 

環境保全措置の実施に

伴い生ずるおそれがあ

る環境への影響 

他の環境要素への

影響はないと考えら

れる。 

他の環境要素への影

響はないと考えられ

る。 

他の環境要素への影

響はないと考えられ

る。 

他の環境要素への影

響はないと考えられ

る。 

環境保全措置実施の課

題 

実施時期及び実施

範囲については、専

門的判断を要する。 

特になし。 特になし。 実施時期及び実施範

囲については、専門的

判断を要する。 

検討の結果 実施する。 実施する。 実施する。 実施する。 

環境保全措置案のうち、a 案、b 案、c 案及び d 案は、繁殖成功率を低下させる懸念のある工事の実施

に伴う要因を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(2/9) 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)ヤマセミ、カワセミ、カワガラス 

環境影響 ヤマセミ 4 つがい、カワセミ 2 つがい及びカワガラス 13 つがいについては、ダム関連の工事

の一部が行動圏内で実施されることから、生息・繁殖環境が変化する懸念がある。 

環境保全措置の方針 工事の実施による繁殖への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置案 a.工事実施時期の配慮 b.建設機械の稼動に伴う

騒音等の抑制 

c.作業員の出入り、工事用

車両の運行に対する配慮 

d.コンディショニングの実

施 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 事業者 事業者 

実施方法 繁殖活動に影響を与

える時期には、必要に
応じて工事を一時中断
する。具体的な実施時

期及び実施範囲につい
ては、専門家の指導・
助言を得ながら対応す

る。 

低騒音型・低振動型建

設機械を採用する。 
低騒音及び低振動の工

法を採用する。 

作業員、工事用車両が営

巣地付近に不必要に立ち入
らないよう制限する。 
車両、服装の色、材質に

配慮する。 

繁殖活動に影響を与える時

期に工事を実施する場合、着

手前に対象工種のインパクト

の強度を徐々 に高める等、そ

の刺激に馴らす。具体的な実

施方法については、専門家の

指導・助言を得ながら対応す

る。 

そ
の
他 

実施期

間 

対象つがいの繁殖期

間中 

対象つがいの繁殖期間

中 

対象つがいの繁殖期間中 対象つがいの繁殖期間中 

実施範

囲 

対象つがいの行動圏

内のうち、繁殖活動に

影響を及ぼすと考えら

れる範囲 

対象つがいの行動圏内 対象つがいの行動圏内 対象つがいの行動圏内の

うち、繁殖活動に影響を及

ぼすと考えられる範囲 

実施条

件 

特になし。 特になし。 特になし。 工事実施時期の配慮と一

体として進め、対象つがい

の行動をモニタリングし、

順応的に対応する。 

環境保全措置を講じた

後の環境の状況の変化 

繁殖期間中の工事の

影響がなくなり、現況
の生息環境を維持す
る。 

工事に伴う騒音等が軽

減される。 

車両及び作業員の出入り等

が少なくなる。車両及び作業
員が目立ちにくくなる。 

対象つがいが工事のイン

パクトに馴れる。 

環境保全措置の効果 繁殖成功率を低下さ
せる懸念のある、工事
に起因する要因を低減

する効果が期待でき
る。 

繁殖成功率を低下させ
る懸念のある、建設機械
の稼動に伴う騒音等を低

減する効果が期待でき
る。 

繁殖成功率を低下させる
懸念のある、作業員の出入
り及び工事用車両の運行を

低減する効果が期待でき
る。 

繁殖成功率を低下させる
懸念のある、工事に起因す
る要因を低減する効果が期

待できる。 

環境保全措置の効果

の不確実性の程度 

自然条件下での繁殖

成功率が低い種であ

り、保全措置の効果が

繁殖成功率に与える影

響を定量的に評価する

ことが難しい。しか

し、他ダムにおける実

施例は多く、繁殖に成

功している例もあるこ

とから、保全措置によ

る一定の効果があるこ

との不確実性は小さ

い。 

自然条件下での繁殖成

功率が低い種であり、保

全措置の効果が繁殖成功

率に与える影響を定量的

に評価することが難し

い。しかし、他ダムにお

ける実施例は多く、繁殖

に成功している例もある

ことから、保全措置によ

る一定の効果があること

の不確実性は小さい。 

自然条件下での繁殖成功

率が低い種であり、保全措

置の効果が繁殖成功率に与

える影響を定量的に評価す

ることが難しい。しかし、

他ダムにおける実施例は多

く、繁殖に成功している例

もあることから、保全措置

による一定の効果があるこ

との不確実性は小さい。 

自然条件下での繁殖成功

率が低い種であり、保全措

置の効果が繁殖成功率に与

える影響を定量的に評価す

ることが難しい。しかし、

近年各種開発事業で採用さ

れ、工事中も繁殖に成功し

ている事例も多いことか

ら、保全措置による一定の

効果があることの不確実性

は小さい。 

環境保全措置の実施に

伴い生ずるおそれがあ

る環境への影響 

他の環境要素への

影響はないと考えら

れる。 

他の環境要素への影

響はないと考えられ

る。 

他の環境要素への影響

はないと考えられる。 

他の環境要素への影響

はないと考えられる。 

環境保全措置実施の

課題 

実施時期及び実施

範囲については、専

門的判断を要する。 

特になし。 特になし。 実施時期及び実施範囲

については、専門的判断

を要する。 

検討の結果 実施する。 実施する。 実施する。 実施する。 

環境保全措置案のうち、a案、b案、c案及び d案は、繁殖成功率を低下させる懸念のある工事の実施

に伴う要因を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(3/9) 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)ヤマセミ、カワセミ 

環境影響 ヤマセミ 3 つがい及びカワセミ 3 つがいについては、試験湛水に伴う一定期間の

冠水により生息・繁殖環境が変化する可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 ダム洪水調節地の環境による繁殖への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置案 e. 既設人工巣の維持管理 j.生息・繁殖状況の監視とその結果への対応 

（ダム上下流河川） 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 過去に設置したヤマセミ人工巣

（121 穴）について、ヤマセミ、カ

ワセミの利用も想定して、維持管理

を実施する。 
必要に応じて追加の人工巣設置を

検討する。 

工事の実施前及び実施期間中にダム上下流河

川における生息・繁殖状況等の監視し、結果を

踏まえて対応する。 

そ
の
他 

実施期間 対象つがいの繁殖期間中 対象つがいの繁殖期間中 

実施範囲 対象つがいの行動圏内 対象つがいの行動圏内 

実施条件 特になし。 特になし。 

環境保全措置を講じた後
の環境の状況の変化 

ヤマセミ及びカワセミの繁殖環
境を整備することで、ダム洪水調
節地の環境による繁殖への影響を
低減する効果が期待できる。 

対象つがいの工事中の行動圏の変化を把握でき
る。 

環境保全措置の効果 ヤマセミ及びカワセミの繁殖環
境を整備することで、ダム洪水調
節地の環境による繁殖への影響を
低減する効果が期待できる。 

事業の実施に伴う生息状況の変化を把握するこ
とが可能となる。 

環境保全措置の効果の

不確実性の程度 

既設の人工巣を対象種が利用すること

の不確実性が高い。 

自然条件下で生息状況が変化するため、事業の実

施による影響を定量的に評価することが難しい。し

かし、他ダムにおけるダム堤体の常時放流設備を通

過する事例もあることから、保全措置による一定の

効果があることの不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴

い生ずるおそれがある環

境への影響 

他の環境要素への影響はないと考

えられる。 

他の環境要素への影響はないと考えられる。 

環境保全措置実施の課

題 

追加の人工巣設置箇所、個数等に

ついては、専門的判断を要する。 

実施時期及び実施範囲については、専門的判

断を要する。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

環境保全措置案のうち、e 案及び j 案は、ダム洪水調節地に伴う繁殖への影響を低

減する効果が期待できる。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(4/9) 

項目 内容 

種名 上位性(河川域)カワガラス 

環境影響 カワガラス 34 つがいについては、試験湛水に伴う一定期間の冠水により生息・繁殖環

境が変化する可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 ダム洪水調節地の環境による繁殖への影響を最小限にとどめる。 

環境保全措置案 j.生息・繁殖状況の監視とその結果への対応（ダム上下流河川） 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 
事業者 

実施方法 工事の実施前及び実施期間中にダム上下流河川における生息・繁殖状況等の監視し、結果

を踏まえて対応する。 

そ
の
他 

実施期間 対象つがいの繁殖期間中 

実施範囲 対象つがいの行動圏内 

実施条件 特になし。 

環境保全措置を講じ

た後の環境の状況の

変化 

対象つがいの工事中の行動圏の変化を把握できる。 

環境保全措置の効果 事業の実施に伴う生息状況の変化を把握することが可能となる。 

環境保全措置の効果

の不確実性の程度 

自然条件下で生息状況が変化するため、事業の実施による影響を定量的に評価することが難しい。し

かし、他ダムにおけるダム堤体の常時放流設備を通過する事例もあることから、保全措置による一定

の効果があることの不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施

に伴い生ずるおそれ

がある環境への影響 

他の環境要素への影響はないと考えられる。 

環境保全措置実施の

課題 

実施時期及び実施範囲については、専門的判断を要する。 

検討の結果 
実施する。 

モニタリングの内容については、専門家の指導、助言を得ながら検討する。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(5/9) 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 試験湛水の一定期間の貯水により、ダム洪水調節地内が生息・生育・繁殖環境とし

て適さなくなる可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 事業実施期間中に生息状況をモニタリングし、事業の影響有無を把握する。 

環境保全措置案 j. 監視とその結果への対応 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 工事期間中のモニタリング調査 

そ
の
他 

実施期間 対象種の確認に適した時期 

実施範囲 ダム洪水調節地 

実施条件 モニタリングの結果をもとに、影響の程度を確認する。 

モニタリングの結果、影響の程度が大きいことが明らかになった場合は、必要に応

じて、周辺の生息環境への個体の移植や生息に適した環境の整備を行う。 

環境保全措置を講じ

た後の環境の状況の

変化 

移植や生息地の整備を行う場合は、移植先や整備箇所が生息環境となる。 

環境保全措置の効果 事業の実施に伴う生息状況の変化を把握することが可能となる。 

環境保全措置の効果

の不確実性の程度 

移植や生息地の整備を行う場合は、その効果に係る知見が不十分である。 

環境保全措置の実施

に伴い生ずるおそれ

がある環境への影響 

移植や生息地の整備を行う場合は、移植先の生息環境や移植先及び整備箇所におけ

る対象種以外の動植物の生息環境の撹乱を生じる可能性がある。 

環境保全措置実施の

課題 

モニタリングは対象種の確認に適した時期・場所・方法で実施する必要があるた

め、モニタリング内容については十分な検討を行う必要がある。 

検討の結果 
実施する。 

モニタリングの内容については、専門家の指導、助言を得ながら検討する。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(6/9) 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 試験湛水の貯水時の放流量の減少に伴い、下流河川が生息・生育・繁殖環境として

適さなくなる可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 流域内の適切な場所に、試験湛水中の流量減少時にも維持される瀬を整備する。 

環境保全措置案 f. 瀬の整備 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 試験湛水中の流量減少時にも、アユの産卵場や摂餌場となるような瀬を造成す

る。 

検討にあたっては、モニタリングを行うとともに、専門家の指導助言を得なが

ら、漁業関係者と調整し進めることとする。 

そ
の
他 

実施期間 試験湛水前～試験湛水終了時 

実施範囲 ダム堤体下流の川辺川 

実施条件 特になし。 

環境保全措置を講じ

た後の環境の状況の

変化 

瀬を整備することで、アユ等の魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁殖環境

が維持される。 

環境保全措置の効果 アユ等の魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁殖環境を整備することで、試

験湛水中の流量の減少による影響を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果

の不確実性の程度 

整備した環境が維持されるか不確実性が残る。 

環境保全措置の実施

に伴い生ずるおそれ

がある環境への影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の

課題 

アユ等の魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁殖環境となる河床の工夫が必

要である。 

検討の結果 
実施する。 

環境保全措置案は生息への影響を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(7/9) 

項目 内容 

種名 典型性（河川域） 

環境影響 アユ、ニホンウナギ、サクラマス（ヤマメ）については、仮排水路トンネル（既設）

内の流速が速くなることから、上下流への移動が困難となる可能性が考えられる。 

環境保全措置の方

針 

河川上下流への移動経路を確保する。 

環境保全措置案 g.仮排水路トンネル（既設）内部の河床

を改良し、多様な河床環境を確保する。 

 

 

j. 監視とその結果への対応 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 トンネル内部の河床を改良し、多様な河

床環境を確保することで流速を低減し、

魚類の移動性を確保する。また、吞口部

には魚道を合わせて設置する。 

工事期間中のモニタリング調査 

そ
の
他 

実施期間 工事中 対象種の確認に適した時期 

実施範囲 仮排水路トンネル（既設）及びその周辺 仮排水路トンネル（既設）及び上下流 

実施条件 特になし。 モニタリングの結果をもとに、影響の程度

を確認する。 

モニタリングの結果、影響の程度が大きい

ことが明らかになった場合は、必要に応じ

て、移動に必要な環境の整備を行う。 

環境保全措置を講

じた後の環境の状

況の変化 

仮排水路トンネル（既設）内に多様な河

床環境が確保されるとともに、魚類の遡

上可能な環境が維持されると考えられ

る。 

特になし。 

環境保全措置の効

果 

トンネル内部の河床を改良し、多様な河

床環境を確保することで流速を低減さ

れ、アユ、ニホンウナギ、サクラマス

（ヤマメ）等の魚類の遡上が可能となる

ため、生息環境が維持される。 

事業の実施に伴う生息状況の変化を把握す

ることが可能となる。 

環境保全措置の効

果の不確実性の程

度 

確保した多様な河床環境が土砂の堆積等

により、変化する可能性があり、整備し

た環境が維持されるか不確実性が残る。 

 

移動に必要な環境の整備を行う場合は、そ

の効果に係る知見が不十分である。 

環境保全措置の実

施に伴い生ずるお

それがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施

の課題 

多様な種が利用できるように河床の工夫

により、緩急のある流速を確保する必要

がある。 

モニタリングは対象種の確認に適した時

期・場所・方法で実施する必要があるた

め、モニタリング内容については十分な検

討を行う必要がある。 

検討の結果 

実施する。 実施する。 

環境保全措置案は生息への影響を低減す

る効果が期待できる。 

モニタリングの内容については、専門家の

指導、助言を得ながら検討する。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(8/9) 

項目 内容 

種名 (コウモリ類)ニホンコキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコウモ

リ、ユビナガコウモリ、テングコウモリ 

環境影響 コウモリ類（ニホンコキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコウモ

リ、ユビナガコウモリ、テングコウモリ）について、生息環境として適さなくなると

考えられる。 

環境保全措置の方

針 

ダム洪水調節地の環境による生息への影響を 小限にとどめる。 

環境保全措置案 h.洞口閉塞対策の実施 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 九折瀬洞の洞口前面に防水擁壁を設置する等、九折瀬洞内への水の流入を防止する対

策を実施する。試験湛水終了後は設置した防水擁壁を撤去する等、実施した対策を終

了する。 

整備の検討及び実施にあたっては、専門家の指導及び助言を受けるものとする。 

そ
の
他 

実施期間 試験湛水前～試験湛水終了時 

実施範囲 九折瀬洞の洞口前面 

実施条件 特になし。 

環境保全措置を講

じた後の環境の状

況の変化 

試験湛水の実施により九折瀬洞内に水が流入せず、洞内の環境が維持されると考えら

れる。 

環境保全措置の効

果 

九折瀬洞内がコウモリ類の冬眠やねぐらの場として維持されると考えられる。 

洞口が閉塞せず、コウモリ類の洞内外の移動が維持されると考えられる。 

環境保全措置の効

果の不確実性の程

度 

技術的な知見が不十分であり、洞口を閉塞させずに、十分に水の流入を防止できるか

不確実性が残る。 

環境保全措置の実

施に伴い生ずるお

それがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施

の課題 

洞口を閉塞させずに十分に水の流入を防止できる対策の検討が必要である。 

検討の結果 
実施する。 

環境保全措置案は生息への影響を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.8-178 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理(9/9) 

項目 内容 

種名 (陸上昆虫類等)イツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビ

ゴミムシ、ヒゴツヤムネハネカクシ 

環境影響 

陸上昆虫類等について、確認地点の一部が改変され生息環境として適さなくなると考

えられる。また、生息密度の変化、餌資源量の変化等により、生息環境として適さな

くなると考えられる。 

環境保全措置の方

針 

ダム洪水調節地の環境による生息への影響を 小限にとどめる。 

環境保全措置案 h.洞口閉塞対策の実施 i.九折瀬洞内での移植 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 

九折瀬洞の洞口前面に防水擁壁を設置

する等、九折瀬洞内への水の流入を防

止する対策を実施する。試験湛水終了

後は設置した防水擁壁を撤去する等、

実施した対策を終了する。 

整備の検討及び実施にあたっては、専

門家の指導及び助言を受けるものとす

る。 

冠水する範囲に生息する個体を採集し、冠水

しない範囲に移植する。 

移植方法の検討及び実施にあたっては、専門

家の指導及び助言を受けるものとする。 

そ
の
他 

実施時期 試験湛水前～試験湛水終了時 試験湛水の実施前 

実施範囲 九折瀬洞の洞口前面 試験湛水により冠水する中央ホール、西ホー

ルの大部分及び東ホールの一部 

実施条件 特になし。 特になし。 

環境保全措置を講

じた後の環境の状

況の変化 

試験湛水の実施により九折瀬洞内に水

が流入せず、洞内の環境が維持される

と考えられる。 

冠水する範囲から陸上昆虫類等がいなくな

る。試験湛水実施中は、中央ホール、西ホー

ルの大部分及び東ホールの一部が冠水する。 

環境保全措置の効

果 

陸上昆虫類等の生息環境が改変され

ず、生息環境が維持される。餌資源量

の変化、生息密度の変化等が生じない

ため、生息環境が維持される。 

東ホールの大部分が陸上昆虫類等の生息環境

として機能すると考えられる。冠水する範囲

よりグアノを移植することで、餌資源も確保

されると考えられる。 

環境保全措置の効

果の不確実性の程

度 

技術的な知見が不十分であり、洞口を

閉塞させずに、十分に水の流入を防止

できるか不確実性が残る。 

対象種の移植に係る知見が不十分であり、移

植や生息密度の変化によりどのような影響が

生じるか不確実性が残る。 

環境保全措置の実

施に伴い生ずるお

それがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されな

い。 

東ホールにおける生物群集の生息密度が変化

することにより、予測不可能な影響が生じる

可能性がある。 

環境保全措置実施

の課題 

洞口を閉塞させずに十分に水の流入

を防止できる対策の検討が必要であ

る。 

移植先の選定や具体的な移植方法について

は、専門的な判断を要する。 

検討の結果 

実施する。 実施する。 

環境保全措置案のうち、h 案は生息への

影響を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置案のうち、i 案は生息への影響

を低減する効果が期待できる。 

 

 



 

 7.2.8-453 

(3) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

「土地又は工作物の存在及び供用」における地域を特徴づける上位性（河川域）への

影響に対する環境保全措置について検討した。検討を行った環境保全措置の内容を表 

7.2.8-179 に示す。 

 

表 7.2.8-179 動物の土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討内容 

No. 環境保全措置 環境保全措置のねらい 検討した環境保全措置の内容 

a 

既設人工巣の維持管理 ヤマセミ、カワセミの繁

殖環境の維持 

過去に設置した人工巣（121 穴）について、維持

管理を実施する。必要に応じて追加の人工巣設置を

検討する。 

b 

監視とその結果への対応 

（ダム上下流河川） 

注目種の生息状況のモニ

タリング 

ダム洪水調節地における冠水の影響を受ける注目

種の生息・繁殖状況を監視し、必要に応じて生息環

境を整備する。 

c 

生息状況の監視とその結

果への対応 

ヤマセミの生息状況（飛

翔ルート及び行動圏の変

化）のモニタリング 

ダム供用後にダム堤体周辺におけるヤマセミの生

息・繁殖状況について監視を行い、その結果につい

て対応を行う。 

 

比較検討の結果、保全の効果が期待できる「既設人工巣の維持管理」「生息状況の監

視」を環境保全措置とする。 

実施することとした環境保全措置の検討結果を表 7.2.8-180 に示す。 

 

表 7.2.8-180 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果 

項目 内容 

種名 生態系上位性(河川域)ヤマセ

ミ、カワセミ 

生態系上位性(河川域)ヤマセミ、

カワセミ、カワガラス 

生態系上位性（河川域）ヤマセミ 

環境影響 ヤマセミ3つがい及びカワセミ

3 つがいについては、洪水調節に

伴う一時的な冠水により生息・

繁殖環境が変化する可能性が考

えられる。 

ヤマセミ 3 つがい、カワセミ 3

つがい及びカワガラス 34 つがいに

ついては、洪水調節に伴う一時的

な冠水により生息・繁殖環境が変

化する可能性が考えられる。 

ヤマセミ１つがいの飛翔ルート

及び行動圏が変化する可能性があ

ると考えられる。 

環境保全措

置の方針 

洪水調節により消失する営巣

環境を創出する。 

ダム供用後に生息状況をモニタ

リングし、事業の影響有無を把握

する。 

ダム供用後にダム堤体周辺にお

けるヤマセミの生息・繁殖状況に

ついて監視を行い、その結果につ

いて対応を行う。 

環境保全措

置案 

a. 既設人工巣の維持管理 b.監視とその結果への対応（ダム

上下流河川） 

c.供用後のダム堤体付近における

生息状況の監視 

環境保全措

置の実施の

内容 

過去に設置したヤマセミ人工

巣（121 穴）について、ヤマセ

ミ、カワセミの利用を想定し

て、維持管理を実施する。 

ダム供用後にダム上下流河川にお

けるヤマセミ、カワセミ、カワガラ

スの生息・繁殖状況等の監視し、監

視結果を踏まえて対応する。 

モニタリングの結果、影響の程

度が大きいことが明らかになった

場合は、必要に応じて、生息環境

の整備を行う。 

ダム供用後のダム堤体付近にお

ける行動圏及び飛翔ルートの把握 

環境保全措

置の効果 

必要に応じて追加の人工巣設

置を検討する。 

ダム供用後の生息状況の変化の状

況を把握することで、事業の影響有

無を評価することが期待できる。 

ダム供用後も堤体周辺に生息

し、飛翔ルートが変化していない

ことを把握する。 

環境保全措

置の実施 

ヤマセミ及びカワセミの繁殖環

境を整備することで、ダム洪水調

節地の環境による繁殖への影響を

低減する効果が期待できる。 

ダム供用後の生息状況の変化の状

況を把握することで、事業の影響有

無を評価することが期待できるた

め、環境保全措置を実施する。 

モニタリング結果に基づき、必

要な対策を検討する。 
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2) 検討結果の検証 

地域を特徴づける上位性（河川域）への影響については、供用後に既設人工巣の維持

管理、ダム堤体周辺及びダム上下流河川におけるヤマセミ、カワセミ、カワガラスの生

息・繁殖状況について監視を行うことにより、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されると考えられる。 

 

3) 検討結果の整理 

地域を特徴づける上位性（河川域）に対する環境保全措置の検討結果の整理を表 

7.2.8-181 に示す。 

 
表 7.2.8-181 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理 

項目 内容 

種名 生態系上位性(河川域)ヤマセミ、

カワセミ 

生態系上位性(河川域)ヤマセミ、カワセ

ミ、カワガラス 

生態系上位性（河川域）ヤマセミ 

環境影響 ヤマセミ3つがい及びカワセミ3

つがいについては、洪水調節に伴

う一時的な冠水により生息・繁殖

環境が変化する可能性が考えられ

る。 

ヤマセミ3つがい、カワセミ3つがい及

びカワガラス34つがいについては、洪水

調節に伴う一時的な冠水により生息・繁

殖環境が変化する可能性が考えられる。 

ヤマセミ1つがいについては、ダム堤体により

行動圏が分断されることから、飛翔ルート及

び行動圏が変化する可能性が考えられる。 

環境保全措置の方針 ダム洪水調節地の環境による繁殖

への影響を 小限にとどめる。 

ダム洪水調節地の環境による繁殖への影

響を 小限にとどめる。 

ダム堤体の存在による生息環境の変化を把握

し、必要な対策を検討する。 

環境保全措置案 a. 既設人工巣の維持管理 b.監視とその結果への対応（ダム上下流

河川） 

c.供用後のダム堤体付近における生息状況の

監視 

環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 事業者 事業者 

実施方法 過去に設置したヤマセミ人工巣

（121 穴）について、ヤマセミ、

カワセミの利用も想定して、維持

管理を実施する。必要に応じて追

加の人工巣設置を検討する。 

ダム供用後にダム上下流河川における

生息・繁殖状況等の監視し、結果を踏ま

えて対応する。 

ダム供用後にダム堤体付近における生息・

繁殖状況等の監視し、結果を踏まえて対応す

る。 

そ
の
他 

実施期間 対象つがいの繁殖期間中 対象つがいの繁殖期間中 対象つがいの繁殖期間中 

実施範囲 対象つがいの行動圏内 対象つがいの行動圏内 対象つがいの行動圏内のうち、繁殖活動に影

響を及ぼすと考えられる範囲 

実施条件 特になし。 特になし。 特になし。 

環境保全措置を講じた

後の環境の状況の変化 

ヤマセミ及びカワセミの繁殖環

境を整備することで、ダム洪水調

節地の環境による繁殖への影響を

低減する効果が期待できる。 

対象つがいの供用後の行動圏の変化を

把握できる。 

特になし。 

環境保全措置の効果 ヤマセミ及びカワセミの繁殖環

境を整備することで、ダム洪水調

節地の環境による繁殖への影響を

低減する効果が期待できる。 

事業の実施に伴う生息状況の変化を把

握することが可能となる。 

事業の実施に伴う生息状況の変化を把握す

ることが可能となる。 

環境保全措置の効果の

不確実性の程度 

既設の人工巣を対象種が利用す

ることの不確実性が高い。 

自然条件下で生息状況が変化するため、

事業の実施による影響を定量的に評価する

ことが難しい。しかし、他ダムにおけるダ

ム堤体の常時放流設備を通過する事例もあ

ることから、保全措置による一定の効果が

あることの不確実性は小さい。 

自然条件下で生息状況が変化するため、事

業の実施による影響を定量的に評価すること

が難しい。しかし、他ダムにおけるダム堤体

の常時放流設備を通過する事例もあることか

ら、保全措置による一定の効果があることの

不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に

伴い生ずるおそれがあ

る環境への影響 

他の環境要素への影響はないと

考えられる。 

他の環境要素への影響はないと考えら

れる。 

他の環境要素への影響はないと考えられ

る。 

環境保全措置実施の課

題 

追加の人工巣設置箇所、個数等

については、専門的判断を要す

る。 

実施時期及び実施範囲については、専

門的判断を要する。 

実施時期及び実施範囲については、専門的

判断を要する。 

検討の結果 

実施する。 実施する。 実施する。 

環境保全措置案のうち、a案、b案及びc案は、ダム洪水調節地に伴う繁殖への影響を低減する効果が期待できる。現地での確認

状況により、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導・助言を得ながら、適切な措置を講ずる。 
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(4) 環境保全措置以外の事業者による取組み 

1) 上位性（陸域） 

(a) 残存する生息環境の撹乱に対する配慮 

改変区域周辺の環境を必要以上に撹乱しないように、工事関係者の工事区域周辺部

への立ち入りを制限する。 

 

(b) 森林伐採に対する配慮 

森林を伐採する際には伐採区域を最小限にとどめ、必要以上の伐採は行わない。ま

た、伐採は計画的、段階的に行い、急激な環境変化による影響を低減する。 

 

(c) 夜間照明の視覚的配慮 

夜間工事における照明は、上位性(陸域)の注目種であるクマタカの営巣地方向へ向

けない、光線の拡散防止等視覚的影響を低減するよう配慮する。 

 

(d) 生息・繁殖状況の監視とその結果への対応 

上位性(陸域)の注目種であるクマタカに対しては、専門家の指導、助言を得ながら

繁殖状況調査等を随時行い、調査の結果、影響が懸念される事態が生じた場合は、必

要に応じて調査を行い、これにより影響の程度が著しいことが明らかになった場合に

は、専門家の指導、助言を得ながら、適切な措置を講ずる。 

 

(e) 環境保全に関する教育・周知等 

環境保全について、工事関係者へ教育、周知及び徹底を図る。 

 

2) 上位性（河川域） 

(a) 環境保全に関する教育、周知等 

環境保全について、工事関係者へ教育、周知及び徹底を図る。 

 

3) 典型性（陸域） 

(a) 残存する生息環境の撹乱に対する配慮 

改変区域周辺の環境を必要以上に撹乱しないように、工事関係者の工事区域周辺部

への立ち入りを制限する。 

 

(b) 森林伐採に対する配慮 

生息環境の分断に留意して森林を伐採する際には伐採区域を最小限にとどめ、必要

以上の伐採は行わない。また、伐採は計画的、段階的に行い、急激な環境変化による

影響を低減する。 
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(c) ダム洪水調節地の植生の回復の促進 

植生の状況を把握し、必要に応じて植栽等を行い、植生の回復の促進を図る。 

 

(d) 外来種への対応 

植生の回復の際には、外来生物法等による特定外来生物及び生態系被害防止外来種

を用いない。また、ダム洪水調節地管理にあたっては、外来種による地域の生態系へ

の影響に配慮し、関係機関と協力した取り組みに努める。 

 

(e) 法面等の緑化 

工事により発生する法面等について、必要に応じて緑化対策等を実施する。 

 

(f) 生息環境の分断に係る対策 

生息環境の分断に留意して付替道路敷設において移動性を確保する対策を行う。 

 

(g) 環境保全に関する教育・周知等 

環境保全について、工事関係者へ教育、周知及び徹底を図る。 

 

4) 典型性（河川域） 

(a) 河床部放流設備の維持管理 

ダム供用後、ダム堤体の河床部放流設備における土砂の堆積状況等を監視し、必要

に応じて維持管理を実施する。 

 

(b) ダム洪水調節地及びダム下流河川の監視とその結果への対応 

工事の実施期間中及び供用開始後には、専門家の指導及び助言を得ながら、ダム上

下流河川における哺乳類、両生類、爬虫類、魚類、底生動物、陸上昆虫類及び付着藻

類の生息・生育状況等の監視を行ない、その結果に応じた対応を行う。また、頻度の

低い大洪水時等において、ダム洪水調節地内及びダム下流河川の土砂堆積状況等を監

視し、必要に応じて維持管理を行う。 

 

(c) 環境保全に関する教育、周知等 

環境保全について、工事関係者へ教育、周知及び徹底を図る。 

 

5) 特殊性 

(a) 洞口閉塞対策の具体的な手法の検討 

九折瀬洞の洞口周囲に防水擁壁を設置する等、試験湛水中の洞内への水の流入を阻

害する最適な手法を検討する。 
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(b) 移動先の検討 

代替横坑等を整備し、試験湛水実施前にコウモリ類の洞外への移動を促す等の方策

について検討する。 

 

(c) 監視とその結果への対応 

特殊性の注目種である九折瀬洞の生物群集に対しては、専門家の指導、助言を得な

がら生息状況調査等を随時行う。 

調査の結果、影響が懸念される事態が生じた場合は、必要に応じて調査を行い、こ

れにより影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を

得ながら、適切な処置を講ずる。 

 

(d) 環境保全措置に関する教育・周知等 

環境保全について、工事関係者へ教育、周知及び徹底を図る。 

 

 

生息・繁殖状況の監視とその結果への対応、ダム上下流の監視、残存する生息環境

の撹乱に対する配慮、森林伐採に対する配慮、ダム洪水調節地の植生の回復の促進、

外来種への対応、法面等の緑化、河床部放流設備の維持管理、土砂堆積に関する維持

管理、洞口閉塞対策の具体的な手法の検討、移動先の検討、環境保全に関する教育・

周知等を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響

の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を得ながら、適

切な措置を講ずる。 
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7.2.8.6 事後調査 

事後調査は、予測の不確実性の程度が大きい選定項目について、「環境保全措置を

講ずる場合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の

実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なも

のにする必要があると認められる場合」、及び「代償措置について効果の不確実性の

程度及び知見の充実の程度を勘案して事後調査が必要であると認められる場合」にお

いて、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがあるときは、ダム事業に係る工事

の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境の状況を把握するために行う。 

生態系に係る事後調査は、専門家の指導及び助言を踏まえ、客観的かつ科学的に選

定した。 

実施するとした事後調査の項目及び手法等を表 7.2.8-182 に示す。 

 

表 7.2.8-182 事後調査の項目及び手法等(1) 

項目 手法等 

生態系 

上位性 

（陸域） 

生態系上位性注目種のクマ

タカ（A、B、F、G 及び H つ

がい） 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として工事実施時期の配慮、建設機械の稼働

に伴う騒音等の抑制、作業員の出入り・工事用車両の運行に

対する配慮、コンディショニングを実施することから、その

効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とする。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認によ

る。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とし、特に営巣地と工

事箇所の位置関係を考慮する。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認による

が、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調

査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

各つがいの生息状況や繁殖状況に応じ、専門家の指導及び

助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 
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表 7.2.8-182 事後調査の項目及び手法等(2) 

項目 手法等 

生態系 

上位性 

（河川域） 

生態系上位性注目種のヤ

マセミ、カワセミ、カワ

ガラス 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として工事実施時期の配慮、建設機械の稼働

に伴う騒音等の抑制、作業員の出入り・工事用車両の運行に

対する配慮、コンディショニング、既設の人工代替巣の維持

管理、生息状況の監視とその結果への対応を実施することか

ら、その効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。特に営巣地

と工事箇所の位置関係を考慮する。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は

「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に

従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

生態系上位性注目種（河川域）の生息状況や繁殖状況に応

じ、専門家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 

上記のうちヤマセミ 1 つ

がい 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生息状況の監視とその結果への対応を

実施することから、その効果を確認するための事後調査を行

う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は

「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に

従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

生態系上位性注目種（河川域）の生息状況や繁殖状況に応

じ、専門家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 
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表 7.2.8-182 事後調査の項目及び手法等(3) 

項目 手法等 

生態系 

典型性 

（河川域） 

試験湛水による環境の変

化 

 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生息・生育・繁殖環境の監視とその結

果への対応を実施することから、その効果を確認するための

事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は直接改変区間とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生息・生育・繁殖環境

の確認による 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は直接改変区間とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生息・生育・繁殖環境

の確認によるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にす

るための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

環境類型区分を基にした生息・生育・繁殖環境の変化の状

況に応じ、専門家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 

試験湛水中の瀬の減少 1.行うこととした理由 

環境保全措置として瀬を整備することから、その効果を確

認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域はダム堤体下流の川辺川とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は瀬の整備後とする。 

調査地域は瀬の整備箇所とする。 

調査方法は整備した瀬の利用状況の確認によるが、詳細は

「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に

従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

瀬の整備の状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応

する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 
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表 7.2.8-182 事後調査の項目及び手法等(4) 

項目 手法等 

生態系 

典型性 

（河川域） 

工事中の仮排水路トンネ

ル（既設）の河川の連続

性の分断 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として仮排水路トンネル（既設）に魚道等を

設置することから、その効果を確認するための事後調査を行

う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は仮排水路トンネル（既設）の魚道等の設置予定

箇所とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は魚道等の設置後とする。 

調査地域は魚道等の設置箇所とする。 

調査方法は魚道の利用状況の確認によるが、詳細は「(1)環

境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実

施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応

の方針 

河川の連続性の状況に応じ、専門家の指導及び助言により

対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事

業に係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又

は供用後においても公表を行う。公表方法はインターネット

の利用等により行う。 
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表 7.2.8-182 事後調査の項目及び手法等(5) 

項目 手法等 

生 態 系
特殊性 

ニホンコキクガシラコウ

モリ、キクガシラコウモ

リ、モモジロコウモリ、

ユビナガコウモリ及びテ

ングコウモリ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として洞口閉塞対策を実施することから、その効

果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする 

調査方法は保全対象種の生息状況の確認によるが、詳細は「(1)

環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施

する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方

針 

保全対象種の生息状況に応じ、専門家の指導及び助言により対

応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に

係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後

においても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等によ

り行う。 

イツキメナシナミハグ

モ、ツノノコギリヤス

デ、ツヅラセメクラチビ

ゴミムシ、ヒゴツヤムネ

ハネカクシ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として移植を実施することから、その効果を確認

するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認によるが、詳細は「(1)

環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施

する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方

針 

保全対象種の生息状況に応じ、専門家の指導及び助言により対

応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に

係る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後

においても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等によ

り行う。 
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7.2.8.7 評価の結果 

(1) 評価の手法 

1) 回避又は低減の視点 

地域を特徴づける生態系に係る「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供

用」による環境影響に関し、工事の工程・工法の検討、環境保全設備の設置及び施設

等の配置の配慮により、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は

低減されているかどうか、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮

が適正になされているかどうかについて事業者の見解を明らかにすることにより行っ

た。 

 

(2) 評価の結果 

生態系については、地域を特徴づける生態系について上位性、典型性及び特殊性の

観点から調査、予測を実施した。その結果を踏まえ、上位性(陸域・河川域)、典型性

（河川域）及び特殊性について、環境保全措置の検討を行い、地域を特徴づける生態

系に係る環境への影響を低減することとした。 

また、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、ダム上下流の監視、残存す

る生息環境の撹乱に対する配慮、森林伐採に対する配慮、ダム洪水調節地の植生の回

復、外来種への対応、法面等の緑化、河床部放流設備の維持管理、土砂堆積に関する

維持管理、洞口閉塞対策の具体的な手法の検討、移動先の検討、環境保全に関する教

育・周知を行うこととした。 

これにより、生態系に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り

回避され、又は低減されていると判断する。 
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（空白ページ） 

 



7.2.9-1 

[人と自然との豊かな触れ合いの確保] 

7.2.9 景観(主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観) 
7.2.9.1 環境影響評価の手順 

景観(主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観)に係る環境影響評価の手順を

図 7.2.9-1 に示す。 

景観の環境影響評価にあたっては、「2.4.5 事業の工事計画の概要」等に示した工事計

画の概要等の事業特性を踏まえて、文献その他の資料等により地域の自然的状況(地域の

景観特性、主要な眺望点、景観資源、主要な眺望景観の状況等)及び社会的状況(土地利用、

法令指定等)を把握した。この上で、これらを整理した内容に基づくとともに、知事意見

等を踏まえ、調査、予測及び評価の手法を選定した。 

本項においては、予測に必要となる情報(主要な眺望点の状況、景観資源の状況、主要

な眺望点から景観資源を眺望する場合の主要な眺望景観の状況等)を文献その他の資料及

び現地調査により収集し、「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う主要な眺望点の改変

等に関する予測を行った。予測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合には、その

内容を検討し、環境影響の回避又は低減の視点から評価を行った。 
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資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月 1)*1 

をもとに作成 

図 7.2.9-1 景観の環境影響評価の手順 

 
*1 :該当する引用・参考文献の番号を示し、項末に一覧を示す。 

 
・ダム事業の種類 
・ダム事業実施区域の位置 
・ダム事業の規模及び総貯水容量 
・ダム事業に係るダムの堤体の規模及び型式並びにダムの供用に関する事項 
・ダム事業の工事計画の概要 等 

 
〔文献その他の資料調査・聴取・概査〕 

・自然的状況(景観特性、主要な眺望点・景観資源・主要な眺望景観の状況等) 
・社会的状況(土地利用、法令指定の状況等) 

 
〔文献その他の資料及び現地調査〕 

・主要な眺望点の利用状況 
・景観資源の種類 
・主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の主要な眺望景観 

 
「土地又は工作物の存在及び供用」に

ついて、以下のものを予測する。 
○主要な眺望点及び景観資源の改

変の程度 
○主要な眺望景観の変化 

 

予 測 

○環境保全措置の検討と検証 
・検討順 

回避又は低減→代償措置 
・複数案の比較検討、より良い技術の活

用、他 
○検討結果の整理 

・実施主体、方法、内容 
・効果及びその不確実性の程度 
・実施に伴い生ずるおそれのある環境へ

の影響 
○環境保全措置以外の事業者による取組み 
〇事後調査の検討 

・理由、項目及び手法 
・環境影響が著しいことが明らかとなっ

た場合の対応の方針 
・公表の方法 

環境保全措置等

・事業者により実行可能な範囲内で環境影響ができる限り回避又は低減されているか。 

調 査

評 価 

第 7 章 

第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況 

第 6 章 事業に係る環境影響評価項目並びに 
調査、予測及び評価の手法 

 
○工事中から工事完了以降に実施した以下の内容について公表する。 
・環境省令で定める環境保全の効果が不確実な措置等 
・回復することが困難であって保全が特に必要と認められる環境が周囲に存在する場合に講じ 

た措置であって効果が確実でないもの 
・事後調査 
・事後調査により判明した環境の状況に応じて講じた環境保全措置 

報告書

第 2 章 事業の目的及び内容

第 5 章 環境影響評価方法

レポートについての意見と

事業者の見解 



7.2.9-3 

7.2.9.2 調査結果の概要 
(1) 調査の手法 

1) 調査すべき情報 

景観では、主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観について調査した。 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観の考え方は図 7.2.9-2 に示すとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月 1)*1 を

もとに作成 

図 7.2.9-2 主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観の考え方 

 

(a) 主要な眺望点の状況 

景観資源を眺望する主要な眺望点の状況を把握するため、視点場となる主要な眺望

点の分布及び利用状況を調査した。 

 

(b) 景観資源の状況 

景観資源の状況を把握するため、眺望の対象となる景観資源の分布、種類及び自然

特性を調査した。なお、景観資源は「第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図

 熊本県(環境庁 平成元年)」2)及び「第五次熊本県環境基本計画（熊本県 平成 2

8 年 2 月）」3)に記載されている自然景観資源とした。 

 

(c) 主要な眺望景観の状況 

主要な眺望点からの景観資源の眺望の変化を把握するため、主要な眺望点から景観

資源を眺望する場合の眺望景観の状況を調査した。 

 

○主要な眺望点 ：不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 

○景観資源   ：景観として認識される自然的構成要素として位置づけられるものをいう。

○主要な眺望景観：主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の景観をいう。 

主要な眺望景観 主要な眺望点 

景観資源 
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2) 調査の基本的な手法 

(a) 主要な眺望点の状況 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理

及び解析とし、必要に応じて聴取を実施した。 

 

(b) 景観資源の状況 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理

及び解析とし、必要に応じて聴取を実施した。 

 

(c) 主要な眺望景観の状況 

調査の基本的な手法は、現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析

とし、必要に応じて聴取を実施した。現地調査は写真撮影によった。 

主要な眺望景観の状況の現地調査の手法を表 7.2.9-1 に示す。 

 

表 7.2.9-1 主要な眺望景観の状況の現地調査の手法 

調査すべき情報 
現地調査

手法 
調査地域・調査地点 現地調査期間等 

主 要 な 眺

望 景 観 の

状況 

主要な眺望点から

景観資源を眺望す

る場合の眺望景観

の状況 

写真撮影 表 7.2.9-2 及び 

図 7.2.9-4～ 

図 7.2.9-8 参照 

調査期間：令和 4 年度、令和 5

年度 

調査時期：春季、夏季、秋季 

調査時間帯：昼間 

 

3) 調査地域・調査地点 

(a) 主要な眺望点の状況 

調査地域は、主要な眺望点の状況を適切に把握できる地域として、事業実施区域及

びその周辺とした。調査地点は、調査地域に分布する主要な眺望点とした。主要な眺

望点の分布状況を図 7.2.9-5、図 7.2.9-6 及び表 7.2.9-2 に示す。 

 

(b) 景観資源の状況 

調査地域は、景観資源の状況を適切に把握できる地域として、事業実施区域及びそ

の周辺とした。調査地点は、調査地域に分布する景観資源とした。景観資源の分布状

況を図 7.2.9-7 に示す。 
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(c) 主要な眺望景観の状況 

調査地域は、主要な眺望景観の状況を適切に把握できる地域として、ダム堤体を視

認できる地域とした。調査地点は、調査地域内の主要な眺望点について、影響要因の

可視、視野等による選定及び現地踏査による確認から、国見山、桝形山、仰烏帽子山

及び瀬目公園とした。主要な眺望景観の調査地点及び景観資源の分布状況を図 7.2.

9-8 に示す。 

なお、環境配慮レポートで主要な眺望点とした北岳は現地踏査の結果、周囲を眺望

できないことから、主要な眺望景観の調査地点として選定しないこととした。瀬目公

園については、ダム堤体方向に樹林が存在しておりダム堤体は視認できないが、川辺

川が視認できる。 

調査地点選定の流れを図 7.2.9-3 に示す。 
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図 7.2.9-3 主要な眺望景観調査地点の選定の流れ 

 

検討フロー 概要・留意事項 

ア)調査地域の設定

イ)可視領域の設定

ウ)主要な眺望景観調査地点の選定
1)視角からの選定 

(第一次選定)
 
 
2)可視領域からの選定 

(第二次選定)
 
 
3)静視野からの選定 

(第三次選定)
 
 
 
 
 
4)現地踏査からの選定 

(第四次選定)

 視角により調査地域を選定する。 
 ダム堤体を中心とし、堤頂長の 100 倍の長さ
(約 30km)を半径とする円内。 

 ダム堤体、ダム洪水調節地及び建設発生土処
理場等の影響要因を視認できる領域を設定す
る。 

 既存文献により、可視領域内に存在する眺望
点を選定する。［4 地点：国見山、桝形山、仰烏
帽子山、北岳］ 

 眺望する方角の類似性等を考慮し選定する。
［4 地点：国見山、桝形山、仰烏帽子山、北岳］

 主要な眺望景観調査地点の候補地点と景観資
源の分布状況を重ね合せて選定する。［4 地点：
国見山、桝形山、仰烏帽子山、北岳］ 

現地調査 

・現地調査による視認性、利用状況の
確認 

・写真撮影 

 樹木などにより視認できない場合などがある
ため、主要な眺望景観調査地点の候補地点が利用
される時期に、現地にて選定の妥当性を 終確認
し、写真撮影を実施する。 

机上検討 

 実際に影響要因を確認できるか否か、現地に
て確認し選定する。［4 地点：国見山、桝形山、
仰烏帽子山、瀬目公園］ 

方法レポートに対する意見等 

環境配慮レポートに対する意見等 



7.2.9-7 

 

4) 調査期間等 

(a) 主要な眺望点の状況 

調査期間等は、文献その他の資料によるため特に限定しなかった。 

 

(b) 景観資源の状況 

調査期間等は、文献その他の資料によるため特に限定しなかった。 

 

(c) 主要な眺望景観の状況 

調査期間は令和 4 年度、令和 5 年度とした。調査時期は眺望景観及び主要な眺望点

の特性を考慮し、春季、夏季及び秋季とした。また、調査する時間帯は昼間とした。 

主要な眺望景観の現地調査の実施状況を表 7.2.9-2 に示す。 

 

表 7.2.9-2 主要な眺望景観の状況の現地調査の実施状況 

調査すべき

情報 

主要な眺望景観 

調査地点 

標高 

(m) 
調査期間等 景観資源 影響要因 

主要な眺望 

景観の状況 

国見山 

1,271
春季：令和 5 年 5 月 27 日
夏季：令和 5 年 6 月 15 日
秋季：令和 4 年 11 月 3 日

五 木 五 家 荘

県 立 自 然 公

園、白髪岳 

ダムの堤体の

存在、原石山

跡地の存在、

建設発生土処

理場の跡地の

存在、道路の

存在、ダムの

供用、洪水調

節地の存在 

桝形山 

1,085
春季：令和 5 年 5 月 27 日
夏季：令和 5 年 6 月 15 日
秋季：令和 4 年 11 月 3 日

五木五家荘

県立自然公

園、白髪岳 

仰烏帽子山 

1,302
春季：令和 4 年 5 月 25 日
夏季：令和 4 年 9 月 9 日 
秋季：令和 4 年 11 月 2 日

五木五家荘

県立自然公

園、白髪岳 

瀬目公園 
299

春季：令和 5 年 5 月 27 日
夏季：令和 5 年 6 月 20 日
秋季：令和 4 年 11 月 4 日

五木五家荘

県立自然公

園 
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図 7.2.9-4 主要な眺望 

景観の調査地域 
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(2) 調査結果 

1) 主要な眺望点の状況 

事業区域及びその周辺に分布する主要な眺望点を図 7.2.9-5 及び図 7.2.9-6 に示

す。事業区域及びその周辺に分布する眺望点は、国見山、桝形山、仰烏帽子山及び瀬

目公園である。 

 

(a) 国見山 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を望むことができる。 

主に登山コースとして利用されている。 

 

(b) 桝形山 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を望むことができる。 

主に登山コースとして利用されている。 

 

(c) 仰烏帽子山 

ダム堤体方向(南東方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を望むことができる。 

主に登山コースやフクジュソウ及びヤマシャクヤクの植物観賞として利用されて

いる。 

 

(d) 瀬目公園 

瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているため、ダム

堤体方向の景観資源を望むことができない。樹木に覆われていない範囲では、川辺川

上流方向（北西方向）の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」

を望むことができる。 

公園内には展望所があり、主に休憩スペースとして利用されている。 
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2) 景観資源の状況 

事業実施区域及びその周辺に分布する景観資源を表 7.2.9-3 及び図 7.2.9-7 に示

す。事業実施区域及びその周辺に分布する景観資源は、「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」である。 

 

表 7.2.9-3 事業実施区域及びその周辺の区域における景観資源 

No. 自然景観資源名 名称 所在県 

1 
県立自然公園 五木五家荘県立自然

公園 

熊本県 

2 山岳 白髪岳 熊本県 

資料)1.第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 熊本県(環境庁 平成元年)2) 

2.第五次熊本県環境基本計画（熊本県 平成 28 年 2 月）3) 

をもとに作成 
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図 7.2.9-5 事業実施区域 

及びその周辺における 

主要な眺望点の分布（広域） 
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図 7.2.9-6 事業実施区域 

及びその周辺における 

主要な眺望点の分布（拡大） 
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図 7.2.9-7 事業実施区域 

及びその周辺における 

景観資源の分布 
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3) 主要な眺望景観の状況 

調査地域における主要な眺望景観の調査地点を図 7.2.9-8 に示す。主要な眺望景観

の状況は次のとおりである。 

 

(a) 主要な眺望景観を望むことができる地点の状況 

a) 国見山 

五木村に位置する標高 1,271m の山である。ダム堤体方向(南方向)の視界において、

景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、「白髪岳」を望むことができる。 

五木村の宮原五木線から分岐した村道沿いの登山口からアクセスできるコースが

あり、登山口から山頂までは 1 時間程度で往復できる。 

 

b) 桝形山 

五木村に位置する標高 1,085m の山である。ダム堤体方向(南方向)の視界において、

景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、「白髪岳」を望むことができる。 

五木村役場付近からのコースと九折瀬方面から迂回するコースがあり、前者は険し

いコースであるが、後者は登山口から山頂まで 1 時間程度で往復できる。 

 

c) 仰烏帽子山 

ダム堤体方向(南東方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を望むことができる。 

五木村・相良村・山江村に位置する標高 1,302m の山である。3 月頃にフクジュソ

ウ、5 月頃にヤマシャクヤクの花を登山道脇の林の中に見ることができる 4)。登山コ

ースも複数あるが、令和2年7月豪雨災害の影響により一部のコースは登頂できない。 

 

d) 瀬目公園 

国道 445 号線沿いに位置する公園である。瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)

の視界は樹木により覆われているため、ダム堤体方向の景観資源を望むことができな

い。樹木に覆われていない範囲では、川辺川上流方向（北西方向）の視界において、

景観資源である「五木五家荘県立自然公園」を望むことができる。 

公園内には展望所があり、休憩スペースとして利用されている。 
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図 7.2.9-8 主要な眺望 

景観の調査地点及び 

景観資源の分布 
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(b) 主要な眺望景観を構成する景観資源の状況 

a) 五木五家荘県立自然公園 

昭和42年9月に県立公園に指定された熊本県の中南部に位置する自然公園である。

東部は九州中央山地国定公園、北部は矢部周辺県立公園に接している。五木五家荘県

立公園を代表する景観として標高 1,000m を超える尾根が連なる山岳景観とその間を

流れる川辺川を主流とした渓谷景観がある。このような急峻な地形と河川によって複

雑に入り組んだ渓谷美が景観上の大きな特徴である。 

県内屈指の紅葉の名所であり、シーズンには多くの観光客が訪れる。また、フクジ

ュソウなど石灰岩質特有の植物が自生している。その他に、九州自然歩道を釈迦院御

坂参道、立神峡や端海野のキャンプ場など各種施設の整備が行われている。平家の里、

子守唄公園も利用者が多い。 

 

b) 白髪岳 

あさぎり町に位置する標高 1,417m の山である。頂上近くまで林道が整備されてい

る。日本の南限といわれるブナの原生林をはじめ、モミジ類も数多く点在する。紅葉

時期は 10 月下旬～11 月上旬頃である 4)。 
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(c) 主要な眺望景観 

a) 国見山からの主要な眺望景観 

国見山からの主要な眺望景観の状況を写真 7.2.9-1～写真 7.2.9-3 に示す。 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を望むことができる。 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 
写真 7.2.9-1 国見山からの主要な眺望景観の状況(春季) 
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五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 

写真 7.2.9-2 国見山からの主要な眺望景観の状況(夏季) 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 
写真 7.2.9-3 国見山からの主要な眺望景観の状況（秋季） 
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b) 桝形山からの主要な眺望景観 

桝形山からの主要な眺望景観の状況を写真 7.2.9-4～写真 7.2.9-6 に示す。 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を望むことができる。 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園
⽩髪岳

 

写真 7.2.9-4 桝形山からの主要な眺望景観の状況(春季) 
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五⽊五家荘県⽴⾃然公園
⽩髪岳

 

写真 7.2.9-5 桝形山からの主要な眺望景観の状況(夏季) 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園
⽩髪岳

 

写真 7.2.9-6 桝形山からの主要な眺望景観の状況（秋季）
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c) 仰烏帽子山からの主要な眺望景観 

仰烏帽子山からの主要な眺望景観の状況を写真 7.2.9-7～写真 7.2.9-9 に示す。 

ダム堤体方向(南東方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を望むことができる。 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 

写真 7.2.9-7 仰烏帽子山からの主要な眺望景観の状況(春季) 
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五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 

写真 7.2.9-8 仰烏帽子山からの主要な眺望景観の状況(夏季) 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

⽩髪岳

 
写真 7.2.9-9 仰烏帽子山からの主要な眺望景観の状況（秋季） 
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d) 瀬目公園からの主要な眺望景観 

瀬目公園からの主要な眺望景観の状況を写真 7.2.9-10～写真 7.2.9-12 に示す。 

瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているため、ダム

堤体方向の景観資源を望むことができない。樹木に覆われていない範囲では、川辺川

上流方向（北西方向）の視界において、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」

を望むことができる。 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

 
写真 7.2.9-10 瀬目公園からの主要な眺望景観の状況(春季) 
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五⽊五家荘県⽴⾃然公園

 

写真 7.2.9-11 瀬目公園からの主要な眺望景観の状況(夏季) 

五⽊五家荘県⽴⾃然公園

 
写真 7.2.9-12 瀬目公園からの主要な眺望景観の状況（秋季） 



7.2.9-25 

 

7.2.9.3 予測の結果 
(1) 予測の手法 

予測対象とする主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と影響要因は、

表 7.2.9-4 に示すとおりであり、影響要因は「土地又は工作物の存在及び供用」と

し、改変の程度と眺望景観の変化とした。 

 

表 7.2.9-4 予測対象とする主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観と影響要因 

 

 

影響要因 

 

 

 

予測対象 

土地又は工作物の存在及び供用 

・ダムの堤体の存在 

・原石山跡地の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

・道路の存在 

・ダムの供用及びダム洪水調節地の存在 

改変の程度 眺望景観の変化 

主要な眺望点 ●  

景観資源 ●  

主要な眺望景観  ● 

 

1) 予測の基本的な手法 

予測の基本的な手法は、主要な眺望点及び景観資源については、事業計画とこれら

を重ね合わせることにより影響を予測した。 

また、主要な眺望景観については、フォトモンタージュ法による眺望景観の変化及

び影響要因である視角の程度の把握とした。フォトモンタージュの作成においては、

ダムの堤体の標準断面図をもとに、堤頂標高を標高 282.5m とした。また、建設発生

土処理場の跡地等の法面については、裸地の状態を想定した。 

影響要因毎の予測の基本的な手法を表 7.2.9-5 に示す。 

 

2) 予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

3) 予測対象時期等 

主要な眺望点及び景観資源の予測対象時期は、主要な眺望点及び景観資源並びに主

要な眺望景観に係る環境影響を的確に把握できる時期とした。具体的には、主要な眺

望点及び景観資源はダム堤体等が景観に及ぼす影響が 大となるダム供用後の時点

とした。主要な眺望景観の予測対象時期は、視野内に出現する構造物や法面等の見え

方、試験湛水に伴う植生の変化の程度が 大になる時点及び供用後の植生が回復した

と考えられる時点とした。 



7.2.9-26 

 

表 7.2.9-5 主要な眺望点、景観資源及び主要な眺望景観の予測の手法 

項目 

予測対象 

予測の基本的な

手法 
予測地域 

予測対象 

時期等 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な眺

望点 
国見山 主 要 な 眺 望

点及び景観資

源と事業計画

を重ね合わせ

ることにより

改変の程度を

予測した。 

調 査 地 域 と

同様とした。 

ダ ム 供 用 後

の時点とした。
桝形山 

仰烏帽子山 

瀬目公園 

景観資源 
五木五家荘県立

自然公園 

白髪岳 

主要な眺

望景観 国見山 

フ ォ ト モ ン

タージュ法に

より眺望景観

の変化及び影

響要因の視角

の程度を予測

した。 

調 査 地 域 と

同様とした。 

視 野 内 に 出

現する構造物

や法面等の見

え方、試験湛水

に伴う植生の

変化の程度が

大になる時

点及び供用後

の植生が回復

したと考えら

れる時点とし

た。 

桝形山 

仰烏帽子山 

瀬目公園 

 

(2) 予測結果 

1) 主要な眺望点 

主要な眺望点と事業計画を重ね合わせた結果を図 7.2.9-9 及び図 7.2.9-10 に示

す。 

国見山、桝形山、仰烏帽子山及び瀬目公園は、いずれも改変区域外に位置し、事業

の実施により改変されないと考えられる。 

 

2) 景観資源 

景観資源と事業計画を重ね合わせた結果を図 7.2.9-11 及び図 7.2.9-12 に示す。 

五木五家荘県立自然公園の一部は事業の実施により改変されると考えられる。白髪

岳については、事業の実施により改変されないと考えられる。 
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図 7.2.9-9 主要な眺望点

と事業計画の重ね合わせ結

果（広域） 
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図 7.2.9-10 主要な眺望点と事

業計画の重ね合わせ結果（拡大）
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図 7.2.9-11 景観資源と事

業計画の重ね合わせ結果 

（広域） 

 

 



7.2.9-30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.9-12 景観資源と事業計画

の重ね合わせ結果（拡大） 
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3) 主要な眺望景観 

(a) 国見山からの主要な眺望景観の変化 

国見山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-13

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-14 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-15 に示す。 

 

国見山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然

公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-13 国見山からの現況の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-32 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路、生活再

建対策盛土の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が

視認でき、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の

植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移

すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-14 国見山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(春季) 

 

 

斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策盛土の一部が視認で

き、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-15 国見山からの供用後の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-33 

 

供用後に変化した植生が回復した後の国見山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（春季）を写真 7.2.9-16 及び表 7.2.9-6 に示す。 

 

写真 7.2.9-16 国見山からの供用後の眺望景観における視角の程度(春季) 

 

国見山から南方向に、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策

盛土の一部が視認できる。斜面安定対策盛土の長辺は 2.9 度、短辺は 0.4 度、原石山

跡地の長辺は 4.0 度、短辺は 1.7 度、付替道路の長辺は 8.5 度、短辺は 4.4 度、生活

再建対策盛土の長辺は 2.5 度、短辺は 1.3 度である。 

 

表 7.2.9-6 国見山からの眺望景観における視角の程度（春季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 斜面安定対

策盛土の存

在、原石山跡

地の存在、道

路の存在、生

活再建対策

盛土の存在 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.9 

短辺 0.4 

原石山跡

地 
長辺 4.0 

短辺 1.7 

付替道路 長辺 8.5 

短辺 4.4 

生活再建 

対策盛土 
長辺 2.5 

短辺 1.3 

 



7.2.9-34 

 

国見山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-17

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-18 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-19 に示す。 

 

国見山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然

公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-17 国見山からの現況の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-35 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路、生活再

建対策盛土の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が

視認でき、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の

植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移

すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-18 国見山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(夏季) 

 

 

斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策盛土の一部が視認で

き、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-19 国見山からの供用後の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-36 

 

供用後に変化した植生が回復した後の国見山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（夏季）を写真 7.2.9-20 及び表 7.2.9-7 に示す。 

 

写真 7.2.9-20 国見山からの供用後の眺望景観における視角の程度(夏季) 

 

国見山から南方向に、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策

盛土の一部が視認できる。斜面安定対策盛土の長辺は 2.9 度、短辺は 0.8 度、原石山

跡地の長辺は 4.1 度、短辺は 1.8 度、付替道路の長辺は 8.8 度、短辺は 4.0 度、生活

再建対策盛土の長辺は 2.5 度、短辺は 1.8 度である。 

 

表 7.2.9-7 国見山からの眺望景観における視角の程度（夏季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 斜面安定対

策盛土の存

在、原石山跡

地の存在、付

替道路の存

在、生活再建

対策盛土の

存在 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.9 

短辺 0.8 

原石山跡

地 
長辺 4.1 

短辺 1.8 

付替道路 長辺 8.8 

短辺 4.0 

生活再建 

対策盛土 
長辺 2.5 

短辺 1.8 

 



7.2.9-37 

 

国見山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-21

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-22 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-23 に示す。 

 

国見山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然

公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-21 国見山からの現況の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-38 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路、生活再

建対策盛土の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が

視認でき、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の

植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移

すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-22 国見山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(秋季) 

 

 

斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策盛土の一部が視認で

き、主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-23 国見山からの供用後の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-39 

 

供用後に変化した植生が回復した後の国見山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（秋季）を写真 7.2.9-24 及び表 7.2.9-8 に示す。 

 

写真 7.2.9-24 国見山からの供用後の眺望景観における視角の程度(秋季) 

 

国見山から南方向に、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路及び生活再建対策

盛土の一部が視認できる。斜面安定対策盛土の長辺は 2.9 度、短辺は 0.8 度、原石山

跡地の長辺は 3.7 度、短辺は 1.6 度、付替道路の長辺は 8.5 度、短辺は 4.4 度、生活

再建対策盛土の長辺は 2.5 度、短辺は 2.1 度である。 

 

表 7.2.9-8 国見山からの眺望景観における視角の程度（秋季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 斜面安定対

策盛土の存

在、原石山跡

地の存在、道

路の存在、生

活再建対策

盛土の存在 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.9 

短辺 0.8 

原石山跡

地 
長辺 3.7 

短辺 1.6 

付替道路 長辺 8.5 

短辺 4.4 

生活再建 

対策盛土 
長辺 2.5 

短辺 2.1 

 



7.2.9-40 

 

(b) 桝形山からの主要な眺望景観の変化 

桝形山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-25

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-26 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-27 に示す。 

桝形山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-25 桝形山からの現況の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-41 

 

試験湛水終了直後の供用時はダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路

の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が視認でき、主

要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の植

生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移する

と考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-26 桝形山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(春季) 

 

ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一部が視認でき、主要な

眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-27 桝形山からの供用後の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-42 

 

供用後に変化した植生が回復した後の桝形山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（春季）を写真 7.2.9-28 及び表 7.2.9-9 に示す。 

写真 7.2.9-28 桝形山からの供用後の眺望景観における視角の程度(春季) 

 

桝形山から南方向に、ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一

部が視認できる。ダム堤体の長辺は 3.7 度、短辺は 1.0 度、斜面安定対策盛土の長辺

は 2.2 度、短辺は 0.8 度、原石山跡地の長辺は 3.4 度、短辺は 1.0 度、付替道路①の

長辺は 0.4 度、短辺は 0.4 度、付替道路②の長辺は 6.7 度、短辺は 1.4 度である。 

 

表 7.2.9-9 桝形山からの眺望景観における視角の程度（春季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 ダム堤体の

存在、斜面安

定対策盛土

の存在、原石

山跡地の存

在、道路の存

在 

ダム堤体 長辺 3.7 

短辺 1.0 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.2 

短辺 0.8 

原石山跡地 長辺 3.4 

短辺 1.0 

付替道路① 長辺 0.4 

短辺 0.4 

付替道路② 長辺 6.7 

短辺 1.4 

 

 



7.2.9-43 

桝形山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-29

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-30 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-31 に示す。 

桝形山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-29 桝形山からの現況の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-44 

 

試験湛水終了直後の供用時はダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道路

の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が視認でき、主

要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の植

生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移する

と考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-30 桝形山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(夏季) 

 

ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一部が視認でき、主要な

眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-31 桝形山からの供用後の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-45 

 

供用後に変化した植生が回復した後の桝形山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（夏季）を写真 7.2.9-32 及び表 7.2.9-10 に示す。 

写真 7.2.9-32 桝形山からの供用後の眺望景観における視角の程度(夏季) 

 

桝形山から南方向に、ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一

部が視認できる。ダム堤体の長辺は 3.4 度、短辺は 0.9 度、斜面安定対策盛土の長辺

は 2.0 度、短辺は 0.7 度、原石山跡地の長辺は 3.4 度、短辺は 1.0 度、付替道路①の

長辺は 0.4 度、短辺は 0.4 度、付替道路②の長辺は 6.2 度、短辺は 1.3 度である。 

 

表 7.2.9-10 桝形山からの眺望景観における視角の程度（夏季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 ダム堤体の

存在、斜面安

定対策盛土

の存在、原石

山跡地の存

在、道路の存

在 

ダム堤体 長辺 3.4 

短辺 0.9 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.0 

短辺 0.7 

原石山跡地 長辺 3.4 

短辺 1.0 

付替道路① 長辺 0.4 

短辺 0.4 

付替道路② 長辺 6.2 

短辺 1.3 

 

 



7.2.9-46 

桝形山からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-33

に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-34 に、

供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-35 に示す。 

桝形山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-33 桝形山からの現況の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-47 

 

試験湛水終了直後の供用時はダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地、付替道

路の一部、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が視認でき、

主要な眺望景観が変化すると考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、元の

植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林等へ遷移

すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-34 桝形山からの試験湛水直後の眺望景観の状況(秋季) 

 

ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一部が視認でき、主要

な眺望景観が変化すると考えられる。 

写真 7.2.9-35 桝形山からの供用後の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-48 

 

供用後に変化した植生が回復した後の桝形山からの眺望景観における影響要因の

視角の程度（秋季）を写真 7.2.9-36 及び表 7.2.9-11 に示す。 

写真 7.2.9-36 桝形山からの供用後の眺望景観における視角の程度(秋季) 

 

桝形山から南方向に、ダム堤体、斜面安定対策盛土、原石山跡地及び付替道路の一

部が視認できる。ダム堤体の長辺は 3.8 度、短辺は 0.9 度、斜面安定対策盛土の長辺

は 2.2 度、短辺は 0.7 度、原石山跡地の長辺は 3.4 度、短辺は 0.9 度、付替道路①の

長辺は 0.4 度、短辺は 0.4 度、付替道路②の長辺は 6.7 度、短辺は 1.1 度である。 

 

表 7.2.9-11 桝形山からの眺望景観における視角の程度（秋季） 

景観資源 影響要因 視角（度） 

五木五家荘県立自然公園 ダム堤体の

存在、斜面安

定対策盛土

の存在、原石

山跡地の存

在、道路の存

在 

ダム堤体 長辺 3.8 

短辺 0.9 

斜面安定 

対策盛土 
長辺 2.2 

短辺 0.7 

原石山跡地 長辺 3.4 

短辺 0.9 

付替道路① 長辺 0.4 

短辺 0.4 

付替道路② 長辺 6.7 

短辺 1.1 

 



7.2.9-49 

(c) 仰烏帽子山からの主要な眺望景観の変化 

仰烏帽子山からの現況及び供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)

を写真 7.2.9-37 及び写真 7.2.9-38 に示す。 

仰烏帽子山から南東方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立

自然公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-37 仰烏帽子山からの現況の眺望景観の状況(春季) 

 

ダム堤体、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲等は視認で

きない。 

写真 7.2.9-38 仰烏帽子山からの供用後の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-50 

 

仰烏帽子山からの現況及び供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)

を写真 7.2.9-39 及び写真 7.2.9-40 に示す。 

仰烏帽子山から南東方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立

自然公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-39 仰烏帽子山からの現況の眺望景観の状況(夏季) 

 

ダム堤体、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲等は視認で

きない。 

写真 7.2.9-40 仰烏帽子山からの供用後の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-51 

 

仰烏帽子山からの現況及び供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)

を写真 7.2.9-41 及び写真 7.2.9-42 に示す。 

仰烏帽子山から南方向の眺望景観では、眼前に景観資源である「五木五家荘県立自

然公園」、「白髪岳」を眺望できる。 

写真 7.2.9-41 仰烏帽子山からの現況の眺望景観の状況(秋季) 

 

ダム堤体、試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲等は視認で

きない。 

写真 7.2.9-42 仰烏帽子山からの供用後の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-52 

 

(d) 瀬目公園からの主要な眺望景観の変化 

瀬目公園からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.

9-43 に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.

9-44 に、供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(春季)を写真 7.2.9-45 に示

す。 

 

瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているた

め、ダム堤体方向の景観資源を望むことができない。川辺川上流方向（北西方

向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」を望むこと

ができる。 

写真 7.2.9-43 瀬目公園からの現況の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-53 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は森林の隙間から試験湛水による一定期間の冠

水によって植生が変化する範囲が視認できるが、ダム堤体等は視認できないと

考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、

元の植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林

等へ遷移すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-44 瀬目公園からの試験湛水直後の眺望景観の状況(春季) 

 

 

川辺川上流方向（北西方向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘

県立自然公園」を眺望できるが、ダム堤体等は視認できないと考えられる。 

写真 7.2.9-45 瀬目公園からの供用後の眺望景観の状況(春季) 



7.2.9-54 

 

瀬目公園からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.

9-46 に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.

9-47 に、供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(夏季)を写真 7.2.9-48 に示

す。 

 

瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているた

め、ダム堤体方向の景観資源を望むことができない。川辺川上流方向（北西方

向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」を望むこと

ができる。 

写真 7.2.9-46 瀬目公園からの現況の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-55 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は森林の隙間から試験湛水による一定期間の冠

水によって植生が変化する範囲が視認できるが、ダム堤体等は視認できないと

考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、

元の植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林

等へ遷移すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-47 瀬目公園からの試験湛水直後の眺望景観の状況(夏季) 

 

 

川辺川上流方向（北西方向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘

県立自然公園」を眺望できるが、ダム堤体等は視認できないと考えられる。 

写真 7.2.9-48 瀬目公園からの供用後の眺望景観の状況(夏季) 



7.2.9-56 

 

瀬目公園からの現況の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.

9-49 に、試験湛水直後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.

9-50 に、供用後の眺望景観(フォトモンタージュ)の状況(秋季)を写真 7.2.9-51 に示

す。 

 

瀬目公園からのダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているた

め、ダム堤体方向の景観資源を望むことができない。川辺川上流方向（北西方

向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘県立自然公園」を望むこと

ができる。 

写真 7.2.9-49 瀬目公園からの現況の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-57 

 

 

試験湛水終了直後の供用時は森林の隙間から試験湛水による一定期間の冠

水によって植生が変化する範囲が視認できるが、ダム堤体等は視認できないと

考えられる。 

変化が生じた植生は、ダム供用後、時間の経過とともに植生遷移が進行し、

元の植生の状況や立地状況に応じて草地環境や低木林になり、長期的には森林

等へ遷移すると考えられる（7.2.8.3 予測結果（1）典型性 1）陸域 参照）。 

写真 7.2.9-50 瀬目公園からの試験湛水直後の眺望景観の状況(秋季) 

 

 

川辺川上流方向（北西方向）の眺望景観では、景観資源である「五木五家荘

県立自然公園」を眺望できるが、ダム堤体等は視認できないと考えられる。 

写真 7.2.9-51 瀬目公園からの供用後の眺望景観の状況(秋季) 



7.2.9-58 

 
7.2.9.4 環境保全措置の検討 
(1) 環境保全措置の検討項目 

「土地又は工作物の存在及び供用」に伴う景観への影響を事業者の実行可能な範囲

内でできる限り回避又は低減するための環境保全措置として、表 7.2.9-12 に示すと

おり検討した。 

表 7.2.9-12 環境保全措置の検討項目 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討

土地又は工作物の 

存在及び供用 

主要な眺望点 主要な眺望点は、いずれも改変区域外に位

置するため、事業の実施により改変されない

と考えられる。 

－ 

景観資源 五木五家荘県立自然公園の一部は事業の

実施により改変されると考えられる。白髪岳

については、事業の実施により改変されない

と考えられる。 

○ 

主要な 

眺望景

観 

国見山か

らの眺望

景観 

国見山から南方向の眺望景観では、眼前に

景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を眺望でき、斜面安定対策盛土、

生活再建対策盛土等が視認でき、主要な眺望

景観が変化すると考えられる。 
○ 

桝形山か

らの眺望

景観 

桝形山から南方向の眺望景観では、眼前に

景観資源である「五木五家荘県立自然公園」、

「白髪岳」を眺望でき、ダム堤体、斜面安定

対策盛土等が視認でき、主要な眺望景観が変

化すると考えられる。 

仰烏帽子

山からの

眺望景観 

仰烏帽子山から南方向の眺望景観では、眼

前に景観資源である「五木五家荘県立自然公

園」、「白髪岳」を眺望できるが、ダム堤体

等は視認できないと考えられる。 

－ 

瀬目公園

からの眺

望景観 

瀬目公園から北西方向の眺望景観では、景

観資源である「五木五家荘県立自然公園」を

眺望できるが、ダム堤体等は視認できないと

考えられる。 

－ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 



7.2.9-59 

 

(2) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

「土地又は工作物の存在及び供用」における景観資源及び主要な眺望景観への影響

に対する環境保全措置について、複数案を比較検討した。比較検討を行った環境保全

措置の内容を表 7.2.9-13 及び表 7.2.9-14 に示す。 

 

表 7.2.9-13 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討の内容 

(景観資源) 

No. 環境保全措置 
環境保全措置の 

方針 
検討した環境保全措置の内容 

1 
ダム堤体の低明度・低彩度

の色彩の採用 

周辺の自然環境と

の調和 

ダム堤体に低明度・低彩度の

色彩を採用する。 

2 
原石山跡地、斜面安定対策

盛土等の法面の緑化 

景観資源の変化の

低減 

原石山跡地、斜面安定対策盛

土等の法面を緑化する。 

 

表 7.2.9-14 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討の内容 

(主要な眺望景観) 

No. 環境保全措置 
環境保全措置の 

方針 
検討した環境保全措置の内容 

1 
ダム堤体の低明度・低彩度

の色彩の採用 

周辺の自然環境と

の調和 

ダム堤体に低明度・低彩度の

色彩を採用する。 

2 
原石山跡地、斜面安定対策

盛土等の法面の緑化 

眺望景観の変化の

低減 

原石山跡地、斜面安定対策盛

土等の法面を緑化する。 

 

比較検討を行ったところ、景観資源及び主要な眺望景観を保全する効果が期待できる

「ダム堤体の低明度・低彩度の色彩の採用」及び「原石山跡地、斜面安定対策盛土等の

法面の緑化」を環境保全措置とする。 

環境保全措置の検討結果を表 7.2.9-15 及び表 7.2.9-16 に示す。 
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表 7.2.9-15 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果 

(景観資源) (1/2) 

項目 内容 

景観資源 五木五家荘県立自然公園 

環境影響 五木五家荘県立自然公園の一部は事業の実施により改

変されると考えられる。 

環境保全措置の方針 周辺の自然環境との調和を図る。 

環境保全措置案 ダム堤体の低明度・低彩度の色彩の採用 

環境保全措置の実施の内容 ダム堤体に低明度・低彩度の色彩を採用する。 

環境保全措置の効果 ダム堤体に低明度・低彩度の色彩を採用することで、周

辺の自然景観との調和を図る効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 ダム堤体とその周辺の自然景観の調和が期待できるこ

とから、本環境保全措置を実施する。 

 

表 7.2.9-15 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果 

(景観資源) （2/2） 

項目 内容 

景観資源 五木五家荘県立自然公園 

環境影響 五木五家荘県立自然公園の一部は事業の実施により改

変されると考えられる。 

環境保全措置の方針 景観資源の変化の低減 

環境保全措置案 原石山跡地、斜面安定対策盛土等の法面の緑化 

環境保全措置の実施の内容 原石山跡地、斜面安定対策盛土等の法面を緑化する。 

環境保全措置の効果 法面等の植生を回復させ、緑化することで景観資源の変

化を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 法面等の緑化により景観資源の変化の低減が期待でき

ることから、本環境保全措置を実施する。 
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表 7.2.9-16 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果 

(主要な眺望景観) (1/2) 

項目 内容 

主要な眺望景観 桝形山からの主要な眺望景観 

環境影響 ダム堤体が視認でき、主要な眺望景観が変化すると考え

られる。 

環境保全措置の方針 周辺の自然環境との調和を図る。 

環境保全措置案 ダム堤体の低明度・低彩度の色彩の採用 

環境保全措置の実施の内容 ダム堤体に低明度・低彩度の色彩を採用する。 

環境保全措置の効果 構造物の低明度・低彩度の色彩を採用することで、周辺

の自然景観との調和を図る効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 ダム堤体とその周辺の自然景観の調和が期待できるこ

とから、本環境保全措置を実施する。 

 

表 7.2.9-16 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果 

(主要な眺望景観) (2/2) 

項目 内容 

主要な眺望景観 国見山、桝形山からの主要な眺望景観 

環境影響 国見山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望む

眺望景観において、斜面安定対策盛土、原石山跡地、生活

再建対策盛土等が視認でき、主要な眺望景観が変化すると

考えられる。 

桝形山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望む

眺望景観において、ダム堤体、原石山跡地、斜面安定対策

盛土等が視認でき、主要な眺望景観が変化すると考えられ

る。 

環境保全措置の方針 主要な眺望景観の変化の低減 

環境保全措置案 原石山跡地、斜面安定対策盛土等の法面の緑化 

環境保全措置の実施の内容 原石山跡地、斜面安定対策盛土等の法面を緑化する。 

環境保全措置の効果 法面等の植生を回復させ、緑化することで眺望景観の変

化を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 法面等の緑化により眺望景観の変化の低減が期待でき

ることから、本環境保全措置を実施する。 
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2) 検討結果の検証 

「土地又は工作物の存在及び供用」における景観資源及び主要な眺望景観について

は、複数案の比較検討を踏まえ、ダム堤体に低明度・低彩度の色彩を採用し、法面等

を緑化することにより、周辺の自然景観との調和が図られ、事業者により実行可能な

範囲でできる限り回避又は低減されていると考えられる。 

 

3) 検討結果の整理 

「土地又は工作物の存在及び供用」における景観資源及び主要な眺望景観に対する

環境保全措置の検討結果の整理を表 7.2.9-17 に示す。 

 

表 7.2.9-17 環境保全措置の検討結果の整理（1/2） 

項目 内容 

景観資源 五木五家荘県立自然公園 

環境影響 五木五家荘県立自然公園の一部は事業の実施により

改変されると考えられる。 

環境保全措置の方針 周囲の自然景観との調和 景観資源の変化の低減 

環境保全措置案 ダム堤体の低明度・低彩度

の色彩の採用 

原石山跡地、斜面安定対策

盛土等の法面の緑化 

環境保全措置

の実施の内容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 ダム堤体を低明度・低彩

度の色彩とする。 

法面等の植生を回復さ

せ、緑化する。 

その他 実施期間 工事期間中 工事期間中 

実施範囲 事業実施区域内 事業実施区域内 

実施条件 周辺の自然景観との調

和を考慮する。 

周辺の自然景観との調

和を考慮する。 

環境保全措置を講じた後の環境の状況

の変化 

土地又は工作物の存在

及び供用による景観資源

の変化が緩和される。 

土地又は工作物の存在

及び供用による景観資源

の変化が緩和される。 

環境保全措置の効果 ダム堤体に低明度・低彩

度の色彩を採用すること

により、景観資源の変化が

低減される。 

法面等を緑化すること

により、景観資源の変化が

低減される。 

環境保全措置の効果の不確実性の程度 既往のダム事業におい

ても実施されており、不確

実性は小さい。 

既往のダム事業におい

ても実施されており、不確

実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い生ずるおそ

れがある環境への影響 

他の環境要素への影響

は想定されない。 

他の環境要素への影響

は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 特になし。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

周囲の自然景観に馴染むような色彩の構造物とする

ことにより、景観資源が保全されると考えられる。また、

法面等を緑化することにより、景観資源の変化を低減す

る効果が期待できる。 
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表 7.2.9-17 環境保全措置の検討結果の整理（2/2） 

項目 内容 

主要な眺望景観 国見山、桝形山からの主要な眺望景観 

環境影響 国見山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望

む眺望景観において、斜面安定対策盛土、原石山跡地、

生活再建対策盛土等が視認でき、主要な眺望景観が変化

すると考えられる。 

桝形山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望

む眺望景観において、ダム堤体、原石山跡地、斜面安定

対策盛土等が視認でき、主要な眺望景観が変化すると考

えられる。 

環境保全措置の方針 周囲の自然景観との調和 眺望景観の変化の低減 

環境保全措置案 ダム堤体の低明度・低彩度

の色彩の採用 

原石山跡地、斜面安定対策

盛土等の法面の緑化 

環境保全措置

の実施の内容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 ダム堤体を低明度・低彩

度の色彩とする。 

法面等の植生を回復さ

せ、緑化する。 

その他 実施期間 工事期間中 工事期間中 

実施範囲 事業実施区域内 事業実施区域内 

実施条件 周辺の自然景観との調和

を考慮する。 

周辺の自然景観との調

和を考慮する。 

環境保全措置を講じた後の環境の状況

の変化 

土地又は工作物の存在及

び供用による眺望景観の変

化が緩和される。 

土地又は工作物の存在

及び供用による眺望景観

の変化が緩和される。 

環境保全措置の効果 ダム堤体に低明度・低彩

度の色彩を採用することに

より、周辺の自然景観と調

和する。 

法面等を緑化すること

により、眺望景観の変化が

低減される。 

環境保全措置の効果の不確実性の程度 既往のダム事業において

も実施されており、不確実

性は小さい。 

既往のダム事業におい

ても実施されており、不確

実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い生ずるおそ

れがある環境への影響 

他の環境要素への影響は

想定されない。 

他の環境要素への影響

は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 特になし。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

周囲の自然景観に馴染むような色彩の構造物とする

ことにより、主要な眺望景観が保全されると考えられ

る。また、法面等を緑化することにより、眺望景観の変

化を低減する効果が期待できる。 
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(3) 環境保全措置以外の事業者による取組み 

景観に対して、環境保全措置以外の事業者による取組みは以下のとおりである。 

 

1) 森林伐採に対する配慮 

必要以上の伐採は行わない、伐採は計画的、段階的に行う。 

 

2) ダム洪水調節地の植生の回復の促進 

植生の状況を把握し、必要に応じて植栽等を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響

の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適切な措置を

講ずる。 
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7.2.9.5 事後調査 

事後調査は、「予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる

場合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の実施中及び

土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なものにする必要

があると認められる場合」、及び「代償措置について、効果の不確実性の程度及び知見の

充実の程度を勘案して事後調査が必要であると認められる場合」において、環境影響の程

度が著しいものとなるおそれがあるときは、ダム事業に係る工事の実施中及び土地又は工

作物の供用開始後において環境の状況を把握するために行う。 

景観資源及び主要な眺望景観に係る事後調査は、ダム堤体を低明度・低彩度の色彩を採

用すること及び法面等の植生回復をすることにより「土地又は工作物の存在及び供用」に

伴う環境影響の程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、実施しない。 

 

7.2.9.6 評価の結果 

(1) 評価の方法 

1) 回避又は低減等の視点 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観に係る「土地又は工作物の存在及

び供用」に伴う環境影響に関し、ダム堤体の低明度・低彩度の色彩の採用、法面等の

緑化により、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減されており、

必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされるかどう

かについて事業者の見解を明らかにすることにより行った。 

 

(2) 評価の結果 

1) 回避又は低減等の評価 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観について調査を実施し、主要な眺

望点及び景観資源並びに主要な眺望景観について予測を実施した。予測結果を踏まえ、

環境保全措置の検討を行い、景観資源及び主要な眺望景観の変化を低減することとし

た。これにより、景観に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り

回避又は低減されていると判断する。 
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【引用・参考文献】 

1) ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月 

ダム水源地環境整備センター) 

2) 第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 熊本県(環境庁 平成元年) 

3) 第五次熊本県環境基本計画(熊本県 平成 28 年 2 月) 

4) 熊本県公式観光サイト(https://kumamoto.guide/) 
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7.2.10 人と自然との触れ合いの活動の場(主要な人と自然との触れ合いの活動の場) 

7.2.10.1 環境影響評価の手順 

人と自然との触れ合いの活動の場(主要な人と自然との触れ合いの活動の場)に係る環

境影響評価の手順を図 7.2.10-1 に示す。 

人と自然との触れ合いの活動の場の環境影響評価にあたっては、「2.4.5 事業の工事計

画の概要」等に示した工事計画の概要等の事業特性を踏まえて、文献その他の資料等によ

り地域の自然的状況(主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布状況及び概要)及び

社会的状況(土地利用、河川の利用、交通、法令指定等)を把握した。これらを整理した内

容に基づくとともに、知事意見等を踏まえ、調査、予測及び評価の手法を選定した。 

本項においては、予測に必要となる情報(人と自然との触れ合いの活動の場の概況、主

要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況)を文献そ

の他の資料及び現地調査により収集し、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び

供用」に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場の改変等に関する予測を行った。予

測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合には、その内容を検討し、環境影響の回

避又は低減の視点から評価を行った。 
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資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月 1)*1 

をもとに作成 

 

図 7.2.10-1 人と自然との触れ合いの活動の場の環境影響評価の手順 

 
*1 :該当する引用・参考文献の番号を示し、項末に一覧を示す。 

 
○工事中から工事完了以降に実施した以下の内容について公表する。 
・環境省令で定める環境保全の効果が不確実な措置等 
・回復することが困難であって保全が特に必要と認められる環境が周囲に存在する場合に講じ 

た措置であって効果が確実でないもの 
・事後調査 
・事後調査により判明した環境の状況に応じて講じた環境保全措置 

報 告 書 

 
・ダム事業の種類 
・ダム事業実施区域の位置 
・ダム事業の規模及び総貯水容量 
・ダム事業に係るダムの堤体の規模及び型式並びにダムの供用に関する事項 
・ダム事業の工事計画の概要 等 

第 2 章 事業の目的及び内容 

 
〔文献その他の資料調査・聴取・概査〕 

・自然的状況(主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布状況及び概要) 
・社会的状況(土地利用、河川の利用、交通、法令指定の状況等) 

 
〔文献その他の資料及び現地調査〕 

・人と自然との触れ合いの活動の場の概況 
・主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布の状況、利用の状況、 

利用環境の状況 

「工事の実施」と「土地又は工作物の

存在及び供用」について、以下のもの

を予測する。 
○主要な人と自然との触れ合いの活

動の場について、分布又は利用環

境の改変の程度 
 

予 測 

○環境保全措置の検討と検証 
・検討順 

回避又は低減→代償措置 
・複数案の比較検討、より良い技術の活用、

他 
○検討結果の整理 

・実施主体、方法、内容 
・効果及びその不確実性の程度 
・実施に伴い生ずるおそれのある環境への

影響 
〇環境保全措置以外の事業者による取組み 
○事後調査の検討 

・理由、項目及び手法 
・環境影響が著しいことが明らかとなった

場合の対応の方針 
・公表の方法 

環境保全措置等

 
・事業者により実行可能な範囲内で環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか。 

調 査 

評 価 

第 7 章 

第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況 

第 6 章 事業に係る環境影響評価項目並びに 
調査、予測及び評価の手法

第 5 章 環境影響評価

方法レポートについて

の意見と事業者の見解
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7.2.10.2 調査結果の概要 
(1) 調査の手法 

1) 調査すべき情報 

(a) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

人と自然との触れ合いの活動の場の特性を把握するため、自然探勝路、登山道、遊

歩道、自然歩道、散策路、サイクリングコース、ハイキングコース、バードウォッチ

ングサイト、キャンプ場等の施設又は場の概況を調査した。 

 

(b) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用性及び快適性を把握するため、不特

定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の場の分布、その利用実

態及びアクセスルートの状況を調査した。 

 

2) 調査の基本的な手法 

(a) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。現地調査は踏査によった。 

 

(b) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析によった。現地調査は踏査及びカウント調査によった。主要な

人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況の現地調査

の手法を表 7.2.10-1 に示す。 
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3) 調査地域・調査地点 

(a) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺の区域並びに下流の球磨川合流点までの川

辺川、川辺川合流点から球磨川渡地点までとし、調査地点は以下に示す人と自然との

触れ合いの活動の場の概況を適切かつ効果的に把握できる地点とした。人と自然との

触れ合いの活動の場の調査地域及び調査地点を図 7.2.10-2 に示す。 

 川辺川 

 ホタル 

 かすみ桜 

 椎葉谷川 

 山口谷川 

 九州自然歩道 

 五木源パーク 

 渓流ヴィラ ITSUKI 

 カヤック 

 上園のホタル 

 球磨川 
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図 7.2.10-2 主要な人と 

自然との触れ合いの活動の 

場の調査地点  
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(b) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

調査地域は人と自然との触れ合いの活動の場の概況の調査地域と同様とし、調査地

点は人と自然との触れ合いの活動の場の概況の調査地点のうち、不特定かつ多数の者

が利用している地点とし、次の 11 地点とした。 

 川辺川 

 ホタル 

 かすみ桜 

 椎葉谷川 

 山口谷川 

 九州自然歩道 

 五木源パーク 

 渓流ヴィラ ITSUKI 

 カヤック 

 上園のホタル 

 球磨川 

 

4) 調査期間等 

(a) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

踏査に関する調査期間は、令和 4 年度とし、調査時期は、人と自然との触れ合いの

活動の場の特性を踏まえ、春季、夏季及び秋季とした。また、現地調査の時間帯は昼

間とした。文献その他の資料の調査時期は特に限定しなかった。 

 

(b) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

踏査、カウント調査及び聴取に関する調査期間は、令和4年度から令和5年度とし、

調査時期は、人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえ、川辺川、椎葉谷川、

山口谷川、九州自然歩道、五木源パーク、渓流ヴィラ ITSUKI、カヤック、球磨川は

春季、夏季及び秋季とした。ホタル、上園のホタルはホタル観察の適期、かすみ桜は

花見の適期に実施した。また、川辺川、かすみ桜、椎葉谷川、山口谷川、九州自然歩

道、五木源パーク、渓流ヴィラ ITSUKI、カヤック、球磨川の調査は日中の時間帯と

し、ホタル、上園のホタルの調査は夜間の時間帯とした。文献その他の資料の調査時

期は特に限定しなかった。主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用状況

及び利用環境の状況の現地調査実施状況を表 7.2.10-1 に示す。 
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表 7.2.10-1 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況、 

利用環境の状況 

調査すべき

情報 
調査地域 調査地点 現地調査方法 調査期間等 

主要な人と

自然との触

れ合いの活

動の場の分

布、利用の状

況、利用環境

の状況 

図 7.2.10-2 参照 川辺川 

球磨川 

踏査 

カウント調査 

聴取 

春季 

休日：令和4年6月12日(日) 

平日：令和4年6月13日(月) 

時間：8:00～16:00 

 

夏季 

休日：令和4年8月7日（日） 

平日：令和4年8月8日（月） 

時間：8:00～16:00 

 

秋季 

休日：令和4年11月6日（日）

平日：令和4年11月7日（月）

時間：8:00～16:00 

 

椎葉谷川 

山口谷川 

九州自然歩道 

五木源パーク 

渓流ヴィラ ITSUKI

カヤック 

春季 

休日：令和4年5月22日(日) 

平日：令和4年5月23日(月) 

時間：8:00～16:00 

 

夏季 

休日：令和4年8月7日（日） 

平日：令和4年8月8日（月） 

時間：8:00～16:00 

 

秋季 

休日：令和4年11月6日（日）

平日：令和4年11月7日（月）

時間：8:00～16:00 

 

ホタル 

上園のホタル 

ホタルの発生時期 

令和4年5月22日(日) 

令和4年6月 4日(土) 

令和4年6月12日(日) 

時間：19:00～21:00 

 

かすみ桜 

 

桜の開花時期 

休日：令和5年4月9日(日) 

平日：令和5年4月10日(月) 

時間：8:00～16:00 
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(2) 調査結果 

1) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査地域内には、川辺川、球磨川、椎葉谷川、山口谷川、九州自然歩道、五木源パー

ク、渓流ヴィラ ITSUKI、カヤック、ホタル、上園のホタル、かすみ桜があり、親水施

設等として利用されている。 

文献その他の資料及び現地調査により把握されたそれらの人と自然との触れ合いの

活動の場の概況を表 7.2.10-2 に示す。 

 

表 7.2.10-2 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の概況（1/2） 

調査地点 概況 主な活動の内容 交通機関 資料

川辺川 五木村から相良村を流れ

る川辺川沿いに位置し、釣

りや水遊び等に利用されて

いる。 

・散策 
・休憩 
・釣り 
・水遊び 

・自家用車（一般国
道 445 号等） 

・自転車 
・徒歩 

1,2 

ホタル 五木源パーク周辺などで
ホタルの乱舞が見られ、乱
舞する時期に合わせて観賞
会も開催されている。 

・生き物の観察 ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

3 

かすみ桜 相良村のかすみ桜は、自
然分布の南限地と認知さ
れ、里山に自生しているな
ど、学術的にも貴重とされ
ている。 

・花見等 ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

4 

椎葉谷川 川辺川の支川である椎葉
谷川はヤマメ釣りの場所と
して知られている 

・釣り ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

2 

山口谷川 川辺川の支川である山口

谷川はヤマメ釣りの場所と

して知られている 

・釣り ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

2 

資料)1.五木村観光情報センターアウトドア 

( https://itsuki-kanko.com/ ) 

2.球磨川釣ガイドマップ（球磨川漁業協同組合） 

( http://kumagawa.or.jp/fishingmap.html ) 

3.五木村観光情報 

( https://www.vill.itsuki.lg.jp/kankou/kiji0031087/index.html ) 

4.相良村さがら観光マップ 

( https://www.vill.sagara.lg.jp/assets/pdf/sagara_villege_pamphlet.pdf ) 

5.九州自然歩道フォーラム熊本県のルート 

( https://kntf.jp/maps/kumamoto/ ) 

6.熊本県公式観光サイトもっと、もーっと、くまもっと。 

( https://kumamoto.guide/spots/detail/19002 ) 

7.人吉球磨ガイド（上園のホタル） 

(https://hitoyoshikuma-guide.com/2019/02/24/uensonno-hotaru/ ) 

8.球磨川くだり 

( https://www.kumagawa.co.jp/kumagawa/ ) 

をもとに作成 
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表 7.2.10-2 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の概況（2/2） 

調査地点 概況 主な活動の内容 交通機関 資料

九州自然歩
道 

球磨川沿いの人吉市内

中心部から舗装道が整備

されており、休憩できる

ベンチ等も整備されてい

る。 

川辺川沿いは、五家荘

から下梶原川合流後は湯

前に続く区間であり舗装

道が整備されている。 

・散策 ・自家用車（一般国
道 219 号、一般国
道 445 号等） 

・自転車 
・徒歩 

5 

五 木 源 パ
ーク※ 

旧五木中学校前に整備
された広大な芝生広場を
有する公園施設である。 

・スポーツ 
・遊具利用等の遊び
・イベント参加 

・自家用車（一般国
道 445 号等） 

3 

渓 流 ヴ ィ
ラ ITSUKI※ 

自然豊かな五木村にあ

る、アウトドアとラグジ

ュアリーを同時に楽しめ

る渓流リゾート施設であ

る。 

・施設利用 
・水遊び 

・自家用車（一般国
道 445 号等） 

6 

カヤック 渓流ヴィラ ITSUKI に隣
接し、カヤックや SUP な
ど、清流ならではのアク
ティビティが充実してい
る。 

・スポーツ ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

6 

上 園 の ホ
タル 

相良村は日本一早くゲ

ンジホタルが飛ぶ場所と

して知られ、5 月～6 月に

は多数のホタルが飛び交

う。 

・生き物の観察 ・自家用車（一般国
道 445 号等） 

7 

球磨川 球磨川はアユ釣りが盛

んであるほか、川下りの

発着場所があり、川沿い

には散策路等が整備され

ている。 

・散策 
・休憩 
・釣り 
・スポーツ 
・その他 

・自家用車（一般国
道 219 号、一般国道
445 号等） 
・徒歩 

2,8 

※河川敷地占用許可準則の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用の特例」を適用 

資料)1.五木村観光情報センターアウトドア 

( https://itsuki-kanko.com/ ) 

2.球磨川釣ガイドマップ（球磨川漁業協同組合） 

( http://kumagawa.or.jp/fishingmap.html ) 

3.五木村観光情報 

( https://www.vill.itsuki.lg.jp/kankou/kiji0031087/index.html ) 

4.相良村さがら観光マップ 

( https://www.vill.sagara.lg.jp/assets/pdf/sagara_villege_pamphlet.pdf ) 

5.九州自然歩道フォーラム熊本県のルート 

( https://kntf.jp/maps/kumamoto/ ) 

6.熊本県公式観光サイトもっと、もーっと、くまもっと。 

( https://kumamoto.guide/spots/detail/19002 ) 

7.人吉球磨ガイド（上園のホタル） 

(https://hitoyoshikuma-guide.com/2019/02/24/uensonno-hotaru/ ) 

8.球磨川くだり 

( https://www.kumagawa.co.jp/kumagawa/ ) 

をもとに作成 
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2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境の状況 

調査地域内には、人と自然との触れ合いの活動の場として、表 7.2.10-3 に示す人と

自然との触れ合いの活動の場が分布しており、文献調査及び現地調査の結果、これら

11 地点を主要な人と自然との触れ合いの活動の場に選定した。 

選定理由を表 7.2.10-4 に示す。 

 

表 7.2.10-3 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布 

種類 調査地点 

河川 川辺川 

河川 ホタル 

林道 かすみ桜 

河川 椎葉谷川 

河川 山口谷川 

歩道 九州自然歩道 

公園 五木源パーク 

施設 渓流ヴィラ ITSUKI 

河川 カヤック 

河川 上園のホタル 

河川 球磨川 

 

表 7.2.10-4 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の選定理由 

調査地点 選定理由 

川辺川 釣り、川遊び等を目的とした不特定かつ多数の利用がある
ため、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定す
る。 

ホタル 生物観察（ホタル観賞）等を目的とした多数の利用がある
ため、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定す
る。 

かすみ桜 散策（花見・花観賞）等を目的とした多数の利用があるた
め、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

椎葉谷川 釣り等を目的とした不特定かつ多数の利用があるため、主
要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

山口谷川 釣り等を目的とした不特定かつ多数の利用があるため、主
要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

九州自然歩道 ハイキング等を目的とした不特定かつ多数の利用があるた
め、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

五木源パーク スポーツ等を目的とした不特定かつ多数の利用があるた
め、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

渓流ヴィラ ITSUKI 施設利用等を目的とした不特定かつ多数の利用があるた
め、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

カヤック カヌー等を目的とした不特定かつ多数の利用があるため、
主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定する。 

上園のホタル 生物観察（ホタル観賞）等を目的とした多数の利用がある
ため、主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定す
る。 

球磨川 川下り、ラフティング、釣り等を目的とした不特定かつ多
数の利用があるため、主要な人と自然との触れ合いの活動の
場として選定する。 
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(a) 川辺川 

a) 川辺川（相良村）における利用環境の状況 

川辺川（相良村）の利用環境の状況を写真 7.2.10-1 に示す。 

川辺川の椎葉谷川合流部から球磨川合流部までの区間で、川辺川の流水型ダム建設

予定地の下流が主な範囲である。河道内に釣りや水遊びができる砂州等が広がってい

る。 

 

 

水遊び 

 

散策 

 

釣り 

写真 7.2.10-1 川辺川（相良村）における利用環境の状況 

 

b) 川辺川（相良村）における利用の状況 

川辺川（相良村）の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休

日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-5 及び図 7.2.10-3、利用状況を表 

7.2.10-6 及び図 7.2.10-4 に示す。 

釣り、水遊びの利用が多く、水遊びは夏季に多い。釣りは春季、夏季、秋季の利用

であり、夏季が も多い。 

 

表 7.2.10-5 川辺川（相良村）の季節別総利用者数 

調査年 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 7 釣り 

休日 86 釣り、水遊び、散策等 

夏季 
平日 163 釣り、水遊び 

休日 325 水遊び、釣り、散策等 

秋季 
平日 21 釣り、散策等 

休日 56 釣り、散策等、生物観察 
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図 7.2.10-3 川辺川（相良村）の季節別総利用数 

 

表 7.2.10-6 川辺川（相良村）利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

川辺川 

（相良村） 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0

休日 6 0 0 0 0 0 71 8 0 0 1

夏季 
平日 0 0 0 0 0 0 84 79 0 0 0

休日 6 0 0 0 0 0 131 188 0 0 0

秋季 
平日 6 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0

休日 11 0 1 4 0 0 40 0 0 0 0

その他：立ち寄り（春季休日） 

 

  



7.2.10-13 

図 7.2.10-4 川辺川（相良村）の利用状況 

区分 春季 夏季 

平日 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

⑦釣り, 

100%

⑦釣り, 

51.5%

⑧⽔遊び, 

48.5%

①散策、休
息、花⾒等, 

7.0%

⑦釣り, 

82.6%

⑧⽔遊び, 

9.3%

⑪その他, … ①散策、休
息、花⾒等, 

1.8%

⑦釣り, 

40.3%⑧⽔遊び, 

57.8%

①散策、休息、花⾒
等, 28.6%

⑦釣り, 

71.4%

①散策、休息、花
⾒等
3.1%

⑦釣り
55.5%

⑧⽔遊び
41.4%

①散策、休息、花
⾒等, 19.6%

1.8%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 7.1%

⑦釣り, 

71.4%

①散策、休息、花⾒等, 4.9%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 0.9%
⑦釣り,

51.8%

⑧⽔遊
び, 42.0%

⑪その他, 

0.2%



7.2.10-14 

c) 川辺川（五木村）における利用環境の状況 

川辺川（五木村）の利用環境の状況を写真 7.2.10-2 に示す。 

川辺川の宮園橋下流から椎葉谷川合流部までの区間であり、川辺川の流水型ダム建

設予定地の上流が主な範囲である。河道内には水遊び等ができる砂州が広がっている

ほか、五木小川合流部付近には五木源パーク、渓流ヴィラ ITSUKI の施設が整備され

ている。 

 

 

水遊び 

 

 

釣り 

 

 

その他 

（バンジージャンプ） 

写真 7.2.10-2 川辺川（五木村）における利用環境の状況 

 

d) 川辺川（五木村）における利用の状況 

川辺川（五木村）の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休

日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-7 及び図 7.2.10-5、利用状況を表 

7.2.10-8 及び図 7.2.10-6 に示す。 

水遊び、釣りの利用が多い。水遊びは春季と夏季に多い。釣りは夏季の利用である。 

 

表 7.2.10-7 川辺川（五木村）の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 0 － 

休日 5 水遊び 

夏季 
平日 17 水遊び、散策等 

休日 49 釣り、水遊び、散策等 

秋季 
平日 0 － 

休日 19 その他、散策等 

 



7.2.10-15 

 

図 7.2.10-5 川辺川（五木村）の季節別総利用数 

 

表 7.2.10-8 川辺川（五木村）利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

川辺川 

（五木村） 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0

夏季 
平日 1 0 0 0 0 0 0 16 0 0 0

休日 5 0 0 0 0 0 22 22 0 0 0

秋季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16

その他：バンジージャンプ 

  



7.2.10-16 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 利用者なし 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-6 川辺川（五木村）の利用状況 

 

⑧⽔遊び, 

100.0%

①散策、休息、花⾒
等, 15.8%

⑪その他, 

84.2%



7.2.10-17 

(b) ホタル 

a) ホタルにおける利用環境の状況 

ホタルの利用環境の状況を写真 7.2.10-3 に示す。 

五木源パーク付近、五木中学校付近、五木小川合流点付近の水際部を中心に、ゲン

ジボタルの生息地が確認されており、ホタルの発生時期になるとホタルの観賞会が行

われ、観賞に訪れる利用者がいる。 

 

 

五木源パーク付近 

の生息地（五木小川） 

 

五木中学校付近 

の生息地（川辺川左岸） 

 

五木小川合流点付近 

の生息地（川辺川左岸） 

写真 7.2.10-3 ホタルにおける利用環境の状況 

  



7.2.10-18 

 

b) ホタルにおける利用の状況 

ホタルの利用の状況を把握するため、5 月末から 6 月はじめにかけて観察初期（ホ

タル発生初期）、観察ピーク期（ホタル発生ピーク期）、観察終期（ホタル発生終期）

にカウント調査を実施した。 

調査期間中の利用者数を表 7.2.10-9 及び図 7.2.10-7 に示す。 

ホタルでは、発生のピーク期に 3 名がホタル観察に訪れていた。 

 

表 7.2.10-9 ホタルの利用者数 

調査時期 利用者数 

令和 4 年 

観察初期（ホタル発生初期） 5 月 22 日 0 

観察ピーク期（ホタル発生ピーク期） 6 月 4 日 3 

観察終期（ホタル発生終期） 6 月 12 日 0 

 

 

図 7.2.10-7 ホタルの調査地点別の訪問者数 

  



7.2.10-19 

(c) かすみ桜 

a) かすみ桜における利用環境の状況 

かすみ桜の利用環境の状況を写真 7.2.10-4 に示す。 

相良村の四浦に自生するかすみ桜は、自然分布の南限とされており、かすみ桜の開

花時期になると観賞に訪れる利用者がいる。 

 

 

かすみ桜の看板 

 

開花状況 

 

観賞（花見） 

写真 7.2.10-4 かすみ桜における利用環境の状況 

 

b) かすみ桜における利用の状況 

かすみ桜の利用の状況を把握するため、かすみ桜の開花時期におけるカウント調査

を実施した。 

調査期間中の利用者数を表 7.2.10-10 に示す。 

かすみ桜では休日に 2 名（熊本市内 1 名、地元の方 1 名）が散策等（花見・花観賞）

に訪れていた。 

 

表 7.2.10-10 かすみ桜の利用者数 

調査時期 利用者数 

令和 5 年 

開花時期 

（休日） 
4 月 9 日 2 

開花時期 

（平日） 
4 月 10 日 0 

 

 

  



7.2.10-20 

(d) 椎葉谷川 

a) 椎葉谷川における利用環境の状況 

椎葉谷川の利用環境の状況を写真 7.2.10-5 に示す。 

川辺川の支川である椎葉谷川はヤマメ釣りの場所として知られている。 

なお、調査期間中は災害復旧工事が行われていた。 

 

 

河川の状況 

 

河川の状況 

 

復旧工事の看板 

写真 7.2.10-5 椎葉谷川における利用環境の状況 

 

b) 椎葉谷川における利用の状況 

椎葉谷川の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休日におけ

るカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-11 及び図 7.2.10-8、利用状況を表 

7.2.10-12 及び図 7.2.10-9 に示す。 

秋季にその他（落ち葉の清掃）の利用が 1 名のみであった。 

 

表 7.2.10-11 椎葉谷川の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 0 - 

休日 0 - 

夏季 
平日 0 - 

休日 0 - 

秋季 
平日 0 - 

休日 1 その他 

 



7.2.10-21 

 

図 7.2.10-8 椎葉谷川の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-12 椎葉谷川の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

椎葉谷川 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

夏季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

その他：落ち葉の清掃（秋季休日） 

  



7.2.10-22 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 利用者なし 

休日 利用者なし 利用者なし 

区分 秋季 年間 

平日 利用者なし 利用者なし 

休日 

  

凡例 

 

図 7.2.10-9 椎葉谷川の利用状況 

⑪その他, 

100%

⑪その他, 

100%



7.2.10-23 

(e) 山口谷川 

a) 山口谷川における利用環境の状況 

山口谷川の利用環境の状況を写真 7.2.10-6 に示す。 

川辺川の支川である山口谷川はヤマメ釣りの場所として知られている。 

なお、調査時には災害復旧工事が行われていた。 

 

 

釣り 

 

河川の状況 

 

復旧工事の状況 

写真 7.2.10-6 山口谷川における利用環境の状況 

 

b) 山口谷川における利用の状況 

山口谷川の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休日におけ

るカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-13 及び図 7.2.10-10、利用状況を表 

7.2.10-14 及び図 7.2.10-11 に示す。 

春季の休日に釣りの利用のみであった。 

 

表 7.2.10-13 山口谷川の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 0 - 

休日 3 釣り 

夏季 
平日 0 - 

休日 0 - 

秋季 
平日 0 - 

休日 0 - 

 



7.2.10-24 

 

図 7.2.10-10 山口谷川の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-14 山口谷川の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

山口谷川 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0

夏季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

  



7.2.10-25 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 利用者なし 

休日 利用者なし 

区分 秋季 年間 

平日 利用者なし 利用者なし 

休日 利用者なし 

 

凡例 

 

図 7.2.10-11 山口谷川の利用状況 

  

⑦釣り, 100%

⑦釣り, 100%



7.2.10-26 

(f) 九州自然歩道 

a) 九州自然歩道（人吉市～錦町）における利用環境の状況 

九州自然歩道（人吉市～錦町）の利用環境の状況を写真 7.2.10-7 に示す。 

球磨川沿いの人吉市内中心部から舗装道が整備されており、休憩できるベンチ等も

整備されている。 

 

 

休憩 

 

散策 

 

スポーツ 

写真 7.2.10-7 九州自然歩道（人吉市～錦町）における利用環境の状況 

 

b) 九州自然歩道（人吉市～錦町）における利用の状況 

九州自然歩道（人吉市～錦町）の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季

の平日及び休日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-15 及び図 7.2.10-12、利用状況を表 

7.2.10-16 及び図 7.2.10-13 に示す。 

春季、夏季、秋季ともに散策等の利用が多い。 

 

表 7.2.10-15 九州自然歩道（人吉市～錦町）の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 46 散策等 

休日 35 散策等、スポーツ 

夏季 
平日 69 散策等 

休日 26 散策等、生物観察 

秋季 
平日 65 散策等、スポーツ 

休日 91 散策等、スポーツ 

 



7.2.10-27 

 
図 7.2.10-12 九州自然歩道（人吉市～錦町）の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-16 九州自然歩道（人吉市～錦町）の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

九州自然

歩道（人吉

市～錦町） 

春季 
平日 45 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 29 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

夏季 
平日 69 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 21 1 0 2 0 0 0 0 0 0 2

秋季 
平日 59 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 86 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1

その他：バス停付近で待機（春季休日）、草刈り（夏季休日）、朝市（秋季休日） 

  



7.2.10-28 

区分 春季 夏季 

平日 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-13 九州自然歩道（人吉市～錦町）の利用状況 

①散策、休息、花⾒等, 

97.8%

②スポーツ, 

2.2%

①散策、休息、花⾒
等, 100.0%

①散策、休息、花⾒
等, 82.9%

②スポーツ, 

8.6%

⑪その他, 

8.6%

①散策、休息、花⾒
等, 80.8%

②スポーツ, 

3.8%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 7.7%

⑪その他, 

7.7%

①散策、休息、花⾒
等, 90.8%

②スポーツ, 

9.2%

①散策、休息、花
⾒等, 98%

⑪その他
2%

①散策、休息、花⾒
等, 94.5%

②スポーツ, 

4.4%
⑪その他, 

1.1%

①散策、休息、花
⾒等
, 90%

②スポーツ, 5%

④⽣き物の観察、撮
影、採集, 1%

⑪その他, 4%



7.2.10-29 

c) 九州自然歩道（五木村）における利用環境の状況 

九州自然歩道（五木村）の利用環境の状況を写真 7.2.10-8 に示す。 

川辺川沿いの五家荘から下梶原川合流後は湯前に続く区間であり、舗装道が整備さ

れている。 

 

散策 

 

休憩 

写真 7.2.10-8 九州自然歩道（五木村）における利用環境の状況 

 

d) 九州自然歩道（五木村）における利用の状況 

九州自然歩道（五木村）の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日

及び休日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-17 及び図 7.2.10-14、利用状況を表 

7.2.10-18 及び図 7.2.10-15 に示す。 

散策等の利用が多い。秋季は紅葉等のシーズンによる人出が多い。夏季の平日はそ

の他（草刈り）が 20 名確認されている。 

 

表 7.2.10-17 九州自然歩道（五木村）の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 4 散策等 

休日 6 散策等 

夏季 
平日 21 その他 

休日 1 その他 

秋季 
平日 37 散策等 

休日 54 散策等 

 



7.2.10-30 

 
図 7.2.10-14 九州自然歩道（五木村）の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-18 九州自然歩道（五木村）の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

九州自然

歩道（五木

村） 

春季 
平日 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

夏季 
平日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

秋季 
平日 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他：草刈り（夏季平日）、自転車移動（夏季休日） 
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区分 春季 夏季 

平日 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-15 九州自然歩道（五木村）の利用状況 

①散策、休息、花⾒
等, 100.0%

①散策、休息、花⾒
等, 4.8%

⑪その他, 

95.2%

①散策、休息、花⾒
等, 100.0%

⑪その他, 

100.0%

①散策、休息、花⾒
等, 100.0%

①散策、休息、
花⾒等
68%

⑪その他
32%

①散策、休息、花⾒
等, 100.0% ①散策、休息、花

⾒等, 98%

⑪その他
2%



7.2.10-32 

(g) 五木源パーク※ 

※河川敷地占用許可準則の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用

の特例」を適用 

a) 五木源パークにおける利用環境の状況 

五木源パークの利用環境の状況を写真 7.2.10-9 に示す。 

五木小川の川辺川合流点付近の公園で、イベント開催やスポーツができる広場や遊

具が整備されている。 

 

 

スポーツ 

 

遊具利用等の遊び 

 

イベント参加 

写真 7.2.10-9 五木源パークにおける利用環境の状況 

 

b) 五木源パークにおける利用の状況 

五木源パークの利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休日に

おけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-19 及び図 7.2.10-16、利用状況を表 

7.2.10-20 及び図 7.2.10-17 に示す。 

イベント参加、スポーツ、遊具利用等の遊びの利用が多い。春季のスポーツはグラ

ウンドゴルフ大会の参加である。イベント参加者は熊本市からのバスツアーである。 

 

表 7.2.10-19 五木源パークの季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 8 遊具利用等の遊び、散策等 

休日 117 スポーツ、遊具利用等の遊び

夏季 
平日 0 - 

休日 16 遊具利用等の遊び、散策等 

秋季 
平日 7 散策等、遊具利用等の遊び 

休日 150 イベント、遊具利用等の遊び

 



7.2.10-33 

 
図 7.2.10-16 五木源パークの季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-20 五木源パークの利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

五木源パ

ーク 

春季 
平日 2 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0

休日 15 82 0 0 20 0 0 0 0 0 0

夏季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 3 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0

秋季 
平日 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

休日 3 0 0 0 37 0 0 4 0 106 0

イベント：五木源バスツアー（秋季休日） 

  



7.2.10-34 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-17 五木源パークの利用状況 

①散策、休息、花⾒
等, 25.0%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 75.0%

①散策、休息、花⾒
等, 12.8%

②スポーツ, 

70.1%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 17.1%

①散策、休息、花⾒
等, 18.8%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 81.3%

①散策、休息、花⾒
等, 85.7%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 14.3%

①散策、休息、
花⾒等, 53%

⑤遊具利⽤
等の遊び, 

47%

①散策、休息、花⾒
等, 2.0%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 24.7%

⑧⽔遊び, 

2.7%

⑩イベント参加, 

70.7%

①散策、休息、花
⾒等, 7%

②スポー
ツ, 29%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 25%

⑧⽔遊
び, 1%

⑩イベント参
加, 38%



7.2.10-35 

(h) 渓流ヴィラ ITSUKI※ 

※河川敷地占用許可準則の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用

の特例」を適用 

a) 渓流ヴィラ ITSUKI における利用環境の状況 

渓流ヴィラ ITSUKI の利用環境の状況を写真 7.2.10-10 に示す。 

五木小川合流点付近の川辺川の水辺に宿泊施設や遊具のある広場が整備されてい

る。 

 

 

施設利用 

 

散策 

 

遊具利用等の遊び 

写真 7.2.10-10 渓流ヴィラ ITSUKI における利用環境の状況 

 

b) 渓流ヴィラ ITSUKI における利用の状況 

渓流ヴィラ ITSUKI の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び

休日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-21 及び図 7.2.10-18、利用状況を表 

7.2.10-22 及び図 7.2.10-19 に示す。 

春季の休日や夏季は水遊びの利用、施設利用が多い。秋季の休日はイベント参加（五

木フットパス）の利用である。 

 

表 7.2.10-21 渓流ヴィラ ITSUKI の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 0 - 

休日 70 水遊び、施設利用、散策等 

夏季 
平日 27 水遊び、施設利用、釣り 

休日 67 水遊び、施設利用、釣り 

秋季 
平日 6 施設利用 

休日 41 イベント参加、施設利用等 

 



7.2.10-36 

 

図 7.2.10-18 渓流ヴィラ ITSUKI の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-22 渓流ヴィラ ITSUKI の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

渓流ヴィラ

ITSUKI 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 5 4 0 0 0 27 2 32 0 0 0

夏季 
平日 0 0 0 0 0 11 2 14 0 0 0

休日 1 0 0 0 0 24 4 38 0 0 0

秋季 
平日 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 5 16 0 0 0 20 0

イベント：秋の五木フットパス（秋季休日） 

 

  



7.2.10-37 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-19 渓流ヴィラ ITSUKI の利用状況 

 

⑥施設利⽤, 

41%

⑦釣り, 

7.4%

⑧⽔遊び, 

51.9%

①散策、休息、花⾒等, 

7.1%
②スポーツ, 

6%

⑥施設利⽤, 

38%

⑦釣り, 

2.9%

⑧⽔遊び, 

45.7%

①散策、休息、花⾒等, 

1.5%

⑥施設利⽤, 

36%

⑦釣り, 

6.0%

⑧⽔遊び, 

56.7%

⑥施設利⽤, 

100%

⑥施設利⽤
52%

⑦釣り…

⑧⽔遊び
42%

⑤遊具利⽤等
の遊び, 12%

⑥施設利⽤, 

39%

⑩イベント参
加, 49%

①散策、休息、花⾒等, 

1%

⑤遊具利⽤等の遊
び, 3%

⑥施設利⽤,

44%

⑦釣り, 

3%

⑧⽔遊び,

49%



7.2.10-38 

(i) カヤック 

a) カヤックにおける利用環境の状況 

カヤックの利用環境の状況を写真 7.2.10-11 に示す。 

渓流ヴィラ ITSUKI に併設しており、水際部の河原ではカヤックの乗り降りをして

いる。 

 

スポーツ 

（カヤック） 

 

スポーツ 

（カヤック） 

写真 7.2.10-11 カヤックにおける利用環境の状況 

 

b) カヤックにおける利用の状況 

カヤックの利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日及び休日におけ

るカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-23 及び図 7.2.10-20、利用状況を表 

7.2.10-24 及び図 7.2.10-21 に示す。 

夏季の平日及び休日はスポーツ（カヤック）での水面利用である。 

 

表 7.2.10-23 カヤックの季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 0 - 

休日 0 - 

夏季 
平日 23 カヤックでの水面利用 

休日 15 カヤックでの水面利用 

秋季 
平日 0 - 

休日 0 - 

 



7.2.10-39 

 

図 7.2.10-20 カヤックの季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-24 カヤックの利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

カヤック 

春季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

夏季 
平日 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋季 
平日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

休日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

  



7.2.10-40 

区分 春季 夏季 

平日 利用者なし 

休日 利用者なし 

区分 秋季 年間 

平日 利用者なし 

 

休日 利用者なし 

凡例 

 

図 7.2.10-21 カヤックの利用状況 

 

②スポーツ, 

100%

②スポーツ, 

100%

②スポーツ
100%

②スポーツ, 

100%



7.2.10-41 

(j) 上園のホタル 

a) 上園のホタルにおける利用環境の状況 

上園のホタルの利用環境の状況を写真 7.2.10-12 に示す。 

相良村は日本一早くゲンジホタルが飛ぶ場所として知られ、5 月～6 月には多数の

ホタルが飛び交う。相良村のホタルスポットとして、ホタルの発生時期になると観賞

に訪れる利用者がいる。 

 

ホタルの生息地の看板 

 

ホタル観賞 

写真 7.2.10-12 上園のホタルにおける利用環境の状況 

 

b) 上園のホタルにおける利用の状況 

上園のホタルの利用の状況を把握するため、5 月末から 6 月はじめにかけて観察初

期（ホタル発生初期）、観察ピーク期（ホタル発生ピーク期）、観察終期（ホタル発生

終期）にカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-25 に示す。 

上園のホタルでは、発生初期に 36 名、発生ピーク期に 86 名がホタルの観察に訪れ

ていた。 

 

表 7.2.10-25 上園のホタルの利用者数 

調査時期 利用者数 

令和 4 年 

観察初期（ホタル発生初期） 5 月 22 日 36

観察ピーク期（ホタル発生ピーク期） 6 月 4 日 86

観察終期（ホタル発生終期） 6 月 12 日 0

 

 

  



7.2.10-42 

(k) 球磨川 

a) 球磨川（球磨村～人吉市）における利用環境の状況 

球磨川（球磨村～人吉市）の利用環境の状況を写真 7.2.10-13 に示す。 

川辺川の合流点の球磨川から渡地点までの区間で主に人吉市街部を流れ、川沿いで

は散策、水域では釣り、ラフティング等のスポーツで利用されている。 

 

 

散策 

 

スポーツ 

 

釣り 

写真 7.2.10-13 球磨川（球磨村～人吉市）における利用環境の状況 

 

b) 球磨川（球磨村～人吉市）における利用の状況 

球磨川（球磨村～人吉市）の利用環境の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季

の平日及び休日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-26 及び図 7.2.10-22、利用状況を表 

7.2.10-27 及び図 7.2.10-23 に示す。 

スポーツ、散策等、釣りの利用が多い。スポーツは夏季のラフティング等であった。

釣りは夏季、秋季の順に多く、アユ釣りが多い。 

 

表 7.2.10-26 球磨川（球磨村～人吉市）の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 18 散策等、その他 

休日 104 散策等、スポーツ、釣り 

夏季 
平日 218 スポーツ、散策等、釣り 

休日 398 スポーツ、釣り、散策等 

秋季 
平日 94 散策等、釣り、スポーツ 

休日 133 散策等、釣り、スポーツ 

 



7.2.10-43 

 

図 7.2.10-22 球磨川（球磨村～人吉市）の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-27 球磨川（球磨村～人吉市）の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

球磨川 

（球磨村～

人吉市） 

春季 
平日 10 1 0 0 0 0 1 0 0 0 6

休日 48 34 0 4 0 0 16 2 0 0 0

夏季 
平日 22 180 0 0 0 0 12 0 0 0 4

休日 22 293 0 0 0 0 73 8 0 0 2

秋季 
平日 47 14 0 12 0 0 21 0 0 0 0

休日 59 29 4 3 0 0 38 0 0 0 0

その他：農作業（春季平日）、自転車移動（夏季平日）、ボートを運搬（夏季休日） 

  



7.2.10-44 

区分 春季 夏季 

平日 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-23 球磨川（球磨村～人吉市）の利用状況 

①散策、休
息、花⾒等, 

55.6%

②スポーツ, 

5%

⑦釣り, 

5.6%

⑪その他, 

33%

①散策、休
息、花⾒等, 

10.1%

②スポーツ, 

83%

⑦釣り, 

5.5%

⑪その他, 2%

①散策、休息、
花⾒等, 

46.2%②スポーツ, 

33%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 4% ⑦釣り, 

15.4%

⑧⽔遊び, 

1.9%
①散策、休息、花⾒等, 

5.5%

②スポーツ, 

74%

⑦釣り, 

18.3%

⑧⽔遊び, 

2.0%

①散策、
休息、花

⾒等, 

50.0%

②スポーツ, 

15%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 13%

⑦釣り, 

22.3%
①散策、休
息、花⾒等

24%

②スポーツ
59%

④⽣き物の
観察、撮
影、採集

4%

⑦釣り
10%

⑪その
他
3%

①散策、休
息、花⾒等, 

44.4%

②スポーツ, 

22%

③バーベ
キュー、
キャンプ, 

3%

④⽣き物の観
察、撮影、採

集, 2%

⑦釣り, 

28.6%

①散策、休
息、花⾒等

,20%

②スポーツ, 

56%

④⽣き物の観察、撮影、採
集, 1%

⑦釣り, 

20%

⑧⽔遊び,2% ⑪その他, 0%



7.2.10-45 

c) 球磨川（人吉市～錦町）における利用環境の状況 

球磨川（人吉市～錦町）の利用環境の状況を写真 7.2.10-14 に示す。 

古町橋から川辺川合流点まで球磨川で、水域では川下りの発着場所があり、川沿い

には散策路等が整備されている。 

 

 

散策 

 

釣り 

 

その他（川下り） 

写真 7.2.10-14 球磨川（人吉市～錦町）の状況 

 

d) 球磨川（人吉市～錦町）における利用の状況 

球磨川（人吉市～錦町）の利用の状況を把握するため、春季、夏季及び秋季の平日

及び休日におけるカウント調査を実施した。 

調査期間中の季節別総利用者数を表 7.2.10-28 及び図 7.2.10-24、利用状況を表 

7.2.10-29 及び図 7.2.10-25 に示す。 

散策等、その他の利用が多い。その他はラジコン飛行機の操縦、川下りである。 

 

表 7.2.10-28 球磨川（人吉市～錦町）の季節別総利用数 

調査時期 季節 時間帯 利用者数 主な利用目的 

令和 4 年 

春季 
平日 15 散策等、スポーツ 

休日 82 散策等、その他、スポーツ

夏季 
平日 90 散策等、その他、釣り 

休日 103 散策等、その他、釣り 

秋季 
平日 56 散策等、スポーツ、その他

休日 67 スポーツ、散策等、その他
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図 7.2.10-24 球磨川（人吉市～錦町）の季節別総利用者数 

 

表 7.2.10-29 球磨川（人吉市～錦町）の利用状況一覧 

地点 季節 
時間

帯 

利用状況 

散策

等 

ｽﾎﾟｰ

ﾂ 

ｷｬﾝ

ﾌﾟ等

生物

観察

遊具

利用

施設

利用

釣り 水遊

び 

参拝 ｲﾍﾞﾝ

ﾄ 

その

他 

球磨川（人

吉市～錦

町） 

春季 
平日 12 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1

休日 47 5 0 0 0 0 1 0 0 0 29

夏季 
平日 39 1 0 0 0 0 20 0 0 0 30

休日 48 1 0 0 0 0 23 2 0 0 29

秋季 
平日 25 24 0 0 0 0 3 0 0 0 4

休日 17 27 0 0 0 0 6 0 0 0 17

その他：船舶点検（春季平日）、ラジコン飛行機の操縦・川下り（春季平日、夏季休日、秋季

休日）、川下り（夏季平日）、ラジコン飛行機の操縦（秋季平日） 
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区分 春季 夏季 

平日 

休日 

区分 秋季 年間 

平日 

 

休日 

 

凡例 

 

図 7.2.10-25 球磨川（人吉市～錦町）の利用状況 

 

①散策、休息、
花⾒等, 

46.2%

②スポーツ, 

13%

⑪その他, 7%

①散策、休
息、花⾒等, 

46.2%

②スポーツ, 

1%

⑦釣り, 

22.2%

⑪その他, 

33%

①散策、休
息、花⾒等, 

46.2%

②スポーツ, 

6%

⑦釣り, 

1.2%

⑪その他, 

36%

①散策、休
息、花⾒等, 

46.2%

②スポーツ, 

1%

⑦釣り, 

22.3%

⑧⽔遊び, 

1.9%

⑪その他, 

28%

①散策、休息、
花⾒等, 

46.2%②スポーツ, 

43%

⑦釣り, 

5.4%

⑪その他, 7%

①散策、休
息、花⾒等, 

76, 47%

②スポーツ,

27, 17%

⑦釣り, 23, 

14%

⑪その他, 

35, 22%

①散策、
休息、花

⾒等, 

46.2%

②スポーツ, 

40%
⑦釣り, 

9.0%

⑪その他, 

25% ①散策、休
息、花⾒等

,43%

②ス
ポーツ, 

13%

⑦釣り,

11%

⑧⽔遊
び,

1%

⑪その他, 

32%



7.2.10-48 

7.2.10.3 予測の結果 

(1) 予測の手法 

予測対象とする主要な人と自然との触れ合いの活動の場及び影響要因は、表 7.2.

10-30 に示すとおりであり、影響要因は「工事の実施」と「土地又は工作物の存在及

び供用」に分け、各々について「改変の程度」、「冠水頻度や期間を踏まえた改変

の程度」、「利用性の変化」及び「快適性の変化」に分けた。 

 

表 7.2.10-30 予測対象とする主要な人と自然との触れ合いの活動の場及び影響要因 

 

 

影響要因 

 

 

 

 

 

予測対象 

予測対象とする影響要因 

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用 

・ダムの堤体の工事 

・原石の採取の工事 

・施工設備及び工事用道路の 

設置の工事 

・建設発生土の処理の工事 

・道路の付替の工事 

・試験湛水の実施 

・ダムの堤体の存在 

・原石山の跡地の存在 

・建設発生土処理場の跡地の 

存在 

・道路の存在 

・ダムの供用及びダム洪水調節地の

存在 

改変の

程度 

冠水頻度

や期間を

踏まえた

改変の 

程度 

利用

性 

の変

化 

快適

性の

変化

改変の

程度 

冠水頻度

や期間を

踏まえた

改変の 

程度 

利用

性 

の変

化 

快適

性の

変化

川辺川 ● ● ● ● ● ● ● ● 

ホタル ● ● ● ● ● ● ● ● 

かすみ桜   ● ●   ● ● 

椎葉谷川 ● ● ● ● ● ● ● ● 

山口谷川   ● ●   ● ● 

九州自然歩道   ● ●   ● ● 

五木源パーク ● ● ● ● ● ● ● ● 

渓流ヴィラ ITSUKI ● ● ● ● ● ● ● ● 

カヤック ● ● ● ● ● ● ● ● 

上園のホタル   ● ●   ● ● 

球磨川   ● ●   ● ● 
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1) 予測の基本的な手法 

予測の基本的な手法は、「工事の実施」については、工事の実施内容と主要な人と自

然との触れ合いの活動の場の状況を、「土地又は工作物の存在及び供用」については、

ダムの堤体の存在等と主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況を踏まえ、主要な

人と自然との触れ合いの活動の場の改変の程度、冠水頻度や期間を踏まえた改変の程

度、利用性の変化及び快適性の変化について、事例の引用又は解析によった。 

 

2) 予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

3) 予測対象時期等 

予測対象時期は、「工事の実施」については、工事の実施に伴う主要な人と自然との

触れ合いの活動の場に係る環境影響を的確に把握できる時期とした。 

「土地又は工作物の存在及び供用」については、土地又は工作物の存在及び供用に伴

う主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を的確に把握できる時期と

した。具体的には、試験湛水終了後、安定的なダム管理が行われている時期とした。 

影響要因毎の予測の手法を表 7.2.10-31 に示す。 
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表 7.2.10-31 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の予測手法(1/2) 

項目 

影響要因 
予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等

工
事
の
実
施 

改変の程度 主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と工事計画

を重ね合わせることによ

り、改変の程度を予測する。

調査地域と同

様とし、事業実

施区域及びその

周辺の区域並び

にその下流の渡

地点までの区間

とする。 

改変の面積、延

長等が 大とな

る時期とする。 

冠水頻度や期間を踏

まえた改変の程度 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と試験湛水

に伴う一定期間の冠水によ

る改変の程度を予測する。

試験湛水によ

る冠水の影響が

大となる時期

とする。 

利
用
環
境
の
改
変 

利
用
性
の
変
化 

利用面積の

変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と工事計画

を重ね合わせることによ

り、改変による利用可能面

積の変化を予測する。 

利用性の変化

が 大となる時

期とする。 

アクセス性

の変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と工事計画

を重ね合わせることによ

り、アクセス性の変化を予

測する。 

快
適
性
の
変
化 

騒音、照明

の変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と工事計画

を重ね合わせることによ

り、工事中の重機等の騒音

及び工事現場の照明による

変化を定性的に予測する。

快適性の変化

が 大となる時

期とする。 

近傍の風景

の変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と工事計画

を重ね合わせることによ

り、構造物や法面等の出現、

水質の予測結果を踏まえた

河川の濁りによる近傍の風

景の変化を予測する。 

水質の変化 川辺川の流水型ダムにお

ける諸条件を踏まえた水質

予測結果を基に、工事によ

る水質の変化が親水性等に

係る主要な人と自然との触

れ合いの活動の場に及ぼす

影響を予測する。 

流況の変化 川辺川の流水型ダムにお

ける試験湛水計画の流量の

条件をもとに、試験湛水に

よる流況の変化が親水性等

に係る主要な人と自然との

触れ合いの活動の場に及ぼ

す影響を予測する。 
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表 7.2.10-31 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の予測手法(2/2) 

項目 

影響要因 
予測の基本的な手法 予測地域 予測対象時期等

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用 

改変の程度 主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と事業計画

を重ね合わせることによ

り、改変の程度を予測する。

調査地域と同

様とし、事業実

施区域及びその

周辺の区域並び

にその下流の渡

地点までの区間

とする。 

試験湛水終了

後、安定的なダム

管理が行われて

いる時期とする。

冠水頻度や期間を踏

まえた改変の程度 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と洪水調節

に伴う一時的な冠水による

改変の程度を予測する。 

利
用
環
境
の
改
変 

利
用
性
の
変
化 

利用面積の

変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と事業計画

を重ね合わせることによ

り、改変による利用可能面

積の変化を予測する。 

アクセス性

の変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と事業計画

を重ね合わせることによ

り、アクセス性の変化を予

測する。 

快
適
性
の
変
化 

近傍の風景

の変化 

主要な人と自然との触れ

合いの活動の場と事業計画

を重ね合わせることによ

り、構造物や法面等の出現、

水質の予測結果を踏まえた

河川の濁り及び流木の発生

量を把握し、近傍の風景の

変化を予測する。 

水質の変化 川辺川の流水型ダムにお

ける諸条件を踏まえた水質

予測結果を基に、水質の変

化が親水性等に係る主要な

人と自然との触れ合いの活

動の場に及ぼす影響を予測

する。 

河床の変化 ダムによる洪水調節によ

って変化する水理量に基づ

いたダム上下流の河床形状

や瀬淵構造の変化及びダム

洪水調節地内における土砂

の堆積等の予測結果を基

に、親水性等に係る主要な

人と自然との触れ合いの活

動の場に及ぼす影響を予測

する。 
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(2) 予測結果 

1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

(a) 川辺川 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は図 7.2.10-36 に示すとおりであり、川辺川の一部区間が改変されるものの改

変されない区間での活動は維持されると考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、試験湛水後は河川の状態に戻るため、川辺川に

おける主な利用目的である釣り等の活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常時は河川の状態に戻るため、

川辺川における主な利用目的である釣り等の活動は維持されると考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施】 

ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入禁止となることや試験湛水

時は一定期間冠水することから、その区間の利用が出来なくなるが、当該区間で行わ

れる川辺川の釣りや川遊び等の活動は利用可能面積が減少しない区間において可能

であり、試験湛水後は河川の状態に戻るため川辺川の活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時による一時的な冠水により利用できなくなると考えられるが、洪水時に

は川辺川の利用は想定されない。平常時は河川の状態に戻るため川辺川の利用が可能

になることから、川辺川の活動は維持されると考えられる。 
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ii) アクセス性の変化 

【工事の実施】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限

や禁止等が行われないと考えられるため、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであり、アクセス性の変化

は小さいと考えられる。また、洪水後の水位低下後には流木の堆積によるアクセス性

の変化が想定されるが、堆積した流木については撤去等、適切に維持管理を行うため、

アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

iii) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

堤体の工事等が行われることから、一部の利用区間において騒音の変化が生じる可

能性があるが、主な利用目的である釣りや水遊び等は、変化が生じない区間において

行うことが可能であると考えられる。なお、主な活動目的である釣りは昼間に実施さ

れることから照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

 

i) 近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

五木村において散策等で利用されている箇所では、生活再建対策盛土の一部が視認

され、近傍の風景が変化すると考えられる。なお、「7.2.4 水質」に示すとおり、工

事中（試験湛水の実施を除く）、工事の実施（試験湛水の実施）における試験湛水が

中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度であり、試験湛水の際、貯水位上

昇時に洪水に伴う濁水を貯水した場合には、SS が一時的に増加するが、環境保全措

置の実施により低減され、事後調査、環境保全措置以外の事業者による取組みを実施

することから、水質の変化による近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

五木村において散策等で利用されている箇所では、生活再建対策盛土の一部が視認

され近傍の風景が変化すると考えられる。なお、洪水後の水位低下後には土砂や流木

の堆積による近傍の風景の変化が想定されるが、堆積した土砂や流木については撤去

等、適切に維持管理を行うため、変化は小さいと考えられる。 
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上流方向に散策等で利用されている五木村の利用箇所が視認できる。 

写真 7.2.10-15 川辺川（小八重橋）からの近傍の風景の変化(現況) 

 

 

生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景が変化すると考えられる。 

写真 7.2.10-16 川辺川（小八重橋）からの近傍の風景の変化(工事の実施) 
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生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景が変化すると考えられる。 

写真 7.2.10-17 川辺川（小八重橋）からの近傍の風景の変化 

(土地又は工作物の存在及び供用) 

 

ii) 水質の変化 

川辺川の水質の変化については「7.2.4 水質」で示した予測結果を踏まえて、検

討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.10-26 川辺川における水質の変化の予測の流れ 

 

  

「川辺川」での主な活動目的：釣り、水遊び

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の
水質の変化

「7.2.4 水質」における工事中、存
在供用時の予測結果 

「川辺川」の利用の状況、利用環境
（P7.2.10-11～16 参照）
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表 7.2.10-32 水質の予測結果の概要 

影響要因 予測結果の概要 

工事の実施 

(試験湛水の実施を除く) 

ダム建設中の SS は、濁水処理施設及び沈砂池により SS を低減して

河川に放流されることから、ダム建設前と同程度と予測した。 

工事の実施 

(試験湛水の実施) 

試験湛水の際、貯水位上昇時に濁度が高い洪水を貯めた場合には、

貯水位下降時に沈降した SS 成分が放流時の末期に巻き上がり SS が高

くなるため、試験湛水時の SS の最大値、平均値及び環境基準値

(SS25mg/L 以下)の超過日数は、ダム直上地点及びダム下流河川の各予

測地点ともダム建設前と比べ増加すると予測した。 

土地又は工作物の存在及び

供用 

ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調節を行うような規模

の出水では、後期放流の水位低下時に堆積した濁質が巻き上がり、SS

が一時的に増加するものの短時間であり、環境基準値の超過日数は同

じであることから変化は小さいと考えられる。 

 

【工事の実施】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を除く)、工事の実施(試験

湛水の実施)の試験湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度と予測

した。試験湛水が短い年は、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を貯水した場合、SS の

環境基準値超過日数がダム下流の各予測地点ともダム建設前と比較して増加すると

予測し、環境保全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに応じた対応を

実施することとしたため、試験湛水時（環境保全措置あり）の SS の環境基準値超過

日数は、ダム下流の各地点で減少すると予測した。土砂による水の濁りは、事後調査

を実施し、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、貯水位下降時に濁りを抑

えるさらなる対応策案の検討、ダム下流河川における監視等を行うこととした。また、

「7.2.8 生態系」に示すとおり、水質の変化による魚類の生息環境の変化は小さいと

考えられる。これらのことから、主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると考

えられる。 

 

表 7.2.10-33 予測地点における下流河川 SS の環境基準超過日数 

単位：日 

予測地点 ダム建設前 
試験湛水時 

（環境保全措置なし） 

試験湛水時 

（環境保全措置あり） 

ダム直下地点 3 51 47 

川辺大橋地点 3 43 37 

柳瀬地点 3 42 33 

 

  



7.2.10-57 

 

 
試験湛水期間が短い年(平成 30 年 9 月～平成 31 年 1 月) 

 
 

図 7.2.10-27 SS の予測結果(ダム直下地点) 

 

 
試験湛水期間が短い年(平成 30 年 9 月～平成 31 年 1 月) 

 
 

図 7.2.10-28 SS の予測結果(川辺大橋地点) 

 
試験湛水期間が短い年(平成 30 年 9 月～平成 31 年 1 月) 

 
 

図 7.2.10-29 SS の予測結果(柳瀬地点) 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内の SS は、ダム建設前と比べて変

化は小さいと予測した。川辺川のダム下流については、ダム建設前に比べ、洪水調節

を行うような規模の出水ではダム建設後の SS は増加するものの、環境基準値の超過

日数は同じで、増加は一時的であり、変化は小さいと予測した。大規模な出水時には

放流水の SS が増加すると予測したが、SS が 5,000mg/L を超える時間は 5 時間程度と

短時間であり変化は小さいと予測した。川辺川の主な活動目的である釣りや水遊びは

洪水時には行われないことから、水質の変化による快適性の変化は小さいと考えられ

る。 

 

表 7.2.10-34 予測地点における SS の環境基準値超過日数 

単位：日/年 

予測地点 ダム建設前 ダム建設後 

ダム直下流地点 23 23 

川辺大橋地点 23 23 

柳瀬地点 23 23 

 

iii) 流況の変化 

【工事の実施】 

試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、流況の変化は小さく、魚類の生

息環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動

物の生息は維持されると考えられる。これらのことから、主な活動目的である釣りや

水遊びは可能であると考えられる。 
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iv) 河床の変化 

川辺川の河床の変化については「7.2.8 生態系」で示した予測結果を踏まえて、

検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.10-30 川辺川における河床の変化の予測の流れ 

  

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の
河床の変化

「7.2.8 生態系」における存在供用
時の予測結果 

「川辺川」の活動目的：釣り、水遊び 

「川辺川」の利用の状況、利用環境
（P7.2.10-11～16 参照）
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表 7.2.10-35 地域を特徴づける生態系（典型性 河川域）の予測結果の概要 

項目 予測結果の概要 

典

型

性 

河

川

域 

渓流的な川 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当せず、また、

大部分の区間はダム洪水調節地より上流に分布し冠水が生じないため、

「渓流的な川」の大部分が残存すると考えられる。 

これらのことから、「渓流的な川」の生息・生育・繁殖環境及び生息・

生育する生物群集の変化は小さいと考えられる。 

山地を流れる川 ダム堤体や付替道路等が存在し、約 2.1％が改変が生じる区間に該当す

る。また、ダム洪水調節地の存在により、約 44.1％ が冠水が生じる区間

に該当することから、これらの改変区域は注目種等の生息・生育・繁殖環

境として適さなくなると考えられる。 

水質の変化については、ダム堤体周辺において、試験湛水中の濁り及び

水温の変化や供用後の濁りの変化が予測されたが、いずれも一時的な変化

であることから、魚類、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 

河川の連続性については、工事実施中の仮排水路トンネル（既設）が魚

類の移動に適さなくなる可能性がある。供用後の河床部放流設備について

は、連続性が維持されると考えられる。 

山麓を流れる川 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及びダム洪水調節

地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。 
水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁

りの変化が予測されたが、いずれも一時的な変化であることから、魚類、

底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

流況の変化については、試験湛水中の流量の減少に伴い、アユの産卵等

に重要な瀬は維持されるものの、面積の減少や平均流速の低減がみられた

ことから、アユ等の魚類、底生動物及び付着藻類の生息・生育・繁殖環境

は変化すると考えられる。供用後の流況の変化及び河床の変化は小さいこ

とから、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さ

いと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。 

盆地を流れる川 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及びダム洪水調節

地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁

りの変化が予測されたが、変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息

環境の変化は小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 

止水域 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該当しないが、ダ

ム洪水調節地の存在により約 42.9％ が冠水が生じる区間に該当すること

から、これらの改変区域は注目種等の生息・生育・繁殖環境として適さな

くなると考えられる。 

水質、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s としており、洪水調節を行

う 600m3/s 以上の流入があると河川水を貯水するため、下流河川の流量が減少する

ことが想定される。既往の実績洪水（70 年間、224 洪水）を対象として、供用後の

流量変化（ダム地点）についてみると、頻度の高い 600m3/s 以下の洪水については、

洪水調節を実施しないため、流水型ダムの有無による差がみられない。洪水調節を

実施する 600m3/s 以上の洪水についても、洪水調節操作ルールを工夫したことによ

り、1,300m3/s 以上洪水の頻度は低下するが、ダム地点平均年 大流量約 1,000m3/s 

程度の洪水については、供用後にも大きな変化はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.10-31 ダム無し（ダム建設前）とダム有り（ダム建設後） 

の洪水頻度（ダム地点） 

 

ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）を比較すると河床変動高は 10

年後においても、100 年後においても、同様の傾向を示していた（図 7.2.10-32 及

び図 7.2.10-33 参照）。河床高の差分は 10 年後においても、100 年後においても、

1m 以下の差となっている。100 年後の河床構成材料をみると、ダムあり（ダム建設

後）とダムなし（ダム建設前）で河床の構成材料及びそれらの割合についても大き

な違いはみられない。河床高及び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵

環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることから、現況の魚類及び

底生動物の生息は維持されると考えられる。川辺川の流水型ダムの供用後の瀬淵構

造は、位置や規模が部分的に変化する可能性があるものの残存するものと考えられ、

生息する魚類や底生動物の生息環境は維持されると考えられる。これらのことから、

主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると考えられる。 
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図 7.2.10-32 ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）の場合の 

河床高の変化と河床高の差分（10 年後） 

 

 

図 7.2.10-33 ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）の場合の 

河床高の変化と河床高の差分（100 年後） 
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図 7.2.10-34 川辺川（ダム上流区間）における河床構成材料の粒度組成（100 年後） 

 

図 7.2.10-35 川辺川（ダム下流区間）における河床構成材料の粒度組成（100 年後） 

 

d) まとめ 

以上のことから、川辺川は改変及び利用性の変化は小さいと考えられる。工事中及

び存在供用時に近傍の風景の変化が生じることで快適性が変化すると考えられる。 
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図 7.2.10-36 川辺川の主な利用

箇所と工事計画及び事業計画の重

ね合わせ結果 

 

  

地点名 市町村 主な利⽤状況
川辺川① 相良村 釣り、⽔遊び
川辺川② 相良村 散策等、釣り、⽔遊び
川辺川③ 相良村 釣り
川辺川④ 相良村 釣り
川辺川⑤ 相良村 釣り、⽔遊び
川辺川⑥ 相良村 釣り、⽔遊び
川辺川⑦ 相良村 散策等、釣り、⽔遊び
川辺川⑧ 相良村 釣り、⽔遊び
川辺川⑨ 相良村 釣り
川辺川⑩ 相良村 キャンプ等、釣り、⽔遊び
川辺川⑪ 相良村 釣り、⽔遊び
川辺川⑫ 相良村 釣り、⽔遊び

川辺川⑬ 五⽊村
散策等、スポーツ、釣り、⽔遊び、バ
ンジージャンプ

川辺川⑭ 五⽊村 釣り
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(b) ホタル 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は図 7.2.10-37 及び図 7.2.10-38 に示すとおりであり、ホタルは生活再建対策

盛土の造成によりホタルの生息場所 3 箇所のうち 2 箇所が、観察場所 1 箇所が改変さ

れると考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するためホタルの生息場所3箇所のうち1箇所の生息環

境が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時的な冠水によりホタルの生

息場所 3 箇所のうち 1 箇所の生息環境が変化すると考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境の変化があると

予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用することができなく

なると考えられるため予測は行わない。 

 

(ii) 快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境の変化があると

予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用することができなく

なると考えられるため予測は行わない。 

 

d) まとめ 

以上のことから、ホタルは改変及びダム洪水調節地の環境の変化により生息環境

が変化すると考えられる。 
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図 7.2.10-37 ホタルと工事計画

及び事業計画の重ね合わせ結果 
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ホタル生息場所③ 

ホタル生息場所② 

ホタル生息場所① 

ホタル観察場所① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7.2.10-38 ホタルと工事計画

及び事業計画の重ね合わせ結果

（詳細） 
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(c) かすみ桜 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-39 に示すとおりであり、かすみ桜は事業実施区域外に位置する

ため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

かすみ桜はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はないと考え

られる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による変化は想定されない。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限

や禁止等が行われないと考えられ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存

在供用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

かすみ桜は、ダム堤体から約 3.5km 離れており、騒音・照明の変化を生じる要因は

ないと考えられる。 
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ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はないと考えられる。なお、

水質の変化による近傍の風景の変化は主な活動目的である桜の観賞とは関連がない

と考えられる。 

 

iii) 水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

水質の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考えられる。 

 

iv) 流況の変化 

【工事の実施】 

流況の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考えられる。 

 

v) 河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

河床の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考えられる。 

 

d) まとめ 

以上のことから、かすみ桜は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利用性

の変化は小さいと考えられる。また、快適性は維持されると考えられる。 
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図 7.2.10-39 かすみ桜と工事計

画及び事業計画の重ね合わせ結果



7.2.10-71 

(d) 椎葉谷川 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-40 に示すとおりであり、椎葉谷川は一部が改変されるものの改

変の程度は小さいと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るため、椎葉谷川における主な

利用目的である釣りの活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常時は河川の状態に戻るため、

椎葉谷川における主な利用目的である釣りの活動は維持されると考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施】 

ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入禁止となることや試験湛水

時は一定期間冠水することから、その区間の利用が出来なくなるが、当該区間の椎葉

谷川では利用は確認できなかった。当該区間で行われる椎葉谷川の釣りの活動は利用

可能面積が減少しない区間において可能であり、利用性の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、洪水時には椎葉谷川の利用は想定されない。平

常時には水位が下がり椎葉谷川の利用が可能になることから、椎葉谷川の活動は維持

されると考えられる。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一般車両の通行の制限、

禁止等が行われないと考えられるため、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであり、アクセス性の変化

は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は、騒音の発生源であるダム堤体の工事区域から約 100m の距離にあるた

め、騒音の変化を生じる可能性がある。しかし、椎葉谷川では現地調査の結果から、

釣りの利用者は確認されておらず、騒音の変化が生じない区間でも釣りを行うことは

可能であり騒音の変化は小さいと考えられる。なお、主な活動目的である釣りは昼間

に実施されることから照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

 

ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、工事中の水質の変化によって近傍の風

景の変化を生じさせる要因はないと考えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜面安

定対策盛土が視認される可能性があるが、椎葉谷川では現地調査の結果から、釣りの

利用者は確認されておらず、近傍の風景の変化が無い区間でも釣りを行うことは可能

であり近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、存在供用時の水質の変化によって近傍

の風景の変化を生じさせる要因はないと考えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜

面安定対策盛土等が視認でき近傍の風景が変化する可能性があるが、椎葉谷川では現

地調査の結果から、釣りの利用者は確認されておらず、近傍の風景の変化が無い区間

でも釣りを行うことは可能であり近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

 

iii) 水質の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したとお

り、事業の実施による水質の変化が考えられるが、主な活動目的である釣りや水遊び

は可能であると予測したことから、川辺川の支川である椎葉谷川においても主な活動

目的である釣りは可能であると考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したとお

り、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の

水質の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

iv) 流況の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したとお

り、川辺川の流況の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の

流況の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

v) 河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したとお

り、川辺川の河床の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の

河床の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

d) まとめ 

以上のことから、椎葉谷川は一部区間が改変されるが改変の程度は小さい。現地

調査結果から釣りの利用者が確認されておらず、変化が生じない区間で釣りは可能

であることから、利用性の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 
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図 7.2.10-40 椎葉谷川と工事

計画及び事業計画の重ね合わせ

結果 
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(e) 山口谷川 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-41 に示すとおりであり、山口谷川は事業実施区域外に位置する

ため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はないと考え

られる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による変化は想定さ

れない。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限

や禁止等が行われないと考えられ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存

在供用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

山口谷川は、ダム堤体から約 600m 離れており、騒音・照明の変化を生じる要因は

ないと考えられる。 
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ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は、川辺川の支川であることから、工事中及び存在供用時の水質の変化に

よる近傍の風景の変化を生じさせる要因はないと考えられる。また、ダム堤体から約

600m 離れており、堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はないと考えら

れる。 

 

iii) 水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したと

おり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である山口谷

川の水質の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

iv) 流況の変化 

【工事の実施】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したと

おり、川辺川の流況の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である山口谷

川の流況の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

v) 河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」で示したと

おり、川辺川の河床の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川である山口谷

川の河床の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

d) まとめ 

以上のことから、山口谷川は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利用性

の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 
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図 7.2.10-41 山口谷川と工事

計画及び事業計画の重ね合わせ

結果 
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(f) 九州自然歩道 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-42 に示すとおりであり、九州自然歩道は事業実施区域外に位置

するため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はないと

考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による影響は想

定されない。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限

や禁止等が行われないと考えられ、一般国道 445 号は整備済みのため、アクセス性の

変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

九州自然歩道は、付替道路から約 2.4km 離れており、騒音・照明の変化を生じる要

因はないと考えられる。 
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ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないと考えられる。また、「7.2.4 水質」

に示すとおり、ダム下流では、工事中の水質の変化は小さいと予測した。試験湛水期

間は、試験湛水の短い年はダム建設前と比べ SS が増加するが、試験湛水の中間の年、

長い年はダム建設前と比べ変化は小さいと予測した。これらのことから、ダム堤体等

は視認できないこと、工事中の水質の変化は一時的であることから、近傍の風景の変

化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないこと、存在供用時の水質の変化は小さ

いと考えられることから、近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

 

iii) 水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

水質の変化は、主な活動目的である散策等と関連はないと考えられる。 

 

iv) 流況の変化 

【工事の実施】 

流況の変化は、主な活動目的である散策等とは関連がないと考えられる。 

 

v) 河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

河床の変化については、主な活動目的である散策等とは関連がないと考えられる。 

 

d) まとめ 

以上のことから、九州自然歩道は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利用

性の変化は小さいと考えられる。また、快適性は維持されると考えられる。 

  



7.2.10-80 

図 7.2.10-42 九州自然歩道と

工事計画及び事業計画の重ね合

わせ結果 



7.2.10-81 

(g) 五木源パーク※ 

※河川敷地占用許可準則の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用

の特例」を適用 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-43 に示すとおりであり、五木源パークは事業実施区域内に位置

するが工事による改変は受けないため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は冠水することにより一定期間利用できなくなるが、試験湛水後は貯水

位が低下し公園の状態に戻り、五木源パークは遊具利用等の遊びや公園でのスポーツ

等の活動の利用であるため活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、貯水位が低下し、公園の状態に戻るため、五木

源パークは遊具利用等の遊びや公園でのスポーツ等の利用であり活動は維持される

と考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

【工事の実施】 

五木源パークは、試験湛水時に一定期間冠水することで土砂の堆積等の変化で遊具

が利用できなくなると考えられる。遊具利用による遊びが主な利用目的であることか

ら、利用性が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時的に冠水することで土砂の

堆積等の変化で遊具が利用できなくなると考えられる。遊具利用による遊びが主な利

用目的であることから、利用性が変化すると考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

快適性の変化については、利用性が変化すると考えられることから、人と自然との

触れ合いの活動の場として利用することができなくなると考えられるため予測は行

わない。 

 



7.2.10-82 

d) まとめ 

以上のことから、五木源パークは試験湛水による一定期間の冠水、洪水調節によ

る一時的な冠水によって土砂の堆積等の変化で利用ができなくなると考えられるた

め、利用性が変化すると考えられる。  
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図 7.2.10-43 五木源パークと

工事計画及び事業計画の重ね合

わせ結果 

遊具利用 

広場利用 
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(h) 渓流ヴィラ ITSUKI※ 

※河川敷地占用許可準則の「都市及び地域の再生等のために利用する施設に係る占用

の特例」を適用 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-44 及び図 7.2.10-45 に示すとおりであり、生活再建対策盛土の

造成の工事及び存在により渓流ヴィラ ITSUKI の施設の一部は改変されると考えられ

る。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するため宿泊施設等が利用できなくなると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時的な冠水により施設が利用

できなくなると考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変による変

化があると考えられることから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用するこ

とができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

(ii) 快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変による変

化があると考えられることから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用するこ

とができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

d) まとめ 

以上のことから、渓流ヴィラ ITSUKI は生活再建対策盛土の工事による改変及び試

験湛水による一定期間の冠水、洪水調節による一時的な冠水によって利用ができな

くなると考えられる。 

 

  



7.2.10-85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 7.2.10-44 渓流ヴィラ ITSUKI

と工事計画及び事業計画の重ね合

わせ結果 
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  図 7.2.10-45 渓流ヴィラ ITSUKI

と工事計画及び事業計画の重ね合

わせ結果（詳細） 

受付施設 

宿泊施設 



7.2.10-87 

(i) カヤック 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-46 及び図 7.2.10-47 に示すとおりであり、カヤックは事業実施

区域内に位置するが工事による改変は受けないため、事業の実施による改変はないと

考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るため、カヤックでの水面利用

は可能であり活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、河川の状態に戻るため、カヤックでの水面利用

は可能であり活動は維持されると考えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

【工事の実施】 

カヤックは、試験湛水時に一定期間冠水することで土砂の堆積等の変化でカヤック

が利用できなくなると考えられる。カヤックによる水面利用が主な利用目的であるこ

とから、利用性が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時的に冠水することで土砂の

堆積等の変化でカヤックが利用できなくなると考えられる。カヤックによる水面利用

が主な利用目的であることから、利用性が変化すると考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

快適性の変化については、利用性の変化により利用できなくなると考えられるこ

とから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用することができなくなると考

えられるため予測は行わない。 

 

d) まとめ 

以上のことから、カヤックは試験湛水による一定期間の冠水、洪水調節による一

時的な冠水によって利用ができなくなると考えられるため、利用性が変化すると考

えられる。  
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図 7.2.10-46 カヤックと工事

計画及び事業計画の重ね合わせ

結果 
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  図 7.2.10-47 カヤックと工事

計画及び事業計画の重ね合わせ

結果（詳細） 
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(j) 上園のホタル 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-48 に示すとおりであり、上園のホタルは事業実施区域外に位置

するため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルはダム洪水調節地外に位置するため、事業実施による改変はないと考

えられる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による変化は想

定されない。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限

や禁止等が行われないと考えられ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存

在供用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

上園のホタルは、ダム堤体から約 9.4km 離れており、騒音・照明の変化を生じる要

因はないと考えられる。 
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ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

近傍の風景の変化については、川辺川の支川であることから、工事中及び存在供用

時の水質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はないと考えられる。ま

た、ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はないと考えられる。 

 

iii) 水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 川辺川」で

示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位

置する上園のホタルの水質の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

iv) 流況の変化 

【工事の実施】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 川辺川」で

示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位

置する上園のホタルの流況の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

v) 河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 川辺川」で

示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位

置する上園のホタルの河床の変化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

d) まとめ 

以上のことから、上園のホタルは事業実施区域外に位置するため改変はなく、利

用性の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 
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図 7.2.10-48 上園のホタルと

工事計画と事業計画の重ね合わ

せ結果 
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(k) 球磨川 

a) 改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事業計画を重ね合わせた

結果は、図 7.2.10-54 に示すとおりであり、球磨川は事業実施区域外に位置するた

め、事業の実施による改変はないと考えられる。 

 

b) 冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はないと考えら

れる。 

 

c) 利用環境の改変 

(i) 利用性の変化 

i) 利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川は事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による影響は想定されな

い。 

 

ii) アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道219号及び一般国道445号等は工事による一般

車両の通行の制限や禁止等が行われないと考えられ、一般国道 219 号及び一般国道 4

45 号は整備済みのため、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

 

(ii) 快適性の変化 

i) 騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

球磨川は、ダム堤体から約 14.5km 離れており、騒音・照明の変化を生じる要因は

ないと考えられる。 

  



7.2.10-94 

ii) 近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

球磨川は、ダム堤体等は視認できないと考えられる。また、「7.2.4 水質」に示す

とおり、工事中（試験湛水の実施を除く）、工事の実施（試験湛水の実施）における

試験湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度であり、試験湛水の短

い年も環境保全措置を実施することでダム建設前と同程度となることから、水質の変

化による近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川は、ダム堤体等は視認できないこと、存在供用時の水質の変化による快適性

の変化は小さいと考えられることから、近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

 

iii) 水質の変化 

球磨川の水質の変化については「7.2.4 水質」で示した予測結果を踏まえて、検討

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.10-49 川辺川における水質の変化の予測の流れ 

 

  

「球磨川」での主な活動目的：釣り 

球磨川の水質の変化 

「7.2.4 水質」における工事中、
存在供用時の予測結果 

「球磨川」の利用の状況、利用環境
P7.2.10-42～47 参照
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表 7.2.10-36 水質の予測結果の概要 

影響要因 予測結果の概要 

工事の実施 

(試験湛水の実施を除く) 

ダム建設中の SS は、濁水処理施設及び沈砂池により SS を

低減して河川に放流されることから、ダム建設前と同程度と

予測した。 

工事の実施 

(試験湛水の実施) 

試験湛水の際、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を貯水した

場合には、放流水が濁るとともに、沈降した SS 成分が放流

時の末期に巻き上がり SS が一時的に増加するため、試験湛

水時の SS の 大値、平均値及び環境基準値(SS25mg/L 以下)

の超過日数は、ダム直上地点及びダム下流河川の各予測地点

ともダム建設前と比べ増加すると予測した。 

土地又は工作物の存在及び

供用 

ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調節を行う

ような規模の出水では、後期放流の水位低下時に堆積した濁

質が巻き上がり、SS が一時的に増加するものの短時間であ

り、環境基準値の超過日数は同じであることから変化は小さ

いと考えられる。 

 

【工事の実施】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を除く)、工事の実施(試験

湛水の実施)の試験湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度と予測

した。試験湛水が短い年は、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を貯水した場合、SS の

環境基準値超過日数がダム下流の各予測地点ともダム建設前と比較して増加すると

予測し、環境保全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに応じた対応を

実施することとしたため、試験湛水時（環境保全措置あり）の SS の環境基準値超過

日数は、球磨川の各予測地点でダム建設前と同程度になる。また、「7.2.8 生態系」

に示すとおり、水質の変化による魚類の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、主な活動目的である主な活動目的である川下り、ラフティング、

釣り等の利用は可能であると考えられる。 

 

表 7.2.10-37 予測地点における SS の環境基準超過日数 

単位：日 

予測地点 ダム建設前 
試験湛水時 

（環境保全措置なし）

試験湛水時 

（環境保全措置あり）

人吉地点 4 21 6

西瀬橋地点 4 21 6

渡地点 4 21 5
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、球磨川本川のダム建設後の SS はダム建設前と比べ

て変化は小さいと予測した。大規模な出水時には放流水の SS が増加すると予測した

が、SS が 5,000mg/L を超える時間は 2 時間程度と短時間であり変化は小さいと予測

した。球磨川における主な活動目的である川下り、ラフティング、釣り等の利用は洪

水時には行われないと考えられることから、水質の変化は小さいと考えられる。 

 

表 7.2.10-38 予測地点における SS の環境基準値超過日数 

単位：日/年 

予測地点 ダム建設前 ダム建設後 

人吉地点 22 22 

西瀬橋地点 22 22 

渡地点 21 21 

 

v) 流況の変化 

【工事の実施】 

試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、盆地を流れる川において流況の

変化は小さく、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと

考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。また、環境保全措置以

外の事業者による取組みとして、ダム下流河川における監視とその結果への対応、環

境保全に対する教育、周知等を行うこととした。 

これらのことから、主な活動目的である川下り、ラフティング、釣り等の利用は可

能であると考えられる。 
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vi) 河床の変化 

川辺川の河床の変化については「7.2.8 生態系」で示した予測結果を踏まえて、検

討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2.10-50 球磨川における河床の変化の予測の流れ 

 

表 7.2.10-39 地域を特徴づける生態系（典型性 河川域）の予測結果の概要 

項目 予測結果の概要 

典

型

性 

河

川

域 

盆地を流れる川 ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間及びダム洪水調節

地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しない。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁

りの変化が予測したが、変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 

 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.8 生態系」に示すとおり、下流河川の河床高は、供用後 10 年間は大きな変

化はなく、100 年後においても変化は小さいと予測した。下流河川の河床構成材料は、

粒径が大きくなる傾向にあるものの、供用後も、石、礫を含む様々な粒径で構成され、

河床高及び河床構成材料の変化に伴う河床の変化は小さいと考えられる。また、環境

保全措置以外の事業者による取組みとして、ダム下流河川における監視とその結果へ

の対応、環境保全に対する教育、周知等を行うこととした。 

このことから、球磨川における主な活動目的である川下り、ラフティング、釣り等

の利用は可能であると考えられる。 

 

 

球磨川における河床の変化 

「7.2.8 生態系」における存在供用
時の予測結果 

「球磨川」の利用の状況、利用環境
（P7.2.10-42～47 参照） 

「球磨川」の活動目的：川下り、ラフティング、釣り等 



7.2.10-98 

 

 

図 7.2.10-51 ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）の場合の 

球磨川の河床高の変化と河床高の差分（10 年後） 

 

 

図 7.2.10-52 ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）の場合の 

球磨川の河床高の変化と河床高の差分（100 年後） 

 

図 7.2.10-53 球磨川における河床構成材料の粒度組成（100 年後） 
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d) まとめ 

以上のことから、球磨川は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利用性の

変化は小さい。また、快適性は維持されると考えられる。 
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図 7.2.10-54 球磨川の主な利

用箇所と工事計画及び事業計画

の重ね合わせ結果 

地点名 市町村 主な利⽤状況
球磨川① 球磨村 スポーツ
球磨川② 球磨村 散策等、スポーツ
球磨川③ ⼈吉市 スポーツ
球磨川④ ⼈吉市 散策等、スポーツ
球磨川⑤ ⼈吉市 散策等、釣り、⽔遊び
球磨川⑥ ⼈吉市 散策等、スポーツ、釣り
球磨川⑦ ⼈吉市 散策等、川下り
球磨川⑧ ⼈吉市 釣り
球磨川⑨ 錦町、相良村 釣り
球磨川⑩ 錦町 ラジコン⾶⾏機
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7.2.10.4 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」における人と自然との触れ合

いの活動の場への影響を事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避し、又は低減

するための環境保全措置として、表 7.2.10-40 に示すとおり検討した。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(1/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主 要 な 人

と 自 然 と

の 触 れ 合

い の 活 動

の場 

川辺川 ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、一部区間が改変されるもの

の改変されない区間での活動は維持されると考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、試験湛水後は河川の

状態に戻るため、川辺川における主な利用目的である釣り

等の活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常

時は河川の状態に戻るため、川辺川における主な利用目的

である釣り等の活動は維持されると考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施】 

ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入

禁止となることや試験湛水時は一定期間冠水することか

ら、その区間の利用が出来なくなるが、当該区間で行われ

る川辺川の釣りや川遊び等の活動は利用可能面積が減少し

ない区間において可能であり、試験湛水後は河川の状態に

戻るため川辺川の活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時による一時的な冠水により利用できなくなる

と考えられるが、洪水時には川辺川の利用は想定されない。

平常時は河川の状態に戻るため川辺川の利用が可能になる

ことから、川辺川の活動は維持されると考えられる。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事によ

る一般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられ

るため、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済み

であり、アクセス性の変化は小さいと考えられる。また、

洪水後の水位低下後には流木の堆積によるアクセス性の変

化が想定されるが、堆積した流木については撤去等、適切

に維持管理を行うため、アクセス性の変化は小さいと考え

られる。 

 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(2/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主 要 な 人

と 自 然 と

の 触 れ 合

い の 活 動

の場 

川辺川 ○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

堤体の工事等が行われることから、一部の利用区間にお

いて騒音の変化が生じる可能性があるが、主な利用目的で

ある釣りや水遊び等は、変化が生じない区間において行う

ことが可能であると考えられる。なお、主な活動目的であ

る釣りは昼間に実施されることから照明の変化を生じる要

因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

五木村において散策等で利用されている箇所では、生活

再建対策盛土の一部が視認され、近傍の風景が変化すると

考えられる。なお、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中

（試験湛水の実施を除く）、工事の実施（試験湛水の実施）

における試験湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建

設前と同程度であり、試験湛水の際、貯水位上昇時に洪水

に伴う濁水を貯水した場合には、SSが一時的に増加するが、

環境保全措置の実施により低減され、事後調査、環境保全

措置以外の事業者による取組みを実施することから、水質

の変化による近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

五木村において散策等で利用されている箇所では、生活

再建対策盛土の一部が視認され近傍の風景が変化すると考

えられる。なお、洪水後の水位低下後には土砂や流木の堆

積による近傍の風景の変化が想定されるが、堆積した土砂

や流木については撤去等、適切に維持管理を行うため、変

化は小さいと考えられる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を

除く)、工事の実施(試験湛水の実施)の試験湛水が中間の

年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度と予測した。

試験湛水が短い年は、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を貯

水した場合、SS の環境基準値超過日数がダム下流の各予測

地点ともダム建設前と比較して増加すると予測し、環境保

全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに応

じた対応を実施することとしたため、試験湛水時（環境保

全措置あり）の SS の環境基準値超過日数は、ダム下流の各

地点で減少すると予測した。土砂による水の濁りは、事後

調査を実施し、環境保全措置以外の事業者による取組みと

して、貯水位下降時に濁りを抑えるさらなる対応策案の検

討、ダム下流河川における監視等を行うこととした。また、

「7.2.8 生態系」に示すとおり、水質の変化による魚類の

生息環境の変化は小さいと考えられる。これらのことから、

主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると考えられ

る。 

 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目（3/18） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主 要 な 人

と 自 然 と

の 触 れ 合

い の 活 動

の場 

川辺川 【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内の SS は、

ダム建設前と比べて変化は小さいと予測した。川辺川のダ

ム下流については、ダム建設前に比べ、洪水調節を行うよ

うな規模の出水ではダム建設後の SS は増加するものの、環

境基準値の超過日数は同じで、増加は一時的であり、変化

は小さいと予測した。大規模な出水時には放流水の SS が増

加すると予測したが、SS が 5,000mg/L を超える時間は 5 時

間程度と短時間であり変化は小さいと予測した。川辺川の

主な活動目的である釣りや水遊びは洪水時には行われない

ことから、水質の変化は小さいと考えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、流況

の変化は小さく、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物

の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の

生息は維持されると考えられる。これらのことから、主な

活動目的である釣りや水遊びは可能であると考えられる。 

ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s と

しており、洪水調節を行う 600m3/s 以上の流入があると河

川水を貯水するため、下流河川の流量が減少することが想

定される。既往の実績洪水（70 年間、224 洪水）を対象と

して、供用後の流量変化（ダム地点）についてみると、頻

度の高い 600m3/s 以下の洪水については、洪水調節を実施

しないため、流水型ダムの有無による差がみられない。洪

水調節を実施する 600m3/s 以上の洪水についても、洪水調

節操作ルールを工夫したことにより、1,300m3/s 以上洪水の

頻度は低下するが、ダム地点平均年 大流量約 1,000m3/s

程度の洪水については、供用後にも大きな変化はみられな

い。ダムあり（ダム建設後）とダムなし（ダム建設前）を

比較すると河床変動高は 10 年後においても、100 年後にお

いても、同様の傾向を示していた。河床高の差分は 10 年後

においても、100 年後においても、1m 以下の差となってい

る。100 年後の河床構成材料をみると、ダムあり（ダム建

設後）とダムなし（ダム建設前）で河床の構成材料及びそ

れらの割合についても大きな違いはみられない。河床高及

び河床構成材料の変化に伴う魚類の生息環境、産卵環境、

底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられることか

ら、現況の魚類及び底生動物の生息は維持されると考えら

れる。川辺川の流水型ダムの供用後の瀬淵構造は、位置や

規模が部分的に変化する可能性があるものの残存するもの

と考えられ、生息する魚類や底生動物の生息環境は維持さ

れると考えられる。これらのことから、主な活動目的であ

る釣りや水遊びは可能であると考えられる。 

○まとめ 

川辺川は改変及び利用性の変化は小さいと考えられる。

また、工事中及び存在供用時に近傍の風景の変化が生じる

ことで快適性が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目（4/18） 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

ホタル ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、生活再建対策盛土の造成に

よりホタルの生息場所 3 箇所のうち 2 箇所が、観察場所 1

箇所が改変されると考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するためホタルの生息場所 3

箇所のうち 1 箇所の生息環境が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時

的な冠水によりホタルの生息場所 3 箇所のうち 1 箇所の生

息環境が変化すると考えられる。 

○利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節

地内の環境の変化があると予測したことから、人と自然と

の触れ合いの活動の場として利用することができなくなる

と考えられるため予測は行わない。 

○快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節

地内の環境の変化があると予測したことから、人と自然と

の触れ合いの活動の場として利用することができなくなる

と考えられるため予測は行わない。 

○まとめ 

ホタルは改変及びダム洪水調節地の環境の変化により生

息環境が変化すると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(5/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

かすみ桜 ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、かすみ桜は事業実施区域外

に位置するため、事業の実施による改変はないと考えられ

る。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

いずれもダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施

による改変はないと考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

かすみ桜は、事業実施区域外に位置しており、利用面積

の減少による変化は想定されない。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事によ

る一般車両の通行の制限や禁止等が行われないと考えら

れ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存在供

用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

かすみ桜は、ダム堤体から約 3.5km 離れており、騒音・

照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化は

ないと考えられる。なお、水質の変化による近傍の風景の

変化は主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考え

られる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

水質の変化については、主な活動目的である桜の観賞と

は関連がないと考えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

流況の変化については、主な活動目的である桜の観賞と

は関連がないと考えられる。 

ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

河床の変化については、主な活動目的である桜の観賞と

は関連がないと考えられる。 

○まとめ 

かすみ桜は事業実施区域外に位置するため改変はなく、

利用性の変化は小さいと考えられる。また、快適性は維持

されると考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(6/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主 要 な 人

と 自 然 と

の 触 れ 合

い の 活 動

の場 

椎葉谷川 ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、椎葉谷川は一部が改変され

るものの改変の程度は小さいと考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るた

め、椎葉谷川における主な利用目的である釣りの活動は維

持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常

時は河川の状態に戻るため、椎葉谷川における主な利用目

的である釣りの活動は維持されると考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施】 

ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入

禁止となることや試験湛水時は一定期間冠水することか

ら、その区間の利用が出来なくなるが、当該区間の椎葉谷

川では利用は確認できなかった。当該区間で行われる椎葉

谷川の釣りの活動は利用可能面積が減少しない区間におい

て可能であり、利用性の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、洪水時には椎葉谷川

の利用は想定されない。平常時には水位が下がり椎葉谷川

の利用が可能になることから、椎葉谷川の活動は維持され

ると考えられる。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事によ

る一般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられ

るため、アクセス性の変化による影響は小さいと考えられ

る。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済み

であり、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は、騒音の発生源であるダム堤体の工事区域か

ら約 100m の距離にあるため、騒音の変化を生じる可能性が

ある。しかし、椎葉谷川では現地調査の結果から、釣りの

利用者は確認されておらず、騒音の影響が無い区間でも釣

りを行うことは可能であり騒音の変化は小さいと考えられ

る。なお、主な活動目的である釣りは昼間に実施されるこ

とから照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(7/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

椎葉谷川 ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、工事中の水

質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はな

いと考えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜面安定対

策盛土等が視認でき近傍の風景が変化する可能性がある

が、椎葉谷川では現地調査の結果から、釣りの利用者は確

認されておらず、近傍の風景の変化が無い区間でも釣りを

行うことは可能であり近傍の風景の変化は小さいと考えら

れる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、存在供用時

の水質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因

はないと考えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜面安

定対策盛土等が視認でき近傍の風景が変化する可能性があ

るが、椎葉谷川では現地調査の結果から、釣りの利用者は

確認されておらず、近傍の風景の変化が無い区間でも釣り

を行うことは可能であり近傍の風景の変化は小さいと考え

られる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は、川辺川の支川である。川辺川においては、

「(a) 川辺川」で示したとおり、事業の実施による水質の

変化が考えられるが、主な活動目的である釣りや水遊びは

可能であると予測したことから、川辺川の支川である椎葉

谷川においても主な活動目的である釣りは可能であると考

えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと

考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の水質の変

化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと

考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の流況の変

化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと

考えられるため、川辺川の支川である椎葉谷川の河床の変

化による快適性の変化は小さいと考えられる。 

○まとめ 

椎葉谷川は一部区間が改変されるが改変の程度は小さ

い。現地調査結果から釣りの利用者が確認されておらず、

変化が生じない区間で釣りは可能であることから、利用性

の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(8/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

山口谷川 ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び事

業計画を重ね合わせた結果、山口谷川は事業実施区域外に位

置するため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施

による改変はないと考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の

減少による変化は想定されない。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事による

一般車両の通行の制限や禁止等が行われないと考えられ、一

般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存在供用時のア

クセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

山口谷川は、ダム堤体から約 600m 離れており、騒音・照明

の変化を生じる要因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は、川辺川の支川であることから、工事中及び存

在供用時の水質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせ

る要因はないと考えられる。また、山口谷川は、ダム堤体か

ら約 600m 離れており、堤体等は視認できないことから近傍の

風景の変化はないと考えられる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考

えられるため、川辺川の支川である山口谷川の水質の変化に

よる快適性の変化は小さいと考えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと考

えられるため、川辺川の支川である山口谷川の流況の変化に

よる快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(9/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

山口谷川 ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと考

えられるため、川辺川の支川である山口谷川の河床の変化に

よる快適性の変化は小さいと考えられる。 

○まとめ 

山口谷川は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利

用性の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(10/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

九州自然歩

道 

○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、九州自然歩道は事業実施区

域外に位置するため、事業の実施による改変はないと考え

られる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道はダム洪水調節地外に位置するため、事業

の実施による改変はないと考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道は、事業実施区域外に位置しており、利用

面積の減少による変化は想定されない。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事によ

る一般車両の通行の制限や禁止等が行われないと考えら

れ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存在供

用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

九州自然歩道は、付替道路から約 2.4km 離れており、騒

音・照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないと考えられ

る。また、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム下流では、

工事中の水質の変化は小さいと予測した。試験湛水期間は、

試験湛水の短い年はダム建設前と比べ SS が増加するが、試

験湛水の中間の年、長い年はダム建設前と比べ変化は小さ

いと予測した。これらのことから、ダム堤体等は視認でき

ないこと、工事中の水質の変化は一時的であることから、

近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないこと、水質

の変化は小さいことから近傍の風景の変化は小さいと考え

られる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

水質の変化は、主な活動目的である散策等と関連はない

と考えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

流況の変化は、主な活動目的である散策等とは関連がな

いと考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。  
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(11/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

九州自然歩

道 

ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

河床の変化については、主な活動目的である散策等とは

関連がないと考えられる。 

○まとめ 

九州自然歩道は事業実施区域外に位置するため改変はな

く、利用性の変化は小さいと考えられる。また、快適性は

維持されると考えられる。 

－ － 

五木源パー

ク 

○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、五木源パークは事業実施区

域内に位置するが工事による改変は受けないため、事業の

実施による改変はないと考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は冠水することにより一定期間利用できなく

なるが、試験湛水後は貯水位が低下し公園の状態に戻り、

五木源パークは遊具利用等の遊びや公園でのスポーツ等の

利用であるため活動は維持されると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、貯水位が低下し、公

園の状態に戻るため、五木源パークは遊具利用等の遊びや

公園でのスポーツ等の利用であり活動は維持されると考え

られる。 

○利用性の変化 

【工事の実施】 

五木源パークは、試験湛水時に一定期間冠水することで

土砂の堆積等の変化で遊具が利用できなくなると考えられ

る。遊具利用による遊びが主な利用目的であることから、

利用性が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時

的に冠水することで土砂の堆積等の変化で遊具が利用でき

なくなると考えられる。遊具利用による遊びが主な利用目

的であることから、利用性が変化すると考えられる。 

○快適性の変化 

快適性の変化については、利用性が変化すると考えられ

ることから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用

することができなくなると考えられるため予測は行わな

い。 

○まとめ 

五木源パークは試験湛水による一定期間の冠水、洪水調

節による一時的な冠水によって土砂の堆積等の変化で利用

できなくなると考えられるため、利用性が変化すると考え

られる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(12/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

渓流ヴィラ 

ITSUKI 

○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、生活再建対策盛土の造成の

工事及び存在により渓流ヴィラ ITSUKI の施設の一部は改

変されると考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するため宿泊施設等が利用で

きなくなると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時

的な冠水により施設が利用できなくなると考えられる。 

○利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期

間を踏まえた改変による変化があると考えられることか

ら、人と自然との触れ合いの活動の場として利用すること

ができなくなると考えられるため予測は行わない。 

○快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期

間を踏まえた改変による変化があると考えられることか

ら、人と自然との触れ合いの活動の場として利用すること

ができなくなると考えられるため予測は行わない。 

○まとめ 

渓流ヴィラ ITSUKI は生活再建対策盛土の工事による改

変及び試験湛水による一定期間の冠水、洪水調節による一

時的な冠水によって利用ができなくなると考えられる。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(13/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

カヤック ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、カヤックは事業実施区域内

に位置するが工事による改変は受けないため、事業の実施

による改変はないと考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施】 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るた

め、カヤックでの水面利用は可能であり活動は維持される

と考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節時は一時的に冠水するが、河川の状態に戻るた

め、カヤックでの水面利用は可能であり活動は維持される

と考えられる。 

○利用性の変化 

【工事の実施】 

カヤックは、試験湛水時に一定期間冠水することで土砂

の堆積等の変化でカヤックが利用できなくなると考えられ

る。カヤックによる水面利用が主な利用目的であることか

ら、利用性が変化すると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時

的に冠水することによる土砂の堆積等の変化でカヤックが

利用できなくなると考えられる。カヤックによる水面利用

が主な利用目的であることから、利用性が変化すると考え

られる。 

○快適性の変化 

快適性の変化については、利用性の変化によりカヤック

による水面利用ができなくなると考えられることから、人

と自然との触れ合いの活動の場として利用することができ

なくなると考えられるため予測は行わない。 

〇まとめ 

カヤックは試験湛水による一定期間の冠水、洪水調節に

よる一時的な冠水によって土砂の堆積等の変化で利用でき

なくなると考えられるため、利用性が変化すると考えられ

る。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(14/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

上園のホタ

ル 

○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、上園のホタルは事業実施区

域外に位置するため、事業の実施による改変はないと考え

られる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルはダム洪水調節地外に位置するため、事業

の実施による改変はないと考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは、事業実施区域外に位置しており、利用

面積の減少による影響は想定されない。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は工事によ

る一般車両の通行の制限や禁止等が行われないと考えら

れ、一般国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存在供

用時のアクセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

上園のホタルは、ダム堤体から約 9.4km 離れており、騒

音・照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

近傍の風景の変化については、川辺川の支川であること

から、工事中及び存在供用時の水質の変化によって近傍の

風景の変化を生じさせる要因はないと考えられる。また、

ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はな

いと考えられる。 

ⅲ)水質の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川におい

ては、「(a) 川辺川」で示したとおり、川辺川の水質の変

化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位置する上

園のホタルの水質の変化による快適性の変化は小さいと考

えられる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川におい

ては、「(a) 川辺川」で示したとおり、川辺川の流況の変

化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位置する上

園のホタルの流況の変化による快適性の変化は小さいと考

えられる。 

 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(15/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

上園のホタ

ル 

ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川におい

ては、「(a) 川辺川」で示したとおり、川辺川の河床の変

化は小さいと考えられるため、川辺川の支川に位置する上

園のホタルの河床の変化による快適性の変化は小さいと考

えられる。 

〇まとめ 

上園のホタルは事業実施区域外に位置するため改変はな

く、利用性の変化及び快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(16/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

球磨川 ○改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場と工事計画及び

事業計画を重ね合わせた結果、球磨川は事業実施区域外に

位置するため、事業の実施による改変はないと考えられる。 

○冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施

による改変はないと考えられる。 

○利用性の変化 

ⅰ)利用面積の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の

減少による変化は想定されない。 

ⅱ)アクセス性の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川への主なアクセスルートとなる一般国道 219 号及

び一般国道 445 号等は工事による一般車両の通行の制限や

禁止等が行われないと考えられ、一般国道 219 号及び一般

国道 445 号は整備済みのため、工事中及び存在供用時のア

クセス性の変化は小さいと考えられる。 

○快適性の変化 

ⅰ)騒音・照明の変化 

【工事の実施】 

球磨川は、ダム堤体から約 14.5km 離れており、騒音・照

明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

ⅱ)近傍の風景の変化 

【工事の実施】 

球磨川は、ダム堤体等は視認できないと考えられる。ま

た、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中（試験湛水の実

施を除く）、工事の実施（試験湛水の実施）における試験

湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度

であり、試験湛水の短い年も環境保全措置を実施すること

でダム建設前と同程度となることから、水質の変化による

近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

球磨川は、ダム堤体等は視認できないこと、存在供用時

の水質の変化による快適性の変化は小さいと考えられるこ

とから、近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(17/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

球磨川 ⅲ)水質の変化 

【工事の実施】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を

除く)、工事の実施(試験湛水の実施)の試験湛水が中間の

年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度と予測した。

試験湛水が短い年は、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を貯

水した場合、SS の環境基準値超過日数がダム下流の各予測

地点ともダム建設前と比較して増加すると予測し、環境保

全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに応

じた対応を実施することとしたため、試験湛水時（環境保

全措置あり）の SS の環境基準値超過日数は、球磨川の各予

測地点でダム建設前と同程度になる。また、「7.2.8 生態

系」に示すとおり、水質の変化による魚類の生息環境の変

化は小さいと考えられる。 

これらのことから、主な活動目的である主な活動目的で

ある川下り、ラフティング、釣り等の利用は可能であると

考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.4 水質」に示すとおり、球磨川本川のダム建設後

の SS はダム建設前と比べて変化は小さいと予測した。大規

模な出水時には放流水の SS が増加すると予測したが、SS

が 5,000mg/L を超える時間は 2 時間程度と短時間であり変

化は小さいと予測した。球磨川における主な活動目的であ

る川下り、ラフティング、釣り等の利用は洪水時には行わ

れないと考えられることから、水質の変化は小さいと考え

られる。 

ⅳ)流況の変化 

【工事の実施】 

試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、盆地

を流れる川において流況の変化は小さく、魚類の生息環境

及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考え

られ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。

また、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、ダ

ム下流河川における監視とその結果への対応、環境保全に

対する教育、周知等を行うこととした。 

これらのことから、主な活動目的である川下り、ラフテ

ィング、釣り等の利用は可能であると考えられる。 

 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 7.2.10-40 環境保全措置の検討項目(18/18) 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検

討 

工事の 

実施 

土地又は

工作物の

存在及び

供用 

主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

球磨川 ⅴ)河床の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

「7.2.8 生態系」に示すとおり、下流河川の河床高は、

供用後 10 年間は大きな変化はなく、100 年後においても変

化は小さいと予測した。下流河川の河床構成材料は、粒径

が大きくなる傾向にあるものの、供用後も、石、礫を含む

様々な粒径で構成され、河床高及び河床構成材料の変化に

伴う河床の変化は小さいと考えられる。また、環境保全措

置以外の事業者による取組みとして、ダム下流河川におけ

る監視とその結果への対応、環境保全に対する教育、周知

等を行うこととした。 

このことから、球磨川における主な活動目的である川下

り、ラフティング、釣り等の利用は可能であると考えられ

る。 

○まとめ 

球磨川は事業実施区域外に位置するため改変はなく、利

用性の変化は小さいと考えられる。また、快適性は維持さ

れると考えられる。 

－ － 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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(2) 工事の実施における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

ホタル、渓流ヴィラ ITSUKI の改変への影響、五木源パーク、カヤックの利用

性の変化への影響、川辺川の快適性の変化への影響に対する環境保全措置につい

て、表 7.2.10-41 に示す。 

 

表 7.2.10-41 工事の実施における環境保全措置の検討の内容 

No. 環境保全措置 環境保全措置の方針 検討した環境保全措置の内容 

1 

ホタル生息環境の整備 人と自然との触れ合い

の活動の場の改変の回

避、低減 

改変される生息場について、

ホタルの生息環境を把握し、関

係者と協議した上で、同様の環

境を整備する。 

2 

施設の移設等 人と自然との触れ合い

の活動の場の改変の回

避、低減 

改変される施設について、関

係者と協議した上で施設移設等

を行う。 

3 

五木源パークの施設の維持管理

の実施 

人と自然との触れ合い

の活動の場の利用性の

変化の回避又は低減す

る。 

利用性が変化する施設につい

て、関係者と協議した上で、試

験湛水後に施設の維持管理を実

施する。 

4 

カヤックの利用環境の維持管理

の実施 

人と自然との触れ合い

の活動の場の利用性の

変化の回避又は低減す

る。 

関係者と協議した上で、試験

湛水後のカヤックの利用環境に

ついて維持管理を実施する。 

5 

生活再建対策盛土の法面等の緑

化 

人と自然との触れ合い

の活動の場の快適性の

変化の低減 

生活再建対策盛土等の法面を

緑化する。 

 

検討を行ったところ、「ホタル生息環境の整備」、「施設の移設等」、「五木

源パークの施設の維持管理の実施」、「カヤックの利用環境の維持管理の実施」

及び「生活再建対策盛土の法面等の緑化」を環境保全措置とする。環境保全措置

の検討結果を表 7.2.10-42 に示す。 
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表 7.2.10-42 工事の実施における環境保全措置の検討結果（1/5） 

項目 内容 
主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

ホタル 

環境影響 生活再建対策盛土の工事によりホタルの生息場の一部が改変される

と考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 ホタルの生息環境の整備 

環境保全措置の実施

の内容 
改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係者と

協議した上で、同様の環境を整備する。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、生息環境を整備することにより、改変によ

る影響を回避する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施す

る。 

 

表 7.2.10-42 工事の実施における環境保全措置の検討結果（2/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

渓流ヴィラ ITSUKI 

環境影響 生活再建対策盛土により渓流ヴィラ ITSUKIの施設の一部が改変され

ると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 改変される施設の移設等 

環境保全措置の実施

の内容 
改変される施設について、関係者と協議した上で施設移設等を行う。

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設を整備することにより、改変による影

響を回避する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施す

る。 

 

表 7.2.10-42 工事の実施における環境保全措置の検討結果（3/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

五木源パーク 

環境影響 試験湛水時の一定期間の冠水による土砂の堆積等により利用できな

くなり、利用性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低減す

る。 

環境保全措置案 五木源パークの施設の維持管理の実施 

環境保全措置の実施

の内容 
利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で、試験湛水

後に施設の維持管理を実施する。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設の維持管理を実施することにより、利

用性の変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 利用性の変化による影響の低減が見込まれるため、本環境保全措置

を実施する。 



7.2.10-122 

 

表 7.2.10-42 工事の実施における環境保全措置の検討結果（4/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

カヤック 

環境影響 試験湛水時の一定期間の冠水による土砂の堆積等により利用できな

くなり、利用性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低減す

る。 
環境保全措置案 カヤックの利用環境の維持管理の実施 

環境保全措置の実施

の内容 
関係者と協議した上で、試験湛水後のカヤックの利用環境について

維持管理を実施する。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、利用環境の維持管理を実施することにより、

利用性の変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 利用性の変化による影響の低減が見込まれるため、本環境保全措置

を実施する。 

 

表 7.2.10-42 工事の実施における環境保全措置の検討結果（5/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 
川辺川 

環境影響 
生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景の変化が生じる

ことで快適性が変化すると考えられる。 

環境保全措置の方針 
人と自然との触れ合いの活動の場の快適性の変化を低減

する。 

環境保全措置案 生活再建対策盛土の法面等の緑化 

環境保全措置の実施の内容 生活再建対策盛土の法面等を緑化する。 

環境保全措置の効果 

生活再建対策盛土の法面等の植生を回復させ、緑化するこ

とで、人と自然との触れ合いの活動の場の快適性の変化の低

減する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 

生活再建対策盛土の法面等の緑化により人と自然との触

れ合いの活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待で

きることから、本環境保全措置を実施する。 

 

 

2) 検討結果の検証 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場については、環境保全措置案の検討を

踏まえ、生息環境の整備、施設の移設等を行うことにより、事業者により実行可

能な範囲内でできる限り回避又は低減されていると考えられる。 

 

3) 検討結果の整理 

主要な人と自然の触れ合いの活動の場に対する環境保全措置の検討結果の整

理を表 7.2.10-43 に示す。  



7.2.10-123 

 

表 7.2.10-43 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理（1/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

ホタル 

環境影響 生活再建対策盛土によりホタルの生息場の一部が改変されると

考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係者

と協議した上で、同様の環境を整備する等の環境保全措置を実施す

る。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、同様の生息場の環境の整備をする。 

その他 実施期間 生活再建対策盛土の工事実施前 

実施範囲 ホタルの観察地点付近 

 

実施条件 工事の進捗状況とホタルの観察時期(5 月～6 月)を踏まえて適切

に実施する。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

特になし。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、生息環境を整備することにより、改変に

よる変化を回避する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

現在のホタルの生息環境は、整備された環境であることから、同

様の方法で整備は可能であり、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、ホタルの生息環境を把握し、同様の環境

を整備することにより、改変による変化を回避する効果が期待でき

る。 
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表 7.2.10-43 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理（2/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

渓流ヴィラ ITSUKI 

環境影響 生活再建対策盛土により渓流ヴィラ ITSUKI の施設の一部が改変

されると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 改変される施設について、関係者と協議した上で、施設移設等の

環境保全措置を実施する。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、施設の移設等を行う。 

その他 実施期間 生活再建対策盛土の工事実施前 

実施範囲 渓流ヴィラ ITSUKI 

実施条件 工事進捗状況に応じて適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

特になし。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設の移設をすることにより、改変によ

る変化を回避する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

施設の移設等は一般的な工事であり、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、施設の移設をすることにより、改変によ

る変化を回避する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-43 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理（3/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

五木源パーク 

環境影響 試験湛水時の一定期間の冠水による土砂の堆積等により利用でき

なくなり、利用性が変化すると考えられる。

環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化の回避又は低減

する。

環境保全措置案 利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で、試験湛

水後に施設の維持管理を実施する。

環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、施設の維持管理を行う。 

その他 実施期間 試験湛水直後 

実施範囲 五木源パーク 

実施条件 試験湛水直後の状況に応じて適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

試験湛水後には河川の状態に戻るため、環境保全措置実施後には

五木源パークの利用が可能となる。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設の維持管理をすることにより、利用

性の変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

施設の維持管理は一般的な作業であり、不確実性はない。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、施設の維持管理をすることにより、利用

性の変化を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-43 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理（4/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

カヤック 

環境影響 試験湛水時の一定期間の冠水による土砂の堆積等により利用でき

なくなり、利用性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化の回避又は低減

する。 
環境保全措置案 関係者と協議した上で、試験湛水後にカヤックの利用環境につい

て維持管理を実施する。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、利用環境の維持管理を行う。 

その他 実施期間 試験湛水直後 

実施範囲 カヤック 

実施条件 試験湛水直後の状況に応じて適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

試験湛水後には河川の状態に戻るため、環境保全措置実施後には

カヤックの利用が可能となる。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、利用環境の維持管理をすることにより、

利用性の変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

利用環境の維持管理は一般的な作業であり、不確実性はない。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、利用環境の維持管理をすることにより、

利用性の変化を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-43 工事の実施における環境保全措置の検討結果の整理（5/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

川辺川 

環境影響 生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景の変化が生じることで

快適性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の快適性の変化を低減する。 
環境保全措置案 生活再建対策盛土の法面等の緑化 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 生活再建対策盛土の法面等を緑化する。 

その他 実施期間 生活再建対策盛土の工事実施後 

実施範囲 生活再建盛土 

実施条件 生活再建対策盛土の工事実施後の状況に応じて適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

土地又は工作物の存在及び供用による近傍の風景の変化が緩和さ

れる。 

環境保全措置の効果 法面等の植生を回復させ、緑化することで、人と自然との触れ合

いの活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

既往のダム事業においても実施されており、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

生活再建対策盛土の法面等の緑化により人と自然との触れ合いの

活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できる。 
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(3) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討 

ホタル、渓流ヴィラ ITSUKI の改変への影響、五木源パーク、カヤックの利用

性の変化への影響、川辺川の快適性の変化への影響に対する環境保全措置につい

て、表 7.2.10-44 に示す。 

 

表 7.2.10-44 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討の内容 

No. 環境保全措置 環境保全措置の方針 検討した環境保全措置の内容 

1 

ホタル生息環境の整備 人と自然との触れ合いの

活動の場の改変を回避又

は低減する。 

改変される生息場について、

ホタルの生息環境を把握し、関

係者と協議した上で、同様の環

境を整備する。 

2 

施設の移設等 人と自然との触れ合いの

活動の場の改変を回避又

は低減する。 

改変される施設について、関

係者と協議した上で施設移設等

を行う。 

3 

五木源パークの施設の維持管

理の実施 

人と自然との触れ合いの

活動の場の利用性の変化

を回避又は低減する。 

利用性が変化する施設につい

て、関係者と協議した上で、洪

水調節後に施設の維持管理を実

施する。 

4 

カヤックの利用環境の維持管

理の実施 

人と自然との触れ合いの

活動の場の利用性の変化

を回避又は低減する。 

関係者と協議した上で、洪水

調節後のカヤックの利用環境に

ついて維持管理を実施する。 

5 

生活再建対策盛土の法面等の

緑化 

人と自然との触れ合いの

活動の場の快適性の変化

を低減する。 

生活再建対策盛土の法面等を

緑化する。 

 

検討を行ったところ、「ホタル生息環境の整備」、「施設の移設等」、「五木源パークの施設の

維持管理の実施」、「カヤックの利用環境の維持管理の実施」、「生活再建対策盛土の法面等の

緑化」を環境保全措置とする。環境保全措置の検討結果を表 7.2.10-45 に示す。 
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表 7.2.10-45 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果（1/5） 

項目 内容 
主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

ホタル 

環境影響 洪水調節により一時的に利用できなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 ホタル生息環境の整備 

環境保全措置の実施

の内容 
改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係者

と協議した上で、同様の環境を整備する等の環境保全措置を実施す

る。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で生息環境を整備することにより、改変によ

る変化を回避する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施

する。 

 

表 7.2.10-45 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果（2/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

渓流ヴィラ ITSUKI 

環境影響 洪水調節により一時的に利用できなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 施設の移設等 

環境保全措置の実施

の内容 
改変される施設について、関係者と協議した上で施設移設等を行

う。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で施設を移設することにより、改変による変

化を回避する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施

する。 

 

表 7.2.10-45 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果（3/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

五木源パーク 

環境影響 洪水調節の一時的な冠水による土砂や流木の堆積等により利用

できなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低

減する。 
環境保全措置案 五木源パークの施設の維持管理の実施 

環境保全措置の実施

の内容 
利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で洪水調節

後に施設の維持管理を行う。 
環境保全措置の効果 関係者と協議した上で施設を維持管理することにより、利用性の

変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施

する。 
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表 7.2.10-45 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果（4/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

カヤック 

環境影響 洪水調節の一時的な冠水による土砂や流木の堆積等により利用で

きなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低減

する。 
環境保全措置案 カヤックの利用環境の維持管理の実施 

環境保全措置の実施

の内容 
関係者と協議した上で洪水調節後に利用環境の維持管理を行う。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で利用環境を維持管理することにより、利用

性の変化を回避又は低減する効果が見込まれる。 
環境保全措置の実施 改変による影響の回避が見込まれるため、本環境保全措置を実施

する。 

 

表 7.2.10-45 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果（5/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

川辺川 

環境影響 生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景の変化が生じることで

快適性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の快適性の変化を低減する。 
環境保全措置案 生活再建対策盛土の法面等の緑化 

環境保全措置の実施

の内容 
生活再建対策盛土の法面等を緑化する。 

環境保全措置の効果 法面等の植生を回復させ、緑化することで、人と自然との触れ合

いの活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できる。 
環境保全措置の実施 生活再建対策盛土の法面等の緑化により人と自然との触れ合いの

活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できることから、本

環境保全措置を実施する。 

 

2) 検討結果の検証 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場については、環境保全措置案の検討を

踏まえ、生息環境の整備、施設の移転等を行うことにより、事業者により実行可

能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されていると考えられる。 

 

3) 検討結果の整理 

主要な人と自然の触れ合いの活動の場に対する環境保全措置の検討結果の整

理を表 7.2.10-46 に示す。 
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表 7.2.10-46 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理（1/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

ホタル 

環境影響 洪水調節により一時的に利用できなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係者

と協議した上で、同様の環境を整備する等の環境保全措置を実施す

る。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、同様の生息場の環境の整備をする。 

その他 実施期間 供用前 

実施範囲 ホタルの観察地点付近 

実施条件 ダム供用前に適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

土地又は工作物の存在及び供用において人と自然との触れ合いの

活動の場の利用性が維持される。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、関係者と協議した上で、生息環境を整備

することにより、改変による変化を回避する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

現在のホタルの生息環境は、整備された環境であることから、同

様の方法で整備は可能であり、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、ホタルの生息環境を把握し、同様の環境

を整備することにより、改変による影響を回避する効果が期待でき

る。 
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表 7.2.10-46 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理（2/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

渓流ヴィラ ITSUKI 

環境影響 洪水調節により一時的に利用できなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の改変を回避又は低減する。 
環境保全措置案 改変される施設について、関係者と協議した上で、施設移設等の

環境保全措置を行う。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、施設の移設等を行う。 

その他 実施期間 工事期間中 

実施範囲 渓流ヴィラ ITSUKI 

実施条件 ダム供用前に適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

土地又は工作物の存在及び供用において人と自然との触れ合いの

活動の場が利用できるようになる。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設を整備することにより、改変による

変化を回避する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

施設の移設等は一般的な工事であり、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、施設の移設をすることにより、改変によ

る影響を回避する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-46 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理（3/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

五木源パーク 

環境影響 洪水調節の一時的な冠水による土砂や流木の堆積等により利用で

きなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低減

する。 
環境保全措置案 利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で、洪水調

節後に施設の維持管理を実施する。 

環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、施設の維持管理を行う。 

その他 実施期間 洪水調節直後 

実施範囲 五木源パーク 

実施条件 洪水調節後に適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

洪水調節後には河川の状態に戻るため、環境保全措置実施後には

五木源パークの利用が可能となる。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、施設の維持管理をすることにより、利用

性の変化を低減する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

施設の維持管理は一般的な作業であり、不確実性はない。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、施設の維持管理をすることにより、利用

性による変化を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-46 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理（4/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

カヤック 

環境影響 洪水調節の一時的な冠水による土砂や流木の堆積等により利用で

きなくなると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の利用性の変化を回避又は低減

する。 
環境保全措置案 関係者と協議した上で、洪水調節後にカヤックの利用環境の維持

管理を実施する。 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 関係者と協議した上で、利用環境の維持管理を行う。 

その他 実施期間 洪水調節後 

実施範囲 カヤック 

実施条件 洪水調節後に適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

洪水調節後には河川の状態に戻るため、環境保全措置実施後には

カヤックの利用が可能となる。 

環境保全措置の効果 関係者と協議した上で、利用環境の維持管理を実施することによ

り、利用性の変化を低減する効果が見込まれる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

利用環境の維持管理は一般的な作業であり、不確実性はない。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

関係者と協議した上で、利用環境の維持管理をすることにより、

利用性による変化を低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.10-46 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理（5/5） 

項目 内容 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

川辺川 

環境影響 生活再建対策盛土が視認され、近傍の風景の変化が生じることで

快適性が変化すると考えられる。 
環境保全措置の方針 人と自然との触れ合いの活動の場の快適性の変化を低減する。 
環境保全措置案 生活再建対策盛土の法面等の緑化 
環境保

全措置

の実施

の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 生活再建対策盛土の法面等を緑化する。 

その他 実施期間 生活再建対策盛土の工事実施後 

実施範囲 生活再建盛土 

実施条件 生活再建対策盛土の工事実施後の状況に応じて適切に行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 

土地又は工作物の存在及び供用による近傍の風景の変化が緩和さ

れる。 

環境保全措置の効果 法面等の植生を回復させ、緑化することで、人と自然との触れ合

いの活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

既往のダム事業においても実施されており、不確実性は小さい。 

環境保全措置の実施に伴い

生ずるおそれがある環境へ

の影響 

他の環境要素への影響は想定されない。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

生活再建対策盛土の法面等の緑化により人と自然との触れ合いの

活動の場の快適性の変化の低減する効果が期待できる。 
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4) 検討結果の検証 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場については、環境保全措置案の検討を

踏まえ、ホタル生息環境の整備、施設の移設等、五木源パークの施設の維持管理

の実施、カヤックの利用環境の維持管理の実施、生活再建対策盛土の法面等の緑

化を行うことにより、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減

されていると考えられる。 

 

(4) 環境保全措置以外の事業者による取組み 

人と自然との触れ合いの活動の場に対して、環境保全措置以外の事業者による

取組みは以下のとおりである。 

 

1) 平場造成に係る配置や形状の関係機関との協議、検討 

ダム洪水調節地内の施設やその利用状況、及び運用後の自然環境や風景を鑑み、

平場造成に係る配置や形状を、関係機関や地域と協議し検討を進め、必要な対応

を実施する。 

 

2) 快適性が維持できる環境の整備 

試験湛水後、洪水調節後には河川の状態に戻るため、五木源パーク、カヤック

は環境保全措置実施後に利用可能となる。利用が可能となった五木源パーク、カ

ヤックでは、生活再建対策盛土の工事中の騒音、試験湛水時の植生の変化による

近傍の風景の変化に配慮し、快適性が維持される環境を関係自治体と協議した上

で整備する。 

 

3) 森林伐採に対する配慮 

必要以上の伐採は行わない、伐採は計画的、段階的に行う。 

 

4) ダム洪水調節地の植生の回復 

植生の状況を把握し、必要に応じて植栽等を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響

の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適切な措置を

講ずる。 
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7.2.10.5 事後調査 

事後調査は、「予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる

場合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の実施中及び

土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なものにする必要

があると認められる場合」、及び「代償措置について、効果の不確実性の程度及び知見の

充実の程度を勘案して事後調査が必要であると認められる場合」において、環境影響の程

度が著しいものとなるおそれがあるときは、対象ダム事業に係る工事の実施中及び土地又

は工作物の供用開始後において環境の状況を把握するために行う。 

人と自然との触れ合いの活動の場に係る事後調査は、ホタル生息環境の整備、施設の移

転等、五木源パークの施設の維持管理の実施、カヤックの利用環境の維持管理の実施、生

活再建対策盛土の法面等の緑化を行うことにより「工事の実施」における環境影響の程度

が著しいものとなるおそれがない、並びに、ホタル生息環境の整備、施設の移転等、五木

源パークの施設の維持管理の実施、カヤックの利用環境の維持管理の実施、生活再建対策

盛土の法面等の緑化を行うことにより「土地又は工作物の存在及び供用」における環境影

響の程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、実施しない。 

 

7.2.10.6 評価の結果 

(1) 評価の手法 

1) 回避又は低減の視点 

人と自然との触れ合いの活動の場については、人と自然との触れ合いの活動の

場に係る工事の実施及び土地又は工作物の存在及び供用による環境影響に関し、

ホタル生息環境の整備、施設の移転等、試験湛水後の施設の維持管理の実施、試

験湛水後の利用環境の維持管理の実施、洪水調節後の施設の維持管理の実施、洪

水調節後の利用環境の維持管理の実施、生活再建対策盛土の法面等の緑化により、

事業者の実施可能な範囲内でできる限り回避又は低減されており、必要に応じそ

の他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされるかどうかについ

て事業者の見解を明らかにすることにより行った。 

 

(2) 評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

人と自然との触れ合いの活動の場については、人と自然との触れ合いの活動の

場及び主要な人と自然との触れ合いの活動の場について調査し、予測を実施した。

その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、改変の程度、利用性の変化及び

快適性の変化を回避又は低減することとした。 

これにより、人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響が事業者により

実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されていると判断する。 
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【引用・参考文献】 

1) ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月 

ダム水源地環境整備センター) 

2)五木村観光情報センターアウトドア(https://itsuki-kanko.com/) 

3) 球磨川釣ガイドマップ（球磨川漁業協同組合）(http://kumagawa.or.jp 

/fishingmap.html) 

4) 五木村観光情報( https://www.vill.itsuki.lg.jp/kankou/kiji0031087/index.html ) 

5) 相良村さがら観光マップ(https://www.vill.sagara.lg.jp/assets/pdf/sagara_ 

_pamphlet.pdf) 

6) 九州自然歩道フォーラム熊本県のルート(https://kntf.jp/maps/kumamoto/) 

7)熊本県公式観光サイトもっと、もーっと、くまもっと。(https://kumamoto.guide/ 

spots/detail/19002) 

8)人吉球磨ガイド(上園のホタル)(https://hitoyoshikuma-guide.com/2019/02/24/ 

uensonno-hotaru/) 

9) 球磨川くだり(https://www.kumagawa.co.jp/kumagawa/) 
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[環境への負荷の量の程度] 

7.2.11  廃棄物等(建設工事に伴う副産物) 

7.2.11.1  環境影響評価の手順 

廃棄物等(建設工事に伴う副産物)に係る環境影響評価の手順を図 7.2.11-1 に示す。 

廃棄物等の環境影響評価にあたっては、「2.4.5 事業の工事計画の概要」等に示した事

業特性を踏まえて、文献その他の資料により地域の社会的状況(土地利用、 終処分場、

再資源化施設の状況等)を把握した。これらを整理した内容に基づくとともに、知事意見

等を踏まえ、予測及び評価の手法を選定した。 

本項においては、「工事の実施」に伴う副産物の種類ごとの発生及び処分の状況に関す

る予測を行った。予測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合には、その内容を検

討し、環境影響の回避又は低減の視点から評価を行った。 

なお、建設工事に伴う副産物については、事業特性及び地域特性の把握により、予測及

び評価に必要な情報が得られたことから、調査については実施していない。 
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資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月)1*1 

をもとに作成 

図 7.2.11-1 廃棄物等の環境影響評価の手順 

 

 
*1 :該当する引用・参考文献の番号を示し、項末に一覧を示す。 

 
・ダム事業の種類 

・ダム事業実施区域の位置 

・ダム事業の規模及び総貯水容量 

・ダム事業に係るダムの堤体の規模及び型式並びにダムの供用に関する事項 

・ダム事業の工事計画の概要 等 

第 2 章 事業特性の目的及び内容 

 
〔文献その他の資料調査・聴取・概査〕 

・社会的状況(土地利用、 終処分場、再資源化施設の状況等) 

 
「土地又は工作物の存在及び供用」につ

いて、以下のものを予測する。 

○建設工事に伴う副産物の種類毎の

発生及び処分の状況 

 

予 測 

○環境保全措置の検討と検証 

・検討順 

回避又は低減→代償措置 

・複数案の比較検討、より良い技術の

活用、他 

○検討結果の整理 

・実施主体、方法、内容 

・効果及びその不確実性の程度 

・実施に伴い生ずるおそれのある環境

への影響 

〇環境保全措置以外の事業者による取組み 

○事後調査の検討 

・理由、項目及び手法 

・環境影響が著しいことが明らかと

なった場合の対応の方針 

・公表の方法 

環境保全措置等

第 7 章 

第 3 章 事業実施区域及びその周囲の概況 

第 6 章 事業に係る環境影響評価項目並びに 

調査、予測及び評価の手法 

 
・事業者により実行可能な範囲内で環境影響ができる限り回避又は低減されているか。 

評 価 

 

○工事中から工事完了以降に実施した以下の内容について公表する。 

・環境省令で定める環境保全の効果が不確実な措置等 

・回復することが困難であって保全が特に必要と認められる環境が周囲に存在する場合に講じ 

た措置であって効果が確実でないもの 

・事後調査 

・事後調査により判明した環境の状況に応じて講じた環境保全措置 

報 告 書 

第 5 章 環境影響評価方法

レポートについての意見と

事業者の見解 
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7.2.11.2  予測の結果 

(1)  予測の手法 

予測の対象とする影響要因は表 7.2.11-1 に示すとおりであり影響要因を「ダムの

堤体の工事」、「原石の採取の工事」、「施工設備及び工事用道路の設置の工事」、

「建設発生土の処理の工事」及び「道路の付替の工事」とし、環境影響の内容は建設

工事に伴う副産物の種類ごとの発生及び処分状況とした。 

 

表 7.2.11-1 予測対象とする影響要因 

 

影響要因 

 

予測対象 

工事の実施 

・ダムの堤体の工事 

・原石の採取の工事 

・施工設備及び工事用道路の設置の工事 

・建設発生土の処理の工事 

・道路の付替の工事 

建設工事に伴う副産物の種類ごと

の発生及び処分の状況 
● 

 

1)  予測の基本的な手法 

工事の計画から建設副産物(建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンク

リート塊、脱水ケーキ*2、及び伐採木)ごとの発生及び処分の状況を把握した。 

 

2)  予測地域 

予測地域は、図 7.2.11-2 に示す事業実施区域とした。 

 

3)  予測対象時期等 

予測対象時期は、工事期間とした。 

 

  

 
*2 ：汚泥を脱水した後に残った固形の物質。ダム事業では、ダムの堤体の工事及び骨材製造の濁水処理施設

から発生する。 
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(2)  予測の結果 

1)  建設発生土 

建設発生土の発生及び処分の状況は、工事の計画より表 7.2.11-2 に示すとおりで

あり、工事に伴う建設発生土の発生量は、事業実施区域内に計画された建設発生土処

理場の計画容量を超えない。また、堤体の工事で発生する掘削土の一部は洪水調節地

内盛土等ですべて再利用する計画である。 

以上より、建設発生土は事業実施区域内で十分に処理可能であると予測した。 

 

表 7.2.11-2 建設発生土の発生状況 

単位：千 m3 

工事の内容 工事の種類 建設発生土 
建設発生土の処理の 

計画容量 

ダムの堤体の工事 ダム本体掘削 約 900 

洪水調節地内盛土等 

約 1,900 

原石山 約 100 

地すべり対策工 嶽野河道切替 約 390 

藤田下流 約 20 

藤田河道切替 約 10 

野々脇河道切替 約 350 

平場造成 
頭地河道切替 0 

高野河道切替 約 130 

合計 約 1,900 

 

2)  コンクリート塊 

コンクリート塊の発生及び処分の状況は、工事の計画より表 7.2.11-3 に示すとお

りであり、施工設備の基礎コンクリートの撤去により、コンクリート塊が約 10,100m3

発生すると予測した。 

 

表 7.2.11-3 コンクリート塊の発生及び処分の状況 

単位：m3 

区分 発生量 処分量 

建設工事で発生するコンクリート塊 約 10,100 約 10,100 

合計 約 10,100 約 10,100 
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図 7.2.11-2  

予測地域及び対象とする工事 

の位置 
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3)  アスファルト・コンクリート塊 

アスファルト・コンクリート塊の発生及び処分の状況は、工事の計画より表 7.2.1

1-4 に示すとおりであり、アスファルト舗装の撤去によりアスファルト・コンクリー

ト塊は約 4,300m3発生すると予測した。 

 

表 7.2.11-4 アスファルト・コンクリート塊の発生及び処分の状況 

単位：m3 

区分 発生量 処分量 

アスファルト舗装の撤去によるア

スファルト・コンクリート塊 
約 4,300 約 4,300 

 

4)  脱水ケーキ 

脱水ケーキの発生及び処分の状況は、工事の計画より表 7.2.11-5 に示すとおりで

あり、堤体の工事における濁水を処理する濁水処理施設から約 27,300m3 発生すると予

測した。 

 

表 7.2.11-5 脱水ケーキの発生状況及び処分の状況 

単位：m3 

工事の内容 工事の種類 発生量 処分量 

ダムの堤体の工事 堤体 約 7,800 約 7,800 

骨材プラント 約 19,500 約 19,500 

合計 約 27,300 約 27,300 

 

5)  伐採木 

伐採木は、ダムの堤体の工事において樹木を伐採することに伴って発生する。 

ダムの堤体の工事による樹木の伐採によって表 7.2.11-6 に示すとおり、約 97,200

m3の伐採木が発生すると予測した。 

 

表 7.2.11-6 伐採木の発生量 

単位：m3 

工事の内容 工事の種類 伐採木発生量 

ダムの堤体の工事 樹木の伐採 約 97,200 
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7.2.11.3  環境保全措置の検討 

(1)  環境保全措置の検討項目 

「工事の実施」における廃棄物等の影響を事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避し、又は低減するための環境保全措置として、表 7.2.11-7 に示すとおり検

討した。 

 

表 7.2.11-7 環境保全措置の検討項目 

項目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討

工事の実施 

建設工事に伴う

副産物の種類ご

との発生量及び

処分の状況 

建設発生土 洪水調節地内盛土等で再利用す

るため、環境への負荷は発生しな

い。 

－ 

コンクリート塊 施工設備の基礎コンクリートの

撤去より、コンクリート塊が約

10,100m3発生する。 

○ 

アスファルト・ 

コンクリート塊 
アスファルト舗装の撤去により

アスファルト・コンクリート塊は

約 4,300m3発生する。 

○ 

脱水ケーキ 濁水処理施設から発生する脱水

ケーキは約 27,300m3発生する。 
○ 

伐採木 ダムの堤体の工事による樹木の

伐採により伐採木が約 97,200m3 発

生する。 

○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

(2)  工事の実施における環境保全措置 

1)  環境保全措置の検討 

廃棄物等(コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、脱水ケーキ及び伐採

木)の影響に対する環境保全措置について、複数案を比較検討した。比較検討を行っ

た環境保全措置の内容を表 7.2.11-8 に示す。 
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表 7.2.11-8 「工事の実施」における環境保全措置の検討の内容 

No. 環境保全措置 環境保全措置の方針 検討した環境保全措置の内容 

1 

コンクリート塊の発生抑制 コンクリート塊の発

生量の抑制 

施工設備の基礎コンクリートの

撤去によるコンクリート塊とその

他砂利等との分別を徹底する。 

2 

コンクリート塊の再生利用の促進 コンクリート塊の処

分量の低減 

中間処理施設へ搬出し、コンク

リート塊の再生利用の促進を図

る。 

3 

アスファルト・コンクリート塊の

発生の抑制 

アスファルト・コン

クリート塊の発生量

の抑制 

アスファルト舗装の撤去による

アスファルト・コンクリート塊と

その他砂利等との分別を徹底す

る。 

4 

アスファルト・コンクリート塊の

再生利用の促進 

アスファルト・コン

クリート塊の処分量

の低減 

中間処理施設へ搬出し、アス

ファルト・コンクリート塊の再生

利用の促進を図る。 

5 

脱水ケーキの発生の抑制 脱水ケーキの発生量

の抑制 

濁水処理施設による機械脱水等

を適切に行い、効率的に脱水ケー

キ化を行う。 

6 
脱水ケーキの再利用の促進 脱水ケーキの処分量

の低減 

盛土材、埋め戻し材等として再

利用の促進を図る。 

7 
伐採木の再生利用の促進 伐採木の処分量の低

減 

有価物としての売却やチップ化

等を行い、再利用の促進を図る。

 

比較検討の結果、廃棄物等の発生量及び処分量を低減する効果が期待できる「コン

クリート塊の発生の抑制」、「コンクリート塊の再生利用の促進」、「アスファル

ト・コンクリート塊の発生の抑制」、「アスファルト・コンクリート塊の再生利用の

促進」、「脱水ケーキの発生の抑制」、「脱水ケーキの再利用の促進」及び「伐採木

の再生利用の促進」を環境保全措置とする。 

環境保全措置の検討結果を表 7.2.11-9 に示す。 
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表 7.2.11-9 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（1/4） 

項目 内容 

環境影響 コンクリート塊の発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 コンクリート塊の発生量を抑制
する。 

発生したコンクリート塊の再生
利用を促進する。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再生利用の促進 

環境保全措置の実施
の内容 

施工設備の基礎コンクリートの
撤去によるコンクリート塊とその
他砂利等との分別を徹底する。 

中間処理施設へ搬出し、コンク
リート塊の再生利用を図る。 

環境保全措置の効果 分別の徹底により、コンクリー
ト塊の発生量が低減できる。 

中間処理施設へ搬出しコンク
リート塊の再生利用を図ることに
より、 終処分場での処分量が低
減できる。 

環境保全措置の実施 コンクリート塊の処分量が低減
できるため、本環境保全措置を実
施する。 

コンクリート塊の処分量の低減
が見込まれるため、本環境保全措
置を実施する。 

 

表 7.2.11-9 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（2/4） 

項目 内容 

環境影響 アスファルト・コンクリート塊の発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 アスファルト・コンクリート塊の
発生量を抑制する。 

発生したアスファルト・コンクリー
ト塊の再生利用を促進する。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再生利用の促進 

環境保全措置の実施
の内容 

アスファルト舗装の撤去によるア
スファルト・コンクリート塊とその
他砂利等との分別を徹底する。 

中間処理施設へ搬出し、アスファル
ト・コンクリート塊の再生利用を図
る。 

環境保全措置の効果 分別の徹底により、アスファル
ト・コンクリート塊の発生量が低減
できる。 

中間処理施設へ搬出し、アスファル
ト・コンクリート塊の再生利用を図る
ことにより、 終処分場での処分量が
低減できる。 

環境保全措置の実施 アスファルト・コンクリート塊の
処分量が低減できるため、本環境保
全措置を実施する。 

アスファルト・コンクリート塊の処
分量が低減できるため、本環境保全措
置を実施する。 
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表 7.2.11-9 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果（3/4） 

項目 内容 

環境影響 脱水ケーキの発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 脱水ケーキの発生量を抑制する。 発生した脱水ケーキの再利用を促進

し廃棄物としての処分量の低減を図

る。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再利用の促進 

環境保全措置の実施
の内容 

濁水処理施設による機械脱水等を

適切に行い、効率的に脱水ケーキ化

を行う。 

盛土材、埋め戻し材等として再利用

を図る。 

環境保全措置の効果 効果的な処理等により脱水ケーキ

の発生量が低減できる。 

再利用により、事業実施区域外で処

分する場合(管理型 終処分場での処

分)の処分量が低減できる。 

環境保全措置の実施 脱水ケーキの処分量が低減できる

ため、本環境保全措置を実施する。 

脱水ケーキの処分量が低減できるた

め、本環境保全措置を実施する。 

 

表 7.2.11-9 工事の実施における環境保全措置の検討結果（4/4） 

項目 内容 

環境影響 伐採木の発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 発生した伐採木の再生利用を促進する。 

環境保全措置案 a.再生利用の促進 

環境保全措置の実施
の内容 

有価材としての売却やチップ化等を行い再利用を図る。 

環境保全措置の効果 処分を要する伐採木が低減できる。 

環境保全措置の実施 伐採木の処分量を低減が見込まれるため、本環境保全措置を実施す
る。 

 

2)  検討結果の検証 

廃棄物等（コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、脱水ケーキ及び伐採

木）については、複数案の比較検討を踏まえ、発生の抑制、再利用及び再生利用の促

進を行うことにより、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減され

ていると考えられる。 
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3)  検討結果の整理 

廃棄物等に対する環境保全措置の検討結果の整理を表 7.2.11-10 に示す。 

 

表 7.2.11-10 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果の整理（1/4） 

項目 内容 

環境影響 コンクリート塊の発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 コンクリート塊の発生量を抑制
する。 

発生したコンクリート塊の再生
利用を促進する。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再生利用の促進 

環境保全
措置の実
施の内容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 施工設備の基礎コンクリートの
撤去によるコンクリート塊とその
他砂利等との分別を徹底する。 

中間処理施設へ搬出し、コンク
リート塊の再生利用を図る。 

そ
の
他 

実施 
期間 

工事期間中 工事期間中 

実施 
範囲 

事業実施区域 事業実施区域 

実施 
条件 

工事関係者へ徹底する。 廃棄物の処理及び清掃に関する
法律等の関係法令を遵守して、中
間処理施設へ搬出する。 

環境保全措置を講じ
た後の環境の状況の
変化 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

環境保全措置の効果 分別の徹底により、コンクリー
ト塊の発生量が低減できる。 

中間処理施設へ搬出しコンク
リート塊の再生利用を図ることに
より、 終処分場での処分量が低
減できる。 

環境保全措置の効果
の不確実性の程度 

既往のダム事業においても実施
されており、不確実性は小さい。 

既往のダム事業においても実施
されており、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律、資源の有効な利
用の促進に関する法律等の関係法
令を遵守するため、不確実性はな
い。 

環境保全措置の実施
に伴い生ずるおそれ
がある環境への影響 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

環境保全措置実施の
課題 

特になし。 特になし。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

発生の抑制及び再生利用の促進により、コンクリート塊の処分量が低
減する効果が期待できる。 
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表 7.2.11-10 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果の整理（2/4） 

項目 内容 

環境影響 アスファルト・コンクリート塊の発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 アスファルト・コンクリート塊
の発生量を抑制する。 

発生したアスファルト・コンク
リート塊の再生利用を促進する。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再生利用の促進 

環境保全
措置の実
施の内容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 アスファルト舗装の撤去による
アスファルト・コンクリート塊と
その他砂利等との分別を徹底す
る。 

中間処理施設へ搬出し、アス
ファルト・コンクリート塊の再生
利用を図る。 

そ
の
他 

実施 
期間 

工事期間中 工事期間中 

実施 
範囲 

事業実施区域 事業実施区域 

実施 
条件 

工事関係者へ徹底する。 廃棄物の処理及び清掃に関する
法律等の関係法令を遵守し、中間
処理施設へ搬出する。 

環境保全措置を講じ
た後の環境の状況の
変化 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

環境保全措置の効果 分別の徹底により、アスファル
ト・コンクリート塊の発生量を低
減できる。 

中間処理施設へ搬出し、アス
ファルト・コンクリート塊の再生
利用を図ることにより、 終処分
場での処分量が低減できる。 

環境保全措置の効果
の不確実性の程度 

既往のダム事業においても実施
されており、不確実性は小さい。 

既往のダム事業においても実施
されており、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律、資源の有効な利
用の促進に関する法律等の関係法
令を遵守するため、不確実性はな
い。 

環境保全措置の実施
に伴い生ずるおそれ
がある環境への影響 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

環境保全措置実施の
課題 

特になし。 特になし。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

発生の抑制及び再生利用の促進により、アスファルト・コンクリート
塊の処分量が低減する効果が期待できる。 

 

  



 

 7.2.11-13

表 7.2.11-10 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果の整理（3/4） 

項目 内容 

環境影響 脱水ケーキの発生により環境への負荷が生ずる。 

環境保全措置の方針 脱水ケーキの発生量を抑制す
る。 

発生した脱水ケーキの再利用を
促進し廃棄物としての処分量の低
減を図る。 

環境保全措置案 a.発生の抑制 b.再利用の促進 

環境保全
措置の実
施の内容 

実施主体 事業者 事業者 

実施方法 濁水処理施設による機械脱水等
を適切に行い、効率的に脱水ケー
キ化を行う。 

盛土材、埋め戻し材等として再
利用を図る。 

そ
の
他 

実施 
期間 

工事期間中 工事期間中 

実施 
範囲 

ダム堤体、施工設備 事業実施区域 

実施 
条件 

濁水処理施設を適切に配置し、
効果的な濁水処理の管理を行う。 

強度の向上等の所要の処理を行
い、事業実施区域内で再利用す
る。 

環境保全措置を講じ
た後の環境の状況の
変化 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

工事の実施に伴う廃棄物の発生
量が抑制される。 

環境保全措置の効果 効率的な処理等により脱水ケー
キの発生量を低減できる。 

再利用により、事業実施区域外
で処分する場合(管理型 終処分場
での処分)の処分量が低減できる。 

環境保全措置の効果
の不確実性の程度 

既往のダム事業においても実施
されており、不確実性は小さい。 

既往のダム事業においても実施
されており、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律、資源の有効な利
用の促進に関する法律等の関係法
令を遵守するため、不確実性はな
い。 

環境保全措置の実施
に伴い生ずるおそれ
がある環境への影響 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

他の環境要素への影響はないと
考えられる。 

環境保全措置実施の
課題 

濁水処理施設を適切に設置し、
管理する必要がある。 

強度の向上等の所要の処理を行
い、事業実施区域内で再利用する
が、区域内において再利用できな
いものについては、管理型 終処
分場での処分が必要となる。 

検討の結果 実施する。 実施する。 

効率的な濁水処理による発生の抑制及び再利用の促進により、脱水
ケーキの処分量が低減する効果が期待できる。 
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表 7.2.11-10 「工事の実施」における環境保全措置の検討結果の整理（4/4） 

項目 内容 

環境影響 伐採木の発生により環境への負荷が生ず
る。 

環境保全措置の方針 発生した伐採木の再生利用を促進する。 

環境保全措置案 a.再生利用の促進 

環境保全措置の実施
の内容 

実施主体 事業者 

実施方法 有価材としての売却やチップ化等を行い、
再利用を図る。 

その他 実施期間 工事期間中 

実施範囲 事業実施区域内 

実施条件 チップ化については再生資源化施設の設置
又は中間処理業者への委託により再利用を図
る。 

環境保全措置を講じた後の環境の状況の変化 特になし。 

環境保全措置の効果 発生する伐採木の再生利用を図ることによ
り、伐採木の処分量が低減できる。 

環境保全措置の効果の不確実性の程度 既往のダム事業においても実施されてお
り、不確実性はない。 

環境保全措置の実施に伴い生ずるおそれがあ
る環境への影響 

他の環境要素への影響はないと考えられ
る。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 実施する。 

再生利用の促進により、伐採木の処分量が
低減する効果が期待できる。 

 

 

(3) 環境保全措置以外の事業者による取組み 

廃棄物等に対して、環境保全措置以外の事業者による取組みは以下のとおりである。 

 

1) 新技術の活用の検討 

事業の実施にあたっては、 新技術の活用を検討し、建設機械や建設材料の低炭素

化・脱炭素化を図る。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響

の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適切な措置を

講ずる。 
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7.2.11.4  事後調査 

事後調査は、「予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる

場合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の実施中及び

土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なものにする必要が

あると認められる場合」、及び「代償措置について、効果の不確実性の程度及び知見の充

実の程度を勘案して事後調査が必要であると認められる場合」において、環境影響の程度

が著しいものとなるおそれがあるときは、ダム事業に係る工事の実施中及び土地又は工作

物の供用開始後において環境の状況を把握するために行う。 

廃棄物等に係る事後調査は、発生の抑制、再利用及び再生利用の促進により、環境影響

の程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、実施しない。 

 

7.2.11.5  評価の結果 

(1)  評価の手法 

1)  回避又は低減の視点 

廃棄物等については、廃棄物等に係る「工事の実施」による環境影響に関し、発生

の抑制、再利用及び再生利用の促進により、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての

配慮が適正になされるかどうかについて事業者の見解を明らかにすることにより行っ

た。 

 

(2)  評価の結果 

1)  回避又は低減に係る評価 

廃棄物等については、建設工事に伴う副産物の種類ごとの発生量及び処分の状況に

ついて予測を実施した。その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、廃棄物等に

係る環境影響を低減することとした。 

これにより、廃棄物等に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限

り回避又は低減されていると判断する。 
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【引用・参考文献】 

1) ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12年 3月 財

団法人ダム水源地環境整備センター) 

 

 

 

 



7.3-1 

7.3 環境の保全のための措置 
7.3.1 環境保全措置の比較検討及び内容 

「7.2 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果」の環境影響評価項目毎に環境保全

措置の検討を行ったが、各環境影響評価項目で実施するとした環境保全措置が、他の環境

影響評価項目に影響を及ぼす懸念があること、また、同一目的の環境保全措置が環境影響

評価項目により異なる実施内容となる可能性があるため、比較検討を行う。 

 

(1) 工事の実施における環境保全措置 

各環境影響評価項目における環境保全措置の検討の結果、工事の実施における環境

影響に対して実施するとした環境保全措置について、上述した問題はないと考えられ

ることから全て実施する。環境影響評価項目毎の環境保全措置の一覧を表 7.3-1 に示

す。 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (1/14) 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

建設機械の

稼働に係る

降下ばいじ

んの寄与量 

建設機械の稼

働により降下ば

いじんが発生す

る。 

降下ばいじんの寄

与量を低減する。 

○必要に応じた散水 

・必要に応じ土木工事

等において、散水を

行う。 

○排出ガス対策型建

設機械の採用 

・排出ガス対策型建設

機械を採用する。 

○工事区域の出口に

おける工事用車両

のタイヤの洗浄 

・工事区域の出口にお

いて工事用車両の

タイヤの洗浄を行

う 

粉じん等の発生の要因

を低減する効果が期待で

きる。 

建設機械の

稼働に係る

騒音レベル 

建設機械の稼

働より騒音が発

生する。 

建設機械の稼働に

係る騒音レベルを低

減する。 

○高野地点近傍で実

施する生活再建対

策盛土の工事にお

ける防音シートの

設置 

・高野地点近傍で実施

する生活再建対策

盛土の工事におい

て防音シートを設

置する。 

騒音発生の要因を低減

する効果が期待できる。

工事用車両

の運行に係

る騒音レベ

ル 

工事用車両の

運行により騒音

が発生する。 

工事用車両の運行

に係る騒音レベルを

低減する。 

○一部区間での排水

性舗装の実施 

・一部区間において排

水性舗装を実施す

る。 

○工事用車両運行ル

ートの一部区間の

変更 

・工事用車両運行ルー

トの一部区間を変

更する。 

騒音発生の要因を低減

する効果が期待できる。



7.3-2 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置(2/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の方

針 
環境保全措置 環境保全措置の効果 

建設機械の

稼働に係る

振動レベル 

建設機械の稼

働により振動が

発生する。 

建設機械の稼働

に係る振動レベル

を低減する。 

○低振動型建設機械の

採用 

・低振動型建設機械を

採用する。 

○低振動工法の採用 

・低振動の工法を採用

する。 

振動の発生の要因を低

減する効果が期待でき

る。 

工事用車両

の運行に係

る振動レベ

ル 

工事用車両の

運行により振動

が発生する。 

工事用車両の運

行に係る振動レベ

ルを低減する。 

○工事用車両運行ルー

トの一部変更 

・工事用車両運行ルー

トの一部区間を変更

する。 

振動の発生の要因を低

減する効果が期待でき

る。 

水
質 

土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り 

試 験 湛 水 の

際、貯水位上昇

時に濁度が高い

洪水を貯めた場

合には、貯水位

下降の間に沈降

した SS 成分が

放流時の末期に

巻き上がり SS

の 値 が 高 く な

る。そのため、環

境基準値の超過

日数が増加する

と考えられる。 

貯水位下降時に

濁りの発生を抑え

る対応により SS の

一時的な増加を低

減する。 

○貯水位下降時に濁り

の発生を抑える対応

・貯水位下降速度を抑

制する。 

・表層からの取水を行

う。 

・その後の出水にあわ

せて河床部放流設備

より放流する。 

ダム下流河川における

SS の一時的な増加を低減

する効果が期待できる。

 

 

 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置(3/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
動
物
の
重
要
な
種
（
哺
乳
類
） 

ニホンコキ
クガシラコ
ウモリ、モ
モジロコウ
モリ、ノレ
ン コ ウ モ
リ、ユビナ
ガ コ ウ モ
リ、テング
コウモリ 

試験湛水及

び洪水調節に

伴い冠水する

調査横坑は、

本種の生息・

繁殖環境とし

て適さなくな

る、あるいは

一時的に適さ

なくなる。 

既設の横坑等の整

備により重要な種の

生息・繁殖環境及び個

体への影響を低減す

る。 

○生息・繁殖環境を

整備 

・試験湛水や洪水調

節に伴い冠水しな

い箇所において既

設の横坑等を重要

な種の生息・繁殖

環境となるように

整備する。 

・整備の検討及び実

施にあたっては、

専門家の指導及び

助言を受けるもの

とする。 

整備した横坑等が

生息場や繁殖場とし

て利用されることが

期待できるため、本環

境保全措置を実施す

る。 

 

 



7.3-3 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (4/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
動
物
の
重
要
な
種
（
両
生
類
） 

ニホンヒキ
ガエル、ヤ
マアカガエ
ル 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対

象種の産卵環境

として適さなく

なる。 

産卵環境を整

備し移植するこ

とにより事業の

影 響 を 低 減 す

る。 

○産卵環境（水路、止水

域等を含む湿地環

境）を整備して移植

・ニホンヒキガエル、

ヤマアカガエルの産

卵に適した水路、止

水域等を含む湿地環

境を整備する。また、

影響を受ける範囲に

産卵された卵塊や幼

生、幼体、成体を採取

し、整備された湿地

環境に移植する。 

・整備の検討及び実施

にあたっては、専門

家の指導及び助言を

受けるものとする。

整備した水路、止

水域等を含む湿地環

境がニホンヒキガエ

ル、ヤマアカガエル

の産卵場として利用

されることが期待で

きる。  

カジカガエ
ル 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対

象種の産卵環境

として適さなく

なる。 

周辺の生息環

境への移植によ

り事業の影響を

低減する。 

○周辺の生息環境に移

植 

・影響を受ける範囲に

産卵された卵塊や

幼生、幼体、成体を

採取し、周辺の生息

環境に移植する。 

・移植先は必要に応じ

て環境整備（産卵場

となる河床材料の

配置等）を実施す

る。 

・整備の検討及び実施

にあたっては、専門

家の指導及び助言

を受けるものとす

る。 

移植先の生息環境

がカジカガエルの産

卵場として利用され

ることが期待でき

る。  

動
物
の
重
要
な
種
（
魚
類
） 

ニホンウナ
ギ、サクラ
マス（ヤマ
メ） 

工事中におけ

る河川の連続性

の変化により、

対象種の生息環

境として適さな

くなる。 

本体工事中の

仮排水路トンネ

ル（既設）に魚道

等を設置するこ

とにより事業の

影 響 を 低 減 す

る。 

○本体工事中の仮排水

路トンネル（既設）に

魚道等を設置 

・魚道等の検討にあた

っては、専門家の指

導及び助言を受け

るものとする。 

対象種の生息環境

となる河川の連続性

が確保されることが

期待できる。 

 

 

  



7.3-4 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (5/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
動
物
の
重
要
な
種
（
陸
上
昆
虫
類
） 

アイノミドリシジ

ミ、エゾミドリシ

ジミ、アカシジ

ミ、ウラキンシジ

ミ、オナガミズア

オ本土亜種、コシ

ロシタバ、ナマリ

キシタバ、コカブ

トムシ、クロカナ

ブン、タマムシ、

キンヘリタマムシ

九州亜種、ミドリ

カミキリ、イッシ

キキモンカミキ

リ、スネケブカヒ

ロコバネカミキ

リ、オオセイボ

ウ、トゲアリ、フ

タモンクモバチ 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対象

種の生息環境と

して適さなくな

る。 

監視とその結

果への対応によ

り事業の影響を

低減する。 

○監視とその結

果への対応 

・対象種の生息状

況を監視し、必

要に応じて周

辺の生息環境

に個体を移植

する。 

・移植の実施にあ

たっては、専門

家の指導・助言

を受けるもの

とする。 

移植を行った

場合、移植先の生

息環境が対象種

の生息環境とし

て利用されるこ

とが期待できる。

エノキカイガラキ

ジラミ、カラスシ

ジミ、オオムラサ

キ、ハラグロオオ

テントウ 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対象

種の産卵環境と

して適さなくな

る。 

周辺の産卵環

境への移植によ

り事業の影響を

低減する。 

○周辺の産卵環

境（寄主植物）

に移植 

・影響を受ける範

囲に産卵され

た卵や幼虫を

採取し、周辺の

産卵環境に移

植する。 

・移植にあたって

は、専門家の指

導及び助言を

受けるものと

する。 

移植先の産卵

環境（寄主植物）

が対象種の生息

環境として利用

されることが期

待できる。 

 

メクラチビゴミム

シ類 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対象

種の生息環境と

して適さなくな

る。 

周辺の類似し

た生息環境への

移植により事業

の影響を低減す

る。 

○周辺の類似し

た生息環境に

移植 

・影響を受ける範

囲に生息する

個体を採取し、

周辺の類似し

た生息環境に

移植する。 

・移植にあたって

は、専門家の指

導及び助言を

受けるものと

する。 

移植先の環境

が対象種の生息

環境として利用

されることが期

待できる。 

 



7.3-5 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (6/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
動
物
の
重
要
な
種
（
底
生
動
物
） 

スジヒラタガム

シ、ミユキシジミ

ガムシ 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対

象種の生息環境

として適さなく

なる。 

生息環境を整備

し移植することに

より事業の影響を

低減する。 

○生息環境（湿地

環境）を整備し

て移植 

・対象種の生息に

適した湿地環

境を整備する。

また、影響を受

ける範囲で確

認された個体

を採取し、整備

された湿地環

境に移植する。 

・整備の検討及び

実施にあたっ

ては、専門家の

指導及び助言

を受けるもの

とする。 

整備した湿地

環境が対象種の

生息環境として

利用されること

が期待できる。 

 

動
物
の
重
要
な
種
（
陸
産
貝
類
） 

ゴマオカタニシ、

サツマムシオイガ

イ、オキモドキギ

セル、ケショウギ

セル、ハナコギセ

ル、アラハダノミ

ギセル、ヒゼンキ

ビ 

ダム堤体等の

改変区域及びダ

ム洪水調節地の

貯水範囲は、対

象種の生息環境

として適さなく

なる。 

周辺の類似した

生息環境への移植

により事業の影響

を低減する。 

○周辺の類似し

た生息環境に

移植 

・影響を受ける範

囲に生息する

個体を採取し、

周辺の類似し

た生息環境に

移植する。 

・移植にあたって

は、専門家の指

導及び助言を

受けるものと

する。 

移植先の環境

が対象種の生息

環境として利用

されることが期

待できる。 

 

 

 

  



7.3-6 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (7/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の

効果 
植
物
の
重
要
な
種
（
植
物
） 

(種子植物・シダ植物) 

クラマゴケ、ナツノハ

ナワラビ、マツバラ

ン、オドリコカグマ、

クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソ

ウ、ハガクレカナワラ

ビ、ヌカイタチシダ、

ムラサキベニシダ、ヒ

トリシズカ、オオバウ

マノスズクサ、アギナ

シ、ヒナラン、シラ

ン、ミヤマムギラン、

ギンラン、ボウラン、

フウラン、ミズアオ

イ、ホシクサ、クロホ

シクサ、クサノオウ、

シギンカラマツ、アオ

カズラ、ツクシチャル

メルソウ、ミツバベン

ケイソウ、ウドカズ

ラ、クロバナキハギ、

アカササゲ、クサコア

カソ、ケイタオミズ、

イブキシモツケ、ハナ

ガガシ、ユズ、シマサ

クラガンピ、タカチホ

ガラシ、コギシギシ、

ブンゴウツギ、ヒロハ

コンロンカ、マルバノ

サワトウガラシ、コム

ラサキ、メハジキ、タ

マミズキ、ツルギキョ

ウ、タニガワコンギ

ク、シオン、イズハハ

コ、コスギニガナ、ク

マノダケ 

(蘚苔類) トガリミミ

ゴケ、ヒメハゴロモゴ

ケ、トサヒラゴケ、ナ

ガバムシトリゴケ、カ

ビゴケ 

ダム堤体等

の改変区域及

びダム洪水調

節地の貯水範

囲の生育地点

及び生育個体

の多くが消失

する。 

個体の移植、

播種または表土

撒き出しにより

事業の影響を低

減する。各項目

の具体的な環境

保全措置につい

ては、今後の調

査、検討を踏ま

え決定する。 

○影響を受ける個体

の移植（挿し木等

を含む）・播種・撒

き出し 

・影響を受ける個体

を移植（挿し木等

を含む）する。 

・生育個体から種子

を採取し、生育適

地等に播種する。 

・撒き出しを実施す

る場所となる移植

適地を選定し、生

育地から表土を採

取し、生育適地に

撒き出す。 

直接改変及び

ダム洪水調節地

の環境による個

体の消失による

影響を低減する

効果が期待でき

る。 

 

 

 

 

 

  



7.3-7 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (8/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の

効果 
植
物
の
重
要
な
種
（
植
物
） 

(種子植物・シダ植物) 

クラマゴケ、オドリコ

カグマ、オオフジシ

ダ、ヒメムカゴシダ、

クマガワイノモトソ

ウ、キドイノモトソ

ウ、シモツケヌリトラ

ノオ、ミドリワラビ、

ヌカイタチシダ、タチ

デンダ、ヒトリシズ

カ、ツクシタチドコ

ロ、ヒナラン、ミヤマ

ムギラン、ギンラン、

ヒメトケンラン、ヒメ

ヤブラン、アオカズ

ラ、ツクシチャルメル

ソウ、ウドカズラ、ハ

ナガガシ、ミヤマニガ

ウリ、シマサクラガン

ピ、ヒロハコンロン

カ、ヘツカニガキ、ヤ

マホロシ、タマミズキ 

(蘚苔類) ヒメハゴロ

モゴケ、タマコモチイ

トゴケ、ナガバムシト

リゴケ、カビゴケ 

改変区域付

近の環境の変

化により、生

育地点及び生

育個体の多く

が消失する可

能性がある。

個体の生育状

況等を継続的に

監視する。 

○直接改変等以外

の影響を受ける

可能性のある個

体の継続的な監

視 

・直接改変等以外

の影響を受ける

可能性のある個

体について影響

の有無を確認す

る。 

直接改変等以

外の影響を未然

に防いだり、直

接改変等以外の

影響により、個

体の損傷等の影

響が生じた場合

に、移植等の環

境保全措置の検

討、実施といっ

た速やかな対応

が可能である。

 

  



7.3-8 

表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (9/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
生
態
系
上
位
性
（
陸
域
） 

上位性(陸域) 

クマタカ 

A つがいはダム

堤体の工事は既往

の 営 巣 地 か ら

700m 以上の離隔

があるが、工事期

間中に繁殖成功率

が低下すると考え

られる。 

B つがいは原石

山の工事の一部を

巣から 700m の範

囲 で 実 施 し た 場

合、工事期間中に

繁殖成功率が低下

す る と 考 え ら れ

る。 

F、G 及び H つが

いについては、ダ

ム関連の工事の一

部が巣から 700m

の範囲で実施され

る可能性があるこ

とから、工事期間

中に一時的に繁殖

成功率が低下する

可能性がある。 

工事の実施に

よる繁殖への影

響を最小限にと

どめる。 

○工事実施時期の配慮 

・繁殖活動に影響を与

える時期には、必要

に応じて工事を一時

中断する。具体的な

実施時期及び実施範

囲については、専門

家の指導・助言を得

ながら対応する。 

○建設機械の稼動に伴

う騒音等の抑制 

・低騒音型・低振動型

建設機械を採用す

る。低騒音及び低振

動の工法を採用す

る。 

○作業員の出入り、工

事用車両の運行に対

する配慮 

・作業員、工事用車両

が営巣地付近に不必

要に立ち入らないよ

う制限する。 

・車両、服装の色、材質

に配慮する。 

○コンディショニング

の実施 

・繁殖活動に影響を与

える時期に工事を実

施する場合、着手時

に対象工種のインパ

クトの強度を徐々に

高める等、その刺激

に馴らす。具体的な

実施方法について

は、専門家の指導・助

言を得ながら対応す

る。 

環境保全措置

案は、繁殖成功率

を低下させる懸

念のある工事の

実施に伴う要因

を低減する効果

が期待できる。 
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表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (10/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
生
態
系
上
位
性
（
河
川
域
） 

上位性(河川域) 

ヤマセミ、カワ

セミ、カワガラ

ス 

ヤマセミ 4 つ

がい、カワセミ 2

つがい及びカワ

ガラス 13 つがい

については、ダ

ム関連の工事の

一部が行動圏内

で実施されるこ

とから、生息・繁

殖環境が変化す

る可能性が考え

られる。 

工事の実施による

繁殖への影響を最小

限にとどめる。 

○工事実施時期の配慮 

・繁殖活動に影響を与える

時期には、必要に応じて工

事を一時中断する。具体的

な実施時期及び実施範囲

については、専門家の指

導・助言を得ながら対応す

る。 

○建設機械の稼動に伴う騒

音等の抑制 

・低騒音型・低振動型建設機

械を採用する。低騒音及び

低振動の工法を採用する。 

○作業員の出入り、工事用車

両の運行に対する配慮 

・作業員、工事用車両が営巣

地付近に不必要に立ち入

らないよう制限する。 

・車両、服装の色、材質に配

慮する。 

○コンディショニングの実

施 

・繁殖活動に影響を与える

時期に工事を実施する場

合、着手前に対象工種のイ

ンパクトの強度を徐々に

高める等、その刺激に馴ら

す。具体的な実施方法につ

いては、専門家の指導・助

言を得ながら対応する。 

環境保全措置案

は、繁殖成功率を低

下させる懸念のあ

る工事の実施に伴

う要因を低減する

効果が期待できる。

ヤマセミ 3 つ

がい及びカワセ

ミ 3 つがいにつ

いては、試験湛

水に伴う一定期

間の冠水及び洪

水調節に伴う一

時的な冠水によ

り生息・繁殖環

境が変化する可

能性が考えられ

る。 

ダム洪水調節地の

環境による繁殖への

影響を最小限にとど

める。 

○既設人工巣の維持管理 

・過去に設置したヤマセミ

人工巣（121穴）について、

ヤマセミ、カワセミの利用

も想定して、維持管理を実

施する。必要に応じて追加

の人工巣設置を検討する。 

○生息・繁殖状況の監視とそ

の結果への対応（ダム上下

流） 

・工事の実施前及び実施期

間中にダム上下流河川に

おける繁殖・生息状況等を

監視し、結果を踏まえて対

応する。 

ヤマセミ及びカ

ワセミの繁殖環境

を整備することで、

ダム洪水調節地の

環境による繁殖へ

の影響を低減する

効果が期待できる。

 

カワガラス 34

つがいについて

は、試験湛水に

伴う一定期間の

冠水及び洪水調

節に伴う一時的

な冠水により生

息・繁殖環境が

変化する可能性

が考えられる。 

ダム洪水調節地の

環境による繁殖への

影響を最小限にとど

める。 

○生息・繁殖状況の監視とそ

の結果への対応（ダム上下

流） 

・工事の実施前及び実施期

間中にダム上下流河川に

おける繁殖・生息状況等を

監視し、結果を踏まえて対

応する。 

事業の実施に伴

う生息状況の変化

を把握することが

可能となる。 
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表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (11/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の

効果 
生
態
系
典
型
性
（
河
川
域
） 

典型性(河川域) 「山地を流れる

川」及び「止水域」

では冠水が生じ

る割合が大きい

ため、魚類や底生

動物等の生息に

適さなくなる可

能性がある。 

監視とその結果へ

の対応により事業の

影響を低減する 

○監視とその結果への

対応 

・「山地を流れる川」及

び「止水域」の注目種

等の生息状況の監視

とその結果への対応

を行う。 

環境保全措置案

は生息への影響を

低減する効果が期

待できる。 

試験湛水の貯水

時の放流量の減少

に伴い、下流河川

が生息・生育・繁殖

環境として適さな

くなる可能性が考

えられる。 

流域内の適切な場

所に、試験湛水中の流

量減少時にも維持さ

れる瀬を整備する。 

○瀬の整備 

・試験湛水中の流量減

少時にも、アユの産

卵場や摂餌場となる

ような瀬を造成す

る。 

○監視とその結果への

対応 

・注目種等の生息状況

の監視とその結果へ

の対応を行う。 

環境保全措置案

は生息への影響を

低減する効果が期

待できる。 

アユ、ニホンウ

ナギ、サクラマス

（ヤマメ）につい

ては、仮排水路ト

ンネル（既設）内

の流速が速くな

ることから、上下

流への移動が困

難となる可能性

が考えられる。 

河川上下流への移

動経路を確保する。 

○仮排水路トンネル

（既設）内部の河床

を改良し、多様な河

床環境を確保する。 

・トンネル内部河床を

改良し、多様な河床

環境を確保すること

で流速を低減し、魚

類の移動性を確保す

る。また、吞口部には

魚道を合わせて設置

する。 

○監視とその結果へ

の対応 

・注目種等の生息状況

の監視とその結果へ

の対応を行う。 

環境保全措置案

は生息への影響を

低減する効果が期

待できる。 
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表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (12/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の

効果 
生
態
系
特
殊
性 

(コウモリ類)ニホ

ンコキクガシラコ

ウモリ、キクガシ

ラコウモリ、モモ

ジロコウモリ、ユ

ビナガコウモリ、

テングコウモリ 

コウモリ類（ニ

ホンコキクガシ

ラコウモリ、キク

ガシラコウモリ、

モモジロコウモ

リ、ユビナガコウ

モリ、テングコウ

モリ）について、

生息環境として

適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の

環境による生息への

影響を最小限にとど

める。 

○洞口閉塞対策の実施 

・九折瀬洞の洞口前面に

防水擁壁を設置する

等、九折瀬洞内への水

の流入を防止する対

策を実施する。試験湛

水終了後は設置した

防水擁壁を撤去する

等、実施した対策を終

了する。整備の検討及

び実施にあたっては、

専門家の指導及び助

言を受けるものとす

る。 

環境保全措置案

は生息への影響を

低減する効果が期

待できる。 

(陸上昆虫類等)イ

ツキメナシナミハ

グモ、ツノノコギ

リヤスデ、ツヅラ

セメクラチビゴミ

ムシ、ヒゴツヤム

ネハネカクシ 

陸 上 昆 虫 類 等

（イツキメナシ

ナミハグモ、ツノ

ノコギリヤスデ、

ツヅラセメクラ

チビゴミムシ、ヒ

ゴツヤムネハネ

カクシ）につい

て、生息地の一部

が改変され生息

地として適さな

くなると考えら

れる。また、生息

密度の変化、餌資

源量の変化等に

より、生息環境と

して適さなくな

る可能性が考え

られる。 

ダム洪水調節地の

環境による生息への

影響を最小限にとど

める。 

○洞口閉塞対策の実施 

・九折瀬洞の洞口前面に

防水擁壁を設置する

等、九折瀬洞内への水

の流入を防止する対

策を実施する。試験湛

水終了後は設置した

防水擁壁を撤去する

等、実施した対策を終

了する。整備の検討及

び実施にあたっては、

専門家の指導及び助

言を受けるものとす

る。 

○九折瀬洞内での移植 

・冠水する範囲に生息す

る個体を採集し、冠水

しない範囲に移植す

る。移植方法の検討及

び実施にあたっては、

専門家の指導及び助

言を受けるものとす

る。 

環境保全措置案

は、生息への影響

を低減する効果が

期待できる。 
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表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (13/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

ホタル 生活再建

対策盛土の

工事により

ホタルの生

息場の一部

が改変され

ると考えら

れる。 

人と自然との触れ

合いの活動の場の改

変を回避又は低減す

る。 

○生息場の環境の

整備 

・改変される生息

場について、ホ

タルの生息環境

を把握し、関係

者と協議した上

で、同様の環境

を整備する等す

る。 

関係者と協議し

た上で、生息環境を

整備することによ

り、改変による変化

を回避又は低減す

る効果が見込まれ

る。 

渓流ヴィラ

ITSUKI 

生活再建

対策盛土に

より渓流ヴ

ィラ ITSUKI

の施設の一

部が改変さ

れると考え

られる。 

人と自然との触れ

合いの活動の場の改

変を回避又は低減す

る。 

○施設の移設等 

・改変される施設

について、関係

者と協議した上

で、施設移設等

する。 

関係者と協議し

た上で、施設の移設

をすることにより、

改変による変化を

回避又は低減する

効果が見込まれる。 

五木源パーク 試験湛水

時の一定期

間の冠水に

よる土砂の

堆積等によ

り利用でき

なくなると

考 え ら れ

る。 

人と自然との触れ

合いの活動の場の利

用性の変化を回避又

は低減する。 

○五木源パークの

施設の維持管理

の実施 

・利用できなくな

る 施 設 に つ い

て、関係者と協

議した上で、試

験湛水後に施設

の維持管理を実

施する。 

関係者と協議し

た上で、施設の維持

管理を実施するこ

とにより、利用性の

変化を回避又は低

減する効果が見込

まれる。 

カヤック 試験湛水

時の一定期

間の冠水に

よる土砂の

堆積等によ

り利用でき

なくなると

考えられる。 

人と自然との触れ

合いの活動の場の利

用性の変化を回避又

は低減する。 

○カヤックの利用

環境の維持管理

の実施 

・関係者と協議し

た上で、試験湛

水後にカヤック

の利用環境につ

いて維持管理を

実施する。 

関係者と協議し

た上で、利用環境の

維持管理を実施す

ることにより、利用

性の変化を回避又

は低減する効果が

見込まれる。 

川辺川 生活再建

対策盛土が

視認され、近

傍の風景の

変化が生じ

ることで快

適性が変化

すると考え

られる。 

人と自然との触れ

合いの活動の場の快

適性の変化を低減す

る。 

○生活再建対策盛

土の法面等の緑

化 

・生活再建対策盛

土の法面等を緑

化する。 

法面等の植生を

回復させ、緑化する

ことで、人と自然と

の触れ合いの活動

の場の快適性の変

化を低減する効果

が見込まれる。 
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表 7.3-1 工事の実施における環境保全措置 (14/14) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
建
設
工
事
に
伴
う
副
産
物 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊 

コンクリート

塊の発生により

環境への負荷が

生ずる。 

コンクリート塊

の発生量を抑制す

る。 

○発生の抑制 

・施工設備の基礎コンク

リートの撤去による

コンクリート塊とそ

のた砂利等との分別

を徹底する。 

分別の徹底により、

コンクリート塊の発生

量が低減できる。 

発生したコンク

リート塊の再生利

用を促進する。 

○再生利用の促進 

・中間処理施設へ搬出

し、コンクリート塊の

再生利用を図る。 

中間処理施設へ搬出

しコンクリート塊の再

生利用を図ることによ

り、最終処分場での処

分量が低減できる。 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊 

ア ス フ ァ ル

ト・コンクリー

ト塊の発生によ

り環境への負荷

が生ずる。 

アスファルト・コ

ンクリート塊の発

生量を抑制する。 

○発生の抑制 

・アスファルト舗装の撤

去によるアスファル

ト・コンクリート塊と

その他砂利等との分

別を徹底する。 

分別の徹底により、

アスファルト・コンク

リート塊の発生量が低

減できる。 

発生したアスフ

ァルト・コンクリー

ト塊の再生利用を

促進する。 

○再生利用の促進 

・中間処理施設へ搬出

し、アスファルト・コ

ンクリート塊の再生

利用を図る。 

中間処理施設へ搬出

し、アスファルト・コン

クリート塊の再生利用

を図ることにより、最

終処分場での処分量が

低減できる。 

脱
水
ケ
ー
キ 

脱水ケーキの

発生により環境

への負荷が生ず

る。 

脱水ケーキの発

生量を抑制する。 

○発生の抑制 

・濁水処理施設による機

械脱水等を適切に行

い、効率的に脱水ケー

キ化を行う。 

効率的な処理等によ

り脱水ケーキの発生量

が低減できる。 

発生した脱水ケ

ーキの再利用を促

進し廃棄物として

の処分量の低減を

図る。 

○再利用の促進 

・盛土材、埋め戻し材等

として再利用を図る。

再利用により、事業

実施区域外で処分する

場合（管理型最終処分

場での処分）の処分量

が低減できる。 
伐
採
木 

伐採木の発生

により環境への

負荷が生ずる。 

発生した伐採木

の再生利用を促進

する。 

○再生利用の促進 

・有価材としての売却や

チップ化等を行い再

利用を図る。 

処分を要する伐採木

が低減できる。 
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(2) 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 

各環境影響評価項目における環境保全措置の検討の結果、土地又は工作物の存在及

び供用における環境影響に対して実施するとした環境保全措置について、上述した問

題はないと考えられることから全て実施する。環境影響評価項目毎の環境保全措置の

一覧を表 7.3-2 に示す。 
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表 7.3-2 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 (1/3) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
動
物
の
重
要
な
種
（
哺
乳
類
） 

ニホンコキクガシ

ラコウモリ、モモ

ジロコウモリ、ノ

レンコウモリ、ユ

ビナガコウモリ、

テングコウモリ 

試験湛水及び洪

水調節に伴い冠水

する調査横坑は、

本種の生息・繁殖

環境として適さな

くなる、あるいは

一時的に適さなく

なる。 

既設の横坑等の

整備により重要な

種の生息・繁殖環

境及び個体への影

響を低減する。 

○生息・繁殖環境を

整備 

・試験湛水や洪水調

節に伴い冠水しな

い箇所において既

設の横坑等を重要

な種の生息・繁殖

環境となるように

整備する。 

・整備の検討及び実

施にあたっては、

専門家の指導及び

助言を受けるもの

とする。 

整備した横坑等

が生息場や繁殖場

として利用される

ことが期待できる

ため、本環境保全

措置を実施する。 

動
物
の
重
要
な
種
（
陸
上
昆
虫
類
） 

アイノミドリシジ

ミ、エゾミドリシ

ジミ、アカシジ

ミ、ウラキンシジ

ミ、オナガミズア

オ本土亜種、コシ

ロシタバ、ナマリ

キシタバ、コカブ

トムシ、クロカナ

ブン、タマムシ、

キンヘリタマムシ

九州亜種、ミドリ

カミキリ、イッシ

キキモンカミキ

リ、スネケブカヒ

ロコバネカミキ

リ、オオセイボ

ウ、トゲアリ、フ

タモンクモバチ 

ダム堤体等の改

変区域及びダム洪

水調節地の貯水範

囲は、対象種の生

息環境として適さ

なくなる。 

監視とその結果

への対応により事

業の影響を低減す

る。 

○監視とその結果へ

の対応 

・対象種の生息状況

を監視し、必要に

応じて周辺の生息

環境に個体を移植

する。 

・移植の実施にあた

っては、専門家の

指導・助言を受け

るものとする。 

移植を行った場

合、移植先の生息

環境が対象種の生

息環境として利用

されることが期待

できる。 

生
態
系
上
位
性
（
河
川
域
） 

生態系上位性（河

川域）ヤマセミ、

カワセミ 

ヤマセミ 3 つが

い及びカワセミ 3

つ が い に つ い て

は、洪水調節に伴

う一時的な冠水に

より生息・繁殖環

境が変化する可能

性が考えられる。 

ダム洪水調節地

の環境による繁殖

への影響を最小限

にとどめる。 

○既設人工巣の維持

管理 

・過去に設置したヤ

マセミ人工巣（121

穴）について、ヤマ

セミ、カワセミの

利用も想定して、

維持管理を実施す

る。必要に応じて

追加の人工巣設置

を検討する。 

○生息・繁殖状況の

監視とその結果へ

の対応（ダム上下

流） 

・ダム供用後にダム

上下流河川におけ

る繁殖・生息状況

等の監視し、結果

を踏まえて対応す

る。 

ヤマセミ及びカ

ワセミの繁殖環境

を 整 備 す る こ と

で、ダム洪水調節

地の環境による繁

殖への影響を低減

する効果が期待で

きる。 

事業の実施に伴

う生息状況の変化

を把握することが

可能となる。 

 



7.3-16 

表 7.3-2 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 (2/3) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
生
態
系
上
位
性
（
河
川
域
） 

生態系上位性

（河川域）カ

ワガラス 

カワガラス34つ

がいについては、

洪水調節に伴う一

時的な冠水により

生息・繁殖環境が

変化する可能性が

考えられる。 

ダム洪水調節

地の環境による

繁殖への影響を

最小限にとどめ

る。 

○生息・繁殖状況の

監視とその結果

への対応（ダム上

下流） 

・ダム供用後にダ

ム上下流河川に

おける繁殖・生息

状況等の監視し、

結果を踏まえて

対応する。 

事業の実施に

伴う生息状況の

変化を把握する

ことが可能とな

る。 

生態系上位性

（河川域）ヤ

マセミ 

ヤマセミ 1 つが

いについては、ダ

ム堤体により行動

圏が分断されるこ

とから、飛翔ルー

ト及び行動圏が変

化する可能性が考

えられる。 

ダム堤体の存

在による生息環

境の変化を把握

し、必要な対策を

検討する。 

○ダム供用後のモ

ニタリング調査 

・生息状況のモニ

タリング 

現地での確認

状況により、影響

の程度が著しい

ことが明らかに

なった場合には、

専門家の指導・助

言を得ながら、適

切な措置を講ず

る。 
景
観
資
源 

五木五家荘県

立自然公園 

事業の実施によ

り、五木五家荘県

立自然公園の一部

が改変される。 

周辺の自然環

境との調和を図

る。 

○ダム堤体の低明

度・低彩度の色彩

の採用 

・ダム堤体の低明

度・低彩度の色彩

を採用する。 

構造物の低明

度・低彩度の色彩

を採用すること

で、周辺の自然景

観との調和を図

る効果が期待で

きる。 

景観資源の変

化の低減を図る。 

○法面等の緑化 

・法面等の植生を

回復させ、緑化す

る。 

法面等の植生

を回復させ、緑化

することで景観

資源の変化を低

減する効果が期

待できる。 

主
要
な
眺
望
景
観 

桝形山からの

主要な眺望景

観 

主要な眺望景観

において、ダム堤

体の一部が視認さ

れる。 

周辺の自然環

境との調和を図

る。 

○ダム堤体の低明

度・低彩度の色彩

の採用 

・ダム堤体の低明

度・低彩度の色彩

を採用する。 

構造物の低明

度・低彩度の色彩

を採用すること

で、周辺の自然景

観との調和を図

る効果が期待で

きる。 

国見山、桝形

山からの主要

な眺望景観 

主要な眺望景観

において、斜面安

定対策盛土等が視

認される。 

主要な眺望景

観の変化の低減

を図る。 

○原石山跡地、斜面

安定対策盛土等

の法面の緑化 

・原石山跡地、斜面

安定対策盛土等

の法面を緑化す

る。 

法面等の植生

を回復させ、緑化

することで眺望

景観の変化を低

減する効果が期

待できる。 
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表 7.3-2 土地又は工作物の存在及び供用における環境保全措置 (3/3) 

項目 環境影響 
環境保全措置の 

方針 
環境保全措置 

環境保全措置の 

効果 
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

ホタル 洪水調節によ

り一時的に利用

できなくなると

考えられる。 

人と自然との

触れ合いの活動

の場の改変を回

避又は低減する。 

○生息場の環境の

整備 

・改変される生息

場について、ホ

タルの生息環境

を把握し、関係

者と協議した上

で、同様の環境

を整備等する。 

関係者と協議し

た上で、生息環境を

整備することによ

り、改変による変化

を回避又は低減す

る効果が見込まれ

る。 

渓流ヴィラ

ITSUKI 

洪水調節によ

り一時的に利用

できなくなると

考えられる。 

人と自然との

触れ合いの活動

の場の改変を回

避又は低減する。 

○施設の移設等 

・改変される施設

について、関係

者と協議した上

で、施設移設等

する。 

関係者と協議し

た上で、施設の移設

をすることにより、

改変による変化を

回避又は低減する

効果が見込まれる。 

五木源パーク 洪水調節の一

時的な冠水によ

る土砂や流木の

堆積等により利

用できなくなる

と考えられる。 

人と自然との

触れ合いの活動

の場の利用性の

変化の回避又は

低減する。 

○五木源パークの

施設の維持管理

の実施 

・利用できなくな

る 施 設 に つ い

て、関係者と協

議した上で、洪

水調節後に施設

の維持管理を実

施する。 

 

 

関係者と協議し

た上で、施設の維持

管理を実施するこ

とにより、利用性の

変化を回避又は低

減する効果が見込

まれる。 

カヤック 洪水調節の一

時的な冠水によ

る土砂や流木の

堆積等により利

用できなくなる

と考えられる。 

人と自然との

触れ合いの活動

の場の利用性の

変化の回避又は

低減する。 

○カヤックの利用

環境の維持管理

の実施 

・関係者と協議し

た上で、洪水調

節後にカヤック

の利用環境につ

いて維持管理を

実施する。 

 

関係者と協議し

た上で、利用環境の

維持管理を実施す

ることにより、利用

性の変化を回避又

は低減する効果が

見込まれる。 

川辺川 生活再建対策

盛 土 が 視 認 さ

れ、近傍の風景

の変化が生じる

ことで快適性が

変化すると考え

られる。 

人と自然との

触れ合いの活動

の場の快適性の

変化を低減する。 

○生活再建対策盛

土の法面等の緑

化 

・生活再建対策盛

土の法面等を緑

化する。 

法面等の植生を

回復させ、緑化する

ことで、人と自然と

の触れ合いの活動

の場の快適性の変

化を低減する効果

が見込まれる。 
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（空白ページ） 
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7.4  環境の状況の把握のための措置 

7.4.1  環境の状況の把握のための措置の基本方針 

事後調査の検討にあたっては、以下を基本方針とした。 

 

① 事後調査の必要性、事業特性及び地域特性に応じ適切な項目を選定する。 

② 事後調査を行う項目の特性、事業特性及び地域特性に応じ、適切な手法を選定するとと

もに、事後調査の結果と環境影響評価の結果との比較検討が可能となるようにする。 

③ 事後調査の実施に伴う環境への影響を回避又は低減するため、できる限り環境への影響

が小さい手法を選定する。 

④ 事後調査の結果により、環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門

家の指導及び助言を得ながら必要な措置を講ずる。 

⑤ 事後調査の結果により、環境保全措置をより詳細にできる場合には、専門家の指導及び

助言を得ながらより効果的な措置を講じる。 

⑥ 事後調査の結果については、適切な時期に報告書としてとりまとめ、公表する。 

 

事後調査については、事業の実施段階に応じて、必要に応じ専門家の指導及び助言を得な

がら、具体的な内容を定めた事後調査計画を策定し、実施する。 
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7.4.2  事後調査の内容 

各環境影響評価項目の予測及び評価の結果における検討の結果、各項目において実施する

とした事後調査の内容を表 7.4-1に示す。 

 

表 7.4-1 事後調査の内容(1/9) 

項目 手法等 

水
環
境 

水
質 

土砂による水の濁り 

1.行うこととした理由 

工事の実施（試験湛水の実施）において、予測の不確実性の程度が

大きい土砂による水の濁りについて環境保全措置を講ずることとして

おり、また、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがある。土地

又は工作物の存在及び供用において、流水型ダムの水質変化（特に洪

水調節後にダム洪水調節地内の側岸・平地への堆積及びその後の降雨

による流出）に関する知見が少なく、洪水調節により流水を貯水した

場合のダム洪水調節地での濁質の堆積現象及び濁質の巻き上げ現象の

予測に不確実性がある。 

2.手法 

調査時期は、工事の実施における試験湛水時及び土地又は工作物の

供用開始後における洪水調節を行う出水時とし、調査地域は川辺川及

び球磨川下流河川の水質を把握できる地域とする。 

調査方法は、採水及び土砂による水の濁りに係る項目の分析等によ

る。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

土砂による水の濁りの状況に応じ、専門家の指導、助言により対

応する。事後調査の結果によっては、追加の環境保全措置を実施す

る。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係

る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後にお

いても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行

う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(2/9) 

項目 手法等 

動

物 

動

物

の

重

要

な

種 

(哺乳類：5種) 

ニホンコキクガシラコ

ウモリ、モモジロコウ

モリ、ノレンコウモ

リ、ユビナガコウモ

リ、テングコウモリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生息・繁殖環境の整備を実施することから、そ

の効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の横坑等の確認地点、整備の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生息・繁殖状況、整備の候補地の環境の確

認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は整備の実施箇所とする。 

調査方法は整備地における保全対象種の生息状況及び繁殖状況の確

認によるが、詳細は(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」

の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生息状況や繁殖状況に応じ、専門家の指導及び助言に

より対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 

（両生類：3種） 

ニホンヒキガエル、ヤ

マアカガエル、カジカ

ガエル 

（陸上昆虫類：5種） 

エノキカイガラキジラ

ミ、カラスシジミ、オ

オムラサキ、ハラグロ

オオテントウ、メクラ

チビゴミムシ類 

（底生動物：2種） 

スジヒラタガムシ、ミ

ユキシジミガムシ 

（陸産貝類：7種） 

ゴマオカタニシ、サツ

マムシオイガイ、オキ

モドキギセル、ケショ

ウギセル、ハナコギセ

ル、アラハダノミギセ

ル、ヒゼンキビ 

 

 

 

 

 

 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として移植を実施することから、その効果を確認する

ための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境もしくは産卵場及び移

植の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生息状況及び産卵状況並びに移植候補地の

環境の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は移植措置の実施箇所とする。 

調査方法は移植地における保全対象種の生息状況及び産卵状況の確

認によるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調

査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生息状況や産卵状況に応じ、専門家の指導及び助言に

より対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係

る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後にお

いても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行

う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(3/9) 

項目 手法等 

動

物 

動

物

の

重

要

な

種 

（陸上昆虫類：17 種） 

アイノミドリシジミ、

エゾミドリシジミ、ア

カシジミ、ウラキンシ

ジミ、オナガミズアオ

本土亜種、コシロシタ

バ、ナマリキシタバ、

コカブトムシ、クロカ

ナブン、タマムシ、キ

ンヘリタマムシ九州亜

種、ミドリカミキリ、

イッシキキモンカミキ

リ、スネケブカヒロコ

バネカミキリ、オオセ

イボウ、トゲアリ、フ

タモンクモバチ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生息状況の監視とその結果への対応（必要に応

じて周辺の生息環境に個体を移植）を実施することから、その効果を

確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境とし、移植することに

なった保全対象種についてはその移植の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生息状況の確認による。移植することに

なった保全対象種については、移植候補地の環境の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境とし、移植することに

なった保全対象種についてはその移植地とする。 

調査方法は確認地点・生息環境での生息状況の確認、及び移植する

ことになった保全対象種についてはその移植地での生息状況の確認に

よるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の

結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生息状況や産卵状況に応じ、専門家の指導及び助言に

より対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係

る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後にお

いても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行

う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(4/9) 

項目 手法等 

植

物 

植

物

の

重

要

な

種 

(種子植物・シダ植

物：49 種) 

クラマゴケ、ナツノ

ハナワラビ、マツバ

ラン、オドリコカグ

マ、クマガワイノモ

トソウ、キドイノモ

トソウ、ハガクレカ

ナワラビ、ヌカイタ

チシダ、ムラサキベ

ニシダ、ヒトリシズ

カ、オオバウマノス

ズクサ、アギナシ、

ヒナラン、シラン、

ミヤマムギラン、ギ

ンラン、ボウラン、

フウラン、ミズアオ

イ、ホシクサ、クロ

ホシクサ、クサノオ

ウ 、 シ ギ ン カ ラ マ

ツ、アオカズラ、ツ

ク シ チ ャ ル メ ル ソ

ウ、ミツバベンケイ

ソウ、ウドカズラ、

クロバナキハギ、ア

カササゲ、クサコア

カ ソ 、 ケ イ タ オ ミ

ズ 、 イ ブ キ シ モ ツ

ケ、ハナガガシ、ユ

ズ、シマサクラガン

ピ 、 タ カ チ ホ ガ ラ

シ、コギシギシ、ブ

ンゴウツギ、ヒロハ

コンロンカ、マルバ

ノサワトウガラシ、

コムラサキ、メハジ

キ、タマミズキ、ツ

ルギキョウ、タニガ

ワ コ ン ギ ク 、 シ オ

ン、イズハハコ、コ

スギニガナ、クマノ

ダケ 

（蘚苔類：5種） 

トガリミミゴケ、ヒ

メハゴロモゴケ、ト

サヒラゴケ、ナガバ

ムシトリゴケ、カビ

ゴケ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として移植を実施することから、その効果を確認する

ための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点及び移植の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生育状況及び移植候補地の環境の確認によ

る。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は移植措置の実施箇所とする。 

調査方法は移植地における保全対象種の生育状況の確認によるが、

詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」に従い実施

する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生育状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応す

る。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係

る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後にお

いても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行

う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(5/9) 

項目 手法等 

植

物 

植

物

の

重

要

な

種 

(種子植物・シダ植

物：27 種) 

クラマゴケ、オドリ

コカグマ、オオフジ

シダ、ヒメムカゴシ

ダ、クマガワイノモ

トソウ、キドイノモ

トソウ、シモツケヌ

リトラノオ、ミドリ

ワラビ、ヌカイタチ

シダ、タチデンダ、

ヒトリシズカ、ツク

シタチドコロ、ヒナ

ラン、ミヤマムギラ

ン、ギンラン、ヒメ

トケンラン、ヒメヤ

ブ ラ ン 、 ア オ カ ズ

ラ、ツクシチャルメ

ル ソ ウ 、 ウ ド カ ズ

ラ、ハナガガシ、ミ

ヤマニガウリ、シマ

サクラガンピ、ヒロ

ハコンロンカ、ヘツ

カニガキ、ヤマホロ

シ、タマミズキ 

（蘚苔類：4種） 

ヒメハゴロモゴケ、

タマコモチイトゴ

ケ、ナガバムシトリ

ゴケ、カビゴケ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生育状況の監視を実施することから、その効果

を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点とする。 

調査方法は保全対象種の生育状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点とする。 

調査方法は保全対象種の生育状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生育状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応す

る。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係

る工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後にお

いても公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行

う。 

生態系

上位性 

（陸

域） 

生態系上位性注目種

のクマタカ（A、B、

F、G及び Hつがい） 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として工事実施時期の配慮、建設機械の稼働に伴う騒

音等の抑制、作業員の出入り・工事用車両の運行に対する配慮、コン

ディショニングを実施することから、その効果を確認するための事後

調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とする。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とし、特に営巣地と工事箇所の

位置関係を考慮する。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細

は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実

施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

各つがいの生息状況や繁殖状況に応じ、専門家の指導及び助言によ

り対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(6/9) 

項目 手法等 

生態系

上位性 

（河川

域） 

生態系上位性注目種

のヤマセミ、カワセ

ミ、カワガラス 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として工事実施時期の配慮、建設機械の稼働に伴う騒

音等の抑制、作業員の出入り・工事用車両の運行に対する配慮、コン

ディショニング、既設の人工代替巣の維持管理、生息状況の監視とそ

の結果への対応を実施することから、その効果を確認するための事後

調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。特に営巣地と工事箇

所の位置関係を考慮する。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

生態系上位性注目種（河川域）の生息状況や繁殖状況に応じ、専門

家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 

上記のうちヤマセミ 1

つがい 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生息状況の監視とその結果への対応を実施する

ことから、その効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

生態系上位性注目種（河川域）の生息状況や繁殖状況に応じ、専門

家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(7/9) 

項目 手法等 

生態系

典型性 

（河川

域） 

試験湛水による環境

の変化 

 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として生育・生息・繁殖環境の監視とその結果への対

応を実施することから、その効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は直接改変区間とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生育・生息・繁殖環境の確認に

よる。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域はダム洪水調節地とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生育・生息・繁殖環境の確認に

よるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の

結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

環境類型区分を基にした生育・生息環境の変化の状況に応じ、専門

家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 

試験湛水中の瀬の減

少 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として瀬を整備することから、その効果を確認するた

めの事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域はダム堤体下流の川辺川とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は瀬の整備後とする。 

調査地域は瀬の整備箇所とする。 

調査方法は整備した瀬の利用状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

瀬の整備の状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る工

事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(8/9) 

項目 手法等 

生態系 

典型性 

（河川域） 

工事中の仮排水

路トンネル（既

設）の河川の連

続性の分断 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として仮排水路トンネル（既設）に魚道等を設置するこ

とから、その効果を確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は仮排水路トンネル（既設）の魚道等の設置予定箇所とす

る。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は魚道等の設置後とする。 

調査地域は魚道等の設置箇所とする。 

調査方法は魚道の利用状況の確認によるが、詳細は「(1)環境保全措

置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

河川の連続性の状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応する。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る工

事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後においても公

表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 
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表 7.4-1 事後調査の内容(9/9) 

項目 手法等 

生態系

特殊性 
ニホンコキクガシラ

コウモリ、キクガシ

ラコウモリ、モモジ

ロコウモリ、ユビナ

ガコウモリ及びテン

グコウモリ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として洞口閉塞対策を実施することから、その効果を

確認するための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする 

調査方法は保全対象種の生息状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生息状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応す

る。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 

イツキメナシナミハ

グモ、ツノノコギリ

ヤスデ、ツヅラセメ

クラチビゴミムシ、

ヒゴツヤムネハネカ

クシ 

1.行うこととした理由 

環境保全措置として移植を実施することから、その効果を確認する

ための事後調査を行う。 

2.項目及び手法 

項目は左欄に示すとおり。手法は以下に示すとおり。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

保全対象種の生息状況に応じ、専門家の指導及び助言により対応す

る。 

4.結果の公表の方法 

事後調査報告書として事業者が公表する。公表時期は、事業に係る

工事が完了した段階とし、必要に応じて、工事中又は供用後において

も公表を行う。公表方法はインターネットの利用等により行う。 
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7.5 事業に係る環境影響の総合的な評価 

調査及び予測の結果並びに環境保全措置の検討結果を踏まえ、川辺川の流水型ダムに関

する事業の実施により選定項目に係る環境要素に及ぶおそれがある影響が、事業者により

実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されており、必要に応じその他の方法

により環境の保全についての配慮が適正になされるものと判断する。また、選定項目に係

る環境要素に関して国又は熊本県が実施する環境の保全に関する施策によって示されてい

る基準又は目標と調査及び予測の結果との間に整合が図られるものと判断する。 

事業に係る環境影響評価の総合的な評価として、調査、予測、環境保全措置及び評価の

結果を一覧として整理し、とりまとめた結果を表 7.5-1～表 7.5-9 に示す。 

 



7.5-2 

表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(1/9) 

環境要素の区分 
影響要因の

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素 

大
気
環
境 

大
気
質 

粉
じ
ん
等 

工事の実施 【調査の結果】 

1) 気象の状況 

平成 9 年度～10 年度及び令和 4 年度～5 年度にかけて通年の風向・風速の

調査を実施した。調査結果は以下のとおりである。 

(a)平成 9 年度及び平成 10 年度 

頭地の風向の状況は、南の風が多い。年間の平均風速は 1.4m/s である。

久領の風向の状況は、西北西の風が多い。年間の平均風速は 1.0m/s であ

る。 

(b)令和 4 年度及び令和 5 年度 

頭地の風向の状況は、南の風が多い。年間の平均風速は 0.9m/s である。

小浜の風向の状況は、東の風が多い。年間の平均風速は 0.4m/s である。

中の原の風向の状況は、西南西の風が多い。年間の平均風速は 0.6m/s で

ある。 

深水の風向の状況は、北北東の風が多い。年間の平均風速は 0.7m/s であ

る。 

高野の風向の状況は、西南西の風が多い。年間の平均風速は 0.9m/s であ

る。 

 

【予測の結果】 

1) 建設機械の稼働に係る粉じん等 

降下ばいじんの寄与量の予測結果は以下に示すとおりである。 

 

(単位：t/km2/月) 

頭地 ： 大 0.57 

小浜 ： 大 1.41 

野々脇： 大 0.81 

大平 ： 大 0.06 

下谷 ： 大 0.11 

中の原： 大 0.11 

深水 ： 大 0.07 

高野 ： 大 2.16 

 

【環境の保全のための措置】 

必要に応じて土工事等において散水を実施するほか、排出ガス対策型建設

機械の採用、工事区域の出口における工事用車両のタイヤ洗浄を実施するな

どにより、降下ばいじんの寄与量を低減する。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

粉じん等の増加の抑制に配慮した工事用道路の規定速度を設け、工事用車

両が規定速度を遵守するように指導する。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行

い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した

上で適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(2/9) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
）

(

大
気
環
境)

 

(

大
気
質)

 

(

粉
じ
ん
等)

 

(工事の実施) 【評価の結果】 

1) 回避又は低減に係る評価 

粉じん等について調査、予測を実施し、その結果を踏まえ、環境保全措置の

検討を行い、粉じん等の発生を低減することとした。 

これにより、粉じん等に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でで

きる限り回避され、又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合性に係る評価 

工事の実施に伴う降下ばいじんの寄与量は、いずれも工事に係る降下ばいじ

んの寄与量に対する評価の基準(10t/km2/月)以下と予測し、基準との整合は図

られていると評価する。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(3/9) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

大
気
環
境)

 

騒
音 

騒
音 

(工事の実施) 【調査の結果】 

1)騒音の状況 

(a)建設機械の稼働が予想される対象事業実施区域及びその周辺における騒

音レベル 

調査地域は、環境基本法(平成 5 年法律第 91 号)第 16 条の規定に基づく騒音

に係る環境基準の C 類型に指定されている。なお、頭地、下谷、野々脇、中の

原、深水及び高野は、「騒音規制法」第 3 条の規定に基づく騒音について規制

する地域の c 区域（近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域及び工業

専用地域並びに用途地域以外の地域）に指定されていることを踏まえ、C 地域

における環境基準を参考値として調査結果との比較を行った。大平及び小浜

は、幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準を適用した。 

全ての地点において、等価騒音レベルは騒音に係る環境基準を満たしてい

る。 

(b)道路の沿道の騒音レベル 

 a)平成 12 年度及び平成 17 年度調査 

調査地域は、「環境基本法」第 16 条の規定に基づく騒音に係る環境基準の C

類型に指定されている。相良村四浦、五木村頭地、頭地代替地及び大平代替地

は一般国道 445 号沿いであることから、幹線交通を担う道路に近接する空間の

環境基準と調査結果の比較を行った。 

また、調査地域では、「騒音規制法」第 3 条の規定に基づく騒音について規

制する地域の c 区域に指定されている。相良村四浦、五木村頭地、頭地代替地

及び大平代替地は、一般国道 445 号沿いであることから、c 区域のうち車線を

有する道路に面する区域の自動車騒音の要請限度と調査結果の比較を行った。

いずれの地点においても、等価騒音レベルは環境基準を満たしており、また

要請限度を下回っている。 

b)令和 4 年度調査 

調査地域は、「環境基本法」第 16 条の規定に基づく騒音に係る環境基準の C

類型に指定されている。深水は村道深水野原線の沿道であり、「騒音規制法」

第 3 条の規定に基づく騒音について規制する地域の c 区域（近隣商業地域、商

業地域、準工業地域、工業地域及び工業専用地域並びに用途地域以外の地域）

に指定されていることを踏まえ、C 地域のうち車線を有する道路に面する地域

における環境基準と調査結果の比較を行った。高野は主要地方道宮原五木線の

沿道、柳瀬は主要地方道人吉水上線、頭地、下谷、大平、野々脇、小浜、四浦、

四浦東、川辺及び深水（相良南小学校付近）は、一般国道 445 号沿いであるこ

とから、幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準と調査結果の比較を行

った。 

また、調査地域では、「騒音規制法」第 3 条の規定に基づく騒音について規

制する地域の c 区域に指定されている。深水は村道深水野原線の沿道、高野は

主要地方道宮原五木線の沿道、柳瀬は主要地方道人吉水上線、頭地、下谷、大

平、野々脇、小浜、四浦、四浦東、川辺及び深水（相良南小学校付近）は、一

般国道 445 沿いであることから、c 区域のうち車線を有する道路に面する区域

の自動車騒音の要請限度と調査結果の比較を行った。 

いずれの地点においても、等価騒音レベルは環境基準を満たしており、また

要請限度を下回っている。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(4/9) 
環境要素の

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

大
気
環
境)

 

(

騒
音)

 

(

騒
音)

 

(工事の実施) 2) 地表面の状況 

調査地域は北側及び南側が山地で標高が高く、球磨川沿いに台地段丘及びロ

ーム台地となる。球磨川等の河川沿いは、扇状地性低地が広がっている。事業

実施区域には、大起伏山地及び中起伏山地が、川辺川沿いには扇状地性低地が

分布している。 

高野は五木小川、頭地、下谷、大平、野々脇、小浜、深水、四浦、四浦東、

川辺、深水（相良南小学校付近）及び柳瀬は川辺川沿いに位置している。 

頭地、小浜、野々脇、大平、下谷、高野は大起伏山地、四浦、四浦東、川辺

及び深水(相良南小学校付近)は扇状地性低地、中の原及び深水は中起伏山地、

柳瀬は小起伏山地に位置している。 

また、地表面の種類は、建設機械の稼働が予想される事業実施区域及びその

周辺の区域における頭地、中の原及び深水は草地、小浜、野々脇、大平、下谷

及び高野は舗装、道路の沿道の騒音レベルの調査地点は、頭地、小浜、野々脇、

大平、下谷、深水、四浦、高野、四浦東、川辺、深水（相良南小学校付近）及

び柳瀬のいずれも舗装であった。 

 

3) 工事用の資材及び機械の運搬に用いる車両の運行が予想される道路の沿道

の状況 

(a) 工事用車両の運行が予想される道路の沿道の騒音が問題となる学校、病

院、住居等の存在 

一般国道 445 号沿いに位置する頭地では、数軒の住居と学校（五木東小学校、

五木中学校、人吉高校五木分校）が見られる。一般国道 445 号沿いに位置する

小浜、野々脇、大平、下谷、四浦及び四浦東では、数軒の住居が見られる。一

般国道 445 号沿いに位置する川辺では、数軒の住居と老人ホーム（特別養護老

人ホーム川辺川園）が見られる。一般国道 445 号沿いに位置する深水(相良南

小学校付近)では、数軒の住居と学校（相良南小学校）が見られる。主要地方

道宮原五木線沿いに位置する高野、主要地方道人吉水上線に位置する柳瀬にお

いても、数軒の住居が見られる。村道深水野原線に位置する深水では、沿道か

ら 50m 程度離れた位置に数軒の住居が見られる。 

なお、工事用車両の運行が予想される一般国道 445 号及び主要地方道宮原五

木線、主要地方道人吉水上線、村道深水野原線の沿道には、騒音が問題となる

病院等は存在しない。 

(b)道路交通騒音の伝搬経路において遮蔽物となる地形、工作物等の存在 

頭地、小浜、大平、四浦、高野、四浦東、川辺、深水（相良南小学校付近）

及び柳瀬のいずれにおいては、大部分が道路の官民境界と家屋の間に駐車場や

庭等の空き地が見られる。なお、野々脇、下谷及び深水は官民境界と家屋の間

に遮蔽物となる法面が存在する。 

(c)自動車交通量 

頭地、小浜、野々脇、大平、下谷、四浦、四浦東、川辺及び深水(相良南小

学校付近)を通過している一般国道 445 号線は、平日は大型車 208～329 台/日、

小型車 1,476～3,095 台/日、二輪車 14～56 台/日であり、休日は大型車 28～120

台/日、小型車 902～2,099 台/日、二輪車 44～66 台/日である。 

高野を通過している主要地方道宮原五木線は、平日は大型車 137 台/日、小

型車 1,068 台/日、二輪車 52 台/日であり、休日は大型車 27 台/日、小型車 669

台/日、二輪車 46 台/日である。 

深水を通過している村道深水野原線は、平日は大型車 46 台/日、小型車 171

台/日、二輪車 3 台/日であり、休日は大型車 11 台/日、小型車 104 台/日、二

輪車 0 台/日である。 

柳瀬を通過している主要地方道人吉水上線は、平日は大型車 1,032 台/日、

小型車 9,489 台/日、二輪車 75 台/日であり、休日は大型車 362 台/日、小型車

7,410 台/日、二輪車 68 台/日である。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(5/9) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

大
気
環
境)

 

(

騒
音)

 

(

騒
音)

 

(工事の実施) 【予測の結果】 

1) 建設機械の稼働に係る騒音 

予測地点における建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果は、以下に示

すとおりである。 

 

(単位：dB) 

頭地           ： 大 38 

小浜           ： 大 64 

野々脇        ： 大 64 

大平           ： 大 51 

下谷           ： 大 39 

中の原       ： 大 <30 

深水        ： 大 <30 

高野           ： 大 75 

 

 

2) 工事用の車両の運行に係る騒音 

予測地点における工事用車両の運行に係る騒音レベルの予測結果は、以下に

示すとおりである。 

 

(単位：dB) 

頭地(一般国道445)  ： 大 64 

大平(一般国道445)  ： 大 69 

下谷(一般国道445)  ： 大 71 

深水(村道深水野原線)： 大 67 

四浦(一般国道445)  ： 大 65 

高野(主要地方道宮原五木線)： 大 63 

四浦東(一般国道445) ： 大 66 

川辺(一般国道445)  ： 大 65 

深水(一般国道445)   

(相良南小学校付近) ： 大 67 

柳瀬(主要地方道人吉水上線)： 大 71 

 

【環境の保全のための措置】 

防音シートの設置、排水性舗装の実施、工事用車両運行ルートの一部区間の

変更を行う。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

騒音の増加の抑制に配慮した工事用道路の規定速度を設け、工事用車両が規

定速度を遵守するように指導する。 

工事の実施において低騒音型建設機械を採用する。 

工事の実施において低騒音の工法を採用する。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、

影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適

切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(6/9) 
環境要素の

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

大
気
環
境)

 

(

騒
音)

 

(

騒
音)

 

(工事の実施) 【評価の結果】 

1) 回避又は低減に係る評価 

建設機械の稼働及び工事用車両の運行に係る騒音について調査、予測を実施

し、その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、騒音の発生を低減するこ

ととした。 

これにより、騒音に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合性に係る評価 

建設機械の稼働に係る騒音の基準又は目標との整合性の検討については、予

測結果と騒音規制法に基づく特定建設作業に係る騒音の規制基準(85dB 以下)

及び環境基本法に基づく騒音に係る環境基準（60dB 以下）との比較を行った。

その結果、建設機械の稼働に係る騒音の予測結果は、いずれの予測地点も特定

建設作業に係る騒音の規制基準値以下と予測した。高野では、環境基本法に基

づく騒音に係る環境基準を上回るものの、防音シートの設置の対策を実施する

ことで、環境基本法に基づく騒音に係る環境基準値を下回ると予測した。以上

のことから、建設機械の稼働に係る騒音は基準との整合が図られると評価す

る。 

工事用車両の運行に係る騒音については、予測結果と環境基本法に基づく騒

音に係る環境基準値(65dB 及び 70dB 以下)及び騒音規制法に基づく自動車騒音

の要請限度(75dB 以下)との比較を行った。その結果、工事用車両の運行に係る

騒音の予測結果は、すべての地点において自動車騒音の要請限度を下回るもの

の、一般国道 445 号沿道の下谷、村道沿道の深水及び主要地方道人吉水上線の

柳瀬では環境基本法に基づく環境基準を上回ると予測した。一般国道 445 号沿

道の下谷、村道沿道の深水及び主要地方道人吉水上線沿道の柳瀬では、排水性

舗装の対策を実施することで、環境基本法に基づく環境基準を下回ると予測し

た。一般国道 445 号沿道の頭地、大平、下谷及び主要地方道宮原五木線沿道の

高野では、工事用車両運行ルートの一部区間を変更することで、環境基本法に

基づく環境基準を下回ると予測した。以上のことから、工事用車両の運行に係

る騒音は基準との整合が図られていると評価する。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(7/9) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

大
気
環
境)

 

振
動 

振
動 

(工事の実施) 【調査の結果】 

1)振動の状況 

(a)道路の沿道の騒音レベル 

 a)平成 12 年度及び平成 17 年度調査 

調査地域の五木村頭地及び頭地代替地の昼間を除くと、いずれも昼間、夜間

の時間帯に関わらず振動レベルは 30dB 未満である。 

なお、調査地域は「振動規制法(昭和 51 年法律第 64 号)」第 16 条の規定に

基づく振動について規制する地域について、第 2 種区域に指定されている。「振

動規制法施行規則」第 12 条における第 2 種区域の道路交通振動の要請限度と

調査結果の比較を行った結果、いずれの地点においても、振動レベルは昼間、

夜間ともに要請限度を下回っている。 

b)令和 4 年度調査 

調査地域の柳瀬及び深水（相良南小学校付近）を除く全地点では、平日、休

日及び昼間、夜間の時間帯に関わらず振動レベルは 30dB 未満である。柳瀬で

は平日の昼間が 42dB、夜間が 34dB、休日の昼間が 38dB、夜間が 30dB であった。

深水（相良南小学校付近）では平日の昼間が 30dB であり、平日の夜間及び休

日は 30dB 未満であった。 

なお、調査地域は「振動規制法(昭和 51 年法律第 64 号)」第 16 条の規定に

基づく振動について規制する地域について、第 2 種区域に指定されている。「振

動規制法施行規則」第 12 条における第 2 種区域の道路交通振動の要請限度と

調査結果の比較を行った結果、いずれの地点においても、振動レベルは昼間、

夜間ともに要請限度を下回っている。 

 

2) 地盤の状況 

(a)地盤の状況 

調査地域は北側及び南側が山地で標高が高く、球磨川沿いに台地段丘及びロ

ーム台地となる。球磨川等の河川沿いは、扇状地性低地が広がっている。事業

実施区域には、大起伏山地及び中起伏山地が、川辺川沿いには扇状地性低地が

分布している。 

高野は五木小川、頭地、下谷、大平、野々脇、小浜、深水、四浦、四浦東、

川辺、深水（相良南小学校付近）及び柳瀬は川辺川沿いに位置している。 

頭地、小浜、野々脇、大平、下谷、高野は大起伏山地、四浦、四浦東、川辺

及び深水(相良南小学校付近)は扇状地性低地、深水は中起伏山地、柳瀬は小起

伏山地に位置している。また、地質として頭地は黒ボク土壌、下谷、大平、野々

脇、深水、高野及び四浦は褐色森林土壌、四浦東及び川辺は粗粒灰色低地土壌、

小浜及び深水（相良南小学校付近）は灰色低地土壌、柳瀬は風化火山抛出未熟

土壌が分布している。 

(b) 地盤卓越振動数 

地盤卓越振動数による地盤の評価としては、「道路環境整備マニュアル(社

団法人日本道路協会 平成元年 1 月)」によると、地盤卓越振動数が 15Hz 以下

の地盤を軟弱地盤としていることから、頭地、小浜、野々脇、大平、下谷、深

水、四浦、高野、四浦東、川辺、深水(相良南小学校付近)及び柳瀬は、概ね固

結地盤と考えられる。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(8/9) 
 

環境要素の区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

大
気
環
境)

 

(

振
動)

 

(

振
動)

 

(工事の実施) 【予測の結果】 

1) 建設機械の稼働に係る振動 

予測地点における建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果は、以下に示

すとおりである。 

 

(単位：dB) 

頭地           ： 大 39 

小浜           ： 大 <30 

野々脇        ： 大 <30 

大平           ： 大 <30 

下谷           ： 大 <30 

中の原       ： 大 <30 

深水        ： 大 <30 

高野           ： 大 54 

 

 

2) 工事用の車両の運行に係る振動 

予測地点における工事用車両の運行に係る振動レベルの予測結果は、以下に

示すとおりである。 

 

(単位：dB) 

頭地(一般国道445)  ： 大 46 

大平(一般国道445)  ： 大 44 

下谷(一般国道445)  ： 大 45 

深水(村道深水野原線)： 大 40 

四浦(一般国道445)  ： 大 40 

高野(主要地方道宮原五木線)： 大 45 

四浦東(一般国道445) ： 大 42 

川辺(一般国道445)  ： 大 42 

深水(相良南小学校付近 (一般国道445) ： 大 45 

柳瀬(主要地方道人吉水上線)： 大 49 

 

 

【環境の保全のための措置】 

低振動型建設機械の採用、低振動の工法の採用、工事用車両運行ルートの一

部区間の変更を行う。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

振動の増加の抑制に配慮した工事用道路の規定速度を設け、工事用車両が規

定速度を遵守するように指導する。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、

影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適

切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 
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表 7.5-1 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(大気環境)(9/9) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
）

(

大
気
環
境)

 

(

振
動)

 

(

振
動)

 

(工事の実施) 【評価の結果】 

1) 回避又は低減に係る評価 

建設機械の稼働及び工事用車両の運行に係る振動について調査、予測を実施

し、その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、振動の発生を低減するこ

ととした。 

これにより、振動に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合性に係る評価 

建設機械の稼働に係る振動の基準又は目標との整合性の検討については、予

測結果と振動規制法に基づく特定建設作業に係る振動の規制基準値(75dB)の

比較を行った。その結果、建設機械の稼働に係る振動は、特定建設作業に係る

振動の規制基準値(75dB)以下と予測した。以上のことから、建設機械の稼働に

係る振動は基準との整合が図られると評価する。 

また、工事用車両の運行に係る振動は、予測結果と振動規制法に基づく道路

交通振動の要請限度(昼間：70dB)の比較を行った。その結果、振動規制法に基

づく道路交通振動の要請限度(昼間：70dB)を下回ると予測した。以上のことか

ら、工事用車両の運行に係る振動は基準との整合が図られていると評価する。
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(1/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

水
環
境
（
水
質
） 

土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り 

工 事 の 実 施

(ダムの堤体

の工事、原石

の 採 取 の 工

事、施工設備

及び工事用道

路の設置の工

事、建設発生

土の処理の工

事、道路の付

替の工事をい

う) 

【調査の結果】 

1) 流量 

流量についての観測結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 

・五木宮園地点の平均流況： 

豊水流量 15.48m3/s 平水流量 9.34m3/s 低水流量 6.47m3/s 渇水流量 4.11m3/s 

・元井谷地点の平均流況： 

豊水流量 3.69m3/s 平水流量 2.12m3/s 低水流量 1.53m3/s 渇水流量 1.11m3/s 

・四浦地点の平均流況： 

豊水流量 21.04m3/s 平水流量 8.08m3/s 低水流量 4.69m3/s 渇水流量 2.42m3/s 

・柳瀬地点の平均流況： 

豊水流量 32.07m3/s 平水流量 19.01m3/s 低水流量 13.40m3/s 渇水流量 8.91m3/s 

 

＜球磨川＞ 

・一武地点の平均流況： 

豊水流量 29.61m3/s 平水流量 17.02m3/s 低水流量 11.26m3/s 渇水流量 6.54m3/s 

・人吉地点の平均流況： 

豊水流量 73.76m3/s 平水流量 43.04m3/s 低水流量 30.26m3/s 渇水流量 18.57m3/s

・渡地点の平均流況： 

豊水流量 92.66m3/s 平水流量 53.96m3/s 低水流量 38.03m3/s 渇水流量 24.80m3/s

 

2) 水質 

SS についての定期調査の結果を以下に示す。 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：1mg/L 未満～31mg/L の範囲 平均 2mg/L 
・神屋敷地点 ：1mg/L 未満～70mg/L の範囲 平均 3mg/L 
・五木地点 ：1mg/L 未満～48mg/L の範囲 平均 3mg/L 
・藤田地点 ：1mg/L 未満～ 85mg/L の範囲 平均 3mg/L 
・四浦地点 ：1mg/L 未満～ 56mg/L の範囲 平均 2mg/L 
・川辺大橋地点 ：1mg/L 未満～ 83mg/L の範囲 平均 3mg/L 
・柳瀬地点 ：1mg/L 未満～ 55mg/L の範囲 平均 3mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：1mg/L 未満～6mg/L の範囲 平均 1mg/L 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：1mg/L 未満～22mg/L の範囲 平均 4mg/L 
・人吉地点 ：1mg/L 未満～22mg/L の範囲  平均 3mg/L 
・西瀬橋地点 ：1mg/L 未満～26mg/L の範囲 平均 3mg/L 
・天狗橋地点 ：1mg/L 未満～20mg/L の範囲 平均 4mg/L 
＜小さで川＞ 
・宮ノ谷橋地点 ：0.6mg/L～12mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜鳩胸川＞ 
・石野公園橋地点 ：1mg/L 未満～12.4mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜胸川＞ 
・大手橋地点 ：1mg/L 未満～21mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜山田川＞ 
・出町橋地点 ：1mg/L 未満～19mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜万江川＞ 
・万江川橋地点 ：1mg/L 未満～74mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜永野川＞ 
・永野橋地点 ：1mg/L 未満～74mg/L の範囲 平均 2mg/L 
＜鹿目川＞ 
・戸越橋地点 ：1mg/L 未満～100mg/L の範囲 平均 2mg/L 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(2/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
） 

（工事の実施

(ダムの堤体

の工事、原石

の 採 取 の 工

事、施工設備

及び工事用道

路の設置の工

事、建設発生

土の処理の工

事、道路の付

替の工事をい

う)) 

SS についての定期調査結果と環境基準値との適合状況を以下に示す。 

 

環境基準値(河川 AA 類型、河川 A類型:25mg/L 以下)を満たさない検体数(m/n)注）

1 

＜川辺川＞ 

・五木宮園地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/93 

・神屋敷地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/86 

・五木地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 2/86 

・藤田地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/161 

・四浦地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/92 

・川辺大橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/163 

・柳瀬地点 ：環境基準値を満たさない検体数は１/93 

＜球磨川＞ 

・一武地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 

・人吉地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/83 

・西瀬橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/168 

・天狗橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/84 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(3/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

(

土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り)

 

(工事の実施

(ダムの堤体

の工事、原石

の 採 取 の 工

事、施工設備

及び工事用道

路の設置の工

事、建設発生

土の処理の工

事、道路の付

替の工事をい

う)) 

3) 気象 

人吉観測所における気象について以下に示す。 

年平均気温 16.0℃、月平均気温 高 26.9℃(8 月)、同 低 4.7℃(1 月)、

年平均風速 1.2m/s、風向西北西の風が卓越、年平均湿度 78.6％ 年平均

降水量は 2,652 ㎜。 

熊本地方気象台における気象について以下に示す。 

年平均日射量 14.2MJ/m2/日、年平均雲量 6.7。 

鹿児島地方気象台における気象について以下に示す。 

年平均雲量は 6.5。 

藤田雨量観測所における気象について以下に示す。 

年平均降水量 2,976 ㎜。 

 

4) 土質 

球磨川の流域（渡地点上流）における土壌の状況は、褐色森林土（乾性褐色

森林土壌、褐色森林土壌、湿性褐色森林土壌等）及び黒ボク土（厚層黒ボク土

壌、黒ボク土壌、淡色黒ボク土壌等）が大部分を占めている。事業実施区域に

は、褐色森林土（乾性褐色森林土壌、褐色森林土壌）、黒ボク土、灰色低地土

等が分布している。 

球磨川の流域における地質の状況は、北側の川辺川上流には砂岩、泥岩、チ

ャート等からなっており、その南に石灰岩ブロックの密集層が分布している。

川辺川中流から下流には、砂岩及び泥岩（頁岩・粘板岩）が広く分布している。

川辺川の球磨川合流点付近や球磨川沿いは、未固結堆積物や半固結堆積物が分

布している。人吉(球磨)盆地には安山岩等の火山性岩石が分布している。「自

然環境保全調査報告書 すぐれた自然図熊本県(環境庁 昭和 51 年)」によると

背斜構造、鹿目の滝、ソロバン玉石及び複合扇状地が分布している。 

 

 

【予測の結果】 

ダム建設中の SS は、濁水処理施設及び沈砂池により SS を低減して河川に放

流されることから、ダム建設前と同程度と予測した。 

 

【環境の保全のための措置】 

実施しない。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

(a) 濁水処理設備の放流 SS の低減 

工事排水は濁水処理し、環境基準値である 25mg/L 以下で河川へ放流する条

件としているが、更なる低濁度での放流に努める。 
 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、
影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適
切な措置を講ずる。 
 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(4/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
） 

(工事の実施

(ダムの堤体

の工事、原石

の採取の工

事、施工設備

及び工事用

道路の設置

の工事、建設

発生土の処

理の工事、道

路の付替の

工 事 を い

う)) 

【評価の結果】 

 調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。

 これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回

避又は低減されていると判断する。 

 

工事の実施

(試験湛水の

実施をいう) 

【調査の結果】 

（工事の実施(ダムの堤体の工事、原石の採取の工事、施工設備及び工事用道路の設置

の工事、建設発生土の処理の工事、道路の付替の工事をいう)に併せて示す） 
 

【予測の結果】 

試験湛水の際、貯水位上昇時に濁度が高い洪水を貯めた場合には、貯水位下降

時に沈降した SS 成分が放流時の末期に巻き上がり SS が高くなるため、試験湛水

時の SS の 大値、平均値及び環境基準値(SS25mg/L 以下)の超過日数は、ダム直

上地点及びダム下流河川の各予測地点ともダム建設前と比べ増加すると予測し

た。 

 

【環境の保全のための措置】 

貯水位下降時に濁りの発生を抑える対応を行う。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

(a) 試験湛水時の放流の濁りを抑える更なる対応策案の検討 

環境影響評価後においても更なる環境への負荷軽減に向けて取り組む試験湛

水計画の検討と並行して、流況や水質等のデータを蓄積し、数値計算での予測

結果を踏まえた上で、貯水位下降速度を検討する。 

貯水位下降時に上流からダム洪水調節地内への流入水をバイパスさせること

で、SS 成分の巻き上がりを抑制し、放流水の濁りを低減させるなどの対応策を

検討する。 

貯水位上昇時に洪水が発生した場合、放流量が少なくダム下流河川の流速が

小さいことから SS 成分がダム下流河川に留まる可能性があるため、貯水位上昇

中においても放流水濁りを低減させるなどの対応策を検討する。 

(b) 予測精度の向上 

試験湛水時における SS 予測モデルについて、他の流水型ダムで発生している

現象を踏まえ、更なる予測精度の向上を図る。 

(c) ダム洪水調節地における監視 

工事の実施(試験湛水の実施)には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム洪

水調節地における水質の監視を行う。 

(d) ダム下流河川における監視 

試験湛水の実施前、実施期間中には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム

下流河川における水質等の監視を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、

影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適

切な措置を講ずる。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(5/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

（
土
砂
に
よ
る
水
の
濁
り
） 

工事の実施

(試験湛水の

実施をいう) 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施する。 

 

【評価の結果】 

・土砂による水の濁りについて調査、予測を実施し、その結果を踏まえ、環境保全措

置の検討を行い、SSの増加を低減することとした。 

・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避又

は低減されていると判断する。 

土地又は工

作物の存在

及び供用 

【調査の結果】 
（工事の実施(ダムの堤体の工事、原石の採取の工事、施工設備及び工事用道路の設置
の工事、建設発生土の処理の工事、道路の付替の工事をいう)に併せて示す） 
 

【予測の結果】 
ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調節を行うような規模の出水

では、後期放流の水位低下時に堆積した濁質が巻き上がり、SS が一時的に増加
するものの短時間であり、環境基準値の超過日数は同じであることから変化は
小さいと考えらえる。 

 
【環境の保全のための措置】 

実施しない。 
 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 
(a) 洪水調節時に濁りを抑える更なる対応策案の検討 

貯水位下降時に上流からダム洪水調節地内への流入水をバイパスさせるこ
とで、SS 成分の巻き上がりを抑制し、放流水の濁りを低減させるなどの対応策
を検討する。 
(b) ダム洪水調節地内の側岸・平地への堆積対応策 

ダム洪水調節地内で顕著にシルト成分が堆積する可能性がある平地部にお
いて、堆積後の降雨によりシルト成分が河川に流出しないための排水路整備を
検討する。また、維持管理における効率的な撤去方法を検討する。 
冠水頻度を下げることでシルト成分の堆積を抑制させるための平場の嵩上げ
や形状等を検討する。 
(c) 予測精度の向上 

存在供用における SS 予測モデルについて、他の流水型ダムで発生している
現象を踏まえ、更なる予測精度の向上を図る 
(d) ダム洪水調節地における監視 

供用開始後には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム洪水調節地における
水質の監視を行う。 

ダム洪水調節地内にシルト成分が堆積した場合、適切に撤去するなど維持管
理を行う。 
(e) ダム下流河川における監視 

供用開始後には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム下流河川における水
質等の監視を行う。また、頻度の少ない大規模洪水時の洪水調節末期に短時間
ではあるものの高濁度の放流を行う可能性があるため、シルト成分の堆積等の
監視を行う。 
 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、
影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適
切な措置を講ずる。 
 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 
実施する。 

 
【評価の結果】 
・調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。 
・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回
避又は低減されていると判断する。 



 7.5-16

表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(6/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
）

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

水
温 

工事の実施

(試験湛水の

実施をいう) 

【調査の結果】 

水温についての定期調査の結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 

・五木宮園地点 ：2.5℃～22.0℃の範囲、平均 13.1℃ 

・神屋敷地点 ：3.5℃～21.5℃の範囲、平均 13.4℃ 

・五木地点 ：3.9℃～22.0℃の範囲、平均 14.0℃ 

・藤田地点 ：4.0℃～26.8℃の範囲、平均 14.3℃ 

・四浦地点 ：4.2℃～26.0℃の範囲、平均 15.5℃ 

・川辺大橋地点 ：5.1℃～28.8℃の範囲、平均 15.0℃ 

・柳瀬地点 ：4.8℃～26.5℃の範囲、平均 16.2℃ 

＜五木小川＞ 

・元井谷地点 ：2.5℃～23.0℃の範囲、平均 14.1℃ 

＜球磨川＞ 

・一武地点 ：5.1℃～29.5℃の範囲、平均 18.0℃ 

・人吉地点 ：6.5℃～28.1℃の範囲、平均 16.9℃ 

・西瀬橋地点 ：6.5℃～29.0℃の範囲、平均 17.4℃ 

・天狗橋地点 ：6.7℃～28.7℃の範囲、平均 17.5℃ 

＜小さで川＞ 

・宮ノ谷橋地点 ：6.5℃～20.9℃の範囲、平均 13.6℃ 

＜鳩胸川＞ 

・石野公園橋地点 ：6.5℃～26.3℃の範囲、平均 15.8℃ 

＜胸川＞ 

・大手橋地点 ：4.5℃～28.0℃の範囲、平均 16.9℃ 

＜山田川＞ 

・出町橋地点 ：6.5℃～27.5℃の範囲、平均 17.1℃ 

＜万江川＞ 

・万江川橋地点 ：8.0℃～29.0℃の範囲、平均 16.6℃ 

＜永野川＞ 

・永野橋地点 ：4.8℃～29.0℃の範囲、平均 16.8℃ 

＜鹿目川＞ 

・戸越橋地点 ：6.5℃～26.0℃の範囲、平均 16.1℃ 

 

 

 

 



 7.5-17

表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(7/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

水
温 

工事の実施

(試験湛水の

実施をいう) 

【予測の結果】 

川辺川の試験湛水時の水温は、試験湛水の貯水や放流量の減少に伴い流下過程

での気温・日射等により水温が高くなることから、ダム建設前と比べ高くなると

予測した。ただし、時間の経過とともに水温は低下しており、試験湛水完了後は、

ダム建設前に戻ると考えられる。 
球磨川の予測地点の試験湛水時の水温は、ダム建設前 10 か年変動幅に概ね収ま

っており、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えられる。 

 

【環境の保全のための措置】 

実施しない。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

(a) 放流水温の上昇抑制案の更なる検討 

環境影響評価後においても更なる環境への負荷軽減に向けて取り組む試験湛水

計画の検討と並行して、流況や水質等のデータを蓄積し、数値計算での予測結果

を踏まえた上で、放流水温の低減の可能性について検討を進める。(例：既存発電

施設の活用など) 

(b) ダム洪水調節地における監視 

工事の実施(試験湛水の実施)には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム洪水調

節地における水質の監視を行う。 

(c) ダム下流河川における監視 

試験湛水の実施前、実施期間中には、専門家の指導、助言を得ながら、ダム下流

河川における水質等の監視を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、

影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した上で適切

な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

・調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。 

・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回

避又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(8/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
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）
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工事の実施

（試験湛水の

実施をいう） 

【調査の結果】 
BOD についての定期調査の結果を以下に示す。 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：0.3mg/L～0.7mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・神屋敷地点 ：0.4mg/L～0.6mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・五木地点 ：0.5mg/L 未満～0.8mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・藤田地点 ：0.5mg/L 未満～1.7mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・四浦地点 ：0.3mg/L～0.8mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・川辺大橋地点 ：0.5mg/L 未満～1.1mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・柳瀬地点 ：0.3mg/L～0.9mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：0.2mg/L～0.7mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：0.4mg/L～1.6mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
・人吉地点 ：0.3mg/L～0.9mg/L の範囲 平均 0.5mg/L 
・西瀬橋地点 ：0.3mg/L～1.1mg/L の範囲 平均 0.6mg/L 
・天狗橋地点 ：0.3mg/L～1.0mg/L の範囲 平均 0.6mg/L 
＜小さで川＞ 
・宮ノ谷橋地点 ：0.5mg/L 未満～7.1mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
＜鳩胸川＞ 
・石野公園橋地点 ：0.5mg/L 未満～2.6mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
＜胸川＞ 
・大手橋地点 ：0.5mg/L 未満～20mg/L の範囲 平均 1.0mg/L 
＜山田川＞ 
・出町橋地点 ：0.5mg/L 未満～2.3mg/L の範囲 平均 0.8mg/L 
＜万江川＞ 
・万江川橋地点 ：0.5mg/L 未満～2.6mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
＜永野川＞ 
・永野橋地点 ：0.5mg/L 未満～1.9mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
＜鹿目川＞ 
・戸越橋地点 ：0.5mg/L 未満～1.5mg/L の範囲 平均 0.6mg/L 
 
BOD についての定期調査結果と環境基準値との適合状況を以下に示す。 
 
環境基準値(河川 AA 類型:1mg/L 以下、河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体
数(m/n) 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・神屋敷地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・五木地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・藤田地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 1/161 
・四浦地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/92 
・川辺大橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/163 
・柳瀬地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・人吉地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/83 
・西瀬橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/168 
・天狗橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/84 
 
注)1.(m/n)は「環境基準を満たさない検体数/総検体数」を示す。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(9/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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（試験湛水の

実施をいう）） 

COD についての定期調査の結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：0.1mg/L～1.5mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
・神屋敷地点 ：0.1mg/L～1.9mg/L の範囲 平均 0.6mg/L 
・五木地点 ：0.1mg/L～2.1mg/L の範囲 平均 0.7mg/L 
・藤田地点 ：0.5mg/L 未満～5.3mg/L の範囲 平均 0.9mg/L 
・四浦地点 ：0.2mg/L～1.6mg/L の範囲 平均 0.8mg/L 
・川辺大橋地点 ：0.5mg/L 未満～5.3mg/L の範囲 平均 0.9mg/L 
・柳瀬地点 ：0.1mg/L～1.6mg/L の範囲 平均 0.9mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：0.1mg/L～1.5mg/L の範囲 平均 0.6mg/L 
 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：0.5mg/L 未満～5.0mg/L の範囲 平均 1.6mg/L 
・人吉地点 ：0.6mg/L～2.8mg/L の範囲 平均 1.5mg/L 
・西瀬橋地点 ：0.6mg/L～3.7mg/L の範囲 平均 1.5mg/L 
・天狗橋地点 ：0.6mg/L～3.6mg/L の範囲 平均 1.6mg/L 

 
T-N についての定期調査の結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：0.12mg/L～0.44mg/L の範囲 平均 0.29mg/L 
・神屋敷地点 ：0.16mg/L～0.45mg/L の範囲 平均 0.32mg/L 
・五木地点 ：0.25mg/L～0.55mg/L の範囲 平均 0.37mg/L 
・四浦地点 ：0.21mg/L～0.50mg/L の範囲 平均 0.34mg/L 
・柳瀬地点 ：0.24mg/L～0.63mg/L の範囲 平均 0.40mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：0.19mg/L～0.49mg/L の範囲 平均 0.35mg/L 
 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：0.35mg/L～1.42mg/L の範囲 平均 0.77mg/L 
・人吉地点 ：0.48mg/L～1.11mg/L の範囲 平均 0.72mg/L 
・西瀬橋地点 ：0.45mg/L～1.03mg/L の範囲 平均 0.66mg/L 
・天狗橋地点 ：0.47mg/L～1.04mg/L の範囲 平均 0.74mg/L 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(10/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 
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実施をいう）） 

T-P についての定期調査の結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：0.011mg/L～0.031mg/L の範囲 平均 0.020mg/L 
・神屋敷地点 ：0.012mg/L～0.048mg/L の範囲 平均 0.020mg/L 
・五木地点 ：0.012mg/L～0.074mg/L の範囲 平均 0.021mg/L 
・四浦地点 ：0.007mg/L～0.043mg/L の範囲 平均 0.019mg/L 
・柳瀬地点 ：0.010mg/L～0.046mg/L の範囲 平均 0.021mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：0.011mg/L～0.027mg/L の範囲 平均 0.019mg/L 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：0.015mg/L～0.137mg/L の範囲 平均 0.041mg/L 
・人吉地点 ：0.017mg/L～0.087mg/L の範囲 平均 0.034mg/L 
・西瀬橋地点 ：0.018mg/L～0.102mg/L の範囲 平均 0.037mg/L 
・天狗橋地点 ：0.018mg/L～0.075mg/L の範囲 平均 0.035mg/L 
＜小さで川＞ 
・宮ノ谷橋地点 ：0.020mg/L～0.940mg/L の範囲 平均 0.248mg/L 
 

【予測の結果】 

ダム洪水調節地内では、試験湛水時の T-N、COD 及び BOD は、ダム建設前と比べ

同程度と予測した。Chl-a は中栄養の階級になると予測した。T-P はダム建設前と

比べ増加すると予測した。しかし、T-P の増加に伴う Chl-a の増加は中栄養の階級

であり、また短期間であるため、ダム建設前と比べ変化は小さいと考えらえる。

ダム下流河川の BOD は、ダム建設前と比べ同程度と予測した。また、BOD の環境

基準値(2mg/L 以下)を下回っている。 

 

【環境の保全のための措置】 

実施しない。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

・調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。 

・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回

避又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(11/14) 
環境要素の 
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【調査の結果】 
DOについての定期調査の結果を以下に示す。 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：8.8mg/L～13.4mg/L の範囲 平均 10.7mg/L 
・神屋敷地点 ：8.5mg/L～12.9mg/L の範囲 平均 10.5mg/L 
・五木地点 ：8.5mg/L～12.5mg/L の範囲 平均 10.4mg/L 
・藤田地点 ：7.8mg/L～15.0mg/L の範囲 平均 9.8mg/L 
・四浦地点 ：8.8mg/L～13.2mg/L の範囲 平均 10.5mg/L 
・川辺大橋地点 ：7.8mg/L～15.0mg/L の範囲 平均 10.0mg/L 
・柳瀬地点 ：8.7mg/L～13.5mg/L の範囲 平均 10.6mg/L 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：7.6mg/L～12.7mg/L の範囲 平均 10.2mg/L 
 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：8.3mg/L～13.5mg/L の範囲 平均 10.3mg/L 
・人吉地点 ：8.2mg/L～13.2mg/L の範囲 平均 10.2mg/L 
・西瀬橋地点 ：8.3mg/L～13.0mg/L の範囲 平均 10.4mg/L 
・天狗橋地点 ：8.1mg/L～13.8mg/L の範囲 平均 10.5mg/L 
＜小さで川＞ 
・宮ノ谷橋地点 ：5.9mg/L～19.2mg/L の範囲 平均 10.1mg/L 
＜鳩胸川＞ 
・石野公園橋地点 ：5.1mg/L～18.9mg/L の範囲 平均 10.1mg/L 
＜胸川＞ 
・大手橋地点 ：5.0mg/L～17.5mg/L の範囲 平均 9.8mg/L 
＜山田川＞ 
・出町橋地点 ：0.87mg/L～13.9mg/L の範囲 平均 9.6mg/L 
＜万江川＞ 
・万江川橋地点 ：4.5mg/L～15.7mg/L の範囲 平均 9.8mg/L 
＜永野川＞ 
・永野橋地点 ：5.0mg/L～14.3mg/L の範囲 平均 9.6mg/L 
＜鹿目川＞ 
・戸越橋地点 ：5.3mg/L～16.8mg/L の範囲 平均 9.9mg/L 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(12/14) 
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な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

（
溶
存
酸
素
量
） 

（工事の実施 

（試験湛水の

実施をいう）） 

DOについての定期調査結果と環境基準値との適合状況を以下に示す。 
環境基準値(河川 AA 類型、河川 A類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数(m/n) 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・神屋敷地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・五木地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・藤田地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/161 
・四浦地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/92 
・川辺大橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/163 
・柳瀬地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・人吉地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/83 
・西瀬橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/168 
・天狗橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/84 
 
注)1.(m/n)は「環境基準を満たさない検体数/総検体数」を示す。 
 

【予測の結果】 

ダム洪水調節地内の試験湛水時の溶存酸素量は、ダム建設前と比べて低下す

るものの、環境基準値(7.5mg/L 以上)の超過は生じないと予測した。 

ダム直上地点の DO の鉛直分布において、試験湛水期間の長い年の流況では、

底層で一時的に溶存酸素量は低下するが、貧酸素化はみられないため、ダム建

設前と比べ変化は小さいと考えられる。 

 

【環境の保全のための措置】 

実施しない。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

・調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。

・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限り回
避又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(13/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

水
素
イ
オ
ン
濃
度 

工事の実施

(ダムの堤体

の工事、原石

の採取の工

事、施工設備

及び工事用道

路の設置の工

事、建設発生

土の処理の工

事、道路の付

替の工事をい

う) 

【調査の結果】 
pH についての定期調査の結果を以下に示す。 

＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：7.0～8.2 の範囲 平均 7.7 
・神屋敷地点 ：6.9～8.1 の範囲 平均 7.7 
・五木地点 ：7.2～8.4 の範囲 平均 7.9 
・藤田地点 ：6.9～8.5 の範囲 平均 7.9 
・四浦地点 ：7.3～9.0 の範囲 平均 8.1 
・川辺大橋地点 ：7.1～8.7 の範囲 平均 8.0 
・柳瀬地点 ：7.3～8.8 の範囲 平均 8.1 
 
＜五木小川＞ 
・元井谷地点 ：7.1～8.0 の範囲 平均 7.7 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：6.9～8.1 の範囲 平均 7.4 
・人吉地点 ：6.9～8.2 の範囲 平均 7.5 
・西瀬橋地点 ：6.9～8.5 の範囲 平均 7.7 
・天狗橋地点 ：7.1～8.3 の範囲 平均 7.7 
＜小さで川＞ 
・宮ノ谷橋地点 ：6.6～8.0 の範囲 平均 7.5 
＜鳩胸川＞ 
・石野公園橋地点 ：6.3～8.2 の範囲 平均 7.5 
＜胸川＞ 
・大手橋地点 ：6.3～8.5 の範囲 平均 7.5 
＜山田川＞ 
・出町橋地点 ：6.6～8.4 の範囲 平均 7.3 
＜万江川＞ 
・万江川橋地点 ：6.6～9.1 の範囲 平均 7.5 
＜永野川＞ 
・永野橋地点 ：6.0～8.0 の範囲 平均 7.4 
＜鹿目川＞ 
・戸越橋地点 ：6.5～8.2 の範囲 平均 7.5 
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表 7.5-2 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（水環境）(14/14) 
環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
水
環
境
（
水
質
）
） 

（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
） 

（工事の実施(ダ

ムの堤体の工事、

原石の採取の工

事、施工設備及び

工事用道路の設

置の工事、建設発

生土の処理の工

事、道路の付替の

工事をいう)） 

pH についての定期調査結果と環境基準値との適合状況を以下に示す。 
環境基準値(河川 AA 類型、河川 A類型:6.5 以上 8.5 以下)を満たさない検体数
(m/n) 
 
＜川辺川＞ 
・五木宮園地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・神屋敷地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・五木地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/86 
・藤田地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/161 
・四浦地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 5/92 
・川辺大橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 5/163 
・柳瀬地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 7/93 
＜球磨川＞ 
・一武地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/93 
・人吉地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/83 
・西瀬橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/168 
・天狗橋地点 ：環境基準値を満たさない検体数は 0/84 

 
注)1.(m/n)は「環境基準を満たさない検体数/総検体数」を示す。 
 

【予測の結果】 

ダム建設中の pH は、中和処理施設で処理され河川に放流されることから、

ダム建設前と比べ同程度と予測した。 

 

【環境の保全のための措置】 

実施しない。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

・調査・予測を実施し、事業の実施による水質の変化は小さいと考えられる。

・これにより、水質に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内でできる限

り回避又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-3 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(土壌環境) 

環境要素の区分 
影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素 

土
壌
に
係
る
環
境
そ
の
他
の
環
境
（
地
形
及
び
地
質
） 

重
要
な
地
形
及
び
地
質 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【調査の結果】 

1)地形及び地質の概況 

(a)地形分布 

調査地域及びその周辺の地形は、大起伏山地が広く分布しており、周辺に中

起伏山地が広がっている。 

 

(b)地質分布 

調査地域及びその周辺の地質は、川辺川上流に砂岩、チャート等が分布し、

その南に石灰岩が分布、ダム堤体付近から下流は砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が

広く分布している。 

 

2)重要な地形及び地質の分布、状態及び特性 

調査地域には重要な地形として天狗岩が分布している。なお、重要な地質は

確認されなかった。 

天狗岩は「自然環境保全調査報告書(環境庁 昭和 51 年)」において、すぐ

れた又は特異な地形として選定されており、高さ約 100ｍの露出した石灰岩峰

の連なりである。 

 

【予測結果】 

・天狗岩 

天狗岩は、ダム洪水調節地の上流側に位置し、事業実施区域から約 1km 離れ

ていることから、事業の実施により改変されないと考えられる。 

 

【環境保全措置の検討】 

実施しない。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

重要な地形及び地質について調査、予測を実施し事業の実施による重要な地

形及び地質の直接改変はないと予測した。また、直接改変以外の影響も想定さ

れない。 

これにより、重要な地形及び地質に係る環境影響が事業者により実行可能な

範囲内でできる限り回避又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（1/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素 

動
物 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【調査の結果】 
1) 脊椎動物、昆虫類その他主な動物に係る動物相の状況 

文献調査では、哺乳類 17 科 45 種、鳥類 62 科 251 種、爬虫類 8 科 14 種、
両生類 8 科 16 種、魚類 16 科 63 種、陸上昆虫類 359 科 5,500 種、底生動物
133 科 476 種、その他の動物（クモ類）37 科 260 種、その他の動物（陸産貝
類）23 科 99 種が確認された。 

事業者の調査では、哺乳類 15 科 34 種、鳥類 50 科 168 種、爬虫類 9 科 15
種、両生類 7 科 14 種、魚類 12 科 35 種、陸上昆虫類 448 科 5,370 種、底生動
物 154 科 551 種、その他の動物（クモ類）49 科 342 種、その他の動物（陸産
貝類）21 科 78 種が確認された。 

 
2) 動物の重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 
 動物の重要な種として、以下があげられる。 

・哺乳類：ジネズミ、カワネズミ、ヒメヒミズ、ニホンコキクガシラコウモリ、

モモジロコウモリ、クロホオヒゲコウモリ、ノレンコウモリ、モリアブラコ

ウモリ、ヤマコウモリ、ヒナコウモリ、ニホンウサギコウモリ、ユビナガコ

ウモリ、コテングコウモリ、テングコウモリ、ヒナコウモリ科＊、オヒキコ

ウモリ、ニホンモモンガ、ムササビ、ヤマネ、スミスネズミ、ハタネズミ、

カヤネズミ、ニホンイタチ、カモシカ（23 種 ＊は計上しない） 

・鳥類：ウズラ、ヤマドリ（亜種：アカヤマドリ及びコシジロヤマドリを含む）、

ヒシクイ、マガン、ツクシガモ、アカツクシガモ、オシドリ、トモエガモ、

アカハジロ、コウノトリ、ヨシゴイ、ミゾゴイ、ササゴイ、チュウサギ、ヘ

ラサギ、クロツラヘラサギ、マナヅル、ナベヅル、ヒクイナ、ジュウイチ、

ツツドリ、カッコウ、ヨタカ、ケリ、イカルチドリ、シロチドリ、メダイチ

ドリ、セイタカシギ、アオシギ、オオジシギ、オオソリハシシギ、ダイシャ

クシギ、ホウロクシギ、ツルシギ、アカアシシギ、カラフトアオアシシギ、

タカブシギ、オバシギ、ハマシギ、タマシギ、コアジサシ、ミサゴ、ハチク

マ、チュウヒ、ツミ、ハイタカ、オオタカ、サシバ、ノスリ、クマタカ、オ

オコノハズク、コノハズク、フクロウ（亜種キュウシュウフクロウ）、アオ

バズク、コミミズク、アカショウビン、カワセミ、ヤマセミ、ブッポウソウ、

オオアカゲラ、ハヤブサ、ヤイロチョウ、サンショウクイ、サンコウチョウ、

アカモズ（亜種：シマアカモズ）、ホシガラス、コシアカツバメ、オオムシ

クイ、メボソムシクイ、センダイムシクイ、コヨシキリ、キバシリ、カワガ

ラス、クロツグミ、コマドリ、コサメビタキ、キビタキ、オオルリ、ビンズ

イ、コイカル、ホオアカ、ノジコ（82 種） 

・爬虫類：ニホンイシガメ、ニホンスッポン、タカチホヘビ、アオダイショウ、

シロマダラ（5種） 

・両生類：コガタブチサンショウウオ、ベッコウサンショウウオ、アカハライ
モリ、ニホンヒキガエル、タゴガエル、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、
アカガエル属＊、トノサマガエル、カジカガエル（9種 ＊は計上しない種）

・魚類：スナヤツメ南方種、ニホンウナギ、ヤリタナゴ、アブラボテ、ニッポ
ンバラタナゴ、カゼトゲタナゴ、カワヒガイ、ドジョウ、ヤマトシマドジョ
ウ、アリアケギバチ、サクラマス（ヤマメ）、ミナミメダカ、オヤニラミ、
カジカ（14 種） 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（2/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・陸上昆虫類：コフキヒメイトトンボ、キイトトンボ、ベニイトトンボ、アジア

イトトンボ、モートンイトトンボ、セスジイトトンボ、ムスジイトトンボ、オ

オイトトンボ、ヤクシマトゲオトンボ、アオハダトンボ、ニホンカワトンボ、

ムカシトンボ、オオルリボシヤンマ、マルタンヤンマ、サラサヤンマ、キイロ

サナエ、アオサナエ、ウチワヤンマ、ナゴヤサナエ、タベサナエ、フタスジサ

ナエ、オグマサナエ、ムカシヤンマ、ミナミヤンマ、トラフトンボ、キイロヤ

マトンボ、ハネビロエゾトンボ、エゾトンボ、ハッチョウトンボ、キトンボ、

タイリクアカネ、ウスバカマキリ、ウンゼンツユムシ、アシグロツユムシ、ム

サシセモンササキリモドキ、クロダケササキリモドキ、カワラバッタ、ハウチ

ワウンカ、エゾゼミ、エゾハルゼミ、ヒラタミミズク、エノキカイガラキジラ

ミ、オオアシナガサシガメ、ズイムシハナカメムシ、エサキアメンボ、コオイ

ムシ、タガメ、クチキトビケラ、ヤホシホソマダラ、キバネセセリ、ギンイチ

モンジセセリ、スジグロチャバネセセリ北海道・本州・九州亜種、ヘリグロチ

ャバネセセリ、オナガシジミ、ウラゴマダラシジミ、スギタニルリシジミ九州

亜種、アイノミドリシジミ、ヒサマツミドリシジミ、メスアカミドリシジミ、

タイワンツバメシジミ本土亜種、エゾミドリシジミ、オオミドリシジミ、ミヤ

マカラスシジミ、カラスシジミ、アカシジミ、クロシジミ、ゴイシツバメシジ

ミ、フジミドリシジミ、ウラキンシジミ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギン

ヒョウモン、クモガタヒョウモン、ミスジチョウ、ホシミスジ近畿地方以西亜

種、シータテハ、オオムラサキ、ウラナミジャノメ本土亜種、ヒメキマダラヒ

カゲ、ツマグロキチョウ、ヤマトスジグロシロチョウ本州中・南部亜種、フジ

キオビ、クワトゲエダシャク、オナガミズアオ本土亜種、スキバホウジャク、

サカグチキドクガ、コシロシタバ、ナマリキシタバ、オニベニシタバ、カギモ

ンハナオイアツバ、キシタアツバ、ヒゴキリガ、ツリフネソウトラガ、エサキ

ニセヒメガガンボ、ハマダラハルカ、ヒメヒラタゴミムシ、マイマイカブリ、

セアカオサムシ、タナカツヤハネゴミムシ、アリスアトキリゴミムシ、クチキ

ゴミムシ、ツヅラセメクラチビゴミムシ、メクラチビゴミムシ類、アイヌハン

ミョウ、キボシケシゲンゴロウ、セスジゲンゴロウ、カンムリセスジゲンゴロ

ウ、ヒコサンセスジゲンゴロウ、ホソセスジゲンゴロウ、クロゲンゴロウ、ゲ

ンゴロウ、コガタノゲンゴロウ、シマゲンゴロウ、ウスイロシマゲンゴロウ、

アンピンチビゲンゴロウ、コマルケシゲンゴロウ、オニギリマルケシゲンゴロ

ウ注 5)、コウベツブゲンゴロウ、ルイスツブゲンゴロウ、シャープツブゲンゴ

ロウ、キベリマメゲンゴロウ、サワダマメゲンゴロウ、クロマメゲンゴロウ、

ミズスマシ、コオナガミズスマシ、オナガミズスマシ、ムモンチビコツブゲン

ゴロウ、ウスイロツヤヒラタガムシ、ホソゴマフガムシ、エバウエルコマルガ

ムシ、スジヒラタガムシ、コガムシ、ガムシ、シジミガムシ、ヒメシジミガム

シ、ヒゴツヤムネハネカクシ、Quedius 属（地下性）、ムネアカセンチコガネ、

ヒメオオクワガタ九州亜種、ルリクワガタ、キュウシュウニセコルリクワガタ、

アカマダラセンチコガネ、アカマダラハナムグリ、コカブトムシ、キンスジコ

ガネ、オオチャイロハナムグリ、キョウトアオハナムグリ、クロカナブン、ア

オナガタマムシ、タマムシ、アマミナカボソタマムシ、アオタマムシ、クロマ

ダラタマムシ、キンヘリタマムシ九州亜種、ババムナビロコメツキ、トラフコ

メツキ、ヘイケボタル、ヒメボタル、ハラグロオオテントウ、イセテントウ、

ミカドテントウ、オオテントウ、ルリヒラタムシ、オオキノコムシ、ヒゴケナ

ガクビボソムシ、オカモトツヤアナハネムシ、ソボトゲヒサゴゴミムシダマシ、

アカジマトラカミキリ、シナノクロフカミキリ、オオアオカミキリ、ミドリカ

ミキリ、キュウシュウシナカミキリ、イッシキキモンカミキリ、スネケブカヒ

ロコバネカミキリ、オオホソコバネカミキリ、キュウシュウヘリグロホソハナ

カミキリ、ムネホシシロカミキリ、ヒゲブトハナカミキリ、シコクヒメコブハ

ナカミキリ、クスベニカミキリ、フタコブルリハナカミキリ 

 

 

 

(次項へ続く)  
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（3//86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

(続き) 

・陸上昆虫類：ヨツボシカミキリ、イガブチヒゲハナカミキリ、キュウシュウ

オオクボカミキリ、アサカミキリ、ムナコブハナカミキリ、トラフカミキリ、

オオトラカミキリ、キンイロネクイハムシ、オオシロオビゾウムシ、トサヤ

ドリキバチ、ミズバチ、オオセイボウ、トゲアリ、ヤマトアシナガバチ、ア

ケボノクモバチ、スギハラクモバチ、フタモンクモバチ、アオスジクモバチ、

キユビギングチ、ヤマトスナハキバチ本土亜種、クマモトツチスガリ、クロ

マルハナバチ、Lasioglossum 属、クズハキリバチ(204 種) 

 

・底生動物：マルタニシ、ホラアナミジンニナ、ヒメマルマメタニシ、マメタ

ニシ、コシダカヒメモノアラガイ、モノアラガイ、ヒメヒラマキミズマイマ

イ、ヒラマキミズマイマイ、クルマヒラマキガイ、ヒラマキガイモドキ、カ

ワコザラガイ、マシジミ、ミドリビル、イボビル、ミナミヌマエビ、コフキ

ヒメイトトンボ、キイトトンボ、ベニイトトンボ、アジアイトトンボ、モー

トンイトトンボ、セスジイトトンボ、ムスジイトトンボ、オオイトトンボ、

ヤクシマトゲオトンボ、アオハダトンボ、ニホンカワトンボ、ムカシトンボ、

マルタンヤンマ、サラサヤンマ、キイロサナエ、アオサナエ、ホンサナエ、

ウチワヤンマ、ナゴヤサナエ、タベサナエ、フタスジサナエ、オグマサナエ、

ムカシヤンマ、ミナミヤンマ、トラフトンボ、キイロヤマトンボ、ハネビロ

エゾトンボ、エゾトンボ、ハッチョウトンボ、キトンボ、タイリクアカネ、

オキナワイトアメンボ、コオイムシ、タガメ、クチキトビケラ、エサキニセ

ヒメガガンボ、キボシケシゲンゴロウ、セスジゲンゴロウ、カンムリセスジ

ゲンゴロウ、ヒコサンセスジゲンゴロウ、ホソセスジゲンゴロウ、クロゲン

ゴロウ、ゲンゴロウ、コガタノゲンゴロウ、シマゲンゴロウ、ウスイロシマ

ゲンゴロウ、アンピンチビゲンゴロウ、コマルケシゲンゴロウ、ケシゲンゴ

ロウ、コウベツブゲンゴロウ、ルイスツブゲンゴロウ、シャープツブゲンゴ

ロウ、キベリマメゲンゴロウ、サワダマメゲンゴロウ、クロマメゲンゴロウ、

オオマダラゲンゴロウ、ミズスマシ、コオナガミズスマシ、オナガミズスマ

シ、ムモンチビコツブゲンゴロウ、ホンシュウセスジダルマガムシ、ウスイ

ロツヤヒラタガムシ、ホソゴマフガムシ、エバウエルコマルガムシ、ニセコ

クロヒラタガムシ、スジヒラタガムシ、シジミガムシ、ヒメシジミガムシ、

ミユキシジミガムシ、ヨコミゾドロムシ、セマルヒメドロムシ、ヘイケボタ

ル、キンイロネクイハムシ（88 種） 

 

・その他の動物（クモ類）：Heptathela 属、ワスレナグモ、キノボリトタテグ

モ、イツキメナシナミハグモ、カワベナミハグモ、ドウシグモ、ツノノコギ

リヤスデ（7種） 

 

・その他の動物（陸産貝類）：ゴマオカタニシ、クマモトアツブタムシオイガ

イ、タカチホムシオイガイ、サツマムシオイガイ、シイバムシオイガイ、シ

リブトゴマガイ、ウスイロオカチグサ、ケシガイ、ナガオカモノアラガイ、

クチマガリスナガイ、キバサナギガイ、ヤマトキバサナギガイ、マルナタネ

ガイ、ヒラドマルナタネ、ナタネガイモドキ、キセルガイモドキ、ホソキセ

ルガイモドキ、ヒゴコンボウギセル、カタギセル、オキモドキギセル、トサ

ギセル、アメイロギセル、シンチュウギセル、ケショウギセル、アラナミギ

セル、イシカワギセル、カワモトギセル、シマケルギセル、カザアナギセル、

ナンピギセル、ピルスブリギセル、ハナコギセル、マルクチコギセル、アラ

ハダノミギセル、オオコウラナメクジ、ヒラベッコウガイ、テラマチベッコ

ウ、コシダカヒメベッコウ、タカハシベッコウ、レンズガイ、ヒゼンキビ、

オキキビ、カサネシタラガイ、ウメムラシタラガイ、オオウエキビ、ツシマ

ナガキビ、ヒメカサキビ、オオクラヒメベッコウ、オオウスビロウドマイマ

イ、オオスミビロウドマイマイ、シメクチマイマイ、コベソマイマイ、キュ

ウシュウシロマイマイ、コウベマイマイ（54 種） 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（4/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【予測の結果】 

予測対象とする種は、現地調査で確認された種とした。 

鳥類のコアジサシ、コシアカツバメ、オオムシクイ、メボソムシクイ及び子

ヨシキリについては、本来調査地域外に生息する種が一時的に飛来した可能性

が高いと考えられることから、予測の対象としなかった。また、陸上昆虫類の

ヒメヒラタゴミムシについては、平成 8 年度に 1地点で確認されたのみで、生

態学的な知見が乏しく、生息環境が不明であることから、予測の対象としなか

った。 

 

・ジネズミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「草地」、「草地（ス

スキ群落等）」、「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は

本種の主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・カワネズミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山地を流れる川」
及び「渓流的な川」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生
息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供
用後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は
生息環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終
了後には河川の状態に戻ることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍
は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。直接改変
等以外（河川の連続性）について、工事中の仮排水路トンネル（既設）や存
在及び供用時の河床部放流設備により本種の生息環境が変化する可能性が考
えられる。一方、直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)
に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変等以外（河川の連続性）の影響を受け
る可能性が考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（5/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ニホンコキクガシラコウモリ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。本種の生息が確
認された調査横坑の一部が改変され、本種の主要な生息環境として適さなく
なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部及び本種が確認された調査横坑の一部が改変さ
れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら
れる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較
的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能
性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は
小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍
は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直
接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における調査横坑の改変
による影響を受けると考えられる。 

九折瀬洞で確認されている個体については、ダム洪水調節地の環境により、
生息環境が変化する可能性があると考えられる。なお、九折瀬洞に生息する
本種の予測については、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 

 
・モモジロコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自
然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。本種の生息が確
認された調査横坑の一部が改変され、本種の主要な生息環境や繁殖環境とし
て適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部及び本種が確認された調査横坑の一部が改変さ
れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境や繁殖環境として適さなくな
ると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の
植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回
復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では調査横坑の一
部が本種の主要な生息環境や繁殖環境として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍
は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直
接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境における調
査横坑の改変による影響を受けると考えられる。 

九折瀬洞で確認されている個体については、ダム洪水調節地の環境により、
生息環境が変化する可能性があると考えられる。なお、九折瀬洞に生息する
本種の予測については、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（6/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ノレンコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。本種の生息が確

認された調査横坑の一部が改変され、本種の主要な生息環境や繁殖環境とし

て適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部及び本種が確認された調査横坑の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境や繁殖環境として適さなくな

ると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の

植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回

復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では調査横坑の一

部が本種の主要な生息環境や繁殖環境として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境における調

査横坑の改変による影響を受けると考えられる。 

 

・ユビナガコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。本種の生息が確

認された調査横坑の一部が改変され、本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部及び本種が確認された調査横坑の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら

れる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較

的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能

性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境における調

査横坑の改変による影響を受けると考えられる。 

九折瀬洞で確認されている個体については、ダム洪水調節地の環境により、

生息環境が変化する可能性があると考えられる。なお、九折瀬洞に生息する

本種の予測については、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（7/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・コテングコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・テングコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」、「その他の植林」及び「洞窟」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部及び本種が確認された調査横坑の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら

れる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較

的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能

性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における調査横坑の改変

による影響を受けると考えられる。 

九折瀬洞で確認されている個体については、ダム洪水調節地の環境の影響に

より、生息環境が変化し、本種の生息環境として適さなくなると考えられる。

なお、九折瀬洞に生息する本種の予測については、「7.2.8 生態系特殊性」

に示す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（8/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒナコウモリ科 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・オヒキコウモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直

接改変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（9/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ニホンモモンガ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 
・ムササビ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-35 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（10/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヤマネ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は

本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・カヤネズミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「草地」、「草地（ス

スキ群落等）」、「耕作地（畑地）」、「耕作地（水田）」、「盆地を流れる

川」及び「山麓を流れる川」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は

本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改

変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（11/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ニホンイタチ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「その他の低木林」、「盆地を流れる川」、「山麓を流れ

る川」、「山地を流れる川」及び「渓流的な川」の一部が改変され、これらの

改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は

本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改

変等以外(水質の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヤマドリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（12/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ツクシガモ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」は

改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。直接改変等以外(建設機械の稼働等)に伴う本種の

生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・オシドリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「落葉広葉樹林

（自然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」の

一部、河川域の「盆地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」、

「渓流的な川」及び「止水域」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。また、直接改変等以

外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・トモエガモ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」は

改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質、流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えら

れる。直接改変等以外(建設機械の稼働等)に伴う本種の生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（13/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ミゾゴイ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「竹林」、「スギ・
ヒノキ植林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は
本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。また、直接改変
等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う本種の生息環境の変
化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ササゴイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作地（水田）」、
「盆地を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作
地（水田）」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さ
いと考えられる。直接改変等以外(建設機械の稼働等)に伴う生息環境の変化
は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・チュウサギ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作地（水田）」、

「盆地を流れる川」は改変されない。 
ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作

地（水田）」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 
直接改変等以外(水質の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。直接改変等以外(建設機械の稼働等)に伴う本種の生息環境
の変化はないと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（14/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒクイナ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作地（水田）」、

「盆地を流れる川」は改変されない。 
ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作

地（水田）」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 
直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境

の変化は小さいと考えられる。直接改変等以外(建設機械の稼働等)に伴う生
息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ジュウイチ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ツツドリ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（15/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・カッコウ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」、「その他の植林」及び「その他低木林」の一部が改変され、これらの
改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ヨタカ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」、「その他の植林」、「その他低木林」及び「草地」の一部が改変され、
これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ
る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・イカルチドリ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「河川沿いの裸地」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さな
くなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。また、洪水調節に伴う一時的な冠水により
本種の主要な生息環境の一部が改変されるが、冠水期間は平均で 1 日程度で
あり、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改変
等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小
さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（16/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・アオシギ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「渓流的な河川」及

び「山地を流れる川」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な
生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。しかし、試験湛水による生息環境の変化は
一時的であり、長期的には本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。ま
た、洪水調節に伴う一時的な冠水により本種の主要な生息環境の一部が改変
されるが、冠水期間は平均で 1 日程度であり、生息環境の変化は小さいと考
えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変
及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ミサゴ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「落葉広葉樹
林（自然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、
「落葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノ
キ植林」及び「その他の植林」、河川域の「盆地を流れる川」及び「止水域」
の一部が改変される。これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さ
なくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。また、直接改変
等以外の影響(水質の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ハチクマ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（17/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ツミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ハイタカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「自然裸地」、「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-43 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（18/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオタカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「自然裸地」、「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・サシバ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「自然裸地」、「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（19/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ノスリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「自然裸地」、「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クマタカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

一方、予測地域周辺で確認されている 9つがいのうち、5 つがいについては、

直接改変等以外（建設機械の稼働等）により、生息環境が変化し、工事期間中

に繁殖率が低下または低下する可能性があると考えられる。 

本種のつがいごとの予測については、「7.2.8 生態系上位性（陸域）」に示

す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（20/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオコノハズク 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・フクロウ（キュウシュウフクロウ） 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自
然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・アオバズク 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自
然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（21/86） 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・アカショウビン 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。また、直接改変
等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)による生息環境の変化は小
さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・カワセミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」、
「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」及び「止水域」の一部が改変され、
これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ
る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改変
等以外(水質の変化、流況の変化、河床の変化及び河川の連続性の変化)によ
る生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

一方、予測地域周辺で確認されている 30 つがいのうち、3 つがいについて
は、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（建設機械の稼働等）により、
生息・繁殖環境が変化すると考えられる。 

本種のつがいごとの予測については、「7.2.8 生態系上位性（河川域）」
に示す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（22/86） 

環境要素の 
区分 

影響要
因の 
区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工 事 の

実施・土

地 又 は

工 作 物

の 存 在

及 び 供

用 

・ヤマセミ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」、「山

麓を流れる川」、「山地を流れる川」及び「止水域」の一部が改変され、これらの
改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の主要
な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適
さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等
の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復す
る可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は
小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の生息
環境として適さなくなる可能性があると考えられる。直接改変等以外(河川の連続
性の変化)により、本種の生息環境が変化すると考えられる。一方、直接改変等以
外の影響(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)による生息環境の変化は小さい
と考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム
洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

一方、予測地域周辺で確認されている 14 つがいのうち、4 つがいについては、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（建設機械の稼働等及び河川の連続性）
により、生息・繁殖環境が変化すると考えられる。 
本種のつがいごとの予測については、「7.2.8 生態系上位性（河川域）」に示す。
 
・ブッポウソウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然林）」、
「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉広葉樹林（二
次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」及び「その他の植
林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく
なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の主要
な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適
さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等
の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復す
る可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は
小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本 種の生
息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム
洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（23/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオアカゲラ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「ス
ギ・ヒノキ植林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区
域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ハヤブサ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「自然裸地」、「耕
作地（畑 

地）」及び「耕作地（水田）」の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍
は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ヤイロチョウ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（24/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・サンショウクイ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・サンコウチョウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自
然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・センダイムシクイ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主
要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（25/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・カワガラス 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を流れる川」、

「山地を流れる川」、「渓流的な川」及び「止水域」の一部が改変され、こ
れらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本 種
の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改変
等以外(水質の変化、流況の変化、河床の変化及び河川の連続性)による生息
環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

一方、予測地域周辺で確認されている 63 つがいのうち、34 つがいについ
ては、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（建設機械の稼
働等）により、生息・繁殖環境が変化すると考えられる。 

本種のつがいごとの予測については、「7.2.8 生態系上位性（河川域）」

に示す。 

 

・クロツグミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息

環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草

本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生

息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な

冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種

の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（26/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・コサメビタキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息

環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草

本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生

息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な

冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種

の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・キビタキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息

環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草

本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生

息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な

冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種

の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-52 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（27/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオルリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ビンズイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「草地」、「草地（ススキ群落等）」及び「その他低木林」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。また、直接改変等以

外(水質の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（28/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ホオアカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「草地」、「草地（ス

スキ群落等）」、「その他低木林」、「耕作地（果樹園等）」及び「耕作地（畑

地）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適

さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ニホンイシガメ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」、

「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」及び「渓流的な川」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻ることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。一方、直接改変等以外（河川の連続性）について、工事中の

仮排水路トンネル（既設）や存在及び供用時の河床部放流設備により本種の生

息環境が変化する可能性が考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変等以外（河川の連続性）の影響を受ける

可能性が考えられる。 

 

・ニホンスッポン 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を流れる川」及

び「盆地を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を

流れる川」及び「盆地を流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

これらのことから、本種の生息環境は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（29/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・タカチホヘビ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「竹林」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アオダイショウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「竹林」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「草地」、「その他の低木林」、「耕作地（果樹園等）」、

「耕作地（畑地）」及び「耕作地（水田）」の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・シロマダラ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「竹林」、「スギ・ヒノキ植林」

及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（30/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・コガタブチサンショウウオ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その

他の植林」及び「渓流的な川」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の

主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に

より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考

えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アカハライモリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「耕作地(水田)」、「湿

地」、「盆地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」、「渓

流的な川」及び「止水域」の一部及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生

じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ

り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴

う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、本種

の繁殖場には変化が生じ、繁殖場として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化) に

より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考

えられる。一方、直接改変等以外(水質の変化及び流況及び河床の変化)に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ニホンヒキガエル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その

他の植林」、「耕作地（水田）」及び「湿地」の一部及び繁殖場の一部が改変

され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部及び繁殖場の多くが改変され、これらの改変区域は本
種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生
じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ
り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴
う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、本種
の繁殖場には変化が生じ、繁殖場として適さなくなると考えられる。 

（次項へ続く） 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（31/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

（続き） 
直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に

より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考
えられる。 

これらのことから、本種は直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以

外による影響を受けると考えられる。 

 
・タゴガエル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然
林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉
樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その
他の植林」及び「渓流的な川」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の
主要な生息環境として適さなくなると考えられる。一方、本種の繁殖場は改変
されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環
境として適さなくなると考えられる。一方、本種の繁殖場に変化は生じない。
試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期
に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え
られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考
えられる。一方、本種の繁殖場に変化は生じない。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に
より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考
えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・ニホンアカガエル 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉
樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その
他の植林」、「耕作地（水田)」及び「湿地」の一部が改変され、これらの改
変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。一方、本種
の繁殖場は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環
境として適さなくなると考えられる。一方、本種の繁殖場に変化は生じない。
試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期
に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え
られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考
えられる。一方、本種の繁殖場に変化は生じない。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化) に
より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考
えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（32/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヤマアカガエル
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉
樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その
他の植林」、「耕作地（水田)」及び「湿地」の一部及び繁殖場の一部が改変
され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら
れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部及び繁殖場の多くが改変され、これらの改変区域は本
種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生
じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ
り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴
う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、本種
の繁殖場には変化が生じ、繁殖場として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に
より、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が考
えられる。 

これらのことから、本種は直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等
以外による影響を受けると考えられる。 
 
・アカガエル属 

直接改変により、ニホンアカガエルもしくはヤマアカガエルの主要な生息環
境と推定された「落葉広葉樹林(自然林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常
緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、
「スギ・ヒノキ植林」、「その他の植林」、「耕作地（水田)」、「湿地」の
一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくな
ると考えられる。一方、本種の繁殖場について、本種がニホンアカガエルの場
合は、繁殖場は改変されない。本種がヤマアカガエルの場合は、直接改変によ
り本種の繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は繁殖場として適さなく
なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環
境として適さなくなると考えられる。本種の繁殖場について、本種がニホンア
カガエルの場合は繁殖場に変化は生じない。本種がヤマアカガエルの場合は、
試験湛水期間において繁殖場の一部に変化が生じ、これらの改変区域は繁殖場
として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落
や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は
長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本
種の生息環境の変化は小さいと考えられる。本種の繁殖場について、本種がニ
ホンアカガエルの場合は繁殖場に変化は生じない。本種がヤマアカガエルの場
合は、洪水調節に伴う一時的な冠水により繁殖場の一部に変化が生じ、これら
の改変区域は繁殖場として適さなくなると考えられる。 

なお、直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性が考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び繁殖場が広く残存することから、
直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は
小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（33/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・トノサマガエル
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「草地」、「耕作地（水

田)」及び「湿地」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。一方、本種の繁殖場は改変されない。

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種
の主要な生息環境の一部及び繫殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生
じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ
り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴
う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、本種
の繁殖場には変化が生じ、繁殖場として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化によ
る生息環境の変化) により、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適
さなくなる可能性考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・カジカガエル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林(自然

林)」、「常緑広葉樹林(自然林)」、「常緑針葉樹林(自然林)」、「落葉広葉

樹林(二次林)」、「常緑広葉樹林(二次林)」、「スギ・ヒノキ植林」、「その

他の植林」、「盆地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」

及び「渓流的な川」の一部及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は

本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部及び繁殖場の多くが改変され、これらの改変区域は本

種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生

じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ

り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴

う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。一方、本種

の繁殖場には変化が生じ、繁殖場として適さなくなると考えられる。 

直接改変等以外の影響(水質の変化、流況の変化及び河床の変化) による本

種の生息環境は小さいと考えられる。一方、直接改変等以外の影響(改変付近

及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、改変区域及びその近傍は本種

の生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等

以外(改変付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)による影響を受けると

考えられる。 

 

・スナヤツメ南方種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を流れる川」、

「盆地を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を

流れる川」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁殖環境の変化

は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（34/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ニホンウナギ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち、「山地を

流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」及び「止水域」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外（水質の変化及び河床の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。一方、直接改変等以外（河川の連続性）における工事中に仮

排水路トンネル（既設）の使用に伴い、本種の生息環境が変化すると考えられ

る。 

これらのことから、本種は直接改変等以外（河川の連続性）の影響を受ける

と考えられる。 

なお、本種の直接改変等以外（河川の連続性）の予測の詳細については、「7.2.8 

生態系典型性（河川域）」に示す。 

 

・ヤリタナゴ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」は

改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁

殖環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アブラボテ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を流れる川」、

「盆地を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を

流れる川」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁

殖環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ドジョウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」は

改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁

殖環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（35/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヤマトシマドジョウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を流れる川」、

「盆地を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「山麓を

流れる川」、「盆地を流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁

殖環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・サクラマス（ヤマメ） 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち、「渓流的

な川」、「山地を流れる川」及び「山麓を流れる川」の一部が改変され、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外（水質の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁殖環境の変化

は小さいと考えられる。一方、直接改変等以外（河川の連続性）における工事

中に仮排水路トンネル（既設）の使用に伴い、本種の生息・繁殖環境が変化す

ると考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変等以外（河川の連続性）の影響を受ける

と考えられる。 

なお、本種の直接改変等以外（河川の連続性）の予測の詳細については、

「7.2.8 生態系典型性（河川域）」に示す。 

 

・ミナミメダカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」は

改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」に変化は生じない。 

直接改変等以外（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）に伴う生息・繁

殖環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（36/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キイトトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ベニイトトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アジアイトトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヤクシマトゲオトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（37/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・アオハダトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」、

「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」及び「渓流的な川」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ニホンカワトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」、

「山麓を流れる川」、「山地を流れる川」及び「渓流的な川」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・サラサヤンマ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ムカシヤンマ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」及び「湿地」の一部が改

変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

（次項へ続く） 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（38/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

（続き） 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)

により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダ

ム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・トラフトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ハッチョウトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」、「草

地（ススキ群落等）」、「耕作地（水田）」及び「湿地」の一部が改変され、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。河川沿

いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は、直接改変による影響を受ける範囲に

位置しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ウンゼンツユムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「常緑広葉樹林（自然林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（39/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒラタミミズク 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「常緑広葉樹林（自然

林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・エノキカイガラキジラミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植

生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種

の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における繁殖場の改変によ

る影響を受けると考えられる。 

 

・オオアシナガサシガメ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」及び「草

地（ススキ群落等）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と

して適さなくなると考えられる。河川沿いの「草地」及び「単子葉草本群落」

は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（40/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・エサキアメンボ 

直接改変による本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」及び

「止水域」は改変されないことから、本種の生息環境は維持されると考えられ

る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、ダム洪水調

節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヤホシホソマダラ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」 及び

「草地（ススキ群落等）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息

環境として適さなくなると考えられる。河川沿いの「草地」及び「単子葉草本

群落」は、直接改変による影響を受ける範囲に位置しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・キバネセセリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（41/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ギンイチモンジセセリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」及び「草地（ス

スキ群落等）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。河川沿いの「草地」及び「単子葉草本群落」は、直接改変による影

響を受ける範囲に位置しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の主要な

生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比

較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え

られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム洪

水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・スギタニルリシジミ九州亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「常緑広葉樹林（自然林）」及

び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の主要な

生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比

較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え

られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム洪

水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・アイノミドリシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然林）」及

び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の主要な

生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比

較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え

られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一定期間の

冠水による影響を受けると考えられる。 
 

・エゾミドリシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然林）」及

び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の主要な

生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなく

なると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比

較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考え

られる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一定期間の

冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（42/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ミヤマカラスシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「常緑広葉樹林（自然林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・カラスシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植

生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種

の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における繁殖場の改変によ

る影響を受けると考えられる。 

 

・アカシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（43/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ウラキンシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・ウラギンヒョウモン 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。なお、河川沿いの「草地」は、直接改変による影響を受ける範囲に位置

しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クモガタヒョウモン 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「草地」及び「草地（ススキ群落等）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（44/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ミスジチョウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「落葉広葉樹林（二次林）」及び常緑

広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ホシミスジ近畿地方以西亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「落葉広葉樹林（二次林）」、「常緑

広葉樹林（二次林）」、「その他の低木林」及び「耕作地（果樹園等）」の一

部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考え

られる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・シータテハ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」、「草地」及び「その他の低木林」の一部が改変され、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（45/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオムラサキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。また、直接改変により本

種の繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は繁殖場として適さなくなる

と考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植

生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種

の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境における繁殖

場の改変による影響を受けると考えられる。 

 

・ウラナミジャノメ本土亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林））、「落葉広葉樹林（二次林）」、「常緑

広葉樹林（二次林）」、「草地」、「草地（ススキ群落等）」及び「その他の

低木林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さな

くなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ツマグロキチョウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」、「耕

作地（畑地）」、「耕作地（水田）」の一部が改変され、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられる。なお、河川沿いの「草地」、

「耕作地（畑地）」、「耕作地（水田）」及び「人工草地」は、直接改変によ

る影響を受ける範囲に位置しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（46/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヤマトスジグロシロチョウ本州中・南部亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「落葉広葉樹林（二次林）」、「常緑

広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、「その他の植林」、「草地」、

「その他の低木林」及び「耕作地（畑地）」の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・オナガミズアオ本土亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・コシロシタバ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二次

林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（47/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ナマリキシタバ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「落葉広葉樹林（二次林）」、「石灰岩地」及び「ガレ場」の一部が

改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・キシタアツバ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「草地」及び「耕

作地（畑地）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。なお、河川沿いの「草地」及び「耕作地（畑地）」

は、直接改変による影響を受ける範囲に位置しない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ハマダラハルカ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」及び「スギ・ヒノキ植林」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（48/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・マイマイカブリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」及び「スギ・ヒノキ植林」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる. 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・タナカツヤハネゴミムシ 

直接改変による本種の主要な生息環境と推定された陸域の「湿地」及び河川

沿いの「単子葉草本群落」は改変されないことから、本種の生息環境は維持さ

れると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化) に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アリスアトキリゴミムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された河川沿いの「草地」、

「単子葉草本群落」及び「自然裸地」の一部が改変され、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（49/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ツヅラセメクラチビゴミムシ 

本種の直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外の影響について

は、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 

 

・メクラチビゴミムシ類 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」、「その他の植林」、「洞窟」及び「ガレ場」の一部が改変され、これ
らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。また、直
接改変により本種の繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は繁殖場と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本種
の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生
じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ
り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に
伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における繁殖場の改変によ
る影響を受けると考えられる。 
 
・アイヌハンミョウ  

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された河川沿いの「自然裸
地」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく
なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。また、洪水調節に伴う一時的な冠水
により変化する地域は、長期的には本種の主要な生息環境と推定される草地
または落葉広葉樹林（二次林）が残存・維持されると考えられることから、
本種の主要な生息環境は長期的には回復すると考えられる。 

しかし、予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、
直接改変及びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 

なお、直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考え
られる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（50/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・セスジゲンゴロウ  
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変され
ない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の
「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」
は改変されない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・カンムリセスジゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水
田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変され
ない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の
「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」
に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 

・シマゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水
田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変され
ない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の
「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」
に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・オニギリマルケシゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水
田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変され
ない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の
「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」
に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7.5-76 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（51/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ウスイロツヤヒラタガムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を流れる川」及

び「山麓を流れる川」は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された「盆地を

流れる川」及び「山麓を流れる川」は改変されない。 

直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・コガムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水
田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変され
ない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の
「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」
に変化は生じない。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・シジミガムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の「耕作地（水

田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」は改変されな

い。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の

「耕作地（水田）」、「湿地」、河川沿いの「耕作地（水田）」及び「湿地」

に変化は生じないが、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の繁殖場の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくな

ると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植

生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復す

る可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変

化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヒゴツヤムネハネカクシ 

本種の直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外の影響について

は、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-77 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（52/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・Quedius 属（地下性） 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植林」、

「その他の植林」及び「ガレ場」の一部が改変され、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アカマダラセンチコガネ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・コカブトムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二次

林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-78 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（53/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キンスジコガネ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「常緑広葉樹林（自然林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クロカナブン 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・タマムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（54/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キンヘリタマムシ九州亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・ババムナビロコメツキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された河川沿いの「自然裸地」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・トラフコメツキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」及び「常緑針葉樹林（自然林）」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（55/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒメボタル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「竹林」、「スギ・ヒ

ノキ植林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ハラグロオオテントウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「落葉広葉樹林（二次林）」及び「常

緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。また、直接改変により本種の繁殖場の一

部が改変され、これらの改変区域は繁殖場として適さなくなると考えられる。

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境及び繁殖場の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植

生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種

の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境における繁殖

場の改変による影響を受けると考えられる。 

 

・ミカドテントウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「常緑広葉樹林（自然

林）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-81 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（56/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・アカジマトラカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」及び「常緑針葉樹林（自然林）」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ミドリカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一定

期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・イッシキキモンカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7.5-82 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（57/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・スネケブカヒロコバネカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一定

期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・クスベニカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「常緑広葉樹林（自然

林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・トラフカミキリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二次

林）」及び「耕作地（果樹園等）」の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（58/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオシロオビゾウムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落

葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植

林」及び「その他の植林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生

息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変

及びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・オオセイボウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二

次林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う

一定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 

 

・トゲアリ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」及び「落葉広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本

種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は

草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の

生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う

一定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（59/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヤマトアシナガバチ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自

然林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落
葉広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」、「スギ・ヒノキ植
林」及び「草地」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生
息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は
草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の
生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的
な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変
及びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・フタモンクモバチ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二
次林）」及び「常緑広葉樹林（二次林）」の一部が改変され、これらの改変
区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生
息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は
草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の
生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的
な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う
一定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
 
・アオスジクモバチ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された河川沿いの「草地」
及び「自然裸地」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生
息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は
草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の
生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的
な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変
及びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（60/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キユビギングチ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（自然

林）」、「常緑広葉樹林（自然林）」、「常緑針葉樹林（自然林）」、「落葉

広葉樹林（二次林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」及び「スギ・ヒノキ植林」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヤマトスナハキバチ本土亜種 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された河川沿いの「草地」及

び「自然裸地」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クズハキリバチ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「落葉広葉樹林（二次

林）」、「常緑広葉樹林（二次林）」及び「その他の低木林」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群

落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境

は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では

本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（61/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・マルタニシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ホラアナミジンニナ 

直接改変により、河川域で本種の主要な生息環境と推定された山麓を流れる

川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流

れる川及び渓流的な川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変に

よる生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヒメマルマメタニシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・コシダカヒメモノアラガイ 

直接改変により、陸域の耕作地（水田）、湿地、河川域の盆地を流れる川、

山麓を流れる川、山地を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると

考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

しかし、予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直

接改変による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（62/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・モノアラガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）

及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの

耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヒメヒラマキミズマイマイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヒラマキミズマイマイ 

直接改変により、河川域で本種の主要な生息環境と推定された渓流的な川及

び止水域の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として

適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クルマヒラマキガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、 湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（63/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒラマキガイモドキ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、 湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・カワコザラガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）

及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの

耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・マシジミ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川及び山

麓を流れる川は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流

れる川及び山麓を流れる川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ミドリビル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）

及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された陸域の耕

作地（水田）、湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの

耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（64/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ミナミヌマエビ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、盆地を流れる川及び

山麓を流れる川は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、盆地を

流れる川及び山麓を流れる川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ムカシトンボ 

直接改変により、本種の成虫の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林
（自然林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉
樹林（二次林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改
変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。また、本
種の幼虫の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川、山麓を流れる川、
山地を流れる川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変区域は本種
の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の成
虫の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。供用後、洪水調節
に伴う一時的な冠水時には、本種の幼虫の主要な生息環境の一部は生息環境
として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後には
河川の状態に戻るほか、本種の幼虫の主要な生息環境は予測地域のダム洪水
調節地の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認し
ていることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化、流況の変化及び河床の変化)による生息環境
の変化は小さいと考えられる。一方、直接改変等以外(改変区域付近及び土地
又は工作物付近の環境の変化)により、改変区域及びその近傍は本種の生息環
境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・マルタンヤンマ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水
田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域
の耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じ
ない。 

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（65/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キイロサナエ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川、山

麓を流れる川、山地を流れる川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの
改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本
種の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供
用後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は
生息環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終
了後には河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪
水調節地の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認
していることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変
及びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アオサナエ 

直接改変により、本種の成虫の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林

（自然林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹

林（二次林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区

域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。一方、本種の幼

虫の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川及び山麓を流れる川は、直接

改変により本種の生息環境は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・タベサナエ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・キイロヤマトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川は改変

されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流

れる川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（66/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オキナワイトアメンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クチキトビケラ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された山地を流れる川、渓流

的な川及び止水域の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・エサキニセヒメガガンボ（Protanyderus 属） 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川、山麓

を流れる川、山地を流れる川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変

区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・キボシケシゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流れる川は改変さ

れない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流れ

る川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（67/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
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的
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を
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て
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測
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） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒコサンセスジゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二

次林）、常緑広葉樹林（二次林）、耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地

（水田）及び湿地の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部及び確認地点の全ては生息環境として適さなくなると

考えられる。一方、洪水調節に伴う一時的な冠水では、冠水期間は平均で 1日

程度であることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外（改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化）によ

り、改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ホソセスジゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された耕作地（水田）、湿地、

河川沿いの耕作地（水田）及び湿地の一部及び確認地点の一部が改変され、こ

れらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クロゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（68/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・コガタノゲンゴロウ 

直接改変により、河川域で本種の主要な生息環境と推定された山地を流れる

川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ウスイロシマゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、ダム洪水調

節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・アンピンチビゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・コマルケシゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川沿いの耕作地（水田）及び湿地に変化生じない。

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（69/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・キベリマメゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、盆地を流れる川及び

山麓を流れる川は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、ダム洪水調

節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・サワダマメゲンゴロウ 

直接改変により、河川域で本種の主要な生息環境と推定された山地を流れる

川及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認していること

から、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境や確認地点が広く残存することから、

直接改変及びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・クロマメゲンゴロウ 

直接改変により、本種の主要な生息環境であると推定された山地を流れる川

及び渓流的な川の一部及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境や確認地点が広く残存することから、

直接改変及びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（70/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オナガミズスマシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境であると推定された山地を流れる川

及び渓流的な川の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

予測地域内には本種の主要な生息環境や確認地点が広く残存することから、

直接改変及びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ホソゴマフガムシ 

直接改変により、本種の確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種

の主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用

後、洪水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息

環境として適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後に

は河川の状態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地

の上下流に広く分布しており、それらの場所においても本種を確認しているこ

とから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及

びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・スジヒラタガムシ 

直接改変により、本種の確認地点の一部が改変され、これらの地点は本種の

生息地として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部及び確認地点の全ては生息環境として適さなくなると

考えられる。一方、洪水調節に伴う一時的な冠水では、冠水期間は平均で 1日

程度であることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(流況の変化)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境による影響を受

けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（71/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

・ヒメシジミガムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された耕作地（水田）、湿地、

盆地を流れる川、山麓を流れる川、山地を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）

及び湿地の一部及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要

な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の

主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用後、洪

水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息環境とし

て適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後には河川の状

態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地の上下流に広

く分布しており、それらの場所においても本種を確認していることから、生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及び

ダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ミユキシジミガムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された耕作地（水田）、湿地、

河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、山地を流れる川、河川沿いの耕作地

（水田）及び湿地の一部及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の主

要な生息環境の一部及び確認地点の全ては生息環境として適さなくなると考え

られる。一方、洪水調節に伴う一時的な冠水では、冠水期間は平均で 1日程度で

あることから、生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

これらのことから、本種は直接改変及びダム洪水調節地の環境による影響を受け

ると考えられる。 

 

・ヨコミゾドロムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された盆地を流れる川、山麓を

流れる川及び山地を流れる川の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要

な生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には、本種の

主要な生息環境の一部は生息環境として適さなくなると考えられる。供用後、洪

水調節に伴う一時的な冠水時には、本種の主要な生息環境の一部は生息環境とし

て適さなくなると考えられる。一方、試験湛水や洪水調節の終了後には河川の状

態に戻るほか、本種の主要な生息環境は予測地域のダム洪水調節地の上下流に広

く分布しており、それらの場所においても本種を確認していることから、生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及び

ダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（72/86） 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・セマルヒメドロムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流れる川は改変

されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流

れる川に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヘイケボタル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の耕作地（水田）、

湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿いの耕作地（水田）

及び湿地は改変されない。 

ダム洪水調節地の環境により、本種の主要な生息環境と推定された、陸域の

耕作地（水田）、湿地、河川域の盆地を流れる川、山麓を流れる川、河川沿い

の耕作地（水田）及び湿地に変化は生じない。 

直接改変等以外(水質の変化等)による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（73/86） 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・Heptathela 属 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二

次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林、その他の植林、その他

の低木林及びガレ場の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・キノボリトタテグモ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二

次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林、その他の植林及びその

他の低木林の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さ

なくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種の

主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落

や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は

長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、

ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・イツキメナシナミハグモ 

本種の直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外の影響について

は、「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（74/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・カワベナミハグモ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二
次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林、その他の植林及びそ
の他の低木林の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として
適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小
さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ドウシグモ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二
次林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は
本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息
環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生
息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な
冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小
さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ツノノコギリヤスデ 
本種の直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外の影響については、

「7.2.8 生態系特殊性」に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7.5-100 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（75/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因
の区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工 事 の 実

施・土地又

は 工 作 物

の 存 在 及

び供用 

・ゴマオカタニシ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、

常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二次林）及び
常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。また、本種の確認地点の一部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境
は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種
の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に
より、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると
考えられる。 
これらのことから、本種は直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（改
変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化）により影響を受けると考えられ
る。 
 
・サツマムシオイガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、
落葉広葉樹林（自然林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落
葉広葉樹林（二次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林及びその他の
植林の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると
考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草
本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境
は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種
の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に
より、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると
考えられる。 
これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（改変区域付
近及び土地又は工作物付近の環境の変化）により影響を受けると考えられる。 
 
・シイバムシオイガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、
常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二次林）及び
常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本種
の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境と
して適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落や低木
群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長期的には
回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)に
より、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると
考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することから、直
接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さい
と考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（76/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ウスイロオカチグサ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された山麓を流れる川、盆

地を流れる川は改変されない。 
ダム洪水調節地の環境による本種の主要な生息環境と推定された山麓を流

れる川、盆地を流れる川に変化は生じない。 
直接改変等以外(流況の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 
これらのことから、本種の生息環境は維持されると考えられる。 
 
・クチマガリスナガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二
次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林及びその他の植林の一
部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考
えられる。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ヤマトキバサナギガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林（自然林）、常緑針葉樹林（自然林）、落葉広葉樹林（二
次林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林、その他の植林、草地
及び草地（ススキ群落等）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生
息環境として適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変
及びダム洪水調節地の環境による生息環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（77/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因
の区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実

施・土地

又は工作

物の存在

及び供用 

・ホソキセルガイモドキ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、

常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次林）及び常
緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。また、本種の確認地点の一部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本
種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本種の
主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の
生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠
水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)
により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ
ると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することから、
直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小
さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・カタギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、
常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次林）及び常
緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本
種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環
境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植生は草本群落
や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の生息環境は長
期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の
生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)
により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ
ると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することから、
直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小
さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・オキモドキギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然林）、
常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次林）及び常
緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境と
して適さなくなると考えられる。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時には本
種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域は本種の
主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本種の
生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一時的な冠
水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)
により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ
ると考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（改変区
域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化）により影響を受けると考えられ
る。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（78/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・トサギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林、その他の植林及び草地
の一部が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる
と考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本
種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一
時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・アメイロギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本
種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一
時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ケショウギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。また、本種の確認地点の半数
がサーチャージ水位で一定期間冠水し、改変される。試験湛水後に変化が生
じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があ
り、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に
伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 
これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一
定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 



7.5-104 

 

表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（79/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ナンピギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次

林）、常緑広葉樹林（二次林）及び草地の一部が改変され、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に

は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要

な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植

生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本

種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一

時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか

ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ハナコギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（二次

林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に

は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変

化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能

性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水

調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

本種は樹上性の種であり、予測地域では局所的な環境に生息することから、

ダム洪水調節地の環境による影響を受けると考えられる。 

 

・アラハダノミギセル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次

林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に

は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。また、本種の確

認地点の多くがサーチャージ水位で一定期間冠水し、改変される。試験湛水

後に変化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移す

る可能性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。

洪水調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境における試験湛水に伴う一

定期間の冠水による影響を受けると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（80/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒラベッコウガイ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林及びその他の植林の一部
が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考え
られる。 また、本種の確認地点の一部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・テラマチベッコウ  

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・レンズガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本
種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一
時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外の影響による生息
環境の変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（81/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・ヒゼンキビ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 
これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外（改変
区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化）により影響を受けると考え
られる。 
 
・カサネシタラガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本
種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一
時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・ウメムラシタラガイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（82/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオウキエビ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。また、本種の確認地点の一
部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 

・ヒメカサキビ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次

林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。 また、本種の確認地点の

一部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に

は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変

化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能

性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水

調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変

化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか

ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（83/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
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価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

・オオクラヒメベッコウ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然

林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）及び常緑広葉樹林（二次林）の一部が改変され、これらの改変区域は本
種の生息環境として適さなくなると考えられる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要
な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変化が生じた植
生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能性があり、本
種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水調節に伴う一
時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・シメクチマイマイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）、常緑広葉樹林（二次林）、スギ・ヒノキ植林及びその他の植林の一部
が改変され、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考え
られる。  

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変
化)により、工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能
性があると考えられる。 

予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、
ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと
考えられる。 
これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
 
・コベソマイマイ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林（自然
林）、常緑広葉樹林(自然林)、常緑針葉樹林(自然林)、落葉広葉樹林（二次
林）、常緑広葉樹林（二次林）、草地及び耕作地（畑地）の一部が改変され、
これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。また、
本種の確認地点の一部が改変される。 

ダム洪水調節地の環境の変化により、試験湛水に伴う一定期間の冠水時に
は本種の主要な生息環境及び確認地点の一部が改変され、これらの改変区域
は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。試験湛水後に変
化が生じた植生は草本群落や低木群落等の植生に比較的短期に遷移する可能
性があり、本種の生息環境は長期的には回復する可能性が考えられる。洪水
調節に伴う一時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

予測地域内には本種の主要な生息環境及び確認地点が広く残存することか
ら、直接改変、ダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外による生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（84/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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価
さ
れ
る
べ
き
環
境
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素
） 

（
動
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
） 

工事の実施・ 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【環境の保全のための措置】 

 予測の結果から、以下の種については、環境保全措置の検討を行う項目とし

た。 

 

○ニホンコキクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、ノレンコウモリ、ユビナ

ガコウモリ、テングコウモリ 

 生息・繁殖環境の整備を行うことにより、重要な種の生息環境及び重要な種

の個体に与える影響を低減する。 

 

○ニホンヒキガエル、ヤマアカガエル 

 産卵環境（水路、止水域等を含む湿地環境）を整備して移植を行うことによ

り、重要な種の生息環境及び重要な種の個体に与える影響を低減する。 

 

○カジカガエル 

 周辺の生息環境に移植を行うことにより、重要な種の生息環境及び重要な種

の個体に与える影響を低減する。 

 

○アイノミドリシジミ、エゾミドリシジミ、アカシジミ、ウラキンシジミ、オ

ナガミズアオ本土亜種、コシロシタバ、ナマリキシタバ、コカブトムシ、クロ

カナブン、タマムシ、キンヘリタマムシ九州亜種、ミドリカミキリ、イッシキ

キモンカミキリ、スネケブカヒロコバネカミキリ、オオセイボウ、トゲアリ、

フタモンクモバチ 

 監視とその結果への対応を行うことにより、重要な種の生息環境及び重要な

種の個体に与える影響を低減する。 

 

○エノキカイガラキジラミ、カラスシジミ、オオムラサキ、ハラグロオオテン

トウ 

 周辺の産卵環境（寄主植物）に移植を行うことにより、重要な種の生息環境

及び重要な種の個体に与える影響を低減する。 

 

○メクラチビゴミムシ類、ゴマオカタニシ、サツマムシオイガイ、オキモドキ

ギセル、ケショウギセル、ハナコギセル、アラハダノミギセル、ヒゼンキビ 

 周辺の類似した生息環境に移植を行うことにより、重要な種の生息環境及び

重要な種の個体に与える影響を低減する。 

 

○スジヒラタガムシ、ミユキシジミガムシ 

 生息環境（湿地環境）を整備して移植を行うことにより、重要な種の生息環

境及び重要な種の個体に与える影響を低減する。 

 
【環境保全措置以外の事業者による取組み】 
工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、専門家の指

導及び助言を得ながら、森林伐採に対する配慮、産卵場（水路、止水域等を
含む湿地環境）の整備後の監視とその結果への対応、移植後の監視とその結
果への対応、ダム上下流河川の監視とその結果への対応、動物の生息状況の
監視とその結果への対応、夜間照明の配慮及び両生類のロードキル対策、生
息・繁殖環境等の整備を行う。 
 
上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、
影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を
得ながら適切な措置を講ずる。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（85/86） 
環境要素の 

区分 
影響要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

 以下の項目について事後調査を実施する。 

 

○ニホンコキクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、ノレンコウモリ、ユビナ

ガコウモリ、テングコウモリ 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の横坑等の確認地点、整備の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生息・繁殖状況、整備の候補地の環境の確認による。

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は整備の実施箇所とする。 

調査方法は整備地における保全対象種の生息状況及び繁殖状況の確認による

が、詳細は(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実

施する。 

 

○ニホンヒキガエル、ヤマアカガエル、カジカガエル、エノキカイガラキジラ

ミ、カラスシジミ、オオムラサキ、ハラグロオオテントウ、メクラチビゴミム

シ類、スジヒラタガムシ、ミユキシジミガムシ、ゴマオカタニシ、サツマムシ

オイガイ、オキモドキギセル、ケショウギセル、ハナコギセル、アラハダノミ

ギセル、ヒゼンキビ 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境もしくは産卵場及び移植の候補

地とする。 

調査方法は保全対象種の生息状況及び産卵状況並びに移植候補地の環境の

確認による。 

(2) 環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は移植措置の実施箇所とする。 

調査方法は移植地における保全対象種の生息状況及び産卵状況の確認によ

るが、詳細は(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い

実施する。 

 

○アイノミドリシジミ、エゾミドリシジミ、アカシジミ、ウラキンシジミ、オ

ナガミズアオ本土亜種、コシロシタバ、ナマリキシタバ、コカブトムシ、クロ

カナブン、タマムシ、キンヘリタマムシ九州亜種、ミドリカミキリ、イッシキ

キモンカミキリ、スネケブカヒロコバネカミキリ、オオセイボウ、トゲアリ、

フタモンクモバチ 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境とし、移植することになった保

全対象種についてはその移植の候補地とする。 

調査方法は保全対象種の生息状況の確認による。移植することになった保全

対象種については、移植候補地の環境の確認による。 

(2) 環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は保全対象種の確認地点・生息環境とし、移植することになった保

全対象種についてはその移植地とする。 

調査方法は確認地点・生息環境での生息状況の確認、及び移植することになっ

た保全対象種についてはその移植地での生息状況の確認によるが、詳細は(1)

環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 
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表 7.5-4 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（動物）（86/86） 
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区分 
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環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【評価の結果】 

動物については、動物の重要な種について調査、予測を実施し、その結果を

踏まえ、環境保全措置の検討を行った。これにより、動物に係る環境影響が事

業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減されていると判断す

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



7.5-112 

表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(1/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【調査の結果】 

1）種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況 

文献調査では、種子植物・シダ植物、190 科 2,578 種、付着藻類 7 科 9 種、
その他の植物として、蘚苔類 38 科 108 種、大型菌類 90 科 593 種が確認された。
事業者の調査では、種子植物・シダ植物、179 科 1,795 種、付着藻類 58 科 256

種、その他の植物として、蘚苔類75科 363種、大型菌類65科 302種が確認された。
 
川辺川周辺はアラカシ群落を主とする常緑広葉樹林及びスギ・ヒノキ植林が

広く分布し、谷部や斜面部にケヤキ群落、ヌルデ-アカメガシワ群落が分布する。
河川周辺は植生が少なく、礫河原等からなる自然裸地が分布する。川辺川ダム
下流の人吉盆地の区間では、自然裸地、オギ群落等が分布し、球磨川との合流
部付近にはメダケ群集、ムクノキ‐エノキ群集等が分布する。 

 

2）植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 

植物の重要な種及び重要な群落として、以下があげられる。 

・種子植物・シダ植物：ヒメスギラン、リュウキュウヒモラン、エゾヒカゲノカ
ズラ、マンネンスギ、スギラン、ナンカクラン、ヒモラン、クラマゴケ、ミズ
ニラ、シナミズニラ、ヒメドクサ、ナガホノナツノハナワラビ、ナツノハナワ
ラビ、ヒロハハナヤスリ、マツバラン、ヤシャゼンマイ、コケホラゴケ、チチ
ブホラゴケ、オオコケシノブ、コケシノブ、ヒメハイホラゴケ、オオハイホラ
ゴケ、カネコシダ、デンジソウ、オオアカウキクサ、アカウキクサ、サンショ
ウモ、サイゴクホングウシダ、オドリコカグマ、フジシダ、オオフジシダ、ヒ
メムカゴシダ、タキミシダ、ホコガタシダ、ヒメミズワラビ、ヒメウラジロ、
エビガラシダ、ナカミシシラン、クマガワイノモトソウ、ホコシダ、キドイノ
モトソウ、アイコハチジョウシダ、モエジマシダ、シモツケヌリトラノオ、ヒ
メイワトラノオ、ヤマドリトラノオ、イチョウシダ、コタニワタリ、イワヤシ
ダ、アラゲヒメワラビ、ホソバショリマ、ヒメハシゴシダ、ミゾシダモドキ、
ケホシダ、コガネシダ、フクロシダ、イワデンダ、ヌリワラビ、クサソテツ、
オサシダ、テバコワラビ、ハコネシケチシダ、ミヤコイヌワラビ、キリシマヘ
ビノネゴザ、シイバサトメシダ、サキモリイヌワラビ、サカバサトメシダ、ト
ゲカラクサイヌワラビ、トゲヤマイヌワラビ、ホウライイヌワラビ、ウスバヘ
ビノネゴザ、シマイヌワラビ、アオグキイヌワラビ、ヘビノネゴザ、ナンゴク
シケチシダ、アソシケシダ、オオヒメワラビモドキ、ミドリワラビ、ウスバミ
ヤマノコギリシダ、シマシロヤマシダ、クワレシダ、イヨクジャク、ヒュウガ
シダ、ヒメノコギリシダ、キンモウワラビ、ケキンモウワラビ、ヤクカナワラ
ビ、イツキカナワラビ、ナンゴクナライシダ、ヒュウガカナワラビ、ヒロハナ
ライシダ、ヒゴカナワラビ、ハガクレカナワラビ、オトコシダ、サツマシダ、
クマヤブソテツ、ツクシヤブソテツ、クマイワヘゴ、エビノオオクジャク、シ
ラネワラビ、ヌカイタチシダ、キリシマイワヘゴ、イヌタマシダ、ギフベニシ
ダ、ワカナシダ、キヨズミオオクジャク、アツギノヌカイタチシダマガイ、ム
ラサキベニシダ、オワセベニシダ、ヌカイタチシダマガイ、タニヘゴ、マルバ
ヌカイタチシダモドキ、ツツイイワヘゴ、ヤマエオオクジャク、ヒロハアツイ
タ、ミヤジマシダ、タチデンダ、ホソバヤブソテツ、ナンピイノデ、ナガバコ
ウラボシ、ホテイシダ、コウラボシ、ヒメサジラン、オオクボシダ、ヒロハヒ
メウラボシ、カラクサシダ、キレハオオクボシダ、ハリモミ、ゴヨウマツ、イ
ブキ、ハイイヌガヤ、イチイ、ジュンサイ、コウホネ、オグラコウホネ、サイ
コクヒメコウホネ、ヒメコウホネ、ヒツジグサ、ヒトリシズカ、ハンゲショウ、
オオバウマノスズクサ、アリマウマノスズクサ、クロフネサイシン、キンチャ
クアオイ、ウスバサイシン、マルミカンアオイ、ウンゼンカンアオイ、ニッケ
イ、ショウブ、シコクヒロハテンナンショウ、ツクシテンナンショウ、キリシ
マテンナンショウ、ユキモチソウ、タシロテンナンショウ、ミツバテンナンシ
ョウ、アオテンナンショウ、マルバオモダカ、アギナシ、スブタ、ヤナギスブ
タ、トチカガミ、ホッスモ、ミズオオバコ、セキショウモ、イトモ、ヒルムシ
ロ、フトヒルムシロ、オヒルムシロ、ホソバミズヒキモ、ヒナノシャクジョウ、
シロシャクジョウ、キリシマシャクジョウ、ツクシタチドコロ、ホンゴウソウ、
チャボシライトソウ、ツクバネソウ、カタクリ、ホソバナコバイモ、トサコバ
イモ、キバナノアマナ、ノヒメユリ、ホトトギス、タマガワホトトギス、 
(次頁に続く) 



7.5-113 

表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 
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環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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ヒナラン、シラン、マメヅタラン、ムギラン、ミヤマムギラン、キリシマエビ
ネ、キエビネ、エビネ、キンセイラン、ナツエビネ、サルメンエビネ、ギンラ
ン、ユウシュンラン、キンラン、オサラン、トケンラン、マヤラン、カンラン、
ナギラン、クマガイソウ、キバナノセッコク、ヒメヤツシロラン、カキラン、
タシロラン、カシノキラン、マツラン、アキザキヤツシロラン、オニノヤガラ、
ハルザキヤツシロラン、ベニシュスラン、ツリシュスラン、ダイサギソウ、ミ
ズトンボ、ムカゴソウ、ヤクシマアカシュスラン、オオハクウンラン、ムヨウ
ラン、ウスキムヨウラン、クロムヨウラン、ギボウシラン、フガクスズムシソ
ウ、ジガバチソウ、クモキリソウ、ササバラン、ボウラン、フウラン、アオフ
タバラン、ムカゴサイシン、ヨウラクラン、サギソウ、ムカゴトンボ、ガンゼ
キラン、ニイタカチドリ、ミズチドリ、ヤマサギソウ、コバノトンボソウ、オ
オヤマサギソウ、トンボソウ、トキソウ、ヤマトキソウ、ウチョウラン、ナゴ
ラン、コオロギラン、クモラン、ヒメトケンラン、ヒトツボクロ、キバナノシ
ョウキラン、キンバイザサ、コキンバイザサ、ノカンゾウ、ワスレグサ属、ヒ
メニラ、カンザシギボウシ、ヒメヤブラン、ミヤマナルコユリ、ミズアオイ、
ミクリ、ヤマトミクリ、ナガエミクリ、ヒメミクリ、ヒロハノイヌノヒゲ、ク
ロイヌノヒゲモドキ、クロイヌノヒゲ、オオホシクサ、ホシクサ、コイヌノヒ
ゲ、イヌノヒゲ、ゴマシオホシクサ、クロホシクサ、シロイヌノヒゲ、ニッポ
ンイヌノヒゲ、ヒメコウガイゼキショウ、オカスズメノヒエ、イトテンツキ、
ヒゲスゲ、オニスゲ、ケスゲ、イトスゲ、コハリスゲ、ホソバヒカゲスゲ、ウ
マスゲ、カタスゲ、キノクニスゲ、ケヒエスゲ、ビロードスゲ、ミヤマカンス
ゲ、アワボスゲ、ミヤマイワスゲ、ヤチカワズスゲ、アオバスゲ、コカンスゲ、
ジングウスゲ、アブラシバ、シオクグ、ムギガラガヤツリ、カガシラ、クロミ
ノハリイ、クログワイ、オオヌマハリイ、シカクイ、アオテンツキ、オノエテ
ンツキ、ノハラテンツキ、ハタケテンツキ、クロタマガヤツリ、トラノハナヒ
ゲ、イトイヌノハナヒゲ、コイヌノハナヒゲ、イヌノハナヒゲ、ハタベカンガ
レイ、ヒメホタルイ、ツクシカンガレイ、ロッカクイ、シズイ、マツカサスス
キ、ツクシアブラガヤ、シンジュガヤ、コシンジュガヤ、ケシンジュガヤ、マ
ネキシンジュガヤ、コウボウ、コウヤザサ、ホガエリガヤ、ツクシガヤ、ミズ
タカモジグサ、ウンヌケモドキ、オオトボシガラ、アズマガヤ、イワタケソウ、
ミノボロ、コメガヤ、ミチシバ、イブキヌカボ、ムカゴツヅリ、ウキシバ、サ
サキビ、ヒゲシバ、ビロードキビ、ナガミノオニシバ、マツモ（広義）、クサ
ノオウ、ツクシキケマン、ホザキキケマン、ナガミノツルケマン、ヤマブキソ
ウ、オオバメギ、ヤチマタイカリソウ、ヒゴイカリソウ、ハナカズラ、アズマ
イチゲ、リュウキンカ、フジセンニンソウ、ツクシクサボタン、シロバナハン
ショウヅル、オキナグサ、ヒメバイカモ、シギンカラマツ、イシヅチカラマツ、
ミヤマカラマツ、アオカズラ、ツゲ、ヤマシャクヤク、ヤシャビシャク、ザリ
コミ、アワモリショウマ、ツクシアカショウマ、ツクシチャルメルソウ、コチ
ャルメルソウ、シコクチャルメルソウ、ダイモンジソウ、ウチワダイモンジソ
ウ、ミツバベンケイソウ、アオベンケイ、チャボツメレンゲ、ツメレンゲ、イ
ワレンゲ、タコノアシ、ウドカズラ、クマガワブドウ、フジキ、サイカチ、チ
ョウセンキハギ、クロバナキハギ、イヌハギ、オオバタンキリマメ、シバネム、
ツクシムレスズメ、ヨツバハギ、クマガワナンテンハギ、アカササゲ、フジ、
ヒナノカンザシ、クマヤマグミ、キビノクロウメモドキ、オニヤブマオ、クサ
コアカソ、ウワバミソウ、ケイタオミズ、ツクシミズ、アズキナシ、チョウジ
ザクラ、カスミザクラ、ミヤマザクラ、カワラサイコ、イワキンバイ、ツチグ
リ、ツクシイバラ、モリイバラ、オオバライチゴ、シマバライチゴ、クロイチ
ゴ、ハスノハイチゴ、サナギイチゴ、コジキイチゴ、キビノナワシロイチゴ、
ナガボノワレモコウ、アイズシモツケ、オニホソバシモツケ、イブキシモツケ、
ハナガガシ、ノグルミ、イワシデ、ミヤマニガウリ、オオツルウメモドキ、サ
ワダツ、コバノクロヅル、オオヤマカタバミ、ノウルシ、ヤマヒハツ、ミゾハ
コベ、イヌコリヤナギ、ノヤナギ、ツクシスミレ、ヒナスミレ、コオトギリ、
アゼオトギリ、ツキヌキオトギリ、イヨフウロ、ミズマツバ、ミズキカシグサ、
ヒメビシ、イワアカバナ、ヒメノボタン、チャンチンモドキ、ナンゴクミネカ
エデ、メグスリノキ、テツカエデ、カラコギカエデ、ユズ、シマサクラガンピ、
ハクサンハタザオ、ヒロハコンロンソウ、タカチホガラシ、イヌナズナ、 
(次頁に続く) 
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コイヌガラシ、キバナハタザオ、ミヤマツチトリモチ、マツグミ、オオバヤド
リギ、ハマサジ、クリンユキフデ、ナガバノウナギツカミ、ヌカボタデ、オオ
ネバリタデ、コギシギシ、タチハコベ、ホソバハマアカザ、ブンゴウツギ、ヒ
ュウガアジサイ、キレンゲショウマ、サワトラノオ、オニコナスビ、ユキワリ
ソウ、サクラソウ、イワザクラ、カンザブロウノキ、ハクウンボク、ウラジロ
マタタビ、ウメガサソウ、シャクジョウソウ、マルバノイチヤクソウ、ヒュウ
ガミツバツツジ、ナンゴクミツバツツジ、ヨウラクツツジ、レンゲツツジ、ツ
クシアケボノツツジ、コメツツジ、キヌタソウ、ミヤマムグラ、オオバノヤエ
ムグラ、ウスユキムグラ、コバンムグラ、ヒロハコンロンカ、イナモリソウ、
ヘツカニガキ、ヤマトグサ、ハナイカリ、ムラサキセンブリ、シノノメソウ、
イヌセンブリ、ヒメナエ、アイナエ、イケマ、コイケマ、シタキソウ、クサタ
チバナ、ロクオンソウ、フナバラソウ、スズサイコ、マメダオシ、ヤマホオズ
キ、イガホオズキ、アオホオズキ、ヤマホロシ、ムラサキ、シオジ、ミヤマイ
ボタ、ウスギモクセイ、マンシュウハシドイ、シシンラン、マルバノサワトウ
ガラシ、サワトウガラシ、シソクサ、ホソバヒメトラノオ、コクワガタ、イヌ
ノフグリ、カワヂシャ、ナンゴククガイソウ、カワミドリ、コムラサキ、タニ
ジャコウソウ、ジャコウソウ、ヤマトウバナ、タカクマヒキオコシ、メハジキ、
キセワタ、ヤマジソ、ミズネコノオ、ミゾコウジュ、ヒメナミキ、ミヤマナミ
キ、ケミヤマナミキ、スズメノハコベ、ゴマクサ、キヨスミウツボ、ノタヌキ
モ、イヌタヌキモ、ミミカキグサ、ホザキノミミカキグサ、ミカワタヌキモ、
ヒメタヌキモ、ムラサキミミカキグサ、フウリンウメモドキ、ツゲモチ、タマ
ミズキ、ツクシイワシャジン、ツルギキョウ、バアソブ、サワギキョウ、キキ
ョウ、アサザ、マルバテイショウソウ、ヤハズハハコ、イヌヨモギ、タニガワ
コンギク、ブゼンノギク、ヤナギノギク、ミヤマヨメナ、シオン、オケラ、イ
ワギク、モリアザミ、ヤナギアザミ、テリハアザミ、ヘイケモリアザミ、ヒゴ
タイ、タカサブロウ、イズハハコ、ヤマヒヨドリバナ、スイラン、マンシュウ
スイラン、オグルマ、ホソバオグルマ、ホソバニガナ、ヤナギニガナ、コスギ
ニガナ、ウスゲタマブキ、ミヤマコウモリソウ、モミジコウモリ、ツクシコウ
モリソウ、ヒメコウモリソウ、ナガバノコウヤボウキ、コウヤボウキ、アキノ
ハハコグサ、ヒナヒゴタイ、ミヤコアザミ、ツクシトウヒレン、アオヤギバナ、
ヒュウガヤブレガサ、ヤブレガサ、ヤマボクチ、キクバヤマボクチ、カンサイ
タンポポ、ツクシタンポポ、タカネコウリンギク、コウリンカ、オナモミ、ウ
ラジロウコギ、ホソバチクセツニンジン、ミヤマノダケ、ヨロイグサ、ハナビ
ゼリ、クマノダケ、イヌトウキ、ミシマサイコ、ハマゼリ、カワラボウフウ、
ムカゴニンジン、カノツメソウ、ナベナ、ウスバヒョウタンボク、ヤマヒョウ
タンボク、ニシキウツギ、イワツクバネウツギ(626種) 

・群落：ツクシガヤ自生地(絶滅危惧種)、中神町生育地保護区(サギソウ)、庄屋
池生育地保護区(オグラコウホネ)、市房山の自然林、雁俣山の自然林、五家荘
のシラカワ谷のハシドイ林、五家荘の自然林、白髪岳の自然林、大野溪谷のコ
ジイ林、山江村のアカガシ林、山江村のコナラ林、山江村のアカマツ林、山江
村のモミ林、端海野のマンネンスギ群生地、免田町丸池のリュウキンカ自生地、
球磨川のツクシイバラ自生地（16群落） 

・付着藻類：アシツキ（カワタケ）、オオイシソウ、ツマグロカワモヅク、チャ
イロカワモズク、アオカワモズク、オキチモズク、チスジノリ、タンスイベニ
マダラ、ホソアヤギヌ、カワノリ、シャジクモ(11種) 

・蘚苔類：ホソベリミズゴケ、オオミズゴケ、カシミールクマノゴケ、ジョウレ
ンホウオウゴケ、コキヌシッポゴケ、クロコゴケ、タチチョウチンゴケ、タイ
ワントラノオゴケ、オニゴケ、トガリミミゴケ、タカサゴハイヒモゴケ、ホソ
ヒモゴケ、ヒロハシノブイトゴケ、ヒメタチヒラゴケ、ヒメハゴロモゴケ、エ
ゾヒラゴケ、セイナンヒラゴケ、トサヒラゴケ、キブリハネゴケ、コキジノオ
ゴケ、キダチクジャクゴケ、レイシゴケ、ムチエダイトゴケ、オオミツヤゴケ、
カトウゴケ、タマコモチイトゴケ、コサジバゴケ、コモチイチイゴケ、キャラ
ハゴケモドキ、コウライイチイゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケ、イチョ
ウウキゴケ（33種） 

・大型菌類：シロタモギタケ、ナガエノヤグラタケ、シモコシ、バカマツタケ、
ヤマドリタケ、シシタケ、クロカワ、チョレイマイタケ、ウロコケシボウズタ
ケ、コウボウフデ、オオボタンタケ（11種） 
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【予測の結果】 

予測対象とする種は、重要な種のうち、現地調査で確認された種とし、詳細な
確認位置等の記録のない種及び調査地域外の確認である種を除いた。 
ワスレグサ属は、ノカンゾウの可能性のあることから、予測の対象とした。 
重要な群落及び大型菌類の重要な種は確認されなかったことから、予測対象と

しなかった。 
 
・クラマゴケ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせ

てみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育
環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改

変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・ナツノハナワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全

てが改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・マツバラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多

くが改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・オオコケシノブ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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・オドリコカグマ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地

域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の

変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改
変、又は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変

等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 

・オオフジシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 

・ヒメムカゴシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・タキミシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒメミズワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(6/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ヒメウラジロ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改
変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・エビガラシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クマガワイノモトソウ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地

域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変

化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、
又は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変

等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・キドイノモトソウ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域内に

多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変され

るが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、生育

環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存
在する。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を

合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育
環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外

の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 

・アイコハチジョウシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(7/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・シモツケヌリトラノオ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 

・ヒメイワトラノオ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イチョウシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コタニワタリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イワヤシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヌリワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(8/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
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び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・アソシケシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・オオヒメワラビモドキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミドリワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・キンモウワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ケキンモウワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ナンゴクナライシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(9/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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系
的
保
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を
旨
と
し
て
調
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素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ヒロハナライシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ハガクレカナワラビ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多

くが改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・オトコシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツクシヤブソテツ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヌカイタチシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わ

せてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生
育環境が変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改
変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(10/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・イヌタマシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・アツギノヌカイタチシダマガイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ムラサキベニシダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ヌカイタチシダマガイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タチデンダ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・ヒメサジラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(11/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
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多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
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び
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価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・イブキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イチイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ヒトリシズカ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせ

てみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環
境が変化する可能性がある。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変
区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 

・ハンゲショウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・オオバウマノスズクサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(12/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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生
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然
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系
的
保
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を
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と
し
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素
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（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・キンチャクアオイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タシロテンナンショウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミツバテンナンショウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・アオテンナンショウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・アギナシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び

生育個体の多くが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考え

られる。 
 
・ヒナノシャクジョウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(13/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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（
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） 

（
重
要
な
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落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・シロシャクジョウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツクシタチドコロ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・ホンゴウソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。直接
改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツクバネソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ホソバナコバイモ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ホトトギス 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(14/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
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様
性
の
確
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及
び
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然
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体
系
的
保
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を
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と
し
て
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、
予
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価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ヒナラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多

くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせて

みると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境
が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変区
域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・シラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 
・マメヅタラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ムギラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミヤマムギラン 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変
区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多

くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(15/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
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系
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を
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（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・キエビネ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこ

とから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・エビネ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ナツエビネ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ギンラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多

くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・キンラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(16/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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） 

（
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落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・カンラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タシロラン 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこ

とから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ムヨウラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ウスキムヨウラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ジガバチソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クモキリソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



7.5-128 

表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(17/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ボウラン 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体の全てが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 
 
・フウラン 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予測地
域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 
・ムカゴサイシン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ガンゼキラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ナゴラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・クモラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(18/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ヒメトケンラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

全てが改変される可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・ワスレグサ属 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒメヤブラン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・ミズアオイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全て

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ミクリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の水質及び流況の変化による生育環境の変化は小さいと考え

られる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 



7.5-130 

表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(19/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ホシクサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及

び生育個体の多くが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 
・クロホシクサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ヒメコウガイゼキショウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ケスゲ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イトスゲ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ホソバヒカゲスゲ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(20/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・アブラシバ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・シカクイ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コウヤザサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミチシバ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クサノオウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ホザキキケマン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(21/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ヤマブキソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒゴイカリソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツクシクサボタン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・シロバナハンショウヅル 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・シギンカラマツ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予測

地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(22/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
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多
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自
然
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の
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的
保
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を
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し
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素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・アオカズラ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
なお、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせて

みると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環境
が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・ヤマシャクヤク 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツクシチャルメルソウ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変
区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
なお、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又
は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等

以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・ミツバベンケイソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予測
地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 
・タコノアシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(23/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ウドカズラ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変

化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、
又は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等

以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・クマガワブドウ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこ

とから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クロバナキハギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及

び生育個体の多くが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 
・イヌハギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・オオバタンキリマメ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クマガワナンテンハギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(24/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・アカササゲ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・フジ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・キビノクロウメモドキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クサコアカソ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
一方で、直接改変及びダム洪水調節地の環境による改変を合わせてみると、本種

は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変される。 
これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考え

られる。 
 
・ケイタオミズ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ツクシイバラ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・モリイバラ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(25/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・オオバライチゴ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コジキイチゴ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・キビノナワシロイチゴ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イブキシモツケ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 
・ハナガガシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び

生育個体の多くが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこ

とから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多

くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変による改変及び直接改変等以外の改変区域付近の環

境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・イワシデ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(26/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ミヤマニガウリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

全てが改変される可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 

・ミゾハコベ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しないこ

とから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イヌコリヤナギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・アゼオトギリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツキヌキオトギリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミズマツバ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(27.53) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
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然
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の
体
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的
保
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を
旨
と
し
て
調
査
、
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さ
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素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・チャンチンモドキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ユズ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予

測地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 
・シマサクラガンピ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の多

くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を

合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は
生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・タカチホガラシ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・オオネバリタデ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コギシギシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全て

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(28/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
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測
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価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ブンゴウツギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・カンザブロウノキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化によ

り、生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及
び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・シャクジョウソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒロハコンロンカ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変

化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、
又は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等

以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・ヘツカニガキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

多くが生育環境として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(29/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
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の
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然
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系
的
保
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を
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し
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（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・ムラサキセンブリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コイケマ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・シタキソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・フナバラソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・スズサイコ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ヤマホロシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点及び生育個体の

全てが改変される可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(30/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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を
旨
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し
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素
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（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・シオジ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミヤマイボタ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・マルバノサワトウガラシ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及

び生育個体の全てが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、直接改変により改変されると考えられる。 

 
・イヌノフグリ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・カワヂシャ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コムラサキ 

本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変
区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により全て

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(31/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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（
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物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・メハジキ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ミゾコウジュ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ケミヤマナミキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・スズメノハコベ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ミミカキグサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ツゲモチ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(32/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・タマミズキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
直接改変等以外の生育地点及び生育個体は、改変区域付近の環境の変化により、

生育環境が変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育
個体が存在する。 
一方で、ダム洪水調節地内の改変及び直接改変等以外の生育環境の変化を合わせ

てみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点及び生育個体が改変、又は生育環
境が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変

区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・ツルギキョウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・マルバテイショウソウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イヌヨモギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タニガワコンギク 

本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域
内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
直接改変等以外の流況の変化による生育環境の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ブゼンノギク 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(33/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
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多
様
性
の
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び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
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調
査
、
予
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価
さ
れ
る
べ
き
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境
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素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・シオン 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変により生育地点及び

生育個体の多くが改変される。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、直接改変及びダム洪水調節地の環境により改変されると考え

られる。 
 
・モリアザミ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヤナギアザミ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・テリハアザミ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・タカサブロウ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イズハハコ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改変

区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改変は
ない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ヤナギニガナ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(34/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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（
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落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・コスギニガナ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により多く

が改変される。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 

 
・ナガバノコウヤボウキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・アキノハハコグサ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・クマノダケ 
本種は、直接改変により生育地点及び生育個体は改変されるが、周辺の予測地域

内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改変

されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられるが、本種は分布が予測

地域周辺で特徴的であることから環境保全措置の検討を行うこととした。 
 

・イヌトウキ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ナベナ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、試験湛水及び洪水調節により改

変されるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点及び生育個体が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・イワツクバネウツギ 
本種の生育が確認された生育地点及び生育個体は、直接改変の影響を受ける改

変区域の範囲に位置しないことから、直接改変による生育地点及び生育個体の改
変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点及び生育個体は、ダム洪水調節地内に位置しない

ことから、試験湛水及び洪水調節による改変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(35/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・アシツキ（カワタケ） 

本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの

生育地点が存在する。 

ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 

直接改変等以外の水質の変化及び流況の変化による生育環境の変化は小さい

と考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・オオイシソウ 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・チャイロカワモズク 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・アオカワモズク 

本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 

ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 

直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・オキチモズク 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・チスジノリ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(36/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・タンスイベニマダラ 
本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの

生育地点が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・カワノリ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・シャジクモ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の水質の変化、流況の変化及び河床の変化による生育環境の変

化は小さいと考えられる。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ホソベリミズゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・カシミールクマノゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ジョウレンホウオウゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が

変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(37.53) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・コキヌシッポゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・クロコゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タチチョウチンゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・タイワントラノオゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・オニゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・トガリミミゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により多くが改変され

る。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(38/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・タカサゴハイヒモゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒロハシノブイトゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・ヒメタチヒラゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ヒメハゴロモゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、本種の生育地点は生育環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 
なお、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生育環境の変化

を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点が改変、又は生育環境
が変化する可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変
区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・エゾヒラゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・セイナンヒラゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(39/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・トサヒラゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により全てが改変され

る。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 

これらのことから、ダム洪水調節地の環境により改変されると考えられる。 
 
・キブリハネゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コキジノオゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が

変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・キダチクジャクゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・レイシゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・オオミツヤゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(40/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
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び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・カトウゴケ 
本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの

生育地点が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による、生育環境の変化はない。

これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 
・タマコモチイトゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点の全てが改変さ

れる可能性がある。 
これらのことから、直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化により生育環

境が変化すると考えられる。 
 
・コサジバゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・キャラハゴケモドキ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 

 
・コウライイチイゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
直接改変等以外の改変区域付近の環境の変化による生育環境の変化はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
 

・ナガバムシトリゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により多くが改変され

る。 
直接改変以外の改変区域付近の環境の変化により、生育地点の多くが生育環境

として適さなくなる可能性がある。 
これらのことから、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の改変
区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(41/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

（
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保
全
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

（
植
物
） 

（
重
要
な
種
及
び
群
落
） 

（工事の実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用） 

・カビゴケ 
本種は、直接改変により生育地点は改変されるが、周辺の予測地域内に多くの

生育地点が存在する。 
ダム洪水調節地内の生育地点は、試験湛水及び洪水調節により改変されるが、

周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
直接改変等以外の生育地点は、改変区域付近の環境の変化により、生育環境が

変化する可能性があるが、周辺の予測地域内に多くの生育地点が存在する。 
一方で、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等以外の生

育環境の変化を合わせてみると、本種は、予測地域内の多くの生育地点が改変、
又は生育環境が変化する可能性がある。 
これらのことから、直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変及び直接改変等
以外の改変区域付近の環境の変化により生育環境が変化すると考えられる。 
 
・イチョウウキゴケ 
本種の生育が確認された生育地点は、直接改変の影響を受ける改変区域の範囲

に位置しないことから、直接改変による生育地点の改変はない。 
ダム洪水調節地内の生育地点はないことから、試験湛水及び洪水調節による改

変はない。 
これらのことから、本種の生育は維持されると考えられる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(42/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【環境保全のための措置】 
予測の結果から、種子植物・シダ植物の重要な種のうち、クラマゴケ、ナツノ

ハナワラビ、マツバラン、オドリコカグマ、オオフジシダ、ヒメムカゴシダ、ク
マガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、シモツケヌリトラノオ、ミドリワラビ、
ハガクレカナワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、タチデンダ、ヒトリ
シズカ、オオバウマノスズクサ、アギナシ、ツクシタチドコロ、ヒナラン、シラ
ン、ミヤマムギラン、ギンラン、ボウラン、フウラン、ヒメトケンラン、ヒメヤ
ブラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノオウ、シギンカラマツ、
アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、ウドカズラ、クロバ
ナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシモツケ、ハナガ
ガシ、ミヤマニガウリ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、
ブンゴウツギ、ヒロハコンロンカ、ヘツカニガキ、ヤマホロシ、マルバノサワト
ウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タマミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギ
ク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、クマノダケの 60 種、蘚苔類の重要な
種のうち、トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、タマコモチイト
ゴケ、ナガバムシトリゴケ、カビゴケの 6種については、環境保全措置の検討を
行う項目とした。これらのうち、オオフジシダ、シモツケヌリトラノオ、オオバ
ウマノスズクサ、シラン、フウラン、シギンカラマツ、ミツバベンケイソウ、イ
ブキシモツケ、ユズ、クマノダケの 10 種については、予測の結果、生育は維持
されると考えられるが、これらの種の分布が予測地域周辺で特徴的であることか
ら環境保全措置の検討を行う項目とした。 
○直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変の影響を受ける個体の移植（挿し
木等を含む）・播種・撒き出し 
・直接改変、ダム洪水調節地の環境による改変の影響を受ける重要な種の個体を
生育適地等に移植（挿し木等を含む）、生育個体から種子を採取し生育適地等に
播種、生育地の表土を採取し生育適地等に撒き出す。 

・(種子植物・シダ植物) クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、オ
ドリコカグマ、クマガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナ
ワラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、ヒトリシズカ、オオバウマ
ノスズクサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラン、ギンラン、
ボウラン、フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノオウ、
シギンカラマツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソ
ウ、ウドカズラ、クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオ
ミズ、イブキシモツケ、ハナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホ
ガラシ、コギシギシ、ブンゴウツギ、ヒロハコンロンカ、マルバノサワト
ウガラシ、コムラサキ、メハジキ、タマミズキ、ツルギキョウ、タニガワ
コンギク、シオン、イズハハコ、コスギニガナ、クマノダケ 

・(蘚苔類)トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバムシ
トリゴケ、カビゴケ 

○直接改変等以外の影響を受ける可能性のある個体の継続的な監視 
・改変区域付近の生育地点において、個体の生育状況を継続的に監視する。 

・(種子植物・シダ植物) クラマゴケ、オドリコカグマ、オオフジシダ、ヒ
メムカゴシダ、クマガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、シモツケヌリ
トラノオ、ミドリワラビ、ヌカイタチシダ、タチデンダ、ヒトリシズカ、
ツクシタチドコロ、ヒナラン、ミヤマムギラン、ギンラン、ヒメトケンラ
ン、ヒメヤブラン、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ウドカズラ、ハ
ナガガシ、ミヤマニガウリ、シマサクラガンピ、ヒロハコンロンカ、ヘツ
カニガキ、ヤマホロシ、タマミズキ 

・(蘚苔類)ヒメハゴロモゴケ、タマコモチイトゴケ、ナガバムシトリゴケ、
カビゴケ 

 
【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、移植（挿し木等

を含む）・播種・表土撒き出し後の監視とその結果への対応、森林伐採に対する

配慮を行う。 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、

影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を得な

がら、適切な措置を講ずる。 
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表 7.5-5 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（植物）(43/43) 
環境要素の 

区分 
環境要因の 

区分 
調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

以下の項目について事後調査を実施する。 
○(種子植物・シダ植物：49 種) クラマゴケ、ナツノハナワラビ、マツバラン、
オドリコカグマ、クマガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、ハガクレカナワ
ラビ、ヌカイタチシダ、ムラサキベニシダ、ヒトリシズカ、オオバウマノスズ
クサ、アギナシ、ヒナラン、シラン、ミヤマムギラン、ギンラン、ボウラン、
フウラン、ミズアオイ、ホシクサ、クロホシクサ、クサノオウ、シギンカラマ
ツ、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ミツバベンケイソウ、ウドカズラ、
クロバナキハギ、アカササゲ、クサコアカソ、ケイタオミズ、イブキシモツケ、
ハナガガシ、ユズ、シマサクラガンピ、タカチホガラシ、コギシギシ、ブンゴ
ウツギ、ヒロハコンロンカ、マルバノサワトウガラシ、コムラサキ、メハジキ、
タマミズキ、ツルギキョウ、タニガワコンギク、シオン、イズハハコ、コスギ
ニガナ、クマノダケ 
(蘚苔類：5 種)トガリミミゴケ、ヒメハゴロモゴケ、トサヒラゴケ、ナガバム
シトリゴケ、カビゴケ 
(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。調査地域は保全対象種の確認地点及び移植
の候補地とする。調査方法は保全対象種の生育状況及び移植候補地の環境の確
認による。 
(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。調査地域は移植等の実施箇
所とする。調査方法は移植地における保全対象種の生育状況の確認によるが、
詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」に従い実施する。
 
○(種子植物・シダ植物：27 種) クラマゴケ、オドリコカグマ、オオフジシダ、
ヒメムカゴシダ、クマガワイノモトソウ、キドイノモトソウ、シモツケヌリト
ラノオ、ミドリワラビ、ヌカイタチシダ、タチデンダ、ヒトリシズカ、ツクシ
タチドコロ、ヒナラン、ミヤマムギラン、ギンラン、ヒメトケンラン、ヒメヤ
ブラン、アオカズラ、ツクシチャルメルソウ、ウドカズラ、ハナガガシ、ミヤ
マニガウリ、シマサクラガンピ、ヒロハコンロンカ、ヘツカニガキ、ヤマホロ
シ、タマミズキ 
(蘚苔類：4 種)ヒメハゴロモゴケ、タマコモチイトゴケ、ナガバムシトリゴケ、
カビゴケ 
(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。調査地域は保全対象種の確認地点とする。
調査方法は保全対象種の生育状況の確認による。 
(2)環境保全措置の実施後に生育状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。調査地域は保全対象種の確
認地点とする。調査方法は保全対象種の生育状況の確認によるが、詳細は「(1)
環境保全措置の内容を詳細にするための調査」に従い実施する。 
 

【評価の結果】 

植物については、植物の重要な種及び群落について調査、予測を実施した。そ
の結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、植物への影響を低減することとし
た。 
また、環境への配慮として、移植（挿し木等を含む）・播種・表土撒き出し後

の監視とその結果への対応、森林伐採に対する配慮を行うこととした。 
これにより、植物に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限

り回避され、又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(1/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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【調査の結果】 
上位性(陸域)の注目種として、食物連鎖において高次捕食者であると考え

られる種の中から、事業実施区域及びその周辺への依存度、調査すべき情報
の得やすさ等を勘案して、クマタカを抽出した。 

クマタカは繁殖期を含む周年に確認された。 
調査地域周辺に生息するつがいとして、9 つがい(A、B、C、D、E、F、G、

H 及び I つがい)が確認された。このうち、推定された行動圏が事業実施区
域と重なるつがいは 7 つがい(A、B、C、F、G、H 及び I つがい)であった。
 
【予測の結果】 
○直接改変 

クマタカの A、B、F、G、H 及び I つがいのコアエリア内では、ダムの堤体
の工事、施工設備、斜面安全対策盛土、生活再建対策盛土及び工事用道路の
設置の工事等が行われ、ダム堤体、施工設備、斜面安全対策盛土、生活再建
対策盛土及び工事用道路等が出現することから、生息環境の一部が改変さ
れ、これらの改変区域は生息環境として適さなくなると考えられる。 

A、B つがいについては、コアエリア内の一部がダムの堤体又は、原石の
採掘等により改変されるものの、既設ダムの事例よりその影響は小さいと考
えられること、営巣環境は広く残されることから、つがいは生息し、繁殖活
動は維持されると考えられる。 

F、G、H 及び I つがいについては、コアエリア内の一部が改変されるもの
の、クマタカの生息にとって重要な環境は広く残されることから、各つがい
の生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 

C、D 及び E つがいについては、コアエリア内は改変されないことから、
生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 
○ダム洪水調節地の環境 

クマタカの A、B、C、F、G、H 及び I つがいのコアエリア内では、ダム洪
水調節地が出現することから、生息環境の一部が改変され、これらの改変区
域は生息環境として適さなくなると考えられる。 

A、B、C、F、G、H 及び I つがいについては、コアエリア内の一部が改変
されるものの、クマタカの生息にとって重要な環境は広く残されることか
ら、各つがいは生息し、繁殖活動は維持されると考えられる。 

D 及び E つがいについては、コアエリア内はダム洪水調節地により改変さ
れないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 
○直接改変等以外 

クマタカの A、B、F、G 及び H つがいのコアエリア内では、ダム関連のダ
ムの堤体の工事、原石の採取の工事、施工設備及び工事用道路の設置の工事、
建設発生土の処理の工事、道路の付替の工事等の工事が行われることから、
生息環境が変化すると考えらえる。 

A つがいは川辺川の流水型ダムのダム堤体の工事は既往の営巣地から
700m 以上の離隔があるが、ダム堤体の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒
音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の通行により生息・繁殖環境が
変化することにより、工事期間中に繁殖成功率が低下すると考えられる。B
つがいは原石山の工事が関連工事の一部をクマタカの繁殖にとって重要な
地域とされる巣から 700m の範囲で実施した場合、建設機械の稼働に伴う騒
音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行等により生息・繁殖環境
が変化することで、工事期間中に繁殖成功率が低下すると考えられる。 

F、G 及び H つがいについては、工事の一部がクマタカの繁殖にとって重
要な地域とされる巣から 700m の範囲で工事が実施された場合、建設機械の
稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行による生息
環境の変化によって、繁殖成功率が低下する可能性があると考えられる。 

C、D、E 及び I つがいについては、コアエリア内でダム関連の工事は実施
されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
(次項に続く) 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(2/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
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然
的
構
成
要
素
の
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な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
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査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

上
位
性(

陸
域)

 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

（続き） 
○まとめ 
上位性(陸域)の視点から注目される種であるクマタカ 9 つがいのうち、D 及び E

つがいは、行動圏は直接改変及びダム洪水調節地と重複しないことから、生息・繁
殖環境は変化しないと考えられる。 
A及びBつがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境により、コアエ

リア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さく、生息
にとって重要な環境は広く残されることから、事業による影響は小さいと予測し
た。直接改変等以外（建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化）の影響については、
A つがいは川辺川の流水型ダムのダム堤体の工事は既往の営巣地から 700m 以上の
離隔があるが、ダム堤体の工事に伴う建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員
の出入り及び工事用車両の通行により生息・繁殖環境が変化することにより、工事
期間中に繁殖成功率が低下すると考えられる。B つがいは原石山の工事が関連工事
の一部をクマタカの繁殖にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で実施し
た場合、建設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運
行等により生息・繁殖環境が変化することで、工事期間中に繁殖成功率が低下する
と考えられる。 
F、G及びHつがいについては、直接改変及びダム洪水調節地の環境により、コア

エリア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度は小さく、生
息にとって重要な環境は広く残されることから、事業による生息・繁殖環境の変化
は小さいと予測した。直接改変等以外（建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化）
の影響については、川辺川の流水型ダムの関連工事の一部が関連工事の一部がクマ
タカの繁殖にとって重要な地域とされる巣から 700m の範囲で実施された場合、建
設機械の稼働に伴う騒音等の発生、作業員の出入り及び工事用車両の運行等による
生息・繁殖環境の変化する可能性があることから、工事期間中の繁殖成功率が低下
する可能性があると考えられる。 
C及びIつがいについては、行動圏は直接改変により改変されないことから、事

業による生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。また、ダム洪水調節地の環境
により、コアエリア内の一部が改変されるものの、行動圏の内部構造の改変の程度
は小さく、生息にとって重要な環境は広く残されることから、事業による影響は小
さいと予測した。直接改変等以外の影響については、川辺川の流水型ダムの関連工
事は行動圏内で実施されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。

上
位
性(

河
川
域)

 
工事の実施 

・土地又は

工作物の存

在及び供用 

【調査の結果】 
上位性(河川域)の注目種として、河川の食物連鎖において高次捕食者であると考えら

れる種の中から、事業実施区域及びその周辺への依存度、調査すべき情報の得やすさ等
を勘案して、ヤマセミ、カワセミ及びカワガラス3種を抽出した。調査地域周辺に生息
するつがいとして、ヤマセミ14つがい、カワセミ30つがい及びカワガラス63つがい
が確認された。 
 
【予測の結果：ヤマセミ】 
○直接改変 
3つがい（J、L及びMつがい）については、直接改変により行動圏の一部が改変区域

と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小
さいと考えられる。 
1つがい（Iつがい）については、直接改変により行動圏の一部が改変区域と重複し

ているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考
えられる。 
A、B、C、D、E、F、G、H、K及びNつがいの行動圏内は改変されないことから、生息・

繁殖環境は維持されると考えられる。 
 

○ダム洪水調節地の環境 
3つがい（J、L及びMつがい）については、ダム洪水調節地の環境については、行動

圏の一部が試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行
動圏が改変される。これらのつがいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置していること
から、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環
境が変化すると考えられる。 
1つがい（Iつがい）については、ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部

が試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改
変されが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考
えられる。 
ヤマセミのA、B、C、D、E、F、G、H、K及びNつがいの行動圏内は改変されないこと

から、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
(次項に続く) 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(3/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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用 

（続き） 
○直接改変等以外 
3つがい（J、L及びMつがい）については、直接改変等以外の影響（建設機械の

稼働等による生息環境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的に生息
環境として適さなくなる可能性が考えられる。 
1つがい（Iつがい）については、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として
適さなくなる可能性が考えられ、直接改変等以外の影響（河川の連続性の変化）に
ついては、ダム堤体により飛翔ルートや行動圏が変化すると考えられる。 
10つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、K及びNつがい）の行動圏内でダム関連の

工事は実施されないことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
なお、水質の変化、流況の変化及び河床の変化による影響は小さいと考えられる

ことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 
【予測の結果：カワセミ】 
○直接改変 
カワセミ2つがい（Z及びAAつがい）については、行動圏の一部が改変区域と重

複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小
さいと考えられる。 
28つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、

V、W、X、Y、AB、AC 及びAD つがい）の行動圏内は改変されないことから、生息・
繁殖環境は維持されると考えられる。 
 

○ダム洪水調節地の環境 
3つがい（Z、AA及びABつがい）については、試験湛水に伴う一定期間の冠水及

び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これらのつがいの未確
認の営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置している可能性があることから、試
験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が
変化する可能性があると考えられる。 
27つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、

V、W、X、Y、AC 及びAD つがい）の行動圏内は改変されないことから、生息・繁殖
環境は維持されると考えられる。 
 

○直接改変等以外 
カワセミ2つがい（Z及びAAつがい）については、直接改変等以外の影響（建設

機械の稼働等による生息環境の変化）については、工事区域及びその近傍が一時的
に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 
28つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、U、

V、W、X、Y、AB、AC 及びAD つがい）の行動圏内でダム関連の工事は実施されない
ことから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
水質の変化、流況の変化、河床の変化及び連続性の変化による影響は小さいと考

えられることから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 

【予測の結果：カワガラス】 
○直接改変 
カワガラスの5つがい（U、W、AB、AS及びBEつがい）については、施工設備、

斜面安定対策盛土、生活再建対策盛土、付替道路及び工事用道路の建設の工事、原
石の採取の工事等により、行動圏の一部が改変されることから、生息・繁殖環境が
変化すると考えられる。8つがい（T、V、Y、AC、AM、AP、AQ及びAUつがい）の行
動範囲では、施工設備、斜面安定対策盛土、生活再建対策盛土、付替道路及び工事
用道路の建設の工事、原石の採取の工事等により一部が改変されるが、主要な生息
環境は維持されることから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
一方、50つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、

X、Z、AA、AD、AE、AF、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、AW、AX、
AY、AZ、BA、BB、BC、BD、BF、BG、BH、BI、BJ 及びBK つがい）については、行動
圏及び高利用域のいずれについても改変区域と行動圏が重複しないことから、生
息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 

○ダム洪水調節地の環境 
25つがい（U、V、W、Y、AB、AC、AD、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AQ、AR、AT、

AU、AV、AX、BD、BE、BF及びBGつがい）については、推定された行動圏内はダム洪水
調節地とすべてが重複し改変されることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水により生
息環境が変化すると考えられる。 
（次項へ続く） 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(4/18) 
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（続き） 
7つがい（Z、AE、AM、AP、AS、AW、AY）については、推定された行動圏の一部（30.0

～96.2％）がダム洪水調節地と重複し改変されることから、試験湛水に伴う一定期間の
冠水により生息環境が変化すると考えられる。1 つがい（BH）については、推定された
行動圏内はダム洪水調節地の一部（26.2％）が重複することから、試験湛水の一時的な
冠水により生息環境が変化すると予測した。しかし、行動圏の多くは改変されずに残存
することから、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
これら33つがい（U、V、W、Y、Z、AB、AC、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AM、

AN、AO、AP、AQ、AR、AS、AT、AU、AV、AW、AX、AY、BD、BE、BF、BG及びBHつがい）
は、確認されている営巣地及び未確認の営巣地がダム洪水調節地内に位置していること
から、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環
境が変化する可能性があると考えられる。 
一方、30つがい（A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、

X、AA、AF、AZ、BA、BB、BC、BI、BJ及びBK）の行動圏内は改変されないことから、生
息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 

○直接改変等以外 
カワガラスの13つがい(T、U、V、W、Y、AB、AC、AM、AP、AQ、AS、AU及びBE)の行

動圏内でダムの堤体に関する工事等が行われることから、工事の実施に伴う騒音等の発
生、作業員の出入り及び工事用車両の運行により、生息・繁殖環境が変化すると考えら
れる。なお、河川の連続性の変化については、T つがいは、行動圏内にダム堤体が位置
しているが、行動圏はダム堤体を挟んで位置していないことから、ダム上下流への行き
来は変化せず、生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。 
なお、水質の変化、流況の変化及び河床の変化による影響は小さいと考えられること

から、生息・繁殖環境は維持されると考えられる。 
 
○まとめ 
上位性(河川域)の視点から注目される種であるヤマセミ10つがい、カワセミ27つが

い及びカワガラス 29 つがいについては、行動圏は直接改変及びダム洪水調節地と重複
しないことから、生息・繁殖環境は変化しないと考えられる。 
ヤマセミ3つがい（J、L及びMつがい）は直接改変により行動圏の一部が改変区域と

重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さ
いと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水
に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。こ
れらのつがいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置していることから、試験湛水に伴う
一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えら
れる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）につ
いては、工事区域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えら
れる。 
ヤマセミ1つがい（Iつがい）については、直接改変により行動圏の一部が改変区域

と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小
さいと考えられる。ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水に伴う
一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変されるが、主要な
生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考えられる。さらに、
直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）については、工事区
域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられ、直接改変等
以外の影響（河川の連続性の変化）については、ダム堤体により飛翔ルートや行動圏が
変化すると考えられる。 
一方、直接改変等以外の影響（水質の変化、流況の変化及び河床の変化）による餌生

物である魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、これらの変化による各つがいの餌
生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、ヤマセミ4つがいについては、生息・繁殖環境が変化すると考え

られる。 
カワセミ2つがい（Z及びAAつがい）は直接改変により、行動圏の一部が改変区

域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変
化は小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境により、試験湛水に伴う
一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これ
らのつがいの未確認の営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置している可能性が
あることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水に
より、繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。さらに、直接改変等以外の
影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）については、工事区域及びその近
傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 
（次項へ続く） 
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在及び供用 

（続き） 
カワセミ1つがい（ABつがい）は直接改変による行動圏の改変されないことから、生

息・繁殖環境は維持されると考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、
試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変さ
れる。これらのつがいの未確認の営巣地は行動圏がダム洪水調節地内に位置している可
能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水
により、繁殖環境が変化する可能性があると考えられる。一方、直接改変等以外の影響
（建設機械の稼働等による生息環境の変化、水質の変化、流況の変化及び河床の変化）
については、餌生物である魚類群集の生息環境の変化が考えられたが、これらの変化に
よる各つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、カワセミ 3 つがいについては、生息・繁殖環境が変化すると考え

られる。 
カワガラス5つがい（U、W、AB、AS及びBEつがい）は直接改変により行動圏の一部が

改変区域と重複しており、これらの改変区域はカワガラスの生息環境として適さなくな
る可能性がある。ダム洪水調節地の環境については、行動圏の一部が試験湛水に伴う一
定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変される。これらのつ
がいの営巣地は、ダム洪水調節地内に位置している又は、位置している可能性があるこ
とから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖
環境が変化すると考えられる。さらに、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等によ
る生息環境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等により、工事区
域及びその近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 
カワガラス1つがい（Tつがい）は直接改変により、行動圏の一部が改変区域と重複し

ているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・繁殖環境の変化は小さいと考
えられる。ダム洪水調節地の環境により行動圏は改変されないことから、生息・繁殖環
境は維持されると考えられる。直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環
境の変化）については、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等により、工事区域及びそ
の近傍が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。また、直接改変等
以外の影響（河川の連続性の変化）については、行動圏内にダム堤体が位置するが、ダ
ム堤体を挟んで位置していないことから、ダム上下流への飛行ルートは変化せず、生息
環境は維持されると考えられる。 
カワガラス7つがい（V、Y、AC、AM、AP、AQ及びAUつがい）は直接改変により、行動

圏の一部が改変区域と重複しているが、主要な生息範囲は改変されないことから生息・
繁殖環境の変化は小さいと考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、試
験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変され
る。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地はダム洪水調節地内に位置している又
は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節
に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。さらに、直接改変等以
外の影響により、ダム関連工事に伴う建設機械の稼働等により、工事区域及びその近傍
が一時的に生息環境として適さなくなる可能性が考えられる。 
カワガラス 20 つがい（Z、AD、AE、AG、AH、AI、AJ、AK、AL、AN、AO、AR、AT、AV、

AW、AX、AY、BD、BF及びBGつがい）は直接改変による行動圏の改変されないことから、
生息・繁殖環境は維持されると考えられる。しかし、ダム洪水調節地の環境については、
試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏が改変さ
れる。これらのつがいの営巣地及び未確認の営巣地はダム洪水調節地内に位置している
又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間の冠水及び洪水調
節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。 
カワガラス1つがい（BHつがい）は直接改変による行動圏の改変されないことから、

生息・繁殖環境は維持されると考えられる。ダム洪水調節地の環境については、試験湛
水に伴う一定期間の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により行動圏の一部が改変さ
れるが、行動圏の多くは改変されないが、本つがいの未確認の営巣地はダム洪水調節地
内に位置している又は、位置している可能性があることから、試験湛水に伴う一定期間
の冠水及び洪水調節に伴う一時的な冠水により、繁殖環境が変化すると考えられる。 
一方、直接改変等以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化、水質の変化、

流況の変化及び河床の変化）については、餌生物の生息環境の変化が考えられたが、こ
れらの変化による各つがいの餌生物の生息状況の変化は小さいと考えられる。 
これらのことから、カワガラス34つがいについては、生息・繁殖環境が変化すると考

えられる。 
これらのことから、上位性(河川域)からみた地域を特徴づける生態系に変化が生じる

と考えられる。 
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【調査の結果】 
陸域で典型的にみられる動植物の生息・生育環境は、「スギ・ヒノキ植林」及

び「広葉樹林（二次林）」の2つの環境類型区分が想定される。 
 

・「スギ・ヒノキ植林」 
「スギ・ヒノキ植林」は流域全体に広く分布し、丘陵地から山地の山腹斜面に

みられる。スギが優占している。 
スギ・ヒノキ植林はそれぞれの階層に優占する植物は異なり、2～4 層構造をな

す。植物相としては、イワガネソウ、ホシダ、シロヤマシダ等の種が見られる。
また、林内には、草本層の葉、芽等を食べるノウサギや植物の種子や根茎等のほ
か、昆虫類を餌とするアカネズミ属等の哺乳類、林内の果実、種子、昆虫類を餌
とする針葉樹を好むヒガラ等の鳥類、森林で見られるコバケデオネスイ、アズマ
オオズアリ等の昆虫類が共通して生息している。 
 
・「広葉樹林（二次林）」 
「広葉樹林(二次林」は流域全体に広く分布し、山地の山腹斜面にみられる。樹

冠を構成する高木層は地点により相違がみられる。 
広葉樹林(二次林)はそれぞれの階層に優占する植物は異なり、4 層構造をなす。

植物相としては、アカマツ、ハルニレ、コバノチョウセンエノキ等の種が見られ
る。また、林内には、主に果実、植物の葉、花、種子などを食べるニホンザルや
樹上も利用し、果実、小動物、昆虫等を餌とするテン等の哺乳類、ミミズ、昆虫
などを食べるシロハラ、広く林に生息するシジュウカラ、メジロ、渓流沿いの森
林を好むツツドリ等の鳥類、森林で見られるホホグロオビキンバエ、ベッコウヒ
ラタシデムシ、センチコガネ等の昆虫類が共通して生息している。 
 
【予測の結果】 
○直接改変 
・「スギ・ヒノキ植林」 
「スギ・ヒノキ植林」は、ダム堤体や付替道路等により11.0ha（改変率：約0.04%）

が改変され、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育環境として適さな
くなると考えられる。しかし、予測地域には大部分が残存し、森林の階層構造及
び植生の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育する注目種等の
構成にも大きな変化はないと考えられる。 
このように、「スギ・ヒノキ植林」は大部分が残存し、森林の階層構造及び植

生の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育する生物群集の構成
にも大きな変化はないと考えられる。 
 
・「広葉樹林（二次林）」 
「広葉樹林（二次林）」は、ダム堤体や付替道路等により15.3ha（改変率：約

0.15%）が改変され、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育環境として
適さなくなると考えられる。しかし、予測地域には大部分が残存し、森林の階層
構造及び植生の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育する注目
種等の構成にも大きな変化はないと考えられる。 
 
○ダム洪水調節地の環境 
・「工事の実施」（試験湛水時） 
ダム洪水調節地において、樹種の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を比較する

と、試験湛水期間が長い年（201 日間）で約 96.0％、中間の年（116 日間）で約
72.9％、短い年（46日間）で約39.9％の植生が変化すると考えられる。 
ダム洪水調節地の環境により試験湛水期間が長い年に 230.7ha（改変率：約

96.0%）が改変され、当該環境に生息・生育する生物群集の生息・生育環境として
適さなくなると考えられる。 
試験湛水終了後、変化が生じた植生については草本群落や低木群落を中心とす

る植生に比較的早期に遷移する可能性が考えられる。 
試験湛水終了後、冠水期間が比較的長い低標高の範囲は、植生の変化の程度が

比較的大きい可能性が考えられる。一方、冠水期間が短い高標高の一部の範囲は、
現植生が維持される可能性が考えられる。試験湛水終了後に変化が生じた植生に
ついては、試験湛水前の植生基盤が残存すること、埋土種子等の存在や周辺から
の種子供給等が期待できることから、草本群落や低木群落を中心とする植生に比
較的早期に遷移する可能性が考えられる。 
 
（次頁に続く） 
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（続き） 

・「土地又は工作物の存在及び供用」 

ダム供用後、ダム洪水調節地の植生が回復した時点において、洪水調

節時に伴う一時的な冠水は平均で 1 日程度、 大 3 日程度であり、樹種

の 短の耐冠水日数（10 日程度）を考慮すると、ダム洪水調節地の植生

への影響は小さいと考えられる。 

これらのことから、長期的には森林等の植生へ遷移すると考えられ、

生態系典型性（陸域）における注目種等の生息・生育・繁殖環境は回復

する可能性が考えられる。 

典
型
性(

河
川
域)

 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

【調査の結果】 

河川域で典型的にみられる動植物の生息・生育環境は、「渓流的な川」、

「山地を流れる川」、「山麓を流れる川」、「盆地を流れる川」、「止

水域」の 5 つの環境類型区分が想定される。 

・「渓流的な川」 

「渓流的な川」は、渓流的な環境で、河道は岩の露岩や巨礫の点在により

自然の堰や狭い流路が形成されている。河川沿いは山地の傾斜が迫っており、

両岸はスギ、アラカシ、ケヤキ等が河川の上空を覆っている。本区間は、川

辺川の上流、川辺川に流入する小支川に該当し、調査地域内の流路長は合計

約 270.5km に達する。「渓流的な川」の河床勾配は、1/70 程度である。河川

形態は主に Aa 型から Bb 型を呈しており、早瀬、平瀬、淵が連続してみられ

る。河床構成材料は、主に細礫から岩盤で構成されている。 

河川の流れが緩やかな淵や淀みにはカワムツより上流に生息するタカハヤ

が多く生息し、水中昆虫や付着藻類等を餌とする。また、砂礫底を産卵環境

として利用している。 

また、河川沿いの森林には樹上性のキュウシュウヒゲボソゾウムシが生息

する。河川上流部で見られるヨシノコカゲロウ等の底生動物が生息している。

他に、河川から河岸にかけては底生動物等を捕食するカワガラス等の鳥類

や水中昆虫や魚類を餌とする哺乳類のカワネズミが生息している。 

このように、「広葉樹林（二次林）」は大部分が残存し、森林の階層

構造及び植生の分布状況に変化は生じないことから、そこに生息・生育

する生物群集の構成にも大きな変化はないと考えられる。 

 

・「山地を流れる川」 

「山地を流れる川」は、山岳地形であり、農作地や宅地は少なく、山

地山林が広がっている。河川の上空は開け、平瀬や早瀬が連続するがそ

の間隔は狭く、所々で淵がみられる。水際には自然裸地が広くみられ、

山付き部にはスギ・ヒノキ植林、ムクノキ－エノキ群集、アラカシ群落

等がみられる。この区間は中流の川辺川本川（t.8 逆瀬川、St.11 九折

瀬洞、St.13 八重と五木小川（St.10 元井谷）の区間に該当し、調査地

域内の流路長は合計約 33.1m に達する。「山地を流れる川」の河床勾配

は、1/210～1/50 程度である。河川形態は主に Aa 型から Bb 型の移行型

を呈している。河床構成材料は、主に砂から岩盤で構成されている。 

河川の流水中には水生昆虫、付着藻類等を餌とするアユやカワムツが、

砂礫底はタカハヤが産卵環境として利用している。乾燥草地や農耕地を

利用する鳥類の種が少なくなるが、森林を利用するヒヨドリやエナガ等

が多くみられる。河川で採餌するヤマセミ等がみられるほか、冬季は開

放水面を利用するオシドリ等が群れでみられる。森林と関係するヒメネ

ズミが多くみられるようになり、餌の多い林縁部や河畔林に雑食性のテ

ンがみられる。 

他に、森林が広がる環境にはクロモンフトメイガやイクビモリヒラタ

ゴミムシ等の樹林性の種が生息し、キアシミズギワコメツキ等の河川の

裸地に生息する種が生息する。 

（次頁に続く） 
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環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(8/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

(

典
型
性(

河
川
域)

)
 

工事の実施 

・土地又は

工作物の存

在及び供用 

（続き） 

・「山麓を流れる川」 

「山麓を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地の面積が小さくなる

一方、山地森林の面積が多くなっている。河床勾配は比較的緩く、主に

平瀬が発達した開放水面で、水際に自然裸地やツルヨシ群集がみられる。

やや地盤の高い箇所にはマダケ植林が広く分布し、山付き部ではスギ・

ヒノキ植林やアラカシ郡枠等がみられる。この区間は下流の川辺川本川

（St.4 永江、St.5 観音橋、St.6 深水）の区間に該当し、調査地域内の

流路長は合計約 18.6km に達する。「山麓を流れる川」の河床勾配は、1/310

～1/120 程度である。河川形態は主に Bb 型を呈しており、河床構成材料

は、主に砂から大石で構成されている。 

河川の流水中には付着藻類を餌とするアユや水中昆虫、付着藻類等を

餌とするカワムツ、オイカワ、ウグイ、タカハヤ等が生息している。ま

た、流れの緩やかな川底にはカマツカが生息し、砂礫底は産卵環境とし

て利用している。 

また、陸上昆虫類のイネマダラヨコバイやヨモギハムシ等が河川敷の

草地に、カワチゴミムシが河原の石の下に生息する。 

他に、哺乳類のアカネズミ、タヌキ等がみられ、河川で採餌するヤマセ

ミ等、開放水面を利用するカルガモやコガモ等、高水敷の草地や河畔林

を利用するヒヨドリやムクドリ等が群れでみられる。 

 

・「盆地を流れる川」 

「盆地を流れる川」は、水田や畑等の農耕地や宅地が広がる区間をゆ

るやかに蛇行しながら流下している。河川敷には水際の高さに対応して、

自然裸地が広がるほか、ツルヨシ群集、ヤナギタデ群落、オギ群落、チ

ガヤ群落等の植物群落が分布している。山付き区間ではツブラジイ群落、

スギ・ヒノキ植林等がみられた。この区間は、川辺川合流地点後の球磨

川本川（渡、七地、川辺川合流点）に該当し、調査地域内の流路長は合

計約 13.1km に達する。「盆地を流れる川」の河床勾配は、1/600～1/250

程度である。河川形態は主に Bb 型を呈しており、平瀬、早瀬、淵が連続

した開放水面になっている。河床構成材料は、主に砂から大石で構成さ

れている。 

河川の流水中には水中昆虫、付着藻類等を餌とするアユ、オイカワ等

が、流れの穏やかな砂底にはヤマトシマドジョウが生息している。 

付着藻類はビロウドランソウ等の藍色植物門が河床の石等に夏季から

秋季にかけて多い傾向がみられ、秋季から冬季にかけて Achanthidum 

japonicum や Nitzschia inconspicua 等の珪藻植物門が多い傾向がみら

れる。 

哺乳類のハツカネズミは草地や田畑、河原等を生息場所とし、陸上昆

虫類や植物の種子等を餌とする。また、ネズミ類を捕食する雑食のタヌ

キや、水飲み場でイモリ、カエル、水中昆虫等を採取するイノシシ等も

生息している。 

両生類のニホンアカガエル等は水辺を利用して採食を行い、水たまり

やワンドで産卵する。爬虫類のニホンカナヘビが水辺の草地で陸上昆虫

類等を餌として生息している。 

他に、鳥類では河川で採餌するダイザギやカワセミ、ヤマセミ等、開

放水面を利用するマガモやカワウ等が多く見られる。 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(9/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

(

典
型
性(

河
川
域)

)
 

工事の実施 

・土地又は

工作物の存

在及び供用 

（続き） 

・「止水域」 

「止水域」は、広大な水面、様々な水深、水深、入り組んだ地形により

多様な水辺環境を有する止水環境が形成されており、切り立った両岸の間

に止水域が位置している。本区間は、五木村の山間部にある頭地大橋の下

を流れる川辺川の取水堰の上流部や椎葉ダムの下流部の区間であり、調査

地域内の流路長は合計 4.2km に達する。河床構成材料は、頭地では主に泥

から砂、椎葉ダムでは主に砂から中礫で構成されている。河岸は、頭地で

は左岸は護岸で覆われており、植生はほとんどみられない。右岸の山付き

部にはヌルデ-アカメガシワ群落がみられる。また、椎葉ダムの河岸では、

左岸の山付き部には低木草からなるウツギ群落等がみられ、右岸の山付き

部は、伐採跡地となっておりツルウメモドキや蕨等の草本がみられる。 

水中にはタカハヤ、ウグイ、サクラマス(ヤマメ)等の魚類が生息してい

る。ウグイは群れを組んで遊泳し、水中昆虫、甲殻類、付着藻類等を餌と

している。また、川の浅瀬で比較的流れの緩やかな小礫質の場所で産卵す

る。 

 

【予測の結果】 

・「渓流的な川」 

「渓流的な川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間

に該当せず、また、大部分の区間はダム洪水調節地により冠水しないため、

「渓流的な川」の大部分が残存する。 

これらのことから、生息・生育環境の消失、縮小、分断に伴う「渓流的

な川」の生息・生育・繁殖環境及び生息・生育する生物群集の変化は小さ

いと考えられる。 

 

・「山地を流れる川」 

「山地を流れる川」には、ダム堤体や付替道路等が存在し、約 2.1％が

改変が生じる区間に該当する。また、ダム洪水調節地の存在により、約

44.1％ が冠水が生じる区間に該当することから、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。なお、冠水後は河川の状

態に戻る。 

水質の変化については、ダム堤体周辺において、試験湛水中の濁り及び

水温の変化や供用後の濁りの変化を予測したが、いずれも一時的な変化で

あることから、魚類、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 

河川の連続性については、工事実施中の仮排水路トンネル（既設）が魚

類の移動に適さなくなる可能性がある。供用後の河床部放流設備について

は、連続性が維持されると考えられる。 
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環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(10/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(
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素
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(

生
態
系)

 

(
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域
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徴
づ
け
る
生
態
系)

 

(

典
型
性(

河
川
域)

)
 

工事の実施 

・土地又は

工作物の存

在及び供用 

（続き） 

・「山麓を流れる川」 

「山麓を流れる川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる

区間及びダム洪水調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しな

い。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁

りの変化を予測したが、いずれも一時的な変化であることから、魚類、底

生動物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

流況の変化については、試験湛水中の流量の減少に伴い、アユの産卵等

に重要な瀬は維持されるものの、面積の減少や平均流速の低減がみられた

ことから、アユ等の魚類、底生動物及び付着藻類の生息・生育・繁殖環境

は変化すると考えられる。供用後の流況の変化及び河床の変化は小さいこ

とから、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さ

いと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられる。 

 

・「盆地を流れる川」 

「盆地を流れる川」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる

区間及びダム洪水調節地（サーチャージ水位で冠水する区間）に該当しな

い。 

水質の変化については、試験湛水中の濁り及び水温の変化や供用後の濁

りの変化を予測したが、変化は小さいことから、魚類、底生動物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

また、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 

 

・「止水域」 

「止水域」は、ダム堤体や付替道路等の直接的な改変が生じる区間に該

当しないが、ダム洪水調節地の存在により約 42.9％ が冠水が生じる区間

に該当することから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。なお、冠水後は河川の状態に戻る。 

水質、流況の変化及び河床の変化は小さいことから、魚類の生息環境及

び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生

動物の生息は維持されると考えられる。 
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環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 
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(

地
域
を
特
徴
づ
け
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生
態
系)

 

特
殊
性 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

【調査の結果】 

特殊な食物連鎖でつながる九折瀬洞のコウモリ類及び陸上昆虫類等を

抽出した。 

・「コウモリ類」 

調査の結果、2科6種のコウモリ類を確認した。そのうち、重要な種はニホン

コキクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、ノレンコウモリ、ユビナガコウモ

リ、テングコウモリの2科5種が確認された。 

平成 15 年度、平成 16 年度、令和 3年度及び令和 4年度のいずれの年も、

も多く確認された種はユビナガコウモリであった。 

ユビナガコウモリの確認時期は主に活動期であり、個体数の変化を既往調査

と比較すると、出産・哺育期（6月下旬～8月上旬）では、令和3年度は個体数

が少ないものの、平成 15 年度、平成 16 年度及び令和 4年度は約 1,500 個体程

度が確認されている。令和 4 年度に捕獲調査を行ったところ、この時期の個体

は大半が雄個体であったことから、洞内を出産哺育には利用していないものと

考えられた。 

交尾期にあたる 9 月後半から 10 月にかけての個体数は 1,000～2,000 個体ほ

ど確認されている。九折瀬洞は交尾期のコロニーとして利用していることが考

えられた。 

一方、冬眠期（12月及び1月）は確認が少ない状況であった。 

以上のことから、九折瀬洞を主に春から秋にかけての活動期のコロニーとし

て利用していることが考えられた。 

ユビナガコウモリは、活動期では主に東ホールで多く確認されている。冬眠

期では個体数そのものが少なくなるが、近年では中央・東分岐点を利用、平成

15年度及び平成16年度は洞口を利用していた。 

 

・「陸上昆虫類等」 

現地調査の結果、全地点合わせて 39 科 58 種の昆虫類等を確認した。そ

のうち、重要な種はイツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツヅ

ラセメクラチビゴミムシ、ヒゴツヤムネハネカクシの 4 科 4 種が確認され

た。 

場所ごとの種類数及び個体数については、令和 4 年度では東ホール中央

部で 19 種類約 860 個体と、 も多く確認された。洞口や中央・東分岐点、

また、その他の東ホールの場所では種類数は 6～12 種類、個体数は約 30

～230 個体程度であった。令和 3 年度は東ホール中央部の確認種数は 14 種

であり、 も多かった中央・東分岐点の 15 種よりも 1 種少なかった。個

体数については、東ホール中央部では約 870 個体と も多く確認された。

以上から、陸上昆虫類等においても東ホールで種類数が多く、また、個

体数は突出して多かった。 

重要な種の場所ごとの確認個体数については、令和 4 年度では東ホール

中央部で も多く 40 個体、次いで中央ホールで約 20 個体が確認された。

令和 3 年度ではやはり東ホール中央部及び東ホール上部で多く、いずれも

約 25 個体であった。特に、ツヅラセメクラチビゴミムシはほぼ東ホール

中央部のみで確認されている。 
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区分 
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(続き) 

【予測の結果】 

・「コウモリ類」：ニホンコキクガシラコウモリ 

本種は九折瀬洞を主に冬季の冬眠（12 月～2 月）の場として利用している。

ダム洪水調節地の環境では、水位が E.L.280m に到達するのが 12 月以後となる

場合、本種が冬眠（12 月～2 月）に入った後に九折瀬洞が冠水することで、本

種の冬眠が阻害され、生息環境として適さなくなると考えられる。また、冬眠

中の洞内外の移動が阻害されることから、洞外で採餌ができなくなることによ

り本種の生息環境として適さなくなると考えられる。直接改変及び直接改変等

以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

・「コウモリ類」：キクガシラコウモリ 

本種は九折瀬洞を一時的なねぐらとして利用している。ダム洪水調節地の環

境では、本種の活動期（3 月～11 月下旬）に、洞口が閉塞することにより、洞

内外の移動が阻害される。洞外で採餌ができなくなることにより本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。また、冬眠中の洞内外の移動が阻害され

ることから、洞外で採餌ができなくなることにより本種の生息環境として適さ

なくなると考えられる。 

直接改変及び直接改変等以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

 
・「コウモリ類」：モモジロコウモリ 

本種は九折瀬洞を一時的なねぐらとして利用している。ダム洪水調節地の環

境では、本種の活動期（3 月～11 月下旬）に、洞口が閉塞することにより、洞

内外の移動が阻害される。洞外で採餌ができなくなることにより本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 

直接改変及び直接改変等以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

 

・「コウモリ類」：ユビナガコウモリ 

本種は九折瀬洞を主に活動期（3 月～11 月下旬）に利用している。ダム洪水

調節地の環境では、本種の活動期に洞口が閉塞することにより、洞内外の移動

が阻害される。洞外で採餌ができなくなることにより本種の生息環境として適

さなくなると考えられる。なお、冬眠中においても洞内外の移動が阻害される

ことから、洞外で採餌ができなくなることにより本種の生息環境として適さな

くなると考えられる。 

直接改変及び直接改変等以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は

小さいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次頁に続く) 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(13/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

(

特
殊
性)

 

( 工事の実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用) 

(続き) 

・「コウモリ類」：テングコウモリ 

本種は九折瀬洞を主に冬季の冬眠（12 月～2 月）の場として利用している。

ダム洪水調節地の環境では、水位が E.L.280m に到達するのが 12 月以後となる

場合、本種が冬眠（12 月～2 月）に入った後に九折瀬洞が冠水することで、本

種の冬眠が阻害され、生息環境として適さなくなると考えられる。また、冬眠

中の洞内外の移動が阻害されることから、洞外で採餌ができなくなることによ

り本種の生息環境として適さなくなると考えられる。直接改変及び直接改変等

以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

・「陸上昆虫類等」：イツキメナシナミハグモ 

ダム洪水調節地の環境では、試験湛水により中央ホール、西ホールの大

部分及び東ホールの一部が冠水することにより、確認地点の半数程度が改

変され、生息環境として適さなくなる。東ホールの大部分は冠水せずに残

存するが、洞口が閉塞することにより、餌資源の供給量の変化（コウモリ

類が入洞しなくなることによりグアノが供給されず、分解者・一次消費者

が減少する可能性がある）や冠水範囲からの個体移動による生息密度の変

化等の影響が生じる可能性があると考えられる。直接改変及び直接改変等

以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

 

・「陸上昆虫類等」：ツノノコギリヤスデ 

ダム洪水調節地の環境では、試験湛水により中央ホール、西ホールの大

部分及び東ホールの一部が冠水することにより、確認地点の半数程度が改

変され、生息環境として適さなくなる。東ホールの大部分は冠水せずに残

存するが、洞口が閉塞することにより、餌資源の供給量の変化（コウモリ

類が入洞しなくなることによりグアノが供給されず、分解者・一次消費者

が減少する可能性がある）や冠水範囲からの個体移動による生息密度の変

化等の影響が生じる可能性があると考えられる。直接改変及び直接改変等

以外（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。

 

・「陸上昆虫類等」：ツヅラセメクラチビゴミムシ 

ダム洪水調節地の環境では、試験湛水により中央ホール、西ホールの大

部分及び東ホールの一部が冠水することにより、確認地点の一部が改変さ

れ、生息環境として適さなくなる。東ホールの大部分は冠水せずに残存す

るが、洞口が閉塞することにより、餌資源の供給量の変化（コウモリ類が

入洞しなくなることによりグアノが供給されず、分解者・一次消費者が減

少する可能性がある）や冠水範囲からの個体移動による生息密度の変化等

の影響が生じる可能性があると考えられる。直接改変及び直接改変等以外

（河床の変化）では、本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次項に続く) 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(14/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

(

特
殊
性)

 

( 工 事 の 実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用) 

(続き) 

・「陸上昆虫類」：ヒゴツヤムネハネカクシ 

ダム洪水調節地の環境では、本種は東ホールの冠水しない範囲で確認さ

れており、試験湛水に伴う冠水の影響はないと考えられる。東ホールの大

部分は冠水せずに残存するが、洞口が閉塞することにより、餌資源の供給

量の変化（コウモリ類が入洞しなくなることによりグアノが供給されず、

分解者・一次消費者が減少する可能性がある）等の影響が生じる可能性が

あると考えられる。直接改変及び直接改変等以外（河床の変化）では、本

種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 

上
位
性
（
陸
域
） 

工 事 の 実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用 

【環境の保全のための措置】 

○工事実施時期の配慮 

・繁殖活動に影響を与える時期には、必要に応じて工事を一時中断する。

具体的な実施時期及び実施範囲については、専門家の指導及び助言を得な

がら対応する。 

○建設機械の稼働に伴う騒音等の抑制 

・低騒音型建設機械を採用する。 

・低騒音の工法を採用する。 

○作業員の出入り及び工事用車両の運行に対する配慮 

・作業員及び工事用車両が営巣地付近に不必要に立ち入らないよう制限す

る。 

・車両、服装の色及び材質に配慮する。 

○コンディショニングの実施 

・繁殖活動に影響を与える時期に工事を実施する場合、着手時に対象工種

のインパクトの強度を徐々に高める等、その刺激に馴らす。具体的な実施

方法については、専門家の指導・助言を得ながら対応する。 

 
【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、専門家
の指導及び助言を得ながら、残存する生息環境の撹乱に対する配慮、森
林伐採に対する配慮、夜間照明の視覚的配慮、生息・繁殖状況の監視と
その結果への対応、環境保全に関する教育・周知等を行う。 
上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査
を行い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の
指導、助言を得ながら適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

クマタカについて事後調査を実施する。 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とする。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は各つがいのコアエリア内とし、特に営巣地と工事箇所の位置関

係を考慮する。 

調査方法は各つがいの生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は「(1)

環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(15/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

上
位
性
（
河
川
域
） 

工 事 の 実

施・土地又は

工作物の存

在及び供用 

【環境の保全のための措置】：工事の実施 

○工事実施時期の配慮 

・繁殖活動に影響を与える時期には、必要に応じて工事を一時中断する。具体的な

実施時期及び実施範囲については、専門家の指導及び助言を得ながら対応する。 

○建設機械の稼働に伴う騒音等の抑制 

・低騒音型建設機械を採用する。 

・低騒音の工法を採用する。 

○作業員の出入り及び工事用車両の運行に対する配慮 

・作業員及び工事用車両が営巣地付近に不必要に立ち入らないよう制限する。 

・車両、服装の色及び材質に配慮する。 

○コンディショニングの実施 

・繁殖活動に影響を与える時期に工事を実施する場合、着手前に対象工種のインパ

クトの強度を徐々に高める等、その刺激に馴らす。具体的な実施方法については、

専門家の指導・助言を得ながら対応する。 

○既設人工巣の維持管理 

・過去に設置したヤマセミ人工巣（121穴）について、ヤマセミ、カワセミの利用

も想定して、維持管理を実施する。必要に応じて追加の人工巣設置を検討する。 

○生息・繁殖状況の監視とその結果への対応 

・工事の実施前、実施期間中及び供用後にダム上下流河川における生息・繁殖状況

等の監視とその結果への対応を行う。 
 

【環境の保全のための措置】：土地又は工作物の存在及び供用 

○既設人工巣の維持管理 

・過去に設置したヤマセミ人工巣（121穴）について、ヤマセミ、カワセミの利用

も想定して、維持管理を実施する。必要に応じて追加の人工巣設置を検討する。 

○生息・繁殖状況の監視とその結果への対応 

・供用後にダム上下流河川における生息・繁殖状況等の監視とその結果への対応を

行う。 

・ダム堤体の存在による生息環境の変化を把握し、必要な対策を検討する。 
 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

環境保全に関する教育・周知等を行う。 
 
【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

○ヤマセミ、カワセミ、カワガラスについて事後調査を実施する。 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は事業実施区域及び下流河川とする。特に営巣地と工事箇所の位置関係

を考慮する。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は「(1)環境保全措置の

内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 
 

○ヤマセミ1つがい 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認による。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は対象つがいの分布地周辺とする。 

調査方法は生息状況及び繁殖状況の確認によるが、詳細は「(1)環境保全措置の

内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(16/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

典
型
性
（
陸
域
） 

工事の実施・

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 
工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、専

門家の指導及び助言を得ながら、残存する生育環境の撹乱に対する
配慮、森林伐採に対する配慮、ダム洪水調節地の植生の回復の促進、
外来種への対応、法面等の緑化、生息環境の分断に係る対策、環境
保全に関する教育・周知等を行う。 
上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調
査を行い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専
門家の指導、助言を得ながら適切な措置を講ずる。 

典
型
性
（
河
川
域
） 

工事の実施・

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【環境の保全のための措置】：工事の実施（試験湛水）・土地又は工

作物の存在及び供用 

○生息・生育・繁殖状況の監視とその結果への対応 

・冠水の影響を受ける割合が大きい「山地を流れる川」及び「止水域」

の注目種の生息・生育・繁殖状況の監視とその結果への対応を行う。

 

【環境の保全のための措置】：工事の実施（試験湛水） 

○瀬の整備 

・流域内の適切な場所に試験湛水中にも維持される瀬を整備する。 

・整備した瀬のアユ等の魚類、底生動物、付着藻類の生息、生育、繁

殖状況の監視とその結果への対応を行う。 

 

【環境の保全のための措置】：工事の実施 

○仮排水路トンネル（既設）内部の環境整備 

・トンネル内部河床を改良し、多様な河床環境を確保することで流速

を低減し、魚類の移動性を確保する。また、吞口部には魚道を合わせ

て設置する。 

○移動状況の監視とその結果への対応 

・工事の実施中の魚類等の移動状況やダム上下流における生息・繁殖

状況の監視とその結果への対応を行う。 

 
【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、専
門家の指導及び助言を得ながら、河床部放流設備の維持管理、土砂
堆積に関する維持管理、ダム洪水調節地及びダム下流河川の監視と
その結果への対応を行う。 
上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調
査を行い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専
門家の指導、助言を得ながら適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

○環境保全措置として生息・生育・繁殖状況の監視とその結果への対

応を実施することから、その効果を確認するための事後調査を行う。

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は洪水調節地とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生育・生息・繁殖環境の確認に

よる。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は洪水調節地とする。 

調査方法は環境類型区分を基にした生育・生息・繁殖環境の確認に

よるが、詳細は「(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査」の

結果に従い実施する。 
(次項に続く) 
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表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(17/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

典
型
性
（
河
川
域
） 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

(続き) 

○環境保全措置として瀬を整備することから、その効果を確認するた

めの事後調査を行う。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域はダム堤体下流の川辺川とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は瀬の整備後とする。 

調査地域は瀬の整備箇所とする。 

調査方法は魚道の利用状況の確認によるが、詳細は(1)環境保全措置

の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

 

○環境保全措置として仮排水路トンネル（既設）に魚道等を設置するこ

とから、その効果を確認するための事後調査を行う。 

(1)環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は仮排水路トンネル（既設）の魚道等の設置予定箇所とする。

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2)環境保全措置の実施後に生息状況を把握するための調査 

調査時期は魚道等の設置後とする。 

調査地域は魚道等の設置箇所とする。 

調査方法は魚道の利用状況の確認によるが、詳細は(1)環境保全措置

の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

 

 

 

 

特
殊
性 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

【環境の保全のための措置】：工事の実施 
○洞口閉塞対策の実施 

・試験湛水前に九折瀬洞の洞口前面に防水擁壁を設置する等、洞内へ

の水の流入を防ぐ対策を実施する。試験湛水終了後は、防水擁壁を撤

去する等、実施した対策を終了する。 

○九折瀬洞内での移植 

・試験湛水前に、サーチャージ水位において冠水する中央ホール、西

ホール等の陸上昆虫類等を捕獲し、冠水しない東ホールに移植する。

あわせて、冠水する範囲のグアノを東ホールに移植する。 

 
【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

工事の実施並びに土地又は工作物の存在及び供用時において、専
門家の指導及び助言を得ながら、洞口閉塞対策の具体的な手法の検
討、移動先の検討、監視とその結果への対応、環境保全措置に関す
る教育・周知等を行う。 

 
上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調
査を行い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、専
門家の指導、助言を得ながら適切な措置を講ずる。 

 

 



7.5-172 

表 7.5-6 調査、予測、環境の保全のための措置、 
環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（生態系）(18/18) 

環境要素の 

区分 

環境要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

生
態
系)

 

(

地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系)

 

特
殊
性 

工 事 の 実

施・土地又

は工作物の

存在及び供

用 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

○ニホンコキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジロコウモ

リ、ユビナガコウモリ及びテングコウモリについて事後調査を実施す

る。 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする。 

調査方法は現地での状況の確認による。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞及びその周辺とする 

調査方法は保全対象種の生息状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

 

○イツキメナシナミハグモ、ツノノコギリヤスデ、ツヅラセメクラチビ

ゴミムシ、ヒゴツヤムネハネカクシについて事後調査を実施する。 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認による。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事の実施中及び供用開始後とする。 

調査地域は九折瀬洞とする。 

調査方法は九折瀬洞での生息状況の確認によるが、詳細は「(1)環境

保全措置の内容を詳細にするための調査」の結果に従い実施する。 

 

 

 

【評価の結果】 

生態系については、地域を特徴づける生態系について上位性、典型

性及び特殊性の観点から調査、予測を実施した。その結果を踏まえ、

環境保全措置の検討を行い、地域を特徴づける生態系に係る環境への

影響を低減することとした。 

また、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、ダム上下流

の監視、残存する生息環境の撹乱に対する配慮、森林伐採に対する配

慮、ダム洪水調節地の植生の回復、外来種への対応、法面等の緑化、

河床部放流設備の維持管理、土砂堆積に関する維持管理、洞口閉塞対

策の具体的な手法の検討、移動先の検討、環境保全に関する教育・周

知を行うこととした。 

これにより、生態系に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲

内でできる限り回避され、又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-7 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(景観) (1/2) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素 

景
観 

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【調査の結果】 

1) 主要な眺望点の状況 

対象事業区域及びその周辺に分布する眺望点は、国見山、桝形山、仰烏帽

子山及び瀬目公園である。 

2) 景観資源の状況 

対象事業実施区域及びその周辺に分布する景観資源 

a) 五木五家荘県立自然公園：自然環境保全基礎調査における自然景観資

源（県立自然公園） 

b) 白髪岳：自然環境保全基礎調査における自然景観資源（山岳） 

3) 主要な眺望景観の状況 

a) 国見山からの主要な眺望景観 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立

自然公園」、「白髪岳」を望むことができる。 

b) 桝形山からの主要な眺望景観 

ダム堤体方向(南方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県立

自然公園」、「白髪岳」を望むことができる。 

c) 仰烏帽子山からの主要な眺望景観 

ダム堤体方向(南東方向)の視界において、景観資源である「五木五家荘県

立自然公園」、「白髪岳」を望むことができる。 

d) 瀬目公園からの主要な眺望景観 

ダム堤体方向(南方向)の視界は樹木により覆われているため、ダム堤体方

向の景観資源を望むことができない。樹木に覆われていない範囲では、川辺

川上流方向（北西方向）の視界において、景観資源である「五木五家荘県立

自然公園」を望むことができる。 

 

【予測の結果】 

1) 主要な眺望点 

国見山、桝形山、仰烏帽子山及び瀬目公園は、いずれも改変区域外に位置

し、事業の実施による改変はないと考えられる。 

2) 景観資源 

五木五家荘県立自然公園の一部は事業の実施により改変されると考えられ

る。白髪岳については、事業の実施により改変されないと考えられる。 

3) 主要な眺望景観 

a) 国見山からの主要な眺望景観 

国見山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望む眺望景観において、

斜面安定対策盛土、原石山跡地、生活再建対策盛土等が視認でき、主要な眺

望景観が変化すると考えられる。 

b) 桝形山からの主要な眺望景観 

桝形山から五木五家荘県立自然公園及び白髪岳を望む眺望景観において、

ダム堤体、原石山跡地、斜面安定対策盛土等が視認でき、主要な眺望景観が

変化すると考えられる。 

c) 仰烏帽子山からの主要な眺望景観 

仰烏帽子山から南東方向を望む眺望景観において、ダム堤体等は視認され

ず、眺望景観は変化しないと考えられる。 

d) 瀬目公園からの主要な眺望景観 

瀬目公園から五木五家荘県立自然公園を望む眺望景観において、森林の隙

間から試験湛水による一定期間の冠水によって植生が変化する範囲が視認

できるが、ダム堤体等は視認できないと考えられる。 
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表 7.5-7 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(景観) (2/2) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

景
観)

 

(

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

【環境の保全のための措置】 

周囲の自然景観との調和を図るため、ダム堤体に低明度・低彩度の色彩を

採用する。 

景観資源の変化及び主要な眺望景観の変化を低減させるため、原石山跡地、

斜面安定対策盛土等の法面を緑化する。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

森林を伐採する際には、必要以上の伐採は行わない。また、伐採は計画的、

段階的に行う。 

植生の状況を把握し、必要に応じて植栽を行うことで、ダム洪水調節地の

植生の回復を促進する。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行

い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した

上で適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観について調査を実施し、

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観について予測を実施した。

予測結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、景観資源及び主要な眺望景

観の変化を低減することとした。これにより、景観に係る環境影響が事業者

により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されていると判断

する。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(1/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

工事の実施 【調査の結果】 

1) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 

調査地域内には、川辺川、球磨川、椎葉谷川、山口谷川、九州自然歩道、

五木源パーク、渓流ヴィラ ITSUKI、カヤック、ホタル、上園のホタル、かす

み桜があり、親水施設等として利用されている。 

2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利用環境

の状況 

川辺川は、川辺川の椎葉谷川合流部から球磨川合流部までの区間では、河

道内に釣りや水遊びができる砂州等が広がっている。現地調査では釣り、水

遊びの利用が多く確認された。水遊びは夏季に多く、釣りは春季、夏季、秋

季の利用であった。川辺川の宮園橋下流から椎葉谷川合流部までの区間では、

河道内には水遊び等ができる砂州が広がっているほか、五木小川合流部付近

には五木源パーク、渓流ヴィラ ITSUKI の施設が整備されている。現地調査で

は水遊び、釣りの利用が多く確認された。水遊びは春季と夏季に多く、釣り

は夏季の利用であった。 

ホタルは、五木源パーク付近、五木中学校付近、五木小川合流点付近の水

際部を中心に、ゲンジボタルの生息地が確認されており、ホタルの発生時期

になるとホタルの観賞会が行われ、観賞に訪れる利用者がいる。例年 6 月頃

に実施されているホタルの観賞会は、コロナ禍のため、現地調査時には行わ

れていなかった。現地調査ではホタルの発生のピーク期（令和 4 年 6 月 4 日

の調査）に 3 名がホタル観察に訪れていた。 

かすみ桜は、相良村の四浦に自生するものは、自然分布の南限とされてお

り、かすみ桜の開花時期になると観賞に訪れる利用者がいる。現地調査では

花見・花観賞で 2 名が確認された。 

椎葉谷川は、川辺川の支川でヤマメ釣りの場所として知られている。現地

調査では、秋季に 1 名のみの確認であり、釣りの利用者は確認されなかった。

山口谷川は、川辺川の支川でヤマメ釣りの場所として知られている。現地

調査では、春季に釣りの利用が 3 名確認された。 

九州自然歩道は、人吉市から錦町の区間では、球磨川沿いの人吉市内中心

部から舗装道が整備されており、休憩できるベンチ等も整備されており、現

地調査では、春季、夏季、秋季ともに散策等の利用が多く確認された。川辺

川沿いの五家荘から下梶原川合流後は湯前に続く区間では、舗装道が整備さ

れている。現地調査では散策等の利用が多く確認され、秋季は紅葉等のシー

ズンによる人出で多かった。 

五木源パークは、五木小川の川辺川合流点付近の公園で、イベント開催や

スポーツができる広場や遊具が整備されている。現地調査ではイベント参加、

スポーツ、遊具利用等の遊びの利用が多く確認された。 

渓流ヴィラ ITSUKI は、五木小川合流点付近の川辺川の水辺に宿泊施設や遊

具のある広場が整備されている。現地調査では春季の休日や夏季に水遊びの

利用、施設利用が多く確認された。 

カヤックは、渓流ヴィラ ITSUKI に併設しており、水際部の河原ではカヤッ

クの乗り降りをしている。現地調査では夏季にカヤックでの水面利用のみが

確認された。 

上園のホタルは、相良村のホタルスポットとして、ホタルの発生時期にな

ると観賞に訪れる利用者がいる。現地調査ではホタルの発生初期（令和 4 年

5 月 22 日）に 36 名、発生ピーク期（令和 4 年 6 月 4 日）に 86 名がホタルの

観察に訪れていた。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(2/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
） 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) 球磨川は、川辺川の合流点の球磨川から渡地点までの区間で主に人吉市街
部を流れ、川沿いでは散策、水域では釣り、ラフティング等のスポーツで利
用されている。現地調査ではスポーツ、散策等、釣りの利用が多く確認され、
スポーツは夏季のラフティング等であり、釣りは夏季、秋季の順に多く、ア
ユ釣りが多かった。古町橋から川辺川合流点までの区間では、水域では川下
りの発着場所があり、川沿いには散策路等が整備されている。現地調査では
散策、ラジコン飛行機の操縦、川下りが多く確認された。 
 
【予測の結果】 
〇川辺川 
・改変の程度 
川辺川の一部区間が改変されるものの改変されない区間での活動は維持され

ると考えられる。 
・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 
試験湛水時は一定期間冠水するが、試験湛水後は河川の状態に戻るため、川

辺川における主な利用目的である釣り等の活動は維持されると
考えられる。 

・利用性の変化 
（利用面積）ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入禁止と

なることや試験湛水時は一定期間冠水することから、その区間
の利用が出来なくなるが、当該区間で行われる川辺川の釣りや
川遊び等の活動は利用可能面積が減少しない区間において可能
であり、試験湛水後は河川の状態に戻るため川辺川の活動は維
持されると考えられる。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一
般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、
アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 
（騒音・照明）堤体の工事等が行われることから、一部の利用区間において

騒音の変化が生じる可能性があるが、主な利用目的である釣
りや水遊び等は、変化が生じない区間において行うことが可
能であると考えられる。なお、主な活動目的である釣りは昼
間に実施されることから照明の変化を生じる要因はないと考
えられる。 

（近傍の風景）五木村において散策等で利用されている箇所では、生活再建
対策盛土の一部が視認され、近傍の風景が変化すると考えら
れる。なお、「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中（試験湛
水の実施を除く）、工事の実施（試験湛水の実施）における
試験湛水が中間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程
度であり、試験湛水の際、貯水位上昇時に洪水に伴う濁水を
貯水した場合には、SS が一時的に増加するが、環境保全措置
の実施により低減され、事後調査、環境保全措置以外の事業
者による取組みを実施することから、水質の変化による近傍
の風景の変化は小さいと考えられる。 

（水質）「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を除く)、工
事の実施(試験湛水の実施)の試験湛水が中間の年、試験湛水が長い
年はダム建設前と同程度と予測した。試験湛水が短い年は、貯水位
上昇時に洪水に伴う濁水を貯水した場合、SS の環境基準値超過日数
がダム下流の各予測地点ともダム建設前と比較して増加すると予測
し、環境保全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに
応じた対応を実施することとしたため、試験湛水時（環境保全措置
あり）の SS の環境基準値超過日数は、ダム下流の各地点で減少する
と予測した。土砂による水の濁りは、事後調査を実施し、環境保全
措置以外の事業者による取組みとして、貯水位下降時に濁りを抑え
るさらなる対応策案の検討、ダム下流河川における監視等を行うこ
ととした。また、「7.2.8 生態系」に示すとおり、水質の変化によ
る魚類の生息環境の変化は小さいと考えられる。これらのことから、
主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(3/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) （流況）試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、流況の変化は小

さく、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物の生息環境の変化は

小さいと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考えられ

る。これらのことから、主な活動目的である釣りや水遊びは可能で

あると考えられる。 

 

〇ホタル 

・改変の程度 

ホタルは生活再建対策盛土の造成によりホタルの生息場所 3 箇所のうち 2

箇所が、観察場所 1 箇所が改変されると考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

試験湛水時は一定期間冠水するためホタルの生息場所 3 箇所のうち 1 箇所

の生息環境が変化すると考えられる。 

・利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境による

変化があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利

用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境による

変化があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利

用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇かすみ桜 

・改変の程度 

かすみ桜は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

かすみ桜はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はな

いと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による影響は

想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一

般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、

アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（騒音・照明）かすみ桜は、ダム堤体から約 3.5km 離れており、騒音・照明

の変化を生じる要因はないと考えられる。 

（近傍の風景）ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はない

と考えられる。なお、水質の変化による近傍の風景の変化は

主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考えられる。

（水質）水質の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がな

いと考えられる。 

（流況）流況の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がな

いと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(4/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) 〇椎葉谷川 

・改変の程度 

椎葉谷川は一部が改変されるものの改変の程度は小さいと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るため、椎葉谷川にお

ける主な利用目的である釣りの活動は維持されると考えられる。 

 

・利用性の変化 

（利用面積）ダム堤体の上流の事業実施区域の区間が、一時的に立入禁止と

なることや試験湛水時は一定期間冠水することから、その区間

の利用が出来なくなるが、当該区間の椎葉谷川では利用は確認

できなかった。当該区間で行われる椎葉谷川の釣りの活動は利

用可能面積が減少しない区間において可能であり、利用性の変

化は小さいと考えられる。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一

般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、

アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（騒音・照明）椎葉谷川は、騒音の発生源であるダム堤体の工事区域から約

100m の距離にあるため、騒音の変化を生じる可能性がある。

しかし、椎葉谷川では現地調査の結果から、釣りの利用者は

確認されておらず、騒音の変化が生じない区間でも釣りを行

うことは可能であり騒音の変化は小さいと考えられる。なお、

主な活動目的である釣りは昼間に実施されることから照明の

変化を生じる要因はないと考えられる。 

（近傍の風景）椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、工事中の水質の

変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はないと考

えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜面安定対策盛土等

が視認でき近傍の風景が変化する可能性があるが、椎葉谷川

では現地調査の結果から、釣りの利用者は確認されておらず、

近傍の風景の変化が無い区間でも釣りを行うことは可能であ

り近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

（水質）椎葉谷川は、川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺

川」で示したとおり、事業の実施による水質の変化が考えられるが、

主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると予測したことか

ら、川辺川の支川である椎葉谷川においても主な活動目的である釣

りは可能であると考えられる。 

（流況）椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」

で示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと考えられるため、

川辺川の支川である椎葉谷川の流況の変化による快適性の変化は小

さいと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(5/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) 〇山口谷川 

・改変の程度 
山口谷川は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 
・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

山口谷川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はな
いと考えられる。 
・利用性の変化 
（利用面積）山口谷川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少

による影響は想定されない。 
（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一

般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、
アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 
（騒音・照明）山口谷川は、ダム堤体から約 600m 離れており、騒音・照明の

変化を生じる要因はないと考えられる。 
（近傍の風景）山口谷川は、川辺川の支川であることから、工事中の水質の

変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はないと考
えられる。また、山口谷川は、ダム堤体から約 600m 離れてお
り、堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はない
と考えられる。 

（水質）山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」
で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、
川辺川の支川である山口谷川の水質の変化による快適性の変化は小
さいと考えられる。 

（流況）山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」
で示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと考えられるため、
川辺川の支川である山口谷川の流況の変化による快適性の変化は小
さいと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(6/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(
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を
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て
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動
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(
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人
と
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然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) 〇九州自然歩道 

・改変の程度 

九州自然歩道は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変は

ないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

九州自然歩道はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変

はないと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）九州自然歩道は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の

減少による影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一

般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、

アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（騒音・照明）九州自然歩道は、付替道路から約 2.4km 離れており、騒音・

照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 

（近傍の風景）九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないと考えられる。

また、「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム下流では、工事中

の水質の変化は小さいと予測した。試験湛水期間は、試験湛

水の短い年はダム建設前と比べ SS が増加するが、試験湛水の

中間の年、長い年はダム建設前と比べ変化は小さいと予測し

た。これらのことから、ダム堤体等は視認できないこと、工

事中の水質の変化は一時的であることから、近傍の風景の変

化は小さいと考えられる。 

（水質）水質の変化は、主な活動目的である散策等と関連はないと考えられ

る。 

（流況）流況の変化は、主な活動目的である散策等とは関連がないと考えら

れる。 

 

〇五木源パーク 

・改変の程度 

五木源パークは事業実施区域内に位置するが工事による改変は受けないた

め、事業の実施による改変はないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るため、五木源パーク

における主な利用目的である遊具利用等の遊びや公園でのスポーツ等の活動

は維持されると考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）五木源パークは、試験湛水時に一定期間冠水することで土砂の

堆積等の変化で遊具が利用できなくなると考えられる。遊具利

用による遊びが主な利用目的であることから、利用性が変化す

ると考えられる。 

（アクセス性）アクセス性の変化については、利用性が変化すると予測した

ことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用する

ことができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、利用性が変化すると予測したことから、人と自

然との触れ合いの活動の場として利用することができなくなると考えられる

ため予測は行わない。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(7/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) 〇渓流ヴィラ ITSUKI 

・改変の程度 

生活再建対策盛土の造成の工事により渓流ヴィラ ITSUKI の施設の一部は

改変されると考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

試験湛水時は一定期間冠水するため宿泊施設等が利用できなくなると考え

られる。 

・利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変

による変化があると考えられることから、人と自然との触れ合いの活動の場

として利用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変

による変化があると考えられることから、人と自然との触れ合いの活動の場

として利用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇カヤック 

・改変の程度 

カヤックは事業実施区域内に位置するが工事による改変は受けないため、

事業の実施による改変はないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

試験湛水時は一定期間冠水するが、河川の状態に戻るため、カヤックでの

水面利用は可能であり活動は維持されると考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）カヤックは、試験湛水時に一定期間冠水することで土砂の堆積

等の変化でカヤックが利用できなくなると考えられる。カヤッ

クによる水面利用が主な利用目的であることから、利用性が変

化すると考えられる。 

（アクセス性）アクセス性の変化については、利用面積の変化によりカヤッ

クによる水面利用ができなくなると考えられることから、人

と自然との触れ合いの活動の場として利用することができな

くなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、利用性の変化によりカヤックによる水面利用が

できなくなると考えられることから、人と自然との触れ合いの活動の場とし

て利用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇上園のホタル 

・改変の程度 

上園のホタルは事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変は

ないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

上園のホタルはダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変

はないと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による影響は

想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等で工事による一

般車両の通行の制限、禁止等が行われないと考えられるため、

アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（騒音・照明）上園のホタルは、ダム堤体から約 9.4km 離れており、騒音・

照明の変化を生じる要因はないと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(8/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) （近傍の風景）近傍の風景の変化については、川辺川の支川であることから、

工事中の水質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる

要因はないと考えられる。また、ダム堤体等は視認できない

ことから近傍の風景の変化はないと考えられる。 

（水質）上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられ

るため、川辺川の支川に位置する上園のホタルの水質の変化による

快適性の変化は小さいと考えられる。 

（流況）上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の流況の変化は小さいと考えられ

るため、川辺川の支川に位置する上園のホタルの流況の変化による

快適性の変化は小さいと考えられる。 

 

〇球磨川 

・改変の程度 

球磨川は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はないと

考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

球磨川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 

（利用面積）事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少による影響は

想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 219 号及び一般国道 445

号等で工事による一般車両の通行の制限、禁止等が行われな

いと考えられるため、アクセス性の変化は小さいと考えられ

る。 

 

・快適性の変化 

（騒音・照明）球磨川は、ダム堤体から約 14.5km 離れており、騒音・照明の

変化を生じる要因はないと考えられる。 

（近傍の風景）球磨川は、ダム堤体等は視認できないと考えられる。また、

「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中（試験湛水の実施を除

く）、工事の実施（試験湛水の実施）における試験湛水が中

間の年、試験湛水が長い年はダム建設前と同程度であり、試

験湛水の短い年も環境保全措置を実施することでダム建設

前と同程度となることから、水質の変化による近傍の風景の

変化は小さいと考えられる。 

（水質）「7.2.4 水質」に示すとおり、工事中(試験湛水の実施を除く)、工

事の実施(試験湛水の実施)の試験湛水が中間の年、試験湛水が長い

年はダム建設前と同程度と予測した。試験湛水が短い年は、貯水位

上昇時に洪水に伴う濁水を貯水した場合、SS の環境基準値超過日数

がダム下流の各予測地点ともダム建設前と比較して増加すると予測

し、環境保全措置として、試験湛水によって貯水された水の濁りに

応じた対応を実施することとしたため、試験湛水時（環境保全措置

あり）の SS の環境基準値超過日数は、球磨川の各予測地点でダム建

設前と同程度になる。また、「7.2.8 生態系」に示すとおり、水質

の変化による魚類の生息環境の変化は小さいと考えられる。これら

のことから、主な活動目的である主な活動目的である川下り、ラフ

ティング、釣り等の利用は可能であると考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(9/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
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れ
合
い
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を
旨
と
し
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査
、
予
測
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評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
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(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
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(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(工事の実施) （流況）試験湛水期間は、「7.2.8 生態系」に示すとおり、盆地を流れる川

において流況の変化は小さく、魚類の生息環境及び産卵環境、底生動物の生

息環境の変化は小さいと考えられ、魚類、底生動物の生息は維持されると考

えられる。また、環境保全措置以外の事業者による取組みとして、ダム下流

河川における監視とその結果への対応、環境保全に対する教育、周知等を行

うこととした。これらのことから、主な活動目的である川下り、ラフティン

グ、釣り等の利用は可能であると考えられる。 

 

【環境の保全のための措置】 

ホタルは、改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係

者と協議した上で、同様の環境を整備する。 

渓流ヴィラ ITSUKI は改変される施設について、関係者と協議した上で施設

移設等を行う。 

五木源パークは利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で、

試験湛水後に施設の維持管理を実施する。 

カヤックは関係者と協議した上で、試験湛水後にカヤックの利用環境につ

いて維持管理を実施する。 

川辺川は生活再建対策盛土の法面等の緑化を行う。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

ダム洪水調節地内の施設やその利用状況、及び運用後の自然環境や風景を

鑑み、平場造成に係る配置や形状を、関係機関や地域と協議し検討を進め、

必要な対応を実施する。 

快適性が維持できる環境の整備として、試験湛水後には河川の状態に戻る

ため、五木源パーク、カヤックは環境保全措置実施後に利用可能となる。利

用が可能となった五木源パーク、カヤックでは、生活再建対策盛土の工事中

の騒音、試験湛水時の植生の変化による近傍の風景の変化に配慮し、快適性

が維持される環境を関係自治体と協議した上で整備する。 

森林伐採に対する配慮として、必要以上の伐採は行わない、伐採は計画的、

段階的に行う。 

ダム洪水調節地の植生の回復の促進として、植生の状況を把握し、必要に

応じて植栽等を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行

い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した

上で適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

人と自然との触れ合いの活動の場及び主要な人と自然との触れ合いの活
動の場について調査し、予測を実施した。予測結果を踏まえ、環境保全措置
の検討を行い、工事の実施による改変の程度、利用性の変化及び快適性の変
化を回避又は低減することとした。これにより、人と自然との触れ合いの活
動の場に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避
され、又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(10/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(
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(

人
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然
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れ
合
い
の
活
動
の
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(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

土地又は工作

物の存在及び

供用 

【調査の結果】 

(工事の実施に併せて示す) 

 

【予測の結果】 

〇川辺川 

・改変の程度 

川辺川の一部が改変されるものの改変の程度は小さいと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常時は河川の状態に

戻るため、川辺川における主な利用目的である釣り等の活動は維持されると

考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）洪水調節時による一時的な冠水により利用できなくなると考え

られるが、洪水時には川辺川の利用は想定されない。平常時は

河川の状態にもどるため川辺川の利用が可能になることから、

川辺川の活動は維持されると考えられる。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）五木村において散策等で利用されている箇所では、生活再建

対策盛土の一部が視認され近傍の風景が変化すると考えられ

る。なお、洪水後の水位低下後には土砂や流木の堆積による

近傍の風景の変化が想定されるが、堆積した土砂や流木につ

いては撤去等、適切に維持管理を行うため、変化は小さいと

考えられる。 

（水質）「7.2.4 水質」に示すとおり、ダム洪水調節地内の SS は、ダム建設

前と比べて変化は小さいと予測した。川辺川のダム下流については、

ダム建設前に比べ、洪水調節を行うような規模の出水ではダム建設

後の SS は増加するものの、環境基準値の超過日数は同じで、増加は

一時的であり、変化は小さいと予測した。大規模な出水時には放流

水の SS が増加すると予測したが、SS が 5,000mg/L を超える時間は 5

時間程度と短時間であり変化は小さいと予測した。川辺川の主な活

動目的である釣りや水遊びは洪水時には行われないことから、水質

の変化は小さいと考えられる。 

（河床）川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s としており、

洪水調節を行う 600m3/s 以上の流入があると河川水を貯水するた

め、下流河川の流量が減少することが想定される。既往の実績洪水

（70 年間、224 洪水）を対象として、供用後の流量変化（ダム地点）

についてみると、頻度の高い 600m3/s 以下の洪水については、洪水

調節を実施しないため、流水型ダムの有無による差がみられない。

洪水調節を実施する 600m3/s 以上の洪水についても、洪水調節操作

ルールを工夫したことにより、1,300m3/s 以上の洪水の頻度は低下

するが、ダム地点平均年 大流量約 1,000m3/s 程度の洪水について

は、供用後にも大きな変化はみられない。ダムあり（ダム建設後）

とダムなし（ダム建設前）を比較すると河床変動高は 10 年後におい

ても、100 年後においても、同様の傾向を示していた。河床高の差

分は 10 年後においても、100 年後においても、1m 以下の差となって

いる。100 年後の河床構成材料をみると、ダムあり（ダム建設後）

とダムなし（ダム建設前）で河床の構成材料及びそれらの割合につ

いても大きな違いはみられない。河床高及び河床構成材料の変化に

伴う魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環境の変化は小さ

いと考えられることから、現況の魚類及び底生動物の生息は維持さ

れると考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(11/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

川辺川の流水型ダムの供用後の瀬淵構造は、位置や規模が部分的に

変化する可能性があるものの残存するものと考えられ、生息する魚類

や底生動物の生息環境は維持されると考えられる。これらのことか

ら、主な活動目的である釣りや水遊びは可能であると考えられる。 

 

〇ホタル 

・改変の程度 

ホタルは生活再建対策盛土の造成によりホタルの生息場所 3 箇所のうち 2

箇所が、観察場所 1 箇所が改変されると考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時的な冠水によりホ

タルの生息地 3 箇所のうち 1 箇所の生息環境が変化すると考えられる。 

・利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境による

変化があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利

用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及びダム洪水調節地内の環境による

変化があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利

用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇かすみ桜 

・改変の程度 

かすみ桜は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

かすみ桜はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はな

いと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）かすみ桜は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少

による影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）ダム堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化はない

と考えられる。なお、水質の変化による近傍の風景の変化は

主な活動目的である桜の観賞とは関連がないと考えられる。

（水質）水質の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がな

いと考えられる。 

（河床）河床の変化については、主な活動目的である桜の観賞とは関連がな

いと考えられる。 

 

〇椎葉谷川 

・改変の程度 

椎葉谷川は一部が改変されるものの改変の程度は小さいと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節時は一時的に冠水するが、利用が行われる平常時は河川の状態に

戻るため、椎葉谷川における主な利用目的である釣り等の活動は維持される

と考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(12/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

・利用性の変化 

（利用面積）洪水調節時は一時的に冠水するが、洪水時には椎葉谷川の利用

は想定されない。平常時には水位が下がり椎葉谷川の利用が可

能になることから、椎葉谷川の活動は維持されると考えられる。

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）椎葉谷川は、川辺川の支川であることから、存在供用時の水

質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はない

と考えられる。椎葉谷川の下流区間からは、斜面安定対策盛

土等が視認でき近傍の風景が変化する可能性があるが、椎葉

谷川では現地調査の結果から、釣りの利用者は確認されてお

らず、近傍の風景の変化が無い区間でも釣りを行うことは可

能であり近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

（水質）椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」

で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、

川辺川の支川である椎葉谷川の水質の変化による快適性の変化は小

さいと考えられる。 

（河床）椎葉谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」

で示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと考えられるため、

川辺川の支川である椎葉谷川の河床の変化による快適性の変化は小

さいと考えられる。 

 

〇山口谷川 

・改変の程度 

山口谷川は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

山口谷川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はな

いと考えられる。 

 

・利用性の変化 

（利用面積）山口谷川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少

による影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）山口谷川は、川辺川の支川であることから、存在供用時の水

質の変化によって近傍の風景の変化を生じさせる要因はない

と考えられる。また、山口谷川は、ダム堤体から約 600m 離れ

ており、堤体等は視認できないことから近傍の風景の変化は

ないと考えられる。 

（水質）山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」

で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられるため、

川辺川の支川である山口谷川の水質の変化による快適性の変化は小

さいと考えられる。 

（河床）山口谷川は川辺川の支川である。川辺川においては、「(a) 川辺川」

で示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと考えられるため、

川辺川の支川である山口谷川の河床の変化による快適性の変化は小

さいと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(13/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

〇九州自然歩道 

・改変の程度 

九州自然歩道は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変は

ないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

九州自然歩道はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変

はないと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）九州自然歩道は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の

減少による影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）九州自然歩道は、ダム堤体等は視認できないこと、存在供用

時の水質の変化は小さいことから近傍の風景の変化は小さい

と考えられる。 

（水質）水質の変化は、主な活動目的である散策等と関連はないと考えられ

る。 

（河床）河床の変化については、主な活動目的である散策等とは関連がない

と考えられる。 

 

〇五木源パーク 

・改変の程度 

五木源パークは事業実施区域内に位置するが工事による改変は受けないた

め、事業の実施による改変はないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節時は一時的に冠水するが、貯水位が低下し、公園の状態に戻るた

め、五木源パークは遊具利用等の遊びや公園でのスポーツ等の利用であり活

動は維持されると考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時的に冠

水することで土砂の堆積等の変化で遊具が利用できなくなると

考えられる。遊具利用による遊びが主な利用目的であることか

ら、利用性が変化すると考えられる。 

（アクセス性）アクセス性の変化については、利用面積が変化すると予測し

たことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用す

ることができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、利用性が変化すると予測したことから、人と自

然との触れ合いの活動の場として利用することができなくなると考えられる

ため予測は行わない。 

 

〇渓流ヴィラ ITSUKI 

・改変の程度 

生活再建対策盛土の造成の工事及び存在により渓流ヴィラ ITSUKI の施設

の一部は改変されると考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節による一時的な冠水により施

設が利用できなくなると考えられる。 

・利用性の変化 

利用性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変

による影響があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場と

して利用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(14/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

・快適性の変化 

快適性の変化については、改変の程度及び冠水頻度や期間を踏まえた改変

による影響があると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場と

して利用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇カヤック 

・改変の程度 

事業実施区域内に位置するが工事による改変は受けないため、事業の実施

による改変はない。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

洪水調節時は一時的に冠水するが、河川の状態に戻るため、カヤックでの

水面利用は可能であり活動は維持される。 

・利用性の変化 

（利用面積）洪水調節後に河川の状態に戻るが、洪水調節により一時的に冠

水することによる土砂の堆積等の影響でカヤックが利用できな

くなると考えられる。カヤックによる水面利用が主な利用目的

であることから、利用性が変化すると予測した。 

（アクセス性）アクセス性の変化については、利用面積が変化すると予測し

たことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利用す

ることができなくなると考えられるため予測は行わない。 

・快適性の変化 

快適性の変化については、利用性の変化によりカヤックによる水面利用がで

きなくなると予測したことから、人と自然との触れ合いの活動の場として利

用することができなくなると考えられるため予測は行わない。 

 

〇上園のホタル 

・改変の程度 

上園のホタルは事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変は

ないと考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

上園のホタルはダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変

はないと考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）上園のホタルは、事業実施区域外に位置しており、利用面積の

減少による影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 445 号等は整備済みであ

り、アクセス性の変化は小さいと考えられる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）近傍の風景の変化については、川辺川の支川であることから、

存在供用時の水質の変化によって近傍の風景の変化を生じさ

せる要因はないと考えられる。また、ダム堤体等は視認でき

ないことから近傍の風景の変化はないと考えられる。 

（水質）上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の水質の変化は小さいと考えられ

るため、川辺川の支川に位置する上園のホタルの水質の変化による

快適性の変化は小さいと考えられる。 

（河床）上園のホタルは川辺川の支川に位置する。川辺川においては、「(a) 

川辺川」で示したとおり、川辺川の河床の変化は小さいと考えられ

るため、川辺川の支川に位置する上園のホタルの河床の変化による

快適性の変化は小さいと考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(15/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

〇球磨川 

・改変の程度 

球磨川は事業実施区域外に位置するため、事業の実施による改変はないと

考えられる。 

・冠水頻度や期間を踏まえた改変の程度 

球磨川はダム洪水調節地外に位置するため、事業の実施による改変はない

と考えられる。 

・利用性の変化 

（利用面積）球磨川は、事業実施区域外に位置しており、利用面積の減少に

よる影響は想定されない。 

（アクセス性）主なアクセスルートとなる一般国道 219 号及び一般国道 445

号等は整備済みであり、アクセス性の変化は小さいと考えら

れる。 

・快適性の変化 

（近傍の風景）球磨川は、ダム堤体等は視認できないこと、水質の変化は小

さいことから近傍の風景の変化は小さいと考えられる。 

（水質）「7.2.4 水質」に示すとおり、球磨川本川のダム建設後の SS はダム

建設前と比べて変化は小さいと予測した。大規模な出水時には放流

水の SS が増加すると予測したが、SS が 5,000mg/L を超える時間は 2

時間程度と短時間であり変化は小さいと予測した。球磨川における

主な活動目的である川下り、ラフティング、釣り等の利用は洪水時

には行われないと考えられることから、水質の変化は小さいと考え

られる。 

（河床）川辺川の流水型ダムは、洪水調節開始流量を 600m3/s としており、

洪水調節を行う 600m3/s 以上の流入があると河川水を貯水するた

め、下流河川の流量が減少することが想定される。既往の実績洪水

（70 年間、224 洪水）を対象として、供用後の流量変化（ダム地点）

についてみると、頻度の高い 600m3/s 以下の洪水については、洪水

調節を実施しないため、流水型ダムの有無による差がみられない。

洪水調節を実施する 600m3/s 以上の洪水についても、洪水調節操作

ルールを工夫したことにより、1,300m3/s 以上の洪水の頻度は低下

するが、ダム地点平均年 大流量約 1,000m3/s 程度の洪水について

は、供用後にも大きな変化はみられない。ダムありとダムなしを比

較すると河床変動高は 10 年後においても、100 年後においても、同

様の傾向を示していた。河床高の差分は 10 年後においても、100 年

後においても、1m 以下の差となっている。100 年後の河床構成材料

をみると、ダムありとダムなしで河床の構成材料及びそれらの割合

についても大きな違いはみられない。河床高及び河床構成材料の変

化に伴う魚類の生息環境、産卵環境、底生動物の生息環境の変化は

小さいと考えられることから、現況の魚類及び底生動物の生息は維

持されると考えられる。川辺川の流水型ダムの供用後の瀬淵構造は、

位置や規模が部分的に変化する可能性があるものの残存するものと

考えられ、生息する魚類や底生動物の生息環境は維持されると考え

られる。これらのことから、主な活動目的である釣りや水遊びは可

能であると考えられる。 
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表 7.5-8 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要(人と自然との触れ合いの活動の場)(16/16) 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

(

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素)

 

(

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場)

 

(土地又は工

作物の存在及

び供用) 

【環境の保全のための措置】 

ホタルは、改変される生息場について、ホタルの生息環境を把握し、関係

者と協議した上で、同様の環境を整備する。 

渓流ヴィラ ITSUKI は改変される施設について、関係者と協議した上で施設

移設等を行う。 

五木源パークは利用性が変化する施設について、関係者と協議した上で、

洪水調節後に施設の維持管理を実施する。 

カヤックは関係者と協議した上で、洪水調節後にカヤックの利用環境につ

いて維持管理を実施する。 

川辺川は生活再建対策盛土の法面等を緑化する。 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

快適性が維持できる環境の整備として、洪水調節後には河川の状態に戻る

ため、五木源パーク、カヤックは環境保全措置実施後に利用可能となる。利

用が可能となった五木源パーク、カヤックでは、生活再建対策盛土の工事中

の騒音、試験湛水時の植生の変化による近傍の風景の変化に配慮し、快適性

が維持される環境を関係自治体と協議した上で整備する。 

森林伐採に対する配慮として、必要以上の伐採は行わない、伐採は計画的、

段階的に行う。 

ダム洪水調節地の植生の回復の促進として、植生の状況を把握し、必要に

応じて植栽等を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行

い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した

上で適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

人と自然との触れ合いの活動の場及び主要な人と自然との触れ合いの活動
の場について調査し、予測を実施した。予測結果を踏まえ、環境保全措置の
検討を行い、土地又は工作物の存在及び供用による改変の程度、利用性の変
化及び快適性の変化を回避又は低減することとした。これにより、人と自然
との触れ合いの活動の場に係る環境影響が事業者により実行可能な範囲内で
できる限り回避され、又は低減されていると判断する。 
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表 7.5-9 調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要（廃棄物等） 
環境要素の 

区分 

影響要因の 

区分 

調査、予測、環境の保全のための措置、 

環境の状況把握のための措置、評価の結果の概要 

環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
に
よ
り
予
測
及
び
評
価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素 

廃
棄
物
等 

建
設
工
事
に
伴
う
副
産
物 

工事の実施 【予測の結果】 

工事に伴う建設発生土の発生量は、事業実施区域内に計画された建設発生

土処理場の計画容量を超えない。また、堤体の工事で発生する掘削土の一部

はダム洪水調節地内盛土等ですべて再利用する計画である。 

コンクリート塊については、約 10,100m3発生する。 

アスファルト・コンクリート塊については、約 4,300m3発生する。 

脱水ケーキについては、約 27,300m3発生する。 

伐採木については、約 97,200m3発生する。 

 

【環境の保全のための措置】 

各種建設副産物について、以下の環境保全措置を実施する。 

 

コンクリート塊 

：発生の抑制 

再生利用の促進 

アスファルト・コンクリート塊 

：発生の抑制 

再生利用の促進 

脱水ケーキ 

：発生の抑制 

再利用の促進 

伐採木 

：再生利用の促進 

 

【環境保全措置以外の事業者による取組み】 

事業の実施にあたっては、 新技術の活用を検討し、建設機械や建設材料

の低炭素化・脱炭素化を図る。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行

い、影響の程度が著しいことが明らかになった場合には、関係者と協議した

上で適切な措置を講ずる。 

 

【環境の状況把握のための措置（事後調査）】 

実施しない。 

 

【評価の結果】 

建設工事に伴う副産物の種類ごとの発生量及び処分の状況について予測を

実施した。その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、建設工事に伴う

副産物の種類ごとの発生量及び処分の状況による環境影響を低減することと

した。これにより、建設工事に伴う副産物の種類ごとの発生量及び処分の状

況による環境影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、

又は低減されていると判断する。 
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本書に使用した地図： 

・電子地形図 200000（国土地理院発行）を加工して作成 




